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f  R:  tgl お SI  4I*L4^jf 本^ぶ 前^と して 十二 卷 迄な 收ー 

泥 i  k?»  P5 "衫 0^. 「 め 十三 * 以ドは 之な 後編 *」 收む) 

本書 は 序文に 記し て 云、 「平家物語 に 洩れた る を 拾 ひ、 或は 載す る と雖、 委し か ら ざ 

る は 再び 記す。 元より 詳 なる は、 平家物語に 讓 りて 悉ぐ記 すに 及ばす a 然 りと て 

記さ いれば、 事の 始終 明かなら ざる 故に、 大意 を 取りて 記しぬ。 治 承 四 年の 頃よ 

り 始めて、 平家 t びし 後、 源 家 世 を 治む るに 終， O ぬ。 されば 源平の 榮枯を 交へ 記 

して、 源平 軍 物語と 名 づけ 侍る」 と 見えた るに て、 本書 編纂の 作意の ある 所 を 知る 

べし。 要するに 平淸盛 一 家の 繁昌より 筆 を 起し、 源賴朝 平家 を 討伐し、 尋 で弟篛 

經を逐 ひ、 朝 許 を 得て 諸國に 守護 地頭 を 澄き、 玆に 始めて 慕府が 政權を 掌握す る 

に 至る まで、 悉く 其の 事蹟 を 記して 筆を擱 きたるな り • されば 木誉 は^ 家 物語と 

對照 せんに、 彼の 足らざる を 補 ひ、 委しから ざる もの は 更に 之を詳 載し あれば、 是 
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彼 互 に 參觀 すれば、 覺 ぇゃ讀 者 をし て 興眛津 々として 盡 くる 事な か ら し む ベ し。 

铖む らく は 作者の 詳 ならざる こと を。 され ど卷 尾に 明曆 一 一年 丙 申 孟春 吉旦と 明 

記し あれば、 出版 時代 は 此の 時な らん。 恐らく は 本書 も 同時代の 作なる べしと 思 

考 せらる。 猶後考 を 埃つ こと、 せん。 

大正 三年 八月 

黑 川 眞 道 識 


例 言 

一、 原本 十五 卷なる も、 K 數の 都合に 因り、 本 編に は 十二 卷迄 を採收 して 之 を 第 一 卷 

とし 、十三 卷 以下 は、 第二 卷 として 分冊 收截 する 事と なせり。 

一、 讀誦 を： 牛 易なら しむる が爲 め、 全卷を 通じて、 語格 を 正し 假名 遣 を 改めたり と 

雖、 行文の 流麗 典雅な る、 假名 を 漢字に 改む るの 却て 原本の 價値を 毀く る や を盧 

hy. 必ら すし も 漢字 を 補填す るに 努め ざ. C き， 

さるち の 

一 、 原本の 特徵 文字、 たと ひば 「猿 物ぞと 心得て」 云 々 の 如き は、 却て 原本の 儘 を存し 

て 振 假名 を 施し、 其特徵 保存に 力めた るが 如き、 其 一 冽な り， 
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^  

業 一  

淸盛 行，， 大威德 法， 附 行，， 陀天， 幷淸水 寺 詣の事 

賴朝 伊豆に て 艱難に 遭 ふ 事 文 覺由來 の 事 

文 覺發心 附東歸 節 女の 事  文覺 流罪の 事  . 

賴朝、 家人 を 催す 評議の 事  佐々 木 高 綱 伊豆 下向 附馬を 取る 事 

卷氣 1 一  

八牧夜 討の 事 小兒 諷誦 を 讀む事 賴朝大 場 勢 揃の 事 

石橋 合戦の 事 頼 朝 落ち 紿ふ 事附ェ 藤の 介 自害の 事 
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高 綱 姓名 を 給 は る 事 附紀信 高祖の 名 を 借る 事 

塞 二  ……： 

賴朝臥 木に 隱る附 梶原賴 朝 を 助く る 事 

聖德 太子 椋木 附天武 天皇 援 木の 事 

地藏 堂に て賴朝 以下 佛 壇の 下に 隱る V 事 大沼 三郞、 I 一一 浦に 遇 ふ 事 

小 坪 合戦の 事 三 浦の 大介 衣笠 軍 評議の 事 衣笠 軍の 事 

集 S  • ……：… 

三 浦 一 族 落 行く 事 土肥燒 C 舞、 同 女房 消息 跗大 太郞 烏帽子の 事 

宗遠、 小 次 郎に値 ふ 事 賴朝、 三 浦に 會ふ事 

千 葉上總 催促 附俵藤 太の 事 京都 騷 動の 事 入道 院宣 を 請 ふ 事 

源氏 隅 田 河原に 陣を 取る 事 畠 山 推 參附大 場 降 人の 事 

卒家東 國へ討 手に 向 ふ 事 新院嚴 島の 御幸 附淸盛 奉-働-起請， 事 

新院嚴 島より 還 御附御 起請に 恐れ 給 ふ 事 


主 


卷 第五  ： 

賴朝 義經に 對面附 伊勢三 郞義經 に 相 隨ふ事 

賴朝 勸賞附 平家の 方 人 罪科の 事 若宮 八幡宮 を « ふ 事 

綰 の奏. 吉 野の 國栖の 事 春日垂 跡の 事 大 佛造營 奉行 勸 進の 事 

木 曾 謀叛の 事 兼 遠 起請の 事 美 濃の 目 代 早馬の 事 

平家 美 濃國發 向附知 盛所勞 上洛の 事 宇佐 公通 飛脚 附 伊豫の 國 飛脚の 事 

淸盛 逝去 附東 國發 向の 事 墨 侯 川 合戦 附矢矯 川 軍の 事 

行 家 太 神宮 へ 祭文 井 神馬 を 引く 事 天下 餓死の 事 

賴朝 追討の 廳宣附 秀衡方 へ 下す 事 

靈ハ  

信 濃 國橫田 河原 軍の 事 北國の 軍兵 共 木 曾に 隨ふ事 

資永 中風して 死ぬ る 事 附永茂 早馬 を 立つ る 事 賴朝. 義仲中 惡き事 

賴朝 追討 使の 事 齋明慕 目 を 射る 附 源氏 燧が城 を 落つ る 事 
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北國 所々 の軍附 安宅 合戦の 事 

卷第七  

般若 野 軍の 事 平家 礪 並. 志 雄 山 二手に 配分して 寄す る 事 

義仲軍 評議の 事 源氏 軍配 分の 事 礪並山 合戦の 事 

源平 安宅 合戦の 事 成 合の 軍 附侯野 五 郞幷長 綱 c ぶる 事 

妹 尾 井 齋明生 捕ら る、 事 實盛 討た る、 事" 平氏 侍 共 t ぶ る 事 

赤 山 堂 布施 論の 事 貞 能西國 より 上洛の 事 木 曾 山門 牒狀の 事 

平家の 軍兵 宇治. 勢 多に 向 はる、 事 


覺明、 山門 を 語ら ふ 事 

卷第入 ……： 

木 曾 登山 附勢多 軍の 事 

畠 山 兄弟 暇 を 給 ふ 事 

法皇 山門へ 御幸の 事 


法皇 鞍馬 御幸の 事 主上 都 落の 事 

平家 都 落の 事 景家 老母 井 孫を捨 行く 事 

義仲. 行 家 京 入の 事 


法皇 天台 山より 還御附 四宮卽 位の 事 緖 方の 三郎 平家 を 攻 むる 事 


0 


平氏 屋 島に 着く 事 時 光、 神器の 御 使を辭 する 事 

源平 水 島 軍 の 事 木 曾備中 下向、 齋明 討た る 井 妹 尾. 倉 光 討 つ 事 

妹 尾. 板 藏の城 戦の 事 行 家 謀叛に 依って 木 曾 上洛の 事 

行 家と 平家と 室 山 合戦の 事 木 曾 洛中 狼藉の 事 

卷第九  -ー 

木 曾 追討すべき 由附木 曾怠狀 山門に 擧 ぐる 事 木 曾、 法皇 を 押 籠め 奉る 事 

木 曾 平家と 與 せんと 擬す幷 維盛歡 きの 事 . 木 曾、 內裏 守護の 事 

京. 屋 島朝拜 無， 之 附義仲 將軍宣 の 事 範賴. 義經京 入の 事 

高 綱 宇治川 を 渡る 事 東 使 木 曾と 戰ふ事 巴 信 濃 下向の 事 

粟津 合戦の 事 木 曾 頸 渡さる、 事 

卷第十 •：：  一一， 

一 の 谷 城 構の 事 能 登 守 所々 高名の 事 

維 盛の 住 吉詣井 明舯垂 跡の 事 忠度 名所々々 を 見る 弁難 波 浦賤の 夫婦の 事 
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維 盛 北の方 歎きの 事 九 郞義經 勢 汰の事 義經三 草 山に 向 ふ 事 

平氏 手 向 を 嫌 ふ 事 熊 谷 父子 城戶ロ へ 寄す 幷平中 成 田 同所 へ 來る事 

梶原 父子 城に 入る、 景時 秀句の 事 

卷第十  一  •  

義經鵜 越 を 落す 幷畠山 馬 を 負 ふ 事  一 の 谷 落城の 事 

熊 谷、 敦 盛の 頸 を 送る 弁 返 狀の事 頼 朝. 重衡對 面の 事 

維 盛 屋島を 出で て 高 野に 參詣附 粉 川 寺、 法然房 に 謁する 事 

維 盛篇野 山に 於て 出家の 事 - 唐 皮. 小 烏。 拔 穴の 事 

維 盛 入道 熊 野詣、 最後の 事 

S? 一  ：… 

義經關 東 下向 附親 能. 義廣を 搦む幷 除 目の 事 

三日 平氏 附維 盛舊室 夫の 別 を 歎く 幷 平氏 歎きの 事 

新 帝 御卽位 附義經 使宣を 蒙る 井伊 勢 瀧 野 軍の 事 


屋島 八月 十五夜 附範賴 西 海道 下向の 事 

盛 綱 藤戶を 渡し 兒島合 戰附海 佐 介 海 を 渡す 事 

御 麟供皋 附實平 西 海よ-り 飛脚の 事 大嘗會 を 行 はる 附賴 朝條々 奏聞の 事 

義經院 參西國 發向附 三 社 諳寺祈 禱の事 平家の 人々 歡附梶 原 逆 櫓の 事 

義經纜 を 解き 四國に 渡る 附資 盛. 淸經首 京都に 上すべき 由の 事 

勝 浦 合 戰附勝 磨幷親 家屋 島尋 承の 事 

金 仙 寺 觀音講 附六倏 北の 政所の 使 義經に 逢 ふ 事 
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天の 道 は、 盈 てる を 罅き 驕れる を惡ひ • 太 政 入道 淸盛 は、 押して 天子の 外祖父と な 

りて、 四海 を 我 ま、 にし、 王公 をな みし 奉. 9、 一  族の 昇進 六十 餘人、 卄餘 年の 問 は、 官 

階 天下に みちく たり。 樂 去りて 悲^る。 積惡 のいた す 所、 禍 子孫に ながれ、 逆 罪 

の 招く 所、 科 家門に 及ぶ。 人 背き 心替 りて、 三年のう ちに 亡びぬ。 されば 十二 卷の 

物語に 載せた，^ と雖、 記す 所に 詳略 あ. 9。 或は 時 同じ く，， -て载 せざる あり。 今 集む 

る 十五 卷は、 平家物語に 洩れた る を 拾 ひ、 或は 載す ると 雖、 委しから ざる は 苒び記 

す。 元より 詳 なる は、 平家物語に 讓りて 悉く 記す に 及ばす。 然り とて 記さ  >れ ば、 事 

の 始終 明かなら ざる 故に、 大意 を 取りて 記しぬ。 治 承 四 年の 頃よ.^ 始めて、 平家 亡び 

し 後、 源 家 世 を 治む るに 終りぬ。 されば 源平の 榮枯を 交へ 記して、 源平 軍 物語と 名 

づけ 寺る。 
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源平 軍 物語 卷 第一 

、■  ^  に：： A^f . 

淸盛 行，， 大烕德 法、 行，， 陀 天、 淸水寺 詣の事 

抑淸盛 打續き 繁昌し 給 ひける 事、 幼少の 昔、 中の 御門の 家 成の 卿の 許に、 局 やみして 

あ. O ける に、 彼 卿の 祈の 師に、 大納言の 阿 闍梨祐 具と て、 貴き 眞言 師ぁ 家 成の 持 

佛堂 にて、 護身 加持して おはしければ、 淸盛も 常に 對 面め りて、 問 ひ 給 ひける 事 は、 

眞言 上 乘の祕 法の 中に、 如何なる 法 か、 斯樣の 在家の 者の 行 ひ 奉， o、 揭焉の 利 生に あ 

づ かる 事 候 やと 申されたり ければ、 阿 闍梨答 へ て 曰く、 信心 至. o て 修行 すれば、 何れ 

の 法 も 成就すべし • 但威を 一 天に 振 ひ、 徳を萬 人に 抽ん する は、 五大 明 王の 其 一 つ 

大威德 の 法 こそ 成就 あれば、 必ゃ 天子の 位に 昇る と は 申し たれと いひければ、 則ち 

阿 闍梨を 師匠と 賴 みて、 件の 法 を傳受 して、 七ケ 年の 間、 一 向淸淨 に齋戒 し、 可 曾が 


一 滋^ をむ 斷じ、 玄石^ 类 しき ® を も 禁じて * 勇猛 精進し 信心 勸 行し 給 ひけ.^ 七ケ 

年に 滿ち たる 夜、 道場の 上に 聲 ありて、 

つとめん と 思 ふ 心の 淸盛は 花 は^きつ ゝ 朶も榮 えん 

といかければ、 淸^ 後賴 もし く 思 ひ て、 彌精誠 を いたし、 祈念し けれども、 餘 りの 貧 

者な りければ、 倩 案じて 思 ひける は、 我れ 諸國 庄園の 主な.^ たと ひ 何とな けれど 

も、 生得の 報と て、 身 一 つ 助く る 分 は ある ぞ かし。 況ゃ淸 盛が 身に 於て を や。 希代 

一 の 果報 かなと 怪ひ處 に、 或 時 蓮 * 野に して、 大 なる 狐 を 追 出し、 弓手に 相 付けて、 旣 

に 射ん としけ るに、 狐 忽ちに 黃 女に 變 じて、 に つ こと 笑 ひ 立 向 ひて、 や あ 我 命 を 助け 

給 は V  、汝が 所望 を 叶 へんと いひければ、 淸盛矢 をはづ し、 如何なる 人に てお はす ぞ 

と 問 ふ。 女 答へ て 曰く、 我 は 七十 四 道の 中の 王に て あう とい ふ。 さて は^ 狐 天王レ 

てお はします にやと て 、おより 下りて 敬 ひ 屈すれば、 女 又 本の 狐と な.， りて、 こうく 

と 鳴いて 失せぬ。 淸^ 案じけ る は、 我れ 财贊 に 貺ゑ た る ，は、 荒神の 所爲 に <  荒 

神を鎭 めて 财寳を 得ん に は、 辨^ 妙 音に は 如かす。 今の « 狐： 大王 は、 妙 昔の 其 一 つ 

^^行- 1 大威^ 法 1 附れ -1 はさ 并^ s 寺詣の *  お 
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な， 9, 偖 は 我れ 陀 天の 法 を 成就す ベ き 者に こそと て、 彼 法 を 行 ひけ. る 程に、 又 返し 

て 案じけ る は、 實ゃ 外法 成就の 者 は、 子孫に 傳 へやと いふ もの を。 いかい あるべき 

と 思 はれけ るが 、よし）^ 當 時の 如く、 貧者に てながら へむ より は、 一 時に 富みて 名 

§  く すゑ 

を 揚げん に はとて 行 はれ けれ 共、 遣が 後 いぶせぐ 思 ひて、 豫て淸 水 寺の. 觀音 を賴み 

奉り、 御 利 生 を 蒙らん と、 千 曰詣を 始めた，^。 雨の 降る にも 風の 吹く にも H を か、 

す、 千 ：n 旣に滿 じけ る 夜 は 通夜したり。 夜半 計りに、 兩眼拔 けて、 中に 廻りて 失せぬ 

と 夢を見る。 覺 めて 後淺 ましと 思 ひて、 實ゃ佛 神 は、 來ら ざる 果報 を 願 へ ば、 還って 

炎 を 與へ給 ふといへ り。 あはれ 是は 分なら ぬ 幸 を 願 ふに 依って、 觀 音が 罰に、 我 魂 

を 拔き給 ふが、 見えぬ る やらん と 現 心 もな し。 さる にても 人に 尋ねん とて、 我 眼の 

拔 けて、 中に 廻りて 去せ ぬると 夢に 見た る は、 善き か惡 しき かと 札に 書きて 、清水寺 

の 大門に 立て、" 人 を 付けて 是を 聞かしむ， 參り 下向の 人 多く 札 を 見て、 心得す と 

のみい ひて、 誰も 善惡 をば いはす。 兩 三：！ I を經て 後に、 或 人 これ を 見て 打うな づき 

て、 實に 目出度き 夢な り。 吉事 をば 目 出た しとい ふ。 目出度し と は 目出づ るえ 書け 


Kva 眼の 拔 くる は 目の 出づ るな り。 此夢主 は、 日來 心苦しく、 佗しき 事 をのみ 見け 

るが、 此觀音 に歸 依し 奉る に 依って、 難の 眼を拔 捨て、 吉事 を 見ん する 新しき 眼 を、 

入 替へ給 ふ 御 利 生に や。 あつ ばれ 夢 やくと、 兩 三度 嘆めて 去りぬ。 使歸 b て斯く 

と 申しければ、 淸 盛大に 悅 びて、 偖 は 好き 相な りけ b とて、 彼 札 を 深く 納めて、 天に 

仰ぎて 果報 を 待つ。 

賴朝 伊豆に て 艱難に 遇 ふ 事  ♦ 

前の 右兵衞の 佐賴朝 は、 去る 永曆 元年に、 義 朝の 罪に 依って、 伊豆の 國に 流罪せられ 

たりけ るが、 武藏. 相模. 伊； i.® 河の 武士 共、 多く は 父祖 重恩の 輩な り。 其 好 忽ち 忘る 

ベ きなら ねば、 當時 平家の 恩顧の. 者の 外 は、 賴 朝に 心 を 通 はして、 軍 を 起さば、 命 を 

捨っ べき 由 申す 者、 其數 あまた ありけ り。 賴朝又 心に 深く 思 ひ萌す 事な.^ ければ、 

世の 有 i を g ひて、 fe- 月 を 送りけ る こそ 怖し けれ。 伊豆の 國の 住人 伊藤 入道 祐親法 

師は、 章： 代の 家人な. り けれども、 平家 重恩の 者に て、 當國に は、 其 勢 人に 勝れたり • 

^朝 伊豆に マ 艱難に 遇 ふ 事  塞 
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I 娘践人 あり。 一人 は、 相 模の國 の 住人 三 浦の 介義 明が 男義 連に 梢 具したり • 

同國の 住人 土 肥の 次郞實 平が 男 遠： 牛に 相 具したり。 第三の 女、 未だ 男 もなかり けれ 

一 ば、 賴朝 忍びて 通 ひける 程に、 男子 一人 出来に けり。 賴朝 殊に 悅んで 寵愛す。 字 を 

一 ば 千 鶴ん ぞ 申しけ る。 三歲の 春、 少き者 共 數多引 具して、 乳 人に 懐れ て、 前栽の 花 を 

- 折. -て 遊びけ る を、 祐親 法師、 大番 果て ゝ國に 下りたり ける 折節 見付けて、 此稚き 者 

は、 誰 人ぞと 尋ね けれども、 乳 人 答 ふる 事な ぐして 逃 去りに けり。 入道 內に 人り て 

妻女に 問 ひければ、 あれ こそ 京 上りし 給 ひた b し 隙に、 いっき 娘の 殿して おけた る 

おさなき ひご  ^  I  一  i  /  / 

少ス よと いひければ、 入道 瞋 りて 誰 人ぞと 責め 問 ふ。 兵 衞の佐 殿と ぞ 答へ ける。 

祐親 申しけ る は、 商人 修行者 钚を 男に 持ちたら ば、 中々 さで も ありなん。 源氏の 流 

人聱に 取りて、 平家の 御咎 あらん 折 は、 いか  >  は 申すべき とて、 雜色 三人. 郎等 二  V 

仰 付けて、 彼 少子 を 呼出して、 伊豆の まつ 川の 奧白 瀧の 底に な|| ピせ よと いひ けれ 

ば、 三つなる 少き 心に も、 事柄 懶ぐ ゃ覺 しけん、 泣き 悶えて 逃 去らん i しける を、 取 

I めて 郎等に 與へ ける こそうた て けれ， みめ 事 抦淸ら かに、 さすが ^ に紛 ふべ くも 


見え ざり ければ、 雜色郞 等 共、 何として 殺すべし とも 覺ぇ や、 悲し か.^ けれども、 否 

とい は い、 思ふ處 ありと て、 首を切られん 事 疑なければ とて、 泣々 懷き 取りて、 彼 所 

ふしづけ 

に 具し 行きて、 || にして ける こそ 悲し けれ。 娘 をば 呼 取， 9 て、 當國の 住人 江 間の 小 

次 郞を聱 に 取り てげ る。 賴朝此 事 ども 聞き 給 ひ、 瞋る 心も猛 く、 歎く 心 も 深う して、 

祐親 法師 を 討たん i 思 ふ 心、 千度 百度 進み けれども、 大事 を 心に 憑け て、 其 事 をな さ 

すして、 今 私の 仇 を 報いん とて、 身 を. C し 命 を 失 ふ 事 愚な り。 大きなる 志 ある もの 

すこしき- <- らみ 

は、 小怨を 忘る とて、 思 ひ 宥めて ぞ 過され ける。 入道が 子息 伊東 九郞祐 兼、 竊 に賴^ 

に 申しけ る は、 父 入道 老 狂の 餘り、 便な き 事 をのみ 振舞 候 ひし 上に、 猶も惡 行 を^て 

んと 仕る • 心の 及ぶ 處 制し 仕れ 共、 若し 思の 外の 事 もこ そ 出で 來 侍る ベければ、 立 

忍ばせ 袷へ と 申しければ、 賴朝 は、 嬉しく も 申した 是年來 の 芳心な，^ 入道に 

思 ひ 懸けられて は、 何處 へ か遁る べき • 身に 過なければ、 自害 をす ベ きに も 非す • 

口 〈命に 任せて こそ は あらめ とぞ答 へられけ る。 野 三 刑 部 藤 九郎盛 長なん どに 

仰 合め られ ける は、 賴朝 一 人 退出 でんと 思 ふなり • 是 にて 祐親 法師に、 故な く 命 を 

賴 朝 伊豆に て 艱難に 遇 ふ 事  セ 
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失 はれん 事、 言 甲斐な し。 汝等斯 ぐて あらば、 賴朝 なしと 人 思 ふべ から やとて、 大 K 

毛と いふ 馬に 乘り、 鬼武 とい ふ 舍人計 b を 具して、 夜半に 遊れ 出 でられけ る。 道す 

がら も * 南無 歸命頂 鱧 八幡 大 菩薩、 義家 朝臣が 由 緖を忽 に 捨て 給 はやば、 征夷^ 軍に 

至りて、 朝家 を 守り神 紙 を 崇め 奉る べし。 それ 猶叶 ふべ からすん ば、 伊豆 一 國が主 

として、 祐親 法師 を 召 捕って、 其怨を 報い 侍るべし。 何れも^ 運 拙う して、 神 恩に 預 

る ベから すん ば、 本 地は彌 陀如來 にて 在し ます。 速に 命 を 召して、 後世 を 助け 給へ 

とぞ 祈誓 申されけ る。 盛 綱. 盛 長 は、 賴朝 遁れ出 でられて 後 は、 一 筋に 敵の 打 入らん 

する を 相 待ちて、 名を留 むる 程の 戰、 此時 にあり と 思 ひける 程に、^ も 漸く 明け，， け 

れば、 各 出 去りに けう。 其 後 北條の 四郎時 政を賴 みて 過し 給 ひける 程に、 又 彼が 娘 

に、 偸に 嫁して けり。 北條の 四郞、 京より 下， o ける 道に て、 此事を 聞きて 大に 驚き、 

同道と して 下りけ る 前の 撿 非違 使兼隆 を、 聱に 取るべき 由 契約して ける。 國に下 

着し ければ、 知らざる 體に持 成して、 彼 娘 を 取りて、 兼隆が 許へ 遣し ける。 され 共 件 

の 娘、 兵衞の 佐に 志 殊に 深 か， o ければ、 白 立 出 づる樣 にて、 足に S せて 何 處を指 


や V  みやし み 

すと もな ぐ、 簫隆が 宿所 を 逃 出で にけ り。 良 程經れ ども 見え ざり ければ、 怪を なし 

て 尋ね 求 むれ ども、 向後 も 知らすな りに け、 り。 彼女 は 夜もすがら 伊豆の 山へ 尋ね 行 

きて、 頼 朝の 許に 籠りに けり。 時 政 ♦ 兼隆、 此由を 聞え てければ、 各 憤 をな しけれ ど 

も、 彼 山 は 大衆 多き 所に て、 武威に も 怖れ ざり ければ、 左右な ぐ 押入， 9 て、 奪 ひ 取る に 

も 能 はす 過 行きけ る。 懷 島の 平 權の頭 景義此 事 を 聞きて、 賴 朝の 許に 馳 行きて、 袷 

仕 用心し けり， 藤 九郎盛 長、 或 夜 夢に 見け る は、 賴朝足 柄の 矢 倉 嶽に尻 を 懸けて、 左 

の 足に は 外の 濱を 踏み、 右の 足に て は 鬼界が 島を蹐 み、 左右の 脇よ， り 日月 出で 光 を 

ならぶ。 伊 法 法師 金の 瓶 子 を 抱きて 進み出で、 盛 綱 銀の 折 敷に 金の 盃を すゑて 進 

み 寄り、 盛 綱 铫子を 取りて 酒 を 受け 進ら すれば、 賴朝 三度 飲み 給 ふと 見て、 夢 は覺め 

にけ り。 盛長此 事を賴 朝に 語りければ、 景義 申しけ る は、 夢 最上の 吉 夢な， 9。 征夷 

將軍 として、 天下 を 治め 給 ふべ し- H: はま 上、 月 は 上皇と こそ 傅へ 奉れ。 今 左右の 

御 脇より、 光 を 延べ， 給 ふ は、 是國 王猶將 軍の 勢に 包まれ、 東 は 外の 濱、 西 は 鬼 界が島 

迄、 歸 伏し 奉る べし。 酒は是 一 旦醉 をな し， 終に さめ 本心になる。 近く は 三月、 遠く 

賴朝 伊豆に ズ 艱難に 遇 ふ 事  ^ 
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は 三年に、 醉の御 心 醒めて、 此 夢の 吿、 一 つと して 相違 ふ 事 は あるべ から やと ぞ申 

しける。 北 條の四 郞時政 は、 外に は 世間 を 恐れて、 兼 隆を聱 に 取る と雖、 賴 朝の 心の 

勢 を 見て ければ、 内 に は 深く 賴み てけ り。 賴朝も 又 賢人に て、 謀 ある 者と 見て けれ 

ば、 大事 をな さんす る 事、 時 政なら では 其 人な しと 思 ひければ、 上に は 恨む る樣 にも 

てな して、 相 背く 心 はな かりけ.^。  W も廿 一 年の 春秋 を 送りて、 年頃日頃 何となく 

過ぎけ るに、 今年 斯る 謀叛 を發 しける 事、 後に 聞え ければ、 高 尾の 文覺の 勸にぞ あり 

ける • 

文 覺由來 の 事 

彼文覺 は、 渡邊黨 に、 遠 藤 左 近の 將監盛 光が 一男、 上 西 門院の 北面の 下臈 なり. 母 其 

未だ 子な し。 夫妻 共に 家の 絶えなん 事 を 歎きて、 長 谷 寺の 觀 音に 詣 でて、 七 ケ日祈 

b 申しければ、 左の 袖に、 鳶の羽 を 給 はると 夢に 見て、 懷姙 して 儲けた る 子な り • 父 

は 六十 一、 a- は 四十 三に て 生れた る 一男な り。 母 は難產 にて 死し ぬ。 父 赤子 を 抱き 


て I さける 程に、 事の 綠 ありけ る 上、 便宜の 方 人に もと 思 ひて、 丹 波の 國保津 の庄の 

下司、 春 木の ニ郞 入道 道 善と いふ 者 養 ひける が、 三歲の 時、 父 盛 光 も 死に、 けり • 

堅固の 孤 子な り けれども、 血の 中よ り 手 馴れたれば、 さすが 捨難 うして、 道 善 m がけ 

b。 面 帳 牛皮の 童に て、 心しぶ とく 聲高 にして、 親の 敎訓を も 聞かす、 人の 制止 事 を 

も 用 ひす、 庄 内の 童 を 催し 從 へて、 野 山 を 走り 田 畠 を 損じ、 馬 牛 を 打 はり、 目に 餘り 

たる 不用 仁；： ？ りければ、 上 F 如何せんと 持餘 したり. 十三に なりけ る 年、 一門 こ 遠 

藤 三郞. 瀧 口 遠 光と いふ 者 を 呼 寄せて、 元服せ させて 鳥 帽子 子と す • 父 盛で が 盛 を 

取り、 烏帽子 親 遠 光が 遠 を 取りて、 盛 遠と 名 を 付け、 父が 跡 を 追うて、 上 西 門院の ヒ 

面に 參る。 遠 藤 武者 盛 遠と ぞい ひける。" お 時々 物 狂 はしぐ ありけ.^ 容頓 よ 

勝れ ざ， o けれども、 大の 男の 力強ぐ 心剛 なり • 武藝の 道 人に 勝れて、 道心 もさす が 

ありけ ると かや。 常に は 母が 難產 して 死にけ る 事 をい ひて 泣き、 父が 事を戀 ラて悲 

しむ • 生年 十八 歲 にて、 いと ほしき 女に 後れて、 髮を 切， o て 遁世し き • 

文覺 由来め 事  二 
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文 覺發心 附東歸 節 女の 事 

文覺 道心の 起を尋 ぬれば、 女 故な り。 文 覺が爲 に 內戚の 叔母 一人 あり • 其 昔 • 事の 

綠 に付きて 、奥州 衣河に あ. o ける が、 歸り 上りて 故鄕に 住む • 一  家の 者 共、 衣川 殿と 

いふ • 若く 盛な， 9 し 時 は、 みめ 容 人に 勝れ、 心ば へな ども 優に やさし か， 9 ける が、 今 

は 盛 過ぎて 世 中も衰 へ、 寡に て 物淋しき 住居な り。 娘 | 人 あり、 名 をば あと まと ぞ 

いひけ る。 され ども 衣川の 子 なれば とて、 異名に は 袈裟と 呼ぶ。 親に 似た る 子と て、 

靑 黛の 眉の 渡. 丹 華の 口つ き 愛々 しぐ、 桃李の 装、 芙蓉の； g  、いと 氣高 くして、 綠の簪 

雪の 肌、 揚 貴妃. 李 夫人 は 見ねば 知らす、 愛敬 百の 媚ー つも 缺 けす。 さし も巌 しき 女 

房の、 心さ へ 情深う して、 物 を 憐れみ 咎を 怖る、 こと 斜 ならす。 毛婕. 西 施が 再誕 か、 

觀昔 E 施の 垂跡 か、 深窻の 內に扶 けられて、 旣に 人と なるな，^ 軒端の 梅の 匂いと 

香し く、 庭 上の 花 殊に 細に して、 十四の 春を迎 へた， o。 榮花 名聞、 人々 我 もくと 心 

を 通 はす 其の 中に、 並の 里に、 源左衞 門の 丞 渡と て、 一 門な りけ るが、 內 外に 付けて 


申しければ、 恥 かしから ぬ 事な りと て是を 遣す • 互の 心淺 からすして、 早 三年に な 

りぬ。 女 今年 は 十六な り、 盛 遠 は 十七に なりけ るが、 其の 年の 三月 中旬に、 渡 邊の橋 

供養 あり。 盛 遠 鉗 叢 濃の 直垂 に、 黑糸絨 の 腹 卷に釉 付けて、 折 烏帽子 を 着、 白金の 蛭 

卷ニ筋 通して 卷 いたる 長刀、 左の 脇に 挾み、 其の 日の 奉行し ければ ノ： y 々面め たる 兵 

士共 下知し 廻して、 橋の 上に 立 渡り、 ゆ、 しく ぞぁ， o ける。 供養. 旣に 終って、 方々 へ 

下向し ける 中に、 北の 橋 詰より、 東へ 三 間隔て ありけ る棧 敷の 中より、 女房 達 數多出 

でて 下向し ける 中に、 十六 七に もや あらんと 見 ゆる 女房、 輿に 乘 らんと て、 簾 を打舉 

げ ける を 見れば、 世に あり 難き 女な う。 盛 遠目 くれ 心 消えて、 何 處の者 やらん、 いか 

なる 人の 妻子なる らんと、 行末 見た く 思 ひければ、 輿に 付きて 行く 程に、 並の 里に 渡 

とい ふ 者が 家に 見入りたり。 是は 聞え し 衣川の 女房の 女 や。 過失な き 美人な りけ 

り。 如何すべき と、 春の 末より 秋の 半 迄、 臥しぬ 起きぬ ぞ 案じけ り。 思ひ沒 して 九 

月 十三 日の 朝、 母の 衣川が 許に 伺 ひ 行き、 則 刀を拔 き、 是非な く 母が 立 首 を 取りて、 

腹に 刀 を差當 て、 害せん とす， 女 現 心なし • よくく 見れば、 甥の 遠 藤 武者 盛 遠な 

文覺续 心 附東歸 節 女の 事  一三 
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女 泣々 申しけ る は、 抑 和 殿 は 我に は 甥、 我 は 和 殿に おばなり a 此 中には 殊 なる 

仇な し • 就中 御 邊の母 死して 後 は 孤 子 なれば、 孫子 を 思ふ樣 にいと ほしう 奉る。 父 

とも 母と も 賴み給 ふ ベ し • 何人が い かにと 讒言し たれば、 斯く； 憂き 振舞 をば し 給 ふ 

ぞ. 身に 誤 ありと 覺ぇ す、 暫く 命 を 助けて、 怨の通 を 宣へ。 晴れ 申さん と 手 を摺り 

て 泣く  a 盛 遠 は 慈悲な く、 目 を大に 見張りて、 おばな b とても、 我 を 殺さん とし 給 ふ 

敵 なれば 遁す まじ • 渡 邊黨の 習と して、 一 目 なれ ども 敵 を 目に 掛けて 置かす。 す は 

す は R 今 刺殺さん とて、 腹に 刀 を ひや/ \- と差當 てたり。 おばは 肝 魂 もな し。 わな 

なく  x^、 誰 人の 申した る ぞ* 我 寡に して 夫な し a 和 殿に 於て 意趣な し • 思 ひ 寄ら 

ぬ 事 を も 宣ふ物 かな， 是 はいかなる 事ぞ やと 申す • 盛 遠 は、 人の 申す にあら す， 袈 

裟 御前 を 女房に せんと、 內々 申傳 へし を 開き 給 はす、 渡が 許へ 遣し たれば、 此三箇 年 

人知れ す 戀に迷 ひて、 身 は 蟬の脫 殻の 如くに なりぬ • 命 は 草葉の 露の やうに 消えな 

ん とす， 戀には 人の 死なぬ もの か は • 是 こそおば の 甥 を 殺し 給 ふなれ • 生きて 物 

を 思 ふ も 苦しければ、 敵と 一 所に 死なん と 思 ふな いふ， 衣川 は、 せめての 命の 


惜し さに 申しけ る は、 旁 申し ゝ 中に 新く と は 聞きし かど も， さまでの 事と も 思 はや、 

身 貧 なれば、 何方と も 思 ひわ かざりし を、 渡 奪 ふが 如. ^.f ^て 取りし かば 力なし。 6t 

程に 思 ひ 給 は^、 安き 事な， 9。 刀 を 納めよ • 今宵 呼びて 見せん とい ふ • 盛 遠 は、 なほ 

ざり に 口 を 堅めて は惡 かりなん と 思 ひて、 そらごと せじ。 渡が 方へ 返忠 せじな ど、 

能々 堅めて 刀 を さし、 今宵 參 らんと て歸 りに けり。 衣川 は 涙 を 流し、 如何 はせんと 

ぞ 悲しみけ る a 此盛 遠が 有樣、 いふ 事 を 聞かす ば 、一定 事に あ ひぬべし • さて 又 呼 

びて 逢 はせ なば、 渡が 怨 いか. V せんと 思 ひける が、 案じ 廻らして、 娘の 許へ 文 を や 

る a 此程 風の 心地 候。 打 臥す 迄の 事 はなければ、 披露まで は 事々 しく 候。 忍びて お 

はし ませ。 申 合すべき 事 侍り。 寡なる 身に は、 墓な き 事の み 侍り。 返す-^ 忍びて 

唯一 人お はし ませと 書きたり。 娘 文 を 取上げ 見て、 心細き 御文の 樣 かなと て 胸 打 さ 

わぎ、 女の 童 一 人 具して、 假 初に 出 づる樣 にて、 母の 許に 來れ 母つ くぐ 娘の 顔 

を 見て、 はら. （-と 泣 さて、 良久し く ありて 、手箱より 小刀 を 取 出して いひけ る は • 

是を 以て 我 を 殺し 給 へ とて 與 へ ければ、 娘大に 騒ぎて、 是は 何事に か。 御物 狂 はし 
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ぐな り 給 へる かとて 、顔 打 あかめて 居たり • 母が いひけ る は、 今朝 盛 遠が 來て、 樣々 

振舞 ひ つ る 事共、 ありの 儘に いひつ いけて、 此事 いかに もく 盛 遠が 思の 晴れ ざら 

んに は、 我れ 終に 安 穩 なる べしと も覺ぇ や。 されば とて 渡が 心 を 破らん とに も あら 

す。 由な きわこせ 故に、 武者の 手に 係つ て. LT ひんより は、 憂目 を 見ぬ 先に、 わ こせ 我 

を 殺し 給へ とて、 さめ と 泣く。 娘是を 聞きて、 誠に 樣 なき 事なら。 心 憂き 事 か 

なと、 なのめ なら ゃ歡 きけ るが、 つぐ <^是 を 案じて、 親の 爲に は、 さらぬ 孝養 をす 

る も 習な り。 御 命に 代， o 奉らん。 結ぶ の 神 も 哀と思 召せと て、 口に は 甲斐々々 しぐ 

いひ けれども、 渡が 事 を 思 ひ 出で つ、、 目に は 淚 を こぼしけ， o。 日 も旣に 暮れぬ。 

盛 遠 は 一 人唤 して、 眞を かき 鬚 を 撫で、 色めきて 早來 り、 女と 共に 臥し 居た，^ 小夜 

も 漸，、 更 行きて、 曉方 にな. o- ければ、 鷄旣に 鳴き 渡る。 女 暇 を 乞 ふ。 盔遠 申しけ る は、 

會は すば 逢 はぬ にて ある べし- 弓矢 取る 身と 生れて、 飽かぬ 女に 暇 を 取らせて、 戀 

する 習な し。 逢 はで 思 ひし 思は數 なら や。 いかなる 目に 合 ふとても 、^奉らん i は 

申す ま じ • 今より 後 は 長き 契、 是 だに あらば 何事 か あるべき とて、 太刀 を拔 いて 傍 


に 立てた， あ  >  今 は 世の 亂ぞ。 思 ひ 儲けし 事 なれば、 會ひ ぬる 後 は 命 ぐらべ、 わ 

こせの 爲には 命 も 惜しから や- わ こせの 不祥、 盛 遠が 不祥、 渡が 不祥 • 三の 不祥が、 

一 度に 來 るべ き 宿 習に てこ そ ありつら めと て、 惣 じて 思 切りた る氣 色な り。 女 良案 

じてい ひける は、 暇 を 乞 ひ 奉る は 女の 習、 志の 程 を 知らん とな. 9。 斯く 申す も 打 付 

心の中 は、 末賴 まれぬ 樣 なれば、 憚 あれ ども、 何事 も此 世の 事に 非す と 聞き 侍れば、 

實 にも 前世の 契に こそ 侍らめ • さらば 我が 思 ふ 心 を 知らせ 奉らん。 渡に 相 馴れて、 

今年 三年に なり 侍り けれども、 折々 に 付けて、 心ならぬ 事の み 侍れば、 思 はすに 覺ぇ 

て、 何處 へ も 走り、 失せな ば やと 思 ふ 事 度々 なり • され 共 母の 仰の 背き 難 さに、 今迄 

候 計，^ なり。 誠淺 からす 思 召す 事なら ば、 只 思 切りて 左 衞門尉 を 殺し 給へ。 互に 心 

安 からん。 さらば 謀 を 構 へんと いふ。 盛 遠 悅ぶ色 限な し。 謀と はいかに と 問へば、 

女い ひける は、 我れ 家に 歸， O て、 左衞門 尉が 髮を洗 はせ、 酒に 醉は せて 內に 入れ、 高 

殿に 伏せた らんに、 濕れ たる 髮を搜 つて 殺し 給へ とい ふ。 盛 遠 悅んで 夜 討の 支度し 

けり。 女 暇 を 得て 家に 歸ク、 酒 を 儲け 渡 を 請 じて 申しけ る は、 母の 勞 とて 忍びて 呼 
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び 給 ひし 程に、 昨日 罷りて 侍 b しに、 此曉 よりょく ならせ 給 ひぬ。 悅び 遊ばん とて、 

我 身 も 飲み 夫に も强 ひたりけ り。 元 來思ふ 中の 酒 盛 なれば、 左 衞門尉 前後 不覺に 飲 

み醉 ひたり。 夫 をば 帳臺の 奥に かき 臥せて、 我 身 は 髮を濕 らし、 たぶ さに 取りて、 烏 

帽子 を 枕に 置き、 帳臺の はたに 臥して、 今や？^ と 待つ 所に、 盛 遠 夜半 計りに 忍び や 

かに 狙 ひ 寄り、 濡れた る 髮を搜 り 取， O て、 只 一 刀に 首 を 斬り 、袖に 包みて 家に 歸. 9、 

空 伏して 思 ひけり.。 ぁゝ 終に 禍 事故な く、 肝 も つぶさ ゃ鎭 めぬ る こそ 嬉し けれ • 年 

來日來 、諸々 の 神々 に 廻り 行 ひ、 祈ろ 祈の 甲斐 ありて、 本意 を 遂げぬ る 嬉し さよ。 昔 

も 今 も、 神の 御 利生嚴 重な，^。 春 日. 八幡. 賀茂下 上. 极 尾. 平野. 稻 荷. 祇園に 參 りつ、、 

赛 せんと ぞ悅 びけ る。 愛に 郎等 一 人 馳せ來 りて 申す やう、 不思議の 事 こそ 候へ。 

何者の 所爲 やらん。 今夜 渡 左衞門 殿の 女房の 御 首 を、 切 ，0 叁ら せて 侍る 程に、 左衞 

門 は 口惜しき 事な， oi て、 門戶を 閉ぢて 臥 沈み 給 へ り と 披露め り。 弔に は 御 渡 hv 突 

まじき やらん とい ひければ、 あな 無慙 や。 此女 房が、 夫の 命に 代， o ける にこ そと 思 

ひて、 首 を 取 出して 見れば、 女房の 首な り。 1 目 見る より 倒れ K し、 聲も 惜します 叫 


びけ-り • 三年の 戀も夢 なれ や • 一夜の 1— も 何なら す。 落つ る 涙に 搔 暮れて、 身の^ 

所 もなか， o けり。 其 日 も 暮れぬ • 盛 遠 起き 居て 、つくぐ と 諸 法の 無常 を觀 じけ 

り。 生 ある 者よ、 必す死 すれば こそ、 三世の 佛も、 炎の 煙 を 示し 給 ふらめ。 會ふ事 あ 

りて 別 るれば こそ、 上界の 天人 も、 退歿の 雲に は^^し むらめ。 況ゃ 下界 を や、 凡夫 を 

や。 夫婦の 契、 前後の 怨， 世の 習な り、 人の 癖な， 9。 されば 是は 然るべき 善知識な り。 

歡 くべき に 非す。 あかぬ 別れの 妻 故に こそ、 道心 を發す W は 多から けれ。 神明 三寶 

の 御お 主な りと 思 切り、 明け、 れば 、例よりも 尋常に 出立ち て、 郎等 數多相 具して、 

渡が 家へ】 げき たれば、 門 戶を閉 おて 音 もせす。 門 を 叩きて、 盛遠參 りた. 5 とい はす 

れょ、 戶を 閉ぢ ながら、 內 より 答へ ける は、 御渡悅 ばし く存 候。 佴 面目なき 事なる 間 

问 後 は 人々 に見參 せじと いふ 願 を發せ b。 御歸 あるべし とい ふ。 盛 遠 重ねてい ひ 

ける は、 女房の 御 首 切って 候 奴 を 聞 出して、 彼 處へ打 向 ひつ ゝ、 搦め 取りて 參 りつる 

程に 遲參仕 候。 急ぎ 門 を 開き 給へ とい ひければ、 歎の 中に も 嬉しくて、 門 を 開きて 

入れた， 9。 左 衞門尉 は 首 もな き 女房の 傍に 伏 沈みお.^  ^遠 は 走り 寄^、 御 敵 具し 
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て叁 りたり。 先づ 御 首 御覽せ よ と て、 懷 よ り 0 の 首 を 取 出し て 、其 身 に 差 合， せ で r 

腰刀 を拔 いて 左衞門 尉に. 與 へて、 盛 遠が 仕業な， り。 和 殿の 首を搔 くと 思 ひたれば、 

斯る事 を 仕出したり。 餘 りに 心 憂ければ、 自害 せんと 思 へど も、 同じく は 御 邊の手 

に懸 りて 死なん。 さ こそ 本意な く 思 ひ 給 ふらめ。 とく-/. \ 切り 給へ とて、 首 を 延べ 

てぞ 居た^ ける。 渡 は、. 刀 は 我 も 持ち おれば、 人の， 刀、 によるべ か— らす。 但斯 程に 思 

はん 人の 首を切る に 及ばす。 . 又 自害し 給 ひても 其 詮なし。 是も 然るべき 善知識に 

こそ あ， o けめ。 只 御 邊も我 も、. C き 人の 後世 を 弔 ひ、 一 佛 土の 往生 こそ あらま ほし 

けれ。 今生 我執 を 起して、 來 世の 苦難 を 招かん 事、 自他 互に 由な し。 倩是を 案す る 

に、 此 女房 は、 觀音優 婆 夷の 身 を 現じて、 我等が 道心 を 催し 袷 ふ と觀す ベ しとて、 渡 

自ら 刀を拔 きて 先 づ髮を 切って けり。 盛 遠是を 見て、 渡 を 七 度禮拜 して、 是も髮 を 

ぞ 切って ける。 此有樣 を 見け る 者、 男女の 間に、 卅 餘人ぞ 出家し ける。 衣川の 女房 

も 尼に なリ て、 眞の 道に 入り けれども、 恩愛 前後の 悲しみ は、 いつ 晴る べしと も覺ぇ 

す。 彼女 房 消息 細々 と 書きて、 手箱に 入れて 形見に といむ。 是を 開き 見れば、 さら 


ぬ だに も、 女 は 罪深 かしと 承り 侍る に、 浮 身 故に、 數 多の 人の 失せぬ ベければ、 我 身 

一 つ を 失 ひ 候 ひぬ。 1 人 殘り留 りお はしまして、 歎き 思 召さん 事 こそ 痛 はしく 侍 

れ。 何事 も 然るべき 事と 申しながら、 先立ち 參ら せぬ る 悲し さよ • . 相 構へ て 後の 

世、 よぐ 弔 ひて 給 はらん。 佛 にな b 侍りな ば、 母御 前 を も 渡 を も、 必す迎 へ 奉る べし • 

萬づ 細かに 申 度 侍れ ども、 落涙に 水 莖の跡 見え 分かす とて、 

露 深き あさ ぢが 原に 迷 ふ 身の いとい 闇路に 入る ぞ 悲しき 

と、 母是を 披見に 付けても、 目 も くれ 心も涫 えて、 悶え 焦れけ る有樣 は、 赏に 詮方な 

くぞ 見えけ る。 深淵の 底、 猛き 炎の 中な， cy とも、 共に 入 b なんと こそ 思 ひしに、 こ は 

何とし つる 事 や. らん。 老いて 甲斐な き 露の 身 を、 蓰の 宿に 留め置き、 いかにせ よと 

て殘 すらん。 昨日 を 限と 知りたり せば、 など か 飽く迄 見ざる べき • 同じ 道に と ロ說 

き けれども、 歸らぬ 旅の 癖 なれば、 更に 答 ふる 事な し。 せめての 事に 母な く）/ \ -、 

闇路に も 共に 迷 はで 蓬生に 獨り 露け き 身 をい かに せん 

i 、娘の 文に 書 添へ て 詠 じけ る • 其 後 母 は 用に なみ、 天 王 寺に 参籠して， 只 疾< 命 を 
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召し、 淨 土に 導き 給へ。 救世 觀音 太子 聖靈の 悟 を 開きて、 なき 人の 生 所 を^め.、 一 佛 

蓮臺の 上に して、 再び 行 合 はんと 祈念し ければ、 次の 年 十月 八日、 生年 四十 五に て、 

目出度き 往生 を 遂げに けり。 左 衞門尉 渡 は、 僧 を 請 じ髮を 剃り、 三 聚淨戒 を 受け持 

ちて、 K 名に 寸 けた b し 渡と いふ 文字に て、 渡 阿彌陀 佛とぞ 申しけ る。 生死の 苦界 

を 渡って、 菩提の 彼岸に 屆か ん事を 志し、 渡 阿 彌陀佛 とも い ひける にや。 遠 藤 武者 

も 入道して、 在俗の 時の 盛 遠の 盛 を 取り、 盛 阿 彌陀佛 とい ひけり。 失せに し 女の 骨 

を 拾 ひ、 後 園に 墓 を 築き、 第三 年の 間 は、 行 道念 佛 して、 斜 ならす 弔 ひける とぞ 承る • 

されば にや、 夢に 墓所の 上に 蓮 花 開けて、 袈裟 聖靈其 上に 座せ，^ と 見て、 さめて 後歡 

喜の 涙 を 流しけ.^ 其 後 盛 阿 彌陀佛 、日本 國を 修行して、 求 法の 志い と懇 な，^ 斯 

b しかば 智者に なり、 盛 阿 彌陀佛 を 改めて 文覺 とい ふ。 利根 聰明に して、 有驗 世に 

勝れたり。 去る 持 法 功 驗の時 迄 も、 昔の 女の 事 思出レ て、 常に 衣の 釉を 絞りけ り。 

若し や 慰む とて、 彼女の 影 を 移して、 本尊と 共に 首に 懸けて、 戀 しきに もこれ を 見、 

弗し しきに もこれ を 弔 ひける こそ、 せめての 事と あはれ なれ • 斯る例 は異國 にも あり 


けり。 昔 唐に、 東 歸の節 女と いひけ る は、 長 安の 大昌 里人と いふ 者が 妻な りけ り • 

其 夫に 敵 あり。 常に 窺 ひけれ ども、 殺す こと 叶 はす。 敵、 節 女が 父 を 縛って、 女 を 呼 

びて いふ。 汝が夫 は、 我が 犬なる 敵な う • 其 夫 を 我に 與へ すば、 汝が父 を 殺さん と 

いひければ、 女 答へ て 曰く、 妾 夫 を 助けん 爲に、 いかで か 生育の 父 を 殺させん。 速に 

妾が 夫 を 殺さし めん。 妾 常に 摟 上に 寢 ぬる。，.， 夫 は 東 枕に 臥し、 妾 は 西 を 枕と す • 來 

,9 て 東 枕なる を 切れと 敎 へ て、 家に 歸 りて 思 ひける は、 父に 恩愛の 慈悲^し • 夫に 

偕老の 情淺 からす。 夫の 命 を 助けん とすれば、 父の 命危 し。 父が 身 を 育まん とすれ 

ば、 夫の 身 C びなんと す。 如か じ 父 を 助けん が爲 に、 夫 を 敵に 與 へつ。 我れ 又 夫が 

命に 替 らんと て、 自ら 東 枕に 伏して、 夫 を 西 枕に 臥さし め、 敵 窺 ひ 入， 9 て、 忽に東 首 

なる 者 を 切って、 家に 歸， O て 朝に 是を 見れば、 夫の 首に あらや、 妻が 首な り • 敵大に 

悲しみて、 此 女の、 父の 爲に 孝め り、 夫が 爲に忠 あり。 我い か^せんと いふ。 終に 節 

女が 夫 を 招きて、 長ぐ 骨肉の 睦を なしけ わ-。 夫婦の 語ら ひとり >^ な，^ 彼 は 今生 

の 契 を 結び、 是は 菩提の 道に 入，^ にけ り • されば 文覺發 心して、 金剛 八 葉の 峯 より 

文 免^ 心 附東歸 節 女の 事  J 一：， 一 
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始めて、 熊 野. 金峯. 大峯. 桂 木. 天 王 寺. 愛宕山. 高 尾. 嵯 蛾. はう りん 寺. 止觀院 .れ うごん 

院-比 良 .高 峯、 凡て 曰 本 一 州、 至らぬ 靈地 もな，、、 七日 二 一七 H. 三 七： n. 百 曰 籠り 行 ひ 

け， 5。 十八 歲 にて 出家して、 一 十三 年の 間 は、 或 時は斷 食し、 或 時 は持齋 せり。 春 は 

霞に 迷へ ども、 峯に 登りて 檎を 取り、 夏 は叢繁 けれども、 柴の 扉に 香を燒 き、 秋 は 紅 

葉に 身 を 寄せて、 野 分の 風に 釉を 翻し、 冬は肅 索た る 寒 谷に、 月 を 宿せる 水 を 結びな 

ん どして、 山伏 修行者の 勸懇 なり。 彼 首 陽の 翁に は あらね ども、 蕨 を 折りて 命を延 

ベ、 原憲が 扉に ほして、 草 を 綴りて 膚を隱 せり。 座 禪淸淨 の 室の 內に は、 本尊 持經の 

外 は 物な し。 斯くて 抖藪 修行の 後、 再び 高 尾の 神 護 寺に 居住す。 

. 文覺 流罪の 事 

去 程に 文覺、 高 犀の 神 護寺勸 進の 事に 付きて、 院の 御所に て 狼藉し ける 科に よ， c/倂 

豆の 國へ 流罪すべき 由敕宣 ありて、 鳥 羽の 南門より 舟 を 出す。 水 主楫取 共、 事に 觸 

れて 情なく こそ 當 b けれ • 其 夜 は 渡邊に 着きぬ • 水 主楫収 も、 同じく 一所に 宿りけ 


K 文 覺は內 にあり、 楫取 は緣に 伏した，^ 遣 戶ー つ を 隔てたり • 夜 さし 更けて 楫 

取が いひけ る は、 哀れ 此 上人 は、 勸 進の 用途 は、 多く 持ち 給 ひたる らん。 敕 勘の 人な 

れば、 いっか 歸り 上り 給 はんすらん。 何とかな して 柱 惑し 取らん など、 樣々 に 私語 

きて、 其 後 は 音 もせす。 文 覺は惡 き 奴 原 かなと 思 ひて、 曉 方に 念珠 押 揉み、 忍聲 にて 

南無 歸命頂 鱧、 高 尾 山の 護法 天童 神 護 寺 造 營の爲 、勸 進の 用途に て 金 百 兩を買 ひ、 五 

條の 天神の 鳥居の 左の 柱の 根、 三尺が 底に 埋 みて 候。 文覺 上洛の 程、 夜の 守 晝の守 

と 守護せ しめ 給 へ と 祈誓し けり。 楫取共 目を覺 して、 互に 頭 を 振 合 ひて 悅び けり。 

明る ゃ遲 し、 四 五 人 京へ 上り、 夜に 入りて 五條の 天神の 鳥居の 左の 柱の 根 を、 三尺 

掘， C たれ ども 金 もな し。 五 尺 計り 掘り たれ どもな かう ければ、 一 人が いひけ る は、 

夜の 耳に て はあり、 而も 忍聲 にい ひつれば、 右の 柱 を 、左と 聞きても や あるらん とて、 

右の 柱 を 四 五 尺 掘り たれ ども、 鳥居 は 倒れて 金 はなし。 あさまし とて 逃げ 下りぬ • 

明日 は 五條 あたり、 西 洞院の 在家 人集りて、 これ は 不思議の 勿怪 ぞ。 我 は 夢に 見た 

^0 我 は 鳥の 此邊に 集りた る を 見たり などい ひて、 いか 樣 にも 天神 を 宥め 奉る べし 

文覺流 揮の 事  11m 
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とて、 臨時の 祭し 鳥居 を 造，^ 替 へ、 ゆ、 しき 經營 にぞ ありけ る。 伊豆守 仲 綱が 下知 

に 依って、 國澄 暫く 渡邊に 逗留す。 又文覺 大事の 召 人な b。 よぐ/^ 守護すべき 

と 言下した りければ、 渡 邊黨畨 を 結んで 是を 守り、 夜 は 夜もすがら 寢す、 內へ 外へ 

出入， 9 て、 晝は ひね もす に、 立ちぬ 居ぬ、 湯よ 水よ とい ひて、 人 を も 安く 置かす。 聊 

も 命に 背けば、 さん < ^に 惡 口して、 親しき 者 も持极 へり。 親類 共い ひける こと は、 

あな 無 慙ゃ少 きょり、 無道な りと 見えし 者 は、 終に 果して 憂目 を 見る ぞと よ。 故鄕 

に は 錦の 袴 を 着て 歸 ると こそい ふに、 さまで こそな からめ。 生れ 所に 來て、 親類 骨 

肉に 守護せられ、 恥と 思 ふ 心 もな く、 徼不 當の惡 口に 振舞 ひて、 我等 を さ へ 心 憂目 見 

する 事の 口惜し さよと いふ 處に、 ありし 楫 取が 進み出で て、 惣 じて 不當 の大虛 言の 

御 房な り。 金百兩 五條の 天神の 鳥居の 下に 埋 みたり と宣 ひし 程に、 人に も 知らせ 

す、 親しき 者 計. O 少々 相 連れて、 夜もすがら 掘れ どもく 終に なし。 結句 は 鳥居の 

柱 掘 倒して、 淺猿 しさに 逃 下りた， 9 とい ふ。 文覺、 親しき 者に 謗られて、 大に腹 立し 

ける 中に、 楫取 奴等 を賺し 課せたり と 嬉しくて、 や あ 舟 子 共よ • 此 大地の 底 は、 金輪 


際と て、 金 を 敷き 滿 ちたり， などて こ 迄ば 掘ら ざり ける ぞ。 但 法師が a みたる 金 

は、 北 野の 天神の 鳥居の 事な り。 五條の 天神に は 非 や。 今一度 上りて 掘 直せと て、 

伏轉 びて ぞ笑 ひける。 其 後 一 門の 者 共に 向 ひて 目 を 見張り、 瞋聲 にて いひけ る は、 

法師 は 若き より 千 手 經の持 者に て、 廿 八 部し ゆ、 ばん を 結んで 守護し^ へば、 友 ほし 

と 思 はす。 己 等に 守られす ば、 法 帥 佗ぶべき か。 いかに 守る とも、 逃げ失せん と 思 

は M 女 かる べし。 一 門の 內に斯 る 貴き 上人が 出來 て、 院の 御所 迄 も、 さる 者 ありと 

知 召された る は、 親しき 奴 原が 面目に 非 やや。 .是 こそ 錦の 袴着て、 故郷に 歸， o たる 

にて あれ。 それに 不當な b など、 聊も思 ひ 申す 條 奇怪な りと いひて、 又 さ ん< ^に 

惡ロ しけり。 斯くて 文覺 は、 渡 邊に四 五日 居け る。 是 より 舟に 乘り、 國 澄に 相 具し 

て、 住 吉. 住の 江. わか 吹 上. 玉津 島の 明祌 を伏拜 み、 曰 前. 黑懸 を餘 所に 見て、 由 a の 

湊. 田邊の 沖. 新宮の 浦々 に 舟 を 着け、 熊 野 山 を伏拜 み、 南海 道よ，^ 漕 廻して、 遠 江の 

國灘の 沖に ぞ 浮びた る 折節、 黑風 俄に 吹 起り、 波 蓬萊を 上げければ、 こ はいかい せん 

と、 上下 周 i 騷ぎ けり。 思々 に佛を 念じ、 口々 に 祈 事して 泣き 悲しみければ、 水キ. 楫 

文覺 流罪の 事  二 七 
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取 帆 を 引. き 錨 を 下し、 荷 を は ね 舟 を 直し けれども、 いと V 波風 烈し く，， n し、 詮方な け 

れば、 聲を あげて ぞ 喚き 叫びけ る。 され ども 文覺 は、 舷を 枕と して、 高鼾 かきて 臥し 

た り。 楫取等 文覺が 側に 寄り、 や あ 上人 御 房、 いかに 斯 程の 大風に、 打 解け 眠り 給 ふ 

ぞ。 起きて 祈し 給へ i 、起せ ども） ^働ら かす。 あまりに 强く 起されて、 頭ば かり 

を 持 上げて、 久しく 物 は 食 はす 身は疲 せたり。 所作すべき 力なし。 但ぃ たくな 騷ぎ 

そ。 法師が あらん 限 は、 よも 苦しから じ。 波風の 止む 程 は、 只 誰々 も 共に 寢ょ とて、 

又 引 被き て 臥 マ。 淺 ましき 中に も、 惡 まぬ 人 はなし a 風 は 愈 吹し ぼり、 舷に浪 越え 

ければ、 今 は 櫓 を 取， O 楫を 直す に 及ばす、 舟 底に 倒伏して、 聲を 揚げて 喚き けれど 

も、 文覺は 泣き もせす 起き も 上らす 、伏せり 乍ら、 あな 面白し と謠ひ 離して ぞ ありけ 

る。 口々 に 申しけ る は、 あな 不當 の惯 の事樣 や。 無慙 なり- (-。 出家 染 衣の 容 とな 

b なば、 叶 はぬ 迄 も 經を讀 み 念珠 を 爪繰り て、 慈悲 を 起し 祈誓す ベ き事ぞ かし 。 そ 

れに我 身 を さ へ 思 はすして、 只今 浪の 下に 沈まん とする 者が、 いかなる 心なれば 起 

きも 上らす • 剩へ あな 面白な どい ふ 事。 不思議 さよ。 誡ゃ 無智 も 無 行 も、 僧は國 の. 


盜 と、 弗の 仰に て ありけ る ぞ， あの 不當の 心に てこ そ、 敕截を 蒙り 遠國 へ も 下る ぞ 

かしな ど 申 合へ， 9， 文覺閡 きて、 良 ありて 這 ひ 起き、 ぁゝ いふ も 道理な り • 命 共が 

惜しければ、 臥す も理と 思へ、 悶 ゆる も理な り。 物が くさければ 起きす • 但餘 りに 歎 

くが 不便なる に、 波風 やめて 見せん とて、 舟の 舳に立 跨がって、 沖の 方 を 睨んで、 龍 

王 や あるく。 いかに 海 龍王 共 はなき か。 曳々 とぞ 呼う だり ける。 舟の 中の 者 共、 

こ はいかなる 事ぞ や。 淺 まし や。 斯る 折節に は 、龍王 御前と もこ そかし づき 申す ベ 

きに、 惡ロ 申して、 いと V 龍神の 御腹 立し 參ら せなん や。 中々 詮なく 起きに けりと、 

悲しき 中に も、 今少し 怖し さぞ 增. O ける。 されば 斯 くな 宣 ひそと 制し けれども、 文 

覺は 念珠 押 揉み、 大の聲 の 皺 枯れた る を 以て 申しけ る は、 海 龍王 神 も糙に 聞け • 此 

船中に は、 大願 興した る 文 覺が乘 つたるな り。 我れ 昔より 千 手 經の持 者と して、 深 

く觀 昔の 彼岸 を賴み 、龍神 八 部 正しく、 如來說 敎の砌 にして、 千 手の 持 者 を 守護 せん 

とい ふ 誓を發 すに 非す や。 されば 文覺を 守らす ば、 誰 を か 守るべき。 我 舟 をば 手に 

捧げ 頭に 載せても、 行く べき 所へ は 送る * へ きに、 さまで こそな からめ、 浪風を 起す 條 

文覺 流罪の 事  云 
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奇怪 や？ 忽に風 を 和らげ 波を靜 めよ。 いふ 事 を 聞かす ば、 第 八 外海の 小 龍め 

ら、 四 大海 水の 八大 龍王に 仰 付けて、 なくなすべし とて 瞋. o ける。 是を 聞く 者 共が、 

いやく 此僧 は、 あへ て 物 狂に て ありけ り。 聞く とも 聞か じ。 斯樣の 者が 乗り たれ 

ば、 斯る惡 風に も 逢ふぞ かしと つぶやきけ，^ され ども 文覺 がい ふ 事、 龍神の 心に 

や 叶 ひけん、 沖 吹ぐ 風 も 和らぎて、 岸 打つ 浪も靜 なり。 其 時に こそ、 舟の 中の 者 共 は 

安堵し っゝ、 あなたう とく。 是 程に 龍王 を 隨へ給 ふ 上人 を、 忝くも 舌の 和 かなる 

ま、 に、 口に 任せて 謗. o 申しけ る 事の 淺ま しさよ。 いかに 斯樣の 貴き 人 をば、 流し 

奉る やらん とて こそ 悅び けれ。 是又觀 音 利 生 ひぐ わんの 目出度き 故な り • 故 に 

法 華經に は、 縱ひ巨 海に 漂流す とい ふと も、 觀音を 念せば、 波浪に 歿する 事な からん 

とい へり。 文 覺大悲 の 本 誓 を 仰ぎ、 千 手の 神兒を 持つ 故に、 內徳 外に あら はれて、 風 

波の 難 を遁れ ける。 斯くて 文覺 いひけ る は、 いかに 殿原、 爾今 以後 は 知る べし。 勤行 

精進の 在俗より は、 無知 無 行の 比丘 は 勝れたり。 懶惰 懈怠 なれ ども、 僧 をば 敬 ふ 習 

ぞ。 法師 此 舟に 乘ら すば、 誰か 一人 も 助かるべき とて 氣 色して、 千 手 陀羅尼 を 誦し 


ければ、 其 後 は楫取 以下の 輩、 手水 を 捧げ 履 を 取り、 主 從の禮 よりも 深う して、 事の 

外に ぞ敬 屈しけ る • 

賴朝、 家人 を 催す 評議の 事 

抑文覺 はいる せられて、 なご やとい ふ 所に 籠居せ 或時賴 朝に 對 面して 後、 謀叛 

を 働め、 隱れて 福 原の 京へ 上り、 平家 追討の 院宣 を 請 受けて、 賴 朝に 與 へけ ると か 

や。 去 程に 賴朝 は、 北條を 召して、 平家 追討の 院宣 を 給 はり たれ ども、 折節 無勢な り、 

いか》 すべ きと 宣 へば、 時 政悅び 申しけ る は、 東 八 箇國に は、 黨も高 家 も 大名 小名、 

君の 御家人 ならぬ 者 は 一人 も 候 はす。 され ども 平家 世 を 取る に 依って、 暫く 身命 を 

繼 がんと て、 一旦 平家に 相從ふ 計りな り。 思 召 立ち 給 は、 誰か 參ら ざらん。 就中 

今 便 を 得たり i 覺 ゆる 事 は、 伊藤 右衞門 尉忠淸 配流せられ、 上 總の國 の 時 介の 八郞 

廣常、 志 を 盡し 思 を 運びて せう くわん し、 愛 養す る 事甚し • 然るに 忠 淸、 厚 免 を 蒙り 

て 上洛の 後、 忽に廣 常が 報恩 を 忘れて、 却て 仇 をな し、 廣 常を卒 家に 讒 して、 所 職 を 

. 賴朝 家人^ 催す 評議の 事  に 一 
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奪 はんとす る 間、 子息 能 常參洛 して、 仔細 を 申す と雖、 猶廣常 を 召す ST 憤 を 合み 恨 

をな す 折節な り。 甘言 を 以て 召されん に、 是 よき 隙な b。 千 葉の 介 常 胤 • 三 浦の 介 

義明 は、 其 性義ぁ b て戾ら す、 其 心 信 ありて くねら や。 一族の 長たり。 已に衆 兵の 頭 

たり。 何 ぞ新舊 の 主 を 背き 奉り、 豈違敕 の 賊に與 すべ けんや。 早く 專使を 遣され、 

院宣の 趣 を 仰 合さる ベ し。 土 肥. 土屋. 岡 崎の 輩 は、 元來 きうし 奉る 上 は、 廣常. 常 胤 • 

義明 三人 御 方に 參 T なば、 八 箇國の 輩、 縱ひ危 む 心 ある 者 多し とい ふと も、 皆 身の 勢 

なければ、 一 人拔 出 でて 背き 奉らん と 仕る 者 あるべ からす。 八 箇國歸 伏し 奉らば、 

牝國. 西國の 輩、 手 を 出し 叁 らせん 事 疑な し。 是に相 模國の 住人 大 場の 三 郞景親 は、 

旣に 三代 相 * の 御家人 なれ ども、 當時 平家 重恩の 者に て、 其勢國 に蔓れ り。 又武藏 

の國の 住人 畠 山の 庄司重 能. 小山 田の 別當有 重、 平家の 大番 動めて 候 なれば、 重 能が 

男 重忠. 有 重が 男 重 成、 同じく 背き 奉るべし。 其勢景 親に 劣る ベから す • 今 事 を 企 

まこと 

て 勝負 を 決せん こと、 彼 輩に ありと ぞ 申しけ る。 其 言葉 實 ありて、 其詞辯 あり けれ 

ば、 賴朝も 深く 信じ 給 ひけ， o。 時 政 若し は 天の 時 を 知る か、 將又 兵の 法 を 得る か、 其 


詞 一 事 も 違 ふ 事な か hs け，^ 今賴 朝と 時 政と 合體 同心して 、謀 を氈 帳の 中、 烏 合 群 

謀の 賊に 廻らして、 手 を 軍門に 東ね、 勝つ 事を^ 夷の 外狼戾 反逆の 徒に 決して、 首 を 

京都に 惓 へば、 天下 遂に 平定し、 海內 永く 一  銃 せん。 誠なる かな、 其 人 を 得る 則ば、 

其國 以て 興 り、 其 人 を 失 ふ 則ば、 其國 以て C ぶと い へる 事 を。 治 承 四 年 八月 三： 《 、頼 

朝 北條に 仰せられ ける は、 今 軍 立なら ば、 國々 葸々 にして、 在々 所々 の 八幡の 御 放 生 

會、 違亂に 及ぶ 事 冥の 恐め り。 十五 日 W 後、 其の 沙汰 あるべし と 下知 せられけ り • 

斯 りければ 重代の 家人 等、 內々 此事 聞く 者 は、 忍びて 夜々 に參 b 集ま， 9 ける。 

佐 々 木 高 綱 伊豆 下向 附馬を 取る 事 

其 中に 故 左 馬頭の. 猶子に、 近 江國の 住人 佐々 木の 源 三 秀義が 子供、 平 治の 亂の後 は、 

此 彼に かかみ 居たり。 太 郞定綱 は、 下野の 宇都 宮 にあり。 次 郞經高 は、 相 模の波 多 

野に あり。 三 郎盛綱 は、 同じき 國潞 野に あり。 四 郎高綱 は 都に あり。 五郎 義淸 は、 

大 場の 三郎が 妹聱 にて 相模 にあり • 其 中に 高 綱 は、 心 も 剛に身 も 健な おばに 付 

佐々 木 高 綱 伊 S 下向 附馬な 取る 事  き 一 
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きて 都の 東 吉田邊 にあ.^ ければ、 世に 隨ふ 習に て、 平家に 奉公 もす ベ か.^ けれども、 

思 ひける は、 父秀義 は、 故六條 判官 爲義 に、 父子の 義を なされて、 代々 一 門の 好 をな 

す。 淵は瀨 となる 世の中な. o とも、 平家に 仕 ふる 道な しとて、 おばに 簦 はれて 居た 

りけ るが、 賴朝 謀叛 を 起し 給 ふと 聞きて、 嬉しき 事に 思 ひつ、、 おば 計りに 暇 を 乞 

ひ、 竊に 田舍へ 下りけ り。 世に なき 身 なれば、^ もな き 次第、 脚 胖に編 笠 を 若、 腰の 

刀に 太刀 かづき、 京 をば 未明に 出で たれ ども、 習 はざる 徒 道 なれば、 漸々 其 曰 は 守 山 

の 宿に 着き、 知りた る 者に 馬 を も 乞 ひ、 乘 らば やと は 思 へど も、 都 近き 程な り。 世の 

中つ、 ましく 思 ひければ、 さもな ぐて 曉に守 山 を 立ち、 やすの 河原に 出で ぬ。 曉の 

事 なれば、 旅人 も 未だ 見え ざ， 9 ける に、 草 鞍 置きた る^ 追うて、 男 一 人 見え 來る。 高 

綱、 和 殿 は 何處の 人ぞ、 何方へ^ る ぞ と 問へば、 是は粟 太の 者に て 候が、 かま ふ 郡 小 

脇の 八 B 市へ 行く 者な りと 答 ふ。 名 を 誰と いふ ぞと 問へば、 男怪氣 に 思 ひて、 さう 

なく 明 さす" 兎角 欺き 問 ひければ、 紀の 介と ぞ名乘 りたる。 高 綱 は、 や あ 紀の介 ど 

の、 此河 渡らん 程、 御邊 の^ 貸し 給へ かし。 紀の 介、 叶 ひ 候 はじ。 遙の巿 より、 重荷 を 


負せ て歸 らん すれば、^.^ 勞り て乘ら ざる 馬な，^ 又 今朝の 水の 冷たき 事 もな し • 

只 渡り 給へ とい ふ。 紀の介 殿た し 給へ かし。 悅は 思ひ當 らんと いひければ、 紀 

の 介 思 ふやう、 此 人の お の 借り やう 心得す。 徒 跣に て 誰と も 知らす、 我 身 だ に も 合 

期せぬ 人の、 何事の 悅を かし 袷 ふ べき。 され 共 貸さ やして 惡 しき^も やと 思 ひけれ 

ば、 貸して けり。 高 綱^に 打乘 b 、此堪 こそ はや 我物よ と 思 ひつ、、 空悅 してやす 河 

原 を 渡りつ ゝ、 鞭 を 打ちて ぞ步 ませた る。 紀の 介に S に 後れ じと.^ りけ り。 はや 下 

り 給 へ ）（^。 河 計り こそ.， 0 宣 ひつる にと い へど も、 是 にて 下れう、 彼に て 下れう と 

て、 篠原 堤まで 乘 りて 行く。 商人 馬の 癖 なれば、 肢爪 堅う してな づまざ りけ り。 哀 

れ是 だに もあるなら ば、 下り 着きなん と 思 ひける に、 紀の 介お を 乞 佗びて、 下り 紛は 

ぬ 物なら ば、 馬 盜 人と 叫ばん とい ふ。 高 綱此事 穩" 使なら す。 左樣 にもい はれな ば、 

恥が ましき 事 あ， 9 なん。 さら ば 下り な ん とて、^ より 下りけ るが、 竭 なぐて は 叶 ひ 

難し、 いか  >  すべきと 案じて、 兵 衞佐殿 世に おはし まさば、 近 江 園 は 我物な， o。 紀の 

介が 後生 を - J そ 弔 は め。 刺殺 し て お を 取ら んと思 ひて、 や あ 紀の介 どの、 お 車ら ん 

佐々 木 高 網 伊 H 下向 附^な 取る 事  曼 
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とて、 近く 呼 寄せたり。 八月 上旬の 事な り • 秋の 習の 癖 なれば、 朝霧 籠め て餘 所見 

え や、 上下の 旅人 もなかり け り。 高 綱 脇の 刀を拔 持ちて、 紀の介 を 取って 引 寄せつ 

つ、， H 腹 二 刀 刺 通し、 側なる 溝に 打 入れて、 荷鞍に 乘， o て 鞍 を 打ち、 むさの 宿に て、^ 

りたる 者に 鞍 を 乞 ひ， 夜 を 日に 繼 ぎて 下りけ り。 馬 も 屈竟の 逸物な り。 更にな づむ 

事なくて、 伊豆 國 へ ぞ 下りに ける。 さて こそ 今の 世 迄 も、 紀の 介が 後世 をば 弔 ふと 

かや。 賴 朝の 見參に 入り 奉り たれば、 お ほぢ故 六條の 判官、 各の 親父 佐々 木 殿と、. 父 

子の 義を なし 奉る 上 は、 萬 事 阻な く 賴み存 やれ ども、 世に なき 身 なれば、 思 ひ 出で 侍 

ら ぬに、 聞 あへ 給 はす 下向の 條、 返々 神妙な トノ。 平家 を. y して 世に立つ 事 は、 併し 乍 

ら人々 の 力 を 賴み存 やるな b>。 さて 兄弟の 殿原 達 を 尋ね 給へ と 仰せられければ、 高 

綱遍く 人をぞ 遣し けり。 太 郎定綱 は、 下野 宇都 宫 よ，？ 馳上 り、 次 郎經高 は、 相 模國波 

多 野より 馳せ參 る。 三 郞盛綱 は、 同じき 國 ^谷より 馳せ來 る。 兄弟 四 人、 賴朝を 守 

護し 奉る。 誠に 一 人當 千の 武者、 邊を拂 つて 見えたり けり。 五 郞義淸 はいかに と尋 

ね 給へば、 大 場の 三郎が 妹に 相 具して 候へば、 人の 心 知り 難く 侍り、 志 思 ひ 參らせ 


r 、定めて 參 らんす らん- 左右な ぐ 知らせ じと^す るな， - とて 呼ば ざり け- 
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A 牧夜 討の 事 

治 承 四 年 八月 九 HI  、佐々 木の 源 三 秀義と ，大 場の 三郞景 親と 見參 しける^ に、 景親、 

佐々 木に 語って いひけ る は、 駿河國 長 田 入道. 上總介 忠淸を 以て、 太 政 入道 殿に 訴 へ 

申しけ る は、 北 條の四 郞時政 は 賴朝を 取 立て、 謀叛 を發 すべきの 由、 結構の 所存 承り 

及ぶ。 急ぎ 御沙汰 ある べき かと 申しければ、 入道 殿の 仰に は、 近頃 源 三位 入道、 三條 

の 宫を 進め 奉り、 南都 に 發 向し て 國 家を亂 し、 當家 を. U さんと い ふ 企 あるに 依って、 

宇治に して 討た れ畢ん ぬ。 今 又 此事を 聞く 上 は、 惣 じて 源氏の 種 を 諸國に 置 くべ か 

ら やとの 御氣 色な り。 されば 賴 朝の 御 事 も、 定めて 御沙汰 めるべし。 其、 意 を 得らる 

べきな り。 此 の 在京に、 委しぐ 承りた. o と 語る" 秀義淺 ましと 思 ひて、^ ざ 歸トソ 


て、 定綱を 以て、 竊に此 事 を賴 朝に 申し たれば、 賴 朝の 返事に は， 年來 契り 申し、 本^ 

旣に顯 はれぬ。 宜しく も 吿げ畢 せられた， 9。 相 計ら ひて、 左右 を 仰せら るべき なり 

と、 同じき 八月 十五 日、 國 々八幡の 放 生會も 過ぎぬ" 十六 B に 北條を 招きて、 和 泉の 

判官 兼隆 とい ふ は、 平家の 傍 親和 泉 守 信 兼が 嫡男な， o。 八牧の 館に あれば、 八牧の 

判官と い へり。 院宣 を 給 はる 上 は、 先 づ兼隆 を 夜 討に すべし。 急ぎ 相 計ら ふべ しと 

宣 ひけり。 北條 最も 然るべ く 候。 但 今夜 は、 三 島の 社の 御祌 事に て、 國 中には 弓矢 

を 取る 事 候 はす。 明日 十七 日の 夜 討に すべし。 內々 人々 に 仰せ 含めら るべ しとて 

出で にけ り。 十七： n の 午の 刻に、 佐々 木の 太 郞定綱 を 召して、 額 を 合せて 仰せられ 

ける は、 賴朝 謀叛 を 起す べき 由 を、 京都 旣に 披露 ある なれば、 定めて 兼隆 • 景 親等に 

仰せて、 其 沙汰 ありぬ と覺 ゆ。 されば 先づ 試に 兼 隆を誅 すべし。 我れ 天下 を 取る ベ 

ぐば： s ち 得べ し • 運命 限り あらば、 討ち 得る 事 難 かるべし。 吉凶 唯此 事に あらん • 

今夜 卽ち 夜； s を 入るべし。 舍弟等 を 相 催し 給へ。 事 成就 あらば。 方々 の 世なる ベ 

し。 深く 賴み思 ふな，^ と ありければ、 定綱 は、^ なく 仰せ 合せら る 、の條 、身の 面目 

八牧夜 討の 事  ^ 
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を 極む る 上 は、 更に 命を惜 むべ からすと 申して、 舍弟經 高 • 盛 綱 • 高 綱 等 を 招き 集め 

て、 日の 墓る ゝをぞ 待ちけ る。 ゆ、 しく 見えたり。 十七： n の 夜 は 、忍び./,. \» に 兵 共 

集まりけ. o。 時 政 は、 夜 討の 大將給 は り て、 嫡子 宗 時に 先駆 させ、 弟の 小 四郎義 時. 

佐々 木の 太郎 兄弟 四 人 土肥. 土屋. 岡 崎. 眞 田の 與市等 を始 として、 家の 子 も 郎等 も、 

す、 ぎ 揃へ たる 者の、 手に 立つべき 兵 八十 五騎 にて、 八牧が 館へ ぞ 寄せた. o ける。 

賴朝は 時 政 を 呼 返して 宣 ひける は、 抑 軍の 勝負 をば、 爭か 知る べしと 問 ひ 給へば、 

時 政 申しけ る は 、味方 勝の 軍なら ば、 城に 火 を 放つ べし。 負 軍に なりて、 人々 討た る 

るなら ば、 急ぎ 使者 を參ら すべし • 靜 かに 御 自害と、 申 捨て、 ぞ出 でに ける。 八十 

五騎を 二手に 造る。 佐々 木 兄弟 四 人 は 搦手に 廻る。 北條. 土 肥. 岡 崎 等 追手な り。 兩 

方より 鬨を 作って 寄せ たれば、 城の 內 にも 鬨を 合す。 八 牧には 折節 勢 こそな か け 

れ。 よき 者 共の ありけ る は、 伊豆の 國島 田の 宿に て 遊ばん とて、 十餘 人出で ぬ。 殘 

る 者 共 十 人 計りに は 過ぎ ざり けり • そ も 俄 事に て、 物の 具 着る にも 及ばす、 大 W 脫 

にて、 檢ょ， 9 落し 矢に、 散々 に 射る a 其 中に 河 內の國 の 住人 關屋 八郞と 名乗りて 射 


ける 矢ぞ、 物に て 强く當 り、 あだ 矢 もなかり ける * 寄 手 も 多く 射殺され、 手 負 ひけれ 

ば、 五六 度 迄、 引返し） （^休ら ひ 居たり。 佐々 木 搦手に 廻りたり ける が、 次郞經 高、 

後の 木戸 口まで 攻 入りて、 散々 に戰 ひける 程に、 痛手 負うた. 9 けれども、 猶 一 人 城の 

內に打 入りて、 兼隆が 後見に、 權の 頭と いひけ る 者が、 首 を 取って ぞ出 でたり ける * 

定綱 兄弟 命 を 捨て、、 攻 詰め^-戦 ひけれ ども、 館 は 究竟の 城な り。 追 入れ 追 出し 

戰 ひければ、 ごかくの 軍に て 勝負な し。 是に 當國の 住人に、 加 藤 太 光胤 • 加 藤 次 景廉 

とて 兄弟 二人 あ， 5。 是は能 因 入道に は 四 代の 子孫な り。 彼 能 因が 子息に、 月な みの 

藏人 とか ひける 者、 伊勢 國に 下って、 柳の 馬 入道が S になり て 儲けたり し 子 を、 加 藤 

五景貞 とい ひき。 後に は 使の 宣を 蒙りて、 加 藤 判官と ぞい ひける。 其 子供な り けれ 

ば、 加 藤 太. 加 藤 次と いふ。 本 伊勢の 國に 住みけ るが、 父 景貞に 敵 あり、 平家の 侍に 

伊藤と いふ 者な b。 彼 敵 を 殺して、 本 國には 安堵せ す、 東國に 落下って、 武藏 の國秩 

^を賴 みけれ ども、 平家に 恐れて 辭 退す。 千 葉を賴 むと い へど も、 同じく 恐れて 置 

かざりけり。 伊豆の 國の 公藤 介を賴 みければ、 甲斐々々 しく 受取り、 妹に 合せて、 用 

A 牧夜 討の 事  2 
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心の 爲め賴 み 置く。 其 故 は 公藤 介、 三戶の 次郞 とい ふ 者と 中惡 うして、 常に 軍し け 

れば、 剛の者 は 一人 も 大切な り。 加 藤 兄弟 心ぎ ほふ 敵な りと 見て、 軍の 方 人に せん 

と 思 ひければ、 平家に も 憚から す、 親しくな りたり ける が、 常に 賴 朝へ 参りて 賴み申 

しければ、 阻な く 思 召されけ り。 兄弟 共に 兵な り けれども、 景廉は 殊更 切 もな き剛 

の 者、 そば ひら 見す の 猪武者な り。 折節 賴 朝に は、 御 不審の こと ありければ、 催に は 

漏れたり けれども、 世間 も悤々 なる 心地し ける 上、 頻 に胸騷 のしければ、 何事の ある 

やらん と覺 束な ぐて、 宿直 申さん と 思 ひて、 紫滅 の腹卷 に、 太刀 計り を 佩き、 乳 人 子 

の洲 崎の 三 郎を相 具して、 鞭 を 上げて 馳せ參 る。 門外に して 馬より 下り、 賴 朝の 館 

の內 へつ と 入-り， 賴朝は 小 具足 付け て、 綠の上 に 小 長刀つ き 立ち 給 へ り。 仔細 は あ 

b けりと 覺 ゆる 處に、 賴 朝の 仰に は、 此間 不審の 事 ありて、 催す 事な けれども、 見え 

來り 給ふ條 神妙な り。 高 倉の 宮ょ り、 平家 追討の 4! 旨 を 給 はりし かど も、 宫旣 に. U 

び 袷 ひ ぬれば、 さて 過ぐ る處 に、 平家 を誅 すべき 由、 一 院 院宣 を 給 はりし 間、 先づ兼 

隆を 討てと て、 北條と 佐々 木 等 を 遣し ぬ。 打 勝ちたら ば、 館に 火 を かくべし とい ひ 


つるが、 未だ 煙れ 兌え や • 討 損じぬ る やらん 覺束 なし • 折節 人の なきに， 景 廉は是 

に K へ と 宣 へ ば、 加 籐 次 聞 敢卞、 あ な 心う。 叁ら やば 知らせ 給 ふま じかり ける が、 世 

間 も 何となく 々な りつれば、 馳 せ參れ り。 斯樣の 御大 事 を 思 召 立ちけ るに、 など 

景廉に は 仰せ 合め ざり ける やらん。 殿中に 人 多く 候へば、 我 も）， （^とこ そ存 すらめ 

共、 斯 f の 夜 討に は、 さすが 景廉 こそ 侍 つらめ。. 君に 命 を 奉る 兼隆 をば、 速に 討って 

参らすべし とて、 傍若無人に ゆ 散らして 出 づる處 に、 賴朝、 景廉を 呼 返して、 火搣の 

鎧に、 白星の 兜 取 具して、 其 上に 夜 討に は、 太刀より 抦 長き 物よ かるべ し • 是 にて 敵 

の 首 を 取って参らせよ とて、 小 長刀 を 給 ふ。 是は故 左 馬頭 義 朝の 祕藏の 物な りけ る 

を、 流罪の 時、 父が 形見に も 見ん とて、 池 尼 御前に 申請け て、 下し 給 ひたりけ るな り。 

銀の 小蛭卷 に、 目 貫に は螺を 透して、 義朝身 を 放 だす 持 たれたり し寶物 なれ ども、 且 

は 軍 を 進めん 爲、 且は 事の 始を祝 はんと 思して 給 ひに けり。 景廉是 を 給 はりて、 賴 

朝の 雜色 一 人. 洲 崎の 三郞 下人 二人、 已 上五騎 にて、 A 牧 城に 押 寄す る • 見れば 時攻、 

南 表に 引退いて 控 へたり。 景廉を 見て、 いかに 御邊 は、 當時 御勘當 にて おはす るに 
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と 間へば、 俄に 召されて、 八 牧が首 貫いて 參ら せよ とて、 御 長刀 を 給 はれり • 是を見 

給へ とて 差 出す， 抑北倏 殿の、 宵より 寄せ 給 ひたれば、 城の 案內 知り 給 ひたる らん。 

ありの 儘に 語り 給へ。 私の 軍に 非す • 君の 御大 事な りと いふ。 時 政、 城の 內の構 核 

をば 知らす。 門より 外に 櫓 あり。 兵 共 櫓より 落し 矢に 射る。 櫓の 前は大 堀な り。 

橋 を 引き たれば 入る 事 叶 はす。 互に 堀 を 隔て、 遠矢に 射れば、 宵より 今まで 勝負な 

し。 佐々 木の 人々 は 搦手に 廻りぬ。 時 政 は、 家の 子 郎等 散々 に 射られて、 五六 度 迄 

引退いて 控 ひたりと いふ。 加 藤 次 申しけ る は、 殿原 は 宵より 軍に 疲れたる らん。 休 

み 給へ。 景廉 新手な り。 一 當當て \ 見 べし。 健な らん 楣突を 一人た び 候へ。 其 外 

循ニ 三枚 橋に 渡さん とて、 取聚 めて、 弓の 換弦を 以て 筏に 組み、 堀に 打 入れて、 北條 

が 雑色に 源 藤 次と いふ 男に 循 突かせて、 步立 になり、 洲崎相 具し、 長刀 をば 下人に 持 

たせ、 寄 手の 弓 征矢 乞 取りて 堀 を 渡り、 城の 內に 進み 入り、 櫓の 下にた、 すみたり。 

櫓に あ， 9 ける 者 共 も、 宵より 軍に 疲れぬ。 矢種 も盡 きに ければ、 或は 落ち、 或は 內に 

入りて なか， 9 けり。 門の 戶を押 開きて 攻 入りけ るに、 箭 面に 立ちた b ける 者 三ん、 


大 庭に 射 倒し、 加 藤 次、 賴 朝の 雜 色に 下知し ける は、 心苦しく 思 召しつ るに、 先づ櫓 

と 門と に 火 を させと いひければ、 雜色 下知に 依って 火 を 差し てげ に 愛に 武者 一 人 

進み出で て 名乘. ^ける は、 河 內の國 の 住人 石 川 郡の 關屋八 郎とは 我事な り。 櫓の 上 

にて 射殘 せる 中 差 一 筋 こ、 にあり。 今夜の 夜 討の 大將軍 は、 北條. 佐 々木 か、 土 肥. 土 

屋か、 加 藤が 黨か。 乘 名って 我 矢 受取って、 名聞に せよ と 呼ば はって 內へ 入りぬ。 加 

藤 次 門外に 引返いて、 乳 人 子 を 招いて いひけ る は、 關 屋が詞 聞きつ らん。 彼が 箭に 

當 らん 者、 命 生く る 者 ある まじ。 我 は 矢に 當 らん 事 安き 事な り。 但我討 たれな ば、 

此軍鈍 か る ぺ し。 賴朝を 世に立て 奉らん と 思 ふに、 汝景廉 と名乘 つて、 敵の 矢に 中 

つて 射させん や。 さも あらば 思 ふ 事 をい ひ 置け、 更に 違 ふ 事 ある まじと いふ。 洲崎 

是を 聞きて、 我少 きょ，^ 殿に 育まれ 奉りて， 其 恩 を 忘れ 難し。 軍に 出づ るより して、 

命 生くべし と存 せす。 代， 9 奉るべし。 思 ふ 事と て は、 老いた る 母が 事 計り、 それ は、 

とても 乳の 恩 忘れ 給 はじ なれば、 よく 育み 給へ とて、 門の 內に 進み 入り、 伊勢の 國の 

住人に、 加 藤 判官の 次男 景簾是 にあり。 關屋 八郎と 聞きつ る は。 いはる、 言葉に は 

ス牧夜 討の 事  S 


^平 軍 物語 卷第 II  ^ 

似す、 落ちぬ るかと いひて、 循を前 に 差 翳して 居たり けり • 關屋然 る ベ きと 悅 び て、 

三人 張に 大の中 差 取りて 番ひ、 十五 十：： 水よ く 引 堅めて 放ち たれば、 循を 通し、 冑 の 胸 

板 後の 蛭卷へ 射出で たり。 洲崎西 枕に 倒れ伏す。 景廉 死人 を界 出して 、樣々 にロ說 

言して、 今 一 度 物い ふべき やとい ひけれ ども、 事 切なれば^ いはす。 藤 次 も 涙 を 流 

して、 汝が母 をば 疎に すべから す。 草の 陰 にても かいみよ。 啟をば J つて R らす ベ 

し。 南無 阿 彌陀怫 とて、 洲崎を 閑 所に 投げ 置きて、 み 入りて いひけ る は、 昔に お 

次 は 一人、 今 は 源氏 繁昌の 御代と なって、 加 藤 次と いふ 者 二人 あり。 關屋が 音の し 

つる は 落ちぬ るか。 返 合せて 組め や ）（》とぞ 呼ば はりけ り。 關屋是 を 聞きて、 敲の 

たばかり たる を 知らす して、 矢 を 放ちけ る 本意な さよ。 人に 詞を 掛けられて、 さて 

ある ベ きに 非す とて、 甲の 緖を强 く，^ ：> め、 三尺 五寸の 太刀 を拔 き、 何方へ か 落つ ベ 

き。 關尾 愛に ありと て、 につ こと 笑 ひて 出合 ひたり • 互に 打 物の 上手に て、 切った 

6 請けたり、 大庭を 一 一度 三度 ぞ 廻りた る • 加 藤 次 は、 斯ぐて は 勝負き つと あら じと 思 

ひ て、 ^と 請け、 其 隙 を 伺 ひて、 我 太刀 をば 投 捨て ゝ つ ん 寄り、 鏜草摺 引 寄せ て、 得た 


b や をラ とぞ 組んだり ける • 上に なり 下に 轉び ける 程に、 雨^ 際の 窪 かりけ る 所 

にて、 關屋 下にな り、 加籐次 上に 乘 憑って、 押へ て 頸を搔 きに けり。 首 を 太刀の 先に 

賞 さて、 鬼 卿の 樣 にい ひつる 關屋が 首、 景廉 分捕に した b やとい ひて 投げ出す。 下 

部是を 取って 持ちたり ける を、 北條乞 取りて、 鞍の 鞍に ぞ 付けた， e ける。 去 程に 景 

廉は 太刀 をば 投 捨て、 下人に 持たせた る 長刀 を 取り、 甲 をし め g を 傾け、 緣の上 へ つ 

と 上り 内 を 見入り たれば、 高 燈臺に 火 白く 搔立 てたり。 さし も 人 あ， o とも 見えす • 

景廉 進み 入る 處に、 狩 衣の 上に 腹卷 着た る 男の、 大の 長刀の 鞘はづ して 立 向 ひたり 

ける を、 景廉走 違ふ樣 にして、 弓手の 脇より、 妻 手の 脇へ 差 貫きて 投 臥せたり。 京 家 

の 者と 覺 えたり。 やがて 內へ攻 入りて、 寢殿 を差观 いて 見れば、 額哭 あり。 燈 白く 搔 

立て、 障子 を 細目に 開けて、 太刀の 帶 とり、 五寸 計り 引殘 せり。 見れば 兼隆 なり。 鉗 

の 小釉に 上腹卷 着て、 太刀 を 額に 當て、 膝 付いて 敵つ と 入らば、 はたと 切らん £覺 し 

くて 待 懸け 化り。 加 藤 次 過せ じと て、 さうな く は 入らす、 甲を脫 いで 長刀の 先に 憑 

けて、 內へ つと 差 入れたり • 待 儲けた る兼隆 なれば 、敵の 入る ぞと 心得て、 太刀 を 入 
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れて はたと 切る。 餘 りに 强く 打つ 程に、 甲の 星 二な み 三な み 切削り、 鴨居に 鋒 打 立 

て、 拔&ん くと する 處に、 傍の 障子 を 踏 倒し、 長刀の 柄 を 取 直して、 腹卷 がけに、 胸 

よ b 背へ 差 貫き、 やがて 捕 へ て 首を搔 く。 こ、 に 八 牧を賴 みて 筆 執して ありけ る 古 

山 法師に、 某の 注記と いひけ るが、 萌黃緘 の腹卷 に、 三尺 ニ寸の 太刀 を拔 いて、 飛んで 

懸^' ければ、 景廉 走り 違うて、 長刀 をした、 か に 打 懸けたり。 左の脣 より 右の 乳の 

間へ 打 さかれて、 其 儘 やがて 死に \ けり。 卽兼隆 が 首 片手に 提げ、 障子に 火 吹 付け 

て、 暫 待ちて 躍り 出づ る。 北 條に向 ひて 仕たり とて、 敵の 首 を 捧げたり。 頼 朝 は遙に 

燒 を 見 給 ひて、 景廉 はや 兼隆 をば 打って げり。 門出よ しと 獨 言して、 悅び給 ひけ 

る處 に、 北 條使を 立て、 八牧の 判官 は、 景廉に 討 たれ 候 ひぬ。 高名 ゆ、 しく こそと 申 

したれば、 神妙々々 と 感じ 袷へ り。 北條、 兼 隆が首 を 見て、 

法 華 經の序 品 を だに も 知らぬ 身に 八 牧が末 を 見る ぞ 嬉しき 

景廉は 宵よりの 仰な りければ、 首 をば、 給 ひたる 長刀に 指貫き、 高らかに 差 上げ- 

て 參. o  たり.。  ゆ、 しく こそ 見え けれ。 顆朝大 に K びて、 八 牧が首 を 谷 河の 水に すゝ 


がせて、 長 櫃の蓋 に 置かれて、 一 時 是をぞ 見：^ ひける。 謀叛の 門出に、 さ こそ 嬉しく 

御座し けめ。 

小兒 諷誦 をよ む 事 

兼隆 討た る ゝ 後日に 追善 あり。 修行者 を 招き 請 じて、 唱導 を W めけ るに、 色々 の 俸 

物に、 思 ひくの 志 をのせ たり。 其 中に 一 紙の 諷誦 あり。 法華經 開八卷 心成佛 身と 

計， o 書きた る 諷誦 あり。 導師 是を よみ 煩 ひたりけ るに、 聽 衆の 中に 五歲の 小兒ぁ 

り。 此 諷誦 をよ まんと いひけ る を、 乳 人い かにと して かと 制しければ、 膝の 上よ b 

頹 下り、 高座の 下に 歩み寄りて、 

法の 花 終に ひらく る 八 牧には 心佛の 身と ぞ なりぬ る 

と、 不思議な りけ る 事な り。 

賴 朝 夫 場 勢 揃の 事 

小兒^ 誦^ 二む 事 賴朝大 場^ 揃の 事  ^. 
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頼 朝 謀叛 を 起し、 兼隆 判官 討 たれぬ と 聞え ければ、 伊豆の 國には 公藤の 介 持 光. 子息 

狩 野 五郎 親 光. 宇佐美 平 太. 弟の 平 六 • 平 三す け もち. 藤 九 郞盛長 •« 內遠 景. 弟の 六郎. 

新田の 四 郞忠經 .義 藤 ほう 成 じん. 堀の 藤 次 親 家. 七郞 武者 信 親. 中四郎 これしげ. 中 

八 これひら. 橘 次より，. o き .鮫 島 四郞 むね ふさ. 近 藤 七 國平. 大江 の^ 次 家 秀. 新 藤 次 

としな が. 小 中 太 光家. 澤 の六郞 宗家. 城の 平 太 等 馳せ參 り。 栩模. の 瞬に は、 土 肥の^ 

郞實 平. 子息 太郞遠 平. 岡 崎 四 郎義眞 • 子息 與 市よ しさ だ •  土屋の 三郎宗 遠. 同 次郎義 

淸. 中 林の 太郞. 同 次郎. 築 井の 次郞義 行. 同 八郞義 安. 新開の 荒 太郎實 重. 平 左 近の * 

郞爲 香：. 多毛 三郞 義國. 安田 三 郎明益 等馳せ 集る， 廿 H は賴 朝、 彼 輩 を 相 具して、 相模 

の 土 肥へ 越し 給 ひ、 此 にて 軍の 談義 あり。 實平 申しけ る は、 軍 は 謀と 申し 乍ら、 いか 

にも 勢に より 侍る べし • 先づ 廻文の 御 敎書を 以て、 御家人 を 召さる べしと 勸め舉 り 

ければ 、然るべきと て、 籐九郞 盛 長 を 使 に て 、院宣 の 案に 、賴朝 の 施行 書 を 添へ て、 方 

方へ 觸 遣す。 盛 長 是を給 はりて、 先 づ相模 の國の 住人 波 多 野^ 之 允に 觸る、 に 、良案 

じて、 是非の 御 返事 申さ や。 源； 牛 共に 豫て 勝負 を 知ら ざれば 、後悔 をお する 故な り • 


同國懷 島の 平 權頭景 義に 相觸れ たり。 此景義 と 申す は、 保 元の 合戦に、 八郞爲 朝に 

膝の 節 射られた る大 場の 平 太が 事な， o。 弟の 三郎景 親が 許へ 行きて、 « る 院宣の 案 

と 御 敎書を 給 はりたり。 和 殿 はいか V 思 ふと 問 ふに、 景親 申しけ る は、 源氏 は 重た 

の 主にて 御座せば、 尤參 るべき なれ ども、 1 年囚 になり て、 旣に 切らる ベ か， 5 し を、 

平家に 宥められ 奉り、 其 恩 山の 如し。 又 東 國の御 後見し、 妻子 を 餐ふ も、 爭か 忘れ 

奉る ベ き なれば、 平家 へ こそと いふ。 和 殿 は 誠に 平家の 恩に て 世に ある 人 なれば、 

さもし 給へ。 景義は 源氏へ 參 らんと 存す。 但 軍の 勝負 豫て 知り 難し。 平家 猶も榮 

え 給 は 、和 殿を賴 むべ し。 若 又 源氏 世に出で 給 は 、我 を も賴み 袷へ とて、 弟の 躉 

田の 次郎景 俊 を 相 具して、 賴 朝へ 參じ加 は， リ けるな り。 大場は 俣 野の 五郎と 二人 平 

家に 付きぬ。 同國 山. の 內の須 藤 刑 部の 丞俊 道が 孫 瀧 江 俊 綱が 子に、 瀧 口 三郞利 氏， 

同 四 郎利宗 兄弟 二人に 相觸れ たり。 折節 一所に 雙六 打ちて 居たり。 鳥 帽子 子. に 手 

綱うた せて、 筒 を 手に 取 ，0/ 御 使に も 憚から す、 弟の 四郎に 向って いひけ る は、 是れ開 

き 給へ • 人の 至って 貧に なり ぬれば， あらぬ 心 も 付き 給 ひけり。 賴 朝の 當 時の 寸法 

賴朝大 場 勢 揃の 事  5 
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を 以て、 平家の 世 を 取らん とし 給 はん 事 は、 いざさ 富 士の峯 とたけ 比べ、 猫の額の 物 

を、 鼠の 窺ふ喩 にや。 身 もな き 人に 同意 せんとえ £• さじ。 恐し ）„\»、 南無 阿彌 沱佛 

南無 阿彌陀 佛とぞ 嘲りけ る a 利宗 逆順の 分 を 知らす、 利害の 用を辨 へす、 只 强大の 

敵 を 恐れ、 忽 ち に 眞舊 の 主 を 反き、 口 に 妄言 を 吐き、 心に 誠 信な し。 頗る 勇士の 法に 

非 や。 偏に 狂人の 體に 似たり。 三 浦の 介義 明が 許へ 栩觸れ たり。 折節 風氣 あ、 りて 

平臥した，^ ける が、 賴 朝の 御 使と 聞きて、 悅び 起きて、 白き 淨 衣に 立 鳥 帽子 着て 出合 

ひたり。 廻文の 御敎 書と て 出された. O ければ、 手 洗 ひロ滌 なんどして、 御文 開き、 老 

眼より 淚を はら./.^ と 流して 申しけ る は、 故 左 ！e 頭 殿の 御 末 は 果て 給 ひ ぬる やら 

んと、 心 憂く 思 ひつ る に、 此殿 計り 生殘り 御座して、 七十 餘 りの 篛 明が 世に、 源氏の 

家 を 興し 給 はん 事の 嬉し さよ。 只是 一身の 悅 なり。 子孫 催し 聚 めて、 御 敎書拜 み 奉 

る べしと て、 三 浦 別當義 澄. 太 田三郞 よしなり. 佐 原十郞 よし つら. 和 田 太郞義 盛. 同 

次郎義 持. 同三郞 義實. 多々 羅の 三郞義 春. 同四郞 明季. 佐 野の 平 太 等を始 i して、 郞 

等雜 色に 至る 迄、 催し 集めて 是を拜 ましむ。 各 聞き 給へ • 義明 今年 七十 九、 老病 身 


を 侵して、 餘命旦 慕 を 待つ。 今 此仰を 蒙る 事 老後の 悅、 我家の 繁昌な り， 倩 事の 心 

を 案す るに， 廿 一 年 を 一 昔と す * それ 過ぎ ぬれば、 淵は瀨 となり、 瀨は 淵と なる • 然 

る を 平家、 日本 一 州 を押頟 して、 旣 に廿餘 年。 非 分の 官位 心に 任せ、 過分の 俸祿 思の 

如くな， 5。 集惡年 を 積り、 狼藉 u を 重ねたり。 其 運 末に 臨んで、 滅 t 期 極まれり • 

源氏 繁昌の 折節、 何の 疑 か あるべき。 一.^ 同心して 賴 朝へ 參 るべ し。 御 冥加な く f > 

て 討死し &は、 各 首 を 並べ 奉りて、 冥途の 御 伴 仕れ。 山賊 海賊して 死にたら ば、 瑕 

瑾恥 尊なる べし。 相 偉の 主君、 逆臣 追討の 院宣 を 給 はりて、 軍し 給 はん 御 伴して、 身 

を C さん 事、 家の 爲め 君の 爲め、 永代の 面目なり。 賴朝乂 冥加め り. て、 世に立ち 給 ふ 

ものなら ば、 子 も 孫 も、 打殘 された らん 輩 は、 恩賞に 誇り、 など か 繁昌せ ざる べきと 

申しければ、 口々 に 仔細に やくと て、 皆賴 もしげ にぞ 申しけ る。 いか 樣 にも 悅の 

御 使 なれば、 祝 ひ 奉る べしと て、 酒肴 尋常に して、 馬 一 疋に 太刀 一 振 相 添へ て 引き、 

參上 仕るべき とて、 內々 其 用意 あり。 義明 敎訓の 趣、 義 ありて 私な く、 勇 ありて K る 

ことなが うければ、 聞く 者是を 感じけ ウ。 昔 晏嬰發 _ 一勇 於 崔杼， 稃 嬰顯， 一義 於 趙武； 今 

賴朝 大揚 勢 揃の 事  g 
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義明、 顆 朝の 爲に、 忽ち 舊恩を 報じ、 遂に 新 功 を 立て、 春 を 四方に 彰し、 名 を ：<n 代に 振 

ひけり。 藤 九郞盛 長、 其より 下總に 越えて、 千 葉 介に 相觸れ たり。 院宣の 案 御敎螯 

披き 見て、 此 事上總 介に 申合せて、 是 より 御 返事 申すべし とて、 盛 長 を 返す。 千 葉 介 

が 嫡子 小太郎 は、 生年 十七に なりけ るが、 折節 魔 狩に 出で て歸 りけ るが、 道に て 盛长 

に 行 合 ひた， 5。 互に^ を 引へ て對 面して、 いかにと 問 ふ。 盛 長し か， 2 0 答へ た 

り。 小太郞 心得す 思 ひて、 盛 長 を 相 具して 館に 歸り、 父に 向 ひい ひける は 、恐 れ ある 

事に 候へ ども、 院宣の 上御敎 書な b 侍りぬ。 先度の 御 催促に、 參 上の 由 御 返事. & さ 

れゃ。 其 上上 總 介に 隨 ひたる 御身に あらす。 彼が 參ら ば參 らん 、参らす ば參ら じと 

仰せ 候べき か。 全く 其 下知に 依る ベから や。 ロハ 急度參 るべき 由 御 返事 申させ 給 ふ 

べしと いひければ、 賢々 しく 計ら ふ 者 かなと 思 ひて、 誠に 然る ベ きとて、 參る ベ きと 

御 返事 申しけ b  。其より 上總 介に 相觸れ ければ、 生きて 此事を 奉る.， 身の 幸に あらす 

や。 忠を 表し 名 を 留めん 事、 此 時に ありと ぞ 申しけ る。 昔魯 連-辯 言 を 以て 燕 を 退 

け、 包 胥單辭 を W て 楚を存 す。 盛 長旣に 使節 を戰 術に 全うして、 三寸の舌 を 動かし、 


深く  二人の 心 を とら か す。 經胤等 威勢 を 振 ひ、 八 箇國 の 兵、 旣に四 夷 の 亂を治 め け 

り • 夫れ 辯 士は國 の 良藥、 智者 は 朝の 明鏡な りと い へり。 此事 誠なる かな。 谷馳せ 

向 はんとし けれども、 廻れば 渡り 數多 あり。 直に は 海 を 隔てたり。 八月 下句の 頃な 

れば、 浪 荒く 風 烈しく して、 心の 外に ぞ遲參 しける • 

石橋 合戦の 事 

八月 サニ  nl に は、 兵衞の 佐賴 朝、 北條. 佐々 木 を 先と し て、 伊豆. 相模 1 1 箇國の 住人 同 

意の 輩、 三百 餘騎を 引 具して、^ 川尻に 陣を 取る。 早川黨 進み出で、 愛 は 軍 場に は惡 

しく 恃り、 湯 本の 方よ b 敵 山 を 越えて、 後 を打圍 む。 中に 取 籠め られ なば、 由々 しき 

大事な り。 更に 一 人 も遁れ 難しと 申しければ、 其より 米 かみ 石橋と いふ 所に 移って 

か いだて  - 

陣を 取、 り、 上の 山の 腰に 垣楣を かき、 下の 大道 を 切 塞いで 引 籠る。 此事斯 くと 間え 

ければ、 大 場の 三 郞景親 は、 武藏. 相 模の勢 を 招き、 相 從ふ輩 舍弟俣 野の 五郎 景 長 

か んゃ 

尾 新 五. 同 新 六. 八 木 下の 五郎. 漢 楊の 五郎 以下、 鎌 倉黨は 一 人 も 漏れす、 海老 名の 源 

石橋 合戦の 事  お 
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八. 權の頭 季定. 子息の 荻 野の 五郞季 重. 同 彥太郎 • 同小 太郞. 河 村三郞 能秀. 曾 我の 太 

郎祐 信. 佐々 木の 五郎 義淸. 潞 谷の 庄司 重國. 山の 內. 瀧 口 三 郎經俊 • 同 四郎. 稻 毛の 三 

郎重 成. 久下權 の 頭 直 光. 子息 次郞實 光. 熊 谷の 次郞 直實. 岡 部の 六 彌太忠 澄. 淺間の 

三郎. 廣瀨の 太郞. 笠 間の 三 郎等 を始 i して、 宗徒の 者 共 三百 餘騎、 家の 子 郎黨相 具し 

て、 三千 餘騎 なり。 同廿三 H の 辰 時に、 大 場の 三郞景 親大將 軍と して、 三千 餘騎を 相 

具して、 石檢の 城に 押 寄せ、 谷 を 前に 隔て \ 海 を 後に 當て 、陣を 取る。 落： 西 山に 

傾きて、 其 H も旣に 暮れなん とす。 稻 毛の 三 郎重成 進み出で、 HI 旣に 暮れぬ。 夜 軍 は 

敵 味方 見分けす。 されば 明日 を 期す ベ きゃらん と 申しければ、 大場. a. しける は、 明 

日 を 相 待つならば、 敵に 大勢 附 重なりて、 輙く攻 落し 難し。 後に は 三 沛の者 共馳せ 

來る なれば、 兩方を 防がん 事、 由々 しき 大事な り。 道狹 うして 足立惡 しき 城 なれば、 


小勢に おはす る 時、 賴朝を 追 落して、 明日 は 一 向 三 浦に 向って 勝 ft すべきと 申す。 

此義 然る べきと て 、三千 餘騎聲 揃へ て鬨を 作る。 源氏 も 同じぐ 鬨を 合せて、 嗚矢を 

射通しければ、 山 神 答 へ て、 敵 も 味方 も 大勢と こそ 聞え けれ。 大場 進み出で て 弓 杖 


をつ き、 g ふんばり 立 上って、 抑 平家 は、 梪武 帝の 御 苗裔、 葛 原 親王の 御 後胤と して、 

代々 將軍官 ；を 蒙り、 遙に 朝家の 御 守たり。 天下の 逆亂を 和げ、 海內の 賊徒 を隨 へ、 武 

勇の 名 他家に 勝れ、 弓矢の 譽當 家に » ふ。 就中 太 政 入道 殿の、 保 元. 平 治の 凶賊 を鎭 

治せし より 以來、 公家の 重臣と して、 其 身 太 政 大臣に 昇り、 子孫 兼官 兼職に おはし ま 

す。 一天 是を 重んじ、 萬 民 誰か 輕 しめん。 是に 依って 南海. 西 海の 鱗に： や： るまで、 其 

威 應に隨 ふ • 東國. 北國の 民、 何ぞ忽 諸し 奉る ベ き。 愛に 今 容易く も 平家の 御代 を 倾 

け * らんとの 合戦の 企、 誰 人 ぞ* 恐らく は K 螂が手 を擧げ て、 寵 車に 向 ふ 譬^ は。 名 

乘れ- > とぞ 攻めたり ける。 北條の 四郞步 ませ 出して、 汝 知ら やや。 我 君 は 是れ淸 

和 天皇 第 六の 皇子、 貞純 親王の 御子、 六 孫 王より 七 代の 後 S? 八幡 殿の 四 代の 御 孫、 

前 右兵衞 權の 佐殿ぞ かし。 傍若無人の 景 親が 申狀、 頗る 尾籠な り。 平家 は惡行 身に 

餘 りて、 朝 威 を 蔑に す。 是に 依って 彼 一 門 を 追討して、 逆鱗 を 安め 奉る べき 由、 太 上 

法皇の 院宣 を 下されたり。 錦の 袋に 納めて、 御 旗の 頭に 挾み 給へ り。 且は拜 み 率る 

べし。 されば 賴朝 こそ、 日本の 大將 軍よ。 平家 こそ、 今 は 朝家の 賊徒よ。 綸言の 上 

石橋 合戦の 事 
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は、 誅戮 時刻 を 廻らすべからざる 處に、 彼 家人 と號す る 輩是 あ るに 依つ て 、先 づ 其黨 

類 を 追討して 後、 花洛に 上り、 逆臣 を誅 せらるべきな り。 景親糙 に 承れ。 故 八幡 殿 

の 、奥州の 貞任. 宗任を 攻められ しょ b. 以來、 東 國の輩 代み、 相續 いで、 誰 人 か 君の 御 

家人に あらざる。 隨 って景 親 も、 父蛆相 傅の 者な り。 ^に 乘. りながら 仔細 を 申す 條 

奇怪な b 。後 勘 兼て 顧みざる べき か。 下， りて. S. すべきな り。 御作に は 時 政 父子 一 人 

も 漏れ ャ。 佐々 木の 太 郎定綱 兄弟 四 人. 加 藤 太 光胤 兄弟と in ハ郎. 近 藤 七 • 新田 七 郞 

父子. 城の 平 太. 小 中 太. 公藤の 介 父子. 土 肥の 次郎 父子. 新開 荒 太 郎*  土星の 三郞. 岡 崎 

の 四 郞と其 子與ー .懷 島 .豊 田の 次 郎等 侍 ふなり。 其 外の 人々、 國々 より 院官； に 任せ 

御敎 書に 付きて、 夜 を 《1 に繼 ぎて 馳せ參 る。 八 虎の 凶徒に ® ひて 後悔すな • 速に 甲 

を 脫ぎ手 を 合せて 參る べきな りと い へば、 大場 重ねて 申しけ る は、 昔 八幡 殿の 後 三 

年の 軍の 御供して、 出 羽の 國仙 北の 金 澤の城 攻めら る、 時、 十六 歲 にて 先陣 を かけ、 

右の 目 を 射さ せ て、 答の 矢 を 射、 其 敵 を W 取 つ て、 功 を 其 場に 施し、 名 を 後代に 留め 

し縑 倉の 權五 郞景 政が 末葉、 大 場の 三郞景 親大將 軍と して、 兄弟 親類 已下 三千 餘騎 


なり。 是 程の 大事 を 思 立ち 給 ひながら、 勢の かさ こと ヅ なけれ • 實に 誰か は 隨ひ奉 

るべき • 只 心に くき 體 にて 落ち 給へ かし。 命 計り 生け 申さん とい ふ。 北條又 申し 

ける は、 景親 は、 先祖 は 具に 知った， o けり • いかに 口 は 口 心 は 心と、 三代 相 傅の 君に 

, 敵し 申す ぞ。 忠臣 は 二君に 仕へ すと いふ 事 あ 其 上 十 善 帝王に 向 ひ 奉り、 院 S を 

蹄に かけ 弓矢 を 放たん 事、 冥加の 稃覺 束な し。 敕命を 反く 者 は、 魏を步 むが 如しと 

いふに や、 旁 以て 無益の 事な り •  CI ハ^ぎ 參れ とい ふ。 大場重 ねて 申しけ る は、 先？ g 

は 誠に 主君 U 但昔は 昔 今 は 今、 恩 こそ 主よ。 源氏 は 朝敵と な.^ 給 ひて 後、 我 身 一人 

さへ^ 所な し。 家人の 恩まで は、 沙汰の 外な，^ 景親 は、 平家の 御 恩 を 蒙る 事、 海山 

の 如く 高く 深し。 恩 を 知らざる は 木石な り。 何ぞ 世に なき 主 を 顧みて、 今の 恩 を 忘 

るべき。 勇士 は IS へる が 如しと いふ 事 あり。 只今 追 落し 奉るべきな りと て、 三千 餘 

骑我 も）^ と 勇みけ り。 北條乂 申しけ る は、 欲 は 身 を 失 ふといへ り。 まさな き大場 

が詞 かな。 一旦の 恩に 耽りて、 重代の 主 を 捨てん とや。 弓矢 取る 身 は、 言葉 ーも輙 

すから す • 生きても 死しても 名 こそ 惜し けれ。 景 親よ。 權 五郎景 政が 末 紫と 名乘 

石橋 合戦の 事  茺 
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ちながら、 先祖の 首に 血 を あやす、 欲心の 稃 こそ 不當 なれと いひければ、 敵 も 味方 も 

道理 なれば、 一 度に 吐と ぞ笑 ひける。 賴朝 仰せけ る は、 武藏. 相 模に聞 ゆる 者 共 は、 

皆 ありと 覺ゅ。 中に も 大場. 俣 野 兄弟 先陣と 見えたり。 此 等に 誰か 與ぬ べきと 宣へ 

ば、 岡 崎の 四 郞義眞 申しけ る は、 弓箭 を 取って 戰 場に 出づる 程の 者、 敵 一 人に 組まぬ 

者 や は 侍る べき。 親の 身に て 申す 事、 人の 嘲 を 顧みざる に 似 たれ ども、 存す る處を 

申さ いらん も、 還って 又 私 あるに 似 たるべし。 義 貞は 此間、 大事の 所勞 仕， o て、 未だ 

やつばら  うつば * の 

力付かす や 侍らめ ども、 心しぶ とき 奴に て、 弓箭 取って は 等 倫に 劣る 可ら す。 お 器 

に 侍り、 仰 合 めら る べき かと 申しければ、 賴朝宣 ひける は、 趙武、 擧す るに 私 讎を以 

てし、 祈奚、 勸む るに 己が 子 を 以てせり。 忠ぁ りて 私な きに は、 或は 敵 を * し 或は 子 

を勸 むる 事、 皆 義に叶 ひ 法に 叶 ふとて、 義貞を 召して けり。 與 一 其 日の 装束に は、 靑 

つ， まぐろ 

地の 錦の 直垂 に、 赤 威の 片 白の 冑に、 裾 金物 打った る を 着て、 端 黑の箭 負 ひ、 長 覆輪 

の 餽を帶 きけ り。 折 烏帽子 を 引立て、 弓 を 平め 跪きて、 將 軍の 前に 平伏せり。 白荤 

毛なる .ter をぞ 引かせた る。 其 體 邊を拂 つて 見えたり ける。 今日の 選に あへ る、 誠に 


ゆ、 しく 見えし • 賴朝 • 佐奈 田に 宣 ひける は、 大場. 俣 野 は 名 ある 奴 原な 今日の 

軍の 先陣 仕，^ て、 彼等 二人が 間に 組め。 源氏の 軍の 手 合な 高名せ よと ぞ宣 ひけ 

る。 與 一 仰 を 蒙り、 畏 つて 御前 を 立ち、 郎等に 文 三 家 安と いふ 老を 招き 寄せて、 義貞 

が 母. 又 子供が 母に も 語る べしと てい ひける は、 一 昨日 打 出で しを最 後と 思 ひ 給 ふ 

.  やき 

べし。 兵衞佐 殿、 今度の 軍の 先陣 勤めよ と、 直に 仰せた び たれば、 多ぐ の 人の 中に 選 

ばれた る 事、 弓矢 取る 身の 面目な， 9。 されば 命 を 限りに 戰 はんすれば、 生きて 再び 

歸る 事よ も あら じ。 豫て斯 く，， 0 知り 侍らば、 何事 も 申 置く ベ かりけ， 9。 其 事 今 は 力 

な," 我 討 たれぬ と 聞き 給 ひなば、 母御 前 女房の 御 歎 こそ、 思 ひ殘し 奉れ • たと ひ 

我れ 死したり 共、 世の 鎮まらん 程 は、 二人の 稚き者 をば、 いかな らん 野の 末 山の 奥に 

も隱し 置きて、 頼 朝の 世に立ち 給 ひたらん 時、 先祖 なれば、 岡 崎と 佐奈 田と をば 申 袷 

は b て、 兄弟に 知らせて たび 候へ。 扨 は 女房 も、 子供が 後見して 坐し ませ。 怫に花 

香 進ら せて、 後の世 弔 ひ 給へ。 父 岡 崎 殿 も .賴 朝の 御 伴 なれば、 軍の^ 生死 を 知らす。 

おさな 

女性 は 何事 か ある べき なれば、 斯 く申潢 くな りと、 糙に いひ 体 ふ べし。 又汝 も、 少き 

^橘 合戦の 事  六 1 


^平 M- 物語 卷 第二  a 

次郞、 與 一 に 組まん と 志して、 鹿 毛なる 馬に 乘りて 馳せ來 る • 與 一 は 岡 部と は S ひ 

寄らす、 大場か 俣 野 かと 思ひ馳 寄せて、 甲の て へんに 手 を 打 入れて、 鞍の 前輪に 引付 

くちす さ 

けて、 首 を搔き 取上げ、 雲 透に 見れば、 思 ふ 敵に は あらす して、 岡 部の 彌次郞 な あ 

な無慙 や。 鹿 待つ 所の 狸と は此 事に や。 何し に來 つて、 義貞に 討た るらん とて、 首 

をば 谷へ ぞ投 入れけ る。 與ー が乘 りたる^ は、 白 葦毛 太ぐ 逞しき が、 七 寸に餘 b て、 

鼻の 先瓠の 花の 如く 白 かりければ、 名 をば 夕顔と いふ。 東國 一 の强 馬な り。 もと 三 

浦の 介が 許に ありけ るが、 餘 りに 强 くて、 輙ぐ乘 る 者 もなかり ける を、 岡 崎 所望して 

乘 りけ るが、 それ も 進 返し 煩 ひたりけ るに、 與 一 計り ぞ乘 り隨 へけ る。 され ども 岡 

崎 持 和げ て、 三沛 へ 返し たれば、 本の 栖へ歸 りたり とて、 都 返りと 名付けたり。 佐奈 

田 折節 馬なくて、 又 乞 返し たれば、 古 巢へ歸 りたり とて、 S とも 呼びけ り • 元 來强き 

おなり けれども、 己が 力 を 頼みつ、、 出 雲 轡の大 なる に、 手綱 二 筋 綾 合せて ぞ乘 つた 

b ける。 岡 部の 彌次郞 が 首切りけ る 時、 鎧 武者の 身の 落つ るに 驚きて、 つと 出で て 

走り 行く。 獠物ぞ と 心得て、 引 留めん^,^ とし けれども、 此馬の 癖と して、 口 をば 


に 打 くれて、 胸に て 走る 馬な b けり • 猶も 留めん と 引く 程に、 手綱 三つに 切れ けれ 

ば、 左右の 水 付 とらへ た， 9。 左右の 水 付 引 もぎて、 心の 儘に 引いて 行く。 大 場の 三 

郎は、 弟の 俣 野の 五郎に いひけ る は、 構へ て與 一 に 組み 給へ。 景親も 目に 懸 らば 組 

まん やる ぞと いふ • 俣 野 は餘. O に喑 くて、 敵 も 味方 も 見え 分かす、 與 一 も 何やらん 

とい へば、 與 一 が 鎧 は、 裾 金物の 殊に きらめきて、 馬の 毛 も 白 かりき。 白き 線 を 懸け 

.5 ちじる 

たりつれば、 驗か， 9 つるな りと 敎ふ。 俣野步 ませ 出 づ。 與 一 馬に 引かれて 近付きた 

り。 俣 野、 敵の 寄す ると 思 ひければ、 佐奈 田の 與 一 義貞 と名乘 りつる は、 落ちぬ るか 

と 呼ば は. O けり。 無下に 近 かり. ければ、 義貞 愛に あり。 問 ふ は 誰ぞ。 俣 野の 五郞景 

尙 と名乘 るゃ遲 き、 押 並べ て 馬の 間へ 落 重なる。 上に な b 下にな b 、彈 返し 持 返し、 

山の そば を 下りに 大道まで、 四 段 計. o ぞ轉 びた る • 今一 返し も轉 びな ば、 互に 海へ 

は 入りな まし • 俣 野 は 大力と 聞く に、 いか かした， ^けん、 下に 推 付けられて、 俯伏に 

臥し、 頭 は 下に 足 は 上に、 起きん くと しけれ ども、 侯 野 力な か. o ける。 與 一 は 上に 

ひたと 乘り 得て、 義貞 敵に 組みたり • 落 重なれく と 呼ば はり けれども、 家 安を始 

石橋 合 戰の事  g 
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として 、郎等 共钾 隔てられて 續く 者な し • 俣 野 今 は 叶 はじと 思 ひて、 景 尙佐奈 田に 

組みたり。 續け や/.,^ と 叫びけ るに、 長 尾の 新 五、 聲 に付きて 落 合 ひて、 上 や 敵 下 や 

敵と 問 ふ。 與 一 上に 乘り 乍ら、 斯く宣 ふ は 長 尾 殿 か。 上 ぞ景尙 下ぞ與 一。 謬し 給 ふ 

あやまち 

なと いふ。 俣 野 下にて、 上ぞ與 一 下 ぞ景尙 、誤すな とい ふ。 頭 は 一所に あり、 閽 さは 

S! し、 音 は 息 突きて、 分明に 聞え 分けす。 上よ 下よ と 論じければ、 思 ひ 詫びて ぞ 立つ 

た， o ける。 俣 野、 あな 不覺の 殿 や。 聲 にても 聞知り なん。 鎧の 毛 を も搜り 給へ かしと 

いふ。 長 尾 誠にと 思 ひて、 鎧の 毛 をぞ搜 りけ る。 與ー あら はれぬ と 思 ひて、 右の 足 

を 揚げて、 長 尾 をむ すと 踏ま ふ。 踏まれて 下りに 弓 長 三 杖 計，^、 とい 走りて 倒れに 

けり。 其 間に 與ー 刀を拔 いて、 俣 野が 首を搔 く。 搔け ども— 切れ や。 刺せ ども 刺せ 

ども 透ら す. - 與 一 刀 を 持 揚げて、 雲 透に 見れば、 鞘 卷の粟 形 かけて、 鞘ながら 拔 きた 

b けり。 辩尻晈 へて 拔 かんくと しけれ ども、 運の 極めの 悲し さは、 岡 部の 彌^ 郞 

が 首 切ったり ける 刀 を、 拭 はす 辩に 指し たれば、 血 詰し て拔け ざり けり。 長 尾 新 五 

が 弟に 新 六 落 合 ひて、 與 一 が. 胡籙の 間に ひたと 乘り 得て、 甲の 手 へん を 引 仰け て 頸 


V  TV 力 

を搔 く。 無慙 とい ふ も 疎な， 9。 俣 野 を 引 起して、 いかに 手 や 負 ひたる と 問へば、 首 

こそ 璽く 覺 ゆると いふ。 首 を 搜れば 、ぬれ-^ としたり， 手 負 ひたる にこ そとて、 

與 一 が 刀 を 見れば、 鞘 尻 一 寸 計り 碎 けたり a 強く 刺したり と覺 えたり。 ^後 俣 野 は 

軍 はせ す。 佐奈 田の 與ー は、 俣 野の 五郎 止めたり と 叫びければ、 源氏 方に は惜 みけ 

り。 平家 方に は 是を悅 びけ り。 家 安 は 大勢に 推 隔てられ、 主の 與 一 が 討 たれた る を 

ば 知ら ざり けり。 一 所に ていかに もな らん i 、主 を 尋ねて 走り 廻り けれども、 敵 は 

山に 滿々 たり • 尾 は 一 つ 隔てたり。 死生の 行方 知れす • 高聲 にい ひける は、 東八箇 

國の 殿原 は、 誰か 源氏 重代の 御家人に あらざる • 平家 追； s の 院宣 を 下さる、 上 は、 

今 は 兵 衞の佐 殿の 御代 ぞ かし。 源氏の 御 繁昌 今に あり。 明 は 殿原 悔み 給 ふべん。 

矢 を も 一 筋 放たぬ 先に.、 參り 候へ かしと ぞ匐 りけ る。 相 模の國 の 住人 潞 谷の 庄司重 

國、 斯く いふ は 誰 ぞと問 ふ。 佐奈田 殿の 郎等に、 文 三 家 安と 答 ふ。 重國 申しけ. る は、 

あ、. あたら 詞を 主にい はせ で、 人が ましき とい ふ。 家 安 は あしき 殿の 詞 かな。 げに 

人の 郎等 は 人なら す。 され ども 家 安：. it! は 二人，. V らす。 他人の 門へ 足 踏 入れす。 腕 

^棉合 戰の事  ^ 
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酋 取って 追從せ t 殿 こそ 實の 人よ •  S 武 帝の 苗裔 • 高 望の 王の 後胤、 ちゝ ぶの 末 

葉と 名乘 りながら、 一 方の 大將軍 を だに もし 給 はで、 思 ひ 寄らす 大場三 郞が尻 舞し 

て、 迷 ひ 行き 給 ふをぞ 人と はい はや。 家 安人なら やと も、 押 並べて 組み 給へ かし • 

手 並の 程 見せ 奉らん とい ひたりければ、 敏も眛 方 も 吐と 笑 ふ。 重國 由な き詞 つか ひ 

て、 苦 返って ぞ 聞え ける。 家 安 はち、 ぶの 一門に、 稻 毛の 三郞が 手に 合 ひて 戰 ひげ 

に 重 成 申しけ る は、 や あ 文 三よ U 己が 主の 與 一 は 討 たれぬ。 今 は 誰 を か 育むべき。 

逃げよ 助けん とい ふ。 文 三 申しけ る は、 や ぁ稻毛 殿" 家 安 は 幼少より、 軍に は蒐け 

組む とい ふ 事 は 習 ひたれ ども、 逃げ 隱 ると いふ 事 は 未だ 知らす。 主の 死 ぬればと て 

逃れん は、 御邊の 郎等 をば、 何に か はし 給 ふべき。 まさな き 殿の 詞 かな。 與 一 討た 

れ給 ひぬ と 聞きて 後 は、 誰 故 身 をば たば ふ べき。 逃げよ と宣 はんよ. O は、 押 並べ て 

組み 給へ かしと て 進みければ、 稻 毛の 三 郞が郞 等 押 阻て く戰 ひけり。 家 安 分捕 八 

人して、 終に： s 死して 失せた る は、 譽 めぬ 者 こそな かり けれ。 岡 崎 四郞賴 朝の 御前 

に叁 り、 與 一 冠者 こそ、 討 たれ 候 ひけれ と 申せば、 佐 殿 は、 あな 無慙 や。 よき 若者 を、 


朝 
軍 


賴朝 若し 世に あらば、 與 一 が 後世 をば 弔 ふ ベ しと 仰せられければ、 岡 崎 は、 た とひ 五 

人 十 人の子 をば 失 ひ 侍る とも、 君 だに 御世に 立ち 給 は い、 それ こそ 本意に 候へ と、 心 

强 /、はい ひけれ ども、 さすが 恩愛の 道 なれば、 鎧の 釉を ぞ濕 らしけ る。 與 一 .家 安 討 

たれて 後 は、 源平 互に 入替 へく • 終夜戰 ひける が 、軍兵 最早 疲れぬ。 敵 は 大勢な り。 

今 はいかに も 叶 ひ 難しと て、 曉 方に 賴 朝の 勢 は、 土 肥 を 指して ぞ落 行きけ る。 賴朝 

も縱ひ 引^ -,. o も、 矢 一 つ 射て 落ちん とて. 後陣に 下り、 返 合せよ/ \ と 下知し 給 ふ。 

是を閡 きて 三 浦の 大 田の 次郞 義久. 加 藤 次 景廉、 三 崎の 掘 口と いふ 所に 下り 塞がつ 

て、 散々 に戰 ふ。 敵 は 數千ぁ b けれども、 道 狭ければ、 ニ騎三 騎づっ 寄せけ る を、 引 

つめ ）（- 射る。 是にぞ 多ぐ 射られけ る。 矢種 盡 きければ、 義久 .景 廉 引退き けり • 

賴朝 落ち 給 ふ事附 公藤の 介 自害の 事 

八月せ 四日 辰の刻に は、 兵衞 の佐賴 朝、 上の 杉 山へ 引き 給 ふ。 荻 野の 五郎 季重、 兄弟 

子息 五騎 にて 追 懸け 奉 b 申しけ る は、 此 先に 落ち 紿ふ は、 大將 軍と こそ 見え 給べ。 

頼 勅 露ち 齡 ふ事跗 ハム 藤の 介 自害の 事  ま 
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ま さ なく も 後 をば 見せ 袷 ふ 者 かな • 無益 の 媒叛發 し て、 源氏 の 名 折し 給 ひぬ， 返し 

給へ くと て 馳せ來 る。 賴 安から や 思 ひ 給 ひければ、 只 一人 留まって、 一の矢 番 

ひて 射 給へば、 荻 野が 弓手の 草摺 縫 樣に射 込まれたり •  二の矢に、 鞍の 前 輸を馬 の 

背 懸けて 射 渡し 給へ り。 馬 頻に彈 ねければ、 荻 野馬より 落つ。 三の 矢に、 彥太郞 が 

馬の 胸蒂盡 射させて、 是も^ 跳ねければ、 足 を 越して ぞ 立ったり ける。 伊豆の 國の住 

人 宇佐 比の 三 郞助茂 馳せ參 りて、 賴 朝の 前に 指 塞， りて、 昔よ， C, 大將 軍の 戰 なき 事に 

侍り。 疾々 引き 給へ と 申す。 防箭 射る 者の なければ こそと 宣ふ 時、 模の國 の 住人 

飯 田の 三 郎家能 馳せ來 つ て、 よき 箭 三つ 射け る 程に、 杉 山 へ こそ 憑り 給へ。 軍兵 共 

山峨々 として 登. o 難 かりければ、 鎧に 太刀 計， o 帶 びて、 此 ぎより 落 上りけ り a 伊 S 

の 國> 住人 澤の 六郞 宗家 是 にて 討 たれぬ。 同國の 住人 公藤の 介 茂 光 は、 元より 肥え 

太りた る 男な り。 惡 所に 懸けて 身 苦しく、 氣絕 えて 登 b やらす。 伴した， o ける 子息 

の、 狩 野の 五郎 親 光に いひけ る は、 此山 烈しくて 落延び 難し。 一 定 敵に 討 たれぬ と覺 

ゆ。 人手に 懸けす して 我 首を切れ。 佐 殿 は末賴 もしき 人ぞ。 構へ て 二心な ぐ皋公 


して、 助け 舉れと いふ。 親 光、 恩愛の 名 殘を憐 み て、 脣に引 懸け 上り けれども、 我 身 

だに も 行 兼ねた るに、 父 を さ へ斯 く f - ければ、 更に 延び 得す。 公藤の 介 は、 や あ 親 光 

よ。 我ん 宵 ま ん とて、 父子 共 に 人手 に 憑 つ て、 兎角 いはれ ん事、 なき 跡 迄 も 心 憂 か る 

べし。 敵 は旣に 近付きたり •  ロハ 急ぎ 我 首を切って 孝養せ よ。 全ぐ 逆 罪になる まじ。 

急げ ）（- とい ひけれ ども、 恩愛の 命を絕 たん 事の 悲し さに、 暫く 案じけ る 間に、 茂 光 

は腹搔 切って 臥しに けり。 田 代の 冠者 信 綱 は、 茂 光に は 孫な りけ るが、 心 剛に身 健 

な b けり。 祖父が 自害 を 見て つと 寄り 首搔 落して、 それ 孝養し 給へ とて、 伯父 狩 野 

の 五郎に 與へ けり。 親 光， 鎧の 釉に引 陰して、 泣々 山に 登りけ り。 北條の 次郎宗 時. 新 

田の 次郎忠 俊、 馬の 鼻 を 返して 戰 ひける 程に、 甲斐の 國の 住人 平 井の 冠者 義 K と、 伊 

豆の 國の 住人 新田の 次郞忠 俊と 馳せ 並べ て 組んで 落ち、 刺 違へ て 死に、 けり。 北條 

の 次 郎宗時 は、 波打 際を步 ませ 落ちけ る を、 伊豆の 五郎助 久、 係 並べて、 取組んで 落 

ちに け り。 兩 虎相戰 ひて、 互に 命 を U し 名 を 留めけ う。 兵衞の 佐賴朝 は、 猶も 落延び 

給 はさり ける を、 大 場の 三 郞景 親. 佐々 木の 五郎 義淸 等、 大勢に て 先陣に 進みて 追懸 

賴朝^ r ，給 ふ事附 公藤の 介 自害の 事  お 
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けたり。 佐々 木の 五 郞義淸 は、 大 場の 三郞が 妹聱 になり ければ、 景 親が 勢に ぞ打真 

したる。 鍩月 毛に 赤 皮 緘の鎧 着て、 著しく こそ 見え 渡れ。 兄の 四 郞高綱 申しけ る 

は、 義淸糙 に 承れ。 父の 秀蓊 は、 故六條 判官 殿に、 父子の 義を なされ 奉りて、 御子 孫 

の 今まで も、 賴み賴 まれ 奉る。 これに 依って 兄弟 四 人 味方に あり。 汝 一人 一 ra を 引 

分れて、 思 ひ 懸けぬ 大 場が 尻 舞して、 同心す る條 心得す。 勳 功の 賞に は、 他人の 手に 

憑く ベ からすと いひければ、 存 する 旨の ありけ るに や、 是非の 返事 はせ ざり けり • 

大 場の 三郞も 佐々 木の 五郎 も、 鞭 を 打って ぞ攻 懸け、 る。 

高 綱に 姓名 給 はる 事 附紀信 高祖の 名 を 借る 事 

兵衞の 佐賴朝 は、 又 射 殘し給 ひたりけ る箭を 取りて 番ひ、 旣に 引かん とし 給 ひける 

處に、 佐々 木の 四郞高 綱、 矢面に 塞がりて、 大將 軍た る 人の、 さうな く 弓 を 引き 矢 を 

放ち 給 ふ 事 侍らす。 御 伴の 者 共 一 人 も あらん 程 は、 かるぐ しき 事 あるべ からす。 

郎等 乘替其 詮なり。 とくく 落延び 給へ。 定綱. 高 綱 兄弟 御身 近く 侍り、 防ぎ 矢 仕る 


べし。 但 姓名 を 給 はれ かしと いひければ • 頼 朝、 仔細に や、 暫く 高 綱に 預け 給 ふと 宣 

へば、 佐々 木 姓名 を 給 は b て、 弓矢 取て 番ひ、 坂 を 下に 向って 、大昔 揚げて 名乘 りけ 

る は、 淸和 帝の 第 六の 皇子 貞純 親王の 苗裔 * 多 田の 新 發意滿 仲の 後胤、 八幡 太 郎義家 

に 三代の 孫子、 左 馬頭 義 朝の 三男、 前の 右兵衞の 權の佐 源の 賴朝 愛に あり。 東國の 

奴 原 は、 先祖 重代の 家人 等な り • 馬に 乘 りながら、 御前 近く 參る條 、狼藉な り-奇怪な 

り。 罷返 けと いひ かけて 、暫く 固めて、 態と 馬 をぞ 射たり ける • 先陣に 進みけ る大 

場が 童、 馬の 太 腹 を 射通し たれば、 屏風 を 返す が 如く、 馬 は 山の 細道に、 橫ざ まに 倒 

れ 伏す。 量 は 馬に 敷かれたり。 道 狭ければ、 乘 越え 進みて 上る 者な し。 馬 を 取 退け、 

量 を 起さん とする 間に、 賴朝遙 に 落延び 給 ひぬ。 其後大 場. 通すな 者 共 i て、 打て 上 

うける を、 定 綱. 高 綱 兄弟 返し 合せて、 散々 に 防ぎ 戰ふ。 矢種 も盡 きければ、 四 郞高綱 

兄弟 太刀 を拔 き、 坂 を 下に 返し 合せ）^、 七ケ 度まで 切 下しければ、 大 場が 大勢、 坂 

を 下. りに 追 返され、 此 間に 深く 杉 山に こそ 籠り 給 ひけれ。 高 綱 跡目に 付きて、 尋ね 

逢 ひ 奉りたり ければ、 賴 朝の 仰に は、 汝が 忠節に 依って、 通れ 難き 命 を 全うせり。 世 

高 綱-.: 姓名 給 はる 事 附^ 信 髙龃の 名な 借る 事  七-二 
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を 打取らん に 於て は、 必ゃ 半分 を 分け 給 ふ べしと ぞ 仰せけ る • 古人い へ る 事 あり。 

疲れたる 兵の 再び 戦 ふ をば、 一 人當 千と い へり。 何に 况ゃ 佐々 木 疲れて 七ケ 度の 戰 

を や。 世靜り て 後、 七 ケ 度の 忠を 感じて、 備前. 安藝. 周 防. 因幡. 伯耆 •  ni 向 山3- 雲 七 ケ國 

を 給 はりたり けれども、 高 綱 は 杉 山に 入り 給 ひし 時 は、 日本 半國 とこ そ 約束 はあり 

しに、 七ケ 國は數 なら やとて、 代 を 恨み懂 切って、 高野山に ぞ 籠りに ける。 善に も惡 

にも 猛 かりけ る 心なり。 昔楚國 の 項 羽と、 漢朝の 高祖 と、 位 を 諍 ひ戰 ひける に、 項 羽 

は 多勢な り。 高祖 は 小勢な り。 され ども 合戰 牛角に して 勝負な し。 項 羽 を 討たん 

が爲 に、 高祖 楚國へ 入る と 聞え ければ、 楚國の 大勢 悅 びて 高祖 を 待つ。 高祖 は 革 車 

に乘 つて、 官 兵を從 へた， 9。 項 羽が 兵に 園れ 、高祖 遁れ難 かりけ るに、 紀 信と いふ 者、 

高祖の 車に 乘替 つて、 帝 を遁し 奉り、 我 は是れ 高祖な りと 名乘 りければ、 敵 誠と 思 ひ 

つ 、、革 車を圍 みて 是を搦 め 見れば、 高祖に は あらす、 紀信 とい ふ 者な り。 項 羽是を 

捕へ て、 我に 從ひ降 人に ならば、 赦 さんと いひければ、 忠臣 は 二 主に 仕へ す、 勇士 

言 を 得すと いひて、 從は ざり ければ、 兵 共 革 車に 火 を 付けて、 紀信 を燒き 死し ける。 


佐々 木の 四^ 高 綱 も、 此事を 思 ひける にや、 姓名 を 給 はって， 敵 を 返し、 賴朝を 延し率 

ためし 

る。 彼 は 死して 名 を 残し、 是は 生きて 恩 を 預かる。 異國 本朝 替れ ども、 例 は 誠に 一 

つなに 
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高 綱 に 姓名 給 はる * 附紀 信髙 祉 の 名 な 借る 事  S 
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賴朝臥 木に 隱る附 梶原賴 朝 を 助く る 事 

兵衞の 佐賴朝 は、 土 肥の 杉 山 を 守って、 搔 分けく 落ち 給 ふ。 伴に は 土 肥の 次郞實 

平 • 北 條の四 郎時政 • 岡 崎の 四郞 義眞. 土 肥の 彌太郞 遠 平 *懷 島の 平 權の守 景能. 藤 

九郎 盛長已 下の 輩、 相從 つて 落ち 紿 ひける を、 大場 そが 棻內 者と して 三千 餘騎 にて 

& 懸けたり。. 杉 山 は 分 內狹き 所に て、 忍び 隱る べき 樣な し。 田 代の 冠者 信 綱 は、 大 

將を 延ばさん とて、 高木の 上に 昇って、 引取りく 散々 に 射る。 敵 三千 餘騎、 田 代に 

防がれて、 さうな く 山に も 入ら ざり けり。 其 隙に 賴朝 は、 とびの 岩屋と いふ 谷に 降 

下り 見廻せば、 七 八 人が 程 入りぬ べき 大 なる 臥 木 あり。 暫く 愛に 休みて、 息 をぞ繼 

ぎ 給 ひける。 去 程に 眛方の 者 共、 多く 跡目に 付きて 來り 集お る。 愛に 賴朝 仰せけ る 


は 敵 は 大勢な り。 而も 大場 そが 案內 者に て、 山 踏して 相尋 ぬべ し • されば 大勢 惡か 

りなん。 散々 に 忍び 給へ。 世に あらば 互に 尋ね 尋ぬ べしと 宣へ ば、 兵 共、 我等 旣 に a 

本國を 敵に 受けたり。 遁 るべき 身に 非す、 兎にも角にも 一 所に こそと、 各 返事 申し 

ければ、 賴朝 重ねて 宣 ひける は、 軍の 習、 或は 歒を 落し、 或は 敵に 落さる ゝ、 是定れ る 

事な り。 一度 敵に 敗られ、 永く 命 を 失 ふ 道 や は あるべき。 愛に 集ま， o 居て、 敵に あ 

な づられ て、 命 を 失 はん 事、 愚なる に 非 やや。 昔 范蠡會 稽の恥 を 侮え や、 終に 勾踐の 

仇 を 返す。 曹沫三 敗の 恥に 死せ す、 巳に 魯國の 恥 を 報 や。 こゝ を遁れ 出で、 大事 を 

成立て たらん こそ、 兵法に は 叶 ふ ベ けれ" いかにも 多勢に て は、 遁れ 得べ からす。 

各 心に 任せて 落つ べし。 賴朝山 を 出で、 安房. 上總へ 越えぬ と 聞えば、 其 時 急ぎ 尋ね 

來り給 ふ べしと、 言を盡 して 宣 へば、 道理 遁れ 難う して、 各 思 ひくに ぞ落 行きけ 

る。 北條 の四郞 は、 甲斐の 國へ 越えに ける。 賴 朝に 相隨ふ 人々 に は、 土 肥の 次郞實 

卒. 同 男 遠 平. 新開の 次郞忠 氏. 土屋の 三 郞宗遠 • 岡 崎の 四郎義 具. 藤 九郞盛 長な り。 兵 

衞の 佐賴朝 は、 軍兵ち， 9 ぐに なりて、 臥 木の 天河に 隱れ 入り 給 ひに けり。 其 日の 

賴朝臥 木に 隱る附 棕原賴 朝^ 助く る 事  七 七 
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装束に は、 赤地の 錦の 直垂 に、 赤 威の 鎧 若て、 臥 木の端 近く 居 給へ り。 金物に は 銀の 

蝶の 丸 を きびしく 打った りければ、 殊に 涎き てぞ 見えけ る。 其 中に 藤 九 郎盛長 申し 

ける は、 盛 長 承り 傅へ 侍り。 昔 後朱雀 院の 御宇 天 喜 年中に、 御 先祖 伊豫の 守 殿、 貞任 • 

宗任を 攻められけ るに、 官兵 多く 討 たれて 落ち 給 ひける に、 僅に 七騎 にて 山に 籠り 

給 ひけり。 され ども 終に 逆賊 を 13 して、 四海 を 靡かし 給 ひけり。 今日の 御 有樣、 昔 

に 相違な し。 吉例な と 申しければ、 賴朝も 頼もしく 覺 えて、 入幡大 菩薩 を 心の 內 

に 念じ 給 ひけり。 田 代の 冠者 は、 矢種 旣に盡 きぬ。 賴朝今 は遙に 落延び 給 ひぬ らん 

と 思 ひければ、 木よ わ 飛 下りて、 跡目に 付けて 落 行き、 同じ 伏 木の 天河に ぞ 入りに け 

る。 田 代、 佐 殿に 頰を 合せて、 いか  > すべきと 歎く 處に、 大場奮 我. 俣 野. 梶原 三千 騎、 

山 踏して、 木の 下萱の 中に 亂れ 散りて 尋ね けれども、 見え ざり けり。 大場伏 木の 上 

に 登りて、 弓 杖 を 突き 踏 跨がりて、 正しぐ 賴朝 は、 此迄 坐し つる もの を。 伏 木 不審な 

り。 空に 入りて 搜せ者 共と 下知し ける に、 大 場が 從 弟に 梶原平 三景 時 進み出で て、 

弓 脇に 挾み、 太刀に 手 かけて 伏 木の 中に つと 入 b  、賴 朝と 景 時と 眞 向に 居 向 ひて、 互 


に 服 を 見合せ たり。 賴朝は 今 は 限な り。 景 時が 手に 憑り ぬと 畳し ければ、 急ぎ 案じ 

て 降 を や 乞 はん、 自害 を やせんと 覺 しける が、 いか ぃ景時 程の 者に、 降 をば 乞 ふ ベ 

き。 自害と 思 ひ 定めて、 腰の 刀に 手 を かけ 給 ふ" 景時 哀れに 見 奉って、 暫く 相 待ち 

給へ。 助け 奉るべし。 軍に 勝ち 給 ひたらば、 公 忘れ 給 ふな。 若し 又 敵の 手に 憑り 紿 

ひたらば、 草の 陰まで も、 景 時が 弓矢の 冥加と 守り 給 へ と 申し も 果てぬ に、 蜘蛛の 糸 

俄に 天河に 引きたり けり。 景時 不思議と 思 ひければ、 彼 蜘蛛の 糸 を 弓の 笑 甲の 鉢に 

引 憑け て、 暇 申して、 伏 木の 口 へ 出で にけ り。 賴朝 然る ベ き 事と 覺 しながら、 掌 を 合 

せ、 景 時が 後 顔 を 三度 拜 して、 我れ 世に あらば、 其 恩 を 忘れ じ。 たと ひ！ J びたり と 

も、 七 代まで は 守らん と 心中に 誓 はれけ る • 後に 思 へ ば、 景 時が 爲に は、 添し とぞ覺 

えたる。 平 三 伏 木の 口に 立塞がりて、 弓 杖 を 突きて 中し ける は、 此內に は 蟻 蝶 もな 

し。 蝙蝠 は 多く 騷ぎ 飛び 侍り。 土 肥の まな づるを 見やれば、 武者 七八騎 見えたり • 

1 定賴 朝に こそと 覺ゅ。 あれ を 追へ とぞ 下知し ける。 大場 見やりて、 彼も赖 朝に て 

き o わ 

はお はせ す。 いかにも 伏 木の 底 不審な り。 斧鉞 を 取 寄せて、 切 破りて 見べ しとい ひ 

賴朝臥 木に 隱る附 梶原賴 朝^ 助く る 事  お 
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ける が、 其 も 時刻 を 移す ベ し， よしく 景親 入りて 搜 して 見ん とて、 臥 木より 飛 下 

りて、 弓 脇 挾み 太刀に 手 かけて、 天河の 中に 入らん としけ る を、 平 三 立塞がり、 太刀 

に 手 憑け てい ひける は、 や ぁ大場 殿。 當時 平家の 御代な り a 源氏 軍に 負けて 落ち 

ぬ • 誰 人 か 源氏の 大將 軍の 頸 取りて、 平家の 見參に 入れて、 世に あらんと 思 はぬ 者 

の あるべき か • 御邊に 劣って、 此臥 木を搜 すべき か * 景 時に 不審 をな して 搜 さん 

と宣は K 我々 一 一心 ある 者と 思 へる か。 豫て 人の 隱れ たらん に、 斯く 甲の 鉢 弓の 箬 

に 蜘蛛の 糸懸る べし や。 之 を猶も 不審して、 思 ひけが されん に は、 生きても 面目な 

し。 誰 人に も搜 さす まじ。 此 上に 推して 搜す人 あらば、 思 ひ 切りなん 景時 はとい ひ 

ければ、 大場 もさす が 入ら ざり ける が、 猶も 心に 懸 りて、 弓 を 差 入れて 打 ふりつ、、 

から. o.  くと 二三 度搜り 廻し ければ、 賴 朝の 鎧の 袖に ぞ當 りけ る。 深ぐ 八幡 大 菩薩 

を 祈念し 給 ひける 驗 にや、 臥 木の 中より、 山鴆ー 一 羽 飛び出で て、 はたく と 羽 打して 

出で たりけ るに こそ、 賴朝內 にお はせんに は、 鴆 ある まじと は 思 ひけれ。 され ども 

不審な りければ、 斧鉞 を 取 寄せて 切って 見ん とい ひける に、 さし も 晴れた る 大空、 俄 


に 黑雲引 被 ひ、 雷 夥しく 嗚 廻って、 大雨 頻に 降りければ、 雨止みて 後 破って 見べ しと 

て、 杉 山 を 引返しけ るが、 大 なる 石の ありけ る を、 七 八 人して 倒し 寄せ、 臥 木の 口に 

立 塞ぎて ぞ歸 b にけ る。 

聖德 太子 椋木 附天武 天皇 複 木の 事 

昔聖德 太子の 佛法を 興さん とて、 守屋と 合戦し 給 ひしに、 逆 軍 は 大勢な り、 太子 は 無 

勢な b ければ、 いかにも 叶 ひ 難し。 大 返しと いふ 所に て、 ロハ 一 人 引へ 給 ひける に、 守 

むら じ 

屋の臣 と 勝 溝の 連と 行會 ひて、 遁れ 難く おはしけ るに、 道に 大なる 椋の木 あ り。 二 

に 割れて 太子と 馬と を、 木の 穴 H に 隱し苯 b  、其 木 卽ん愈 合 ひて、 太子 を 助け 奉り、 終に 

守屋を 13 して、 佛法を 興し 給 ひけり。 天武 天皇 は、 大 伴の 王子に 襲 はれて、 苦 野の 奥 

より 山 傳 して 、伊賀. 伊勢 を 通， 9、 美 濃の 國に おはしけ るに、 王子 西戎を 引率して、 不 

破の 關 まで 攻め 給 ひけ，^ 天 武危く 見え 給 ひける が、 傍に 大 なる 援木 あ.^、  二に 割 

れて、 天武を 天河に 隱し 奉りて、 後に 王子 を 亡して、 天武 位に 卽き 給へ り。 是も 然る 

聖德太 孑 椋木附 IK 武 天皇 植木 の 事  八 一 
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ラ つ ほ 

ベ き賴 朝の 世に立つ べき 瑞相 にて、 斯る臥 木の 签に も， 隱れ ける にやと 末頼もし" 

賴朝 は、 三千 餘騎が 引返き たる 其 隙に、 內 より 石を轉 ばし 返け、 臥 木 を 出で、 小道 越 

とい ふ 岩石 を 上り、 土 肥の まな づる へ 向って 落ち 給 ひけり。 雨歇 みければ、 大場ぉ 

を 引へ て、 いかにも 臥木覺 束な し。 搜 して 見ん とて 押 寄せ 見れば、 口 を 塞げる 大石 

を轉 ばし 返け て、 落ちた る 跡 あり。 されば こそ 签の 中に おはしけ り。 是は梶 原 平 三- 

が 計ら  ひに  て 落しけ り。  され ども 時の 間に、 遠く はよ も 延び 給 はじ、 續 きて 攻めよ 

とて、 跡目に 付きて 追 懸けたり。 

地藏 堂に て 賴朝以 下怫壇 の 下に 隱るゝ 事 

去 程に 主從八 人の 人々 は、 小道の 峠に 登って、 後 を 顧れば、 敵 間近く 追 上る。 いかい 

はすべき。 此上は 自害す ベ きかと 宣 へば、 土 肥 申しけ る は、 物 さわがし や、 事の 樣見 

んと て、 高き 所に 上りて 見廻せば、 傍に 御堂 あ b。 小道の 地藏堂 i いふ 寺な り。 八 

人 堂に入りて 見れば、 法師 一 人、 佛 前に 念珠 繰りて 居たり けり。 土 肥， 上人に いふ や 


うは、 是は 源氏の 大將 軍に、 兵 衞の佐 殿と 申す 人な り • 石橋の 軍 敗れて、 弒の爲 に 追 

懸けら る • 忍ぶべき 所 や ある • 佛攛の 中に も隱し 置け と. S. しければ、 上人 思 ふや 

う， 有難き 事 かな • げに 聞き 奉る 源氏の 大將 軍なら。 軍に 負け &は すば、 今 爭か斯 

樣の 法師に、 助けよ と 手 を 合せ 給 ふ べき。 助け 奉りて 世に おはせば、 奉公に こそと 

思； 6 て 申しけ る は、 此堂は 人里 遠くして 山 深ければ、 身の 用心の 爲に、 佛 域の 下に 穴 

を 5» へて、 人 t 八 人 入りぬべき 程に 用意せ り。 暫く 忍び入りて 御覽 せよ とて 八 ゾ 

の 殿原 を 押入れつ、、 上に 蓋して、 其 上に 雜具 取廣げ て、 我 身は佛 前に 鹿 « の 由に て 

眠り 居たり • 大場 大勢 引 具して、 御堂の 前まで 追 懸けて、 此 寺に 人 や ある。 只今 落 

人の 通りつ る は、 知らす や 否やと 再三 問へ ども、 答 ふる 者な し • 大場打 寄 b» 前. を 見 

れば、 法師 あ り。 いか に 人の 物 を 問 ふ に、 答 へ ざ る ぞ 不思議な り と 責め けれ ば、 僧の 

曰ぐ、 是 は三ケ 年の 間、 四時に 座禪 する 者な り。 入定の 折節に て、 承らす と^す ， 

ねて 間 ふ、 落人の 此軒を 通りつ る をば、 聞かす や 知らす やとい へば、 其 & に座禪 t て 

，れヹ 、外の 聲耳に 入らす。 內心 思慮なければ、 聞え や 知ら やとい ふ ^あ ゴ〜 t 

地藏 堂に て賴朝 以下 怫 壇の 下 Lis る、 事  八 一一 一 
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つ て 、爭 か 知ら ざ る ベ き。 拷問せ よと て、 軍兵 堂內 に 打 人り て、 上人 を 捕 め て 大庭 に 

引出し、 拷 木に かけて、 巳 午の 時よ. o 申の 時計. o まで、 上げつ 下しつ 推 問 すれば、 絕 

入. o ぬる 事 度々 な. り。 只い ふ 事と て は、 全く 知" n かす， 落人と は 何者 ぞ。 骨肉の 

親類に も あらす。 又 一室の 同朋に も あらす。 其 分に も あらぬ 人を隱 さんと て、 佛法 

修行の 身 を や 痛 ひ ベ き。 只 御景迹 とい ひけ れ ども、 死 ぬれば 水 を ふ き、 生返れば 栲 

木に 上げて 責むる 程に、 四 五 度の 時 は、 終に 上人 を賫 殺す。 猶も 面に 水を灑 ぎ、 喉に 

漿を 入れければ、 又 蘇りた b けり。 上人 思 ひける は、 人 を 助けん とて、 斯く 憂目 を 見 

る こそ 悲し けれ。 何事 も 我 身に まさる 事な し • さらば 落ちん と 心 弱く 思 ひける が、 

や、 案じて、 生 ある 者 は必す 死す。 我 身 一 つ を 生きん とて、 爭か七 八 人 を. a すべき。 

昔釋 尊の、 菩薩の 行 を 立て 給 ひける に は、 薩埵 王子と して は、 飢ゑ たる 虎に 身 を 任せ、 

尸 毗 大王と してに、 鳩に 代って 命 を も 捨て 給 ひけり • たと ひ 身 は 徒に. D ぶと も、 此 

i ぶら 

人々 を 助けたら ば、 此堂を も 建立し、 我 後生 をも訪 ひなんと 思 ひ 返して、 問へ ども 問 

へ ども 落ち ざ b. ければ、 申の 時には、 上人 終に 貴 殺さる。 大場 申しけ る は、 不便々々、 


上人 は 誠に 知ら ざり けり • 非業の死 こそ 無慙 なれ • 此 間に 敵 は遙に 延びぬ らん。 

急げ- (^とて、 上人 をば 打 捨て、、 眞 鶴へ 向けて 攻 行きけ る。 其 日 も旣に 暮れ けれ 

4ビ ち こち  い W- あ^" 

ば、 遠近の 入 逢の 野 寺の 螺鐘打 響け ども、 小道の 堂に は 音 もな し。 賴 朝は實 平が釉 

を控 へて 宣 ひける は、 寺々 の 螺鐘は 聞 ゆれ ども、 此 寺の 鐘の音 もせ や。 上人 法師 は、 

いかなる 目に 遭 ひたる やらん、 覺 束な し， 出で て 見よ と ありければ、 壇の 下より は 

い 出で て、 堂の 內外を 見廻れば、 貴 殺されて 庭に あり， 斯 くと 申しければ、 賴朝も 人 

人 も、 壇よ ，0 出で て 庭に 下り、 是を見 給 ひて、 賴 朝が 命に 變 りたる こそ 不便 なれ。 い 

かかせん と 歎き 給 ひ、 膝の 上に 搔乘せ 給 ひつ、、 涙ぐみ 給 ふ も 哀れな り。 七 人の 者 

共 も、 面々 に釉を 絞りけ う。 賴朝理 に 過ぎて 泣き 紿 ひける 涙、 上人の 口に 入り けれ 

ば、 喉 潤 ひて 又 蘇る。 御堂の 內に搔 入れて、 夜の 更 くる 迄 勞り、 物語し 給へ り。 斯く 

て 賴朝此 廣 に 逗留 あ.^ しに、 或 時 上人 申しけ る は、 今迄 は 御 命に 代り 奉りぬ。 大場心 

深き 人な り。 又來り て、 御堂の 內外搜 し 尋ね 侍らば、 御 心 憂き目 を も覽じ ぬ と覺ゅ • 

夜中 なれば、 何事 か 侍る ベ き • 忍び 給 へ と 申せば、 賴朝實 にもと 思 召し、 我れ 世 を 

地藏 堂：.： て賴 朝. 以下 怫 壇の 下に 隱る 、事  ^ 
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取るならば、 此 堂の 修 m と いひ、 今の 恩の 報 答と いひ、 心に かけて 忘る ベから や • さ 

らば 暇 申さん とて、 賴朝立 出で 給 へ ば、 七 人の 人々 も、 足 を 早めて 落 行きけ り。 新く 

て 兵衞の 佐賴朝 は、 此 山に 隱れ居 給へ るが、 嵐菘を 吹ぐ 聲を 聞いて は、 敵の 攻下 るか 

と 太刀の 柄 をと， 水 谷川に 流る、 昔に 驚きて は、 兵の 競 ひ 上る かと、 腰の 刀 を拔き 

設けて、 綢 代の 氷 魚の U び 易き 命、 籠の 内の 鳥の 出で 難き 身、 今 こそ 思 ひ 知られ けれ. 

土 肥の 次郞が 女房 は、 心さ か， しき 者に て、 僧 を 一 人相 語ら ひ、 杉 山に 坐し ましけ 

る 程 は、 荅 i 靑に 御料 を かまへ 入れ、 上に 梭 をお ほひ、 閼 伽の S に 水 を 入れて、 上人 法 

師の花 摘む 由に もてなして、 忍びく に 送りけ り。 地藏 堂の 上人 も、 夜々 にさ まざ 

ま 訪らひ 申しけ り。 さて こそ 深山 寂寞の 中に して、 五六！！ I をば 經た、 り けれ。 されば 

賴朝、 臥 木に 隱 れん i し 給 ひける 時 は、 土 肥の 次郎實 平. 子息 遠； 牛. 新開の 荒 太 郎實重 

土屋の 三郎宗 遠. 岡 崎の 四郞 義實. 土 肥が 小舍 人に 七郞 丸と いふ 冠者 • 佐 殿、 共に 六 

人な り。 跡目に 付いて 尋ね 來 b たり けれども、 大勢に て は 忍び 難し。 何方へ も谷隱 

れ 籠りて、 後に はと 宣 ひければ、 北 絛時 政と 子息 義 時と は、 山 * ひして 甲斐の 國へ落 


ちぬ。 田 代の 冠者 信 綱と * 加 藤 次景簾 二人 は、 三 島の 社に 隱れ たりけ るが、 隙 を 窺 ひ 

社 を 出で て 落 行く 程に、 加 藤 太に 行 合 ひて、 是も 甲斐へ ぞ 越えに ける • 

大沼三 節、 三 浦に 遇 ふ 事  . . 

^月廿 三日に は、 石橋の 合戦と、 豫て觸 れられ たれば、 三 浦は參 るべき 由 申し たれ 

ば、 其 日 衣笠が 城より 門出し、 舟に 乘 つて 三百 騎、 沖 憑り に 漕がせけ るに、 波風 荒く し 

て 4« はす。 廿 四日に、 陸より 參る べきに て. 出立で ける が、 九 子 川の 洪水に、 馬もゾ 

も 叶 ひ 難しと 聞きて、 其 日 も 延引す • 廿 五日に、 和 田の 小 太 郎義盛 三百 餘騎 にて、 軍 

はお 1 あ.^ さの み 延引 心 元な し。 打て や . ^とて、 縑倉 通りに 腰 越. 稻 村. 八 松が 

^.大 錢. 小璲打 過ぎて 、二日 路をー 日に、 酒 勾の 宿に 着きに けり。 カ子 川の 洪水 未/ 

へら ざれば、 渡す 事 叶 はすして、 宿の 西の 外 八 木 下と いふ 所に 陣を 取る。 洪水の へ 

る を 待ら、 曉 渡さん とて 控 へたり。 和 田の 小太郞 は、 源 遠う して 流 深し • いつを 限 

と 待つべき ぞ。 日 數遙に 延びぬ。 事の やう 見て 渡さん とて、 高き 所に 打 上り あ 透 

大沼 lli  一二 浦に 遇 ふ 事  八セ 
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に 水の面 を 見渡せば、 川の 西の 端に 馬 を控 へて、 武者 一 人 ありて、 東 を 守.^ てた ゝ 

すみたり • 漲り 下る 洪水の 習に て、 流 烈しくて 水 昔 高し。 小太郞 大昔 上げて、 西の 

川の 端に おはす る は 誰 人 ぞと間 ふ。 聲に 付いて、 三 浦 黨に大 沼三郞 なり。 佐 殿の 眛 

方に 參り たりき • 軍 は 旣に散 じぬ。 參 りて 申さん- 川の 淵瀨を 知らす。 健な らん 

馬 を 袷 はらん。 三 浦の 人々 と 見 奉る は 僻事 かふ 喚ば はる * 三 浦 は あな 心苦し • 急 

ぎ^ を やれと て 、高く 强き馬 を 渡した，^ 大沼 是に乘 りて 川 を 渡り、 陣に 下りて い 

ひける は、 軍は廿 三！！ I の 酉の 時より 始 りて、 ゆ..、 しき 合戰な りき。 され ども 敵は大 

勢 三千 餘騎、 味方 は 僅か 三百 餘騎、 終に 味方の 軍 敗れて、 遁る べき 樣 なし • 三 浦の 與 

1 は、 俣 野の 五郎に 組んで 討 たれぬ。 大將 軍も遛 る、 方な く、 手 を 下して 戰ひ給 ひ 

しか ども 討 たれ 袷 ひぬ • 大將軍 C び 給 ひぬ る 上 は、 ちりぐ に 落 失せぬ。 我 身 も 希 

有に して 遁れ たりし かば、 此 やう 人々 に 披露 せんとて 落ちた， o しか ども、 敵 山々 に 

みちく、 餘黨の 人 を 尋ね 搜る 間. 兎角 隱れ 忍びて 紛れ 來れ りと、 一 つ は 誠 一 っは筌 

事 語りけ り， 此大沼 は與 一が 對 たる、 迄 こそ、 軍 場に はあり けれ， 大勢に 恐れて、 


急ぎ 落ちた， 9 しかば、 爭 でか 兵 衞の佐 殿の 實否 をば 知る ベ き ノ斯く 語り たれば、 三 

浦の 輩是を 聞き、 さて はいか かすべき。 大將 軍の 糙に おはし まさば こそ、 百騎が 1 

騎 になる 迄 も 軍 はせ め。 今 は 日本 國を 敵に 請けたり • 是 より 歸， 9 て も 叶 ふま じ • 

前に は 伊藤. 梶 原. 大場. 俣 野等控 へた りと 閡ゅ。 後に は 畠 山 五 百餘騎 にて、 金 江川の 

端に 陣を 取って 待つ と 聞く。 前後の 勢に 取 籠め られ なば、 ゅゝ しき 大事な り • たと 

ひ 一 方 を 打破り て 通りた， 9 とも、 朝敵と なりなん 後 は 、安穏なる べきに あらす。 さ 

れば 人手に 懸 りて 犬 死 せんよ， 9 は、 愛に て 自害 せんと ぞ 申しけ る • 三 浦 別當義 淡、 

大 沼に 問 ひける は、 賴 朝の 討 たれ 給 ひたる をば、 正しく 認め 袷 ひたり やとい へば、 自 

つで 

ら見 奉りた る 事 はなし。 傳に 聞きつ る 計りな， 9。 さて は 推量な り。 只 人が 斯. - » C 

いひ たれば とて、 誠と 思 ふべき にあら や。 平家の 方 人 共が、 敵 をた ばからん 爲に、 討 

たれ 給 ひぬ とい ふに もや あるらん • 又 味方の 者 共、 負 軍に な，^ ぬれば、 敵に 心 を 通 

はして、 斯く もやい ひけん、 不審な り • 天 を も 地 を も 量れ ども、 人の 心 は 量， 9 難し • 

其 上賴朝 は、 御身 健に 心 賢き 人 なれば、 左右な く 討 たれ 給 はじ • たと ひ 自害な どし 
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給 ふと も 、敵に 物 をば 思 はすべし。 就中 石橋と いふ 所 は、 浦 近う して 海漫々 たり • 

舟に 乘 つて 安房 • 上總へ もや 傳ひ給 ひけん、 峯績 きて 山 深ければ、 岩の 迫り 谷の 底に 

もや 隱れ 忍び 給 ふらん • そ も 知り 難し。 糙に 目に 見 奉らざる 程 は、 自害す ベから す。 

いかさま にも 御身 近き S 代 殿 を 始めて、 佐々 木. 北 條. 土 肥. 土屋、 此者 共に 尋ね 遭う 

て 、健の 說を閬 くべき なり。 一 定討 たれ 給 ひたらば、 主の 敵 なれば、 大場 にも 畠 山に 

も 打 向って、 命 を 限に 軍す ベ し。 大將 殿の 死生 聞 定め ざらん 間 は、 相 構へ て 身 をた 

ば へ とて、 其 夜の 中に、 三 浦 へ とて 歸 りけ り。 され ども 畠 山 五 百餘騎 にて、 金 江川に 

陣を 取って 待つ と 聞く。 いか^ ある べきと いひければ、 和 田の 小太郞 は、 大將 殿の 

左右 を 聞か ざらん 程 は、 命 を 全うして、 君の 御大 事に 叶 ふ べし。 さらば 小 磯が 原 を 

過ぎて、 波打 際 を 忍び 通らん とい ひける を、 佐 原の 十郎 は、 何條 さる 事 か ある べき。 

畠 山 は 若武者な り。 而も 五 百 餘騎。 思へば 安平な り。 我等が 三百 餘騎 にて、 駆 散ら 

して、 馬 共 取りて 乘 りて 行かん とい ひける を、 三 浦の 別當 は、 詮なき 殿原の 計 りゃう 

や。 畠 山 は 今日 一日 馬 飼 ひ 足 休めて、 身 をした ゝ めたり。 我等 は此兩 三日、 彼方 此 


方馳 せつる 程に、 馬 も 弱り 主 も 疲れた，^ 人の 强き馬 を 取らん とて 、我が 弱き お 取 

られて 其 詮なし。 馬の足 昔 は、 波に 紛れて よも 聞え じ。 轡を 鳴らすな とて、 水つ き 

故、 鎧 腹卷の 草摺 卷 上げなん どして 打ちけ るに、 和 田の 小太郎 は、 本より 強き 魂の 男 

にて、 いつ の 習の 閑 道ぞ。 彼が 父庄司 は、 我等が お ば聱 なれ 共、 平家の 方 人な り。 我 

等 は 源氏の 方 人な り。 源氏 勝ち 給 は K 畠 山 旗 を ェ げて參 るべ し。 平家 勝た ば、 三 浦 

旗 を 上げて 參る べし。 爱を問 はやば、 後に 笑 はれん 事 疑な し。 人 は 波打 際 を も 打ち 

給へ。 義盛 は名乘 りて 通らん。 同心し 給へ 佐 原 殿と て、 鎧の 表 帯 しづ （.i 結 II め、 

甲の 緖を しめ、 弓 取 直して、 镫に慕 付けさせて 大昔 上げて、 是は畠 山の 先陣 か。 斯く 

いふ は 三浦黨 に、 和 田の 小 太郞義 盛と いふ 者な り。 石橋の 軍に、 兵衞佐 殿の 味方へ 

* りつる が、 軍 旣に散 じぬ 丄 聞けば、 酒 句の 宿より 歸る なり。 平家の 方 人して、 留め 

んと思 は  > 留めよ と、 高く 呼ば はって ぞ打 過ぐ る。 敵 追ひ來 らば、 返し 合せて 戰は 

ん. さらす ば 三 浦へ 通らん とて、 馬 を 早めて 行く 程に、 八 松が 原. 稻 村が 崎. 腰 越の 

浦. 由 井の 濱をも 打 過ぎて、 小 坪 坂 を 上らん とぞ したりけ る. 
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斯る處 に 畠 山 は、 本 田 • 半澤 にい ひける は、 三 浦の 輩に させる 意趣な し。 され ども 斯 

樣に詞 を 懸けら る、 上に、 父の 庄司. 伯父の 別當、 平家に 苯 公して 在京な り， 矢 一 つ 

射す ば、 平家の 聞え も 恐れ あり。 和 田が 詞も 咎めた し。 打 立て 者 共と 下知し ければ、 

成淸 は、 仰の 旨逯 間な し。 急げ 殿原と て、 五 百 餘！： 物 具 面め 馬に 乘， 9  、打て や 早めと 

て 追 ひければ、 同じく 小 坪の 坂 口にて 追 付きたり。 畠 山 進み出で て、 重忠爱 に馳せ 

來れ いかに 三 浦の 殿原 は、 口に は 似 や、 敵に 後 をば 見せ 給 ふぞ。 返し 合せよ と 

：:  くつば み 

罵り 懸けて 步 ませ 出づ。 三 浦 三百 餘騎、 畠 山に 懸けられて、 小 坪の 峠に 打 上り、 錄を 

並べ て控 へたり • 小 太郞、 伯^の 別當 にい ひける は、 そこに は 東 地に 懸 りて、 あ ふす 

りに 垣循搔 きて 待ち 給へ。 かしこ は 究竟の 小 城な， o.* 敵 左右な く 寄せ 難し。 義盛 

は 平にお りて 戰 はんに、 敵 弱らば. 兩 方より 挾み、 中に 取 籠め て、 畠 山 を 討たん にい 

と 易し。 若 又 味方 弱らば、 義盛も あ ふす りに 引 籠って、 一所に て 軍 せんとい ふ。 ^ 


當 然る べきと て、 百騎を 引分けて、 後の あ ふす りに 陣を 取りて 左右 を 見る に、 畠 山 次 

郞は、 五 百餘騎 にて、 由 井の 濱. 稻瀨 川の 端に 陣を 取って、 赤旗 天に 輝け に 和 田の 

小太郞 は、 白旗 さゝ せて 二百 餘騎、 小 坪の 峠より 打 下り、 進め 者 共 とて、 渚へ 向けて 

歩ませ 出 づ， 愛に 畠 山 は、 橫山黨 に 彌太郞 とい ふ 者 を 使に て、 和 田の 小 太郞が 許へ 

いひけ る は、 日頃 三 浦の 人々 に 意趣な き 上 は、 是 まで 馳せ來 る べきに あらや。 佤父 

の庄司 • 伯父の 別當 平家に 當參 して、 六 波羅に 伺候す。 然る を 各 源氏の 謀叛に 與し 

て 軍 を 起し、 陣に 音信れ て 通，^ 給 ふ。 重忠 無音なら ば、 後 勘 其 恐れ あり。 又 伯父. 親 

が 返り 聞かん も 憚 あれば、 馳せ向 ひ 奉る 計りな り。 御 渡 b を 待^ 奉る べき か、 又參 

b 申すべき かと、 牒の使 を 立てたり けり。 和 田の 小太郞 は、 藤^ 實國を 使に 添へ て 

返事し ける は、 御 使の 申狀 委しく 承， o ぬ。 畠 山 殿 は、 三 浦の 大 介に は 正しき 聱、 和 田 

お ま 

の大 介に は 孫に てお はします。 但 なさ^る 中と 申さん からに、 母方の 祖父に 向つ 

て、 弓 引き 給 はん 事い か V 侍る べき。 又 謀叛 人に 與 する 由の 事、 未だ 存知 給 はや や • 

平家の 一 門 を 追討して、 天下の 亂 逆を鎭 むべき 由、 院宣 を 兵衞佐 殿に 下さる、 間、 三 
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浦の 一門 敕定の 趣と いひ、 主君の 催と いひ、 命に 從ふ 所な り。 若し 敵 對し給 は、 後 

悔い か い ある ベ き。 よく/^ 思盧を 廻ら さる ベ きを やとい ひたりければ、 畠 山が 乳 

人 子に 半澤六 郞成淸 * 和 田の 小 太郎が 前に 下 塞がって いひけ る は、 三 浦と 秩 父と 申 

せば、 一 體の 事な り。 雨 方 源平の 奉公、 世に 從ふ 一 旦の 法な り。 兵 衞佐殿 未だ； S た 

れ給 はやと 承る。 世に立ち 給 は い、 畠 山 殿 も 本 田. 半澤召 具して、 定めて 源氏へ 參ら 

るべ し。 平氏 世に立ち 給 は 、三 浦 殿 も必ゃ 御參り あるべし。 是非の 落 居 を 知らす 

して、 私の 軍 其 詮なし。 兩陣 引返 かせ 給 は  > ，公平た るべき かとい ひければ、 和 田の 

小 太郞思 ひける は、 宇澤 が斯 くい ふ は、 畠 山が いふに こそ。 人の 穩便 を存 せんに、 勝 

に乘 るに 及ば やとて、 和 田の 小太郎 は、 小 坪の 峠に 引返す" 箄旣に 和平して、 各歸 b 

散らん とする 處に、 未だ 和平せ ざる 前に、 和 田の 小 次郞義 茂が 許へ、 兄の 小 太郎人 を 

馳 せて、 小 埒に軍 始まれり、 急ぎ 馳せ よと いひ 遣したり ければ、 小 次郞は 聊少用 あ. o 

て、 縑 倉に 立 寄りた b ける が、 是を 聞き 驚き 騒ぎて、 馬に 打乘 り、 犬懸 坂を馳 越えて、 

名 越に て 浦 を 見れば、 四 五 百 骑が程 打 圓 みて 見えけ り • 小 次郎 片手 矢 はげて 鞭 をう 


つ。 小 太 郎は小 坪 坂の 上に て、 軍 和平し たれば、 畠 山に 向 ふ ベ からす i いふ 心に て， 

手々 に 招き けれども、 斯 くと は爭か 知る べき なれば 、急げと いふ ぞと 心得て、 猶も喚 

いて 憑り ける。 畠 山 は、 軍 和平し ぬる 上 はとて 、馬より 下 b 、稻瀨 川に 馬の足 冷して 

休み 居たり ける に、 小 次 郞が馳 する を 見て 思 ひける は、 和平 は 搦手の 廻る を 待ちけ 

るに こそ。 知らす してた ば かられけ る こそ 安 Sj らす とて、 馬に 打乘 り、 小 次 郎に向 

つてさん ぐに 駆く。 小 次 郞は主 從八騎 にて、 寄せつ 返しつ く • 火出づ る 程 こそ 

戰 ひけれ。 敵 六騎切 落し、 五 騎に手 負せ て、 暫く 休みけ る を、 小太郞 は、 小次郞 討た 

すな。 始に手 を 開きて 招く をば 知らざる にこ そ。 大きなる 物に て 招け とて、 S 五十 

人手々 に 唐 笠に て 招きけ る を、 愈 深 入して 戰 へと いふに こそと 心得て、 暫く 氣を休 

め、 又馳せ 入りて ぞ戰 ひける。 今 は 叶 はじ。 小次郞 討た すな 績け者 共と て、 和 田の 

小太郞 一 一 百餘騎 にて 小 坪 坂 を 打 下， り、 川 を 隔て 、 控 へ たり。 小 太郞、 藤 平に. 問 ひけ 

る は、 義 盛は循 突の 軍に は 度々 遭 ひたれ 共、 馬の 上 は 未だ 知らす。 いか V あるべ き 

といへば、 實光 今年 五十八、 軍に 遭 ふ 事 十九 度な り。 軍 は 最も 故實に 依るべし。 0 
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もん も 弓手に 遭 ふ 事な り • 打と け 弓 を 引く ベから や • あきま を 守 ひて ためら ふべ 

し。 我內甲 をば 借むべし • 矢 を はげた b とも、 あだ 矢 を 射 給 ふな。 散 一の矢 を 放ち 

て、 二の矢 射ん とて 打 上げた らん 時、 眞 甲. 內 甲. 首の 廻.？ 錢の 引合せ、 透 間 を 守って 

射 袷 ふべ し。 矢 一つ 放って は、 急ぎ 二の矢 を番 ひて、 人の あきま を 守り 給へ。 敵 も 

かく こそ 思 ふらめ なれば、 透 間 を 取って、 常に 鎧つ きし 給 ふ べし。 昔 は 馬 を 射る 事 

候 はす。 近年 は 敵の すきまなければ、 先づ 馬の 太 腹 を 射て、 主 を 跳 落して、 立 上らん 

とする 處を、 御物 射に もす る 候 • 敵 一人 を、 あまたして 射る 事 あるべ からす。 箭だ 

うなに 相 引して、 過し 給 ふな • 敵手 繁ぐ 寄す るなら ば、 やう あろ まじ。 押 並べて 組 

んで 落ち、 腰刀に て 勝負 をし 給へ とぞ敎 へたる， されば 敵 は、 引つ め？^ さん）^ 

おの づか 

に 射 けれども、 或は 上. o 或は 下る。 自ら 中る 矢 も、 透 間 を 射ねば 大事な し • 三 浦 は 

實 光が いふに 任せて、 敵の 二の矢 射ん とて、 打 上る 透 間 を 守りて、 さしつ めく 射け 

れば、 あだ 矢 一 つもな かりけ り。 さる 程に あ ふす りの 城 固めた る 三 浦の 別當義 澄、 

爱 にて 待つ も 心苦し。 小 埒の戰 きびしげ なり • 續け者 共と て、 道 は 狭し、 二 騎三騎 


づっ打 下.^ ける が、 遙に續 きて 見えければ、 畠 山是を 見て、 三 浦の 勢 計りに て はな か 

b けり • 一 定 安房. 上 總卞總 の 勢が、 一つになる i 覺 えたり • 大勢に 取 籠め られな 

ば、 由々 しき 大事。 いざや 落ちなん とて、 五 騎十騎 引 連れ >\ 落 行きけ り • 三 浦 勝に 

乘 つて、 散々 に是を 射る。 愛に 武藏 の國の 住人 綴黨 の大將 に、 太郞. 五郎と て 兄弟 二 

人 あり • 共に 大力な りけ るが、 太郞は 八十 人が 力 あり、 東 國無雙 の 相撲の 上手、 四十 

八の 取手に、 喑 から やと 聞 ゆ。 畠 山に 向って いひけ る は、 和 田に 駆けられて、 眛方 お 

色に 見 ゆ。 思 ひ 切る 郎等の なければ こそ、 軍に は ゆるく なれ • 和 田の 小 次 郞 打取つ 

て 見參に 入れん とい ひ 捨て、、 肌に は 白き 帷子に、 脇楣 白き 袷の 小釉 一 重、 木 M 地の 

直垂 に、 赤 皮 威の 鎧に、 白星の 甲 を 着、 廿四 さいたる 黑っ 羽の 菔、 四 尺 六寸の 太刀に、 

熊の 皮の 尻 鞘 入れて ぞ帶 いたりけ る。 重 藤の 弓の 眞中 取り、 烏黑 なる 大 馬に、 金 S 

輸の鞍 置いて 乘っ たりけ る。 和 田の 小次郎 は、 陣に打 勝って 弓 杖 突き、 波打 際に 控 

へた，^ 綴の 太郞 近く 歩ませ 寄す。 小 次 郞是を 見て、 和 君 は 誰 ぞと問 ふ。 武 藏の國 

の 住人 綴の 太郞 i いふ 者な ゥ。 畠 山 殿の 一 の 郎等と 名乘 る。 小次郎 は、 和 君が 主人 
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畠 山と こそ 組まん やれ。 思 ひも 寄らす、 義 茂に は 合 はぬ 敵ぞ。 引返け といへば 

いひけ る は、 まさな き 殿の 詞 かな。 源平 世に 始まりて、 公私に 付けて 勢 を 合する 時、 

郎等 大將に 組む 事な くば、 何事に か 軍 ある べき。 さらば 受けて 見 給へ とて、 大の中 

ざし 取って 番ひ、 近付き 寄りければ、 射られつ ベぐ 見えけ る。 綴 をた ばかりて いふ 

やう、 詞の程 こそ 尋常 なれ。 恥 ある 敵 を、 遠矢に 射る 事な し。 寄って 組み、 腰の 刀に 

て 勝負せ よと ぞい ひける。 綴 然る べきと て、 弓矢 をば 投棄て 歩ませ 寄り、 押 並べて 

引 組んで、 馬より 下へ どっと 落つ。 綴 は 大力 なれば、 落ち たれ ども ゆら りと 立つ。 

小 次郞も 藤の 纒へ るが 如く、 寄付いて こそ 立直れ。 綴の 太郎は 大力なる 上. 太ぐ 高 

き 男に て、 和 田の 小 次郞が 勢の 小き かさに 懸 b て、 押 付けて 討たん としけ り。 和 田 

は 細く 早 かりければ、 下 を 潜， りて 綴 を 打倒して 討たん と 思 へ り • 勢の 大小 はありけ 

れ ども、 力 は 何れも 劣らす。 相撲 は 共に 上手な り • 綴 は 和 田が 鎧の 表帶引 寄せて、 

內搦 みかけ 詰めて、 甲の 鏠を 傾けて、 十四 五廿ぞ 跳ねた hs ける。 和 田 は 綴に 骨 を 折ら 

せて、 其 後 勝負と 思 ひければ 、腰に 付いて ぞ 廻.^ ける。 綴 内 搦みを さし 外し、 大 渡し 


に 渡して 跳ね けれども、 小次郞 働ら かす、 大渡. り を 引 直し、 外搦 みに かけて、 渚に 向 

けて 十四 五 度， えい- (^と 押せ ども ）（，》 轉ば ざり けり。 今 は 敵 骨 は 折.^ ぬらん と 思 

ひければ、 和 田 は 綴が 表帶 取って 引 寄せ、 內搦 みに かけ 詰めて、 甲の 足を地に付けて、 

渚 へ 向けて えい 聲を 出して 跳ねた りけ，^ 綴 骨 は 折りぬ。 強く かけて 刎ね たれば、 

岩の 高き に はね 懸けられて、 がば と 倒る。 跳 返さん >, ^とし けれども、 弓手の 腕 を 

踏み付けて、 甲の 手 へんに 手 を 入れ、 亂髮を 引 仰のけて、 其 儘 首を搔 落す， 首 をば 山 S 

の 上に 置き、 綴が 身に 腰 打 懸けて、 寄せ 來る 波に 足 を 冷し、 息 を 休めて 居たり ける が、 

敵 定めて 落 合 はんす らんと 思 ひければ、 綴が 首 を 鞍の 根に 結 ひ 付けて、 馬に 打乘り 

弓 杖つ き、 敵 落 合へ とぞ 呼ばり ける。 綴 五郎、 兄 を 討た して 喚きて かく • 小 次郎ぃ 

ひける は、 和 君 は 綴が 弟の 五郎に や • 兄が 敵と て、 義 茂に 組まん と 思 ひける か。 汝 

が. 兄の 太郞 は、 東國 第一 の 力 人。 それに 組みて 取 損せられ たれば、 今 は 力 もな きぞ。 

i ぐ-^ 寄って、 義 茂が 首 を 取れと ぞい ひける。 五郞 まのあたり 見つ る 事 なれば 誠 

と 思 ひ  >  押 並べて ひたと 組み、 馬より 下へ 落つ。 いか やした. けん、 五郎 下にな り、 

小 坪 合 戰の事  ^ 
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是も 首をぞ 取りに ける- 新くて 岩に 尻 掛け、 波に 足 打お せて 休む 處に、 綴 小 太郎、 父 

と 伯父 を 討た せて、 三 段 計りに 步 ませ 寄せ、 大の中 ざし 取って 番ひ、 さし あて 兵 ど 射 

る。 鎧の 胸板に 中， 9 てお ど，^ 歸る。 小 次 郞は射 向の 釉を振 合せ、 婭を 傾け、 苦しげ 

なる 聲 してい ひける は、 や あ 綴 小太郞 よ。 親の 敵 をば 手 取に こそ すれ。 然るに 親の 

敵な b 。人手に 懸 くるな、 落 合 ひかし。 近く 寄らぬ は 恐ろしき か。 和 殿が 弓勢と し 

て、 而も 遠矢に て は、 義 茂が 鎧 をば よも 通さ じ もの を。 佴義茂 は、 昨日お とゝ ひょう 

隙な く 馳せ步 き、 兵糧 もっか はす、 大事の 敵に は あまた 合 ひぬ • 旣に疲 に 臨んで 力 

なし。 父が 敵 なれば、 さ こそ 汝も思 ふらめ。 人に 取られん より 、寄りて 首を切れ • 

延べて 切らせん とい ひければ、 小 太郎誠 顔に 悅 びつ ゝ、 馬より 飛 下り、 太刀 を拔 いて 

走り 悪， 9、 小 次郎が 甲の 鉢 を 丁と 打つ • 一  打 打た せて つと 立上り、 取って 引 寄せ 抱 

i づスけ 

き 伏せ、 て へんに 手 を 入れて 首を切る • 三の 首 を、 二つ をば 取 付に つけ、 一 つ をば 太 

刀の 先に 賞いて 馬に 乘り、 差 上げつ ゝ名乘 りけ る は、 只今 畠 山が 陣の 前にて、 敵 三 

騎打 捕りて 歸る 剛の者 をば、 誰と か 思 ふ • 音に も 聞く らん 目に も 見よ。 梪武 天皇の 


苗裔、 高 望の^, おう 十一 代、 王 氏 を 出で て 遠から す、 三 浦の 大介義 明が 孫、 和 田の 小 

次郞義 茂、 生年 十七 歲。 我と 思 はん 者 は、 大將も 郎等 も、 寄って 組めと ぞ. - 呼ば はりけ 

る。. 畠 山 は 小 坪の 軍に、 綴 太 郞. 五郎. 同じく 小 太郞. 河口 次郞 太夫. 秋 岡 四 郎等 を始 

として、 卅餘人 討 たれぬ • 手 負 は 五十 餘 人な り。 三 浦に は 多々 良の.^ 郞. 同じ-次 

郎. 郎等 二人、 僅に 四 人ぞ討 たれけ る。 畠 山 は 郎等 多く 討 たれて、 敵に 組まん と 招か 

れて、 安から す 思 ひければ、 重忠 組まん とて 打 出で けり • 鉗 地の 錦の 直垂、 火 威の 鎧 

に、 蝶の 裾 金物 をぞ 打った b ける。 白星の 甲に、 廿四 さいたる 鵠の 羽の. s 籙、 箬 だる 

に 取って 付け、 紅の 母 衣 かけ、 薄綠 とい ふ 太刀の 三尺 五寸 なる に、 虎の 皮の 尻 鞘 入れ 

てぞ帶 いたりけ る • 靑荤 毛の 馬に、 中 は 金 覆輪に、 耳 は 白 覆輪の 鞍 を 置き、 燃え立つ 

計りの 厚 總の鞦 かけ、 武藏鏺 に 重 藤の 直中 取って 步 ませ 出 づ 4 本 多. 宇澤 左右に 進 

み 名乘. ける は、 同じ 流の 高 望の 王の 後胤. 秩 父の 十 郞重弘 が 三代の 孫、 畠 山. の庄司 

次 郎重忠 、童 名 氏 王、 同年 十七 歲。 軍 は 今日 ぞ始。 高名した 罵る 和 田の 小次郞 

に見參 せんと. て 進み出 づ。 本 田の 次郞 中に 隔 りて、 鑣を押 へいひけ る は、 命 を棄っ 
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る-も 由に よる a  ^世 親子の 敵に あらや。 n 〈平家に 亂 えん 計に こそ 侍れ。 就中 一二 ffi 

は、 上下 皆 一門な り。 秀づる を大將 と しなし、 後る、 を 郎等 乘換に 仕 ふ" されば 一 

人當 千の 兵に て、 親 死に 子 死 すれ ども 是を 顧す、 乘 越えく 面 を 振らす、 後 を 見せ じ 

と 名 を 借む。 味方の 勢と. S. す は、 黨の狩 武者 一 人 死 すれば、 其 親しき 者 共、 よき^に 

付けと て、 引 連れく 溶 つれば、 いかなる 大事 ありと も、 君の 御 命に 變る者 候 はじ。 

成淸. 近 恒ぞ、 矢先に も 塞が る ベ けれども、 是は 公の 軍な り。 只 引返し 給 へと いひけ 

れ ども、 小 次郞に 組んで 死なん とて 打 寄せければ、 和 田 は 度々 の 軍に、 身 をた めした 

る 武者に て、 む 2 山 矢 頃に ならば、 只 一 矢に i 志し、 中 さし 取って 番ひ相 待つ。 稃 近く 

なりければ、 能 引いて 放つ。 山が 乘 りたる おの 鞅^し より、 鞦の組 違へ、 矢先 白く 

射出す。 ^は 屏風 を 返す が 如ぐ 伏しければ、 主 は 卽ち下 立ちけ り • 成淸ぉ より 飛 下 

,0 て、 主 を 抱き上げて 我^に 乘す • 弓 取 はよ き 郎等 を 持つ ベ かりけ り。 半澤 なかり 

せば、 危な かりけ る 畠 山な り。 成淸徒 武者に なりて、 間に 隔たる。 小次郞 太刀 を额 

に 當てゝ 進み 寄る。 cm 山 同じく 太刀 を 額に 常て、、 小 次郞を 待つ 處に、 三 浦の 介の 


手より、 小 次 郞は骨 を 折りぬ， と覺 ゆ。 討た すな 者 共と て、 兄の 小 太郎義 盛. 佐 原の 十 

郎義連 ぶへ黨 三郎. 舞 岡 兵 衞を始 として、 十三 騎 太刀 を 拔き、 打って 向 ひ 進みければ、 

畠 山 も 討た るべ s ^ける を、 本 田 • 半澤 中に 隔り、 以前 も 申す 如ぐ、 三 浦の 大介殿 は 

祖父、 畠 山 殿 は 孫に てお はします • 離れぬ 御中な り • さした る 意趣 もな し、 我執な 

し • 私の 合戦 其 詮なく 覺ゆ。 本 田. 半澤に 芳心 ありて、 御^ を 返し 給へ とい ひけれ 

ば • 和 田是を 聞 さ、 郎等の 降 を 乞 ふ は、 主人の いふに こそ • 今 は ひけと て、 和 田 は 三 

浦へ 歸. りければ、 畠 山は武 藏へ歸 りけ.^ さて こそ 右大將 家の 侍に、 座 を 定められ 

ける にに、 左 座の 一 隨は S 山、 右 座の 一 藤 は 三 浦、 中座の 一 菔は梶 原と^ まりけ る 時 

は、 畠 山 は、 三 浦の 和 田に 向って 降 を 乞 ひたりし «な り。 左 座 謂れな しとい ひける 

を、 重忠 全く 存知せ や、 弓矢 取る 身の 命 を惜み 、敵に 降 を 乞 ふ 事 や ある ベ き • 若し 郞 

等 共が 中に いふ 事 ありけ るか。 返す ^奇怪な りと ぞ陳 じけ る • 

三 浦の 大介 衣笠 軍 評議の 事 
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義 澄. 義盛、 小 坪の 軍に 打 勝って 三 浦に 歸り、 軍の 次第 細々 と 語れければ、 大介蓊 明 

よぐ） き、 につ こと 笑 ひて 申しけ る は、 若殿原、 弓矢の 運 は 彌增に 繁昌せ り。 中 

にも 小 次郞が 振舞、 神妙く とて 感涙 を 流し、 孫 引手 物と て、 大刀 一 振 をぞ給 はりけ 

る。 さて 大 介い ひける は、 敵 は 一 定 明日 寄すべし と覺 ゆ。 佐 殿 もよ も 討 たれ 給 はじ。 

急ぎ 衣笠に 引 籠りて 軍せ よ。 敵 こはく とも、 散々 に 駆 破りて、 今 一 度 佐 殿 を 尋ね 奉 

るべ し。 遊れ がた くば 討死 をせ よと い へば、 義盛 申しけ る は、 衣笠 は 馬の足 立よ き 

所 なれば、 寄 手の 爲には 便 あり 、味方の 爲には 宜しから す。 忽に追 落されなん- 只 

奴 田の 城に 籠る べし。 奴 田の 城と 申す は、 三方 は 石山 高う して、 馬 も 人 も逋ひ 難き 

惡所 なり。 一 方 は 海、 口に 道 を 一 つ あけ たれば、 よき 者 一 二百 人 あらば、 たと ひ 敵 何 

萬騎 寄せたり 共、 容易く 攻落 すべ から やと 申す。 大介 重ねて 申しけ る は、 奴 田 は 僅 

の 所な り。 人是を 知らす • 衣笠 こそ 聞え たる 城よ。 三 浦の 者 共 は、 小 坪の 軍に 打滕 

つて、 やがて 衣笠に 引 籠り て、 敷々 に戰 ひて 討死し けりな どい はい 、あ、 さる 名譽の 

城な り • それ はよ き 所な りな ど、 人 も 沙汰すべし • 奴 田の 城に て 討死と いは  > 、奴 


田と は何處 一又 未だ 知らす とい はれん 事 面目なし。 た V 衣笠に 籠れ。 急げく と 

？ふ。 義 盛い ひける は、 奴 田 も 三 浦 も 皆 御頜內 なり。 就中 軍と 申す は、 身 を 全うし 

て 敵に 物 を 思 はせ、 日數を 經て戰 ふこ そ 面白 けれ。 衣笠に 籠りたり とも、 やがて 追 

落されな， よ、 無下に 言 甲斐な からん • よく） （^御 計ら ひ 候へ とい へば、 大介^ を 立 

てゝ、 ゃぁ義 盛よ" 今 は 日本 國を 敵に うけた.^ 身 を 全うせん と 思よ とも、 仴の日 

化の 月 か あるべき。 たと ひ 命 生くべく とも、 三 浦 こそ 一 旦命を 延びん とて、 さし も 

の 名所 を さしおいて、 奴 田の 城に 籠りたり など 沙汰 せん 事 口惜し。 若 又 百 人が 中 

. に、 一 人な りと も生殘 つて、 佐 殿 世に立ち 給 ひたらん 時、 父ゃ祁 父が かばね 所と て 

知行 せんに も、 衣笠 こそ 知行した けれ。 軍と いふ は 所に は よらす。 手柄 謀に よる 

べし- あら 野の 中に て戰 ふと も、 よく あへ しらはい、 負く ベから す。 石の 櫃に i り 

たりと も、 惡ぐ戰 ふなら ば 叶 ひ 難し。 命 惜しく ば 軍な せ そ。 など や 己 は 物に は 覺^ 

ぬ。 且 うは 父の 命な り • 老 者の いふ 言 はしる しあり。 赣明 はた^ 一人な b とも、 衣 

V じに  i  、一  •  NT  、  \  VT/ 1U 

笠に て 討死 せん。 敵 寄せす ば、 干 死に も彼處 にて こそ 死なめ と 大に S り 
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ば、 力 及ば や 孫 引 連れて、 衣笠の 城に 籠りに けり。 上 總の介 弘經が 弟に、 金 田の 太夫 

とい ふ 者 は、 義 明が 聱 なりければ、 七十 餘騎を 引率して、 同じき 城に 籠りに けり。 都 

合 其 勢 僅に 四百 五十 三騎 ぞぁケ ける" 大介 は、 敵 寄 するならば 暇 ある まじ。 先づ靜 

なる 時、 よ ぐ^ ^兵糧つ かふべ しとて、 酒肴 椀 飯 かきす ゑて 是を勸 む。 さて 軍兵に 

下知し ける は、 弓した、 かに 射る 者 は、 家の 子 も 侍 も、 舍人草 刈に 至る 迄 揃へ 置き、 

. 弓 は 一 人して 二 張 三 張、 矢 は 四 腰 五 腰 も 用意せ よ。 弓 得 射 ざらん 者 は、 七 八 人 も 十 人 

も、 又 四 五 人 も徒黨 して 、好みぐ の 杖 共 を 支度せ よ。 木戶を 三重に. 栴ゅ べし。 敵 

は の 法 なれば、 定めて 追手 搦手 二手に 分けて 寄すべし • 追手の 方に は 道 を 作れ。 

廣七八 尺に 過ぐ ベから す。 道廣 ければ、 大勢 鑣を 並べ て 押 寄す る 故、 城の 中に 隙な 

く J 3 て、 防ぎ 得す。 馬ニ疋 計り 通る 程に 作れ。 道の： It 方 は 沼 なれば、 兎角す るに 及 

ばす。 片方に は 大堀を 掘れ、 道 をば 三重に 掘 切. o. て、 一 の 堀に は 橋 を廣く 渡せ。 中 堀 

に は 細 橋 を 渡せ。 三の 掘に は 逆茂木 を 引き、 堀 每に搔 ffi を 構へ、 矢 倉 を かけ、 弓よ く 

射る 者 共 は、 甲 を 着 ざれ。 腹卷. 腹當侖 丸な ど を 着て、 矢 倉に 上って、 敵の 鎧の 胸板 


を さしつ めて 射よ。， 又 徒 立の 者 共 は、 角き はり を拚へ 置け • 杖 打の 奴 原 は、 西の方 

. のが か の 中に 籠り 居よ。 小 竹の 中より 作 道へ 向けて 細道 を 作れ • 敵 一の 橋 を 打 渡 

して、 二の 橋まで 寄す るなら ば、 角き はり を 持って、 馬の 太 腹 を 射よ。 射られて 跳ぬ 

るなら ば、 胄 武者、 左右の 掘と 诏と へ 跳 落されて、 起きん くと せ ん處 を、 小 竹の 中 

より 杖 打の 奴 原つ と 出で て， 杖の 先 揃へ て 起し も 立てす、 能き 者 をば 打殺せ、 かり 武 

者 共 をば、 死ぬ る 程に 打な して、 生 殺に して 這ひ步 かせよ。 それ こそ 軍の 目 ざまし 

なれ。 各不覺 すなと ぞ 下知し ける • 

衣笠 軍の 事 

去 程に 三 浦の 一 族 衣笠に 籠りければ、 S 山. 河 越 等 此由を 聞きて， 廿七 H の 小 坪の 軍 

の 後 中 一 日 ありて、 廿九 H の 早朝に、 河 越の 又 太 郎. 江戸 太郞. 畠 山の 庄司次 郎等 大將 

軍と し て 、金子. 村 山. 山 口 黨. 兒玉 .橫 山. 丹の 黨. 綏黨 を始 とし て 三千 餘騎、 衣笠の 城 へ 

發 向す。 追手 は 河 越、 搦手 は ^山、 二手に 分って 柙 寄せつ 、、鬨 の 戟三ケ 度合せ て、 

衣笠 軍の 事  S 
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少した めら ふ處 に、 綴の 一 黨、 當 家の 軍將 三人まで、 小埒の 軍に 討た して 安から や 思 

ひければ、 二百 餘騎 先陣に 進みて 、木戸 口 近/、 攻 寄せたり。 城の 內に は、 本よ， 9 支度 

の 事な り。 搔楣の 上の 精兵 共、 一 騎々々 を 主 付いて、 さしつ めく 射け る 矢に 、お 共 

射させて 跳 落され、 深 田に 落 入り、 上らん としけ る處 を、 小 竹の 中より 栻 打の 冠者 原、 

はな を 並べて 細道より つと 出で て、 打殺し 刺殺し ければ、 乘換 郎等 多く 討 たれて、 

生く る 者は少 く、 死ぬ る 者 は 多 かりければ、 綴 黨も叶 はすして 引退く a 金子の 十郞 

家忠、 伏繩 目の 鎧に、 三枚 甲の 緒 をし め、 甲の 上に 萌 黄の 腹卷打 かづき、 一 門 引 具し 

三百 餘騎、 入替 へく 戰 ひける 中に、 人 は 返け ども、 家忠は 退かす。 敵 は變れ ども • 

十郞は 變らゃ a 一  の 木戶ロ 打破り、 二の 木戶ロ 打破って、 死生 知らす に 攻めた， りけ 

る。 城 中よりも 散々 に是を 射る。 甲胄に 矢の 立つ 事廿 一。 折 かけく 攻 入りつ ゝ、 

ひさげ 

更に 退く 事な か. O けり。 三 浦の 大介 城の 中より、 提 子に 酒 を 入れて、 盃 持たせ 出し、 

家忠が 許へ 申 送りけ る は、 今日の 合戰 に、 武藏. 相模の 人々 多く 見え 給へ ども、 貴邊 

の 振舞 殊に 目 を 驚かし 侍り。 老後の 見物 今日に あり • 今 は 定めて 疲れ 給 ひぬ らん • 


圯酉飮 み 袷 ひて、 今 一 際 興 ある やうに 軍し 給へ と 言 遣したり ければ、 家 忠甲振 仰の 

け 弓 杖 突き、 盃取， 9 三度 飲みて、 此酒飮 み 待って 力付きぬ。 城 をば 只今 攻 落し 奉る ベ 

し。 其 意 を 得 給へ とて、 使 をば 返して げり。 軍陣に 酒 を 送る は 法な り。 戦場に 酒 を 

請く るは禮 なり。 義 明の 所爲と いひ、 家忠が 作法と いひ、 興 あり 感ぁ りと ぞ、 皆 人 申 

合へ り。 家 忠勇 心の 甚し きのみに あらす、 專ら 兵法の 鱧 を 存じけ，^ 家忠 わざと 人 

をば 具せ ざり けり。 命 を 捨てん との 心なり。 旣に矢 倉の 本まで 攻 付けたり。 大介 

、ひける は、 あはれ 金子 は大 剛の者 かな * 一人 當 千の 兵と は是 なるべし • 軍は斯 く 

こそ あるべ けれ。 あれ 射つべき 者 はなき か。 惜しき 者 なれ ども、 日頃の 敵な，^。 あ 

れを 射止めよ と 下知し ければ、 三 浦の 別當 申しけ る は、 和 田の 小太郞 は、 弓勢 も 矢 束 

も、 はしたなく 尻 全く 候。 彼 を 召して 仰せ 候へ と 申す • 大介、 小 太郞を 招いて、 あの 

家忠 射止めよ とい ふ。 義盛仰 承りぬ とて、 三人 張に 十三 束 三 伏 荒木の 弓の、 未だ 削 

b おさめざる を 押 張って、 素 引したり ければ、 ちと 强 きゃらん と 思 ひけれ ども、 かね 

よき 征矢 二つ 取 具し、 矢 倉に 上って 見れば、 十 郞ニ段 計.^ 隔て、 水車 を 廻し、 次第^ 
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第に 攻 寄って、 矢 倉の 內へ跳 入らん とする 處を、 和 田の 小太郞 義^、 十三 束 三 伏、 暫 

し 固めて 落し 矢に 兵と 放つ。 金子が 甲に 懸けた る 腹卷の 一 の 板、 の 鉢 懸けて： か 

らと射 貫き、 額の 方よ， c/ 頤の下 をつ と 通り、 胄の 胸板の はた 覆輪に 射 付けた る 痛手 

なれば、 少しも 耐らす どうと 倒る。 三 浦の 藤 平落 合 ひて、 首 を 取らん とする 處に、 金 

子の 與 一 つと 寄り 脣に引 懸け、 木戶 口の 外へ 出で ける を、 三 浦の 與 一 追うて 憑る。 

餘す まじき ぞくとて、 餘， o に 手 繁く追 ひければ、 金子の 與 一 、十郞 をば 打 捨て、、 

太刀 を拔 いて 返し 合せて 打って 懸る。 與 一 と與 一 と 立 合 ひて、 太刀 打に こそ 戰 ひけ 

れ。 三 浦の 與 一 打 太刀に なりければ、 叶 はじと 思 ひて、 かいふって 逃げけ る を、 金子 

の與 一 追 付いて、 三 浦の 與 一 を 抱き止め、 虜 にして 首を切る。 敵の 首 を 手に 提げ、 十 

郎を 一局に 懸けて， 陣の內 にぞ入 b にけ る。 家 忠が疵 は 痛手 なれ ども、 ふえ 切れ ざれ 

ば 死な ざ， 9 け，^。 今 ほの 高名、 金子 黨にぞ 極まりお る。 武藏の 國の者 共， 入 替へ入 

替へ戰 ひけり。 三 浦の 別當 下知し ける は、 城の 內を 放れす して、 寄せん 敵 を 引つ め 

引つ め 射 落せよ。 與 一 も 長 追して、 城 を 放れて こそ 討 たれ ぬれ。 身 をおば ひて、 敵に 


物 を 思 はせ よと いひければ、 大介是 を 聞きて、 若者 共が 軍の 樣 こそ 可笑し けれ。 い 

つの 料に 命 をた ば ふべき ぞ。 京 童 部の むかひつ ぶて、 川原 印 地の 鏠な. 5。 坂 東 武者 

-の 習と して、 父 死 ぬれ ども 子 顧す、 子 討た るれ ども 親 退かす、 乘 越えく 敵に 組んで、 

勝負す る こそ 簞の法 なれ。 されば 廿騎 も卅騎 も、 馬の 鼻 を 並 ベ て 駅 出で、 案 內も知 

らぬ者 共 を、 惡 所へ 追 詰めく したる こそ、 目 ざまし うして 面白 けれと いひ けれど 

も、 別當は 幾程 もな き 勢 を 以て、 駆 出 でん 事惡か b なんとて、 出で ざり ければ、 大介 

いひけ る は、 我 年老い 所勞 折節 再發 せり。 義明 十三より 以來 弓矢 を 取り、 今年 七十 

九、 今此 軍に 遭 ふ 事、 老後の 面目なり。 殿原 こそ 出で 給 はやと も、 いでく 義明靳 出 

でて、 冓 後の 軍して 見せん とて、 白き 直垂 の釉狹 きに、 揉 烏帽子 を 引立て ゝ、 雜色ニ 

人に 馬の 口 引かせ、 中間 六 人に 左右の 膝 押させ、 太刀 計り を 腰に 付けて、 右の 手に 鞭 

を 賞 入れ、 左の 手に 手綱 かいくり、 旣に打 出 でんと しけう。 子息の 別 當是を 見て、^ 

の 口に 取 付きて、 いかに 斯く はお はする ぞ。 其 御 年に て 打 出で 給 ひたらば、 何の 詮 

にか 立ち 給 ふべき。 老い 衰 へて 物に 狂 ひ 給 ふかと いひければ、 大介 は、 や あ 義^よ。 
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武者の 家に 生れて、 軍す る は 法な り。 敵の 陣に 向って、 命を惜 むは 人なら す。 義明 

をば、 老いて 物に 狂 ふと 笑へ ども、 己 等 は 若き 物 狂と 覺ぇ たり。 軍と いふ は、 駆 出で 

駆 出で、 追う つ 返しつ 進み 退き、 組ん づ 組まれつ、 W つつ 討た れつ、 敵 も 味方 も 隙の 

くさ じ. しま >J 

なき こそ 面白 けれ。 いつを 限と いふ 事な ぐ、 草 鹿 的な ど 射る やうに、 一所に て 敬 を 

射る 事 や は ある べき • 其處 退け 奴 原と て、 鞭 を 以て 打ち けれども、 別當 馬の 鼻 を 取 

つて、 城の 內へ引 持て 行ぐ。 是は大 介が、 誠に 軍 場に 出づ べきに はな けれども、 兵 を 

進めん 謀と 覺 えたり a ゆ 、しき 大 將とぞ 見えた. O ける • 
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去 程に、 日 も 漸く 暮れければ、 各 軍に 疲れつ、、 事の 外 弱々 しく 見えければ、 大介、 子 

孫 郎等 呼びす ゑて、 老眼より 涙 を 流しい ひける は、 軍 はすべき 程 はしつ、 人の 笑れ 草 

に はよ もなら じ。 又義明 も、 見るべき 程 は 見つ、 各 疲れ 給へ り。 殿原 左右な く 自害 

し 給 ふべ からす。 兵衞佐 殿御 心 賢き 人に てまし ませば、 よも 討 たれさせ 給 はじ。 い 

かに も 安房 • 上總の 方に おはす らん。 相 構へ て 尋ね 參り て、 義 明が 有 樣をも 語り. & 

すべし • 君に 力 を 付け 奉りて、 一味 同心に 平家 を U し， 賴朝を 日本の 大將 軍に なし 

參らせ て、 親. 祖父が 墓所 とて、 屍 所 を 知行して、 我 孝養に 得さ せ よ。 東 國の人 共、 誰 

か 君の 重代の 御家人に あらざる。 され ども 今 一 旦の恩 を 蒙る に 依って、 平家の 方 人 

づ1  浦 一 族 落 行く 事  1111 
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に 似 たれ ども、 爭か 昔の 好 を 忘れ 苯る べき なれば、 終に は 皆參る べし。 老いた るお 

は 道 を^れ す。 古人 は 言葉 誤な し。 必す思 ひ 合すべし。 穴 賢 自害す ベから や。 二 

心 ある 事な かれ。 但義明 をば 愛に 捨て、 置き、 只 面々 の 身 を 助けて、 急ぎ 落ちよ。 

我れ 旣に 老耄 せり • 行步 にも 叶 はや。 馬に も乘り 得難し。 汝等今 は 落人に て、 道狹 

き 者ぞ。 我 を 勞り具 せんとせば、 共に 惡 ^るべ し。 延び 得 やして 打 捨てな ば、 無益 

の 恥 を 見る べし • 大介は 幾程 命 を 生きん とて、 終に 死にけ る 物故に、 衣笠に て は 死 

せす して、 尸 を 道に 曝す 無慙 さよと、 笑 はれん 事 も 口惜し * 又 三 浦の 者 共が、 父 を 具 

して 落ちけ るが、 せめての 命の 惜し さに、 老いた る 親 を 道に 捨て、、 人手に かけし 甲 

斐 なさよ と、 いは れん 事 も 心 憂し。 彼と いひ 是と いひ、 我が 爲め 人の 爲め、 口惜しき 

事なる べし。 されば 疾々 落ちて 行け。 我 をば 愛に 止め 置け。 老は 悲しき 物な りけ 

り。 あはれ 子孫と 相 共に、 兵衞佐 殿の 世に立ち 給 ひて、 日本 國を 知行し 給 はん を 見 

て 死す る 物なら ば、 いかに 嬉し からん。 只今 死なん やる 義 明が、 是程君 を 思 ひ參ら 

すると は、 知 召されす もや あるらん とて、 直 垂の釉 を 絞りければ、 家の 子 も 郎等 も、 


る 安三 
Jf ぎ 

mm 


最後の 敎訓を 憐れみて、 聲を 上げて ぞ 叫びけ る a さ て も大介 は、 捨て よ/ \ とい ひ 

けれども、 子孫 名 殘を惜 みつ、、 輿 を 寄せて 具し 申さん とい ひけれ ども、 大介 終に 乘 

ら や。 剩へ 怒れる 色の 見えければ、 義澄 以下の 子孫 は、 泣々 衣笠の 城に 捨て^き、 別 

れ ける こそ 哀れな， o。 主君 を 尋ね 奉り、 夜中に 栗： まの 御崎に 出で て、 それよりも 舟 

に乘 りて、 安房の 方へ 漕ぎ 行きけ り。 其 外 は 三 騎五騎 、ぬけく に 落 失せけ る 中に、 

年頃の 郎等せ 〈、主の 名殘を 惜しみ、 手 輿に 載せて 舁 きて 出づ。 大 介い ひける は、 我 は 

子孫に 暇 乞うて、 愛に て 死す る 者な り。 いかに 斯く はする ぞ。 只 捨て、 行けと て、 

扇 を^て 輿 舁共を 打ち けれ 共、 一里 計り ぞ舁 きもて 行く。 敵旣に 近付きければ、 輿 

を 捨て ゝ 逃げけ る を、 いかに や 下郎 程、 口惜しき 者 はな かりけ り。 さし も 城 中に 

捨てよ とい ひつる もの を、 此輿 を舁き 助けよ。 さらす ば 己 等が 手に かけて、 恥 を E 

せとい ひけれ 共、 敵 は 無下に 近付きければ、 皆 散々 にぞ 失せに ける。 敵の 下部 共來 

つて、 輿の 中よ" 引出して、 衣裳 を剝 取りければ、 大介大 に 腹 を 立て、 己 等に 遭 ひて、 

名乘る べきに あらね ども、 知らねば 斯く 振舞 ふか。 恥 ある 者に 恥 を 見す ベ からす * 

1 二 浦 一 族璲 行く 事  一 S 
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我 は 三 浦の 大介 なり • 斯ぐ なせ そ？^. とい ひけれ ども、 赤裸に ぞ剝 ぎな しける • 

大介は 哀れ 同じく は、 畠 山に 見合 ひて 切られば や。 繼 子孫な り、 其の 綠睦 しと 思 ひ 

けれども、 願 ふ 所の 畠 山に は あらやして 、すかろ なる 江 太郎に 切られけ る こそ 口 

惜し けれ。 大介豫 てい ひける やうに、 城 中に 捨てたり せば、 さまでの 恥 は あら じ も 

のと、 皆 人 申 合 へ b ける。 

土 肥 燒亡舞 、同 女房 消息 附大 太郧 烏帽子の 事 

去 程に 兵衞 の佐賴 朝、 杉 山 を 出で て、 土 肥の 眞 鶴へ 落ちん とし 給 ふ。 眞平は 殘黨も 

猶 いぶかし。 我が 太刀 もい かい あらんと 思 ひて、 高き 峯に 上り、 まかげ を さして 見 

渡せば、 山の 內には 人 ありと も覺ぇ や。 我が 所領へ は、 伊藤 入道 三百 餘騎 にて 押 寄 

せて、 土 肥の 在家 一 々に 追 捕し、 愛 彼 處に火 を 放って、 一 宇も殘 さす 燒拂 ふ。 七 人 同 

じく 是を 見る。 眞 ，賴 朝の 御前に て、 一時 亂舞ぞ したりけ る。 土 肥に 三の 光 あり。 

第一 に は 八幡 大 菩薩、 我 君 を 守 b 給 ふ * 和 光の 光と 覺 えたり。 第二に は 我 君， 平家お 


打 じし、 一 天 四海 を 照し 給 ふ 光な，^ 第三に は、 眞 平より 始めて、 君に 志 ある 人々、 

御 恩に 依りて、 子孫 繁昌の 光な り • 嬉し や 水なる は 瀧の 水、 悅び 開け 照した る、 土 肥 

の 光の 貴 さよ。 我屋は 幾度 も燒 けば 燒け。 君 だに 世に立ち 給 はい、 土 肥の 杉 山廣け 

れば、 綠の棺 よも 盡 きじ。 伐.^ 換 へ-/^ 作らん に、 更に 歎に あら じ。 君 を 始めて 萬 

歲樂 • 我等 も 共に 萬歲樂 とぞ 舞うたり ける。 人々 は、 あらま ほしき R 事に、 笑み ま 

けて 勇みけ るに、 兵 衞佐殿 は、 土 肥が 舞 は、 今に 始めぬ 事 なれ ども、 ロハ 今 殊に めでた 

く 面白し と 感じ 給ふ處 に、 土 肥が 女房の 許より 消息 あり。 眞平是 を 開き 見れば、 三 

浦の 人々 は、 廿 三日に、 舟に て 石橋へ 參 らんと 支度し ければ、 浪風 荒く して 叶 はす。 

廿 五日に、 酒 勾の 宿まで 參 り けれども、 軍 破れぬ と 聞きて 歸る 程に、 廿 七日に 小 坪に 

て 畠 山に 行 合 ひて 、さまぐ 戰 ひける が、 畠 山 軍に 負けて 引退く。 三 浦 等 衣笠に 淄 

りて、 相 待ち 侍りけ るに、 江戶. 川 越. 畠 山 等 三千 餘騎 にて、 衣笠の 城を攻 落し、 大介 S 

たれ 候 ひけり。 其 外の 人々 は、 君 を 尋ね 參ら せて、 安房の 國へ 漕ぎ 給 ひける と 聞え 

侍り。 無勢に て 御山 隱れの 御す まひ、 心苦しぐ こそ 侍れ。 急ぎ 三 浦の 人々 を 尋ねて、 

土  «is 亡 舞 同 女房 消息 附大 太郎烏 崤チ の 事  二 セ 
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安房. 上總へ 越し 給 ふべ しとい ふ 文な 土 肥 此狀を 以て、 兵衞佐 殿に 斯 くと 申し 

ナれ ば、 神 ゆ々々 と 大に悅 び 給 ふ。 さらば 疾々 とて、 夜の しの ゝ めに、 眞 鶴へ こそ 落 

ち 給へ。 軍將宣 ひける は、 敵に 攻められて、 甲 をば 捨てつ。 大童に て は 落人と いは 

れ 、ふん。 、 3  > して 烏 1 子 を 着るべき と 仰せられければ、 折節 甲斐の 國の 住人 大太 

ぶと いふ 烏帽子 商人、 箱 を脣に 懸けて 道に て 遭 ふ。 然るべき 事な りと おぼして、 何 

れの國 の 者 ぞと問 ひ 給へば、 甲斐の 國の 住人 大太郞 と 申す 烏帽子 商人な りと 答 ふ。 

七^ 申しけ る は、 あの 男 は 眞卒が 家人、 商人の 爲に、 所領に 家作 b して 通 ひ 侍， 9。 や 

あ 太^、 人 は 七 八 人 あり。 皆 大量 なれば、 民 百. 姓まで も、 落人と や 見 るら 其 憚 あ 

り。 烏 g 子 折， O て參ら せなん や， といへば、 安き 程の 事な りと て、 宿所に 請じ入れ 奉 

つ て、 y 瓶 子に 口つ、 み、 樣々 の * にて もてなし 奉る。 酒宴の 半に、 烏帽子 箱 を 取 出 

し、 中座に 候 ひて、 是を 折りて 人々 に 配り 奉る。 取敢 ざる 折節 なれば、 急ぎ あわて、 

泝る璲 に、 七 頭 は 右に、 一頭 は 左折なる を、 而も 賴 朝に 奉る。 賴朝 怪しと おぼして 

七 人が 烏帽子 を 見廻し 給へ. ば、 皆 右に 折りて 世の常な り。 我 身 一人 左な りければ 


不思議な り。 源氏の 先祖 八幡 殿 は、 左 烏帽子 を 着 給 ひしょり、 當家 代々 の大將 軍、 左 

折の 烏帽子な るに、 今 流人 落人の 身ながら、 是を 着る こそ 有難 けれ A 昔 大竺に まが 

た國 とて 大國 あり。 阿闍世 王より 三代の 孫に、 頻 頭沙羅 王、 國を 治め 給 ひけり • 王 

にあ また 太子お はします。 嫡子 をば 須子 摩と いふ。 心ば せ 柔和に して、 引容 端厳な 

りし^ば、 位 をば 此 太子に 讓 らんと 覺 しき。 次男 をば 阿育と いふ。 形醜惡 にして、 

心根の ふて うにお はしければ、 位の 事 は 思 ひ 寄り 給 は ざ. o ける に、 天の 帝釋 天降り 

し 給 ひて、 善の 寶冠を 阿育に 着せ 給 ひければ、 終に 天下の 國 王たり き。 されば 八 頭 

の 烏帽子の 中、 左折 1 つ、 それし も賴 朝に 當り ける も 不思議な り • 然るべき 八幡 大 

菩薩の、 商人 太 郞に入 替り給 ひて、 着せ 給 ひける にこ そ • 末賴 もしく 覺 しければ、 心 

の 中に 再拜 して、 土 肥の 次 郞に當 座 取らせて 着 給 ひければ、 七 人 も 面々 に 烏帽子^ 

て 出立ち けに 藤 九 郞盛長 を 使者に て、 家の 主が 內へ 悅び宣 ひけ • る は、 賴朝 世に立 

つなら ば、 此悅に は 名 田 百 町 在家 三 宇 を 計ら ひ 給 ふ べしと、 此旨盛 長 申 合め 畢ん ぬ。 

商人 太郞畏 り、 承り 候 ひぬ と 返事 申して、 妻に さ、 やきけ る は、 今： n 此頃身 一 つ 安堵 

土 肥 烧亡舞 同 女房 消 I 附 大太邵 烏轔 子の 事  1 乂 
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し 給 はすして、 括， 弱の 商人に 烏帽子 乞 ふ释の 人の、 器量に も 給. は， o つる 百 町 かなと 

つぶやきければ、 妻是を 聞きて、 人 は 一 生、 さても 過ぎぬ 事 なれば、 上臈の 果報 我等 

が 運に て、 さる 事 もや あるべ かるらん a さらば あはれ 此 殿の 世に立ち 給 へ かしと ぞ 

いひけ る。 されば 平家 {J びて 後、 甲斐の 國石 和と いふ 所に、 百 町 三 家 給 はりて、 今の 

世 迄 も 知行せ り。 

宗遠、 小 次 郧に値 ふ 事  . 

土屋の 三郞宗 遠に、 甲斐の 國へ 越えけ るが、 足 柄の 山に 關す ゑたり と 聞きて、 宗遠 夜 

に 紛れて 通りけ るが、 見れば 峠に 假屋 打って、 前に 篝を燒 く 者 共、 四 五十人が 程 伏し 

たりけ る。 元來 夜半の 事 なれば、 關守 眠りて 驚かす。 よき 隙と 思 ひ、 ぬき 足して 下 

りけ る。 關 をば 斯くて 過ぎ たれ ども、 行末に も 人 や あらんと いぶせくて、 木の 下萱 

の 中差现 きく 下る 程に、 雲 透に 見れば、 者 こそ 一 人出で 來れ • 搦手の 廻りけ るに 

やと 思 ひて、 太刀 拔 きかけ て、 立 煩 ひて ためら ひた \ 間 1 1 段 計 b を 隔て ゝ、 峠 へ 上 


る 男 も、 太刀に 手 かけて 立ちたり けり。 互に 物 をば いはす して、 良久し ぐ ありけ る • 

さて ある べき 事なら ねば、 宗遠詞 を かけて いひけ る は、 源氏 謀叛 を 起す に 依って、 關 

守す ゑて 是を 守る。 只今 愛 を 給 ふ は、 誰人ぞ とい へば、 名乘り はせ で、 却て 問 ふ 

は誰ぞ とい ふ。 互に 聞知 りたる 聲な. りけ り。 小 次 郎殿か 義淸， 土屋 殿か宗 遠と、 共に 

答へ て名乘 りけ り。 宗遠は 子の なかり ければ、 兄が 子 を 養 ひて、 小次郎 とい ひける 

が、 平家に 奉公して 都に あう。 賴 朝の 謀叛に 與 して、 父 も 同心の 由 聞え ければ、 竊に 

ビ きひ 

京 を 出で て 下る。 是 も足抦 山に 關守 ありと 聞き、 夜に 紛れて 通る 程に、 時日 こそ 多 

きに、 只今 愛に て 行 逢うた， o。 契の 程 も 哀れな り。 土屋、 いかに 小次郞 といへば、 義 

淸 申しけ る は、 賴朝 謀叛と 披露 ある 間、 平家 は 一旦の 主、 源氏 は 重代の 君。 其 上土屋 

殿 も 御供と 承れば、 旁 急ぎ 下らん と 存じ、 京 をば 三騎 にて 出で た， りし かど も、 道に て 

聞き 侍りし は、 佐 殿 も 岡 崎 殿も與 一 殿 も、 石橋の 軍に 討 たれ 給 ひぬ と 申し、 間、^: * 

氣 なくて、 一 一騎の 者に は 暇 をた び、 我 身 一 人國に 下り、 百姓 共に 糙の事 を も 承 はらん 

と * 夜に 紛れて 通り つるに、 參り合 ふ 事の 嬉し さよと て、 涙 を はら/ \. と 流しけ り • 

宗遠小 次 郎に値 ふ 事 
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土星の 三郞思 ひける は、 いふ 事 誠に 哀れな り • 但當世 は、 親 も 子 もな き 作法な，^ 

而も 實 子に は あらす • 弱々 しく 語るならば、 剌 殺して、 平家の 覺增 さらん と 思 ふら 

んも 知らす。 つよぐ と 語らん i 思 ひて、 聞敢ゃ 下向の 條、 悅び入 候。 伹兵衞 佐 殿 

尉 たれ 給 ひたりと は、 誰 人が 申しけ るぞ。 あらい まくし • 石橋の 軍 は、 千 葉. 三 浦 

が 遲參に 依って、 無勢に て 始めた. 9 し 程に、 * 方 負 色に なりし 間、 兵 衞佐殿 は、 甲斐 

の國へ 越え 給 ひぬ。 岡 崎 殿 は 御供に あり。 御邊の 兄の 與ー殿 は 討 たれたり。 さて 

北條. 佐々 木 を 始めて、 誰か は 死した る 者 ある。 甲斐の 國 より 御 催の あれば、 宗遠も 

參る なり。 但閼 守が 居 たれば、 夜中に 忍びて、 1 人は罷 るな り。 いざ 和 殿 も、 大將軍 

の 見參に 入り 給へ とて、 それより 打 連れて、 甲斐の 國へぞ 越えて 行く。 宗遠は 道に 

て も 心 許しせ す。 太刀 拔 きかけ て、 近代 は、 親 も 子 もな き 代な り。 誤り 給 ふな 小 次 

郎殿。 存 やる 旨 あり 小次郞 殿と て、 當國の 源氏 邊見 .武 田. 小 笠 原. 河 西 • 板 垣に 吿廻 

り， 一 條 殿の 侍に てこ そ 打 解けて、 有の 儘に は 語り けれ • 


賴朝、 三 浦に 會ふ事 

土 肥の^ 郞は、 出 富の 小撿 校と いふ 海人が 小船 を 借りて、 直 鶴. 岩が 崎.， VJ いふ 所よ， 9、 

急ぎ 舟 を 出さん としけ る處 に、 子息の 彌太郞 申しけ る は、 莴壽 冠者 參る べき 由 承る。 

相 待ちて 召 具せば やとい ふ。 此彌 太郞と いふ は、 伊藤 入道に は聱 なり。 萬 » 冠者と 

は、 彌太郎 に 子な くして 、妹が 子 を 養子に したれば、 土 肥に も 伊藤に も 孫な りけ るが、 

養母 方の 祖父 なれば、 伊藤の 入道に 預け 置き、 娘に も聱 にも 養子 なれば、 入道 不便に 

して 育みけ り。 彌太郞 が萬壽 冠者 を 待たん とい ひける を、 父 土 肥の 次 郎が聞 咎め 

て、 大に 不審せ り。 此間杉 山に 隱れ 忍びて、 七 騎の外 は 人是を 知らす。 萬壽 とい ふ 

は、 眞平 にも 孫 なれ ども、 敵 人 伊藤が 許に あり。 爭か 存知すべき。 御供 仕らん と 申 

しける 條、 存の 外な り • 哀れ 彌太郎 は、 事 を萬壽 冠者に 寄せて、 一 定 舅の 入道 を待受 

けて、 重代の 主君 を 失 ひ 奉り、 大恩の 親 を U さんと たばかる にこ そ。 奇怪の 奴な り。 

其 首 打 切り 給へ 岡 崎 殿と いひければ、 岡 崎 は、 いかなる 舅な りと も、 主 や 父に 思ひ換 

賴朝三 浦に 會ふ事  lis 
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ゆる 事 ある まじ。 知るべき 樣 こそ ありつら め a 但斯樣 の 身と して、 片時 も 逗留 其詮 

なし。 はやく 急ぎ 舟 を 出せと て、 四 五町 計り 漕 出して 、浦の 方 を 顧れば、 莴壽 冠者 

を 始めと して、 伊藤 入道 五十 餘騎の 勢に て 馳せ來 る。 あれく とぞ ば は り ける。 

後に は大 場の 三郎 千餘騎 計りに て續 きたり • 今少し 遲か りせば、 危 ふかり ける 人々 

なり。 漕げ や 急げと て、 安房の 國洲の 崎 を 志して 落 行きけ る 程に、 沖 中に して 俄に 

風 起り 波立ちて、 何處 とも 知ら や。 くらき 闇に 渚に 舟 をぞ吹 付けた る。 人々 舟に 搖 

ら れて醉 ひけり。 兵 衞の佐 殿、 愛 は何處 やらん と 問 ひ 給へば、 土 肥 見 侍らん とて、 舷 

に 立ち、 弓 杖 突きて 見廻せば、 相 模の國 早 川尻に て 侍る。 然も 大 場の 三 郞、 杉 山の 歸 

b 足に、 三千 餘騎 汀に 慕 引きて、 七ケ 所に 篝燒 き、 酒 盛し ける 敵の 陣に吹 付けら る。 

敵 は 見 もしぬ らん、 いか い ある べきと 思 ひける。 大將 仰せられ ける は、 賴朝は 杉 山 

にて. D ぶべき 者 なれ ども、 八幡の 御 加護に 依りて 遊れ ぬ。 然る を 今 又 敵陣に 臨め 

り。 終に 見捨、 て 給 ふべき にやと て、 祈念 申されけ り • 眞平 は、 此邊は 家人なら ぬ 者 

なし。 酒肴 尋ね 參 らせんと て 、舟より 飛 下り、 片手 矢 はげて 走り 廻 ，9、 我君此 浦に 着 


き& へ り， 眞 平に 志 あらん 者 は、 酒肴 參らす ベ しと 篤り い ひければ、 或は 瓶 子 口つ 

つみ、 或は 桶に 入れて、 我 もくと 舟に 酒肴 を 運びたり。 舟の 中喑 しとい へど も、 敵 

の大 場が 篝 火の 光に て、 賴 朝酒 を飮み 給へ り • 誠に 八幡 大 菩薩の 御 計ら ひと 覺 えた 

り。 飢を 休めて、 其 後風歇 み波靜 にて、 舟 を 出して、 安房の 國洲の 崎 へこ そ 漕ぎ 渡. cv 

給 ひけれ。 三 浦の 輩 は、 軍將を 尋ね 奉らん とて、 舟 を 海上に 浮べ て、 安房. 上總 怪し 

き 浦 々漕ぎ 廻， 9 ける に、 賴 朝の 舟 も 三 浦が 舟 も、 互に 怪しく 思 ひて、 沖 中に て 間近く 

漕 合 ひける。 若 又 敵 もやと 思 ひければ、 彼 も是も 矢た ばね 解き、 弓の 弦し めして 用 

心せり。 賴朝 をば 舟 底に 隱し、 上に 柴を 積みて、 岡 崎 計り 差顯 はれて 乘 つたり • 三 

浦 舟 を 漕ぎ 近付けて、 岡 崎と 見て ければ、 いかに 兵 衞佐殿 はと 間 へ ば、 誰も 君 を 尋ね 

奉る。 三 浦に もやと 思 ひ 奉りつ るに、 さて は何處 にお はします らん とい へば、 三 

涙 を 流しつ ゝ、 あな 心う や。 君の 御行 方の 覺柬 なくて こそ、 老いた る 父 を も 振 捨て 

て、 敵に 後 を 見せて 尋ね 廻り 參ら する に、 甲斐な き 事の 悲し さ よ。 豫て斯 くと だ に 

知りたら ば、 衣笠の 城に 引 籠. CZ 大 介と 一 所に て、 打 死す ベ かりけ る もの をと て、 各 

賴朝三 浦に 會ふ事  一一 S 
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釉をぞ 絞りけ り。 兵 衞佐殿 は、 舟 底に て 此事を 閬き給 ひ、 世に なき 我 を、 あれ 程に 思 

ふらん 事の 嬉し さよ。 心盡 しに 遲く 出で て、 怨 みられ じと 思 召しければ、 舟 底より 

は ひ 出で て、 賴朝 愛に ありと 仰せられければ、 大將軍 是に御 渡り ありけ り や。 大介 

申しつ る 事、 露 違 はやとて、 三 浦 手 を 合せて 悅び けり。 さても 岡 崎 は、 石橋の 合戦に、 

與ー が 討 たれし 事 を 語って 泣く。 三 浦 は、 小 坪. 衣笠の 軍の 事、 大 介が 申せし 事、 老い 

たる 父 を 捨て置く 事共 語りて 泣く。 一  人 は 若き を 先立て 釉を濕 らし、 一 人 は 老いた 

る を 見捨て 袂を 絞る。 恩愛 慈悲の 心、 理 とぞ閬 えし。 和 田の 小太郞 S. しける は、 殿原、 

今お 泣き 歎きても 其 詮なし。 親 も 子 も、 死ぬ る 道 は 限 あり。 就中 軍に 遭 はん 者 は、 

必す 死すべし と 豫て存 やる 所な り。 始めて 歡 くに 及ばす。 語れば 愈 哀れ 增す。 君 

斯くてお はし ませば、 今 は 一 しほ 思 ひ 入れて、 平家 を c し 本意 を 遂げて、 君の 御代に 

なし 參 らせん 事 を 評定し 給へ と 申しければ、 各 歎 止めて けり。 斯くて 賴朝. は、 當國 

洲の明 神に 参り 給 ひて、 千 返の 鱧拜 奉り、 終夜 念誦し 給 ひて、 一 首の 歌をぞ よみ 給 ふ。 

みなもと は 同じ 流 ぞ石淸 水 せきあげて おべ 雲の上まで 


と。 彼 明 神と 申す は、  < 幡大 菩薩 を 祝 ひ 奉りたり ければ、 斯く思 ひ 續け給 ひけり • 

曉 かけて、 御寶 殿より 御 返事 あ，^ 

千尋 ま で 深ぐ 賴 みて 石淸 水た  >  せきあげん 雲の上 ま で 

其 外樣々 の 夢想 ありければ、 兵衞佐 殿、 本意 遂げぬ と 悅び給 ひけり • 

. 千 葉 • 上總 催促き 俵籐 太の 事 

兵衞の 佐賴朝 は、 石橋 山 を 出で て 後、 三百 歡騎 にて 上總の 國府に 若き 給 ふ。 千 葉の 

介. 上 總の介 等が 許へ、 使者 を 遣して いふ。 平家 追討の 事、 院宣 を 蒙る に 依って、 同心 

あるべき の 3nr 先度 相 觸れら れ畢ん ぬ。 參 加す ベ き の 由 承伏 の 間、 合戦 を、 石橋の 城 

廓に 遂げ * んぬ。 遲參 の條、 頗る 其 意 を 得す。 たと ひ 私の 宿意た， o とい ふと も、 合 

力の 義を存 せらるべし。 況ゃ ー院の 御定、 綸言 明白な b。 旁 以て も だされ 難き か。 

所詮 弘經を 以て 父と し、 胤經を 以て 母と 賴み、 賴朝 天下 を 知行 せんや 否や • 併し 乍 

&兩 人の 計ら ひに ありと 仰せられた り。 本より 頜 掌の 上な り。 千 葉の 介 M 經 三千 

千 葉 上^ 催促 附 俵 藤 太の 事  § 


千 葉胤經 

賴朝^ 迎 

ュ 
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餘騎 にて、 急ぎ 杉 浦と いふ 所に 行 向って、 やがて 兵 衞佐殿 を 相 具し、 下 總の國 府に入 

れ 奉って、 ゆ、 しく もてなし 奉る。 胤經 申しけ る は、 愛に 大慕百 帳 計り 引 散らし、 

白旗 六 七十 流れ 打 立て 候べ， し。 是を 見聞かん 輩 は、 兵衞佐 殿に 大勢 參り けりと て、 

江 葛 西の 者 共、 定めて 皆 参るべし i 申しければ、 賴朝は 然る べきと て、 卽 ち胤經 

に 仰せて、 其定に 構へ たり。 案に も 逢 はや、 我 もくと 馳せ參 る。 上 總の介 弘經は 

此事を E き、 遲 S に 恐れて、 當國に 井の 北 • 井の 南. 廳の 北. 廳の 南. まう 西. まう 東より 

始めて、 國 中の 輩 反く をば 打ち、 從ふ をば 相 具して、 一 萬餘騎 にて 下 總の國 府に來 り 

申入れ た，^ ければ、 兵 衞佐殿 は、 土 肥の 次 郞を 以て 仰せら る、 は、 度 々催促 せらる、 

の處 に、 頜掌. E. しながら、 遲參御 不審 あり。 而 うじて 沙汰の 次第、 尤も 神妙な り • 暫 

く 後陣に ありて、 催促に 從 ふべき の 由 仰 下さる。 此勢共 を 具して、 一 萬 六 千 餘騎な 

り。 弘經 館に 歸 つてい ひける は、 兵 衞佐殿 は、 一定 日本の 大將 になり 給 ふ べし • 當 

時 無勢の 人に てお はし ぬれば、 此 大勢に て參 うたら ば、 悅び 出で て、 耳に 口 を 差 合せ 

て、 追從 言葉な ど宣 はんす らんと 存じ たれば、 思 ひの 外に 眞平を 以て 大氣 なく、 遲參 


其き 5 を 得す。 後陣に あり-て 召に 從ふ ベ しと、 問答の 條 恐ろしく、 誰ス にも、 よも 荒 量 

に は 討 たれ 給 はじ • 必す 本意 遂げ 給 ひなん。 末賴 もしき 人な り。 昔 もさる 例 あり。 

平 將軍將 門が、 東 八 箇國を 打 塞げて 凶賊 を 集め、 王城へ 攻 入る べしと 聞 ゆ。 平將軍 

貞盛 敕宣を 蒙りて 下向す。 下野の 國の 住人 俵 藤 太秀鄕 は、 名高き 兵に て、 多勢の 者 

なりけ るが、 將 門と 间 意して、 朝家 を 傾け 奉り、 日本 國を 知らん と 思 ひて 行 向って 斯 

くと いふ。 將門 折節 髮を亂 して 梳 りけ るが、 餘り に悅 びて 取り も敢 す、 大童に て而 

も 白衣に て あわて 出で 合 ひ、 種々 の 饗應^ もい ひければ、 秀鄕目 賢く 見咎め、 此 人の 

體^ らく 輕骨 なり。 はか， f しく 日本の 主と なら じと て、 ー初對 面に 心變 りして け 

り。 其 上 俵 藤 太 を もてな さんが 爲に、 酒肴 椀 飯 かき 据 ゑて 是を勸 む。 將 門が 食 ひけ 

る 御斜、 袴の 上に 落 散りけ る を、 自ら 之 を 拂ひ拭 ひたりけ り。 是は 民の 振舞に や、^ 

甲斐な しと 心の底に 疎みつ、、 後に は貞 盛に 同意して、 秀鄕が 謀 を 以て、 將門旣 に C 

びけ り。 今賴 朝は將 門に 引換へ て、 遲參 不審と 宣 ひし 心の中お そろし/、。 賴 むべ 

き 人な りと、 舌 を 振 ひて ぞ賞 めたり ける。 

千 葉 上 逍篚促 附俵藤 太の 事  1 云 
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京 |p 騒 S の 事 

^家 重恩の 者、 或は 綠者 境界、 さすが 東國 にも 多 かりければ、 飛脚 櫛の 齒を つぎて、 

六波羅 へ 申 上げけ る は、 兵 衞佐賴 朝、 石橋に して W た る \ の 由 披露 ありと 雖、 其條無 

實 なり。 杉 山 を遛れ 出で、 安房の 國に 渡り、 北條. 佐 々木. 三 浦の 黨類を 相 具して、 上 

總. 下總に 越えて、 弘經 經 以下の 大名 小名 を召隨 へ、 旣に三 萬 八 千 餘騎に 及ぶ。 其 

外 伊豆. 駿河 * 甲斐 • 信 濃 同心の 間、 其 勢 雲霞の 如し。 またく 反く 輩 あれば、 忽に誅 

罰 を 加 ふに 依って、 上下 甲乙 皆 以て 歸 伏す。 但 源平 未だ 定まらざる 先、 勇士 猶豫の 

刻、 急ぎ 討 手 を 差 下し、 凶徒 を鎭 め ら るべき か と 申し ず。 是に 依って 京 中 六波羅 

の 騒動 斜 なら や。 兵 衞佐賴 朝 は、 平 治より 以來、 本望な b ける 上に、 文 覺が勸 に、 一 

院の 院宣 を 蒙りし 後 は、 此 いとなみの 外 は 他事な し。 平家 は 斯様に 日頃 源氏の 內議 

支度の あ る を も 知らす。 い かさまに も賴 朝に 勢の 付かぬ 其 先に、 追討 使 を 下す ベ し 

と、 樣々 評定 あり。 


入道 院宣 を 請 ふ 事 

九月 gl 日 戌の 時に、 太 政の 入道 手 輿に 乘 b  、新院 の 御所に 參 りて 申しけ る は、 源の 爲 

義. 義朝 父子 は、 法皇の 御 敵に て 候 ひし を、 入道が 謀に て、 彼等 二人 を 始めて、 數の伴 

類 皆 手に かけて. u し 候 ひき • 保 元 • 平 治の 日記と 申す 物に 見えて 侍り。 彼義 朝が 三 

男に、 右兵衞の 佐賴 朝と 申す 奴 は、 近 江の 國 伊吹が 麓より 尋ね 出して 侍りし を、 入道 

が繼母 池の 尼と 申し 候 ひしが、 賴朝を 見て 一 旦の 慈悲 を 起し、 彼 冠者 預け 給へ。 敵 

ふし  I 

をば 生け て 見よ とい ふ 譬ぁ b, と、 低 伏 申し 侍り しかば、 誠に も 源氏の 種 を さの み絕 

つべき にも あらす。 入道が 私の 敵 にても なし。 只 君の 仰 を 重ん する 故に こそと 思 

ひ 存じて、 流罪に 申 宥めて、 伊豆の 國へ 下し 候 ひぬ。 其 時 十三と 承りき。 かね 付け 

たる 小男の、 生絹の 直 垂に小 袴着て 侍りし を、 入道が 前に 呼び 据 ゑて、 事の 樣を 尋ね 

埒ひ候 ひし かば、 いかい あ， 9 けん、 事の 起り 知らす と 申し 候 ひき。 げ にも 哀れ は、 胸 

を燒/ 、と 申す 譬に合 ひて 侍り。 定めて 聞 召され 候らん。 彼賴 朝、 伊豆の 國 にて 計， 5 

入道 院宣^ 請 ふ 事  S 


賴胡 追討 

の宣旨 
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なき 惡 事共 を、 此 八月に 仕. りけ る 由 承る。 されば 追討の 宣旨を 下さるべき 由 相存ゃ 

i 奏す • 新院の 仰に は、 さやう の 事 申す 人 もな し • 始めて こそ 聞 召せ。 但何事 か は 

あ る ベ き. 法皇 にこ そ は 申されめ と 仰 あり ければ、 其 時 入道 重ね て 申す 樣は、 主上 

幼く おはします。 君 は 正しき 御 親に てお はします。 差 越え 奉りて、 何とか 法皇に 申 

參らせ 候べ き。 源氏 を 引き 思 召して、 平家 を惡 ませ 給 ふと 覺ぇ 候と 申しければ、 新 

院 少し 笑 はせ 給 ひて、 宣下の 條 易し。 速に 大將軍 をし るすべし。 誰に か 仰せ 付く ベ 

きぞと 仰せけ り。 入道 計ら ひ 申さる  > "に 依って、 卽ち宣 旨 を 下さる。 其狀に 曰、 

左 辨官下 東海. 柬 山道 諸 國 

可， 早 追，， 討 伊豆 國 流人 右兵衞 佐 源 朝臣 賴朝 幷與カ 輩， 事 

右 大納言 藤 原實定 奉，， 敕宣； 伊豆 國流 人前 右兵衞 權 佐源賴 朝、 忽 相，， 語 凶 惡徒 黨； f 

虜，， 掠當 國隣國 叛逆 之甚； 旣 絕，， 常篇； 宜^ K 右近 衞權少 將平維 盛 朝臣. 薩摩守 同忠度 

朝臣. 參河守 同 知 盛 朝臣 等 追 * 討 彼賴朝 及與カ 輩： 兼 又 東海 • 東 山道 堪，， 武勇， 者、 同 

可^ K 備，， 追 K 其 中 有お：， 殊功， 輩， 可お，， 不次 賞； 依 行， 之。 


治 承 四 年 九月 六日  藏人左 中 辨藤原 朝臣 經房奉 

とぞ書 下された る。 入道 是を給 は り、 大に悅 び、 同じき 九日 は吉 CH なりと て、 賴朝征 

伐の 官兵等 門出 あり。 

源氏 隅 田 河原に 陣を 取る 事 

兵衞の 佐賴朝 は、 平家の 軍兵 東國 へ 下向の 由 聞き 給 ひて、 武藏と 下總の 境なる 隅 田 

川原に 陣を 取って、 國々 の 兵 を 召されけ り。 爱に武 藏の國 の 住人 江戸の 太郞. 葛 西 

の 三郎、 一 類 眷族 引率して、 賴 朝の 陣へ參 る。 兵衞の 佐殿宣 ひける は、 彼等 は 衣笠に 

して、 咴方を 討ちし 者 共な りと 聞く。 今 又， 顆 朝が 陣へ參 る 事、 尤 不審な り。 大場. お 

山に 同意して、 後 矢 射べき 謀に やと 宣 ひければ、 江戶の 太郎. 葛 西の 三 郞樣々 陳じ申 

すに 依って、 宥められけ り。 兵衞佐 殿、 上總の 介の 八郞を 召して、 今 一 雨 U 愛に 逗留 

して、 上野-下野の 勢 を 催し 立て、 渡瀨を 廻りて 打 上らん 事、 いかい ある べきと 宣へ 

ば、 弘經畏 つて、 其 事 惡く候 ひなん。 其 故 は 小 の 少將維 盛大 將軍 として、 侍に は 上 

源氏 隅 田 河原に 陣^ 取る 事  S 
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總 守忠淸 等、 數萬騎 の 勢 を 引率して 下向と 聞え 候。 齋藤 別當實 盛東國 の案內 者に 

て、 一陣と 承る。 曰 數を經 るなら ば、 武藏 4 模の 勇士 等、 大 場， 畠 山が 下知に 隨 ひて、 

平家の 方へ 參る ベ し。 されば 急ぎ 此川を 渡して、 足 柄 を 後に あて、 富士川 を 前にう 

けて 陣を 取るならば、 武藏. 相 模の者 共 は、 必す御 方へ 參り 候べ し- 此兩 人の 兵 共、 隨 

おつつき 

ひ 參り候 はい、 日本 國は我 君の ま ゝと思 召し 候べ し • 上野. 下野の 輩 は、 とても 追繼 

歡繼に 馳せ參 る ベ しと 申しければ、 然る ベ しとて、 江 戶. 葛 西と 仰せ て、 浮 橋 渡す ベ 

しと 下知 せらる。 江 戶. 葛 西 は 石橋の 合戰 に、 兵 衞佐殿 を 討ち 奉りし 事 恐れ 思 ひけ 

るに、 此仰を 蒙りて 悅び をな し、 在家 を 毀ちて 浮 橋 尋常に 渡したり。 軍兵 是 より 打， 

渡して、 武藏 の國豊 島の 上、 瀧 野 川. 极橋 とい ふ 所に 陣を 取る。 其 勢 旣に十 萬餘騎 •. 

斯 りければ 八み 國の 大名 小名、 別 當*庄 司 *檢 校. 允 介なん どい ふ 迄 も、 廿 騎卅騎 五十 

騎 百騎、 白旗 白 印 付け つ 、、 愛彼處 より 參， ^集まる。 兵 衞佐殿 は い と か 力付き 給 ひ 

て、 先 づ當國 六 所 大明祌 に 御參詣 めり て 神馬 を 引き、 上 矢 を 奉られたり • 


畠 山 推 參附大 場 降 人の 事 

斯る處 に 畠 山の 庄 司次郎 は、 半 澤六郞 を 呼びて いひけ る は、 此 世の中い かい ある ベ , 

き。 倩 兵衞佐 殿の 繁昌し 給 ふ を 見る に、 唯 事に あらや。 八 ケ國の 大名 小名、 皆歸伏 

する 上は參 る べき か。 さした る 意趣 はな けれども、 父の 庄 司. 伯父の 別當、 平家に 當 

參の 間、 愁に小 坪 坂に て 三 浦と 合戰 す。 されば 參るも 恐 あり。 參ら ざる もい か V あ 

るべき。 相 計らへ とい ひければ、 成淸 申しけ る は、 た V 御參り 候へ。 小 坪の 軍の や 

うは、 三 浦の 殿原 存知た るらん。 弓矢 取る 身 は 父子 兩 方に 別れ、 兄弟 左右に あって 

合戰 する 事 尋常な り。 保 元の 先蹤 近き 例な り。 且は 又卒家 は當時 一 旦の恩 • 兵衞佐 

殿 は 相 傅 四 代の 君な， 9。 御参り 候 はんに、 其 恐 あるべ からす。 若し 御遲參 あらば、 

一定 討手參 るべ し。 然 らば ゆ、 しき 御大 事な り。 急ぎ 御參 り. ありて、 何事 も 陳じ申 

させ 給へ とい ひければ、 五 百餘騎 を， 相 具して、 白旗 白 弓 袋 を 差 上げて 參 りたり。 生 

年 十七 歲、 容儀 事 さま、 誠に 一 方の 大將 軍と 見えた，^ 兵衞 佐殿茛 ひける は、 父 重 能. 

畠 山 推 參附大 場 降 人の 事  S 
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伯父 有 重、 平家に 奉公して 當時 在京な り • 定めて 東國の 案内 者して、 今度の 討 手に 

もや 下る らん。 されば 一門 を 引 分れて、 父子 敵對 せんと は 思 ふべ からす。 就中 小 

坂に して 味方 を 射き。 其 上さす 所の 白旗、 全く 賴 朝が 旗に 相違な し。 兵衞佐 だに も 

さす 旗な、 り。 重忠 劣る ベから すと 思 ふに や。 參 上の 條旁 以て 不審な、 りと 仰 あ. o け 

れぱ、 重忠畏 つて 陳じ 申しけ る は、 小 坪の 合戦の 事、 三 浦に 於て 私の 宿意な く、 君の 

御爲に 不忠 候 はぬ 由、 再三 問答いた す處に 、不慮の 合戰に 及び 候 ひき。 三 浦の 人々 

に御尋 あらば、 其 隱れ候 まじ。 旗の 事 は、 是れ 私の 結構に あらす。 君の 御 先祖 A 幡殿、 

宣旨を 蒙らせ 給 ひて、 武平 • 家 平 を 追討の 時、 重 忠が四 代の 祖父 秩 父の 十 郞武 綱、 ，g 

叁 して 侍、 りければ、 此 白旗 を 給 はって 先陣 を 勤め、 武平 以下の 凶徒 を 誅し候 ひ畢ん 

ぬ。 近く は 御 舍兄惡 源 太 殿、 上野の 國大藏 の 館に て、 多 古の 先生 殿 を 攻められ ける 

時、 父の 庄司重 能、 叉 此旗を さして、 卽ち攻 落し 奉り 候 ひぬ。 されば 源氏の 御爲に は、 

御 祝の 旗な りと て、 吉例と 名 を 付けて、 代々 相 傅 仕る。 されば 君 御代 を 知 召さる ベ 

き 御 軍 なれば、 先祖 代入、 の 吉例 を 差し て 參 りた と 由 せ ば、 兵 衞佐殿 は 土 肥. 千 葉 を 


召して、 此事 如何 ある べきと 仰せければ、 御 返事に は、 當時畠 山 を. 御 勘當、 ゆめく 

あるべ からす。 就中 陳じ 申す 處、 一々 に 其 謂 候。 極めて 實 法の 者に 候へば、 向後 も 

御顆 みあらん に、 一方の 大將軍 をば 承るべき 者に て 侍り。 それに 御勘當 あらば、 武 

藏. 相 模の者 共、 是は 人の 上に あらす、 畠 山 だに も斯く 罪せら る。 まして 我等 はとて、 

更に 參り候 まじ。 誰々 も 是等を 守り 候らん と 申しければ、 兵 衞佐殿 は、 陳じ 申す 所 

聞 召されぬ。 賴朝 日本 國を鎭 めん 程 は、 汝 先陣 を 動むべし。 但汝が 旗、 餘 りに 取 か 

へ もな く 似た るに、 是を 押せと て、 藍 皮 一 文 を 給 はり 下し 給へ り。 それよ 山が 

旗の 印に は、 小紋の 藍 皮 を 押しけ るな り。 畠 山 旣に參 b て、 先陣 を 給 はると 披露 あ 

りければ、 武藏 • 相模の 住人 等、 我 もくと 參り けり。 大 場の 三 郞景親 は、 此由を 聞 

きて、 今 は 叶 はじと 思 ひて、 三千 餘騎 にて、 平家の 御迎 として 上洛し ける が、 足 柄 山 

を 立って、 相澤の 宿に 着く。 前に は 甲斐 源氏 二 萬餘騎 にて、 駿 河の 國に 越えて 東國 

の 勢 を 待つ。 後に は 兵衞佐 殿、 雲霞の如く 攻上 ると 聞え ければ、 中間に 取 籠め られ 

て、 いか V せんと 色 を 失 ひて 仰天し ければ、 家人 郎等 賴 みなくて、 思 ひくに 落 失せ 
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ぬ。 景 親心 弱くな りて、 鎧の 一 の 草摺 切 落して、 ニ所權 現に 苯り、 足 柄より 北 星 山と 

いふ 所に 逃 籠りて、 息繼ぎ 居たり。 其 外 石橋の 軍に、 兵 衞佐殿 を 射 奉りし 輩、 皆 首 を 

延べ て參. ^集る。 重科の 者 は、 忽に 切らる べきに て あり けれども、 宗徒の 大 場を賺 

し 出さん 爲に宣 ひける は、 罪科 遁れ 難しと 雖、 降 人と して 参る 上 は、 咎を行 ふに 及ば 

す。 但谷 軍に 忠を 儘すべし。 忠に 依り 却て 賞 あるべし など 御沙汰あって、 馬 鞍な ど 

たびて、 宥め 具し 給 ひければ、 命 計.^ は 生くべき にと て、 各 先陣に 進みて、 忠 を抽ん 

でんと 思 ひけり。 斯り しかば 大場 も、 終に 首 を 延べて 參 りけ り。 源氏 は 斯樣に 大勢 

招き 集めて、 足 柄 山 を 打 越えて、 伊豆の 國府に 着き 給 ひ、 三 島 大明神 を伏拜 み、 木瀨 

川の 宿. 車 返し. 富士の 麓 野. 原 中 宿. 多 胡の 宿. 富士川の 端. 木の 下草の 中 迄滿々 たり。 

其 勢廿萬 六千餘 騎とぞ 記しけ る。 
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去 程に 東 A 箇國の 大名 小名、 皆賴 朝に 歸 服し、 旣に 京都へ 攻 上る 由、 頻に 風聞 ありけ 


發討等 維 
向の 賴^ 

^^朝 あ、 

め 追 度 


れば、 一 門僉議 して、 さらば 打 立てと て、 大將 軍に は 小 松の 權の介 少將維 盛、 副將軍 

に は薩靡 守忠 度、 侍 大將に は 上 總の守 忠淸。 都合 其 勢 五 萬 餘騎と 聞え ける。 中に も 

長 井の 齋藤別 當實盛 は、 東國 の案內 者と して、 先陣 を 給 はりけ り。 治 承 四 年 九月 十 

入日に、 福 原の 新 都 を 立ち、 其 日 は 、 」 や 野に 宿し、 十九 H に 故 京に つ き、 五六 日 逗留 

して、 各 鎧 甲より 弓箭 馬 鞍に 至る 迄、 It  く 計りに 出立 もければ、 見る 人 皆目 を 驚かす。 

廿 五日 故 京 を 立って、 十月 十日に 駿 河の 國淸 見が 關に 着きに ける。 先陣 は ^ 原、 富 

士 川に 進み、 後陣 はう つの やに 支へ たり。 然るに 實盛 は、 東國 の案內 者と して、 先陣 

を 給 はりし かど も、 一 定勝 軍と も覺ぇ ざり ければ、 大將 軍の 御前に 參. o 申しけ る は、 

元 來實盛 は、 宗盛 公の 御 恩、 山より も 高く 海よりも 深く 蒙りて 候。 今度 如何なる 事 

も あらんに は、 見， 奉らん 事 難し。 御 暇 を 給 はって 罷 上り、 大臣 殿 を 今 一 度 見參ら せ、 

又 こそ 歸り 參ら めと て、 一 千 餘騎を 引分けて 京へ 丄る。 權の介 少將維 盛 は、 東國の 

案內 者に 賴み給 ひける 實盛 は、 叶 はじと て 上りぬ。 心 弱く 思 はれ けれども、 軍兵に 

力 を 添 へ ん とて、 よし）^ 實盛 がな き 所に は、 軍 はせ まじき かとて 止まり 給へ わ。 
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上 總の守 忠淸を 先陣に 差 向け 給へ ども、 ためら ひて 進み 戰ふ 事な し。 維 盛 は忠淸 が 

計ら ひに 從 ひて 進み 給 はす。 斯 りければ、 猛く思 ふ 者 も少々 あり けれども、 一人 駆 

出づ べきなら ねば、 富士川に 支へ て 待つ 程に 、味方に は 附副ふ 勢な く、 源氏 は 日に 添 

へ 時を逐 うて、 雲霞の如くに 集まる。 され ども 此川 を、 何方よりも 渡す ベ き やうな 

ければ、 平家の 方に は、 宿々 より 傾城 共を迎 へて、 帶 解き ひろげて、 歌詠み 酒 盛して 

居たり けり。 源氏の 方に は、 明日 廿 四日の 卯の 刻に、 富士川に て 矢 合 ある べしと 定 

めけ る。 平家の 兵 共、 廿 三日の 夜に 入りて、 源氏の 陣を 見渡せば、 夜もすがら 篝の火 

をぞ燒 きたりけ る。 宿々 浦々 にみ ち）/ \« て、 澤 邊の瑩 の 飛び 集まりた るに 似た， り。 

又 夜半 計りに、 富士の 沼に 群れ 居たり ける 水鳥の、 いくら ともなく ありけ るが、 源 

氏の 兵 共の 物 具の さかめ く 音、 馬の 鳴く 聲 などに 驚きて、 一 度にば つと 立ちけ る 羽 

音、 雷 大風な どの やうに 聞え ければ、 平家の 兵 驚いて、 源氏の 近付きて 鬨を 作る ぞ と 

心得て、 す はや 敵の 寄せた る はとい ふ 程 こそ あり けれ。 大將 軍を始 として、 取る 物 

も取敢 す、 甲胄 を 忘れ 弓菔を 落し、 長 持. 皮籠禽 鞍 共に 至る 迄， 猞て、 迷 ひ 逃 上る • 


親 は 子 を も 知らす、 從者は 主 を も 顧す、 只 我れ 先にく にと ぞ 落ちたり ける。 此 H 

頃 呼び集めて 遊びつ る 遊君 共、 或は 踏 殺され、 或は 手足 踏 折られて、 はう./^ 泣き 逃 

去りに け.^。 見逃と いふ 事 こそ、 昔より 申 傅へ た， 9* それ だに も 心 憂 かるべき に、 

是は聞 逃な り • 源氏 は斯く とも 知らす して、 廿 四日の 曉に、 鑣を 揃へ 瀨 踏して、 鬨を 

作， Cv 寄せ たれ ども、 平家の 陣には 人 もな し。 其 跡 を 廻って 見る に、 忘れた る 物 ども 

多し。 大に 怪しみ をな す。 若 京都に て、 源氏の 方 人の 惡事を 始めた るに 依って、 馳 

せ 上， O たる やらん とい ふ處 に、 頭 を 踏み わられて、 病臥せ る 女 一 人 あり。 こ はいか 

にと 間へば、 此 日頃 愛に て 遊びつ るが、 過ぎぬ る 宵 迄 は 、さりげ もなかり つ。 夜半 計 

,9 に此 殿原 俄に 騷ぎ あわて、 震 ひ 迷 ひて 立ちつ る 時、 馬に 踏まれて 斯く 侍り。 され 

ば 水鳥の 羽音 夥しぐ ありつる に、 驚かれつ るに やとい ふ。 源氏の 兵 申しけ る は、 げ 

にも 今夜の 鳥の 羽 1 昔 は、 常よりも 夥し かりつ るな う。 それに 驚きて、 敵の 鬨を 作る 

かとて、 京 家の 者 共 なれば、 寢 ぼれ て 逃げた るよ など、 口々 に 笑 ひ 合へ う。 去 程に 頼 

朝 は、 猶も續 い て攻む ベ か. O しか 共、 さすが 後 も覺柬 なしと て、 縑倉 へ 歸られ ける • 
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新 院巌島 の 御 幸 附淸盛 奉， 勸，， 起請 1 事， 

治 承 四 年 九月 廿ー 日、 新 院又嚴 島へ 御幸 あり。 抑此御 祈誓 は、 一年 法皇の 鳥 羽 殿に 

打 籠られ させ 給へ る 時、 御 祈誓 ありけ るが、 御 願 成就して、 法皇 事故な く 鳥 羽 殿より 

都へ 還 御 あ，？ き。 從 つて 入道 も 思 ひ 直さる と 聞え し。 されば 彼 明 神の 驗 にやと ぞ 

覺ぇ ける。 此 度の 御幸 も、 其 御 かへ り まう しの 爲 なるべし。 さし も 深き 御 志な り。 

神明 も爭か 御 納受な かる べき。 御 願文 御 自ら 遊ばして、 攝政淸 書せられ ける とか 

や。 されば 新院、 始は熊 野 御參詣 のこと に 思 召し けれども、 仰せ 出す 御 事 もなかり 

ける に、 賴朝 追討の 宣下の 後、 入道 又 夜に 入りて 參 りたり ける に、 新院の 仰に は 、東 4 

國の 兵亂の 事、 賴朝は 一人な り。 討 手の 使 は 三人な り。 別の 事 あら じ。 心安く 思 召 

せ。 早ぐ 其 祈いた さるべし。 先づ嚴 島へ 參られ よかし。 さらば 我 も 思 ひ 立たん と 

仰 下されければ、 入道 餘の 嬉し さに 手 を 合せ、 悅び 泣して、 關 東へ は 若者 共 を 差 下し 

て 候 へ ば、 誠に 何事 か は 侍る ベ き。 鳥 風なら ば こそ。 此等を 差 越えて は、 賴 朝に 勢 附 


參淸 
詣盛 
嚴 
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ぐべき とも 存せ す。 皆々 防ぎ 止めなん。 賴 もしく 候。 敕定の 如く 厳 島へ 御供 仕り 

て、 天下 安 穩の事 を 祈， o 申すべし とて、 俄に 出立ち 參ら せて 御幸 あり。 御供に は 入 

道大 相國. 前の 右 大將宗 盛. 大納言 邦 綱. 藤の 大納言 實國 • 源の 宰相 中將通 親. 頭の 左 

中將 重衡. 宫內 の少輔 楝範. 安藝の 守在經 以下 八 人な り。 彼 島に 着かせ 給 ひて、 御參 

社 以前に、 入道と 宗 盛と 父子 二人、 院の 御前に 參 り 寄りて、 自餘の 人々 をば 退けられ 

て、 入道 申されけ る は、 東 國の亂 逆に 依って、 賴朝を 追討す べきの 由 御 宣下の 上 は、 

不審 は 候 はね ども、 源氏に 二心 あら じと 御 起請 遊ばして、 入道に 給 はりお はまし 候 

へ。 心安く 存じ、 愈 御宮 仕 申 候べ し。 此 言葉 聞 召し入れられ やば、 君 をば 此 島に 捨 

置き 參ら せて、 歸り 上り 候 ひなんと 申しければ、 新院 少しも 騷 がせ 給 はす 、良 御 計ら 

ひあって 仰せけ る は、 今めかし、 年頃 何事 を か 入道の 申す 事 を 背きた る。 今 明 始め 

て 二心 ある 身と 思 ふらん こそ 本意な けれ ば、 彼 起請 い と 易し。 いかにも いふに 隨ふ 

ベ しと 仰 ありければ、 前の 右 大將硯 紙 取り 參ら せり。 入道 近く 參 りて さ、 やき 申し 

ければ、 其 ま、 遊ばして 給 ひぬ。 入道 是を 開き 拜 みて、 今 こそ 頼もしく 候へ とて、 大 

新院厳 島の 御幸 附涪盛 泰レ勸 -I 起請 一事  一き 一 
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將こ 見せら る。 宗盛、 此上は 左右の 事 あるべ からすと 申す • 相國 取りて 懷に 入れて 

立ち 铪 ひける が、 世に も 心地 よげ にて、 各 御前へ 參らせ 給へ と 申しけ る 時、 邦 綱の 卿 

參られ でり。 怪しと 思 はれ けれども、 人々 口 を 閉ぢて 申す 事 もなかり ける に、 重衡 

の 朝臣、 いかに ぞ やと、 阿 翁に さ、 やきければ、 打うな づきて 心得た る體 なり けれど 

も、 御 共の 人々 は 其 •  心 を 得す、 國庄を 給 は りたる か、 いか 計りの 悅し給 へる ぞ 、いと 

覺柬 なく 思 はれた， 9。 其 後 御社 參ぁ りて、 神馬 神 寶參ら せて 御 啓 白 あり。 新 院御宸 

筆の 御 願文に いはく、 

盖閒、 法 性山靜 十四 十五 之 月 高晴。 權化地 深 一 陰 一 陽 之 風 旁 扇。 方便 カ用不 ^可= 測 

量， 者歟。 夫 嚴島者 名 稱普閬 之 場， 効驗無 雙之砌 也。 遙嶺之 廻-社 壇， 也、 自顯 ：- 大悲之 

高峙； 巨 海 之 及，， 祠 宇-也、 喑 表-弘誓 之 深湛； 仰， 之 明徳 在， 頂、 現當 之望必 滿歸. 之。 答 

貺，， 隨心鏡 谷 之應惟 新-也。 凡 率土 之 濱靡然 向， 風 U 伏 惟初以 -庸 昧之 身； 忝 蹈，， 皇王之 

位-握，， 乾符， 兮。 顧-微分； 鎭 迷-南面 之 理-政 望，， 四海， 兮。 耻， 簿德更 無，， 萬 民 之 威仁； 仍 

守，， 謙遜 於厲鄕 之訓； 樂，， 閑 放 於 射 山 之屬； 而後 偸 柚- 一 心 之 精 誠； 先詣， a 島 之幽； 遂-- 


機感純 熟； 欽仰彌 切者 也。 是宿善 之 所 k 也。 豈 非，， 深 信梦然 乎。 S 瑞籬之 下 、仰-冥 

恩， 擬，， 懇念， 而 、流-汗 寶宮之 裏； 垂，， 靈託- 有-其 吿 A ー銘サ 肝。 就中 殊指， -佈畏 謹慎 之 期； 專 

當，， 季夏 初秋 之 候- 而、 間 病疴忽 侵、 彌 思-神威 之不： んノ、 萍桂 頻轉猶 kr- 襻術之 施- 驗、 雖 

お，， 祈禱； 難 ま-霧 霞； 不， 如； a- 心府之 志-重 欲 r タ斗藪 之 行，。 因 k 白 藏已闌 之 律、 玄 

英 漸近 A 一。 天殊， 齊肅； 遂次 豫參。 潢々 寒 嵐 之 底、 臥，， 旅 泊， 而破 ま。 凄々 微陽之 前 • 

望，， 遠路， 而 眼。 遂就， 粉楡 之砌； 敬 淸淨之 筵； 奉， 書-, 寫 色紙 墨 字 妙法 速華經 一 部 

八卷. 開 結 般若 心. 阿彌陀 等經各 一 卷： 手自奉 S 書- 寫 金泥 提婆品 一 卷； 文々 之盡， 懇精； 

^施，， 紫 磨 於 瑠璃 之 上； 字々 之隔- 妙 跡： 未 波 於 張 池 之 中； 冲襟之 至 世垂- -哀樊 

于レ時 蒼 松 蒼 柏 之 陰， 共 添，， 善 利 之 稀.； 潮 去 潮 來之響 •  ^和，， 梵唄 之^; 法會得 處隨喜 

雙催 • 抑 弟子 辭，， 北闕之 P 八箇 U 矣。 雖 kl, 涼 燠 之 多； 廻， 凌 西 海 之浪， 二 筒 度お。 0 

知-機 綠之 不^ a 歸侬之 思； 此故 增，， 進竭仰 之 志； 因， 玆 堅固 如^ r 今度 忝 至-苔 瓱； 奉 

, 添，， 松府 神； 而有』 レ 8 我 願； 殊 お 白蓝， 奉， 祈-紫 宮； 一 旦：山 機 之 化 ，腐 被^ Ha 

展 之^, 惟久。^ 子 病患 忽散 * 傅：， お W 道士 之 方. 毒算無 疆論. 山中 射お 之 命； 0S 

新院嚴 島の 御幸 附铙 铬舉 K 勸-- 起請 一 事  1SHI 
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者 混，， 俗塵， 而、 濟， 生 利， - 人界， 而振 或 三 公 九 卿 之^ 或 芻 莞臺齡 之 輩、 朝 祈 之 客 匪 

二。 暮赛 之者且 千。 但 尊貴 之 歸敬雖 V 多、 院宮 之往來 未^^ 之。 禪定 法皇^ 貽" 其 儀； 

弟子 眇身徐 運 ，，其 志； 彼 嵩高 山 之 月 前、 漢武未 和 光之 影； 蓬 萊洞之 雲 底、 天 仙 空 

隔，， 垂跡 塵； 如き 社-君 曾 無-比類； 仰 願大明 神、 伏 乞 一 乘經. 新 照-丹 術- 忽彰- ま應 ^ 

敬白。 

治 承 四 年 九月 廿  一 0 太 上天 皇御諱 敬白 

とぞ あ， 9 ける。 御供の 人々 參 社の 神 女 迄 も、 隨喜の 思 をな して • いよ/ \ 明 神の 効 

驗を 尊み ける。 

新院嚴 島より 還 御 ^ 御 起請 に^れ 給 ふ 事 

十月 六日、 新院嚴 島よ， o 還 御 あり。 遙々 の 海路 を、 御舟に て 事故な く歸 b 上らせ 給 

ふ。 源 中將通 親の 卿、 御前に 參， o て 申されけ る は、 哀れ 面影に 立ち 給 ふ 西 海の 波路 

かな。 和 光の 惠 とりぐ にこ そ 侍れ。 或は 深山 岩窟に 瑞籬 をし めて、 野獸を 導く 神 


条 きえ ぉ^ 新 
ふ 歎の 院 
"、檳 、 
せ暴洁 


明 も あ， 9。 或は 海 岸 水 邊に社 壇 を 並べて、 淵 魚 を 助く る 靈應も ゐ，^ 誠に 嚴，： S の 

景氣、 拜み 奉り 候 ひし 思 出に - 」 そ 侍れ。 さるに て も 彼 島に て は、 何 文 を 遊ばし、 大相 

國には 給 は b 候 ひしに やと 申されければ、 新院 はらく と 御 涙 を 流し 給 ひて、 去 事 

あらき。 彼 文書 かすば， 朕 を 捨て、 上らん とい ひし かば、 源氏に 同心なら じと、 入道 

が 申す 儘に、 起請 を 書きて たびたり しな， o。 ながらへば 見 るら め。 我 は 入道に せた 

め 殺されん する ぞ。 爲義. 義 朝が 惡 事と かや も、 見ねば 知らす。 それ も 一天の 主に、 

おさ 

直に 起請 書け と はよ も. H. さじ。 是を目 ざまし と 思 ふに、 我 身の 起請に うて ゝ、 世に 

ある まじき 故な， o と、 泣々 さ、 やかせ 給 ひけり。 逋 親の 卿 も 涙ぐみ 畏 つて、 其 事 御 

歡 きに 及ぶ ベ からす。 人の 持てる 物 を、 心の 外に 賺し 取り、 人 を 威して、 思 ふやう の 

文 を 書か. せんと 仕る をば、 乞 素 壓狀と 申して、 政道に も 用 ひや、 舯も佛 も棄て させ 給 

ふ 事に て 候ぞ。 左 樣に申 行 ふこ そ。 却て 其 身の 咎 にて 侍れば、 空恐ろしく 候。 何 か 

は 御 苦しみ 候べき と、 忍びやかに 慰め 申されけ り。 去 程に 十 一 日に、 夢 野と いふ 所 

に 新しき 御所 を 作.^ て、 御 渡 り あ る？ き s、r< 近， 相阈屮 され けれ ば、 法 C?-: 御與 におし 

靳院厳 島 i リ^ 御附御 起^に 恐れ 給 ふ 事  g 
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て 御幸 あ，^ 左 京の 大夫 脩範 一 人、 御供に 候 ひける • 名 もい まくし き掼の 御所 を 

出で させ 紛 ひて、 尋常の 御所に 移り 入らせお はしまして、 御 心^く 渡らせ 給 ふ も、 嚴 

しるし 

島の 御幸の 驗な りと ぞ おぼしめ しける • 
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鎮朝義 經に對 面 W 伊勢三 郎義盛 義經に 相 隨ふ事 

抑義經 は、 母 は 九 條の院 の 雜仕常 盤な う • 故 下野の 守 左^ 頭義 朝に 相 具して、 三人 

の 男子 を 生む * 義朝平 治の 兵亂 に、 言 甲斐な ぐな b し 後、 大貳淸 盛の 許より 使 を 立 

てゝ、 常 盤 を 尋ねければ、 中々 に 逃れ 隱れ ても惡 かわなん とて、 十歲に 未だ 満たざる 

子供 三人 かい 持ちて、 泣々 淸 盛に 會ひた りけ 、. 容貌 事樣 よ. o 始めて、 心 立に 付き 

て、 思 ひ 增す樣 な b ければ、 情 あ. る 女な ちとて、 淸盛通 ひける 程に、 お 一 人 儲けた 

廊の御 方と て、 花 山の 院の內 大臣 § 北の方に てお はしける。 船 おの 體に候 はれけ る 

は是 なり。 淸盛 心に 情 ありて、 彼繼子 三人 を 憐れみ、 中々 に 披露 ある まじ。 我 子と 

いはん i て、 各 法師に なれ. とて 敎 ければ、 常 盤. 悅. びて、 太郞を も法师 になして、 

顆 £ 餒に對 M 伊^;  二^ 義^ 義輕 に 相 隨ふ事  .1 


後に は縑 倉の 惡蟬師 とい ひき •  ^郎 をも^ になして、 義 Mi いひき。 三 郎^ 義終 な 

り。 此の 義經 幼き より、 鞍馬 寺に 仕へ させせ、 沙那王 殿と いひけ る。 學文 など せん 

とい ふ 心なぐ、 只 武勇 を 好みて 、弓矢. 太刀 力 • 飛越. 力業な どして 谷峯を 走り、 稚子 

共 弱輩 招き 集めて、 碁雙六 隙な かりければ、 師匠 も 持 あっか ひて 過し ける， 十し、，， 

な b ける 正月に、 師の 僧の いひけ る やう は、 今 は 僧に なりて、 父の 後生 を も 弔 ひ 給へ 

かし. 男に ならん と 思 ふ 志なん どお はする か。 さあら ば此 世の中に おはし ますべ 

きに あらす。 世に なからん に 取りて は、 男の 義 あるべ ぐ もな しなん ど、 懇に 語りけ 

る S 、此兒 打 笑 ひて 答へ ける は、 僧 は 聖敎を 讀み學 し、 書籍 を 偉へ 習 ひた. る こそ、 さ 

る やうに てよ けれ。 斯樣に 文 S の 身に て は、 法師に な. o た， ci も、 非人に てこ そ あ 

らめ とて、 い i 心 入な かりけ る。 師の 僧、 此氣色 を 見て 申しけ る は、 人の 果報 は、 L 

夫の 知らざる 事な り • いかにも 覺 さん 儘に し 袷へ とて、 笑 ひて 止みに け.^ さて 七 

、此兒 物 思ふ樣 にて ありければ、 彼師 怪しと 思 ひて、 慰めな どす る處 に、!；； ひよ 

b 持 習 ひたりし 弓矢 を 取り、 夜の 間に 此兒 失せに けり。 東西 尋ね けれども、 兒 見え 


_ す。 母の 常 盤 も 同じぐ 尋ねけ り • 其 年の 二月に、 此師の 弟子な りけ る惯の 、尾 張よ 

b 上りたり ける が 、萬の 物語 申しけ る 次に、 誠 や 不思議の 事 侍 ふ。 愛に おはし ませ 

し 沙那王 殿 こそ、 男に なりて、 金 商人に 具して. 奥の 方へ 下り 給 ひしが、 僻目 かとて 

よぐ ^(^見し かば、 未だ かね も 落さ やして おはしき。 忍びやかに 物申さん と m 心 ひ 

て、 忍びに 如何に やと 申し 候 ひし かば、 少し 物 は ゆげに 覺 して、 其 事に 侍 ふ • 師の御 

房、 僧に なすべ き 由、 懇に 仰せ 候 ひし 旨、 其 謂 候 ひき • され ども 人 問に 生る 、事 は、 

有難し と 申す ぞ かし。 いかにもして 父の 恥 を 尊がん と、 年頃 鞍お 寺の K 沙門に 祈り 

申しき。 身の 果報 を 天道に 任せ 參ら せて、 東の 方へ 罷る なり。 坂 東に 名 ある 者、 一 

人 とし て 父祖 父の 家人なら ぬ は なしと 承 は れば、 さ， o とも 賴 みて 見ん と 思 ひて 罷 

るな り。 事の 次の あらん 時、 此由師 の 御 房に 語り 給へ。 文なん どに て は 落ちる 寧 も 

ちき 

あり。 必ゃ 人 傅なら で 直にと 語り て、 は ら> (^と 涙 を 流し 候 ひしと ぞと 語，？ けれ 

ば、 彼 師も釉 を 絞りつ ゝ、 いかにして 其 迄 は 下り 付かれん とて、 忍びて 母の 許に 行き、 

此由 をい ひければ、 常 盤 手 を あが ひて、 いやく 努々 此事又 人に 語. o 給 ふな • 空 恐 

賴朝義 經に對 附 伊勢三 郎義盛 義锊に 相 隨ふ事  ニー 
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ろしと て 丘み にけ. o，  ^頃 伊勢の 國の 住人 江の 三郎義 盛と て、 心 猛き者 あ， o き • あ 

た、 け 山に して 、伯母 聱に 與權の 頭と いひけ る を 殺した， o し 科に、 禁獄せられ ける 

が 、赦免せられ て 後、 東 H に 落 行きて、 上野の 國荒卷 の鄕に 住みけ るが、 旅人 一 人來 

つて 遊ぶ。 篛盛、 我 も 本 は 旅人な りき。 慰めん と 思 ひて 、何となく 睦し ぐて、 日頃 遊 

びけ るに、 いかにも 直 人と 見え ざり ければ、 義盛 兎角 勞 トノ けり。 又此 旅人 も、 g 盛 を 

よき 者と 見て ける にや、 互に 馴れ 遊びて、 年經る 程に、 義盛 申しけ る は、 我 をば 翁 盛 

と 知 b 給へ るに や • 殿 をば 誰と も 知り 苯らゃ • 今更 問 ひ 車るべし • よも 義 盛が 敵 

にて はお はせ じと いひければ、 旅人 答へ ける は、 人 は 家 をば 賴 まやして 心 を 頼む* 

見慣れ 參ら せて 久しくな りぬ • 是は 父母 もな し、 親械 もな し。 天より 天降りた る老 

なりと て 過し ける 程に、 鎌 倉に て、 流人 源の 兵衞 佐の 謀 奴 g して M るぬ 聞え ければ、 

旅人 義盛 にい ふや う、 下人 一人 やと はかし 給へ • 四 五 U が 程に 返すべし。 年 S の 本 

意に 侍りと あう ければ、 篛盛 是非の 言葉な く 、藤 太 冠者と いひけ る 奴 子 を 召して、 己 

をば 此 殿に 奉るな hNa いかにも 仰に 隨へ とい ひて けり。 さて 彼 下人と 此 旅人と、 懇 


に 耳語き 物語して、 終夜^ 息 書きて、 明くる 朝に 出し 立て、 旅の 殿の 敎の 儘に、 藤 太 

冠者 は 鎌 倉に 行 付きて、 兵衞の 佐の 坐し ける 館 を 見る に、 容易く 人の 行 至る べき 樣 

もなかり ければ、 身の 毛よ だって s: に 佇む。 暫し こそ あれ。 いっとな く 佇 ひ 程に、 

人々 怪 みて. あはれ 何者 ぞと 尋ねめ，^ ける 時、 懷ょり 文 を 取 出し S しければ、 暫 ある 

程に、 返事 を 持ちて 出で て、 九郞 御曹子の 御 使と 呼び けれども.， 膝 太 冠者 心得す して 

居た， o しに、 文 を 取次ぎ たる 人出で 來て、 あれ こそ はとて、 藤 太 冠者 を 呼びて 返事 を 

取らせ、 詞に は、 疾々 御 渡.^ 候へ と 申せと ぞい ひける。 藤 太 冠者 急ぎ 歸り て、 旅の 殿 

に 返： 樂 渡して 後に、 此有 樣を義 盛に 語る。 義 盛志淺 から ざり つる 上に、 愈 ii しくて、 

九郞 御曹子と 申して 冊き、 主 從の蹬 をな す •  W 篛經 取る 物 も取敢 や、 郎等 廿餘騎 打 

逑れ て、 鎌 倉へ 上られけ り。 義盛ー の 郎等たり。 夜に 入.^ て 鎌 倉に^ く • 明くる 朝、 

義盛を 以て 申 入れられ ける は、 是は故 左^の K 殿の 子息、 九 條の曹 子 常 盤 腹に、 牛お 

と 申 侍.^ しが、 後に は沙那 王と て、 京の 北山 鞍馬 寺に ありし か ^、世の中 住訖 びて、 奥 

州に 落下り て、 九郎冠 K 義經と 申す 者に て 侍る。 兵衞佐 殿、 一 院の 御^ を^ら せ^ 

睽朝 義^に 對面附 伊勢三^ 義盛義 餒に相 隨ふ事  S 


賴 朝義經 

對面 
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ひて、 平家 追討の 披露 あるに 依って、 一 門の 我執 を 存じ、 御 力 を 付け 車らん 爲に、 夜 

を 日に 繼 いで 馳せ參 りて 候。 申入れ させ 給へ と宣 ひければ、 兵 衞の佐 聞き も敢ゃ 、 

涙 を 流し 請じ入れ 給 ひて、 いかに-,^ さる 事 候らん。 賴朝敕 勘 を 蒙りし 身 なれば * 

さつ 

音信 叶 ひ 難し。 平家 追討の 院宣 を 下し 給 はって 後 は、 他事な く 其營の 間、 急と S ひ 

寄ら ざ. O つるに、 聞 敢ゃ御 渡り、 嬉しと は 事 も 疎に 侍る a 昔 八幡 殿の、 後三年の 合戰 

の 時、 弟に 兵衞の 尉義綱 は、 折節 帝王に 仕へ 候 ひける が、 兄の 行方の 覺柬 なさに、 御 

暇 を 給 はりて 罷 下る ベ き 由 奏聞し けれども、 御 許な かりければ、 陣 家に 弦 袋 を 掛け 

て 逃 下りて、 金澤の 館へ 參 向したり ければ、 八幡 殿 殊に 悅び給 ひて、 故 賴義の 朝臣の 

おはしました ると こそ 覺 ゆれと て、 淚を 流し 給 ひけり • 只今 御 邊の御 渡り、 それに 

少しも 違 はす • 故 左 馬の 頭 殿と こそ 見 奉り 候へ とて、 互に 釉を 絞り 給へば、 大名 も 

小名 も、 皆 鎧の 釉を濕 らしけ り。  . 

賴朝 勸赏附 平家の 方 人 罪科の 事 


大袅隶 親 

ゆらる 


兵蔚の 佐賴朝 は、 先 づ勸賞 を 宛 行 ふ べしと て、 遠 江 をば、 安田の 三 郞義定 に 給ぶ • 駿 

河 をば、 一條の 次 郞忠賴 に 給ぶ。 上總 をば、 介の 八郎に 袷ぶ • 下總 をば 千 葉の 介に 

給ぶ • 其 外 奉公の 忠 により 、人望の 品に 從 つて、 國々 庄々 を 分け 铪 ひけり • 次に 罪 

科の 輩、 其 沙汰 あるべし とて、 大 場の 三 郎景親 をば、 介の 八郞預 つて、 禁め 置きたり 

ける を、 繩 付け 引つ ばり、 御前の 大 庭へ 引出で 參り たり。 舍 兄に 懷 島の 平權の 頭、 人 

手に かけんより とて、 申 給 はって 切って げり • 其 子の 太郞 をば、 足 利の 又太郞 承つ 

て 切り、 俣 野 五郎 は 通れ 難き 身なりと て、 忍びて 京へ 逃 上りに けり。 海老 黨に荻 野 

五郎 末 重 は、 石橋の 軍の 時、 源氏の 名 折に、 いかに 敵に 後 をば 見せ 給 ふぞ。 返し 給 へ 

返し 給へ と 申したり し 者な，^ 裸になし 引 張って、 引出で 參れ り。 兵 衞の佐 殿 は、 い 

かに 末 重-石橋の 合戰の 時の 詞 忘れす やとて、 門外に て 切られけ トノ。 舍弟 二人 子息 

一人、 同じく 切られぬ • 斯樣に 首 を 刎ねら る、 者、 六十 餘とぞ 間え し。 山の 內. 瀧 口 

た j,.  くら 

の 三郎. 同じく 四郞 は、 廻文の 時、 富士の 山と 丈比べ 、猫の額の 物 を、 a の 伺ふ定 やな 

んど と、 惡 口した b し 者な り。 大 庭に 召 出された.^ 兵 衞の佐 殿^ ひける は、 汝が 
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荻 野末 重 
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父 俊 綱 並に 祖父 俊述 は、 共に 平 治の 亂の 時、 故 殿の 御供に 候 ひて、；^ 死したり し 者な 

其 子孫と て殘り a まれり。 我れ 世 を 知らば、 如何にもい とほし みして 世に あら 

せ、 祖父 親が 後世 を も 弔 はせんと こそ 深く 忍 ひしに 、^長に 遭うて 々の 惡ロを 吐 

き、 剩へ景 親に 同意して、 賴朝を 射し 條は、 いかに 富士の 山と 長 比 i いひし かど も、 

世 を 取る 事 も ありけ とて、 土 肥の 次郎に 仰せて、 速に 首 を 刎ねよ と 下知し 給 ふ。 

實平 仰に 依って 引 張って 出で ぬ。 暫く 館に 置きて、 歸り參 りて 申しけ る は、 瀧 口 三 

郎 兄弟が 事、 惡 口と 申し 合戦と 申し， 忽に首 を 刎ぬ ベ けれども、 彼等が 親視父 は、 

御 錠の 如ぐ 故 殿の 御 命に 代りし 輩な り。 愚なる 心に 、思慮な く 申した る 者に てこ そ 

侍れ。 只所帶 をめ して、 命 計り を 生けられて、 彼 恩. 分に 報 はせ 給 は く 俊： a. 俊 綱が 

おつ ば な 

魂魄 も 喜び、 故 殿の 御 菩提の 御 追善と もなら せ紛 ひなん。 追放ち 候 はば や。 命 生け 

て 侍る とも、 謀叛な ど 起すべき 仁に も 候 はすと、 細々 に 申しければ、 兎も角も 相 計ら 

ふべ しと 宣 ひければ、 實： 牛 宿所に 歸り て、 事の 仔細 由-合め て、 兩 人が 髮 切り出 家せ さ 

せて、 追放ち ければ、 手 を 合せ 喜び 出で にけ，^ 長 尾の 五郎 は、 佐奈 田の 與 r か 敵な 


KV, 召 出して、 與 1 が 父 岡 崎の 四郞に 給ぶ。 義實 めし 縛め て、 明日 首 を 刎ぬべき に 

て ありけ るが、^ 後の 听作 i 思 ひ 入りて、 終夜 法 華 經を讀 みけ，^ 岡 崎 人 を 呼びて、 

經の聲 する は、 何者が 讀むぞ と 問 ふ。 囚人 長 尾の 五郎な りと いふ。 轉讀功 積り たり 

ける にや、 今夜 を 限りと 思 ひける 哀れ さに、 信心 を 致して 讀 みければ、 岡嵴 肝に 銘し 

て 尊く 聽聞 しける • 後 朝に、 兵 衞の佐 殿に 叁 りて 申しけ る は、 長 尾の 五郎、 今日 切る 

べきに て 候が、 終夜 法 華經を 轉讀し 奉る。 世に 尊く 覺ぇ候 ひき • 在^の 身と して、 

{ 仝に 讀覺 ぇノ のれ 程に 功 を 入れ 參ら せて 候 ひける 事、 有難く 覺ぇ候 • 忽に 首を切ら 

ん事、 冥 衆の 照 覽其恐 あり。 譬ひ 切りたり とも、 與 一再び 生返る ぺ からす。 いと》 

おつ ft 

罪業の 基と な， 9 て、 惡 趣に 沈み 候 ひなん • 然るべ くば 與 一 が 孝養に、 追放し 候ひ恃 

らば やと 相存 候， 其 事 叶 ひ 難く 候 は V 、他人に 仰せて、 罪せら る ぺ く 候と 申せば、 兵 

衞の佐 殿 稍 案じて、 與ー が 敵 なれば、 汝に 給び ぬ。 又^ 上 は、 如何 やうに も 義實が 計 

ら ひなるべし。 左 樣に咎 を 法 華經に 許し 奉らん 事、 誠に 神妙な り • 汝が 悼み 申す 事 

を、 我れ 亦 罪すべ からすと 仰せければ、 岡崎悅 びて 罷歸 りて、 長 尾の 五郎 を 呼びす^、 
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. 御邊は 大方に 付けても、 罪科 輕 からす。 篛實に 於て は與ー が 敵な り • 時刻 廻らす ベ 

からす、 切る ベ き 者 なれ ども、 終夜 法 華 經を讀 み 給 ひつれば、 兵 衞の佐 殿に參 り て、 死 

罪 をば 申 宥め 候 ひぬ。 御邊に 組し 與 一 を 殺され、 御邊 互に 然るべき 善知識に こそ あ 

りつら め。 今 は 出家し 給 ひて、 片山里に 閉籠. o、 靜 に經讀 み念佛 して、 與 一 が 後世 を 

弔 ひて 給べ とて、 則ち 僧 を 請 じ 入道せ させて、 袈裟 衣た も 着せ、 僧の 具足 共 調へ たび 

て、 許し 出しけ り。 岡 崎の 四郞、 情 ありと ぞ 申しけ る。 瀧 口の 三郞 は、 父祖の 忠に報 

いて 命 を 生き、 長 尾の 五郞 は、 轉讀の 功に 依って 死 を 許された， o。 刀 杖 不如毒 不能 

害、 今 こそ 思 ひ 知られ けれ • 凡そ 忠 ある 者 をば 賞し、 罪 ある^ をば 誅し給 ふ • 入箇 

a の 大名 小名 * 服 前に 打隨 へて、 四角 八方に 並居つ、、 非番 當番 して 守護せられ、 K 

勢 四十 萬餘 騎とぞ 記しけ る。 吳 王の 姑蘇臺 にあり しが 如く、 始皇の 咸陽宮 を 治めし 

に 似たり。 靡かぬ 草木 もなかり けり。 

若宫人 幡宫を 祝 ふ 事 


宮造營 


兵 衞の佐 殿 は、 賴朝運 を 東海に 開き、 其 上天 下 を 手に 取る 事、 所々 の靈 夢、 折々 の隨 

想。 併しながら 八幡 大 菩薩の 御 利 生な り。 都へ 上る 事 は 容易す からす • 大 菩薩 を 

勸 賞し 奉る べしと て、 鎌 倉の 鶴が 岡と いふ 所 を 打開き て、 若宮 を 造營 して、 靈神を 就 

ひ 奉る。 社殿 金 を 鏤めて、 馬場に 砂 をい ろへ たり。 朱の 王 垣 照り 光り、 綠の 風 影 

すさまじ。 祭 鱧 四季に 怠らす、 神 女 日夜に 再拜 せり。 其 外 堂塔 僧坊 繁 HHr 供 佛施僧 

不斷な り。 入道 相 國是を 聞きて、 いと》 安から す 思 はれけ る。 


-ら か 


鱸 の 奏.吉 野の 國栖の 事 

斯くて 太 政 入道 淸 盛の 計ら ひに て、 去ぬ る 六月 二日に、 都 を 福 原に 移され けれども、 

山門の 訴頻 なりければ、 力 及ばす、 十一 月 二 日 に、 俄に 都歸 ありけ. 5, 去 程に 其 年 も 

暮 行きて、 治 承 五 年 正月 一 日に なりに け， o。 改の年 立 返り たれ ども、 內裹に は、 東國 

の 兵 革， 南都の 火炎に 依って 朝拜 なし。 節會 計り 行 はれ けれども、 主上 出御 もな し • 

關白 以下 藤氏の 公卿 一人 も參ら す。 氏寺 燒 失に 依ってな り。 ロハ 平家の 人々 少々 參 

若さ 八幡宮^^ ふ 事 蹬 の奏吉 野の 國洒の 事  M 


踵の 奏の 

事 


吉 野の 國 

洒の 事 
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つ て、 執行 はれ けれども、 それ も 物の 音 も 吹鳴ら さや、 舞樂も 奏せす、 吉 野の 國洒も 

叁ら や、 鳆の奏 もなか 5 け，^ たまく 行 はれけ る 事 も、 皆々 形 計りに ありけ る。 

膣の 奏とは 魚な り。 天智 天皇の 未だ 位に 卽き給 は ざり ける 時、 君 は 乞赏の 相お はし 

ますと 申しければ、 我れ 帝位に 卽 きて、 乞食すべき にあら や。 備 へ る 相 又遁れ 難き 

か。 御 位 以前に、 其 相を果 さんと て、 西 國の御 修行 あり。 筑 後の 國 江の 崎 小 佐 島と 

いふ 所 を 通らせ 給 ひける に、 疲れに 臨み 給 ひたれ ども， 供御 參ら する 者 もなか. りけ 

れば、 綱 を 引ぐ 海人に 魚 を 召されて、 御 疲れ を 休めさせ 給 ひ、 我れ 位に 卽き なば， 

必ゃ 供御に 召されん と 思 召され、 其 名 を 御 尋ね ありければ 、鱸と 奏し 申したり。 帝 

位に 卽 かせ 給 ひて、 思 召し出で つ、、 召されて 供御に 備へ けり • 其よ b して 此魚 は、 

祝の 例に 備 ふると かや。 吉 野の 國栖と は、 舞 人な り。 國栖は 人の 姓な に 淸見 原の 

天皇、 大 伴の 王子に 襲 はれて、 吉 野の 奥に 籠. ， 人 岩屋の 中に 忍びお はし ましけ るに、 

國栖の 翁 、薬の 御料に うぐ ひとい ふ 魚 を 具して、 供御に 備へ苯 る。 朕 帝位に 上らば、 

翁と 供御と を 召されん と、 思 召されけ るに 依りて、 大 伴の 王子 を誅 し、 位に 卽 きて 召. 


されし より 以來、 元 曰の 御 祝に は、 國栖 の翁參 りて、 桐 竹に 鳳凰の 装束 を 給 はって 舞 

ふと かや。 豊の 明の 五節に も、 此翁叁 りて、 栗の 御料に うぐ ひの 魚 を持參 して、 御 祝 

に 進る。 殿上より 國栖と 召さる ゝ時 は、 聲 にて 御 答 を 申さす、 笛 を 吹きて 參る なり • 

此 翁の 叁ら ぬに は、 五節 始まる 事な し。 斯る 目出度き 事共 も、 兵 革 火炎に 依って 奉 

らす 

舂日 垂迹の 事 

二日 天慶の 例と て、 殿上の 宴醉 なし • 男女 打 潜みて 、禁中の 有樣、 物 も 淋しく ぞ 見え 

ける。 禮儀 もこと ぐに 廢れ ぬ。 佛 法王 法. 共に 盡 きぬる 事 こそ 悲し けれ。 四日 南 

都の 僧綱 解官 せられ、 公 請 を 止め 所領 を歿收 せらる。 東大寺. 興 福 寺. 堂 舍佛閣 も 塵 

灰と な， 9、 若き も 老いた る も、 衆徒 多く 滅 して、 たまく 殘る輩 は、 山林に 身を隱 し、 

便 を 求めて 跡 を^し、 止 住の 人 もなかり ける に、 上 綱 さ へ斯く なれば、 南都 は^し 乍 

ら. D び畢 •〔 ぬるに こそ。 法相 擁護の 春 U 大明 神、 いかなる 事 思 召す らんと 、神慮 誠 

春 日 垂迹の 事  一 六 一 
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に 知， o 難し。 此明 神と 申す は、 昔稱德 天皇の 御宇、 神 護 M 雲 二 年 戊 申に、 白き 鹿に 鞍 

を 置き、 鞍の 上に 柳 を 載せ、 柳の 上に 五色の 雲 « 曳き、 雲の上に 五所の 神鏡と 現 はれ 

て、 常 陸の 國鹿島 郡より、 此 大和の 國三笠 山の 本 宮に垂 跡し 給 ひし 時 は、 御手に 法相 

唯 識卅誦 を 捧げ 給 ひて" 跡 を 占めお はします。 今 斯く人 法 共に t び ぬれば、 冥盧爭 

か 安から んと覺 えた リ。 

大 佛造營 奉行 勸 進の 事 

東大寺 炎上の 後、 大佛殿 造營の 御沙汰 あり。 左少 辨行隆 朝臣、 奉行すべき 由 選ばれ 

けり。 彼 行隆、 先年 八幡宮に 參 つて 通夜した， ^ける に、 示現 を 蒙りけ る は、 東大寺 造 . 

營卩苯 行す る 時 は、 是を 持つ べしと て、 笏を給 ふと 靈夢 を感 す。 打 驚きて 傍 を 見る 

に、 誠に 現に も是 あり。 不思議に 覺 えて、 其笏を 取って 下向したり けれども、 何事に 

か當世 東大寺 造替 ある べき。 如何なる 夢想 やらん と、 心 計りに 思 ひ 煩 ひて、 件の 笏 

を 深ぐ 納めて、 年月 を 送りけ るが、 此燒 失の 後、 辨官の 中に 選ばれて、 行隆 奉行す ベ 


き 由 仰 下されけ る こそ、 思 ひ 合せて 感涙 を 流し けれ • されば 我れ 敕勘を 蒙らす して 

昇進 あらまし かば、 今 は 辨官を 過ぎな まし。 敕 勘に 依つ て 多年 を 送り、 老後に 再び 

辨官 になり、 歸 つて 奉行の 仁に 相當れ り。 前世の 宿綠、 今生の 面目、 來 世の 値遇 迄 も、 

喜ぶ に 猶餘り ありと て、 大 菩薩の 示現に 給 はりし 笏を取 出して、 造 營の事 始めの 日 

より 、持ち 給 ひたりけ ると かや。 又 東大寺の 大勸 進の 仁、 誰に か 仰 付くべき と 議定 

あり。 常世に は、 黑 谷の 源 空 は、 戒德 天に 覆 ひ、 慈悲 遍ぅ して、 人擧 つて 佛の恩 をな 

す。 彼法然 房に 仰 合 めら る べき かと、 諸 卿 推擧し 申しければ、 法皇 卽ち 行隆 朝臣 を 

以て、 大勸進 を 勤 ひ べきの 由 仰 下さる。 法然 房、 院宣の 御 返事 申されけ る は、 源 空 山 

門の 交 衆 を 止めて、 林 泉の 幽居 を 占む る 事、 偏に 念佛 修行の 爲 なり。 若大働 進の 職 

に 候 は い、 定めて 劇務 萬 端に して、 自行 成就せ すと、 堅ぐ 辭し 申されけ り。 重ねた る 

院宣に は、 門徒の 僧 中に 器量の 仁 あり や、 擧し 申すべし と 仰 下す。 法然 房、 上の^ 醐 

に 在し ける 俊 乘房重 源 を 招き 寄せて、 院宣の 趣 申 合め 給 ひければ、 左右な く頜 掌し 

給へ り。 卽ち是 を擧し 申されければ、 俊乘 房、 院宣 を 給 は つ、 て、 大勸 進の 上人に 定ま 
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りに けり。 法 然房宣 ひける は、 相 構へ て 御房大 銅に 食って： 一大事の 往生 忘る ベ か 

らす。 若勸進 成就 あらば、 御 房 は 一定の 權 者な b と 申されけ るが、 事故な く 遂げ 給 

ひに けり。 されば 勸 進俊乘 房. 奉行 行隆、 共に 只 人に は あら じと、 皆 人頭 を 傾け、 り。 

されば 笠 置の 解脫 上人 貞慶. 大佛の 俊 乘和尙 重 源兩人 は、 道念 內に 催し、 慈悲 外に 遍 

し。 人 皆 佛の思 をな しける に、 重 源 和尙は 深く 觀音を 信じ 給へ り。 菩薩の 慈悲 とり 

どり な， o と雖、 普 門 示現の 利 生 悲願 は、 觀昔 大士に 過ぎた る は あら じ。 されば 生身 

の觀音 を拜み 奉らん と 、年来 祈念し 給 ひけり。 解脫 上人 は、 释迦を 信じ 給 ひけり。 

三世の 如來 まちくな りと 雖、 濁世 成佛の 導師な り。 聞 法 得脫、 偏に 如來の 恩徳に 

あらやと いふ 事な し。 然れば 生身の 釋迦 を拜み 奉らば やと、 祈誓し 給 ひける 程に、 

同じ 夜に 夢を見 給 ひける は、 俊乘房 は、 解脫 上人 は 卽ち觀 音な、 り と 見、 解脫房 は、 俊 

乘和 尙は卽 ち釋迦 な， o と 見 給 ひけり。 斯 りければ、 解脫 上人 は、 笠 置 寺 を 出で て、 東 

大 寺に 行き 給 ふ。 俊 乘和尙 は、 東大寺 を 出で て、 笠 置 寺へ 渡り 給 ふ。 雨 上人、 平野の 

三 間 卒都婆と いふ 所に て 行 合 ひて、 共に 夢の 吿を 語り、 互に 涙 を 流しつ ゝ、 貞慶 は、 


俊 乘和尙 を 三 fj し、 重 源 は解脫 上人 を三禮 して、 契りて いはく、 先立ちて 臨終 せん 者 

は、 自他 生 所 を 示すべし と。 然るに 建久 元年 六月 五日の 夜、 解脫 上人の 夢に、 重 源 こ 

そ 娑婆の 化綠 旣に盡 きて、 ロハ 今靈山 へ 歸り 侍る と 示し 給 へ に 夢に 驚きて、 急ぎ 人 

を 遣して 尋ね 問 ひ 給 へ ば、 此曉旣 に 和尙、 東大寺の 淨土 堂に て、 入滅の 由 答 へ けり。 

誠に 法界 唯 心の 華 嚴の敎 主 を、 再び 造 鑄の 爲に、 大聖 釋迦 如來 の、 化 現し 給 ひける こ 

そ 尊 けれ 

木 曾 謀叛の 事  , 

信 濃の 國 安曇の 郡に、 木 曾と いふ 山里 あ-に 彼 所の 住人に、 木 曾の 冠者 義仲 とて、 故 

六條の 判官 爲義 が孫帶 刀の 先生 義 賢が 次男な り。 父義賢 は、 武藏 の國多 胡の 郡の 住 

人、 秩 父の 次郞 太夫 重 澄が 養子な り。 義賢、 武藏 の國比 企の 郡へ 通りけ る を、 去ぬ る 

久壽ニ 年 二月に、 左 お の頭義 朝が 嫡男、 惡 源太義 平、 相模 の國大 倉の 口にて 討つ てげ 

り。 義 K は、 義 平に は 叔父 なれば、 木 曾と 惡源 太と は從 弟な ち。 父が 討 たれけ る 時 

木贊^ 叛の事 
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は、 木 曾 は 一 一歳、 名 をば 駒 王 九と い ふ， 惡源太 は、 義賢を 討って 京 へ 上りけ るが、 畠 

山の 庄司重 能に 言 置きけ る は、 駒 王 をも尋 出して、 必す 害すべし。 生殘 りて は、 後惡 

かるべし と。 重 能糙に 承りぬ とはい ひた b けれども 、いかい ニ歲の 子に、 刀 をば 振 

る べき。 不便な りと 思 ひて、 折節 齋藤 別當實 盛が、 武藏へ 下 I ける を、 喜びて、 駒 王 

丸 を 母に 抱かせて、 是れ養 ひ 給へ とい ひや b ければ、 實盛 受取りて、 七ケ 日お きて 案 

じけ る は、 東 國は皆 源氏の 家人な り。 愁に養 ひ 置きて 討 たれた らん も、 賴 まれた る 

甲斐な し。 討た せじと せん も、 身の 煩 たるべし。 兎も角も 叶 ひ 難しと 思 ひて、 木 曾 

は 山 深き 所な り。 中 三 權の頭 は、 世に ある 者な り。 隱し養 ひて 人と なしたら ば、 主 

とも 頼め かしと て、 母に 抱かせて、 信 濃の 國へ 送り 遣す。 齋藤 別當情 あり。 母懷に 

抱へ て、 泣々 信 濃へ 逃 越えて、 木 曾の 中 三權の 頭に 見參 して、 抱き 出して いふ やう は、 

我れ 女の 身なり。 甲斐々々 しく 養 ひ 立てん とも 覺 えす。 深く 和 殿 を 頼むな り。 養 

ひ 立て ゝ子 にもし、 百に 一 も 世に ある 事 も あらば、 かこち 草に もし 候へ。 惡 くば 從 

者に も 仕 ひ 候へ i いふ。 兼 遠 哀れえ 思 ひける 上、 此人 は、 正しく 八幡 殿に は 四 代の 


御 孫な り、 世の中 は、 淵は瀨 となる 譬 あ，^ 今 こそ 孤に てお はします とも、 世の 末 

に は、 日本 國の 武家の 主と もな り やし 袷 はん。 いかさま にも 養 ひ 立て ゝ、 北陸 道の 

大將 軍に なし 奉って、 世に あらんと 思 ふ 心 ありければ、 賴 もしく 請 取りて、 木 曾の 山 

下と いふ 所に 隱し 置きて、 廿餘 年が 間、 育み 養 ひけり。 然るべ き 事に や、 弓矢 を 取つ 

て 人に 勝れ、 心剛 なりけ るが、 保 元. 平 治に、 源氏 悉く. □ びぬ と 聞え しかば、 木 曾 七 八 

歲の 幼心に、 安から や 思 ひて、 あはれ 平家 を 討 失うて、 世 を 取らば やと 思 ふ 心 出来て、 

馬 を 馳せ弓 を 射る にも、 是は 平家 を攻 むべき 手 習と ぞ あてが ひける。 成人して 後、 

兼 遠に いひけ る は、 我 は 孤な b ける を、 和 殿の 育みに 依って 成人せ り。 斯る 便な き 

身に、 思 ひ 立つ べき 事なら ね ども、 八幡 殿の 後胤と して、 一 門の 宿敵 を， 他所に 見る 

べきに あらす。 平家 を誅 して 世に立な ば やと 存す。 如何 あるべき と 問 ふ。 兼遠悅 

ん でい ひける は、 殿 を 今迄 養 ひ 奉る 本意、 僞に其 事に あり • 憚， 5 候 事な かれと いひ 

ければ、 其 後 は、 木 曾 極々 の 謀 を 思 ひ 廻らして、 京都へ も 度々 忍び 上って 窺 ひけり。 

片 山陰に 隱れ 居て、 人に も はか-^ しく 見知られ ざり ければ、 常 は 六 波 羅邊に 佇み 

木 曾 謀叛の 事  1六七 
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窺 ひけれ ども、 平家の 運盡 きざり ける 程 は、 本意 を 遂げ ざ.^ ける に、 高 倉の 宮の分 旨 

を 給 は， CN ける より、 今 は 憚る に 及ば や、 色に 顯 はれて 謀叛 を 起し、 國 中の 兵 を駆從 へ 

て、 旣に 千騎に 及べり と 聞 ゆ。 木 曾と いふ 所 は、 究竟の 城郭. なり。 長 山 遙に續 いて、 

禽獸猶 稀に、 大河 漲り 下って、 人跡 又微 なり。 谷 深く かけはし 怪し^ 3 て、 足 を峙て 

て步 む。 峯 高く 巖 さびしう して、 眼を乘 せて 行ぐ。 尾 を 越え 尾に 向って 心を碎 き、 

谷 を 出で 谷に 入りて 思 を 費す。 東 は 上野. 武藏. 相 摸に 通って 奧廣 く、 南 は 美 濃の 國 

に 境 ひ、 道 一 つに して ロ狹 し。 行程 三日の 深山な り。 譬ひ數 千 萬騎を 以て も、 攻落 

すべき 樣 なし。 況ゃ懸 橋 引落して 循 籠らば、 馬 も 人 も 通 ふべき 所に あらす。 義仲愛 

に 居住して 謀叛 を 起し、 攻 上って 平家 を. D す ベ しと 閬ぇ ければ、 木 曾 は 信 濃に 取り 

て も 南の 端 * 都 も むげに 近ければ、 こ はいかい せんと、 上下 皆 騒ぎけ り • 

兼 遠 起請の 事 

平家 大に 驚き、 中 三 權の頭 を 召し 上せて、 いかに 兼 遠 は、 木 曾の 冠者 義仲を 扶持し 置 


き、 謀叛 を 起し、 朝家 を亂 らんと は 企つ るぞ。 速に 義仲 を搦め 参らすべし * 命 を 背 

かば、 汝が首 を 刎ねら る べしと 下知せられ ければ、 兼 遠陳じ 申して 曰く、 此條 且閬召 

され 候 ひけん。 義 仲が 父帶 刀の 先生 義賢 は、 去ぬ る 久壽の 頃、 相模 の國大 倉の 口に 

て、 甥の 惡源 太義 平に 討 たれ 侍りき； 義仲其 時 はニ歲 になり ける を、 恩愛の 道の 憐 

れ さは、 母惡源 太に 怼れ て、 懷に 入れて いか V せんと 歎き 申し、 かば、 一 旦 哀れに 覺 

えて、 請 取って 今迄 養 ひ 置きて 侍れ 共 、謀叛の 事 ゆめく 虛：； 一一 n なり。 人の 讒言 杯に 

候 か。 但御 誌の 上 は、 身の 暇 を 給 はって 國に 下り、 子息 共に 心 を 入れて、 搦め 參らす 

べしと 申す。 右 大將家 重ねて 仰に は、 身の 暇 を 給 はらんと 思 はい、 義 仲を搦 の參ら 

す べきの 由、 起請文 を 書き 參らす ベ し。 然ら すば 子息 家人 等に 仰せて、 義仲 を搦め 

參 らせん 時、 本國に 返し 下すべきな りと めう ければ、 兼 遠 思 ひける は、 起請 を 書かで 

は 逃れ 難し。 書きて は 年來の 本意 筌 しかるべし。 いか^す べきと 案じけ るが、 縱ひ 

命 は C ぶと も、 義 仲が 世 を 知らん こそ 大切 なれ。 其 上 心よ，^ 起って 書く 起請なら 

す。 神明よ も惡 しと 思 召さ じと 思 ひなして、 熊 野の 牛 王の 裏に 起請文 を 書き 參ら 

銥遠 起請の 事  1 究 . 


源平 軍 物語 卷第玉  1 さ 

す • 其狀に 曰、 

謹 請 苒拜 再拜， 

早 依， 有，， 謀叛 企； 可- 搦，， 進 木 曾 冠者 義 仲-由 起請文 事 

右上 奉 k 始-- 梵天. 帝释. 四大天 王. 三 光 • 七耀. 九星 丄ー 十八 宿、 下內 海. 外海. 龍神 八 部. 

堅牢 地祇. 冥官冥 衆. 日本 國 中. 七道 諸國. 大小 諸 神. 鎭守 王城. 諸大明 神-驚 申而 白。 木 

曾 冠者 義仲 者、 爲，， 六 孫 王 之 苗裔； 繼， 八幡 殿 後胤； 弓馬 之 家 也。 武藝之 器 也。 依乏被 

に引= 源 家 之 執心； 爲 ，謝，， 宿祖之 怨念； 相 ，，語 北陸 諸 國之凶 黨； 擬，滅》平 家 一 族 之 忠臣-之 

由 有，， 其 聞； 甚以濫 吹 也。 早 仰，， 養父 中 三 權頭兼 遠- 而， 可， 搦，， 進彼義 仲， 云々。 謹 蒙，， 嚴 

命， 畢。 任 ，被，， 仰 下， 之 旨：： 速 可.. 搦，， 進彼義 仲； 若 僞申者 上 蒙&: 之 神祇 冥 衆 之 罰； 於 難 

遠 之 八 萬 四千 之 毛孔； 現世 當來、 永钟明 佛陀之 利益 可^^ 漏 之 起請 之狀 如&^ 

治 承 五 年 正月 日  中原 兼 遠 

とぞ 書きたり ける。 是に 依って 平家 賴 もしく 思 はれければ、 中 三 權の頭 を 返し 下さ 

る。 兼 遠 國に下 b て 思 ひける は、 起請文 は 書い つ、 冥の 照覽恐 あり。 又 起請に 恐れ 


ば、 日頃の 本意 無代なる べし。 いか^-せんと 案じけ るが、 義仲を 世に立てん i 思 ふ 

心の 深 かりければ、 本望 を も 遂げ、 起請に も 背かぬ やうに、 當國の 住人 根 井 滋野行 親 

とい ふ 者 を 招き 寄せて いひけ る は、 此木曾 殿 をば、 幼少 ニ歲の 時よ. o 抱き 育み 奉り 

て、 世に立て 候 はん 事 をのみ、 深く 存じ 侍， りき。 成人の 今、 高 倉の 宮の 4： 旨 を 給 ひて、 

平家 を C さんと する 處に、 兼 遠 を 召 上せて、 起請文 を 召され 畢ん ぬ。 此事默 止せん 

條、 本意に あらす。 されば 木 曾 殿 を 和 殿に 奉らん。 子息 共 は 定めて 參ゥ 侍るべし。 

心 を 一 にして、 平家 を 討 C して、 世に 在せ よと て 取らせけ る、 志 こそ 恐し けれ • 行 親 

木 曾 を 請 取って、 異計 を當國 隣國に 廻らし、 軍兵 を 木 曾の 山 下に 集めけ り。 斯、 りけ 

れ ば故帶 刀の 先生 義 賢の 好に て、 上野の 國の 勇士 足 利の 一 族 以下、 皆 木 曾に 相隨 ひ、 

平家 を C さんと 犇き けり。 平家 此事を 聞きて 沙汰 ありけ る は、 越後の 國の 住人 城の 

太 郞資永 は、 當家 大恩の 身 として、 多勢の 者な り。 縱ひ木 曾、 信 濃の 國の兵 を 相 語ら 

ふとい ふと も、 資 永が 勢に 並べん に、 十分の 一 に 及ぶ ベから す。 只今 討って 叁らせ 

なん。 穴 勝に 驚き 騷 ぐべ からすと いひ けれども、 東國の 背く だに も淺 ましき に、 北 

銥遠 起請の 事  1ぉ1 


行 家 兵な 

擧ぐ 


源平 軍 物語 卷 第五  . 一 さ 一 

國さ へ斯 りければ、 唯 事に あらす と 申 合へ り。 

美 濃の 目 代 早馬の 事 

正月 廿 四日 亥の刻に、 美 濃の 國の目 代 早馬 を 立て、、 六波羅 殿へ 申しけ る は、 熊 野の 

新 宫の十 郞藏人 行 家、 東國の 源氏 等 を 催して、 數千騎 の 軍兵 を 引率して、 旣に 當國に 

打 入 候 間、 國 中の 土民 安堵せ す、 當國幷 に 近 江 を相隨 へて、 都に 攻 上る べき 由 披露め 

う。 急ぎ 討 手 を 下さるべし。 又 御用 心 あるべし とぞ 申した る。 六 波羅に は、 一門 馳 

せ 集りて 此事を 聞き、 こ はいかい せんと、 只今 敵の 都へ 打 入りた る やうに 、等 腹 卷， 

太刀. 刀、 馬よ 鞍よ と犇 きければ、 京 中の 貴賤 • 資財 雑物 を 東西に 運び、 途を失 ひて、 

詮方な く 見えけ る處 に、 武士 共 人家に 走， o 入 b て、 目に 見 ゆる 物 を 耷 ひ 取りければ、 

安き 人 更にな し。 廿 五日、 前の 右 大將宗 盛の 卿、 近 江の 國の惣 官に補 せらる • 大 平 三 

年の 咧とぞ 聞え し • 


平家 美 濃國發 向附知 盛所勞 上洛の 事 

二月  一 H 、征 東大 將軍左 兵 衞の督 知 盛の 卿. 中宮の 亮通 盛の 朝 左 少將淸 經.薩 摩の 

守忠 度。 侍 大將に は 越 中の 次 郎兵衞 盛繼. 上總の 五郎 兵衞忠 光. 尾 張の 守 實康. 伊勢 

の 守 景綱を 先と して、 都合 其 勢 三千 餘騎、 美澴の 國へ發 向す • 今日 東 塞り なり • 時日 

こそ 多き に、 如何 あるべ きと 申す 者 も あ b けれ 共、 今 一 日 も、 源氏に 勢の 附增 さぬ 先 

にと て、 斯く 急ぎ 給 ひけり。 去 程に 十 郎藏人 行 家 は、 美 濃の 國板 倉と いふ 所に 循籠 

りけ る を、 平家の 軍兵 押 寄せて、 後の 山より 火 を かけて 攻めければ、 行 家 へす して 

追 落されて、 同じき 國 中原と いふ 所に 陣を 取る。 其 勢 千 餘騎に は 過ぎ ざり けり • 平 

家 又 中原へ 攻め寄せたり。 され ども 征東將 軍 左 兵 衞の督 知 盛の 卿、 病氣に 冒され、 

同じき 十二 日に 上洛せ り。 其 故 は 近 江の 國小 野の 宿 を 立ち、 鮫 井に 若き 袷 ひける 

時、 比 良の 高 根の 殘雪、 餘寒 烈しき 折節に、 伢 吹が 嶽の 山風、 身に 入る よと 覺ぇ ける 

より、 心地 例なら すと て、 道す が ら勞 して、 是迄は 下り 給 ひたれ ども、 いかに も 叶 ひ 

平家 美 滇圃發 向附知 盛所勞 上洛の 事  一 さ 一 
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難う して 上られければ、 副將 軍の 左少 將淸經 朝臣 も、 同じく 入洛せられ けり • 其 外 

の 人々 は、 猶美緵 の國に 止まる。 討 手の 使 は、 度々 下され けれども、 はかぐ しき 事 

もなくて、 皆々 歸， o 上りければ、 東國 にも 北國 にも、 日に 從 ひて 大勢 附增 すと 披露し 

ければ、 淺 ましき 事な りと て、 右 大將宗 盛、 今度 は 我 下らん と宣 ひければ、 君の 御 下 

向 あらば、 東國 も北國 も、 誰か は 違背す ベ き。 ゆ、 しぐ 候 ひなんと、 上下 色 代して、 

我 も， くと 出立ち ける。 其 上 或は 武官に 備 はり、 或は 弓矢に 携 らん 輩、 宗 盛の 下知 

に從 ひて、 東夷 北狄を 追討す べきの 由 宣下せられ ければ、 面々 其 用意 あ， 

宇佐 公通 飛脚 附 伊豫の 國 飛脚の 事 

同じく 十三 日、 宇佐の 大郡司 公通が 飛脚、 六波羅 に到來 してい はく、 九國の 住人 菊 地 

の次郞 高直. 原 田の 大夫種 直 • 緒 方の 三郞 惟義. 臼杵. 部 槻.. 松 浦 黨を始 として 謀叛 を 

起し、 東 國の賴 朝に 與 力して、 西府の 下知に 從 はやと 申したり。 平家の 人々 手 を 打 

つて、 こ はいかなる 事ぞ。 東 國の亂 を こそ 歡 きて、 西 國は手 武者 なれば、 催し 上せ 


て、 官 兵に 差遣さん と 思 ひつる に、 承 平に 將 ra  、天 慶に純 友、 東西に 鼻 を 並べ て亂 逆せ 

しに、 少しも 違 はすと て騷 ぎ 迷 ひ 給 へ ば、 肥 後の 守貞能 申しけ る は、 是は 僻事に て 候 

らん。 斯樣の 時 は、 空 事 多き 事な に 柬國. 北 國の輩 は、 誠に 義 仲. 賴 朝に 相 隨ふ事 も 

待る らん。 西 海の 奴 原 は、 平家の 御 恩の 者 共な り。 爭か君 をば 背き 參ら すべき。 貞 

能罷 下って 誡め鎭 め 侍る べしと 、頼もしげ にぞ 申しけ る。 同 十六 日に、 近 江. 美濃兩 

國の 山賊 等が 首、 七條 川原に て、 武士の 手より 、撿 非違 使 受取りて 大路 を 渡し、 東西 

の 獄門に 梟 けられければ、 近國の 勇士 等、 皆 平家に 隨 ひけり • 同じき 十七 日、 伊豫の 

國 より 飛脚 到 求して いはく、 當國の 住人 河 野の 介 通淸、 去年の 冬の 頃より 謀叛 を 起 

して、 備前 .備 浚の 境、 高繩の 城に 引 籠る。 備 後の 國の 住人 額の 入道 西 寂、 靱の 浦よ 

b 數千艘 の 兵船 を 調へ て、 高繩の 城に 押 寄せ、 通淸 をば 討 取りて 侍りし かど も、 四國 

猶靜 ならす • 西 寂、 又 伊豫. 讃岐 • 阿波. 土 佐四箇 國を鎭 めんが 爲に、 猶 伊豫に 逗留す。 

爱に 通淸が 子息に 四郞 通信、 高 繩の城 を 遊れ 出で て、 安藝の 國へ 渡って、 奴 田の 鄕 

よ， o 卅艘の 兵 * を 調へ 、漁船の 體に もてなし、 忍びて 伊豫の 國へ押 渡り、 竊に西 寂 を 

宇佐 A ム通 飛脚 附 伊豫の 圃 飛脚の 事  一 ま 
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窺 ひける。 西 寂是を 知らす、 今月 一 日 室. 高 砂の 遊君 集めて、 舟 遊す る 所に 押 寄せて、 

西 寂 を 生 捕って、 高繩の 城に 引いて 行いて、 八 付に して、 父通淸 が. C 魂に 祭りた.^ と 

も 申す。 又 鋸に てな ぶり 切に、 首を切った， e. とも 申す。 異說ロ 多し と雖、 死 決定 

なり。 是に 依って 當國に は、 新 井. 武智 がー 族、 皆 河 野に 相隨 ふ。 惣 じて 四國の 住人、 

悉く 東 國に與 力して、 平家 を 背き 奉る と 申したり。 又 聞え ける は、 熊 野の 別 當田部 

法 印堪增 以下、 那智 新宫の 衆徒、 吉 野十津 川の 輩に 至る 迄、 花洛を 背きて、 東夷に 屬 

する 由 披露 あ，^。 東國. 北國 のみに あらす、 南海. 西 海も騷 動せ り。 我 朝 只今 失せな 

ん とす。 こ は 心 憂き 事 かなと、 平家の 一門なら ぬ 貴賤 迄 も、 各 歎き 申しけ り。 同じ 

き 十七 H、 太 政 入道、 子息 前の 右 大將宗 盛 を 以て 奏せられ ける は、 天下の 御 事、 本の 

如く 閔召 さるべき の 由、 法 住 寺の 御所に^ 入れ 候 ひけれ ども、 法皇 は 政務に 口 入す 

れば こそ、 心 憂き 事 も 辛き 目 を も 見聞 すれ。 よしな しとて 聞 召 入れさせ 給 は ざ，^ け 

れば、 底い ぶせ ぐぞ 思 ひ 給 ひける。 同じき 十九 日、 東 國. 北 國の賊 衆、 頼 朝. 義仲與 力 

同心の 凶徒 等、 征伐す べきの 由官： 旨 を 以て、 越後の 攧の 住人 余五將 軍が 末葉 城の 太 


盛 
死 


郞 平の 資 永が 許へ 下し 遣され けり • 

淸盛 逝去 附柬 國發 向の 事 

同じき 廿七 H 、前の 右 大將宗 盛. 數萬騎 の 勢 を 引 具し ® 朝 以下の 凶徒 を追财 せんと 

て 門出して、 旣に打 立たん としけ る處 に、 淸盛 入道 違例の 心地 出來 給へ りと て、 止ま 

り^へ り。 然るに 淸盛 入道. 病 付き 給 ひし 日よ b 、^水 も 咽へ 入れられす、 悶絶 僻地 

して、 閎 二月 四日に、 終に 逝去し 給へ， o。 今年 六十 四歲 にて ぞ ありけ る • 同 七日 、愛 

宕 にて 燒き 奉る。 其 頃 怪-^ なる 事共 多 かりけ， り。 又 三月 十！：：、 尾 張の 國の目 代 、早 

^を 以て 都へ 申しけ る は、 源氏 旣 に 尾^ の 國迄攻 め 上り、 道 を 塞い で、 人 を 通さ ^ る 

.H 申したり ければ、 重ねて 僉議 あって、 本 三位の 中將重 衡. 權の亮 少將維 盛兩人 を、 大 

將 軍に 定め 仰せられ ける • 

墨 俣 川 合 戰附矢 § 川 軍の^ 

涪盛 逝去 附東阈 ^向の 事 墨俟川 合戰附 矢矯川 1S5- の 事  1ヒ 


篥衡緇 盛 

東 阈へ發 

向 
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治 承 五 年 三月 十  一 口、 頼 朝 追討の 爲に、 頭中將 重衡. 權の亮 少將維 盛、 都合 其 勢 七 千 

餘騎 • 東 國へ發 向す。 前後の 追討 使、 美 濃の 國 にて 一 つ に^り、 尾 張の 國墨 俣の 西の 

川原に 陣を 取って、 東國の 源氏 を 防がん とす。 新 宮の十 郞藏人 行 家 は、 千 餘騎の 勢 

にて、 柬の 川原に 陣を 取って、 西國の 平氏 を 下さ じ とす。 兩方 川を隔 て、 控 へた 钆 

故 下野の 守義 朝の 子息、 常 盤が 腹の 子に、 卿 公義 圓と いふ 惯 めり。 是は九 郞藜經 の 

一 腹の 兄な り。 十郎藏 人に 力 を 合せよ とて、 兵 衞の佐 殿 • 千餘 騎 の 勢 を 付けられた 

りけ るが、 是も墨 侯 川原に 馳せ 付きて、 十郞藏 人の 陣、 二 町 を 隔て、 陣を 取る。 平家 

は 西の 川原に 七 千 餘騎、 源氏 は 東の 川原に 二 千 餘騎。 旣に 十六 =： の 卯の 刻に は、 源 

平の 矢 合， と 聞 ゆ。 是に行 家と 義圓 と、 互に 先 を 心に 懸けたり。 卿 公義 圓は、 十郎藏 

人に 先 を 懸けられて は、 兵衞の 佐に 面 を 合すべき かと 思 ひて、 人 一 人 も 召 具す る 事 

なく、 只 一 人馬に 乘 つて、 陣 より 上 二 町 計り 歩ませ 上って、 川 を 西へ 渡す。 敵の 陣の 

前、 岸の 下に 控へ た.^ 行 家 夜の 曙に、 鬨を 作って 川 を さっと 渡さん 時、 愛よ， 9 義圓、 

今日の 大將 軍と 名乘っ て、 先陣 を 懸けん と 思 ひて、 東 や 白む 夜 や 明くると 待ち 居た 


b。 卒 家の 方に は、 源氏 夜 討に もや 寄す ると て、 夜 廻 を 始めて" 十 騎^ 騎計 り、 手々 

に賨极 捧げて、 河の 端 を 見廻り ける に、 岸の 下に 馬 を 引立て、、 其 傍に 人 一 人立ちた 

り。 夜 廻是を 見咎めて、 何者 ぞと間 ふに、 義圓 少しも 騒がす、 是は 味方の 者に て 候が、 

馬の足 冷し 候と 答 ふ。 咴方 ならば、 甲を脫 いで 名乘れ とい ひければ、 馬に ひたと^ 

つて 陸へ 打 上り、 兵衞 の佐賴 朝の 弟に、 卿 公義 圓と いふ 者な りと 名乘 つて、 夜 廻の 巾 

へ 打 入って、 堅 ざま 橫 ざまに 散々 に戰 ふ。 三騎討 取って、 二人に 手 を 負 はせ て、 義圓 

是 にて； a たれに けり。 十郞 藏人是 をば 知ら や、 卿 公 や 先に 進む らんと 思 ひて、 使 を 

遣して 見せけ るに、 大將軍 見え 給 はすと いひければ、 されば こそと て、 十 郎藏人 打 立 

ちけ り。 千 騎の勢 を、 八百騎 をば 陣に 止め、 今 一 一 百 騎を相 具して、 川 を さっと 渡し、 平 

家の 陣へ駆 入りたり • 夜の 明 方の 事な b. ければ、 未だ 世 問も喑 かりけ り。 平家 は歒 

多勢に て、 夜 討に 寄す ると 心得て、 火 を 出して 見れば、 僅に 二百 餘騎と 見て け わば、 七 

千餘 騎入替 へ- (-戰 ひけり。 行 家 も 少しも 引かす、 大勢の 中に 駆 入りて 戰ふ 程に、 

軍兵 多ぐ 討 たれければ、 川 を 東へ 引返く。 行 家 は、 赤地の 錦の 直垂 に、 小樱 を黃に 返 

墨悮川 合戰附 矢矯川 軍の 事  一お 
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した る 着て、 鹿 毛な る 馬に、 赀 覆輪 の 鞍^き て乘 つた，^ けり。 大將軍 と は 見えけ 

れ ども、 平家 は續 いても 追 は ざ b け，^ 行 家^ 子息に、 惡禪師 とい ふ 者 あり。 尾 張 

源氏， M 太 郞重光 等 同心して、 七 百餘騎 筏に 乘り、 夜半 計りに、^ よ， り 上を竊 に 越えて、 

夜 にせん とて 向 ひける を、 平氏の Ssf 兵 豫て此 由 悟りに ければ、 渡らん と 志す 所 を 

ば 引^きて、^ ふやう に 西の 岸の 上に おびき 出して 、中に 取 籠め 戰ふ • 宵の 程 は 雨 

烈しく 降りけ る が、 夜半 計り に は 雨 降ら ざ， り けれど も、 雲の は だへ 天に 稷 ひて、！？ き 

事 は、 目の前なる 物 を も 見分け ベぐ もなか、 りけ るに、 ロハ 鬨の聲 をし る ベ にて、 雨； 本亂 

れ 4： ひて 相戰 ふ。 甲の 鉢 を 打ち 太刀 は 打 違へ る 時、 火の 出づる 事^. の 如くな り けれ 

ば、 自ら 明かに 便と なって、 敵 を 取る 輩 あり。 多く は 共 討に ぞ. D びけ る。 弓 を 引き 

矢 を 放つ 事 は、 何れ を 敵と も 見分け ざ b. ければ、 太刀 を拔き 刀を拔 いて、 取組み 刺途 

へての みぞ 死にけ る。 源氏の 兵 三^ 餘人討 たれに ければ、 殘る 輩、 川の 端へ 引返く • 

筏に 乘 らんと しける を、 平氏の 軍兵 追 懸けて、 &の 上に て戰 ひけり • 杲は筏 を 切 破 

b ければ、 空しく 川に 入りて、 命 を 失 ふ 者 其數を 知らす。 藏 人頭 の 朝臣の 手に、 


二百 十三 人 討 取って げり。 生 捕に は： 惡 輝師. 泉 太郎重 光. 同じく 弟 高 田の 四 郞重グ 

を始 として、 八 人と ぞ 聞え ける。 維 盛 朝臣の 手に は 七十 四 人、 通 盛の 手に は 六十 七 

人、 忠 度の 手に は廿 一 人、 知 度の 手に は 八 人、 讃岐の 守 維 W の 手に 七 人、 以上 三百 九 

十 人、^ 川の 端に 切 憑け た， CN。 卽ち 首の 交 名 を 記して、 京へ た， りければ、 平家の 

一 門 寄 合せて、 悅ぶ事 限な し • 十 郞藏人 行 家 は、 墨 俣 川の 軍に 打ね け、 れば、 引退き 

て、 墨 俣 川の 東、 小 熊と いふ 所に 陣を 取る。 平家に 七 千 餘騎を 五 手に 分け、 一 番飛驊 

の 守：^ 家大將 軍に て、 千 餘騎川 を さっと 渡して、 小 熊の 陣に押 寄せたり-。 一時 戰う 

て 射 白まされて 引退く。  二番に 上 總の守 忠淸千 餘騎， 喚いて 憑る。 源氏 矢 衾 を 造つ 

て 射ければ、 俅 へやして 引退く。 一 二番に 越 中の 前 司 盛 俊 千 餘騎、 鑣を 並べ て 押 寄せ 

たり • 源氏 鏃を 揃へ て 射ければ、 暫し戰 うて 引返く。 四 S に高梳 判官 長 綱 千騎、 @ 

を 傾けて、 聲を 上げて 押 寄せたり。 源氏 差 詰め 引 篛 め 散々 に 射ければ、 是も叶 はす 

して 引退く。 五番に 頭中將 重衡. 權の亮 少將維 盛、 二 千餘騎 にて 入替 へたり。 進み 

退き 追う つ 退し つ、 一 眛 同心に、 揉み に 揉うて ぞ 攻めたり ける。 十 郎葳人 行 家 も 命 

墨悮川 合戰附 矢矯川 M. の 事  一べ 一 
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も惜 まや 面 も 振らす、 平家の 大 將ぞ。 洩らすな 餘 すなと て、 愛 を 最後と 戰 うたり • 

矢 叫の 昔、 馬の 馳違ふ 昔 、隙め りと も 聞え す、 源平 旗 を 差 並べ て、 勝負 牛角に 見えた 

りけ り。 一 陣景 家、 二 陣忠淸 、三陣 盛 俊、 四陣長 綱、 合せて 四千 餘騎、 重衡. 惟 盛 二 千 

餘騎に 押 合せ て、 七 千 餘騎が 一手にな つ て、 入 稃 へ ）„\.攻 めけ るに、 行 家 心 は 武く思 

へど も， 無勢に て 防ぎ 兼ね、 小 熊の 陣を 落されて、 尾 張の 國折 戶 の 宿に 陣を. 取る * 平 

家 は 隙な あらせ そと、 勝に 乘 つて 攻 下りければ、 折 戸 を も 追 落されて、 熱 田の 宫へ引 

退き、 在家 を 毀ち 垣 楣を搔 き、 愛に て 暫く 防ぎ けれども、 熱 田 を も 追 落されて、 三 川 

や ばぎ 

の 國矢矯 川の 東の 岸に、 城 構して 陣を 取る • 平家 續 いて 攻下. り 、川より 西に 控 へた 

り。 當國額 田の 郡の 兵 共、 思 ひくに 馳せ來 つて、 源氏に 力 合せた ，9。 十 郞藏人 謀 

を 構へ ける は、 年老いた る 雑色 三人 召 寄せ、 簑笠 具し、 糧 料馬糟 負せ て、 京 上り の 夫 

に 作り立て、 心 を 入れて 平家の 陣の 前をぞ 通した る。 平家 夫 男 を 召 留めて 間 ひける 

は、 源氏 軍に 負けて、 東國へ 落下る。 是 何程 延びぬ らん。 其 勢 如何程 か ありつる と 

や にぎ 

問 ふ。 夫 男 申しけ る は、 箭作 川の 東の 陣の內 の 勢 は、 举か 知り 侍るべき。 落下り 耠 
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ひつる 勢 は、 僅に 四 五 百騎、 大將 軍と こそ 見え 給 ひつれ • 愛よう 幾程 も經給 はじと 

いふ。 平家 又 問 ひける は、 さて 東國ょ b 上る 勢 はなし や 夫 男 申しけ る は、 勢 は 

雲 S の 如く 上り 侍る。 先陣 は » 川、 後陣 は 橋 本の 宿、 見 付の 國府に 若く • 程近き 高 

士 §1 1 村 は、 軍兵 野に も 山に も、 隙 ありと も 見え やといって 過ぎに けり。 平家 此事を 

聞き、 いか V ある べき a 東國の 大勢に 取 籠め られ なば、 ゆ、 しき 大事、 一 人 も 返れ 難 

しとて、 取る 物 も取敢 す、 思 ひ/ \- に 逃 上る。 大將軍 行 家 は、 平家 をた ばかり、 人 を 

方々 へ馳せ 遣して いひけ る は、 落 上る 平家 を、 一 矢 も 射ざる 者 は、 源氏の 敵ぞと 披露 

あ， - ければ、 美 濃. 尾 張の 兵 共， 後 勘 を 恐れて 追 憑け く、 散々 に 射る。 平家 も 返し 

合せ^^ 戰 ひけれ ども、 落 武者の 習 なれば、 只 身 を 助けん と 計りの 防ぎ 矢に て、 西 を 

指して ぞ落 行きけ る。 されば 平家の 方に は、 年頃 恩顧の 輩の 外に、 隨ひ 付く 者 更に 

なし。 源氏に は 日に 隨 ひて 勢の 付きければ、 東國に は爭ふ 者な ぐ、 草 も 木 も 皆賴朝 

にだき ける。 

暴悮川 合戦 附矢矯 川 軍の 事  一八 一 
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行 家 太 神宮 へ 祭文 弁 神 &| を 引く, 

十 郞藏人 は、 所々 の 軍に 負けて、 三 川の 國府 に 息 繼ぎ 居 て 、是 よ り 伊勢 太 祌 宮 へ 祭文 

を 進ら する， 其 状に いはく、 

再拜 々や。 

伊勢の 渡會の 五十鈴の 川上の、 下津 盤根に 大宮柱 を廣敷 j^; て、 高天原に 千木 高 

あら？ 一 

く 知れて、 視ひ 申し 定め 奉る 天 照皇太 神の 廣 前に、 恐々 申 給へ と 申す， 

右 正 六 位 源 朝臣 行 家、 去 治 承 四 年 之 頃、 蒙， -最勝 親王 敕- 云、 入道 大相 國淸 盛、 自，， 平 

治 元年-以降、 誇，， 無理 之 威勢； 昇，， 不當之 高位； 相， 從 一 天 於 一 門之雅 意； 不 y 任 &官於 

百 王 之 遝政之 間； 去 治 承 元年 終雖， 非，， 敕定； 正 二位 權大納 首 藤 原 成 親. 同 子息 成經 

等、 ，有 fc 叛之 結構； 宛-行 遠 流 之 重科； 其 外 院中近 P 上下 諸人、 或 蒙， 死刑； 或 趣， 

配流； 加之智 S 前大相 阈已下 四 十餘 人、 停，， 止 官職， 奪，， 取庄 圚； 或 返 xr 上 國主之 御 

位； 讓 臣 不忠 之 孫； 或 P, 太 上 法皇 之 御座； 止 „ 治 天 有 道 之 政； 然則^ 誅，， 罰 淸盛入 


道； 且奉 K 休-法皇 之歙 慮- 而. 備" 孝徳 之禮ハ 且默 止 萬 人 之愁 吟-而 、致-撫育 之^-所-お 

召， 也 云々。 而行家 依，： 親王 之敕 命； 催， 勇士 之 合力-刻、 平家 議云、 一 院第 Is 子、 迠爲。 

我 國萬機 之 器； 早 可 出-花 洛- 也" 仍问 五月 十四日 夜， 俄 可 S 配-流 土 佐國- 之. e 、依 

風聞； 爲 k:- 一  旦之 難； 暫介 退， -入圜 城 寺-之 處、 以- 左少辨 行興恣 構： -漏宣 -、 或 制- 

與カ於 北嶺 四 明 之 一 山； 或 滅，， 法 命 於 南都 三 井之兩 寺； 速 絶-王法-失. 怫 法- 矣。 

天武 天^ 之 舊議； w_ 主位 押 取 之 輩； 倩 訪= 上宮 太子 之 古跡； P- 佛法 破滅 之 額； S 

國玫如 J 兀。 笋 任- 一 院-而 、諸 寺之佛 法， 繁昌； 諸 社 之 神事 無^ み， 正 法-治.. M 

土； 撫 _,离 民， 與，， 天恩， 也。 愛行 家 先 跡 者、 昔 天國押 開^ 而後、 淸和 天皇 王子 贞純 親王 

七 代 孫. 自，， 六 孫 王， 下津 方、 併 勵，- 武弓， 尊 護，， 朝家； 高祖父 賴^ 朝臣 者、 搦， 忠„ 不 

^之 賞； 曾祖父 賴義 朝臣 者、 康平六 年鎭， 奥州 之 逆黨； 後代 爲 規模； * 父義家 朝^ 

者 、直 牛 年中、 雖， 不 上奏； 爲，， 國 家-討， - 不忠 武士 平家 衡等； 振-威 於 東夷； 上-名 於 

西洛； 親父 爲篛 者禦 ：- 還 南都 大衆 之發 お； 奉^^ 北闕聖 主 之 逆鱗： 鎭-- 護 王法 寶 位-無 

, 驚。 照，， 四海 於掌內 -懸，， 百 司 於 心中； 皇威 及-夷 域； 仁 恩 普- 一 天； 而 P 去 平 治 元年； 源 

行 家 太 神宮 へ 祭文 幷 神馬な 引く 事  2 
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家 被， 止，， 出仕， 之 後、 入遨僞 誇，， 于威 勢，、 酵於 K 位； 都 城之內 蔑-官事； 洛險之 外放& 

宣； 然則行 家が 先祖 を訪 へ ば、 天 照 の 太 神 の、 ^めて：； I 本 國の磐 I ^を 押 開き て、 新 

に豐荤 原の 水 穂に 濫觴し 袷 ふなり。 彼の 天降り 給 ふ 聖體 は、 忝く 行 家が 卅九 代の 

祖宗 なり。 御垂 跡より 以降、 鏺護國 家 の 誓嚴重 にして、 冥 威 隙な き處 に、 入道 * 神 

盧 にも 恐れ や 叙情に も 憚らす、 遙卄 高位； 是^ 似，， 朝恩； 濫 企-逆 亂； 併 所， 致，， 愚？ 

也 * 又 行 家 親父 朝臣 紫、 如， ，大 相國， 誇，， 私 威； 非， 起 ，，謀 叛； 依，， 上皇 之 仰； ま 白 川 御所， 計 

也。 而稱- 謀叛 之 仇； 依 Jf, 仕，， 朝廷； 相傳之 所從、 塞-於 耳目； 不 &,,順 譜代 之 所領； 被 

正-知行， 無-衣糧； 獨身不 屑 之 行 家、 彼 入道 萬の 一 にも 不， 及 所、 而 入道 忽依 謀叛，、 

行家爲 k 防 ：- 朝敵-東 國に 下^して、 賴朝 朝臣と 相 共に、 且は源 家の 子孫 を锈 へ、 且は 

相 傅の 所從を 催して、 上洛 を 企つ る 所な り。 案の 如く 意に 任せて、 東海 • 東 山の 諸 

國、 巳に 同心し 畢 りぬ。 是朝 威の 貴き が 致す 所な り。 又 神明の 守、 然 らしむ るな 

り。 風聞の 如き は、 太 神宮より 祌鎘を 放ち 給 ふ。 入道 其 身に 中って C ベり と • 彼 

を 見是を 聞/、 に、 上下 K 人 宮中 民烟、 何れの 人 か 靈威を 畏れ ざら A。 誰の 人 か 源 


家 を 仰が. ざらん 哉 y 抑 東海 諸 國之太 神宮 御領 事、 依-先例-分， -神 役： 可& 備，， 進 御 年貢， 

之 由， 雖. 加，， 下知； 或恐¥ 家-チア， 使者； 或 有- 濟納： 依， -路次 之 狼藉， 不^能= 運送- 歟。 源 

家 者 縱雖^ > 神領； 僅 宛-催 兵糧米-計 也。 然而早 可 * 停， 止 之； 又始自 院宮 諸家 臣下 之 

領等； 國々 庄々 年貢 闕如 事、 全 不：. 懊。 或 云，： 源氏： 或 云， - 大名； 數多之 軍兵 參會之 問、 不 

慮 之 外 難， 濟歟。 就中 國郡 村閭 住^ 百姓 等 之 愁歡、 誠 W 難， 抑。 佴行 家雖. 切- 民 之 

志； 未 k,>p 敵 之 節； 而徒 送お 數； 尤 所-, 哀 歎-也。 然者早 行 家 者、 歸 --參 王城 近隣； 奉 

, 護，， 北 闕之王 尊； 賴朝者 居- -留東 州之邊 境； 奉 k 耀-西 洛之朝 威-也。 神明 必 ま-哀愍： 天 

下忽 鎭，， 叛逆， 矣。 縱 云-平家 之 兄弟 骨肉； 於^^ 國家- 之 輩， 者、 速絕， 祌恩； 又 云-源 家 之 

子孫 累 葉-於， 有 ヒ意， 之 必 加，， 冥罰； 羨 天 照 太 神此狀 を； 牛げ 安らげ^ 召して、 

無 爲無举 に 上洛 を 遂げ 合め て、 速に 鎭護國 家の 衞宫 をな し 給へ。 天皇 朝廷の 究位 

動く こと 無く、 源 家の 大小 從類 恙無 く  f -て、 夜の 守 の 守りに 、護り 幸し 給へ と、 

恐れ く甲 し 給へ と 申す。 

治 承 五 年 五月 十九 日  正 六 位 上 源 朝 R 行 家 

行 家 太 神宮 へ 祭文 井 神馬^ 引く 事  一八 七 


源平^ 物語 卷第 i  1 八 八 

とぞ蒈 きたりけ る。 此の 祭文に、 神^ 三疋. 銀紉 一 振 丄矢ニ 筋 相 具して、. H 祌 宫へ舉 
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さる 程に 去年 諸國 七道 の 合戦に、 諸 寺 諸 山の 破滅 も さる 事に て、 天神地祇 怨を 合み 

給 ひける にや、 泰夏は 旱し、 秋 冬 は 大風 洪水 斜なら す、 懇に柬 作の 勸を 致し 乍ら、 穴ェ 

しぐ 西收 の營絕 えに けり • 三日 雨風 起り、 麥苗 ひて す、 多ぐ 黄 死 t 九月 霜降り、 秋 

早く 塞し。 禾穏 未だ 熟せす、 皆靑く 乾く とい ふ 本文 あり。 斯樣 によから ぬ 事の みあ 

b しかば、 天下 大に 飢饉して、 人民 多く 餓死に 及べり， 僅に 生ける 者 も、 或は 地を捨 

て 境 を 出で、 愛 や 彼に 行き、 或は 妻子 を 忘れて 山野に 流浪し、 憂の 凝 耳に 滿 てり。 斯 

くて 年 も 慕れ にき。 明年 はさり とも 立直る 事 もやと 思 ひしに、 今年 は 又 疫癘 さ へ 打 

0 へ て、 a えても 死し、 病みても 死ぬ。 ロハ 管 思 ひ 詫びて、 事宜し き 人 も 形を窶 し、 樣 

を愨 して： g ひ 行く。 さる か，， v すれば やがて 倒れ伏して 死ぬ。 路頭に 死人の 多き 事、 


算を亂 せる が 如し • されば 馬車 も、 死人の 上 を 通る。 臭 香 京 中に 滿々 て、 道行^ — < 

も 容易す からす. - 斯 りければ 餘 りに 餓死に 攻められて、 人の 家 を ft 端よ. o 毁 ちて、 

市に 持 出で つ、、 薪の 料に 寶り けり •  ^中に^ 朱な どの 附 きたる も あり • 是は 詮方 

なき 貧 人が、 古き 佛像 卒都婆な ど を 破って、 一 旦の命 を 過ぎん とて、 斯く K りけ るに 

こそ。 誠に 濁世 亂漫の 折と いひながら、 心： 爱 かりけ る 事共な 

賴朝 追討の 廳宣 附秀衡 方 へ 下す 事 

四月 廿八！ n  、又賴 朝 を追對 すべきの 由、 院廳の 御 下 文 をな して、 陸 奧の國 の 住人 藤 原 

の 秀衡が 許へ 下し 遣され け.^ • 其狀 にい はく、 

左 辨官下 奥州 住人 等 

應， 卓 4=s 追，， 討 流人 前 右兵衞 横 佐源賴 朝， 事  ， 

右賴 朝、 去永曆 元年 坐毐 配，， 流 伊豆 國； 須^^ 身 過， 宜， 從，， 朝憲； 而猶 懐-梟 惡之 心； 旁 

企 &戾之 謀； 或 寃：； 凌！ i 宰之 使； 或 侵 #土 民 之&。 東 山. 東海道 國々 除お 賀 か 勢. 飛 

賴剁 追討の 驄宣 附秀衡 方 へ 下 マ 事  一 八 九 
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驊. 出 羽. 陸 奥 之 外； 皆 趣，， 其勸誘 之詞； 悉 隨，， 彼 布 略 之 語； 因 ^ 玆 差-遣 官軍： 殊可^ 

澳~ 之處、 近 江. 美 濃 兩圃之 反 者 卽肷、 續-, 尾 張. 參河 以東 之賊 衆， 尙 固守。 抑 源氏 等 皆 

悉可， 被， 誅戮- 之 由^ 有 fc-s 一  舛之 輩共發 ：：惡 心， 云々。 此事尤 虚誕 也。 於-ま 政 法 

師， 者、 依， 爲，. g 然之 罪科； 忽所 ^ 被， 加-刑罰， 也。 其 外 源氏 無：， 指 過怠； 何故 被 "誅。 各 守- 

帝献， 抽，， 臣忠； 自今 以後 莫， 信，， 浮讒 兼存； 此 仔細 早 可 fe- 皇 化-者、 奉. 仰 下知 如&: • 諸 

國 宜，， 承知； 依 真 行 之； 敢不^ ^違 失， 之 故 下。 

治 承 五 年 四月 廿 AH  左 大夫小 槻宿禰 奉 

とぞ 書かれた る。 秀衡 は、 下野の 國の 住人 俵 藤 太 秀鄕が 末葉、 亘理權 太夫 經淸が 曾 

孫、 權太郞 御館 淸衡が 孫な り。 彼 秀衡. 此御下 文 を 給び たれ ども、 兵衞の 佐に は 草木 

も 靡きて、 容易く 傾け 難 かりければ、 由な しとて さて 止みぬ。 

源平 軍 物語 卷 第五 終 
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信 濃 國橫田 川原 軍の 事 

越後の 國の 住人に、 城の 太郞 平の 資 職と いふ 者 あり。 後に は資 永と 改む • 是は與 五 

將軍 維茂が 四 代の 後胤、 奥山 太郞永 家が 孫、 城の 鬼 九 郎資國 が 子な り。 國 中のお 共 

相隨 へて 多勢な りければ、 木 曾の 冠者 義仲 を^ 討の 爲に、 同じく 廳の下 文 あり。 同 

く 六月 廿五： n、 资永御 下 文の 旨に 任せて 、越後. 出 羽 兩國の 兵 を 招く と 披露し ければ、 

信， の國の 住人 にても、 源氏 を 背く 輩 は、 越後へ 越して 資 永に 附く。 其 勢 六 萬 餘騎な 

り。 同國の 主人 小澤 左衞 門尉景 俊 を 先と して、 信 濃へ 越しけ るが、 六 一 W 餘骑を 三 手 

に 分つ。 筑摩 越に は、： ぼの 小 平 太. 橋 田の 太 郞大將 軍に て、 一^ 馀騎を 差遣す。 上 3 

越に は、 津波 田の 庄司 太夫 家 親大將 にて、 一 莴餘騎 を 差遣す • 資永は 四 莴餘騎 を 

信 滇國橫 田 川原^の 事  一。 
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.P 具して、 今 ni は 越後の 國府に 着き、 明日 は 當國と 信 濃との 境なる、 關の山 を 越えん 

とす。 勝湛 房が 子息に、 藤 新 太夫. 奥山 權の 頭. 其 子の 橫新 太夫 伴 藤、 別當 家の 子に は、 

立 川 承賀. 將軍 三郎、 信 濃 武者に は 笠 原 平 五 • 其 甥に 平 四郎. 星 名權八 等を始 として、 

五百餘 騎 こそ 參り けれ • 信 濃の 國へ打 越えて、 筑摩 川の 端橫田 川原に 陣を 取る， 城 

の 太郎資 永、 前後の 勢 を 見渡して、 奢る 心 出で 來っ、 、急ぎ 寄 合せて、 問 ゆる 木 曾 を 

見ば やと ぞ^りけ る。 木 曾 は、 落 合の 五郎 兼行. 鹽 田の 八郞高 光. 望月 太郞. 同じき 火 

郎. 八 島の 四郞 行忠. 今 井の 四郎兼 平. 樋 口の 次郞兼 光. 槻 の六郎 親忠. 高 梨. 极 井. 大窜マ 

小 室 を 先と し て、 信 濃 . 上野 雨國の 勢 催し 集め、 一 一 千 餘騎を 相 具し て、 白鳥 川原に 陣 

を 取る。 楣の六 郞親忠 馬よ b 下り、 甲 を 脫ぎ弓 脇 挾み、 木 曾が 前に 畏 つて 申しけ る 

は、 親忠先 づ橫田 川原に 打 向うて、 敵の勢 を 見て 參 らんと 申 候。 然るべ しとて 許さ 

れた り。 親 忠乘替 計，^ 打 具して、 白鳥 川原 を 打 出で て、 步 ませ 行きて 見渡せば、 横 中 

篠野 井. 石 川に 火 を 懸けて 燒拂 ひ、 軍 場の 料に した 親忠、 大法 堂の 前にして 馬よ 

b 下り、 甲 を a いで 八幡の 社 を伏拜 み、 南無 八幡 大 菩薩、 我 君 先 «崇靈 神な り * 願 は 


く は 木 曾 殿、 今度の 軍に 勝つ 事 を 得せし め 給 へ • 御悅に は、 六十 六筒國 に、 六十 六箇 

^らじ 

所の 八幡 社頜を 立て、、 大宮に 御 神 樂* 若宮に 仁王 講、 峯兒の 御前に、 左右に 八人づ 

つの 神樂 女. 同じき 神樂 男， 怠轉 なく 神事 勸 めて 參 らせんと ぞ 祈念し ける。 乘替を 

使に て、 木 曾 殿へ 申しけ る は、 城の 六郎 所々 に 火 を 放って、 橫田. 篠野井 右川 邊を燒 

拂ふ。 斯く あらば 八幡の 御寶殿 もい か  > と、 危く覺 え 候 * 急ぎ 寄せ 袷へ とぞ 申した 

る • 木 曾取敢 す、 夜もすがら 大法 堂に 馳 付きて、 甲 を 脫ぎ腰 を 屈めて、 八幡の 社 を 伏 

拜み、 樣々 願 を 立てられけ り。 明け ぬれば 朝日 隈なく 差 出で て、 鎧の 釉をぞ 照し け 

る • 義仲遙 に伏拜 み、 彌勒龍 花の あした 迄、 義 仲が 日本 國を 知行 せんやる 軍の 綠日 

とな b 給へば、 今日は 八幡 大 菩薩の 結びて 給 ひたる 吉日な，^ とぞ 勇みけ る • 治 承 五 

年 六月 十四日の 11 ^の 一 點 なり。 源氏 方より 進む 輩、 上野の 國 には那 和の 太郞. 物 井 

五郎. 小 角の 六郞. 西の 七郞。 信 濃の 國に は报井 小彌太 • 其子循 の六郞 親忠. 八 島の 四 

郎 行忠. 落 合の 五郎 兼行. 极津 泰平が 子息 根 津次郎 貞行. 同じく 三郎 信貞. 海 野の 彌平 

四 郞行弘 ふ 室の 太郎. 望月 次 郎. 同じく 三郎. 志賀の 七郎. 同じく 八 ， 櫻 井 太郎. 同じ 
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く 次 郞. 石^ の 次郞. 平原の 次郞景 能。 II 訪の 上の 宫に は、 諷訪の 次 郞. 千 野の 太郎。 下 

の 宫には 手 塚の 別當. 同じく 太郞。 木 曾 堂に は 中 三 權の頭 兼 遠. 子息 樋 口の 次 郞兼光 • 

今 井の w 郞兼 平. 與 次. 與三. 木 曾 中 太. 彌中 太. 撿 非違 所の 八郞. 東 十郎. 進士 蟬師. 金剛 

禪 師を始 として 、郎等 乘替 知らす、 楝 人の 兵 百騎、 鑣を 並べて、 一 騎も 先に 立た す 一 

騎も 下らす、 筑摩河 を ざっと 渡して、 西の 川原に、 北へ 向けて ぞ 懸けたり ける。 城の 

太郞が 四萬餘 騎ズ替 へく 戰 ひけれ ども、 百騎の 勢に 駆 立てられて、 二三 度 迄 こそ 

引退き たり。 百 騎の者 共 は、 馬 を も 人 を も 休めん とて、 川 を 渡して 本陣に 歸 b にけ 

り。 城の 太郞 安から す 思 ひて、 信 濃の 國の 住人 笠 原 平五賴 直とい ふ 者 を 招いて いひ 

ける は、 僅の 勢に 大勢が、 三箇 度迄駔 散らされた る 事 面目なし， 當國に は 御 邊をこ 

そ 深く 賴み 奉れ。 川 を 渡し、 敵の 陣を馭 散らして、 恥 を淸め 給へ かし。 平家の 見參 

に 入れ 奉らん と 申しければ、 笠原镫 ふんばり 弓 杖つ いて、 越後. 信 濃 は、 境 近き 國な 

れば、 * にも 聞き 給 ひけん、 賴直 今年 五十 三、 合戰 する 事廿六 度、 未だ 不覺の 名 を 取 

らす。 佴 年老け 盛 過ぎ ぬれば、 力と 心と 相 叶 はす、 今 を 蒙む る 事 面目なり。 今 


日の 先駆して 見參に 入れん とて、 我 勢 三百 餘騎が 中に、 事に 合 ふべき 兵 A 十五 騎朥 

b 出して、 太く 高く 曲 進退の 逸物 共に 選び 乘 つて、 筑摩川 を ざっと 渡して 名乘 りけ 

K 當圃の 人々 は、 或は 綠者 或は 親類、 知らぬ はよ もお はせ じ。 上野の 國の 殿原 は、 

見參 する は 少な けれども、 さすが 音に も 聞き 給 ふらん。 昔 は 信 濃の 國の 住ヌ 今 は 

牢人、 笠 原 平五賴 直とい ふ 者な り。 信 濃-上野に、 我と 思 はん 人々 は、 押 並 ベ て 組め 

や 組め やと 言 S けて、 敵の 陣をぞ 睨みた る。 上野の 國の 住人 高山 黨、 三百 餘騎 にて 

喚きて かく。 笠 原 は 八十 餘騎 にて、 三百 餘騎 を駔 散らさん と、 中に 破 入りて、 面 を 振 

らす 散々 に戰 ふ。 高山 は 大勢に て 小勢 を 取 籠め、 一人 も洩 さす 討 止めん と、 透 問 も 

あらせ ゃ戰 ひたり。 a けて は 引き、 引きて は 駆け、 寄せて は 返し、 返して は 寄せ ス 

組み 入 替へ戰 ひける 有樣 は、 風に 木の葉 を 廻らす に 似たり けり。 程な しと 見る 程 

に、 高山 黨が 三百 餘騎、 九十 三騎に 討な さる。 笠 原が 八十 五騎、 四十 一 一騎に ぞ なりに 

ける。 兩方 本陣に 引返く。 源平 互に 感 せざる 者 はな かりけ b。 中に も 笠 原、 城の 太 

郎が前 に 進んで、 軍の 先陣 は、 いか  > 見 給 ひぬ る やとい ひければ、 資永 は、 兼ての 自 
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稱 今の 振舞、 誠に 一人 當 千と ぞ 褒めた， 9 ける • 又 源氏の 方より、 上野の 國の 住人 西 

七 郞廣助 は、 火 威の 鎧に 白星の S. 若て、 白 葦毛の^ の 太く 逞しき に、 白 覆輪の 鞍^い 

て乘 りたり けり.。 同じき 國 高山の 者 共が、 笠 原の 平 五に 多く W たれた る^ を 安 か 

らす思 ひて、 五十 騎の 勢に て、 川 を 渡して 控 へたり。 敵の 陣 より、 十三 騎 にて 進み出 

づ。 大將軍 は、 赤地の 錦の 直垂 に、 黑糸 威の 鎧に、 鍬 形 打った る 甲 若て、 連錢荤 毛の 

馬-に 金裰 輪の 鞍潢 きて 乘，^ たりけ り。 西の 七 郞是を 見て、 よき 敵と 思 ひければ、 一 一 

段 計りに 歩ませ 寄り、 和 君 は 誰ぞ。 信 濃の 國の 住人 富 部の 三郞家 俊。 問 ふ は 誰ぞ。 

上野の 國の 住人 西の 七郎廣 助， 音に も 聞く らん 目に も 見よ。 昔 朱 雀院の 御宇 承 平 

に、 將門を 討 平らげて、 勸賞を 蒙りた b し 俵 藤 太 秀鄕が 八 代の 末葉、 高山 黨に 西の 七 

郞廣 助と は 我事な り。 家 俊なら ば 引退け。 合 はぬ 敵と 嫌 ふたり。 富 部の 三郎 申し 

ける は、 和 君 は、 軍の あれ かし、 氏文讀 まんと 思 ひける か。 家 俊が 祖父 下 總左衞 門の 

大 夫正弘 は、 鳥 羽の 院の 北面な り。 子息 左 衞門大 夫家弘 は、 保 元の 亂に、 讃 岐の院 に 

召されて、 仙 洞 を 守護し 苯 りき • 但御 方の 軍 被れて、 父， 正弘は 陸奥國 へ 流され、 子息 


家 弘は討 たれ 奉りければ 1 源平の 兵の 數に縑 はれす- 正弘が 子に、 布施の 三郞 惟俊、 

其 子に 富 部の 三郎家 俊な り。 合 ふか 合 はぬ か 組んで 見よ とて、 十三 騎鑣を 並べ て 喚 

きて 懸 る。. 十三 騎と 五十 餘騎 と、 散々 に 亂れ合 ひて 戦 ひければ、 富 部が 十三 騎、 四騎 

討 たれて 九騎 になる。 西の 七郞が 五十 騎、 引い つ 討た れつ 十五 騎 になる。 大將軍 は、 

互に 組まん と 寄 合せ けれども • 家の 子 郎等 押 隔て）^ て 防ぐ 稃に、 共に. 隙 こそ 

なかり けれ • 去 程に 同僚 共が、 敵の 首 取り 下人に 持たせ、 手に 捧げたり ける を 見て、 

我 も）^ 分捕 せんと、 寄せ 合せく 戦 ひけり。 箄 に 隙 はなし。 .兩 方の 旗 差 は、 射殺さ 

れ切 殺されぬ。 主の 行方 を 知ら ざり け， o。 其 間に、 西の 七 郞と富 部の 三郎と 寄せ 合 

せ て、 引 組んで どうと 落ちて、 上に なり 下に なり、 弓手べ 轉び妻 手 へ 韓 びて、 遙に勝 

負ぞ なかり けり。 富 部の 三郞 は、 笠 原が 八十 五騎の 勢に 具して、 軍に 疲れた b けれ 

ば、 終に は 西の 七 郎に討 たれけ， 9。 愛に 富 部が 郎等に、 杵 淵の 小 源ナ重 光と いふ 者 

f。 此間 主に 勘當 せられて、 召 具す る 事 もなければ、 城の 太郎の 催促に、 主 は 越後 

へ 越し けれども、 袢淵は 信 濃に あり。 されば 今の 十三 騎 にも 具せ ざり ける が、 主の 
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富 部、 城の 四郞の 手に なって、 軍し 給 ふと 聞き、 よそ にても 主の 有樣見 奉り、 又 能き 敵 

取って、 勘當 許されん と 思 ひて、 陣を 廻って 待ち 見 けれども、 主の 旗の 見え ざり けれ 

ば、 餘 りの 覺束 なさに 陣を打 廻りて、 知りた る 者に 尋ねければ、 西の 七 郎と戰 ひ 給 ひ 

つるが、 旗 差 は 打殺され 富 部 殿 も 討た れ給 ひぬ とこ そ 聞き つれ。 冑も^ も 印 あ 

るらん。 軍 場 を 見 給へ とい ふ。 杵淵小 源 太、 あな 心 憂 やとて、 馳 廻って 見ければ、 お 

は 放れて 主 もな し。 首 は 取られて、 敵の 鞍の 取 付に あり。 杵淵是 を 見て 步 ませ 寄せ、 

あれに まします は、 上野の 西の 七郞 殿と 見 奉る は 僻事 か。 是は富 部 殿の 郎等に、 杵 

淵の 小 源 太 重 光と 申す 者に て 候。 軍 以前に、 大事の 御 使に 罷りたり つるが、 遲く歸 

參候 ひて、 御 返事 を 申さぬ に、 御 首に 向 ひ 奉って、 最後の 御 返事 申さん とて 進み けれ 

ば、 荒 手の 奴に 叶 はじと 思 ひて、 鞭 を 打って ぞ逃 行きけ る。 汚し 七郎 殿、 目に 懸けた 

る 主の 敵遁 すま じき ぞ七郎 殿と て、 追うて 行く。 七郎 は、 我 身 も 馬 も 弱りた b。 杵 

淵 は、 馬 も 我 身 も 疲れねば、 二 段 計り 先立ちて 逃げ けれ 共、 六 七 段に て馳 詰めて、 引 

組んで どうと 落つ。 重 光大 力の 剛の者な り • 西の 七郎を 取って 押へ て 首 を搔く • 


戰杵 
死 淵 
重 
光 


杵淵 主の 首 を、 敵の 鞍の 取 付より 切 落し、 七郎が 首に 並べ 据 ゑて、 泣々 い ひける は、 

身に 誤な しとい へ ども、 人の 讒言に よりて、 御勘當 聞き も 直させ 給 はす、 又 始めて 人 

に 仕 へ て、 今參 りと いは れん 事 もロ惜 くて、 W こそ 過ぎ 候 ひづるに、 今度 軍と 承れば、 

よき 敵 取って 見參に 入れ、 御 不審 をも晴 さんと こそ 存す る處 に、 遲參 仕って 先立て 

奉りぬ る 事、 心 憂ぐ 覺ゅ。 さりと も此樣 を御覽 せば、 いか 計り か は 悅び給 はんと、 後 

悔 すれ ども 今 は 力なし。 去ながら 敵の 首 は 取りぬ。 冥途 安く 思 召せ。 軍 場に 披露 

し 申して、 やがて 御供 仕らん とて 馬に 乘り、 二の 首 を 左の 手に 差 上げ、 右の 手に 太刀 

を拔 持ちて、 高聲 に、 敵 も 味方 も是を 見よ。 西の 七郞の 手に 懸けて、 主の 富 部 殿 討た 

れ給 ひぬ。 郎等に 杵 淵の 小 源 太 重 光、 主の 敵 をば 斯く こそ 取れ やと ぞ駡 りけ る。 西 

の 七郎が 家。 子 郎等、 鑣を 返して、 卅七騎 喚いて 懸り、 重光存 する 處ぞ和 殿原と て、 

只 一 騎 にて 敵の 中に 馳 入って、 人 をば 嫌 はす、 立 切に こそ 切 廻れ。 敵 十 餘騎切 落し、 

我 身 も 數多手 ft ひければ、 今 は 叶 はじと 思 ひて、 主の 御供に、 剛の者の 自害す る を 見 

給へ とて、 七 郎が首 をば 拋 つて、 猶富 部の 三郞が 首 を 抱き、 太刀 を 口に 銜 みて、 馬よ 
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，り 飛 落ちて、 賞 かれて ぞ 死に、 ける。 敵 も 御 方 も惜 まぬ 者 こそな か，^ けれ。 中に も 

木 曾 は、 あはれ 剛の奴 かな • 弓矢 取る 身 は 、斯様の 者 を こそ 召使 ふ ベ けれと、 返す 返 

すぞ惜 まれけ る。 兩陣 軍に 疲れて、 暫く 互に 休み 居た. 9* 去 程に 木 曾 は、 信 濃 源氏 

に、 井上 九郎 光基と いふ 者 を 招きて 、斯様の 馳 合の 軍 は、 勢に よる 事 なれば、 御 方の 

勢 は 少し • いかにも 軍兵 數盡 きぬと 覺ゅ。 されば 敵 を 謀り 落さん 爲に、 御邊 赤旗 赤 

印 付けて、 城の 太 郞が陣 に 向 ひ 給へ， さあら ば 敵 共、 我 御 方に 勢 付きたり とて、 荒 手 

の 武者 を差迎 へて、 軍せ させよ とて 休み 居べ し。 其 間に 白旗 白 印 取替へ て 駔け給 は 

ん處 に、 義仲川 を 渡して、 北 南より 挾んで 駆 立てば、 など か 追 落さ かるべ きとい ひけ 

れば、 然る べしと て、 井上 九郞 光基 は、 星 名 黨を相 具して 三百 餘騎、 赤旗 俄に 作. 9 出 

して、 赤 印 を 白 印の 上に 附隱 して、 木 曾が 陣を 引下 りて、 靜々 と 筑摩川 を 打 渡して、 城 

あま 3- せい 

の 太 郎が陣 に 向 ふ。 案の 如く 城の 太郞 は、 御 方に 勢 付きたり。 餘勢 は、 定めて 後馳 

にぞ來 るらん とて、 使 を 立て、 いひけ る は、 只今 參ら る、 人 は 誰 人ぞ。 返々 神妙 • 

御 方の 兵、 軍に 疲れたり。 川 を 渡して、 敵の 陣に向 ひ 給へ とい ひければ 、光基， 馬の 


軍 城 

資 

永 

敗 


鼻 を 引返す やうに して、 赤 印 かなぐ. o 棄て、 白旗 さっと 差 上げて、 又 馬の 鼻 を 引 向け 

て、 信 濃の 國の 住人 井上 九郎 光基と 名乘 りて、 喚きて 懸る 所に、 木 曾、 討 洩らされた 

る 勢 一 千 五 百 餘騎に て、 川 を さ つ と 渡し て， 聲を 合せ て、 北 南より 揉みに 揉うて ぞ攻 

めた， o ける。 城の 太 郞が兵 は、 軍に 疲れて ありけ るに、 R 今の 勢を賴 みて、 物 具寬げ 

て 休まん とする 處に、 俄に 上下よ， 9 攻めければ、 甲冑 を 捨て 逃ぐ る も あ.^、 親子 を 知 

らで 落つ る も あり。 山に 追 籠め られ、 水に 攻 入れられ、 愛に て は 打殺され、 彼處 にて 

は 切 殺され、 落ちぬ 討 たれぬ せし 程に、 城の 太 郎資永 は、 僅に 三百 餘騎 にて、 越後の 

國府に 引退いて、 息繼 ぎて 居たり ける • 

北國の 軍兵 共 木 曾に 隨ふ事 

木 曾 は 謀 賢くて、 城の 太 郞を攻 落す • 越 前の 國に は、 平 泉 寺 長吏齋 明. 威儀 師. 稻律 

の 新 介。 越 中の 國には 野 尻. 河 上. 石 黑黨。 加 賀の國 に は、 林. 富 樫が 一 族を始 として、 

寄 合 ひく 評定して 曰く、 源平 爭を 起して 國郡靜 ならす。 東西に 軍 始めて、 勇士 劎 

北^の 軍兵 共 木 曾 LL 隨ふ事  =01 
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を銳 にす。 就中 木 曾 殿、 平家 追討の 爲に、 越 中の 國府に まします • 平家、 木 曾 殿 を 詠 

戮の爲 に、 北國 下向と 聞 ゆ。 源氏に 力 を や 合す べき、 平家に 忠 をゃ盡 すべ きと、 樣々 

議 しける に、 柬國は 旣に兵 衞の佐 殿に 隨ふと 聞 ゆ。 北國 又木 曾 殿に 靡け， o,。 平家の 

方 人 等、 皆國 中に 安堵せ す。 されば 定めて 召されす らん。 召す に隨 はすん ば、 卒家 

に 同意と て、 討 手ぞ 向けら る ベ し。 如か じ 召されて 參 らんよ. o/ 同じく は 志 ある 體 

に て、 急ぎ 木 曾 殿 へ 參 らんと 議 しければ、 此儀尤 然る ベ しとて、 三 箇國の 兵、 皆 我 も 

我 もと 馳せ參 や。 木 曾 は、 各參 上の 條神 妙々々。 但 召さぬ に參る 事大き に 不審な り • 

平家の 方 人して、 義仲を 謀らん 爲 にゃある らん。 誠の 志 まし まさば、 二心 あら じと 

起請文 を 書く ベ しと 宣 ひければ， 命に 從 うて 起請 狀を 記し、 判 形 添 へ て 奉る • 木 曾、 

今 は 仔細な しとて、 御 恩の 始な り、 取敢 すと 宣 ひて、 信緵駒 I 疋づっ こそ 引かれた 

れ。 斯り しかば 北陸 道の 國々、 悉く 木 曾に 相隨 ひけり。 

資永 中風して 死ぬ る 事 附永茂 早馬 を 立つ る 事 


城資. 水 病 
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治 承 五 年 七お 十四 H に 改元 ありて、 養 和 元年と 號す。 同じき 九月 廿 m 、城の 太郎資 

永が 弟に、 城の 次郞資 茂と い ふ 者 あり。 改名して 永 茂と い ひけ る が、 六波羅 へ 早馬 

を 立てたり。 平家の 一門 馳せ 集りて、 永 茂が 狀を 見る にい はく、 去ぬ る 八月 廿 五日、 

除 目の 聞 書、 九月 二日 到來 して、 謹んで 披 覽の處 に、 舍兄資 永、 當國の 守に 任す。 朝 

恩の 忝き に 依って、 明くる 三日 義仲 追討の 爲に、 五 千 餘騎の 軍士 を 率して、 重ねて 信 

州へ 進發 せんと 出立ち ぬる。 夜の 戌 亥の刻に、 大 中風して 病に 伏し、 腕す くみて 思 

ふ 狀をも 書き 置かす、 舌 こはつて 思 ふ 事 を もい ひ 置かす。 明ぐ る 巳の 時に 悶絶 僻地 

して、 周章 死 失せ 候 ひ畢ん ぬ。 依って 永 茂、 兄が 餘勢を 引率して、 信 濃へ 越えん と 欲 

して、 軍兵 を 催す とい へ ども、 資永 任國の 越後 は、 木 曾押領 仕る 間、 阈務に 及ばす。 

北陸の 諸國木 曾に 恐れて、 一人 も相隨 はすと ぞ 申した る。 此狀に 驚きて、 同じき 廿 

八日、 左 馬の 頭 行 盛-薩摩の守 忠 度大將 軍と して、 數千騎 の 軍兵 を 相 具して、 北國へ 

發 向し、 源氏と 戰 ひけ る が、 平家 散々 に 打 落され、 都 へ 引退く。 十一 一 月 三日、 皇嘉門 

院 崩れさせ 給 ひぬ。 御 年 六十 一。 是は崇 德院の 后に てお はし ましき。 御 善知識に 

資永 中風し ^死 s る 事跗、 水 茂 早馬な 立つ る 事  1§ 


賴朝義 仲 
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は、 大 原の 別 所. 來迎院 の 本願 坊湛快 ぞ參り 給 ひける， 靜に 最後 めでたぐ て、 終らせ 

給 ひける ぞ 貴き • 昔の 御名 殘と て、 是計， ^こそ 殘らせ 給 ひた b ける に、 世の 習と て 

哀れな り。 同じき 六日 戌の 刻に、 鳥 羽の 院の 七の 宮、 前の 天台 座主 覺快法 親王、 御 年 

四十 四、 生者必滅の 狸、 始めて 驚くべき ならね ども、 打續き 哀れな りけ る 事共な 

去 程に 今年 も 過ぎて、 養 和 一 一年 正月 一 日に なりに け， 9。 新 玉の 年の 始の御 SB なれ ど 

も 、諒闇に 依って 節會 もな し • 十六 日に、 蹈 歌の 節 會も行 はれす。 新 院の御 忌 月な 

れ ばな b。  二月 廿 三日の 夜、 天變 あり。 大白 昂星を 犯す。 是 重き 妖蘖な 四 夷 蜂 

起すべき 萌な り。 四月 十五 日、 前の 權少潸 都 顯眞、 日吉の 社に して、 一 萬 部の 法花經 

を讀 むに 依って、 法皇 も 御幸なる • 五月 廿七 =! に、 養 和 二 年 を 改めて、 壽永 元年と す。 

法皇の 御氣 色に 依って 行 はれけ， 9* 

賴朝 .義 仲 中 惡き事  ， 

壽永ニ 年 三月の 頃、 兵衞の 佐と 木 曾の 冠者と、 中惡 しき 事 出來れ り。 甲斐の 源氏 武 


忡賴武 
な 朝 田 
接に 信 
す義光 


田の 太郎 信義が 子 五郎 信 光が 讒言に 依ってな り。 信 光に、 最愛の 娘の あ.^ ける に、 

木 曾が 嫡子 淸 水の 冠者 を、 聱に 取らん i 言 遣 はしければ、 木 曾 無 愛に 返事す る やう 

は、 娘 持ち 給 ひたらば 進ら せられよ • 淸 水の 冠者に 宫： H させん。 妻 迄の 事 は、 思 ひ 

寄らす とい ひたりけ る. を、 信 光 遺恨に 思 ひけり • 抑當家 は、 是淸和 帝の 後胤、 多 田 

の 新 發意滿 仲 三代の 孫、 伊豫の 守 賴義に 三人の 子 あ りき。 國家を 守らん 爲め、 家門 

の 繁昌 を 思 ふ 故に、 三 社の 神に 進ら する。 所謂 太 郞義家 は 八幡 大 菩薩、 次 郞義綱 は 

賀茂大 明 神、 三 郎義光 は 新羅 權現。 木 曾 は 太郞の 末、 賴義 より 五代の 孫。 信 光 は 三 

郞の 末、 頼義 より 又 五代な り。 信 光 は 甲斐の 武 田の 住人。 木 曾 は 信 濃 木せ に W 住せ 

り。 一門 更に 勝 劣な し。 遺恨なる 木 曾が 言葉な レ。 世の 亂な くば、 打 越えて こそ 怨 

むべき に、 惣举に 付けて. a さんと 思 ひて、 兵 衞の佐 殿に 內々 申しけ る は、 木曾義 仲、 

このかた 

去々 年 越後の 城の 太 郎資永 を 打 落して より 以來、 北陸 道 を打頜 して、 其 勢 雲 I ほの 如 

し。 今 平家 誅戮 の爲 に、 上洛の 由 披露 あり。 實には 小菘の 大臣の 女子の 十八に な b 

給 ふ を、 伯父の 宗盛 養子に して、 木 曾 を聱に 取らん と、 忍びく に 文 ども 通す と 承る。 

賴朝義 仲 中惡き 事  lis 
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斯 くして 平家と 一 つに なって、 當家 を. u さんと いふ 為 惡の企 あり。 知 召され 中 もや 

とぞ 申した， o ける。 兵 衞の佐 * 大きに 驚き 給 ひけり。 折節 乂十郞 藏人行 家 は、 兵衞 

の 佐に は 伯父な りければ、 大 場の 三郎景 親が、 平家の 設に 作りた る 菘田亭 にお はし 

ましけ るが、 兵衞の 佐に 申されけ る は、 行 家、 平家と 八箇 度合 戰 して、 二度 は 勝ち 六 

度 は 負け、 家の 子 郎等 多く 討 たれぬ。 彼等が 孝養 をも營 まん。 何 にても 一 筒 國相計 

らひ 給へ と。 佐 殿 返事に は、 賴朝は 十 箇國を 靡かす。 木 曾 は 信 濃 • 上野の 勢 を 以て、 

北陸 道 五箇 國を 靡かし 侍， 5。 御邊 も、 何れの 國 にても 打 靡け て、 院內へ 串され て、 打 

取の 國な りと て 知行し 給へ かし。 當時賴 朝が 國 奉行 は、 思 ひ 寄らす と 申された. o, 

行 家 本意 なき 事に 思 ひ て、 兵衞 の 佐 殿賴み て は、 は か ん、 し から じ。 木 曾 を 頼 ま ん と 

て、 千 餘騎の 勢 を 引 具して、 信 濃國へ 越えに けり • 佐 殿是を 聞き 給 ひて、 木 曾と 十郞 

藏人と 一 になって、 義仲 平家に 親しみて、 賴朝を 背かば ゆ、 しき 大事， 人に 上手せ 

られぬ 先に、 木 曾 を 討たん とて、 十 萬餘騎 にて 打 立ち 給 ひ、 上野と 信 濃との 境なる、 

臼 井坂 をぞ 越え 給ふノ 木曾斯 くと 聞きて、 今 井 ま 口 等 を 招き 集めて、 此事 いか  > あ 


るべき i 問 ふ •  口々 に 申しけ る は、 今 は 別の 仔細 侍る まじ， 富 部 *大 井に 城 構して 

支へ 戰 はんに、 なじ か は 軍に 負くべき • はやく 兵 を 汰へ紿 へと いふ。 木 曾 暫く 案 

じて、 さらぬ だに 源氏 は、 父 を 殺し 親類 を. u して、 世に あらんす る 者と、 人い ふなる 

に、 平家 追討の 大事 を擱 きて、 兵衞の 佐と 軍す るなら ば、 一 門の 滅. a 他人の 嘲、 最も 

恥づ べき^と て、 木 曾 は 越後へ 引退く。 兵 衞の佐 は、 人の 穩使 を存 せんに、 賴朝 勝に 

乘 るに 及ばす とて、 引返し 給 ひける が、 武藏の 國月田 川の 端靑鳥 野に 陣を 取って、 天 

野の 籐內民 部 遠景. 岡 崎 四 郞義眞 二人 を 召して 下知し 給 ひける は、 越後へ 越えて 木 

曾に い はんやう は、 平家、 朝 威 を 背き 奉り、 佛法 を. u すに 依 つ て、 源 家 同姓の 輩に 仰 

せて、 速に 追討す ベ きの 由 院宣 を 下され 畢んぬ * 尤夜を 日に 續 いで、 逆臣 を 討って、 

宸襟を 休め 車るべき 處に、 十 郎藏人 私の 謀叛 を 起し、 賴朝 追討の 企 あ b と 聞 ゆ。 然 

る を 彼 人に 同心して、 扶持し 置かる、 の條、 且は 一 門の 不合、 且は 平家の 嘲な り。 但 

御所 存を辨 へす。 若し 異なる 仔細な くば、 速に 十 郞藏人 を 出さる ゝか。 それさ もな 

くば、 淸水殿 を是へ 渡し 給へ。 父子の 儀 をな し 奉るべし。 兩條 の內. 一 も 承引な < 

賴朝義 仲 中惡き 事  lis 
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んば、 兵 を 差遣して 誅し 奉る べしと、 糙に いふべ しとて、 使に さゝれ たり • 若し 面に 

負けて、 委しく いはぬ 事もぞ あると て、 添 使に 安達の 新 三 郎淸經 を 差遣す。 岡峙の 

四郞. 藤 内 民 部、 越後に 行 向って、 兵衞の 佐の 申さる、 旨、 憚る 處 なく、 風情に 過ぎて 

申したり。 木 曾此事 を 聞きて、 郎等 共 を 招き 集めて 評定 あう。 小 室の 太郎 申しけ る 

は、 先度の 穩便、 今更 變改 ある ベから す。 若 承引な くんば、 東國. 北 國の大 合戰、 軍兵 

數盡 きて、 朝敵 追討に 力 ある まじ。 本より 御意 趣な き 上 は、 早く 御曹司 を 渡し 奉る 

ぺ きかと 申す。 今 井の 四 郞兼平 申しけ る は、 兵 衞の佐 殿と、 終に 御中 好かる まじ。 

放帶 刀の 先生 殿 をば、 惡源太 殿 討ち 給 ひぬ。 意趣 定めて おはします らんと、 佐 殿 も 

思 召す らん。 幼き 御曹司 を、 他所に 置き 奉りて、 所々 にて 思 召さん も 心苦し。 平家 

を 討たん とい ふ も、 御 家門の 爲な う。 たい 一度に 思 召し 切りて、 兎も角も なり 給へ 

と 申す。 此 御曹司と 申す は、 今 井の 四郎兼 平が 妹の 腹な りけ り。 されば 木 曾が 爲に 

は、 乳 人 子 を 思 ひて 儲けた る 子、 生年 十一 にな b ける。 義仲 案じて、 小 室の 太 郎は今 

參. o、 心 も W に 計ら ひよ し。 多勢の 者に て、 中 違 はじと 申す 處も理 なりと 思 はれけ 


れば、 子息の 淸水を 呼んで、 己れ をば 兵衞の 佐の 子に せんと 宣 へば 遣すな.. リ 相 構 

へ て惡 まれす して、 一 方の 固と も なれと いはれ ければ、 淸 水の 冠 君、 返事 をば せす 设 

つて、 父の 前 を 立ち、 母 や 乳母の 方に て、 我 をば 鎌 倉へ 遣され 候。 歸り參 らん 程の 形 

見 こ. とて、 笠懸 を七番 射て 見せ 奉りければ、 女房 達、 是を 最後と や 思 ひけん、 涙ぐみ 

てぞ見 <f 口 はれけ る" 木 曾 は、 兵衞の 佐の 使に 出合 ひ、 酒 進め^ 引きな どして、 科々 に 

もてなし、 返事に は、 十郞藏 人に 意趣お はし まし けん 事 は 存知せ や。 又 呼 越した る 

事 もな し。 打賴み 見え 來り給 ひたれば、 ロハ 自然の 情 を^ やる 計りに 候。 誠に 平家 追 

討の 大事 を擱 きて、 何の 遺恨 ありて か、 識叛の 企 あるべき。 人の 讒言に 侍る か、 信用 

に 及ぶ ベから す。 又淸 水の 冠者が 事 は、 未だ 朿西 不覺の 者に 候" 仰 を 蒙って 進ら せ 

^ば、 沂存を 籠め たるに 似た.^。 召に 隨 つて 是を 進ら す。 不便に こそ 思 召されめ 

義巾斯 く  VO 候 へ JHC、 一  方の 固に は賴 もしく 思 召すべし とて、 淸水殿 をば、 岡 崎の 

籐內民 部に 渡しけ，^ 兩使畏 つて 縑 倉へ 相 具し 皐る。 宇 野太 郞行 氏と て、 淸 水の 冠 

者 と 同年 になり ける をぞ、 供に は 具し て 遣し ける。 木 曾 は、 宗徒 の 郎等 卅餘. s 力 妻 

賴朝義 仲中惡 き 事  き 九 
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を 召して、 淸 水の 冠者 をば、 汝 等が 夫の 身代りに、 鎌 倉へ 遣し ぬ • 若 冠者 惜しむなら 

ば、 兵衞の 佐、 東國の 家人 催し 集めて 押 寄す ベ し。 兩陣 矢先 を 合せば、 共に 討死す ベ 

し。 世の中 を鎭 め ん との 計ら ひ に て、 冠者 をば、 兵衞の 佐に 渡 し ぬ と宣 へ ば、 女 S 共、 

皆 涙 を 流しつ、、 あな 目出度の 御 計ら ひや • 斯様に 思 召す 生 君の 御 恩 を 忘れ 奉つ 

て、 妻子 悲しと て、 何處の 浦よりも 落ち 來り、 夫 共に は 面 を 合せ じ、 父の 社の 前 渡り 

せじ、 照る 日月の 下に 住ま じと、 各 起請 を 書きて、 木 曾 殿に ぞ 進ら する • 

源氏 追討 使の 事 

壽永ー 一年 四月 十七 H、 木 曾 追討の 爲に、 官兵北 國に發 向す • それよ， o 東 國に攻 入り 

て、 賴 朝を誅 すべし と 聞え け， 0* 大將 軍に は、 權の亮 三位の 中將維 盛の 卿. 越 前の 一ー一 

位 通 盛の 卿。 副將 軍に は、 薩摩の守 忠度. 參 河の 守知 度. 但馬 の守經 正. 淡路の 守淸历 • 

侍 大將に は、 越 中の 前 司 盛 俊. 子息 太郎 判官 盛 綱 • 同じく 次 郞兵衞 の 尉 盛嗣. 上野の ゆ 

忠淸. 子息 五郎兵衛の 尉忠光 .惡 七兵衞 景淸. 飛驊の 判官 景家 • 子息 大夫判 g 景高. 上 


野の 判官 忠經. 河內 判官 秀國. 高 橋 判官 長 綱. 武藏の 三 郎左衞 門有國 以下、 受領 • 撿 非 

違 使^ 負の 尉. 兵衞の 尉. 有 官の輩 三百 四十 餘人、 武勇に 携 はる 者 は、 大略 數を盡 し 

て 下し 遣す。 此外 畿內は 、山城. 大和. 攝津. 河內. 和 泉. 紀 伊の 國の兵 共、 去年より 催し 

上された， 9。 東海道に は、 遠 江より 東 は參ら す。 伊賀. 伊勢. 尾 張 .參 河の 輩は參 りけ 

り。 近 江. 美 濃. 飛 驟 三 箇國の 兵少々 參る • 北陸 道に は、 若 狭より 北の 者 は叁ら す。 

山陰 道に は、 但 馬. 丹 後. 因幡. 伯耆. 出 雲. 石 見、 山陽. 南海. 西 海. 四 國の者 共 は參ら や。 

西國に は、 播磨. 美 作. 備前 .備 中. 備後. 安藝 *ゅ 長 門. 豊前. 豐後. 筑前 .筑 後 夫 隅. 薩摩、 

此國々 の 者 共まで、 其 勢 十 萬 餘騎、 大將軍 六 人、 宗徒の 侍廿餘 人、 先陣 後陣 を 定め、 我 

先 我 先と、 思 ひくに 駒 を 早めて 下りけ り。 祌功臬 后より 以來、 天下に S 相の 合戦 

廿三箇 度な り。 十 萬 餘騎の 軍兵の、 一方に 進む 爭は、 此度 共に 七箇 度な り。 され ど 

も大將 の、 六 人まで 打 立つ 事 は 一 度 もな し。 然るに 六 人の 將軍、 十 莴餘騎 を 率して、 

洛中 を 出 でられければ、 異國は 知らす 我 朝に は、 何者か 手 向 ひすべき。 源氏 等愁に 

此度亂 を 起し、 今茂ぞ 跡 方な く. □ び 終りなん する • あな ゅゝ しの 事 やと ぞ、 京 中の 

源氏 追討 使の 事  ニニ 
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上下 篤り ける。 六 人の 大將 軍、 各 一色に 装束して 打 出で 給へ， -。 蜀 紅の 錦の 直垂 に、 

金銀の 金物、 色々 に 打ぐ、 みたる 鎧 着て、 對 面の 爲 なれば、 甲 をば 若 給 はす、 大中黑 

の 矢に 滋 藤の 弓 持ちて， 雪よりも 白 かりけ る 葦毛の 馬に、 螺鈿の 鞍 置きて 乘り 給へ 

り。 合戦の 道の 出立 は、 冥途の 旅の 出立な り。 再び 歸り參 りて、 見參に 入らん S3H^ 

難し。 今朝 面々 の 暇 は 申しぬ， 大臣 殿に、 最後の 暇 申さん とて、 六 人^の 鑣を 並べ 

て、 西 八 條の南 庭に 列參し 給へ り。 女房 男 房， 各 或は 御簾す だれ を か、 げ、 或は 綠中 

門に 佇みて 見 給 ひけ り。 容顔 美麗の 景色、 馬 鞍錦繡 の有樣 は、 丹 師が筆 も 及ば じと 

ぞ、 上下 男女 褒美し ける。 盛 俊 以下の 侍 共 は 馬より 下りて、 鎧の 釉を 合せて 庭 上に 

氣色 せり。 斯 くの 如くの 次第の 禮儀、 良久し く 敬 ひ 屈して 、暇 申して 打 出で 給ふ處 

に、 白淨 衣に 立 烏帽子 着た る 老翁 六 人、 梅の 格に 卷數附 けて 各 捧げて、 六 人の 大將軍 

に 奉る。 門出よ しとて、 弓 を 脇に 挾み つ 、、各 卷數を 開いて 讀み給 ひける。 

第一 維 盛 卿 堯 雨斜灑 平家 平 k 國 頓河俄 流 源 子 失. 源 嚴島明 神より 

權の亮 三位の 中將 殿と 書かれたり。 


第二 通 盛 卿 平家 庭 上 立，， 不老 門- 源氏 蓬苑 放， 毒 箭鎘- , 嚴 島 明 神- 

越 前の 三位 殿と 書かれたり • 

第三 忠度 朝臣 東海 榮花 開，， 平家 園， 嚴島 神風 破，， 源氏 家， 嚴島明 神より 

薩摩の守 殿。 

第 四 知 度 朝臣 平家 繁昌 白 駒浪， 庭 源氏 衰浪 漁 翁 失. 船 巖島明 神より 

參 河の 守 殿。 

第五 經正 朝臣 U 本 放， 日 平家 餘風 太白 犯， 星， 源氏 物怪 嚴島明 神より 

但 馬の 守 殿。 

第 六淸房 朝臣 平家 如， 王 源氏 能 敬 源氏 似 平家 打^ I 嚴島明 神より 

淡 路の守 殿。 

とぞ 侍， o ける。 六 人 各^よ，^ 下りて、 再 拜し候 ひける ぞ目 出た き • 馬 引き 給 はんと 

しけ. るに、 翁 は 化して 失せに けり。 是は 誠の 嚴 島の 明 神の、 嚴 重の 御 示現、 希代の 不 

思議な ち。 明 神 是程御 託宣の 上 は、 平家 繁： n 曰 源氏 衰滅の 倏、 疑 あ ら じと 悅び合 へ り 

源氏 追 M 使の 事  0 
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けれ • 後に 聞え ける は、 彼嚴 島の 神. W  、平家 を 祈り 奉る 志、 心中に 深く して、 合戰の 

門出 を 祝 ひ 奉る 作 事に てぞ ありけ る。 譬 へば 正月 元旦 元三に、 長生 殿 裏 不老 門前 

と 祈れ 共、 齡は 日に 添へ て衰 へ、 命 は忽に 止まる • 嘉辰 令 月歡 無， 極と 祝 へ 共、 福 幸 

もさまで なく、 思 ひ 歡く事 は： W 々に增 すが 如し。 萬 事 は 皆 春の 夜の 夢な り。 諸 法 は 

ロハ 先 世の 粜 報なる べし。 祈れ 共 それに も 依ら や、 祝へ 共 叶 はぬ は、 是 我等が 有樣 な 

5. 片路を 給 はりて、 權門 勢家の 正稅 年貢， 神社 佛 寺の 供料 供米、 奪 ひ 取りければ、 

路 次の 狼藉 斜 なら t 在々 所々 を 追 捕し ければ、 家々 門々 安堵の 者な し。 近 江の 湖 

を 隔て 、、東西より 下る。 粟津が 原 • 勢 多の 橋. 野路の 宿. 野洲の 川原 • 鏡 山に 打 向 ひ、 

駒 を 早む る 人 も あり。 山 田/犬ば せの 渡. 志那. 今濱 を浦傳 ひ、 舟に 棹す 者 も あ.^ 西 

路には 大津. 三 井 .dt 田の 浦. 比 良. 高 島 • 木津の 宿. 今津. 海 津を打 過ぎて、 あらち の 中 

山に 愚って、 天の 熊 國境疋 壇 ニニ 口 行 越えて、 敦賀の 律に 若き にけ 夫より 井河. 

坂 原. 木 邊山を 打 登り、 新道に S りて、 か へる 山迄續 きたり • 東路に は、 片山. 春の 5^ 

.& た^ S- 

鹽 律の 宿 を 打 過ぎて、 能 美 越. 中 河. 虎杖 崩より、 か へ る 山 へ ぞ打合 ひたる。 軍兵 十 


萬 餘騎、 北國に 下向と 聞え ければ、 木 曾、 我 身 は 越後の 國府 にあり 乍ら， 信 濃の 國の 

住人 仁 科の 太郞 守弘. 加 賀の國 の 住人 林の 六郞 光明. 倉 光の 三郎成 澄. 疋 田の 次郞俊 

平. 子息 小 太郎， 俊弘. 近 江の 國の 住人 甲賀の 入道 成覺等 を大將 として、 燧の 城へ 差遣 

す • 其 勢 追覇々 々に、 越 前の 國府 • 大鹽. 脇卒鯖 波の 宿. 柚の 尾 坂. 今 城 迄ぞ續 きたる。 

陣 をば 柚の 尾の 峠に 取り、 城 をば 燧に 構へ た. 平 泉 寺の 長吏齋 明、 木 曾が 下知に 

隨 うて、 門徒の 大衆 狩 催し、 一 千 餘騎に て、 大野 郡 を 打 過ぎて、 池 田 越に、 燧の 城に 柅 

籠る。 抑此 城と いふ は、 南 は あらち の 中 山 を 境 ひて、 虎杖 崩. 能 美 山. 近 江の 湖の 北の 

端な.^ 鹽津. 朝 妻の 濱に績 きたり。 北 は 柚の 尾 坂. 藤 勝 寺. 淵 谷. 木邊 峠と 一 つな，^ 

東 はか へる 山の 麓より、 長 山遙に 重なりて、 越の 白 峯に續 きたり。 西 は 海路 入 r 道. 木 

津の浦 ニニ 國の湊 を 境 ひたる 所な り。 海山 遠く 打 廻り、 越路遙 かに 見え 渡る。 « 石 

高ぐ 聳え 上って、 四方に 峯を 連ね たれば、 北陸 道 第 一 の 城郭な. o。 かへ る 山の 麓、 西 

つ： c を 

は經 尾と 名 づけ、 東 は 鼓の 岡と いふ。 其 間 二 町に は 過ぎす、 南より 北へ 流れた る 山 

河 あ b。  ：n 野 川と 名づ く。 能 美 • 新道の 二の 谷川の 落 合なる に、 大木 を 倒し、 柵 を か 

源氏 追討 使の 事  ニー： ム 
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き、 大石を 重ねて 水を堰 止め たれば、 彼方此方 岡 を 浸し、 今 城. 柚の 尾の 大道 を、 平 

にこ そ湛 へたれ。 水 南山の 陰 を S してぶ e: ぐして 浞瀵 たり。 波 西：：： の 光 を 沈めて、 

紅に していん りんたり。 彼 無熱 池の 渚に は、 金の 砂 を 敷きて、 八 功徳 水を湛 へ、 a 明 

池の 間に は、 弘誓の 舟 を 浮めて、 八 ® の 波に 遊びけ. o。 燧の 城の しつら ひ は、 大石 を 

重ねて 水 を 澱み， 大木 を 横へ て 流 を 突 まめ たれば、 遙に 見渡して 湖の 如し。 舟な く 

して は 渡り 難 かりければ、 平家の 軍兵 は、 能 美. 新道の 境なる 岩 神 山に 陣を 取る。 源 

氏 は 柚の 尾 坂 .鈹 の 岡.燧 山に 陣 を 取る。 兩陣； g を 隔て、 支へ たり。 相 去る 事 三 町 

に は 過ぎ ざ b けれども、 容易く 落し 難ければ、 徒に 日 數を逐 うて 評定 樣々 なり。 

齋明蟇 目 を 射る 附源氏 燧が城 を 落 つ る 事 

去 程に 齋明 倩絷 じけ る は、 平家 は 十 萬 餘騎、 木 曾 は 僅に 十分が 二 されば 軍に 负け 

て、 平家に 生 捕られ、 憂目 を 見ん よりも、 返 忠 して 平家に 力 を 添 へ んと、 思 ふ 心ぞォ 

きに ける。 溥き切 紙に、 細々 と狀を 書きて、 慕 目の 中に 入れて、^. 家の 陣へ 射^した 


城 

h 


hy. 平家 は、 此慕 目の 鳴らぬ 事 こそ 怪し けれと て、 取上げ 見れば、 中に 切 紙の 文 あり。 

大將の 御前に 參り、 開 い て是を 見る に、 E  く、 源平の 合戰に 依って、 心なら す 木 曾が 

爲に 催されて、 此 城に 籠りて 候。 身 は 源氏に 加 はりて、 心 は 平家に 通す。 此城 難所 

にあら す、 谷川 を 塞いで 下に 堤 を 築き、 ^を かき 水を堰 止め たれば、 東西の 山の 根 

に湛 へ て、 海の 如くに 見 ゆれ ども、 誠の 淵に あらす。 夜に 人り て、 水に 心得た らん 足 

輕共 を、 東の 山の 根へ 差遣して 、挤を 切り 下すならば、 山川の^ にて、 水は稃 なく 早 

落ち 候べ し。 . 其 後案內 者して、 後 矢 仕るべし， 是は越 前の 國平泉 寺の 長吏齋 明が 中 

狀な りと ぞ 書きたり ける， 平家 大きに 悅 びて、 夜に 入、 りて 足 輕共を 廻して、 大石 を 

崩し 退け、 » を 切 流しければ、 夥しぐ 見えけ る 海 なれ ども、 山川 なれば、 水は稃 なく 

落ちに け^。 さる 稃に 四月 廿七 m に、 平家 十 萬 餘騎、 鬨を 作って 押 寄せたり。 源氏 

鬨を 合せて 戰ふ處 に、 齋明忽 に心替 して、 一 千 餘骑を 引分けて 卒家 に付き、 後 矢 を 射 

る。 源氏 泳へ すして 引退き、 越 前の 國河 上の 城に 槻 籠る。 平家 は 齋明を 先と して、 

河 上の 城へ 押 寄す。 源氏 暫し 支へ て戰 ひけれ ども、 兵糧な かりければ、 爱を 引いて 

齋明蟇 射る 附 源氏 燧が 城^ 落つ る 事  ニー 七 


源平 軍 物^ 卷 第，： ハ 

三條 野に 陣を 取る • 平家 勝に 乘 つて 押 寄す る。 兩陣鬨 の聲を 合せ や、 源氏 は 寄 手 

の 鬨の聲 を 待 兼ねたり • 加 賀の國 の 住人 林の 六郎 光明が 嫡子に、 今 城 寺の 太郞 光平 

とい ふ 者 あり。 褐 の直垂 に、 釉 をば 紺地の 錦 を 付けた.^ 紫 糸 威の 鎧に、 丈 中黑の 

矢 首 高に 負 ひ、 重 藤の 弓眞中 取り、 八 寸に餘 りたる 大菓 毛と いふ 馬に、 白 覆輪の 鞍 置 

きて ぞ乘 りたり ける • 此^ 極めて ロ强 くして、 國 中には 乘從 へる 者な し。 林の 六郞 

光明 が郞 等に、 六 動 の 太郞 光景と い ふ 者 計り ぞ乘從 へけ る • 今度 も 光景 を 乗す ベ か 

り ける を、 光平 父に 逢うて、 今度 は大粟 毛に 乘 つて 軍に 出 でんと いふ。 父 光明 此言 

を 聞きて、 弓 取 は、 口の 强き 馬に 乘 りて は、 必す犬 死す る 事 あり。 無用なる 間、 光景 

を乘 せよ とい ひけれ ども、 光平 は 弓矢 取る 身 は、 軍 場 こそ 晴 にて 候へ。 此： ：！ 頃勞り . 

飼 ひ 置きて、 此 大事に 乘ら では、 いっか 乘り 候べき とて、 父が 諫 にも 隨 はす、 押して 

乗って 打 出で つ、、 皆 紅の 扇に、 月 出した る を 開き 使 ひて、， 坂の 上の 利 仁 公より 六 代 

の 孫、 賀 州の 住人 林の 六郞 光明が 嫡子、 今 城 寺の 太郞 光平と いふ 者な り。 我と 思 は 

ん 平家の 侍 共、 押 並べて 組め やくと いふ • 平家 是を 聞きて 時 を 作る。 源氏 時の 聲 


を 合せた， o。 源平の 馬 共、 時の 聲に 驚いて、 馳せ翅 らんと する 事 夥し • 中に も 光平 

が大粟 毛、 國中 第一 の 口 强き馬 なれば、 引け ども./^ 留ら す. 今 は 叶 はじと て、 手綱 

を くれて ぞ馳せ 入りた る。 平家 馬に あたら じと て、 左右 へ さっと ぞ 引きたり ける • 

馬 も 究竟の 逸物、 主 もい み じぐ 乘 りたれば、 敵 も 御 方 も、 軍の 事 をば 擱 きて、 此^ を 

こそ 賞め たり けれ • 獅子奮迅の 振舞、 龍馬 醉 象の 有樣、 » 王 八疋の 天馬の 駒、 斯 くや 

とぞ 見えに ける。 愛に 平家の 侍、 武藏 の國の 住人 長 井の 齋藤別 當實盛 進み出で て 申 

しける は、 加 賀の國 に は、 誠に 此者共 こそ あるら め。 彼 も齋藤 我も齋 藤、 共に 利 仁 公 

の 末葉な， o。 恥 ある 者 は、 名 ある 者に 合うて こそ、 死ぬ ると も 死なめ。 况ゃ 一門な 

り。 押 並べて 組まば やと 思 ひ、 手綱 搔 繰りて 進み 寄り、 同じ 流れの 齋 藤に、 別 當實盛 

と名乘 つて、 弓 を 捨て 太刀の 鞘 を 外して 打 組む 處に、 馬の 間 無下に 近うて、 打 物ち が 

ふ べき やうなければ、 押 並べ て 引 組んで、^ の 間へ どうと 落ち、 上に なり 下にな り、 

一 ー轉 び三轉 びしたり けれども、 光平 は 苦く 實盛は 老いたり。 旣に別 當危ぐ 見えけ る 

處に、 郎等 二人 落 合 ひて、 光平が 首を切る。 光平が 郎等 は、 押 隔てられて、 一 人 も續か 
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ざり ければ、 犬 死して 失せに けり • 馬 は 敵の 中より 走り 歸り けれども、 SH むる 者 は 

なし。 親が いひけ る 言、 少しも 違 は ざり けり * 父の 命に 相隨 ひたりせば、 よも 犬 死 

はせ じと、 人 皆 是を惜 みけり。 源氏 は 矢 合に 光平 を 討た して、 三 條野を 引く。 平家 

又續 いて 攻め 懸け、 れば、 源氏 は 引返いて、 加賀 の國篠 原の 宿に 陣を 取る、 平家 は 

越 前の 國長 畝の 城に 籠プ て、 暫く 息 を 休めけ り。 越 中の 國の 住人 石黑 の太郞 光弘. 

高循 の次郞 光延. 泉の 三郞. 福滿五 郞. 千國の 太郞實 高. 向田の 次 郞村高 • 水 卷四郎 安 

高. 同じく 小太郎 安經. 中 村太郞 忠^. 福 田の 次郞範 高. 吉 田の 四郞. 賀茂 島の 七 郞.宫 

崎の 太郎. 南 保 次 郞. 入 善 小太郞 など 評定し ける は、 抑此 事い かい ある べき。 源氏 は 

越 前の 國燧が 城 を 落されて、 旣に加 賀の國 へ 入る と 聞く。 木 曾 殿 は、 北國 の大將 と 

して 攻上. り 給 ふなる が、 越後の 國府に 坐し ますな り • 平家に 駆 向うて、 一 革して 引 

くべき か。 只 直に 木 曾 殿へ 參る べき かとい ふ。 吉 田の 四郞中 しける は、 我等 は 無勢 

なり， 平家 は 十 萬 騎と聞 ゆ。 中々 小勢の 分限、 見えられても 惡 しか. 5 なん。 急ぎ 木 

ささ 

曾 殿へ 馳せ參 り、 大勢の 前 を かくべき やらん とい ふ。 石 黑太郞 申しけ る は、 弓矢 取 


る 身 はさる 事な し • 大勢 小勢 をば いふべ からす。 いかにも 御 方 を 後に 當て、 節に 向 

ふ は 武者の 法な， 9。 眾せ すして 參， 9 たらば、 定めて 尋ね 給 はんすらん。 勢 はいくら 

程ぞ。 陣 をば 何 處に 取りた るぞ。 御 方に は 誰か 手 負 ひ 討. たれた る やと 問 はれん 時 

は、 いかい 陳じ 申すべき なれば、 大將 軍の 思 ひ 給 はん 事 も 言 甲斐な し。 又 東 圃の閜 

え も 然る ベから や.。 さらば 先づ 平家に 打 向うて、 敵 を も 一 矢 射、 我等 も 一 矢 射られ 

て、 疵を 蒙. O て參 りたらん こそ、 面目なれ とい ひければ、 此儀 然る べし， さらば 平家 

に 向 へ とて、 石黑. 宮崎を 先と して、 五 百餘騎 こそ 打 立ち けれ。 

. 、  ： パク Z 搴 

北國所 々 の 軍附 安宅 合戦の 事 

斯り しかば 五月 二日、： 牛 家 は 越 前の 國を 打隨へ 、長 畝の 城 を 立ち、 齋明を 先 として、 

加 賀の國 へ 亂れ 入る。 源氏 は、 篠 原に 城郭 を 構 へて あり けれども、 大勢 打 向 ひけれ 

ば、 泳へ すして、 佐 見. 白 江. 成 合の 池 打ち過ぎて、 安宅の 渡り. 住 吉の濱 に 引 限い て陣 

を 取る。 平家 勝に 乘 つて、 隙 を あらすな 者 共と て攻 憑り た，^。 其 勢 山野に 充満せ り • 

北國 所々 の 軍附 安宅 合 戰の事  一 マ 二 
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先陣 は 安宅に 着けば、 後陣 は黑崎 • 橋 立. 追鹽. 鹽越. 熊 坂 山. 蓬 か 浦. 手 山が 原まで 連な 

b たり。 權の亮 三位の 中 將維盛 以下、 宗徒の 人々 一 萬 餘騎、 篠原 の^に 控 へた.^ 

越 中. 加 賀兩國 の 兵 共、 安宅の 渡りに 馳せ 集， 9、 橋 板 三 間引 落し。 城 を 構へ 垣 循をか 

き、 平家 を 待つ 處に、 越 中の 前 司 盛 俊が 一 黨五千 餘騎、 安宅の 渡りに 押 寄せ 見れば、 

橋 板 は 引きたり 水 は 深し， 南の 岸に 控 へたう。 源平 川 を 隔て、、 R 遠矢に 射る。 = 

數を經 ると も、 落す ベ き樣 なし。 盛 俊、 子息の 盛 綱 を 招いて、 あの 渚 は、 波に 碾れて 

淺 かるらん。 者 を 打 下して 見よ とい ふ。 盛 綱卽打 下って、 馬 を 打 入れて 見れば、 實 

にも 流る、 砂 磯、 打 波に 碾れ て、 思 ひしょり 淺か b けり。 打 返して、 水 は淺く 侍りけ 

hy. 渡され 候へ と. S. せば、 盛 俊 打 浸し^-渡す • 源氏 是を 見て、 あは や 平家 は 渚 を 渡 

すぞ。 陸へ 上げ やして、 川 中に 射 浸せ 者 共と て、 一 千 餘騎鑣 を 並べて 引取り、 差 詰め 

散々 に 射る。 平家の 先陣 三 fa 餘騎、 河 中に 射 浸されて、 海の 中へ 押 流さる • 水卷の 

四郞 安高 此樣を 見て、 父子 六騎 勇み 喚きて、^ を 水に 打 入れて、 散々 に戰 ふ。 飛驊の 

守景 家が 一 黨の 中に 取 籠め られ、 三 騎は討 たれ、 三 騎は手 負うて 引退く • 石 黑の太 


郎 兄弟 五騎、 馬の 鼻. を 並べ て、 太 腹の 間 打 入れて、 K 々に 射る。 越 中の 前 司 盛 俊、 大の 

中 差 取って 番ひ、 能 引きて 兵と 射る。 其 矢 石 黑太郞 にした、 かに 當 つて、 暫 しも堪 

らす、 水の 上に ざぶ と 落つ • 舍 弟福滿 五郎 打 寄せて、 水の 中より 引上げて 脣 に引懣 

け、 朴の木 坂 越に 石 黑に歸 つて、 灸治よ くして、 又 十 H 計りあって、 都 波の 軍に 合 ひ 

た， o ける こそ、 ゆ、 しき 剛の者と は 覺ぇ た れ。 林. 富 樫. 下田. 倉 光 も、 大勢に K 立て 

られ て、 安宅の 城 を も 引返く。 加 賀の國 の 住人 井家 次郎範 方、 十七 騎の 勢に て、 根 上 

b の 松の 程 迄 返し 合せく、 十一 度 迄 散々 に戰 ひける が、 大勢に 取 籠め られ て、 範方 

終に 討 たれに けり。 根 上りの 崧と いふ 所 は、 東 は 沼、 西 は 海、 道狹 く. f - て分內 なし • 

源氏 數を盡 して C ぶ ベ か ，9 ける に、 井家 次郞 返し 合せ./ \ -戰 ひける 問に、 希有に し 

て 落延びぬ。 富 樫の 次 郎家經 は、 黑糸 威の 鎧に、 S 毛の 馬に ぞ乘 りたり ける。 卅餘 

騎 にて 落ちけ るが、 郎等 共に 防 矢 射させて、 引返しく 戰 ひける 程に、 おの 太 腹 を 射 

させて 引落さる。 富 樫が 外戚の 甥に、 安江の 次郎盛 高と いふ 者 あり。 績 いて 落ちけ 

る が、 家 經是を 見て、 いか に 安江 殿、 家 經-: iit を 射さ せたり， 乘 りつ ベ きお や 侍る とい 
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へ ば、 名 をば 誰と も 指さす、 四五騎 ありけ る 郎等に 向 ひて、 其^ 進ら せよ とて 落 行き 

けに 今^りに、 新三郞 家：： M とい ふ 者、 我乘 りたる 馬 は、 鹿 毛なる 馬の 逸物な b. ける 

が、 飛 下りて、 後の 奉公に 立ち 給 ふ べしと て、 富 樫の 介 を搔乘 せたり ければ、 北 を 指 

して 落 行きぬ。 家 員が： なくば、 家經危 ふく ぞ 見えけ る。 源氏 は 安宅の 瀋 より 落ち 

へ なみ 

て、 今瀋. 藤 塚. 小 河. 鑌倉. 部 雙川打 過ぎて、 大野の 庄に陣 を 取る。 平家 は 林. 富 樫が 館 

に 打 入れて、 暫く 爱に 休み 居た， o。 是 より 飛脚 を 都へ 立つ。 平家の 一門 馳せ 集って 

狀を 開く に、 曰ぐ、 四月 廿七 ：《 に、 越 前の 國燧の 城に て、 當國平 泉 寺の 長史 齋明、 降 

人に 参す。 卽ち 先陣 を 申請け て、 案內^ して、 當國の 輩 を打隨 へ、 五月 二 ："、 加賀の 

國 へ亂れ 入る 處に、 源氏の 軍兵、 安宅の 渡に 诚郭を 構 ふと 雖、 彼 をも攻 落し 畢ん ぬ。 

林. 富 樫 が 二箇所の 城 を 打 落し ぬれば、 北國 は、 今 は 手の 內 と 思 召さる べしと * 上げ 

たりければ、 平家の 一門 大に悅 びたり けり。 斯くて 暫く 加 賀の國 を 靡け て、 安^し 

たりけ り。 源氏 は、 木 曾 殿へ 早馬 を 立て、 燧の城 をば、 齋 明が 返 忠 にて 攻 落され、 所 

所 に て 討 負け、 加 賀の國 へ 引き、 安宅 の 城に て、 御 方の 兵 多ぐ 討た れ て 、林. 富慳 が 黨 


類 も 打 落されぬ • 急ぎ 勢 を 付けら るべ しと ぞ申 遣し ける。 齋明 は、 黑糸 威の 腹卷 に、 

長刀 脇に 挾みて、 三位の 中將の 前に 跪いて 申しけ る は、 木 曾は此 間、 越後の 國府 にと 

承る。 眛方 軍に 勝って、 越 前. 加 賀を隨 へさせ 給 ひ 候 ひ ぬれば、 敵 早馬 立て ゝ打 上り 

侍らん と存 候" 越 中. 越後の 境に、 寒 原と いふ 難所 あり • 敵 彼 を 越えて、 越 中へ 入， 9 

なば、 咴 方の 爲に ゆ、 しき 御大 事。 彼 を 切 塞いで 候 ひなば、 木 曾が 爲には 大事に て 

侍る べし。 されば 急ぎ 官兵を 差遣して、 寒 原 を 切 塞ぎて、 越 中の 國を隨 へば や i 申 

す • 何事 も 北 國の事 は、 齋 明が 計ら ひなり とて、 越 中の 前 司に 仰す • 盛 俊 五 千餘騎 

を 引率して、 加 賀と越 中の 境なる 礪並 山. 倶梨 伽羅が 峯を打 越えて、 越 中の 國小矢 部 

川原 を 打 過ぎて、 般若 野に こそ 陣を 取れ。 木 曾 早^に 驚きて、 今 井の 四郎に 仰せて、 

六 千 餘騎を 相 具して、 越 中の 國へ 差遣す. 兼 平 は 鬼 臥. 寒 原 打 過ぎて、 四十 八 箇瀨を 

渡して、 越 中の 國婦 負の 郡 御 服 山に 陣を 取る。 
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般若 野 軍の 事 

五月 八 H 卯の 刻に、 源氏 六 千 餘騎、 白旗 卅流差 上げて、 喚き 叫んで 般若 野に 押 寄せた 

り。 平家 も 時 を 合せて、 散々 に戰 ふ。 二百 騎 三百 騎 五十 騎百騎 、出 替へ入 違 ひて、 寄 

せつ 返しつ、 切りつ 切られつ、 息 をも繼 がせす 馬 を も 休めす、 未の 刻迄戰 うたり • 夕 

に 及んで、 平家 防ぎ 兼ねて 引退く。 源氏 勝に 乘 つて 追 掛けたり。 平家 は礪 並の 郡、 

小 矢 部の 河原 迄 返し 合せく、 散々 に戰 ひける が、 落ちぬ 討 たれぬ。 二 千 餘騎は 失 

せに けり。 殘る 三千 餘騎、 夜に 入りて、 礪並 山. 俱梨 伽羅が 峯を 引越え て、 加 賀の國 

へぞ歸 b にけ る。 


平家 礪並. 志 雌 山 一 一手に 配分して 寄す る 事 

卒家 一 所に 集って、 木 曾 追討の 爲に、 十 萬 餘騎を 二手に 分けて、 越 中の 國へ 入りて、 

とモの W 

國 中の 兵 を攻隨 へ んと 評定す^ 搦手の 大將 軍に は、 三 河 守 知 度 • 皇后 宮佐經 正 • 淡路 

守淸 房。 侍に は 越 中の 前 司 盛 俊 丄總守 忠淸. 飛 輝 守景 家、 三 萬 餘騎を 相 具して、 志 雄 

の 山へ こそ 向 ひけれ。 彼 山 は、 能 登. 加賀. 越 中 三 箇國の 境な り。 能 登 路白生 を 打 過 

ぎて、 日 角. 見 室 尾. 靑崎 • 大野. 德藏 の宫の 腰まで 續き たり。 追手の 大將 軍に は、 三位 

の 中將維 盛. 越 前 三位 通 盛. 薩摩 守忠. 度。 侍に は 上總の 判官 忠 綱. 河內の 判官 季國 • 高 

橋の 判官 長 綱. 趑中 權頭範 高が 一 黨- 五 千餘騎 を 先と して、 都合 七 莴餘騎 は、 加賀と 

越 中の 境なる 倶梨 伽羅 山 へ ぞ向 ひける。 加 賀の國 井家 津. 播多. 荒 井 • 閑 野. 竹 橋 .大 

庭. 崎 田. 森 本まで 續 きたり。 追手 搦手 十 萬 餘騎、 赤旗 赤符鹽 風に 吹かれて、 浦々 は. 錦 

を さらし、 綠の 棺を隱 して、 山々 は 紅 を 染めな せり。 平家 旣に惧 梨 伽羅. 志 雄の 山 一 一 

手に 分って 下る と 聞え ければ、 木 曾 は 越後の 國府を 立ちて、 越 中へ 入る。 國々 の 軍 

平 衆 礪茈志 雌 山 二手 LL 配分し ズ寄 する 事  i 
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兵馳せ 集まって 木 曾に 加 はる。 越 前に は 本庄. 樋 口. 齋藤 がー 族 • 加 賀の國 に は 林. 

富 樫. 井家 津. 播多。 能 登の 國には 土 田 .關. 日笸。 越 中の 國 にに 野 尻. 河 上. 石 £ザ 宮峙 

りけ り。 

義仲軍 評議の 事  , 

木 曾 は 六 動 寺の 國府 より 打 上りて、 般若 野の 御 河 端へ 着きに けり • 是 にて 軍の 談議 

あり。 平家 は 大勢と 閜く。 味方 は 無勢な り。 平家 礪並山 を 越して、 崧 永邊. 柳 原. 小 

矢 部の 河原へ 打 出で なば、 馳 合の 軍なる べし。 馳 合の 戰は、 必勢 による 事 なれば、 ゆ 

ゆしき 大事な， o。 されば 先づ義 仲、 俱梨 伽羅 山の 北の 麓に 陣を 取らん と 思 ふ。 其 故 

は、 源氏 礪 並の 郡倶梨 伽羅 山の 麓に 陣を 取るならば、 卒家は あは や 敵 向うたり とて、 

山の 峠 を 去 つ て、 猿の 馬場の 邊に控 へ ん すらん。 其 時義仲 搦手 へ 廻. り濟 して、 追手 

搦手 北 南よ b 押 合せて、 平家 を倶梨 伽羅の 南 谷 へ 攻 落さん と 思 ふなり。 さらば 急ぎ 

馳 向うて 陣を 取れと て、 信 濃の 國の 住人 星 名黨を 差遣す。 巳 時計り に、 礪並 山の 北 


の 麓に 着きて、 日宮 林に 旗 卅流打 立てたり • 倶梨 伽羅 山と いふ は、 加賀 i 越 中との 

境な り • 嶺に 一宇の 伽藍 あ，^ 昔 越の 大德、 諸國 修行し 給 ひしに、 倶梨 伽羅 明 王 を 

行-ひ 給 ひたりし かば、 其より して 此山 をく りから 嶽 とも 申す i かや。 越 中の 國礪並 

の內 なれば、 礪並 山と も 申すな り • 谷 深う して 山 高く、 嶮難 にして 道 細し。 ^も 人 

も 行 違 ふ 事 容易す からす。 

源氏 軍配 分の 事 

五月 十 一 日 に、 平家 十 萬 餘騎を 一 一手に 分けて、 礪並 .志 雄 1 一の 道より、 越 中の 國 へ 打 

入る と 聞え ければ、 木 曾 乳 人 子の 今 井の 四郎を 召して、 義仲、 信 濃 國橫田 河原 の^に 

は、 三千 餘騎 にて、 四 萬 餘騎を も 追 落しき • 是は 敵十莴 餘騎、 * 方 五 萬 餘騎、 一人し 

" W- む しさ 

て 敵 二人に 向 ふ。 彼等 は馳 疲れたる 京 家 西 國の靳 武者な り。 是は在 國案內 の 荒 手 

なり • 思へば 安平な り。 吉例に 任せて、 * は 七 手に 分けて、 後 は 一 に 寄 合せて、 揉み 

に 揉うて 南の 谷に 追 落すべし とて、 方々 手 分 をしたり ける。 一 手 は 十 郞藏人 行 家 • 

源氏 軍配 分の^  M 
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足 利 矢 田 判官 代義 兼. 栀 の六郞 親忠. 宇 野彌平 四郞行 平. 成 合. 落 合を始 として、 然る 

べき 者 共 一 萬 餘騎、 志 雄の 山の 搦手へ 差遣す。 一 手 は 根 井 小彌太 を大將 として 二 千 

餘騎、 越 中の 國の 住人 蟹 谷の 次 郎 を案內 者に 付けられて、 鷲 島 を 打 廻り、 & 永の 西の 

外れ 小耳 入 を 通って、 鷲 爲へ打 上り、 彌勒山 を 引 廻らす。 一 手 は 今 井の 四郎兼 平大 

將 として 二 千 餘騎、 越 中國の 住人 石黑 の太郞 光弘. 楣 の次郞 光延、 案內 者に 打 具して、 

菘 永の 日 宮 林へ 差遣す。 一 手 は 樋 口の 次 郎兼光 を大將 にて 二 千 餘騎， 加 賀國の 住人 

林. 富 樫 を 打 具して、 笠 野. 富 田 を 打 廻り、 竹 橋の 搦手に こそ 向 ひけれ。 一 手 は 信濃國 

の 住人 佘田 次郎. 隱 子の 小 中 太. 諷訪の 三郞. 小 林の 次 郎- 小 室の 太郞忠 兼. 同じき 小 

太 郎眞光 を大將 にて 三千 餘騎、 越 中の 國の 住人 宫 崎の 太郞. 向田の 荒次郞 兄弟 二人 

を案內 者に て、 安樂 寺を逋 り、 金 峯坂を 打 上り、 北 黑坂を 引 廻し、 倶梨 伽羅の 峠の 西 

の 外れ、 ft 原へ 差遣す。 一 手 は 巴 女 を大將 にて 一 千 餘騎、 越 中の 國の 住人 水 卷の四 

郞. 同じく 小太郞 を案內 者に て、 鷲 嶽の 許へ 差 向 ひけ，^ 此 巴と いふ 女 は、 木 曾 中 三 

權の 頭が 娘な. り。 心 も 剛にカ も 強し。 nr 矢 取っても 打 物 取っても すく やかな， 9。 


荒馬 乘 の 上手。 さりし 養 和 元年 信 濃 の國橫 田の 軍に も、 向 ふ 敵 七 騎討取 つ て、 高名 

したりければ、 何 處へも 召 具して、 一方の 大將に は 遣し けり。 一手 は 木 曾 三 萬餘騎 

ぐ みの さ ばら 

にて、 小 矢 部 河 を 打 渡し、 埴生の 庄に陣 を 取， り、 勢の かさ を 見せん とて、 S 頹子 原. 柳 

原に 引穩 す、 平家 は礪並 山. くりからの 峯を打 越えて、 坂 を 下りに 東に 步 ませつ、、 

遙に麓 を 見渡せば、 日宫 林に 白旗 四 五十 流 打 立てたり。 あは や 源氏 は 寄せた る は。 

此山 四方 岩石な り。 敵 左右な くよ も 寄せ じ。 能 登路. 志 雄の 山 をば 差 堅めぬ。 西 は 

* 方の 勢な り。 東に 口 一  方の 所な り。 高く 嶮 うして 道 狹 ければ、 源氏に 矢種 を 射^ 

させよ とて、 倶梨 伽羅の 堂 .國 見 • 猿が 馬場の 塔 橋の 邊に控 へて、 赤旗 山々 岡々 に 立 

もみち ば 

並べ たれば、 龍 E& の 秋の 暮、 時雨に 染めた る 紅葉 葉 も、 斯 くやと 覺 えて 面白し。 源 

氏の 謀に 少しも 違 はす、 平家 控 へ て 左右な く 寄せす。 源平 陣を 合せ て、 一 一 町に は 過 

ぎ さりけ ち 

礪並山 合戦の 事 

源氏 軍配 分の 事  雲 
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木 曾 は、 礪並 山. 黑 坂の 北の 驚、 埴生 社 八幡 林より、 菘 永. 柳 原 を 後に して、 黑坂 口に、 

南に 向って 陣を 取る。 平家 は倶梨 伽羅が 峠. 猿の 馬場. 塔の 橋よ， o 始めて、 是も黑 坂 

口に 進み 下って、 北に 向うて 陣を 取る。 兩陣相 隔たる 事、 五六 段に は 過ぎす。 互に 

楣を突 向へ たり。 木 曾 は 勢 を 待ち 得ても 、合戦 をば 急がす。 平家の 方に も、 源氏の 

樣を 守って、 進み 戰ふ 事な し。 鬨の聲 三み 度合せ て、 後 は 兩陣靜 り 返って 居た. o け 

る。 良暫 しあつ て、 源氏の 陣 より、 精兵 十五 騎を楣 の 面に 出して、 十五の 表 矢の 鏑を 

同音に 射さ すれば、 平家 も 十五 騎を 出し合せ て、 是も 十五の 鏑を 射返す。 互に 勝負 

せんと 進み けれども、 陣ょ， O 制して 招きければ、 源氏 は 楣の內 に 入る a 源氏 入れば、 

平家 も 同じく 入りに けり • 廿騎 出して 射さ すれば、 又 廿騎を 出し合せ て會釋 す。 卅 

騎五 十騎 出合 せ  >, 射け れ ど も、 互 に 勝負 は なし。 斯く あやつ b 日 を 暮ら して 夜に 

入りて、 後の 山よ. O 搦手 を 待って、 追手 搦手 押 寄せて、 南の 谷へ 追 落さん と 計りけ り • 

平家 是 をば 知らす して、 あへ しらふ こそ 無慙 なれ。 五月 十 一 日の 夜半に もな， O にけ 

り。 五月の 签の癖 なれば、 朧に 照らす 月影、 夏山の 木の 下 M き 細道に、 源平 互に 見え 


分かす、； 牛 家の 方に は、 源氏 X し 夜 討に する 事 もこ そ あれ。 打 解け 寢ぬ ベから やと 

催し けれども、 草臥れた る 武者 なれば、 鎧の 釉を片 敷き、 甲の 鉢 を 枕と せ， 5。 源氏 は 

追手 搦手 樣々 に 用意したり ける 中に、 樋 口 次 郞兼光 は、 搦手に 廻りたり ける が、 三千 

餘騎其 中に、 太鈹. 法螺の 具， 千 計り こそ 籠め た b けれ。 木 曾 は 追手に 寄せけ るが、 牛 

四 五 百疋取 集めて、 角に 續松結 付けて、 夜の 更 くる をぞ相 待ちけ る。 去 程に 樋 a 次 

郎、 林. 富 樫 を 打 具して、 中 山 を 打 上り 、蓰 原へ 押 寄せたり。 根 井 小 彌太ニ 千 餘騎、 今 

井の 四 郎ニ千 餘騎、 小 室の 太郎 三千 餘騎， 巴 女 一 千 餘騎、 五 手が 一 手に 寄せ 合せ  一 K 

餘騎， 北黑 坂. 南黑坂 引 廻し、 鬨を 作り 太鈹を 打ち 法螺 を 吹き、 木の 本萱の 本 を 打 は 

ためき、 蟇 目 鎬を射 上げて、 といめ き懸 りたれば、 山彥答 へ て、 幾千 莴の 勢と も覺ぇ 

ざり ける に、 木 曾 殿、 す はや 搦手 は 廻し ける。 鬨を 合せよ とて、 四 五 百の 牛の 角に 松 

明を點 して、 平家の 陣 へ 追 入る。 胡頹子 原. 柳 原-上野 邊に控 へ た る 軍兵 三 萬 餘騎、 

鬨を 合せ 喚 ひ 叫ぶ。 黑坂表 へ • 押 寄す る 前後 四 萬 餘騎が 鬨の聲 、山 も 崩れ 岩も碎 くら 

んと 夥し。 道 は 狭し 山 は 高し。 我 先々々 と 進む 兵 は 多し。 馬 人 共に 押しに 押され 

竊並山 合戦の 事  一豪 
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て、 矢 を はげ 弓 を 引く に 及ばす、 打 物は辩 外し 兼ねたり • 追手 は、 搦手に 押 合せん と 

攻 上る。 搦手 は、 追手と 一にな らんと 喚 ひ 叫ぶ。 平家 は、 兩 方の 中に 取 籠め られた 

り。 軍 は 明 H ぞ あらんす らんと、 取 延べ て 思 ひける 上 、本より 夜半の 事なる に、 俄に 

鬨を 作り 懸け たれば、 こ は 如何せんと、 東西 を 失 ひ 周章 騒ぎ、 弓 取る 者 は 矢 を 取らす、 

矢 をば 負へ 共 弓 を 忘れ、 を 着て 甲 を 着 や、 太刀 一 つに は、 二人 三人 取 付き、 弓 一 張 

さかさま 

に は、 四 五 人摑み 付きけ り。 馬に は、 倒に 乘 つて 後へ あか  >  せ 、或は 長刀 を 逆に 突い 

て、 自ら 足 を 突 切りて、 立 上らざる 者 も ありければ、 踏 殺され 蹶 殺さる、 類 多し。 主 

の^を 取って は 主 を 忘 れ、 親の 物 具 を 着 て は 親 を 顧み す、 只 我 先 々々にと 爭へ ども、 

西 は 搦丢な り、 東 は 追手な り。 北 は 岩石 高う して、 上るべき 樣 なし • 南 は 深き 谷な 

り、 下すべき 便な し。 閬 さは 隱し 案內は 知らす、 いかいす べきと 方角 を 失へ り • 此 

山 は、 左右 は 極めて 惡所 なり。 後 は 加賀御 方な り • 三方 は 心安く 思 ひつる に、 後陣 

より 敵の 寄せけ る 怪し さよと 思 ひければ、 只い ふ 事と て は、 打破って 加 賀の國 へ 引 

け や 者 共々々 と 呼ば はり けれ 共、 搦手 雲霞の如くな. り、 追手 上が 上に 攻め 重ね けれ 


ば、 先陣 後陣に 押餘 されて、 道よ b 南の 谷へ 下る。 愛に 不思議 ぞぁ hs ける • 白装束 

したる 人卅騎 計り、 南黑 坂の 谷へ 向きて 落せ 殿原、 過すな.， （^とて、 深き 谷へ 打 入れ 

けれ。 平家 是を 見て 五 百騎、 續 V て 落したり ければ、 後陣の 大勢 是を 見て、 落 足が よ 

ければ こそ、 先陣 も 引返さ からめとて、 劣ら じ-^ と、 父 落せば 子 も 落す.、 主 落せ ズ 

郎等 も 落す。 馬に は 人、 人に は 馬 、上が 上へ 馳 重な つて、 平家 一 萬 八 千 餘騎、 十餘丈 

の倶梨 彻 羅が谷 を馳埋 みける。 たま./,^ 谷 を 遁るゝ 者 は、 兵 杖 を 免れす。 兵 K を i 

る、 者 は、 皆 深 谷へ 落 入. o けれ。 前に 落す 者 は 、 今 落す 者に 踏 殺 さ れ、 今 落す 者 は 、 

後に 落す 者に 押 殺さる。 斯樣 にして は 死に けれ 共、 大勢の 傾き 立ちぬ る 習に て、 敵 

と 組んで 死なん とい ふ 者 は 一人 もな し。 抑倶梨 伽羅が 谷と いふ は、 黑坂 山の 峠. 猿 

の 馬場の 東に あり。 其 谷の 中心に、 十餘 丈の 岩 瀧 あり。 千歳 瀧と いふ。 彼 瀧の 左右 

の 岸より、 杼の木 多く 生 ひたり。 谷 深う して 棺 高し。 其 木 半 過ぐ る 程 こそ 馳埋 みた 

たにが は  . 

れ。 澗河^ を 流し、 死骸 岡 をな せり。 無慙 とい ふ も 愚な り。 されば 彼 谷の 邊に は、 

矢 尻. 古刀. 甲の 鉢. 鎧の さね、 岸の 傍 木の本に 殘， y  、枯骨 谷に 滿々 て、 今の 世まで も あ 
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b と 聞 ゆ。 さて こそ 異名に は、 地獄 谷と も 名付け、 又馳 籠の 谷と も 申しけ る。 卅人 

計りの 白装束と 見えけ る は、 埴生の 新 t 八幡の 御 計ら ひに やと、 後 こそ 思 ひ 合せけ る • 

去 程に 夜明け、 日出 づる 程に なりに けり。 十 郞藏人 行 家に、 志 雄の 軍 負 色に 見えけ 

れば、 越 中の 前 司 盛 俊、 勝に 乘 つて 攻戰 ふ。 木 曾、 礪並山 を 打破り、 四 萬 餘騎を 引率 

して、 志 雄 山へ 向 はれけ る。 斯る 所に 參河守 知 度 は、 赤地の 錦の 直垂 に、 紫 裾 濃の 鎧 

に、 黑鹿 毛なる 馬に 乘 つて、 西の 山の 麓 を 北に 向って、， 五十 餘騎を 相 具して、 聲を揚 

げ鞭を 打って、 敵の 中へ 駆 入， 9 ければ、 右兵衞の 佐爲 盛、 魚 綾の 直垂 に、 萌黃匂 ひの 

鎧に、 連錢 葦毛の 馬に 乘 つて、 同じく 續 いて 駆 入りけ り。 此雨人 共に 容貌 優美な b 

ける 上、 鎧の 毛 直垂の 色、 曰の 光に 映 じて、 輝く 計りに 見えければ、 義仲是 を 見て、 今 

度の 大將 軍と 覺 えたり。 餘 すな 者 共と て、 鉗 地の 錦の 直垂 に、 黑糸 威の 鎧に、 黑き お 

にぞ乘 つた， 9 ける。 眉の 毛 逆に 上りて、 目の 尻悉ぐ 裂けた，^ 其體等 倫に 異な， 5。 

二百 餘騎を 率して、 北の 山の 上より 落し 合せて、 押 圍み取 籠め て戰 ひけり。 知 度 朝 

臣は馬 を 射させ、 下 立ちたり-ける を、 岡 田の 冠者 親 義落合 ひたり。 知 度 太刀 を拔ぃ 


盛 平 
討 知 
す: 度 
る爲 


て、 甲の 鉢 を 打ちた りければ、 甲脫 けて 落ちに けり •  二の 太刀に、. 首 打 落しに け 

同じく 太 郎重義 、續 いて 落 重なる。 知 度 朝臣の 隨兵廿 餘騎折 重なって、 大將を 討た 

せじと、 中に 隔たらん とす。 親義が 郎等 卅餘騎 、重義 を 助けん とて 落 合 ひつ、、 互に 

戰 ひけり。 太刀の 打 違へ る 音 耳 を 驚し、 火の 出 づる事 電光に 似たり。 愛に て 源平 兩 

氏の 兵、 數を盡 して 討 たれに けり • 知 度 朝臣 は 遁れ難 かりければ、 鎧の 引合 切捨て 

つ、、 自害して 伏しに けり。 右兵衞の 佐爲盛 は、 岡 田の 小 次 郎久義 に 組んで、 木せ が 

郎等 樋 口 兼 光に 首 取られたり。 伊勢の 國の 住人 館の 太 郞貞康 は、 A 十餘騎 にて 控 へ 

たり。 貞康が 叔父 小 坂の 三郞宗 綱と いふ 者 あり。 名 を 得た る 兵な り。 貞康に 申し 

ける は、 前 陣旣に 破れ、 後陣 は又圍 まれぬ。 宗綱齡 旣に七 旬、 命 旦暮に あり。 戰 ひて 

死ぬ る は、 兵の 法な りと いひければ、 貞康 答へ ける は、 今度の 合戰、 官軍 は 十 ffi 騎、 逆 

徒 は 五 萬騎。 然るに 軍 を 敗られて、 生きて 歸 つて、 面 を 人に 守られん 事、 恥の 中の 恥 

なり。 今 示し 給 ふ 趣、 日來の 本意な， 0- とて 、三み 度鬨を 作って、 伊勢の 國の 住人 館の 

太郞貞 康と乘 り、 敵の 中に 懣 入り、 宗 綱を始 として、 八十 餘騎の 輩、 懸並 ベ く、 組ん 

礪並山 合 戰の事  $. 
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で 落ち、 差違へ てぞ 死に、 ける。 貞康 は、 太 見の 七郞 光能」 組んで、 互に 討 たれけ り， 

八十 餘 人の 輩、 敵 を 得ぬ はな かりけ り。 源氏の 兵 も、 貞 康が黨 に 多ぐ 討 たれに ける。 

越 中の 前 司 盛 俊に、 追手 破れなん 上 は 力なし とて、 盛俊是 より 引返す" 卒家 K 並 .=} 

を 落されて、 加賀の 國宮の 腰 佐 良が 嶽の鑌 に陣を 取り、 旗 を 上げよ とて、 佐 良が， 

の 山に、 赤旗 少々 差 上げたり。 谷々 に討殘 された る 兵 共、 五 騎十騎 廿騎馳 集まる a 

盛 俊 も、 軍兵 引率して.^ りたれば、 程なく 大勢に なりに け卩。 源氏 は 左右な/、 追 K 

けす、 押 違へ て 陸地に 懸 りて、 加 賀の國 平 岡 野の 木立 林に 陣を 取って、 白旗 を 揚げた 

り。 源平 兩陣 に、 白旗 赤旗 立ち たれ ども 、霞 を 隔て、 遙な り。 五月 廿五 H の 事な り。 

源平 互に 馬に 草 飼 ひ、 兵糧 使 ひなん どして あ， o, ける。 平家 は，、 源氏の 草 刈 三人 搦 捕り 

て、 軍の 謀 を 問 ふ。 下菔 なれ ども、 相撲 も 我方と て、 跡形な き 事共 申して、 平家 を 威 

して 申しけ る は、 源氏 は 夜に 入りて 寄せら る べきと て、 內々 は ひしめ かれ 候 ひつる 

なりと 申す。 ゃぁ斯 程に 雨 降、 り 風 吹いて 閽き夜 宇に は、 いかにして 寄すべき ぞ。 謀 

をば 何と 構 へたる ぞと間 ひければ、 あの 東に 見え 候淼 を、 木立 林と 申し、 中に 一 の 


ひら もし だ 

板 堂 あり。 彼 を 破って 平 足駄と いふ 物に 作って、 崧 明を搏 へ、 すぐ 道に 憑り て 押 寄 

せて、 夜 尉に せんと こそ 犇き 侍う つれ。 斯樣に 雨風の 事 をば、 いか V せんと 申す 人 

も 候 ひつる を、 夜 討と いふ は、 思 憑な き 時 こそよ けれ。 敵の 存知た らん はゅゝ しき 

大事な り。 是は 然るべき 折節なん ど、 定評 候 ひつるな，^。 御用 心 あるべき にて 候と 

いふ。 平家 此事を 聞きて 騒ぎ 合へ り。 三位の 中將 仰せけ る は、 成 合の手に 憑.^ て、 

安宅の 渡の 橋 を 引きて、 靜に 源氏 を 待つ ベから つる もの をと〕 旦 へば、 侍 共 心 弱く 思 

ひて、 我 先々々 にと， 藤 塚. 今湊. 安宅 を 指して ぞ落 行きけ る • 斯 りければ 三位の 中將 

も 落ち 給 ひに け， 5。 五月 廿 五日の 夜半な、 り。 さらぬ だに 五月の 空 はいぶせ きに、 降 

る 雨 は 車軸の 如く、 吹 風 は 濱の砂 を 上げて、 岸 打つ 波に 驚きて は、 敵の 寄す るかと 疑 

はれ、 菘 吹く 風 を 聞きて は、 鬨の聲 かと 誤た る。 甲冑 もし ほれつ \ 、駒に 任せて 行く 

程に、 小川 大 行事の 洪水に、 先陣 流 るれ ども、 後陣 是を 助けす、 後陣 沈め ども、 先陣 

是を 顧みす。 弱き 馬 疲れたる 人 なれば、 其 夜の 中に 一千 餘騎、 水に 溺れて 失せに け 

り。 無慙 とい ふ も 愚な り。 明 くれば 廿 六日、 安宅の 滏に 着き * まる。 橋 引き 搔楣を 

菘並山 合戦の 事 
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かき 陣を 取る。 愛に て 日 數を經 る 間に、 或は 水に 流れた る 兄弟、 或は 敵に 討 たれた 

る 一族、 永き 別れ を 歎きつ、、 悲 みの 涙 を 流しけ る。 

源平 安宅 合戦の 事 

源氏 倶梨 伽羅. 志 雄の 山、 追手 搦手の 大將軍 一 になり、 五 萬 餘騎引 具して、 六月 一 日 

安宅の 渡に 押 寄せた， c>。 平家 は 橋 を 引きた 水 は^りて 底 見えす。 も 左右な 

く 渡らす して、 北の 端に 控 へたり。 越 中の 國の 住人 石黑. 宮崎 申しけ る は、 我等 先に 

城 構へ て 待ちし 時 は、 平家 は、 渚 を こそ 渡して 候 ひし かば、 案 內者を 以て、 诸の瀨 踏 

をして 御覽 候へ かしと^ しければ、 木 曾 は 加 賀の國 の 住人 林の 六郞を 召して、 汝は 

當國の 住人な り.。 川の 案內 知りた るらん。 瀨踏 仕れと 仰せけ る。 光明 印 承って、 化 匕 

き 馬十疋 揃へ、 手綱 結 憑け て 追 入れたり。 鞍 爪 力革 をば 過ぎ ざり けり。 木 曾 殿、^ 

は淺 かりけ り。 渡せ 者 共く と 下知し ければ、 信 濃に は、 今 井. 樋 口. 楣. 根 井. 宇 野. 望 

月 .Is 訪 上下。 越 中には、 石黑. 宮 崎. 向田. 水 卷. 南 保. 高 循. 福 田. 賀茂. 島 等。 加 賀の國 に 


5 ち ひ 

は 林. 富 樫. 下田. 倉 光 等 五 _53 餘騎、 曳聲 出して 打 浸て くさつ と 渡し、 南の 陸に 控 へ 

たり。 瀨 踏の 馬 共， 平家の 陣に馳 入りたり ければ、 源氏が 落つ る やらん、 鞍 置き 馬 共 

迷 ひ來れ り。 我 取って 乘 らんく と、 面々 に追步 ひ。 畠 山の 庄司重 能 • 小山 田の 別 

當有重 申しけ る は、 是は 落人の 馬に は あらす、 河の 瀨 踏の 馬なる べし。 敵 は旣に 近付 

きたる にこ そ。 重 能. 有 重 見て 参らん とて、 兄弟 一 一人 三百 餘騎を 引 具して、 安宅の 溱 

に 進む 所に、 案の 如く 河の 南の 端に、 兵 多く 控 へ たり。 畠 山 は、 平家へ 使者 を 立て、 

源氏 は 旣に湊 を 渡して 候。 先陣 は 重 能 仕 候べ し。 若き 人々 に、 茧 能くせ よと 仰せ 候 

べしと ぞ 申しけ る。 木 曾、 樋 口 を 召して、 愛に 赤旗 三 旒四旒 差 上げた る は、 誰な るら 

んと 間へば、 是は武 藏の畠 山と 覺ぇ 候と 申す。 何として 見知りた るぞと 問へば、 兼 

光 は、 武藏 へ 時々 越え 候 ひし 間、 畠 山の 旗 をば 見知 つ て 候と 申す • 此勢 何程 あるら 

んと間 ふ。 三百 騎は 候らん と 申す。 木曾宣 ひける は、 東國に は、 畠 山 こそ 楝 人の 者 

よ。 高見の 王よ， 5 八 代の 後胤、 村 岡 五郎 重 門より 四 代の 孫。 能き 敵ぞ。 是は馳 合の 

軍なる べし • 敵 も咴方 も、 一手々々 押 寄せ ）（- 戦 ふべ し。 先づ畠 山に は、 兼 光 先陣 
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代に 傅 へぬべし。 人な 寄せ そ。 勝負 は 二人と いひければ、 行 親 仔細な きとて 切 合 ひ 

たり。 兩人 よき 所 なれば、 源平 人 をば 寄せ ざり けり。 丁と 切れば、 はたと 合せ、 はた 

と 切れば、 丁と 合す。 一 時が 程戰 ひける に、 景高 a 金より 太刀 打 折って、 白砂に 落つ • 

行 親い ひける は、 爱を 切る べき 事 なれ ども、 互に 組んで 勝負な りと て、 太刀 を 捨て、 

ぞ 組んだ b ける。 根 井 は 四十 計りの 男な り。 景 高は廿 五な り。 上に な.^ 下にな り、 

弓手へ 轉び妻 手へ 轉ぶ。 根 井 終に 上に なり、 景高を 押へ て 切りに けり。 敵 も 味方 も 

惜 みつ、、 各 涙 を 流しけ り。 七番 權の亮 三位の 中將 維盛已 下、 宗徒の 大將 一 * 同心 

に 三 萬 餘騎馳 出で たり。 木 曾 又轡を 並べ て 押 合せて、 互に 差 詰めく 射る も あり、 

馳 合せく 切る も あ. o。 斯くて 安宅の 城に て、 暫し 支へ て戰 ひけれ ども、 平家 負 軍 

になり ければ、 引いて 落つ。 源氏 勝に 乘 つて、 續 いて 追 ふ。 長 並 • 一  崧. 成 合 迄ぞ攻 付 

けたる。 先立つ 者 こそ 助か り けれども、 返 合する 者の、 遁る ゝは なかり けり • 

成 合の 軍 附侯野 五 郧井長 綱 亡ぶ る 事 


去 程に 成 合に て 、^家 又 返 合せて 暫し戰 ふ。 西陣 亂れ合 ひて、 白旗 赤旗 相 交へ、 天に 

飜る事 夥し。 馬の 馳違ふ 音 矢 叫の 骤、 雲 も 響き 地 も 動ぐ らんと 覺ぇ たり。 蹴 立の 埃 

空に 満ちて、 朝霧の 立つ が 如くな り。 平家の 陣 より、 武者 一 人 進み出で てい ひける 

は、 去ぬ る 治 承の 頃、 石橋の 戦に、 右兵衞. の 佐 殿と 合戦した りし 大 場の 三郎景 親が 舍 

弟 俣 野の 五郎 景尙 と名乘 りて、 堅 ざま 橫 ざま、 敵 も 嫌 はす 散々 に戰 ひけり。 木 曾 は、 

恥 ある 敵ぞ。 餘 すなと いひければ、 我 も ）（- と靳 籠み たり。 景尙、 向 ふ 者 共 十三 騎 

討 取って、 痛手 負 ひければ、 馬より 飛 下り、 腹搔 切って 伏しに けり。 平家の 侍に、 高 

橋 判官 長 綱 は、 鍊 色の 魚 綾の 直垂 に、 黑糸 威の 鎧 着て、 鹿 毛なる 馬に 乘り、 只 一 騎返 

合せて、 成 合の 池の 北 渚に、 馬の 頭濱の 方に 打 向って 控 へたり。 然る べき 者 あらば、 

押 並べ て 組まば やと ぞ窺ひ 見け る。 源氏の 方に、 越 中の 國の 住人 宫 崎の 太 郞が 嫡子 

入 善 小太郎 安家 は、 赤 革 威の 鎧に、 白星の 兜 着て、 糟 毛なる 馬に 金 覆輪の 鞍 置きて、 

只 一 騎控 へたり • 是も 平家の 方に、 然るべき 者 あらば、 押 並べて 組まん との 志な 

成 合の 池の 北の 渚に、 武者 一 騎控 へたり。 安家 心 惡く思 ひて、 愛に まします は 敵 か 

成 合の 軍 附悮野 五^井 長 綱 亡 ぶる 事  二  SS 
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* 方^、 誰と 問 ふ。 是は 平家の 侍に、 高 橋 判官 長 綱" かくい ふ は 誰ぞ。 越 中の 國の 

住人 入 善 小太郞 安家、 生年 十七 歳と 名 乘りも 果てす、 押 並べて 組んで 落ち、 上に な卩 

下にな り轉び けれども 、さすが 安家 は、 廿に 足らぬ 若武者な. 9。 高 橋 は、 老す げたる 

大.？ ふりければ、 終に は 入 善 下になる を、 押へ て 頭 を か、 ん とする 所に、 高 橋 腰の 刀 

を 落し たれば、 詮方な くして、 暫し 押へ て あ， 9 ける が、 愛に 入 善が 伯父に、 南 保次郞 

家 塗と いふ 者 あり。 此 軍に 打 立ちけ る 時、 入 善が 父宮 崎の 太郎、 弟の 南 保に 語りけ 

る は、 安家 は 未だ 幼弱なる 上、 今度 始めた る 軍な り。 相 構へ て 見捨て 給 ふなと いひ 

ナ lr  、然るべ しとて 出で たりけ るが、 相 具 せんとて、 數萬騎 が 中 を尋 ぬれ ども 見え 

す。 南 保點を 揚げて、 入 善の 小 太郞々 々々と 呼んで、 兩陣の 中 を 通りけ るに、 小 昔に 

て、 安家 敵に 組みたり。 斯く 尋ね 給 ふ は 南 保 殿 かとい ふ。 家隆 馬より 飛 下、 りて、 腰 

の 刀を拔 き、 長 綱が 鎧の 草摺 引上げて、 抦も攀 も 通れく と 二 刀 刺し、 甲の て へんに 

手 を 入れて、 引 仰け て 頭 を 切り、 左の 手に は 頸 を 持ち、 右の 手に て 入 善 を 引上げて、 

い かに 誤 あり や。 軍 は 後陣 を 頼み、 乘替郞 等 を 相 待ちて こそ、 敵に は 組む 事なる に 


若 き 者不覺 か な。 去 な が ら 神妙々 々とい ふ 所に、 入 善 隙 を 窺 ひ、 南 保が 持ちた る 首 

を 奪 ひ 取りて 逃走り、 木 曾が 前に 行 向 ふ。 南 保も續 いて 馳參り 申しけ る は、 長 綱が 

首 をば、 家隆 取ったり と 申す。 入 善 は 我が 取りた りと 論す。 南 保 重ねて 申しけ る は、 

入 善 高 橋に 組んで、 旣に危 ふく 候 ひつる を、 家 隆落合 ひて 入 善 を 助けて、 高 橋が 首 を 

ば 取った， o と 申す。 入 善陳じ 申しけ る は、 安家 高 橋に 組んで、 上に なり 下にな り 候 

ひつる 程に、 高 橋が 弱き 所 を、 高名 顔に 南 保 側より 取りて 候 • 家隆 全く 取らす、 安家 

が 今 HI の 得分に て 候 ひつる ものな b と 申しければ、 木 曾 は、 入 善 組む 事な くば、 南 保 

首 を 取る ベから す。 落 合 ふ 事な くば、 入 善 誠に 遁れ 難し。 兩方 共に 神妙な b とて、 

高 橋が 首 をば 南 保に 付け、 入 善に は 別の 勳功を 行 はる。 

妹 尾 并齋明 生辅ら る、 事 

又 源氏 方より、 加 賀の國 の 住人 倉 光の 次郞成 澄、 廿餘騎 にて 懸けた，^ 卒 家の 方よ 

り、 備 中の 國の 住人 妹 尾の 太郎 兼康、 是も廿 餘騎に て 喚ば は つて 出づ。 妹 尾. 倉光馳 

妹 尾 弁. 蝥朗生 捕らる、 事  一 
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並べ て 組んで 落つ。 上に なり 下にな り、 持 起しつ 押 付けつ、 互に 勝負 見え ざり ける 

に、 妹 尾が 郎等、 落 合 はんと 進む 所に、 倉 光が 郎等、 主 を 討た せじと て、 命 を 捨て、 憑 

け、 れば、 懸 立てられて 落つ る 所に、 兼 康は倉 光に 生 捕られに けり。 又 平 泉 寺の 長 

吏齋明 は、 平家に 忠を盡 し、 義 仲の 籠られた る 燧の城 を 落ちけ るが、 殊に 氣 色して、 

今日 を晴と 出立ち つ、、 門徒の 惡僧相 具して、 五騎 にて 傍若無人に 馳出 でたり。 木 

曾い ひける は、 自餘の 兵 は、 逃げば 逃す とも、 齋明餘 すな 若者 共、 同じく は 生 捕に せ 

よ 若者 共と 下知し ければ、 岡 本の 次郎成 時、 是も主 從五騎 にて 步 ませ 出して 、郎等 共 

に、 山寺 法師、 思 ふに さ こそ あらん すらめ • 齋明は 我 得分 ぞ。 目 を 掛けな。 四騎の 

武者 を打拂 へと いひければ、 四 人の 郎等、 四 人の 法師 武者 を追拂 ふ。 其 間に 齋明と 

成 時と、 押 並べ て 組んで 落ち、 兎角 あやつ. り、 本意に 任せて、 齋明を こそ 生 捕り けれ。 

されば 此齋明 は、 林. 富 樫と 同心に 起請 を 書き、 義 仲に 奉りし が、 燧が 城に して、 返忠 

して 源氏 を 背き 、忽ちに 冥罰 を 蒙 ふる はと、 皆人惡 みける とか や • 


實盛 討た る、 事 

平家の 侍、 武藏 の國の 住人 長 井の 齋藤训 當實盛 は、 我れ 七十 有餘に 年長けたり • 今 

は筏榮 期す る 事な し。 終に 通るべき 身に あらす • 何れの 國 にて 死なん も、 同じ 事と 

思 ひ 切って、 赤地の 錦の 直垂 に、 萌黄 威の 鎧 を 着、 金 作りの 太刀 を 佩き、 十 A さいた 

る 石 打の 征矢 負 ひ、 重 藤の 弓 持ちて、 連錢荤 毛の 馬に 金 覆輪の 鞍 を 置き、 只 一 人 進み 

出で、 死生 知ら やに 戰 ひける。 木 曾の 手に、 信 濃の 國の 住人 手 塚の 太郎 光盛と いふ 

者 あり。 實 盛に 目 を かけて 步 ませ 寄る。 實盛も 又 手 塚に 目 を S けて、 進んで か、 る 

手 塚 近寄りて、 誰 人ぞ。 只 一人 殘 b 止まって 軍し 給 ふ は、 大將軍 か 侍 か。 心 惡し名 

乘れ。 斯く 申す は 信 濃の 國の 誡訪の 郡の 住人 手 塚の 太郞金 刺の 光盛と いふ 者な り。 

能き 敵ぞ。 名乘り 給へ や 組み 給へ とい ひ 懸けて、 互に 駒 を 早めた リ。 實盛 申しけ る 

は、 ぁゝ さる 者 ありと 開く。 思 ふやう あり、 名乘る まじ。 汝を嫌 ふに は あらす P 

. 首 を 取りて、 源氏の 見參に 入れよ。 能き 所領の 價 なる べし。 徒に 淵 瀨に捨 つ ベから 

實盛 討れ るゝ事  お 九 


實 盛 討た 

る 
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t 木 曾 殿 は 見知り 給 はんやるな り、 思 ひ 切. o たれば、 一人 止まって 戰 ふなり。 敬 

は 嫌 ふま じ。 軍の 習 は、 勝負 をす る こそ 面白 けれ。 寄 合へ 手 塚と いふ 盡に、 弓 を JH 

捨て、 無下に^ ぐ 寄せ 合す。 手 塚が 郎等、 主に 組ませ じと て、^ おに 並べて 中に 隔て 

たり。 實 盛と 押 並べて む やと 組む。 己 は 手 塚が 郎等に や、 餘す まじと いふ 儘：、 鎧 

の 押 付の 板 をつ かまへ、 左の 手に て 手綱 かいぐり、 左右の 镫を强 く 踏んで 引落し、 馬 

の 腹に 引付けて、 提げ 持ちて 行く。 足 は 地より 一 尺 計り 上， りたり。 手 塚是を 見て、 

郎等 を 討た せじと て、 馳並 ベ て、 敵の 鎧の 釉に摑 み 付きて、 曳聲を 出して 鏡 を 越え、 

我先に ぞ 落ちた b ける。 實盛、 二人の 敵に あ へしら はんとせ し 程に、 三人組 合うて、 

馬より 下へ 落ら たりけ り。 實盛、 手 塚が 郎等 を 押へ て 刀 を拔き 首を搔 く。 手 塚 其 間 

に、 實 盛が 弓手の 草摺 引上げて、 柄 も 拳 も 通れと 刺し、 頓て 上に 乘 得て 首を搔 き、 お 

も 堪らす 切りに けり。 手 塚 敵の 首 を 郎等に 持たせて、 木 曾の 前に 持ちて 行き 申しけ 

る は、 光盛、 曲者の 首 取って 候。 名 乘れと 申せば、 存 する 旨 あり 名乘る ま. じ。 木 曾 殿 

は 御覽じ 知るべし と 計りに て、 名乘ら す。 侍 かと 見れば、 錦の 直垂を 着たり。 大^ 


軍 かと 思へば、 續く者 もな し。 京 家 西 國の者 かとすれば、 坂東聲 なりき。 若き 者 か 

と 思へば、 面の 皺 七十 餘 にた V めり。 老者 かとすれば、 鬢髭黑 うして 盛と 見 ゆ。 何 

者の 首なる らんと 申す。 木 曾 打 案じて、 あはれ 武 藏の齋 藤別當 にて あるらん。 佴そ 

れは 一年、 義 仲が 幼 目に 見し は、 白髮 のか すげ に 生 ひたりし ぞ かし。 今 は 殊の外に、 

白髮 にな b ぬらん に、 鬢 髭の 黑きは 何やらん U 面の 老い やう はさ もやと 覺ゅ。 誠に 

不審な り。 樋 口 は 久しく 相 馴れて、 見知りた るらん とて 召された， o。 樋 ロ髻を 取り、 

引 仰のけて 一 目 打 見て、 はら/. \- と 泣き、 あな 無慙 や" 實盛 にて 候 ひけり と 申す • 

何鬢 髭の 黑き はと 間 ひ 給へば、 樋 口、 されば 其 事 思 ひ 出られ 侍， o。 實盛曰 頃 申 き 

候 ひし は、 弓矢 取る 者 は、 老體 にて 軍陣に 向 はんに は、 髮に墨 を 塗らん と 思 ふなり • 

其 故 は、 合戦なら ぬ 時 だに も、 若き 人 は、 白髮を 見て あな づる心 あ， り。 況ゃ軍 場に し 

て、 進まん とすれば、 古老 は氣 なしと 惡み、 退く 時 は、 今 は 分に 叶 はすと 誹る。 實に 

若き 人と、 先 を 爭ふも 憚 あり。 敵 も 甲斐な き 者に 思へ り。 悲しき 者 は、 老の 白髮に 

侍る と 申 候 ひし ぞ かし。 人 は聊の 物語に も、 後の かたみに、 言葉 をば 殘 し^く べき 

實盛 討た る  >  事  1ーぉ一 
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事に 侍る。 いひし に 違 はす、 墨 を 塗って 候 ひけり。 年來內 外な く、 申し、 事の 哀れ 

さに、 樋 口の 次郞兼 光、 水 を 取 寄せて、 自ら 是を洗 ひたれば、 白髮の 尉に ぞ なりに け 

る。 さて こそ 一定 實 盛と は 知れに けれ。 木曾宣 ひける は、 親父 帶刀 先生 を、 惡源太 

義 平が 討ったり ける 時、 義仲 はニ歲 にな， 9 ける を、 畠 山に 仰せて 尋 出して、 必ゃ失 ふ 

べしと * へた.^ ける に、 いかに 幼き 者に 刀 を 立てん とて、 我 は 知らざる 由に て 情深 

く、 此齋藤 別當が 許へ 遣して 養へ とい ひければ、 請 取り 養 はんとしけ るが、 七 ケ日置 

きて、 東 國は皆 源氏の 家人な り。 我れ 人に 賴 まれて、 此兒を 養 ひ 立て ざらん も 人な 

らす。 養 ひ 置かん も、 あたり いぶせし と 案じな して、 木 曾へ 遣し ける 志、 ® に實 盛が 

恩に あり。 一 樹の陰 一 河の 流と いふ 例 も ある なれば、 實盛 も、 義 仲が 爲に は、 七ケ日 

キ しな ひお や 

の 養父、 危き 敵の 中 を 計ら ひ 出しけ る 其 志、 爭 でか 忘る べき なれば、 此首 能く 孝養せ 

よと て、 さめ >^ と 泣きければ、 兵 共 も 各釉を 絞りけ， 0：* 

平^ 侍 共 亡ぶ る 事 


平家 は、 楝と賴 み 給へ る 實盛討 たれて、 大に 力落し、 成 合 を 引きて、 篠 原の 宿に^  く • 

源氏 同じく 押 寄せたり。 平家 泳へ すして 山に 入り、 極 樂林. 小 野 寺 林. 須川 林に 亂れ 

入りければ、 源氏 續 いて 平 攻に攻 む。 福 田. 熊 坂. 江沼邊 をも攻 越えて、 濱路 まで こそ 

追駔 けたれ。 平家、 並崧 i いふ 所に て 返 合せて、 暫し 支へ て戰 ひけり。 源平 互に 亂 

れ合 ひ、 兩 方より 射 違へ たる 矢 は、 降る 雨の 如くな.^。 愛に して 平家 卅餘騎 討 たれ 

て、 並 を 引く。 源氏 勝に 乘 つて、 餘 すなく と 追 懸け、 餘 りに 手 繁く追 ひければ、 

越中權 の頭範 高、 我 一 人と 戰 ひける が、 矢 數射盡 きて、 敵に 頸の 骨 射させて、 自害し 

て 伏しに けり。 越 中の 次郞 判官 盛 綱. 洲濱 の 判官 高 能 • 上總 の 判官 忠 綱. 尾 張の 守^ 

安. 攝津の 判官 盛 澄 等 も、 思 ひくに 戦うて、 所々 に 伏しに けり。 武藏の 三 郎左衞 門 

有國 は、 手勢 三百 餘騎 にて 戰 ひける が、 大勢に 取 籠め られ て、 半時 計り 打 合 ふ 程に、 

有 國馬を 射させて 步 立に なり、 右に は 太刀、 左に は 長刀 を 持ちて 切 合 ひける 程に、 太 

刀 打 折って 後 は、 長刀 を 十文字に 持ちて 開き、 大勢の 中に 走り 入， 9、 先 馬の足 を薤 ぎ、 

主が 馬よ b 跳 落さる、 所 を、 落し も 立て や 首を薤 ぎ、 弓手に 走り 妻 手に 走り、 四 廻り 

平氏 侍 共 亡ぶ る 事 
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五 廻り 切 廻る かとすれば、 敵 三十 餘人切 伏せて、 我 身 も 痛手 を 負 ひければ、 是 迄と 思 

ひ、 新 中納言 殿の 侍に、 武藏の 三 郞左衞 門 尉 有國と 名乗って、 腹搔 切って 失せに けり • 

巢 山の 兵 衞高賴 も、 手の きは戰 うて 討 たれに けり。 東國の 者に は、 まし ほの 四郞. .0 

伊藤の 九郞 も、 愛に して. D びぬ。 川に 流れ 海に 入りて、 死ぬ る は數を 知らす。 安宅. 

篠 原. 並极の 間に、 竿 結び 渡して、 切って 懸けた る 首、 三千 七 百 六十 人と ぞ記 したる。 

生 捕に は、 兼康. 齋明 計りな り。 去 ぬ る 四月 十七： HI の 下向に は、 平家 十 萬餘騎 なりし 

に 、燧. 長 畝. 三條 野. 並 松. 鹽越. 須川 山. 長 並. 一 菘. 安宅の 菘原. 宮腰 .倶 梨 伽羅. 志 雄 山. 

竹鑌、 所.々 の 合戦に t びつ ゝ、 七 萬 餘騎は 失せに けり。 然る べき 人々 も、 馬に も乘ら 

す、 物 具 を 捨て ゝ、 北 國の浦 傅 ひ 仙 道の 山 * ひして、 今 六月の 上洛に は、 三 萬 餘騎に 

は 過ぎ ざり けり。 平家、 今度 は 數を盡 して 下られけ るに、 斯く討 たれぬ る こそ 無慙 

なれ。 內 大臣 宗盛 も、 楝と賴 まれたり し 參河守 も 討 たれぬ • 高 橋 判官 長 綱 も 討 たれ 

ぬ。 一所に て 如何にもな らんと、 契り 給 ひし 乳 人 子の 大夫 判官 景高も 討 たれぬ。 か 

たがた 大にカ 落ちて ぞ覺 されけ る。 飛驊 守景 家が 申しけ る は、 相賴 みつる 子息の 景 


高に 分れぬ。 今 は 出家の 暇 給 はって、 彼が 後世 を 弔 ひ 侍らば やと、 申しけ る こそ 哀 

なれ。 有國. 兼康. 實 盛なん ども 歸ら す。 此者共 こそ、 野の 末 山の 奧 にても 、一人 當千 

と賴 もしく 思 召しけ るに、 大抵. U びに ければ、 內府も 心 弱く ぞ思 はれけ る。 凡そ 今 

度 討 たれた る 者 共、 父母 兄弟 妻子 眷族 等、 泣き 悲しむ 事斜 なら や。 家々 に は門戶 を 

閉ぢ、 聲々 に 愁歎せ り。 彼の 村 南 村 北に 哭 しける 雲 南 征伐 も、 斯 くやと 思 ひ 知られ 

？。 

： 赤 山 堂 布施， 論の 事 

六月 十 一 日に、 源氏 追討の 御 祈と て、 延曆 寺に て、 藥師經 の 千 僧の 御 讀經行 はれ、 御 

布施に は、 布 一端 づっ、 供米 袋 一 つづつ 添 へられたり。 院 より 別 當左中 辨兼光 朝臣、 

仰 承りて 催す 沙汰 あり。 行事 は 主 典 代ち やうぐ わん、 御 布施の 供米 を、 西 坂 本 赤 山 

の 堂に て是を 引きけ り。 山の 下僧 共 を 以て 請 取りけ る 間に、 取る 者 は 一人して、 袋 

四つ 五つ 布 七 八 反 も 取 b けり。 取らざる 者 は 一 つに も當ら で、 手を签 しくす る 者 

赤 山 堂 布施 論の 事 
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も あ， cs。 一  つも 取らざる 者 は、 腹 立して 罵， o 行く ノ 取り得た る 者 は、 小 頸 振って 喜 

ぶ。 後に は 行事 主 典 代と 法師 原と 事 を 仕出して、 上 を 下に 取合せ、 主 典 代ち やうぐ わ 

ん 等が 烏帽子 打 落し、 衣裳 剝 取りなん どして、 淺 ましき 喧嘩に 及び、 結句 は 主 典 代 を 

搦 めて、 髻 放ちなる 者 を、 大 講堂の 庭に 引据 ゑたり。 大衆 是を 見て、 事 穏便なら すと 

て 追 下して けり。 惣 じて 平家の 行 ふ 神事 佛 事に、 失 鱧の なき 事 はなし。 佛 神の 擁護 

に拘 はらす とい ふ事顯 はれたり。 

貞 能西國 より 上洛の 搴 

七月 十八 日に、 肥 後守貞 能、 鎭 西より 上洛す。 西國の 輩、 謀叛の 聞え あるに 依って、 

彼を鎭 めん 爲に、 去る 年下 问の 所に、 菊 地 城郭 を 構へ て楣 籠る。 貞能 九國の 軍兵 を 

催して 是を攻 むれ 共， 容易く 落ち 難き 城に て、 官兵 度々 追 落さる。 重々 評定 あり、 兵 

糧攻 にせよ とて、 四方 を 打 園み て、 晝夜是 を 守る。 日數積 りて 兵糧 盡 きければ、 菊 地 

終に 降 人に 出づ る。 菊 地 降 人に なれば、 原 田 も 降 人になる。 菊 地 • 原田參 ると いひ 


ければ、 臼杵. 戶槻 も皆隨 ひに けり。 此間貞 能、 九國に 兵糧米 を 宛 催す。 廳官 一人 • 

宰府使 一 人. 貞 能が 使 一 人、 雨 三人が 從類 八十 餘人、 權門 勢家の 庄阖 をい はや、 神社 

佛寺料 所 を も 嫌 はす、 譴責し ければ、 人民の 歎き 斜 ならす。 其 積.^ 十萬餘 石に 及べ 

り • 貞能は 菊 地， 原 田 等 を 召 具して、 今日 未の 時に 入洛、 八條を 東へ 河原 を 北へ、 六 波 

羅の 宿所に 着く。 其 勢 千 騎には 過ぎす • 前の 內 大臣 宗盛、 車 を 七條が 末に 立て 見 給 

へり。 其 中に、 鏜 武者 二百 餘 ありけ るに、 薩 摩の 前 司 親 賴. 薄 青の 生絹 魚 綾の 直垂 

に、 赤 威の 鎧 着、 白 葦毛の 馬に 乘 つて、 貞 能が 館の ロをぞ 打ったり ける。 頭の 刑 部 卿 

は 憲 方の 孫、 相模 守賴憲 が 子な-り • 勸修 寺の 嫡々 にて、 させる 武勇の 家に あらす。 

文筆 を 取って、 君に 仕へ 奉る ベ き 人なる に、 何事 ぞ やとて、 見る 人是を あざみけ り • 

西 國は斯 く 平げ たれ ども、 東 國. 北 國は隨 はす、 源氏の 大勢、 旣に 都へ 攻上 ると 聞え 

ければ、 平家 今 は 防ぐ にカ盡 きたう。 今 は 都に 跡 を も 止め 難しと 見えたり ける。 大 

臣は此 有樣を 聞き 見 給 ひて、 一 門の 人々 催 集めて 仰せけ る は、 敵 は 旣に攻 近付く、.^ 

方の 軍兵 勢盡 きた. cs。 叶 はぬ 迄 も 院內を 引 具し 參ら せて、 西國へ 落ちて、 一 まど も 

炱能西 國 より 上洛の 事  11m 七 
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助かりな ば やと 思 ふなり と宣 へば、 新 中 織 言 知 盛 申されけ る は、 西國へ 落下ら ば 助 

かるべき か。 臣 等が 曩 祖桓武 天皇、 此 帝都 を 立て 給 ひて より 以來 廿餘 代、 平 將軍貞 

盛よ. o 武勇に 携 はって 八 代、 未だ 一 度 も 名 を 折ら や。 先祖の 君の、 執し 思 召し、 都 

t 名將 勇士の 末葉な， 5。 たと ひ 都に て麈 灰と なる i もい かいは せん。 思 召し 

寄るべき 事に あらや。 是は 何と ある べきと 宣 へば、 平 大納言 敎 盛. 修理 大夫經 盛 同 

心に て、 仔細に や 及び 侍る。 運の 盡 きぬる 上 は、 我 朝に も 限らす、 異國 の例是 多し • 

始 ある もの は 終 あり。 盛に して は， 又衰 ふ。 今更 申す に 及ば ざれ ども、 後の世まで も 

名 は 惜しき 事な り。 終に 邊土 にて. D びんより、 矢種の あらん 程 は、 射盡 しなんす • 

叶 は ざらん 時 は、 家々 に 火 を 懸けて、 自害す るより 外の 事 あら じと 宣 へば、 一 門の 卿 

相. 雲 客 • 郎等 • 侍に 至まで も、 然る ベく 候と ぞ 同じけ る。 され ども 大臣 殿 は、 心得す 

げにぞ 居 給 ひける • 

木 曾 山門 牒狀の 事 


義仲山 徒 

^語ら ふ 


義仲 京師 

に 迫る 


木 曾 は、 北陸 道 を^ 靡かし、 越 前の 國府 に^りけ るが、 軍の 評議め り。 誠 や 平家、 深 

く 山門の 大衆 を賴 む。 衆徒 又 平家に 同心の 由 聞 ゆ。 譬ひ 湖上に 舟 を 浮べ、 濱路に 駒 

を 早む とも、 大衆 坂 本に 下 b 集まって、 防ぐ に は 容易く 攻 上り 難し • 又 勢 多の 長 橋 

引きて 支 へん もゅゝ しき 大事、 此事 いか  >  ある べきと いひけ るに、 大夫房 進み出で 

て 申しけ る は、 覺明其 上京 都に ありし 時、 山 法師の 心根 は、 よく 聞 及びき。 平家 譬ひ 

所領 を 寄せ 財寶 を拋 ち、 山門 を 語ら ふと も、 三千の 衆徒 一 同に、 平家 を 思 ふ 事よ も 候 

はじ a 源氏に 心 ざし 思 ふ 大衆 も、 など かな かるべき。 先 づ牒狀 を 遣して 試みら るべ 

し。 事の 體は 聞え なん i 申す。 然るべ しとて、 覺明卽 ち 書札 を 書く。 木 曾 は 此狀 

を 山門へ 上せて 後、 いかさま にも 都 近ぐ 攻 上る ベ しとて、 越 前の 國府を 立ち、 今 城に 

着ぐ。 敦賀山 を 右に なし、 能 美 山 を 越え、 柳が 瀬に 打 立ちて、 高 月 河原 を 打 渡し、 大 

橋の： t 八幡の 里 湖上 遙に 見镀 して： 半 方-朝 妻 .筑 摩の 浦々 を 過ぎ ぬれば、 千 本の 松 

原 を 打 通 り、 東大 通に 出で にけ り。 先陣 は 近 江の 國三上 山の 麓^ 洲の河 K に 陣を取 

る。 軍兵 在々 所々 家々 宿々 に滿々 たり。 木 曾 は 返 狀到來 の 程、 おの 草 飼よ しとて、 一. 油 

木 曾 山門 牒狀の 事  ニ究 
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生に 陣を 取って 日 數を經 て、 兵糧米な か， 9 ければ、 使者 を百濟 寺へ 遣して 是を乞 ふ。 

住 侶 衆議して、 五百石の 兵糧米 を 送る。 木 曾 其 志 を 感じて、 當 寺の 御油 料と て、 押 立 

五鄕を 寄進せ り。 

覺明、 山門 を 語ら ふ 事  . ■ 

爱に白 井の 法 橋 幸 明と いふ 僧 あり。 三 塔 第一 の惡 45、 衾の 宣 3 曰 を 蒙って、 山門に は 

安堵し 難くて、 當山千 僧 供の 料 所、 愛智 郡く るみの 庄に 忍び 居た. o ける が、 大 夫房覺 

明、 木 曾に 付きて 都へ 上る と 聞きて、 木 曾の 陣に行 向って、 相 尋ねければ、 覺明、 白 井 

の 法 橋 を 請じ入れて 見參 す。 木 曾 之 を 見て、 何者 ぞと問 ふ。 是は 山門に、 白 井の 法 

橋 幸 明と て、 三 塔に は 名 ある 大惡 僧に て 侍り。 覺明 上洛と 聞きて、 見 參の爲 に 見え 

來る由 を 申す。 木 曾、 幸 明 を 召して 見參 して 宣 ひける は、 山門の 衆徒、 卒 家の 語ら ひ 

を 得て、 源氏 を 背く 由 其 聞え あ るに 依って、 仔細 を 記して 案 內を通 は し畢ん ぬ。 未 

だ 是非の 左右な し。 衆徒の 事 深ぐ 御 房 を 頼み 申す。 速に 登山して、 當家 同心の 祕計 


を 廻らし 給へ • 大衆の 同心 仔細な くば、 此 河原に 遠火 を 焚くべし。 山上 又 遠火 を 合 

せよ。 それ を 以て 印 i して、 天台 山に 攀 上って、 同心に 平家 を攻 むべ しと 語 ふ。 幸 

明 思 ひける は、 我 身 衾の 宣旨を 蒙れり。 當今 平家の 御 外戚な り。 源氏に 忠を盡 して、 

平家 を 追 落しな ば、 自身の 難 も遁れ なんと 思 ひて、 仰 承り 候 ひ ぬ。 心中 疎略 存知 候 

はす。 ひけ は 仕る べきと て、 急ぎ 忍び 上って、 同時の 大惡 僧に、 慈 S 坊法橋 寬覺. 三 上 

の阿闍 梨珍慶 とい ふ 者 を 相 語ら ひて 大衆 を 起し、 大 講堂の 庭に、 三塔會 合して 僉議 

あり。 木 曾が 書狀、 此砌に 披露 あり。 衆徒 は 書 狀披覽 の 後， 木 曾義仲 申狀、 いか 體た 

るべき ぞ やとい ふ 所に、 大衆 愈 譲し て 曰、 當山は 是梪武 天皇 の 御 願、 平家 先祖 の 草釗 

として、 帝王 卅 三代、 星霜 四百 餘歲 なり。 住持 佛 法の 勤行 廢返 なく、 百 王 擁護の 祈誓 

今に あらたな り。 就中 平家 誓願 を 醫王山 王の 照覽に 立て、 所願 三 塔 三千の えこに 寄 

す。 一 門 合掌して、 深く 冥霡 のこね んを賴 み、 諸 卿 連署して、 穴 勝に 與カを 衆徒に 乞 

ふ。 然 れば爭 でか 平家 懇 念の 志 を 失 ひて、 篛仲 卒爾の 語ら ひに 隨 ふべき やとい ふ大 

衆 も あり、 又此儀 然る ベ からすと いふ 衆徒 も あう、 又 大衆 僉義 してい はく、 我 山 は S 

^^山門^ 語ら ふ 事  0 
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れ 鎭護國 家の 道場と して、 百 王. 臣公を 長生に 祈，^、 四海 率土 を 泰平と 唱ふ • 然る を 

平家 故 太 政 大臣 入道 淨海、 當代御 外戚の 威に 募りて、 ひじゅんの 榮 華に 誇り 、不當 の 

高位 を穢 す。 加 之 惡逆甚 しう して、 或は 雲 客 卿相の 重臣 を 配流し、 或は 天子 陛下の 

儲 君 を誅戮 し、 或は 禪定 法皇 を、 鳥 羽の 故 宮に押 籠め 苯， りて 宸襟を 動かし、 或は 堂塔 

經卷 を、 南都 園 城に 燒拂 つて、 法 命 を 斷絕す • 是に 依って 四 夷亂れ 起って、 一 天 安き 

事な し。 入道 旣に 悶絕 して、 薨去し 畢ん ぬ。 積惡 家門に 傳 はり 、災害 子孫に 及べり。 

諸 寺 諸 山 平家 を 背き、 東國. 北國 源氏に 從ふ。 愛 を 以て、 討 手 を 諸國に 分ち 遣せ ども、 

軍兵 勝負の 勇 を 得 や • 是 偏に 佛神 擁護 を 加へ す、 運命 旣に 末に 及ぶ 故な り。 源 家 は 

近年 度々 の 合戦に 打 勝って、 管 頜の國 の 外、 七道 諸國皆 以て 歸 伏す。 然れば 我山獨 

b 宿運の 傾く^ 家に 同心して、 運命 開く る 源氏 を 背くべき や。 就中 書札の 如くば、 

道理 此旨を あら はす。 今に 於て は、 須く 平家 安穏の 祈 を 改めて、 源氏の 最貭の 思に 

住せら る べき やと、 愈議 した. o ければ、 滿 山の 大衆 も、 尤も），. \と 同じければ、 さら 

ば返狀 ある べしと て 下し 遣す。 又 遠火 を 合せよ とて、 惣持 院の大 庭に 遠火 を 焚く • 


愛智 河原に も 遠火 焚きたり けり • 

平家の 軍兵 宇治. 勢 多に 向 はる、 事 . 

去 程に 源氏、 近 江の 國に攻 入って、 人 を 通さす と 聞え ければ、 同じき 廿 一 日、 新 三お 

の 中將資 盛大 將軍 として、 肥 後 守 貞能等 を 相 具して 二 千 餘騎、 宇治 路ょ b 田 原路を 

稲) りて、 £ 江の 國へ差 下さる。 今日は 宇治に 止まる • 同じき 廿 二日に、 新 中 納言知 

盛. 本 三位の 中將重 衡大將 軍と して 三千 餘騎、 勢 多よ， 9 近 江の 國 へ 發 向す • 今宵 は 

山 科に 宿す。 京 中に 聞え ける は、 十 郞藏人 行 家 は、 伊勢の 國を 廻りて、 大和の 國へ入 

b  、足 利の 判官 代 は、 丹 波路より 京へ 入り、 多 田の 藏人行 綱 は、 攝 律の 國 を押頜 して、 

河 尻 を 打 塞ぐ と 聞え ければ、 こ はいか V せん。 國々 道々 塞いで、 洩れて 出 づぺき 方 

なしと 歡 きけ hN* 
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木 曾 登 山 W 勢 多 軍の 事 

木 首 は 、山門の 返狀を 見て、 加 賀の國 の 住人 林. 富 樫が 1 黨 以下、 北陸 道の 勇士 等 五 

百 餘骑を 引率し、 大夫房 覺明を 先立に て、 近 江の 國 潮の 浦々 よ. o 漕 渡.. CS て、 天台 山に 

打 登り、 惣持院 を 城郭と す。 惡 僧に は 白 井 法榇. 幸 明. じうん 坊. 法 撟直 覺. 三 上阿闍 

梨珍慶 等を始 として、 三 塔 九院の 大衆 老若 も、 甲胄 を 着し 弓箭 を帶 して 木 曾に 同意 

す" 其 勢 谷々 に滿々 た，^  R に 都へ 攻 入るべき と簡 えければ、 新 三位の 中雜資 盛 は、 

宇治より 京へ 歸り 入らる。 勢 多の 大將軍 知 盛. 重衡兩 人の 內、 重 衡の卿 は、 山 科より 

引返し^ ひけり。 新 中納言 知 盛の 卿 は、 五 百餘騎 にて、 今夜 は 粟津の 浦に 宿し 給 ひ 

たりけ るが、 是 より 京へ 歸， り-上らん とする 處に、 加 賀の國 Q 住人に、 太 田. 倉 光 等 上洛 


しける が、 越 前の 國 より 兩人打 連れて、 北陸 道より 海道に 出で、 五 百餘騎 にて 上りけ 

る。 加州の 輩 林六郎 光明 以下、 天台 山に ありと 聞きて、 三 井寺より 志賀. 唐 崎を經 て、 

東 坂 本に 着きて、 林. 富 樫と 一 手に なって 軍 せんと 思 ひ、 勢 多の 長 橋 打 渡り、 粟津の 

濱を 打つ 程に、 新中納 言、 五 百餘騎 にて 返 合せ 宣 ひける は、 爱は 平家の 公達の 陣の前 

なに 敵 か 味方 か 何者 ぞ。 名乘 りて 通れと 問 はれければ、 太 田. 倉 光、 名乘 りて 中々 

惡か りなん とて 、馬の 鼻 を 引返し、 勢 多の 橋 二三 間 を 引落して、 當國の 一 の宮建 部の 

社に 陣を 取る。 中 納言宣 ひける は、 敵 なれば こそ、 名乘 はせ で 引退 くらめ。 思 ふに 

北 國無案 內の奴 原に て あるらん。 追 憑け て 討 取れと て 追 ひける が、 橋 は 引きた. 5 

渡すべき やうな か b ければ、 馬 をば 西の 橋 爪に 繫ぎ 置き、 粟津の 浦の 釣 舟 共に 込乘 

り、 東の 鑌に押 渡し、 勢 多の 在家に 火 を 懸けて 攻めければ、 源氏 も 森より 出合 ひつ、、 

矢 尻 を 揃へ て 射 合 ひたに 七月 廿三 曰の 夜半 計りの 事 なれば、 曉戀 けて 照す 月、 ま， た 

山の端 を 出で ね ども、 猛火 地 を 輝かして 畫の 如し • 源平 互に 亂れ合 ひて、 二 時^り 

ぞ戰 ひたる。 新中納 言の 侍に、 進 藤 瀧 口 俊 方と いふ 者 あに 中納言 深く 賴み給 ひた 

永 山 附^ 多 軍の 事  一一- ーハョ 
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りけ るが • 一 陣に 進んで 戰 ひける 程に、 敵 二三 騎討 取りて、 我 身 も 敵に 討 たれに け. 

其 外 死す る 者十餘 人、 手 負 ふ 者 は數を 知らす、 源氏 方に も、 太 田の 次 郞兼定 が 嫡子 

に、 入江の 冠者 親定 とい ふ 者を始 として、 七 八 人 討 たれぬ。 傷 を 蒙る 者 も 多 かりけ 

K 入 替へく 戰ふ 程に、 平家の 軍兵 打 白まされて 引返く。 知 盛の 卿、 今 は 力 及ば 

すと て、 よもすがら 都 へ 入り 給 ひに け り。 太 田の 次 郞- 倉 光次郎 雨 人 は、 勢 多の 軍に 

打 勝って、 是も其 夜の 中に 林. 富 樫 を 相 尋ねて、 東 坂 本へ 入. o にけ り。 宇治. 勢 多の 

討 手、 都に 歸り 上りたり ければ、 平家の  一 a: 、今 は 度 を 失って 詮方な し • 京 中の 貴賤 

周章 ふためき て、 膽魂も 身に 添 は ざ， CN けり • 

法皇 鞍馬 御幸の 事  (： 

同じく 廿 四日 未の 刻に、 北面の 者 一 人、 竊に院 の 御所に 參 じて、 承る 旨 こそ 候へ と 申 

せば、 法皇 何事 ぞと 御尋 あり。 奏し 申け る は、 明日 巳 午の 時に、 源氏 等 四方より、 數 

萬騎 にて 都 へ 攻 入る 由 聞え 候 間、 平家 都の 內に 安堵し 難しと て、 三種の神器、 院內取 


参らせて、 明旦 卯の 刻に、 西國 へ 下向と て、 內々 出立ち 候と 申しければ、 神妙に 申せ 

此事 ゆめ 人に 披露 あるべ からす • 思 召す 旨 あ.^ とて、 其 日の 夜に 入りて、 

殿上人に、 右 馬頭 資 時計り 御供に て、 北面の 下賴 二三 人 召されて、 忍びて 鞍馬へ 行幸 

なる。 人是を 知ら ざり けり • 同じき 日の 小夜 更 くる 程、 大臣 殿 は、 建 鱧 門院に 參ら 

せ 袷 ひて、 逆徒 入洛の 事、 日頃 はさり ともと 思 ひ 侍り つれ ども、 今 は 賴み少 く 承り 候 • 

都に てい かに も 成果 てんと 申す 方 も 多ぐ 候 へ ども、 人々 の御爲 め、 心苦し かる ぺ し • 

筑 紫の 方へ 赴きて、 試みば やと こそ 思 ひ 立ちて 候へ と、 申させ 給 ひければ、 女 院御涙 

を はら./^ と 流させお はしまして、 兎も角も 能き やうに こそ 計 はせ 給 はめ。 さて は 

住 慣れし 花の 都 を 振り捨て、、 始めた る 旅に 浮び 立つ べきに こそ • 吉 野の花の 詠し 

て、 明 石の 月 を 見る 人、 暫 しと 思 ふ 旅 だに も、 故 鄕は戀 しと こそ 聞き 侍る に、 歸るさ 

知らぬ 波の 上に 憂身 を 宿し、 焦れて 物 を 歎かん 事、 兼て 思 ふこ そとて、 御衣の 釉を 

御顔に 當て させ 給 ふぞ痛 はしき。 然る 處に橘 內左衞 門 尉季康 とい ふ 者 あり。 是は 

平家の 侍な b けれども、 院 にも 近く 召使 はれ 叁ら せけ るが、 其 夜院の 御所 法 住 寺 殿 

法皇 鞍 Ft 御幸の 事  11 ま 
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ラ は ぶし 

に 上 臥して 候 ひける に、 御所の 方騷 しぐさ ゝ やき 合へ り。 又 女房の 聲 にて、 忍び や 

かに 泣く 音な どし けり • こ は 何事なる らんと 胸打騷 ぎ、 怪しく 思 ひければ、 忍びつ 

つ 措 足して 立 開きけ るに、 法皇の 渡らせ 給 はぬ は、 何 地へ 御幸な b ける やらん。 誰 

か 知， 9 參ら せた るらん と、 人 は 我に 間 ひ、 我 は 人に 尋ね 參ら すれ ども、 只 泣く より 外 

の 事な ぐて、 知り 參ら せた る 人 もな し。 季康淺 ましく 思 ひて、 聞き 敢す 急ぎ 六波羅 

へ參 りたれば、 大臣 殿、 夜 部よ b 女院 御所へ 入らせ 給 ひた b しが、 未だ 歸らせ 袷 はす 

i 申す。 頓 て女院 御所に 參 りて、 斯くと 申入れ ければ、 大臣 殿 は 周章 騒ぎ 給 ひて、 よ 

もさ あら じ。 僻事に ぞ あるらん と は 仰せ けれども 、やがて 法 住 寺 殿へ 馳參ら せ 給 ひ 

て、 いかにと 尋ね 給 ひけれ ども、 我 知り 參ら せたり と 申す 人な し。 淨土寺 二位 殿と 

申す 女房、 其 時 は 丹 後 殿と て、 夜畫 御身 近く 候 はせ 給 ひける よ り 始めて、 人々 一 人 も 

働かす まし^-け るが、 只 涙 を 流し、 呆れて ぞ おはし ましけ る。 大臣 殿 も 力 及ばす、 

六 波羅へ 歸られ ける。 夜 も旣に 明けぬ。 法皇 失せさせ 給 ひぬ と 披露 あり。 公卿. 殿 

上人 • 上下の 北面 馳參 る。 御所 中の 騷斜 ならす。 馬車 馳違 ひ、 塵 灰 を 踏み 立て、 京 中 


地 を 返しけ り • まして 平家の 人々 の 家々 に は、 敵の 討 入りた らん も 限 あらば、 是に 

は 過 * きじと ぞ見 えけ る 

主上 都 落の 事 

去 程に 平家 は、 日頃 法皇 を も、 西國へ 御幸な し參 らせんと 支度し 給 ひた b けれども" 

斯く 渡らせ 給 はねば、 賴 まん 木の本に、 雨の たまらぬ 心地して、 さりと て は 行幸 計， 9 

な b とも ある べしと て、 明くる 卯の 時の 終に 出御 あり。 御輿 を 差 寄せければ、 主上 

は 未だ 幼き 御齡 なれば、 何 心 もな く 召し 給 ひける。 祌靈. 寶劎取 具して、 建禮 門院 御 

同 輿に 召さる。 內侍所 も 同じく 渡 b 入り 奉る。 平 大納言 時 忠の卿 庭 上に 立 廻って、 

印鎰. 時の 簡.支 上. 鈴 鹿. 大床 子. 河 霧. 御劎 以下 九重の 御 具足、 一 も 取 落す ベから すと 

下知せられ けれども、 人 皆 周章つ 、、我先にく と 出立ち ければ、 取 落す 物 多 かりけ 

b。 畫の 御座の 御靱 も、 殘り 止まりけ ると かや。 御輿 出させ 給 ひければ、 內 大臣. K 

盛 公 父子. 平 大納言 時 忠の卿 父子. 藏 人頭 信 基 計り ぞ、 衣冠に て 供奉せられ けり。 其 

主上 都 落の 事  一一 ま 
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外 は 公卿. 殿上人. 近 衞宮. 御繩 介の 末に 至る まで、 老いた る も 若き も、 皆 甲冑 を 着し 

弓箭 を帶 して 打 立ちけ り。 七條を 西へ、 朱 雀 を 南へ 行幸なる。 一年 都 移りと て、 俄 

,  しるし 

に遽 しく 福 原へ 行幸な b し は、 斯る べき 事の 驗 な-りけ りと、 今 こそ 思 ひ 合せ けれ。 

西 A 條. 池 殿. 小 崧殿. 泉 殿 以下の 人々 の 家々 十六 所、 皆 火 を かけて 燒. u す。 餘煙數 十 

町に 及んで、 日の 光 だに 見え ざり け， o。 漢家卅 六宮、 楚の項 羽の 爲に .U され けん も、 

爭 でか 是には 過ぐべき とぞ覺 えし。 盛者 必衰の 狸、 眼の 前に 遮れり。 年來 H 來の振 

舞 は、 目 ざまし くこ そ 思 ひし かど も、 流石 斯く 落下り 給 ふ を 見て は、 貴賤 悉く 哀の 

涙 を 拭 ひける。 况ゃ住 馴れし 城 を 迷 ひ 出で て、 何方 を 指す ともなぐ 旅立ち 給 ひけん 

人々 の 心の中、 推 量られ て * 慙 なり。 其上攝 政近衞 殿と 申す は、 普賢 寺 の 內尺臣 墓 

道 公の 御 事な り。 太 政 入道の 御聱 にて、^ 家に 親しみ 給 ひける 上に、 法皇 も西圃 へ 

御幸なる べしと、 日頃 聞 召しければ、 御供 申させ 給 ふ べきに て ありけ るに、 前の 內大 

臣 より、 行幸 旣 にと 告げ 申された， o ければ、 御 出 あ， o て、 御 車 を 七 條の作 道 迄 やらせ 

給 ひたれ ども、 法皇の 御幸 はな か，^ けり。 如何 ある ベ きと 思 召し H はせ 給 ひける 


に、 御供に 候 ひける 進 藤 左 衞門尉 高範と いふ 侍、 御 車の 前に 進み出で て、 供奉し 袷 ふ 

べき 平家の 一 門 池 殿の 公達. 小崧 殿の 公達、 皆 止まり 給へ り。 法皇の 御幸 もなら す • 

されば 何方へ とて 御 出 は 候 やらん。 急ぎ 還 御 あるべき にこ そと 申す。 近衞 殿の 仰 

に は、 彼 一 門に むす ぼ ほれて、 年頃の 恩 も 忘れ 難く、 主上 行幸 も あり、 平家の 歸り思 

はん 處 如何 ある べきと 御 i 色 あり • 高範牛 飼に 向って、 縱ひ 主上 御幸 あり とても、 

御代 は 法皇の 御代、 御 運盡き 給 ひて 外 家の 惡 徒に 引かれ、 花洛を 落ちさせ 給 はん 行 

幸に、 供奉せ させ 給 ひたらば、 末賴 もし からん 御 事 かと つぶやきて、 急 度 目 を 引合せ 

たれば、 牛 飼 進まぬ 道 なれば、 牛の 鼻 を 引返し、 一 す は へ當 てたり ければ、 牛 も 究竟 

の 牛 なれば、 作 道 を 上りに 東 寺 迄 、それより 大宫を 上りに と、 飛びに 飛んで ぞ還 御な 

る。 越 中の 次 郎兵衞 盛嗣、 道に て 行 逢 ひ 奉り、 殿下 も 落ちさせ 給 ふに、 口 惜き御 事 か 

な， 止め 奉らん とて、 片手 矢 はげて 追 懸け 奉る。 御 車を延 さんと て、 高範返 合せて 

散々 に 防ぎ 戰ふ。 大臣 殿 之 を 見 給 ひて、 や ぁ盛嗣 よ。 年 來の情 を 忘 *れ 給 ひて、 落つ 

る 程の 人 をば、 いかで も ありなん。 急ぎ 御供 申すべき 一 門の 人々 だに も 見え 給 は 

主上 都 落の 事  § 
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す。 浞ゃ攝 政の 御 事 は、 申す にや 及ぶ と 制し 給 ひければ、 盛嗣 それよ b 引返す • 其 間 

に 近衞殿 は、 遙に 延びさせ 給 ひける が、 御 目に 御覽 じけ る は、 艸童 二人、 車の 左右の 轅 

に 取 付きて、 やる ともなく か く- 0 もな く、 御供に 候 ひけり。 牛の 前に は、 赤 衣の 官人、 

春の 日と 書きた る 札 を、 榊の 板に 取 具して、 走る と ぞ御覽 じけ る。 誠に 舂日大 明 神。 

高 箱に 入 替らせ 給 ひつ、 、斯く 計ら ひ 申しけ る こそと、 感涙 を 流させ 給 ひつ、、 西 林 

寺と いふ 寺へ 入らせ 給 ひたりけ るが、 其より 忍びて、 知 足院へ 移らせ 給 ふ。 人是を 

知ら やして、 攝 政は吉 野の 奥に とぞ 申しけ る。 

畠 山 兄弟 暇 を 給 ふ 事 

畠 山の 庄司重 能. 小山 田の 別 當有重 兄弟 二人 は、 年頃 平家に 奉公して、 都 落に も 御供 

申し て、 泣々 淀 迄 下りたり け る を、 大臣 殿御 覽 じて、 近く 兩人を 召して、 御供 神妙 神 

妙。 但 何方 迄 も 相 具す ベ けれども、 子息 家人 等 皆 東國に 在て、 賴 朝に 相隨へ り。 身 

は 御供に 候 ひても、 心 は 鎌 倉に 通 ふらん。 脫売 計り 下りて は、 何に か はせん • 疾々 


罷歸れ • 若 世に ありと 聞かば、 思 ひ 忘 れす、 叁る ベ きなりと ： 一旦 へば、 重 • 有重畏 つ 

て 申しけ る は、 身 は 恩の 爲に使 はれ、 命 は義に 依って 輕 しとい ふ 事 あり。 年 來恩を 

蒙りて、 身 を 助け 妻子 を 養 ひ 候 ひき • 今更 子が 悲しくて 、妻が 戀 しければ とて、 爭で 

か 見捨て 奉る * へき • 落着 まし まさん 所まで は、 御供な 申せば、 人の 親の、 子 を 思 

ふ 志、 尊き も賤 きも 變る 事な し。 されば 子 は東國 にあり て 源氏に 隨ひ、 親 は 西； g に 

落ちて 身 を C さん 事 不便な り。 只疾々 首 を 延べ て、 賴 朝に 隨 ひて、 再び 妻子 を 見 

るべ し • 露 恨と 思 ふべ から やと、 宣 ひける こそ やさし けれ •  二人の 者 共、 廿餘 年の 

好 なれば、 名殘は 誠に 惜し けれども、 さすがに 身の 捨て 難 さに 、泣々 都へ 歸り にけ に 

平家 都 落の 事. 

欉の亮 三位の 屮將維 盛 •» 盛. 淸經 以下 兄弟の 人々、 三百 餘騎 にて、 行幸 はは やなり 

ぬ。 急げ や 急げ 打て や 打て i て、 大宫を 下りに、 東 寺. 四 塚 .造 道. 御吉野. 志賀. 柳 原. 淀 

の 律. 羽 束 丄ハ田 川原 を 打 過ぎて、 關戶の 院の邊 にて ぞ、 行幸に は 追 付き 給 ひける • 大 

平家 都^の 事  M 


平 

家 
都 


糠 平 軍 物語 卷第八  二 為 

臣殿 は、 此人 々 を 見 給 ひ て、 少し 力付き てお はします • 今迄 見え させ 給 は ざり つれ 

ば、 覺柬 なく 思ひ舉 りつる に、 斯くて 又 見えさせ 給へば、 嬉しぐ こそと 宣 へ ば、 三位 

の中將 は、 幼き 者 共の、 あながちに 慕 ひ 侍う つる を、 賺し 侍りければ、 今まで 行幸に 

は 後れ 參らせ 候 へ と宣 へ ば、 何とて 具し 苯り給 はぬ ぞ。 止め 置き 車り て は、 如何に 

して かお はし まし 合する。 御 心苦しき 事に てこ そと 宣 へ ば、 行 先 とても、 賴 もしく 

も 候 はやと 計りに て、 ふに 辛 さの 增 りつ ゝ、 いと > 涙 を 流されけ り • 是を 開きけ 

る 人々 は、 實 にと 思 ひつ、、 我 身の上と ぞ 悲しみけ る • 他の 大鈉 言の 1 類 は、 今や 今 

やと 待 たれ けれども、 落 止まりて 見え 給 はす。 落 行く 平家 は 誰々 ぞ。 公卿に は 前の 

內 大臣 宗盛 • 平 大納言 時忠. 平 中 納言敎 盛. 新 中納言 知 盛. 修理の 大夫經 盛 .右衞 門の 

督 淸宗. 本 三位の 中將 重衡. 權の亮 三位の 中將惟 盛. 越 前の 三位 逋盛. 新 三位の 中將資 

盛。 殿上人に は、 內藏の 頭 信 基. 佴 馬の 守經 正. 左中將 淸經. 薩摩の守 忠度. 小 松 新少將 

有 盛. 左^の 頭 行 盛. 能 登の 守 敎經. 武藏の 守 知 章. 備 中の 守 W 盛 .小极 の 侍 從忠房 • 若 

狹の 守經俊 • 淡路の 守淸房 。僧綱に は、 二位の 僧都 全眞； 法 勝 寺の 執行 能圆. 中 納言律 


師も うく わい. き やう じゅ 坊. 阿闍梨 ゆう ゑん。 侍に は 受領. 檢 非違 使. 衞府. 諸^ W 六 

十 人、 無冠の 者 は數を 知らす。 此 二三 ケ 年の 間、 東 國. 北國 度々 の 合戦に、 打 ら され 

たる 人々 なり。 壽永ニ 年 七月 廿 五日に、 平家 悉く 都 を 落 果てた，^ 

景家、 老母 幷孫 を捨 行く 事 

飛 驊守景 家 も、 御供に とて 出立ち ける が、 三歲 になる 孫に 名 殘を惜 みつ ゝ、 いか V せ 

んとぞ 悲しみけ る。 其 孫と いふ は、 北國の 軍に 討 たれし 飛驊 の太郞 判官 景 高が 子な 

に 其 妻 は 夫に 後れて、 思に 堪 へやして、 此世签 しぐな りに けり。 父に も 後れ 母に 

も 別れて、 孤な， c 'ける を、 祖^ 飛驊 の守景 家が、 我 懐に 抱へ 懐きて、 常 は 口 說き事 し 

て、 哀れ 果報な き 身と なれる 悲し さよ。 斯る忘 形見 を殘し 置き、 我 さ へ 物 思 ふ 事の 

無慙 さよと て、 鳥の 雛を溫 むる が 如く 育みけ る 程に 、率 家 都 を 落ちければ、 景家も 出 

立ちけ り • 東西 も 知らぬ 幼き 者 を、 宿 定めな き 旅の 道に 具 せん 事 も 叶 ふま じ。 跡に 

殺むべき 者 もなければ、 誰に 預く べしと も覺 えす。 思 詫びて、 っ^ ^> ^是を 案じ 出 

景家 老母 井 孫^ 猞行 < 事  S. , 
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して 、，鎧の 釉 に 泡き つく  ， 人 十有餘 にな b ける 母の 許 に 真し 行きて、 此. 子 預け 奉る、 

. 御爲^ は 曾孫な り。 景家西 海の 波に. 沈み 候と も、 生し 立て、、； 御 形見と も 御 K 候へ 

とて、 打 預けつ.、 落 行き は， 9。 景家が 母老. 々として、 庭に 杖つ き 走り出で て、 泣々 申 

しける は、 我 身縱ひ 若く 盛な b とも、 斯る亂 の 世の中に、 いかにして か 育つ べき。 ； S 

や 八十に 餘 りて、 今日明日 とも 知らぬ 命な り。 行末 遙々 の 幼き 者 を、 何とせ よと て、 

捨 預けて は 坐す るぞ。 縱ひ 情な/、、 老いた る 母 を こそ 振 捨て、 出で 給 ふと も、 恩愛 

の 別れの 悲しみに 打 添へ て、 歡 きを 重ね 給 ふ 事 こそ 心 憂 けれ。 いかな らん 野の 末 山 

の 奥 へ も、 具し 行き 給 へ とて、 嬰 兒の手 を 引き、 鎧の 釉に取 付きて 、門 を遙に 出で た 

りけ.^ 弓矢 取る 身の 哀れ さは、 人に 弱氣を 見せ じと て、 かなぐり 捨て、 出で けれ 

ども、 涙 は 先に 進みけ り • 

法皇 山門へ 御幸の 事 ■ 

去 程に サ四 日 の 夜半に.、 法皇、. 法 住 寺 殿 を 御 出 あむ. て.、 賀茂 へ 入らせ 給 ひた りけ る が、 


爰は都 も むげに 近し • 猶惡 かりなん とて、 御輿に て 鞍馬へ 御幸 あ 御供に は 左 馬 

の 頭資時 一 人ぞ候 ひける • 下 北面の 衞府 に、 定康. 俊 兼. 知康、 僅に 三人な り， 鞍お 寺 

も、 上下 参詣の 砌な り。 人目 繁 しとて、 是 より 又橫川 へ 上らせ 給 ひて、 横 川の 寂場坊 

に 御座 ありけ る を、 大衆 僉議 して、 是猶惡 かりなん とて、 東 褡南谷 圓融坊 へ 渡し 入れ 

参らせけ り • さて こそ 衆徒 も 武士 も 力付きて、 法皇 も 御 安堵の 御 心なり。 是を斯 く 

i も 知らす して、 京都に は、 院は 夜中に 失せさせ 紿 ひぬ • 主上 は惡 徒に 引かれて 西 

國へ 行幸、 攝政 殿は吉 野の 奥に と 風聞す， 其 外 女 院宮々 も、 世の 騷に 恐れ ましく 

て、 佐賀. 太秦. 賀茂 入幡邊 に付きて、 逃隱れ させ 給 ひぬ。 &家は 都 を 落ち たれ ども、 

源氏 も 未だ 入 替らす • 主 もな く 人 もな き 所に て、 自ら 殘， 9 止ま.^ たる 人々 も、 簡に 

迷へ る 心地に て、 いかなる べしと も覺 えす • 天地開闢より 此方、 斯る事 聞 及ばす と 

歡 く 程に、 廿 六日に 法皇 は、 天台 山よ b 渡らせ 給 ふと 披露 あり • 上下 我先にと ぞ馳 

叁 b 給 ふ。 入道 前の 關白松 殿 は、 其 上 攝欧內 大臣 著逾 なり • 左大臣 經 宗. 右大は 翁 

實. 內 大臣 實定 以下、 大中鈉 言. 宰相. 三位. 四 位. 五位 八ム 卿. 殿上人 上下の 北面 迄 も、 官 

法皇 出 I！ へ 御幸の 事  i 
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に 居し 職 を 帶し、 先途 を 期し 後榮を 望みて、 人と 算 へらる、 は、 一 人 も 洩れ^ はや 參 

みちく 

b 集まりて、 圓融坊 に は、 堂上 堂 下. 門內 門外、 ひませ まりもな く滿々 たり。 山門の 

繁昌 衆徒の 面目と ぞ 見えけ る • 

義 仲. 行 家 京 入の 事  . 

廿 六日の 辰の刻に、 十 郞藏人 行 家 は、 伊賀の 國 より 宇治へ 廻り、 木 幡. 伏 見 を 經て京 

へ 入る。 木 曾の 冠者 義仲 は、 近 江の 國勢多 を 渡して、 同日 未の 刻に 京へ 入る。 是は 

天台 山に 上りて、 惣持院 に 城郭 を 構 へ たりし かば、 西 坂 本よ. ^人る ベ きか、 又 東 坂 本 

に 下って、 志賀. 唐 崎より 大閼. 小 關を經 て、 京 へ 入る べきに て あれ ども、 餘 b 勢數千 

騎、 か かみ. 篠原. 野洲 川原に 陣を 取.^ たる を も 打 具 せんが 爲、 又 順 道な り、 且は； B の 

京 入 なれば とて、 湖上 を 押 渡して、 野路. 勢 多 を 經て京 へ 入る。 其 外 甲斐. 信 濃. 美 1^ 

尾 張の 源氏 等、 此兩 人に 相隨ふ • 其 勢 六 萬騎に 及べり" 行 家. 義仲 都へ 入りて 後 は、 

武士 在々 所々 を 追 捕し、 衣裳 を剝 取り 食物 を 奪 ひ 取りければ、 洛中の S 藉斜 なら t 


人民の 煩多 かりき • 

法皇 天 合 山より 還 御 W 四宫卽 位の 事 . 

同じき 廿 八日、 法皇 天台 山より 還 御。 錦 織の 冠者 義廣、 白旗 差して 先陣に 候 ひけり， 

公卿 殿上人 多ぐ 供奉して、 蓮 花王 院の 御所へ 入らせ 給 ふ。 此廿餘 年 、絶えて 久しき 

白旗 を、 今！ 《 始めて 御覽 じけ り。 供奉の 人々 も、 珍ら し ぐぞ 見 給 ひける。 去 程に 主 

上 は、 外 家の 惡 徒に 引かれて、 花の 都 を 出で て、 西 海の 波の 上に 漂 ひお はします らん 

事 を、 法皇 御 心苦しく 思 召して、 返し 上し 奉る ベ き 由、 平 大納言 時 忠の許 へ 、 院宣 を 

下さる、 とい へど も、 平家 是を惜 み 奉り、 許し 參らせ ざり ければ、 力 及ばせ 給 はす： 

さらば 新 帝 を 祝 ひ 奉る ベ しとて、 院の 殿上に て、 公卿 僉議 あり、 高 倉の 院の 御子、 先 

帝の 外 三 所お はします。 二の 宫 をば 儲 君に とて、 平家 西 國へ取 下し 參ら せけ り • 今 

は 三 四の 宮の間 を 立て 奉る ベ きか、 又 故 高 倉の 宫の 御子お はします。 十七に ならせ 

給 ひける • 是は 還俗の 人に てお はし ませ ども、 斯る亂 世に は、 成人の 主 かたぐ 宜 

法皇 天台 山より 還 御附四 宮卽 位の 事 


四の 宮御 
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しかるべし， 還俗の 事、 天 武の例 あり， 還俗の 人、 憚 あるべ からすと ぞ 沙汰 あ，^ け 

る • され ども 法皇 は、 高 倉の 院三 四の 御子の 間に、 思 召し 定められければ、 同じき A 

月 五 H  、彼 三 四の 宮を迎 へ 取、 り舉 る。 先づ 三の 宫の 五歲 になら せ 給 ふ を、 是へと 仰 

ありければ、 大に面 嫌 ひましくて、 むづ がらせ 給 ひければ、 疾々 とて 速に 返し 出し 

おはします • 次に 四の 宮を是 へと 申させ 給へば、 左右な <步 み 寄らせ 給 ふ。 御 膝の 

上に 渡らせお はし まし、 御懷 しげに 寵顔を 守り 上げ 參らせ 給 ひけり。 御 年 四 歲にぞ 

ならせ 給 ふ。 法皇 は 御 哀れげ に s:; 召し、 御 髮搔， 撫でさせ 給 ひ、 御 涙 組みて、 此宮ぞ 誠 

に 朕が 御 孫な むける。 すぞ ろな らん 者なら ば、 など か 斯る老 法師 をば、 懷 しく 思 ひ 

給 ふ べき。 故院の 幼く おはせ し 顔 立に 違 はねば、 唯今の やうに 思 ひ 出 でら る^- ぞ 

や。 斯る忘 形見 を 止め 置かれたり ける を、 今まで 見 奉ら ざ-りけ る 事よ とて、 御淚を 

流させ 給 ひけり。 淨土 寺の 二位 殿、 其^ は 丹 後 殿の 局と ぞ 申しけ る • 御前に 候 ひ 

しが 申されけ る は、 兎角の 御沙汰に 及ばす、 御 位 は此宮 にこ そと 開え させ 給 ひけれ 

ば， 法皇、 仔細に やと 仰 あ b て、 定まらせ 給 ひに け. り • 內々 御 卜 あ. りけ るに も、 四の 


宫は、 御子 孫まで ほ 本圃の 御主た る べしと ぞ、 神祇官 並に 陰陽の 頭な ど 卜 ひ 申しけ 

り。 御 母 は、 七條 修理の 大夫 信隆 卿の 御 娘に てお はしける が、 建禮 門院 中宮の 御 時、 

忍びつ、 內の御 方へ 參られ ければ、 皇子 差續 きまし くけ る を、 父 修理の 大 夫、^. 家 

の 鍾愛を 憚り、 又 中宮の 御 氣色を も、 深く 恐れ 給 ひけれ ども、 入道 相國の 北の方 • 八 

條 1 一位 殿の 計ら ひに て、 御 乳 人 を 付けな どせられ けり， 此宫 をば、 二位 殿の 兄 法 勝 

寺の 執行 能圓法 印の 養 ひ 奉りけ るが、 平家に 付きて 西 國へ落 もけ る 時 、餘. ^に 周章 

て 我 北の方 を も 具せられ す、 宮をも 京に 忘れ 奉りたり ける を、 法 印 人 を 返して 、急ぎ 

宮を 具し 叁ら せて、 西國 へ 下り 給 へ ，と、 北の方 へ 宣 ひたりければ、 旣に 下らん とて、 

西七倏 まで 忍び 具し 參ら せて、 出で 給 ひた， o ける を、 北の方の 御 乳 人の 夫に、 紀^ 守 

範 光と いふ 者 あり。 心 賢く 思 ひける は、 主上 は 西 海へ 落ち 下らせ 給 ひぬ。 法皇 都に 

止まらせ 給 ひたれば、 御 位 をば、 定めて 四の 宮にぞ 讓らせ 給 はんやらん。 神祇官. の 

御 卜 も、 末頼もしき 事な b とて、 北の方の 宿所に 叁 りて 尋ね 申しければ、 西國 よち. 御 

文 あり と て、 忍 びて 此 御所 をば 出で させ 給 ひぬ と 答 へけ る 間、 こ は 淺ま しき 事な b 

法 白 K1K 台 山より 還 御跗四 宮卽 位の 事  二八 1 
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i 思 ひ、 覺東 なき 所、 爱彼 探り 尋ね 參ら せて、 只今 君の 御 運 は 開けさせ 給 ふ べし。 物 

に 狂 はせ 給 ひて、 斯くは 出立ち 給 ふか。 西國へ 落下ら せ 給 ひたらば、 君 も 御 位に 立 

たせ 給 ひ、 御身 も 世に おは せんやる にやと て、 大に 怒り 腹立ちて、 取 止め 參ら せたり 

ける に、 翌 U! 法皇より 御尋 ありて、 御 車御迎 に參ら せて、 斯く 定まらせ 給 ひけり。 そ 

も帝逑 の 然る ベ き 事と いひながら、 範光 はゅゝ しき 奉公の 者な りと 、人々. & しける。 

緖 方の 三郎 平家 を攻 むる 事 

八月 十七 日に、 平家 は筑 前の 國 御笠の 郡 太宰府に 着き 給 へ り • 菊 地の 次郎 高直 ニ六 

B; 諸 卿 SS 直. 臼 杵* 戸槻- 崧浦黨 を 始とし て、 主上 を 守護し 奉り、 か た の 如く 皇居 を 造 

られ たりければ、 大臣 殿より 始めて、 人々 安堵し 給 ひける • 豐 後の 國は刑 部 卿 三位 

賴輔の 知行に て、 其 子 賴經， 國司 代に て 在國の 間、 父の 三位 追って 言下し 給 ひける は、 

卒家惡 行年 積って 宿運 忽に盡 きぬ。 佛神 にも 放 たれ、 君に も 拾 てられぬ。 故に 花洛 

を 出で て 西 海に 漂 ふ • ，それに 九 國の輩 受取り 弄ぶ に よって、 國には 正 祝官物 抑留 


し、 庄には 年貢 所 當を辨 へや. 其 條旣に 朝家 を 背き 苯り、 逆 惡を伴 ふ 科 あり • 返々 

不思議の 所行な り。 自餘は 知らす 常國に 於て は、 あな かしこ 入る ベから や。 是 乂 の 

計ら ひに あらす、 ー院 の御靛 なり • 佴當國 に 限らす、 九 國の人 皆 院宣に 隨 ふべき 者、 

一 味 同心に 平家 を 追討すべし • 若忠 あらん 者 は、 勸賞は 追って 聖斷 ある べき 由-子 

息 賴經の 許へ 言下し 給 ひた b ければ、 賴經此 趣 を 以て、 當國の 住人 緖 方の 三 郞 惟義 

を 召して 下知せられ たり • 惟義 仰 を 蒙り て、 卽當國 は い ふに 及ばす、 九 國ニ島 の 弓 

矢 取る 輩に 相觸れ たり。 斯 りければ 臼杵. 戸槻 .fe 滞黨 以下 平家 を 背き、 惟義が 下知 

に隨 ふ。 原 田の 四郎 太夫 種 直. 翁 地の 次郞 高直が 一類 計り、 猶 平家に 附隨 ひける。 

抑 彼 惟義と いふ は、 大她の 末 なれば、 身 も 健に 心も剛 にして、 九國を も打隨 へ、 西國 

の 大將軍 せんと 思 ふ 程の、 お ほけ なき 者な ける に、 一 院 の御讅 とて、 國 司より 斯る 

仰 を 蒙りけ る 上 は、 身の 面目 i 思 ひて 出立ち、 數萬騎 の 兵 を 引率し、 太宰府へ 發向 す。 

九國の 輩、 多く 相隨 ひけり。 ^家 は此 一 雨 月、 安堵の 思 あ. o て、 今 はいかいして 都へ 

歸 入すべし など、 謀 を 廻らし、 寄 合 ひ— 評定し ける 處に、 緖 方の 三郞が 嫡子に 小 太 

緒 方の 三郎 平家^ 攻 むる 事  一一へ 一一 一 
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郎 維久. 次男 野 尻の 次郎惟 村と て、 兄弟 あり • 次 郞惟村 を 便 者と して、 平家の 方へ 申 

しける は、 年頃 御 恩 を も 蒙り て、 深く 相傳の 君と 賴み 參ら せ て 候。 其 上 十 善 帝王 に 

て 渡らせ 給 へ ば、 一 一 心なぐ 奉公 仕れ ども、 平家 都 を 出で て、 西 海に 落下， り お はし ま し、 

朝敵と な b て 人民 を惱 す。 速に 九 國の中 を 出し 奉るべき の 由、 一 院の 院宣と て、 國 

司より 仰 下さる ゝの 間、 王土に 身 を 入れて、 詔 命 を 背き 難く 候。 疾々 九 國の镜 を 出 

で させ 給 ふべき にて 候と 申し たれば， 平 大納言 時忠 の 卿 は、 ひ をぐ、 b の直垂 に、 

紫蘭の 袴着て、 野 尻の 次 郎に宣 ひける は、 それ 我 君 は 天孫 四十 九 世の 正 銃、 人 王 A 十 

. 1 代の 御門、 太 上 法皇の 御 孫、 高 倉の 院の 后の 腹、 第 一 の 皇子に て 渡らせ 給へば、 伊 

勢 太 神宮 入 替らせ 給 ひて、 御 裳裾 川の 流 忝な く、 上 神代より 傅へ たる 祌爾： 寶劎內 侍 

所も帶 してお はします • 正 八幡宮 も、 定めて 守り 奉らん、 九國の 人民、 爭 でか 容易く 

傾け 奉る べき， 又當家 は、 是平 將軍貞 盛が、 相 馬の 小 次 郞將門 を 追討して、 東 八 ケ國を 

平げ しょり 以來、 故 入道 太 政 大臣の、 右衞 門の 督信賴 を誅戮 して、 朝家 を 鎭め奉 り し 

に 至る まで、 代々 國 家の 固めな り。 然. るに 賴 朝. 義仲 等、 東國. 北國の 兇徒 を 相 語ら ひ 


て、 我れ 打 勝ちたら ば、 國を 取らせん 庄を 知らせん とい ふに 賺 され. て 打 籠る • 鳴 呼 

の 者^ が、 誠 顔に 與カ 同心して、 官 兵に 向って 軍す る を 見習 ひて、 九國の 輩、 君 を 背 

き 奉る 條、 返々 不思議な.^ 奇怪な，^ 就中 鎭 西の 者 共 は、 內 種に 召使 はれ、 殊に 重 

恩 を 蒙る に 非 やや • 其 好 を 忘 れ、 忽には な豐 後め が 下知に 隨ひ、 當家 を倾け ん との 

企、 甚だ 以て 然るべ からす。 後漢の 光武 皇帝 は、 王 莽に襲 はれ、 ぎよ やうに 落ち 拾 ひ 

お，^ しか ども、 帝位に 卽き、 我 朝の 天武 天皇 は、 大 友の 王子に 襲 はれて、 吉 野の 奥に 

入.^ 給 ひたりし かど も、 天下 を 治め 給 ひき • 沉 や 三種の神器 を 御身に 隨 へ炝 へり • 

我 君 終に 都へ 歸り 入らせ 給 はぬ 事、 よも 渡らせ 給 はじ。 されば よくく 相 計ら ひ 

て、 御 カを附 け參ら すべし， 後悔 爭 でか 兼て 顧みざる ベ けんやと 宣ふ。 野 尻の 次郎 

立歸 つて、 此由 具に い ひければ、 父 惟義、 今 は 今昔 は 昔 * 速に 平家 を 追 出し 奉る ベ し。 

院宣. 國 H を 下さる ゝの上 は、 仔細に や 及ぶ べき なれ ども、 流石 H 頃の 好 を 思 ひ 奉 

つて こそ、 先づ使 をば 參ら せた るに、 左 樣に宣 ふなら ば、 時刻 を 廻ら さす、 追 出し 奉 

る ,i しとて、 惟義 は 三 莴餘騎 の 大勢 を 率して、 博 多の 津 より 押 寄せて、 鬨を 吐と 作り 

^方 Q 三耶 平家な 攻むる 事  二 さ 
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たりければ、 K5. 家の 方に は、 肥 後の 守貞能 を大將 軍に て、 菊 地. 原 田が 一 黨を差 向け 

られ て、 防ぎ 戦 ひけれ ども、 大勢 攻憑 りければ、 取る 物 も取敢 す、 太宰府 を こそ 落ち 給 

ひける。 主上 は駕輿 丁なければ、 玉の 御輿 を も苯ら す、 御供の 公卿. 殿上人 は、 奴の 

袴の 稜を 取り、 女房. 北の方 は、 装 裰 唐衣 を 泥に 引 さ、 いつ 習 ひたる に は あらね ども、 

恐ろし さの 餘り に、 悲しき 事も覺 えす、 徒 跣に て 我先にく と、 箱 崎の 律に 逃げ 給 ひ 

ける ぞ無慙 なり • 斯くて 箱 崎の 津も、 始終 叶 ひ 難ければ、 これより 又 兵 藤次秀 遠に 

具 せらせて 、筑前 の國山 鹿の 城へ ぞ 入らせ 給 ふ。 惟義 十 萬餘騎 にて 押 寄す ると^ え 

ければ、 又 取る 物 も 取 敢ゃ. 山 鹿の 城 を も 落ちさせ 給 ひて、 高瀨 舟に 乘 移り、 豐 前の 

國 柳と いふ 所へ、^, ^入らせ 給 ひけり。 澤邊の 虫の 聲 弱り、 磯 打つ 波に 釉沽 ほす * 

柳と いふ 所に 若 かせ 給 ひたりけ るに、 楊 梅 桃李 を引植 ゑて、 九重の 都に 少し 似たり 

ければ、^ 摩の 守忠 戊 のかく、 

都なる 九 ffi の中戀 しくば 柳の 御所 を 立 寄りて 見よ 

主上 女 K を 始め 参らせて、 內府 以下の 人々、 豊 前の 國 宇佐の 宮へ參 詣ぁ钆 社頭 は 


皇居と なり、 廊は月 卿. 雲 客の 居所 i なる。 五位. 六 位の 官人 等、 大 鳥居に 候 ひ、 庭 上 

に は 九國の K 、弓箭 甲 £1： を帶 して 並居たり。 古り にし 朱の 玉垣、 年經 にけ， oi 苔む し 

て、 いつも 綠の 柳の 葉に、 木綿 垂憑 けて 隙ぞ なき。 御 祈誓の 越 は、 主上 舊 都の 還 幸な 

り。 都 は旣に 山河 遙に 隔て ゝ、 S のよ そに な， o ぬ。 何事に 付けても、 心 盛し の 旅の 

签、 身 を 浮 舟の 住居して、 焦れて 物 をぞ覺 しける。 柳の 御所に は、 さても と 思 召して、 

七ケ日 渡らせ 給 ひける が、 又 惟義 寄す るな ど 開え ければ、 愛 を 出で 給 ふに、 蟹の 小舟 

に 取乘， 9、 風に 任せ 波に 從 ひて 漂 ひし 程に-左 中 將淸經 は、 舟の 館の 上に 上， O っゝ、 

東 面 南北 見渡して、 哀れ はかなき 世の中よ。 いつまで あるべき 所と て、 斯く爱 目 を 

見る らん。 都 をば 源氏に 落されぬ。 鎭西 をば 惟義に 追 出されぬ。 何れの 國へ 行く 

とも、 遛る * へ き 身に あらす。 心苦しく 物 思 ふこ そ 悲し けれと て、 月 S なぐ 晴れた る 

夜、 靜 に念佛 申しつ ゝ、 波の 底に ぞ 沈まれけ る。 是ぞ 平家の 憂事の 始 なる • 

平氏 屋 島に 着く 事 

方の 三^ 平家^ 攻 むる 事  一一お 


平 家屋 島 

に 籠る 
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長 門 は 新中納 言の 國、 目 代 は紀の 民 部の 大輔 通資 なり • 當國 の檢物 舟と て、 まさの 

木 積みた る 舟 百 卅餘艘 、てんていし 奉る。 是に乘 移りて、 四國の 地へ 若き 給 ふ。 愛 

はよ き 城郭な， ^と 申しければ、 讃 岐の屋 島に 下， o 居 給 ふ。 城 構して おはし ましけ 

^. あはれ なる かな、 昔 は 九重の 內 にして、 金 谷の 春の 花 を 弄び 給 ひしに、 今 は屋島 

の 磯に して、 毒 永の 秋の 日 を 詠め 給 ふ 事 を。 怪しの 賤の 臥床 を、 皇居と^ むべき な 

ら ねば、 舟 を 御所と 定め 給 ふ。 大臣 殿 以下の 人々 は、 舟 子の 苫屋に 日 を 慕ら し、 萩の 

葉む けの 夕 5 砰ひ とり 丸寢の 床の 上、 片 しく 釉は鹽 に 濕れ、 明し 暮らさせ 給 ひけり • 

波枕 檝枕、 思 ひ やられて 哀れな り。 磯邊の 躑躅 は 紅の、 露より 折る かと 疑 はれ、 五 

月の 苫の零 は、 古里の 軒の 玉 水 かと 怪しみ 給 ふ。 藻鹽に 浸す 旅 衣、 深き 思 ひに 沈み 

けり。 荤の 葉に 置ぐ 露の 身の、 脆き 命 も 消えぬべし • 洲 崎に 騒ぐ 千鳥の 聲、 曉 恨み 

を 添 ふる かな。 そば ゐに懸 る梶の 音、 夜半に 心を碎 きけ り。 斯る 住居 は、 上下い つ 

か は 習 ふ べきなら ねば、 男 も 女 も、 只 涙に のみ 咽び て、 乾かね 釉をぞ 絞りけ る。 菊 地 

太夫 胤 益、 阿波の 國 より 材木 取らせ、 屋 島の 浦に 赛 渡して、 かたの 如ぐ 內裏を 立て、、 


主上 を 入れ 奉る。 其 外 大臣 公卿の 家々 も、 少々 作られたり • 阿波の 民 部 成 能、 一 千 

餘騎 にて 馳參 る。 夜畫君 を 守護し 奉る。 其 上使 者 を 四國に 分散して 相觸れ ける は、 

一 人 西 海に 臨幸 あり、 三種の神器 上下 官人、 玉體に 離れ 奉らす。 今は是 こそ 都 なれ。 

谷 急ぎ 參賀 して、 敕命を 承る べし。 若忠ぁ i 輩 は、 豈賞 なからん やと 披露 すれば、 

四國の 兵、 皆 成 能が 下知に 靡きければ、 物賴 もしげ に 振舞 ひもて あそび 奉る a 大臣 

殿、 神妙な b  、何事 も 成 能が 計らへ とて、 阿波 守に なされて、 御氣色 ゆ、 しく 見えた 

b けり。 肥 後 守貞能 は、 九 國を隨 へんと て 下りた うけれ ども， 追 出されて 面目なし • 

菊 地の 次郞 高直、 肥 前の 守に 任す。 原 田の 太夫 種 直、 筑 前の 守に なりたり けれども、 

S ，- -追 出され、 國务 にも 及ば ざり ける 上、 心變， ^したりければ. 平家 心 弱く 思 はれ 

ける に、 成 能 斯樣に 甲斐々々 しく 申 行 ひける に 依って、 暫く 安堵せられ けり。 

時 光、 神器の 御 使を辭 する 事 

法皇 は、 三種の神器 都 を 出で させ 給 ひて、 外 都に 坐し まして、 月 H の 重なる 事 を、 斜 

時 光 神器の 御 使^ 辭 する 事  ゴ 八- 
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ならす 御 歎き あり、 追討 使 を 下さん とすれば、 異 國の寶 ともなり、 又 海底に もや 沈み 

給 はんすらん と、 兼て 歡き思 召し、 世 末になる とい ひ 乍ら、 まのあたり 斯る 不思議の 

ある こそ 御 心 憂 けれ。 御慶 大嘗 |« も旣に 近付/、。 いか かして 都へ 返し 入れ 苯ら， ん 

と、 種々 の 御 祈 あり。 又 公卿 僉議 して、 先 づ御使 を 下されて、 時忠の 卿に 仰 合 めら る 

べしと、 各 計ら ひ 申しけ り。 誰か 御 使 を 勤む ベ きと 評定 ありけ るに、 修理の 大夫時 

光と いふ 人 は、 平 大納言 時 忠の子 舅な り。 されば 此人を 下されて、 平 大納言 今 歎き 

仰せら る べきな b と、 諸 卿 申されけ るに 依って、 時 光 を 御前に 召されて 、三種の神器、 

外 土の 境に おはしまして、 徒に 月け を 經給ふ 事、 御 歎き 淺 からす。 我 朝の 御大 事、 專 

ら此 事に あ b。 汝は時 忠に相 親しみ たれば、 gl 海に 罷 下りて、 都へ 返し 入れ 奉る ベ 

きの 由、 彼 卿に 仰 合め よ と敕定 あり。 時 光畏っ て、 院宣 の 御 返事 申 して 曰 く、 誠 に 朝 

家の 御大 事、 何事 か是に 過ぎ 侍る べき。 敕定の 上 は、 仔細 を 申す に 及ばす、 但 今度 西 

海へ 下向 仕， りなば、 再び 歸り 上りて、 君 を見參 らせん 事 難し。 其 故 は 時 忠都を 落下 

りし 時、 西國 へ 相伴 ふ ベ き 由、 懇に 語り 申 侍りし を、 時 光、 御幸なら せ 給 は い、 仔細に 


大將 軍と 

なる 


や 及ぶ ベ き • さらす ば 思 ひ 寄らす と、 心中に 存せ しに、 君の 御幸 も 候 は ざり しかば、 

止まり 候 ひぬ。 其 後 も 度々 恨み ロ說 きて、 罷 下る ベ きの 由 申 上せ 候 ひし かど も、 縱 

ひ 萬 人の 脣を 越えて、 三 公の 位に 至る とても、 爭 でか 君 を 離れ 參ら せて、 外 土の 旅に 

さすら ふべき。 思 ひ 寄らざる 事 かなと 存知て、 返答に も 及ばす 罷 過ぎ 候。 抑 時 光 下 

向 仕りて、 三種の神器 事故な く、 歸 b 上らせ 給 ふ ベく ば、 縱ひ身 は 徒になる とも、 敕 

定に從 つて 風雲に 鞭 を 打ち、 夜 を： 《 に繼 ぎて、 馳 下る ベ ( こそ 侯に、 神器の 返り 入ら 

せ 給 はん 事 も 有難く、 時 光安 穩に 上洛 せん 事 も、 又 難しと 申されければ、 申す 處も誠 

に 不便な りと て 下され ざり けり • 

源平 水 島 軍の 事 

去 種に 賴朝 は、 居ながら 征夷 大將 軍の 院宣 を 下さる a 平家 追討の 赏とぞ 閜 えし • 中 

原の 康定、 宣使 として 關 東へ 下 若す。 其體 美々 し/、 ぞ 見えけ る。 又^ 家 は、 讃岐の 

國屋 島に あり 乍ら、 山陽 道 を 打 靡かして、 都へ 攻 上る べしと 開え ければ、 太せ 左^の 

湄 平水 島 軍の 事  B 
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頭 義仲是 を 開きて、 信 濃の 國の 住人 矢 田 判官 代義淸 • 海 野 彌平四 郞行廣 を 差遣す。 

其 勢 七 千 餘騎、 山陽 道の 者 共、 多く 源氏に 相隨 ひけれ。 平家 は 千 餘艘の 兵船 を 調へ 

て、 屋 島の 磯 を 漕 出したり。 源氏 は備 中の 國水 島が 渡に 陣を 取りて、 三百 餘艘の 兵 

船を挢 へ、 旣に屋 島へ 寄せん とす。 源平 互に 海 を 隔て、 支へ たり。 壽永 ニ年閻 十月 

1 日、 水 島に て 源氏と^ 家と 合戰を 企つ。 源氏 等 計りけ る は、 此 島の 南の 地より 、あ 

の 北の 際まで、 三 町に は 過ぐ ベ から や。 島の 東の 海上よ， o 寄せて、 島の 北に、 舟 を 陸 

まで 組合せて、 軍兵 隙を爭 ひて攻 寄せば、 先陣に 進まん 者、 敵の 爲に 打取らる とい ふ 

とも、 幾 干なら じ。 後より 次第に 續 きて、 島の 上へ 攻 入りて、 城に 火 を 懸けば、 敵 は 

舟への みこ そ 競ひ乘 らん やらめ。 打 物に 堪 へたらん 輩、 續 きて 乘移 りて 討 取れ。 島 

を攻 落しな ば、 舟の 寄 所な く，， ：n し、 爭 でか 海上に 日 を 重ぬ べき。 波に 引かれ 風に 隨 

つて 漂 はん を、 浦々 渚々 に、 追 詰め/. \- 討 取らん と 定めて けり。 平氏 は 又、 舟 をば 島 

の 西南に 付けて、 城の 東北の 木戶ロ を 開いて、 名 を 得た らん 人々 進み出で て、 敵を麾 

かば、 舟 を 並べて 攻 寄すべし。 偽って 引退 かば、 島の 上へ 襲ひ來 らん か。 其 時 舟 を 


島の 東北 へ 差 廻して、 三方より 矢 前 揃 へ て 射 取る ベ し • 敵 泳 へ すして K? 退かば、 舟 

を 差 並べ て乘 移り、 分捕 せんと ぞ 計りけ る。 源氏の 追手の 大將軍 は、 海野彌 平四郎 

行廣、 搦手の 大將軍 は、 足 利の 矢 田 判官 代義淸 なり。 五千餘 人の 兵 共、 三百 餘艘の 兵 

船、 纜 解いて 押出し、 夜の 曙に 漕 寄せて、 鬨の聲 を 上ぐ る。 平家 待 儲けた る 事 なれば、 

聲を 合せて 戰ふ a 雨 方の 軍兵 一 萬餘人 なれば、 鬨の聲 、海上に 響き渡って、 寄せた る 

波の音 も、 聲を 合する かと ぞ覺 えけ る。 平家 は 本 三位 中 將重衡 • 越 前の 三位 通 盛の 

卿 を大將 軍と して 七千餘 人、 二百 艘の 兵船に 乘 つて、 島の 西南より 東北へ、 二手に 差 

廻す • 源氏の 兵船、 兼て 計りた る 事 なれば、 南の 地より、 島の 北の 際まで 差 並べて、 

當國の 住人 を 前に 立て 、 一 一千 餘人甲 を 傾け、 冑の釉 を 振 合せて、 一 面に 立 並びて 攻 

寄す る。 平家 は是を 見て、 城の 東北の 木戶ロ を 開く。 能 登 守敎經 は、 紺に 白き 糸に て 

村 千鳥 を 縫 ひたる 直垂 に、 紅 威の 鎧に、 長 覆輪の 太刀 を 佩け り。 越 中の 次 郞兵衞 盛 

嗣は. 滋目 結の K 垂に、 耳 坐 滋の胄 を 若たり。 上總の 五郎 兵 衞忠光 は、 縫摺 の直垂 に、 

赤威脣 白の 鎧 着た， o。 飛驊の 三郎兵 衞景家 は、 褐 の直垂 に、 大袼 耳釉 を、 赤地の 錦 を 

源平 水 島 軍の 事  S 
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たち 入れた るに、 黑糸 威の 鎧 を 若せ り。 鎧の 毛 直垂の 色、 何れもと りぐ に 華やか 

に 見えた， o。 此外村 田 兵衞盛 房. 源 八 .ぉ 之丞. 米 田を始 として、 名 を 得た る 勇士 卅餘 

人 打 出で て 敵 を 招けば、 矢 田 判官 代篛淸 • 仁 科の 次 郞盛宗 • 高 梨の 六郞 高直. 海野彌 

平 四郎行 廣を始 として 三 W 餘人、 木戶 口へ 攻 寄せて 戰ふ • 平氏 偽りて 引返く。 源氏 

勝に 乘 つて 攻 憑る。 爱に 島の 雨 方の 船、 南の 沖 西の 島 崎よ b 差 寄せて、 敵の 船 を 打 

鉤 にて 搔 寄せ、 紐 合せて 乘 移る。 精兵 を 揃へ て、 城 中 並に 兩 方の 船よ b 散々 に 射る。 

源氏の 船 泳へ すして 引退く。 西風 烈しく 吹きて、 船 ども 搖れて 打合せけ. れば、 東阈. 

北國の 輩、 舟 戰は習 はぬ 事 なれば、 船に 立ち 得すして、 舟 底への み 重なり 入る。 ；牛家 

の 輩 は、 舟 軍 自在 を 得たり ければ、 亂れ 入りて 散々 に 切る。 面 を 向 ふる 者 は 少し。 

舷に 近付く 者 をば、 取って 海に 入れ、 底に ある もの をば、 の釉を 踏ま へ て^: を搔 き、 

城の 中より は、 勝鈹を 打って S る。 斯る 程に 天 俄に 曇りて、 日の 光 も 見えす、 閻の 夜 

の 如くに なりたれば、 源氏の 軍兵 ども、 日蝕と は 知らす、 いと  >  東西 を 失って、 船 を 

退きて、 何 地と もな く 風に 從 つて 遁れ 行ぐ。 平氏の 兵 共 は、 兼て 知りに ければ、 愈 M 


を 作- 9、 重ねて 攻戰 ふ。 矢 田の 判官 代義淸 は、 舟に 搖られ て 立ち 得 ざり ければ、 舷に 

尻 を 懸けて 甲 を脫ぎ 捨て、 太刀 を拔 いて 戰ふ。 越 中の 次 郎兵衞 盛 嗣は是 を 見て、 甲 

を 傾け 打って 懸る を、 義淸 立上りて、 甲の 鉢 を 打つ。 強く 打 たれて、 甲を脫 いで 落ち 

にけ り。 盛嗣 目昏れ て、 太刀の 打 所 は覺ぇ ざり けれども、 打 違へ ざり ける に、 義淸 が 

右の 顏を、 筋 違に、 押 付の 板に 切 付けた りければ、 打 伏に 臥しけ る を、 引 仰向けて 首 

を搔き て げ り。 海 野の 四 郎行廣 は、 村 田 兵衞盛 房と、 舷 にて 取組みて 海へ 入りけ る 

を、 飛驊の 三郞兵 衞景家 は、 勇士の 者な り， ければ、 盛 房が 總角を 取りて 引返して、 抱 

き 合 ひたりけ る を、 雨 人ながら 船へ 投入れ てけ り。 行廣 刀を拔 いて、 盛 房が 起 上ら 

ん とする を 踏ま へ て、 冑の 草摺 を 引上げて 刺す。 景家是 を 見て、 行 廣が甲 を 引 仰向 

けて、 首を搔 きて けり。 能 登 守敎經 は、 精兵の 手 利な りければ、 一として 空 矢な し • 

高 梨の 次 郎高信 を始と して、 十三 人 射 取られけ り。 源氏の 軍 敗れに ければ、 打殘さ 

れ たる 者 共、 舷に乘 移. o、 飛 下り-^ 落 行きけ る を、 平家 は 船の 中に、 兼て 鞍 置^ を 

用 怠して、 船 共の 纜切 離し 渚に 潸 寄せ、 舟 腹 を 乗 傾け、 おど も 追 下し ひたと 乘る。 能 
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登 守 一 陣に 進んで 攻め か、 りければ、 討た る、 者 は 多ぐ、 助かる 者 は 少なし • 或は 

備 前の 國へ 落つ る もめり、 或は 都 へ 上る も あ， o。 海へ 入りて 死す る 者 は 其數を 知ら 

す。 舟に て 討 取らる、 源氏に は、 矢 田. 高 梨. 海 野を始 として、 千 二百 人が 首 切 かけた 

攀 

. 木 曾備中 下向、 齋明 討た る 附妹尾 • 倉 光 討 つ 事 

斯 りければ 當國の 住人 等、 皆 平氏に 歸 伏してけ り。 都 へ 落 上りた b ける 者 共、 木 曾 

に斯. 0 いひければ、 義仲 安から すと て、 一 萬 餘騎を 相 具し、 夜 を 日に 繼ぎ、 備 中の 

國へ馳 下る。 去ぬ る 六月、 北陸 道の 合戦に 生 捕られた りし 平 泉 寺の 長 吏齋明 をば、 

六條 川原に て 首を切る。 銶 尾の 太 郞兼康 は、 木 を 樵り 草 を 刈る 迄 こそな けれども、 

二心な く 木 曾に 使 はれけ り。 是 はいかに もして 再び 故鄕 に歸， ^、今 一 度 舊主を 見 奉 

b 、平家の 味方に なって、 合戰を 遂げん との 謀な り。 木 曾は是 を も 知らす して、 齋明 

と 同時に 切る ベ かり けれども、 西國の 道し る ベ とて、 許し 具し 給 ひけり， 壽永ニ 年 


閎 十月 四日、 木 曾 都 を 出で て、 播磨 路に懸 りて 今 宿に 着く。 今 宿よ b 妹 尾 を 先達に 

て、 備 中の 國へ 下らん とす。 當國 の艄坂 山に て、 兼康、 木 曾に いひけ る は、 暇 を 給 は hs 

て、 先立 つ て罷 下り、 相 親しむ 者 共に、 御馬の 草 を も 用意せ させ 候 は 》 や。 斯 る亂れ 

の 世 なれば、 俄の 事 は、 治め 難き にも 侍る べしと 申す 間、 さも ある べしと て 許し 造 

す。 木 曾 は 愛に 三ケ 日の 逗留と いふ。 蒹康 賺し畢 せた，^ と 思 ひて、 子息 小 太 郎兼通 .郞 

等 宗俊を 相 具して 下りけ るが、 加 賀の國 の 住人 倉 光次郎 成 澄 を 招いて いひけ る は、 

や あ 倉 光 殿、 我 は 御 邊に生 捕られ 、通れ 難き 命 を 生き、 剩へ西 國の尋 承 を 給 ふ。 故 

鄕に歸 つて、 再び 妻子 を 相 見ん 事 も、 御 恩との み 思 ひ 奉る。 若し 人手に か、， o たら 

ば、 爭 でか 命 も 生き、 故鄕へ も歸る べき。 さても 兼康生 捕，^ 給 ひたる 勸 賞に、 備 中の 

妹 尾 を、 勳 功の 賞に 申 給 ひて 下り 給へ かし。 同じく は 打 連れ 奉らん とい ふ。 倉 光^ 

郞 誠よ と 思 ひて、 木 曾に 所望し ければ、 則 下 文 給 ふ。 倉 光喜んで、 妹 尾に 打 具して 下 

る • 兼康 道す がら 思 ひける は、 妹 尾まで 行きぬ る ものなら ば、 新 司と て、 庄內 1 はな 

心に て もてなし、 思 付く 者 ありて 勢 付きな ば、 いかにも 叶 ひ 難しと 思 ひて、 備 前の 國 
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和氣の 渡より 東に、 藤 野 寺と いふ 古き 御堂に 下り 居て、 兼康 申しけ る は、 や あ 倉 光 殿、 

妹^ は 今は稃 近し。 頓て打 具し 奉る ベ けれども、 世間 も 息々 に、 所 も 合 期せん 事 難 

し。 兼康 先立って、 所の 樣をも 見廻り、 又 親しき 者 共に も 相觸れ て、 斯る人 こそ 下向 

し 給 へ とて、 御 もてなし を も 用意せ させんと いひければ、 倉 光 は、 何 やうに も 能き 樣 

に 相 計ら ひ 給へ とて、 愛に 止まる。 蒹康は 賺し畢 せて、 先立って 草 壁と いふ 所に 馳 

付 い て、 使 を 方々 へ 遣し て、 親しき 者 四 五 人 招き 寄せ て、 夜 討に せ んとぞ 出立ち け る。 

倉光爭 でか 斯 くと 知る べき なれば、 今や.，/ \. と 待つ 處に、 夜半 計りに 兼康 は、 十餘騎 

の 勢に て、 藤 野 寺に 押 寄せて、 倉 光次郎 を 夜 討に して こそ 歸 りに ける。 此倉 光と い 

ふ は、 隨分 健に 立ちて、 度々 の 軍に も不覺 せす。 北國の 合戦に、 妹 尾 を 生 捕りた， 9 し 

者が、 兼 康に賺 されて、 討 たれぬ る こそ 無慙 なれ。 人の 申しけ る は、 何事 も 運の 盡く 

る は 力なき 事 なれ ども、 倉 光 は 北國の 住人ながら、 昔より 馬の 鼻 も 向かぬ 白山 權現 

の 御領、 末寺 末社の 庄 圓を歿 倒し、 神事 佛 事の 供米 を押領 し、 剩 へ 又 平， M 寺の 畏吏 

齋明 威儀！： が 許されし を も、 種々 に 讒訴して、 六條 川原に て^を 刎ねな どした， 9 し 


かば 、神の^ 人の 恨の 報に こ そ、 0{ お め くと は 討 たれ た るら め とぞ 申しけ る， 

妹 尾の 太 郞兼康 は、 倉 光 を 夜 討に して、 後に 人 を 四方に 走ら かし、 兼康 こそ、 北國の 

軍に 生 捕られた h ふるが、 平家の 御行 末の 戀 しさに、 鬼 角 あやつ. o て、 再び 故 鄕に免 

れ歸 りたれ。 木 曾 は 旣に船 坂 山に 着き 給へ り。 平家へ 參 らんと 思 はん 者、 我に 志 あ 

らん 人 は、 兼康 に付きて、 木 曾 を 一 矢 射よ やと 觸れ たりけ り。 妹^に も 限らす、 其邊 

近 き 者 共、 はかぐ しき は 兼て 屋 島へ 參 りぬ。 馬 鞍 も 持た す、 具足 も 足ら はぬ^ が 

是を 聞きて、 柿の 袴に せめ ひも 結び、 布の 小 釉に東 折したり。 佩きた る 弓矢に、 白け 

たる 太刀 刀持ち 钚 して、 馬に 乘る者 は 少なく、 多く は 徒 跣に て、 愛 彼より 二人 三人と 

走り 集まりたり。 其 勢 三百 人 計り あ b けれども、 そ も 物に 叶 ふ べき は、 僅に 十人廿 

人に は 過ぎ ざり けり。 兼 康は此 勢 を 相 具して、 福 輪 寺の 卷を掘 切って、 ひしう ゑ 逆 

茂 木 引き 钚 して、 馬 も 人 も 通 ひ 難く 構へ たり。 彼卷 とい ふ は、 遠 さ廿餘 町、 北 は 蛾.々 

たる 山、 人跡 絶えた るが 如し。 南に 渺々 たる 沼田、 遙に 南海に 迚な りたり。 西に は 

山 S 井と いふ 所 あり。 これ をば 打 過ぎて、 當國の 一 の 宫をも 過ぎ、 佐々 が 迫に 憑る • 
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此佐々 が 迫と いふ 所 は、 東西 は 高き 山、 谷に 一 つの 細遒 あり。 左右の 山の 上に、 石弩 

多く 張 立てたり。 後に は津 高の 鄕 とて、 谷 ひ は 沼な りければ 、究竟の 城な り。 敵 何 

萬騎 向うたり とも、 容易く 攻 落し 難き 所な， 9。 是には 兵 共 を 差 置きて、 我 身 は 唐 河 

の 宿 • 板藏の 城に 引 籠りて、 今や ）（- と 木 曾 を 待ちけ り。 

妹. 尾、 板 蔵の 城 戰の事 

去 程に 倉 光次郎の 下人、 夜 討に 打 洩られ たる 者、 船 坂 山に 走 b 歸. o て、 木 曾に 斯 くと 

告げければ、 木 曾 驚き 騒ぎて、 夜 討の 勢 は 何程 か ありつ ると 間 ふ。 闇 さは 闇し、 夜目 

にて 一 定の數 は 知らす。 二三 十 人に もやと 見え 侍りき。 妹 尾が 所 爲と覺 ゆる 事 は、 

我 身 は 先立 つ て、 馬の 草 藁 用意し て、 使を參 らせん 程 は、 ぎく 是に 相 待ち 給 へ とて、 

古 御堂に 下し 置き 奉り、 夜に 入る 迄 使 もな し。 待て ども， /^人 も 見え や。 锆. I？ は斯 

くな， O 給 ひぬ。 一定 君 を も 伺ひ參 らせんと 覺ぇ 候。 其 上 妹 尾 は國の 人な ，9。 勢 も 

付く まじ。 ゆ、 しき 大事な， o。 急ぎ 兼康を 討た せ 給 ふべ くや 候らん と 申す • 兼衰 


が所爲 勿論な b， さらば 急げと て、 木 曾 三百 餘騎 にて 今 宿 を 立ち、. 夜 を 日に 繼 いで 

馳 下り 給 ひける 程に、 其 曉に三 石に 着く  • 明日 藤 野 寺に 着ぐ • 倉 光 愛に して 討 たれ 

にけ り と哀 れに思 ひ、 愛 を も 打 過ぎ、 福輸 寺の 巷 を 見れば、 堀 を 掘 切 つ て 逆茂木 引き、 

容易く 爱を 通り 難し。 いかいして 閑 道 を 知らん とて、 其 邊を打 廻って 里人 を 尋ね、 

賴隆 とい ふ 者を尋 出して いひけ る は、 妹 尾の 太 郞兼康 を、 西國 の案內 者と して、 死罪 

を 宥めて 古里に 返し 遣す 處に、 却て 義 仲に 弓を彎 かんとす， 彼 を 攻めん する に 道 を 

得す。 通 道 ありなん やと 宣 へば、 候なん とて、 卽賴隆 山し る べして 先陣に 進み、 北路 

に懸り 、鳥が 嶽と いふ 所 を 廻りて、 佐々 の 井よ 、鬨を 吐と 作り 懸けて、 佐々 が 迫 を 

攻めた b けり。 妹 尾 は 兼て、 木 曾 は 今 宿に 三日の 逗留 なれば、 縱ひ此 事 洩れ 聞え て 

寄す ると も、 福輸 寺の 邊へは 寄せ 難し。 されば 只今の 事に て はよ も あら じと、 打延 

ベ て 思 ひける に、 鬨を 作り かけて 寄せ たれば、 駆 武者 共 は、 一 矢 射る に 及ばす、 皆 散 

散に 落 行きけ り。 自ら 先立つ 者 は 助か b けれども、 返し 合する 者の 助かる はなし • 

深 田に 追 入れく、 切 殺し 射殺す。 佐々 が 迫を攻 落して、 妹 尾が 籠りた る 唐 河の 宿. 

妹 尾 板 藏の城 戦の 事  § 
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板藏の 城に 押 寄せて 鬨を 作る。 妹 尾 思 ひ 設けた る 事 なれば、 矢 束 解いて 散々 に 射 

る。 木 曾 は、 妹 尾 遊すな。 兼康餘 すな。 攻めよ— と 下知し ければ、 郞等共 入 替へ入 

替へ射 合 ひたり。 妹 尾 矢極盡 きければ、 主從 三人 山に 籠る。 それよ， o 屋 島へ 參 らん 

と 赴きけ る 程に、 子息 小 太 郞兼通 は、 肥 太りた る 男に て、 徒に 合 期せ ざり ければ、^ 

を 痛みて 山中に 止まる。 * 康は思 切， cs、 小 太郎を 捨て、 落 打 き けれども、 恩愛の 道 

の 悲し さは、 行け どもく 步 まれす。 小 太郎又 父の 兼康を 呼びければ、 兼 康歸っ て 

如何にと 間 ふ。 させる 用事 は 侍らす、 愛 を 最後と 存ゃれ ば、 今 一 度 見 奉らん とてと 

答へ、 涙 を 流しければ、 兼 康も釉 を 絞りけ，^ 一  年 新 大納言 成 親. 丹 波の 少將 成經 に、 

情なく 當り 奉りたり しに、 親子の 中の 悲し さは、 今 こそ 思 ひ 知られ けれ a 敵 近く 攻 

寄せければ、 兼 康又思 切り、 深く 山へ 落 入りけ るが、 眼に 霧 降りて 進まれす • 郎等 宗 

俊 を 呼びて、 兼 康は數 千 人の 敵に 向 ひて 戰ふ にも、 四方 晴れて 見 ゆれ ども、 小 太郞を 

捨て、 落 行けば、 涙に 暮れて 道 見えす。 兼て は屋 島に 參. りて、 今一 度 君 を も 見 奉り、 

木售に 仕へ し 事 を も 申さば やと 思 ひつれ ども、 今 は 恩愛の 中の 悲しければ、 小 太^ 


I 一  所に て、 討死 せんと 思 ふはい かい ある ベ きとい ふ。 宗俊、 尤さ こそ 侍 ふ ベ けれ 

弓矢の 家に 生れ ぬれば、 人每 に、 なき 跡まで も 名 を惜む 習な 明 U は 人の 申さん 

やう は、 兼康殿 こそ、 いつまで 命 を 生きん とて、 山中に 子 を 捨て 落 行き ぬれと、 いはれ 

ん事も 口 惜き御 事なる ベ し。 主 を 見 奉らん と 思 召す も、 子の 末の世 思 召す 故な，^ 

小 太郎殿 C び 給 ひなんに は、 何事 も、 何 か はし 給 ふべき。 R 返し 合せて、 三人 同心に 

一軍して、 死 出の 山 を も 離れす、 御供 仕らん とい ひければ、 兼康 然るべ しとて、 道より 

歸， 9、 足 病み 居た る 小 太郎が 許に 行き、 前に は 柴垣 を かき、 後に は 大木 を小楣 にして 

敵 を 待つ 處に、 木 曾 左^の fS 三百 餘騎 にて、 後見に 付きて 尋ねけ るに、^ 康爰 にあり 

とて、 幾程 助か る ベ き 事なら ねば、 小 太郞を 後に 立て、 我 身 は 矢 表に 差顯 はれて、 差 

詰め 差 詰め 散々 に 射る。 十三 騎に手 負 ふせて、 馬九疋 射殺し、 矢種 も 又盡き けれに 

今 は斯く とて、 腹を搔 切， りて 失せに けり • 小 太 郞兼通 も 、引取りく 射け ズ- 力う. が 

自害 を 見て、 同じ 枕に 腹切って 臥しに けり。 郞等宗 俊 も、 手の 定り戰 うて、 柴垣に 上 

りて、 剛の者の 死ぬ る を 見よ やとて、 太刀の 切 先口に 合み、 逆に 落 貫かれて ぞ？ しに 

妹 尾 妆藏の 城 戰の事  さ g 
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ける。 木 曾 は、 妹 尾 父子が 首を切り、 備 中の 國 鷲の 森に かけて 引返き、 萬壽の 庄に陣 

を 取， 9、 後陣の 勢 を 待 儲けて、 是ょり 平家 追討の 爲、 屋 島へ 發 向をぞ 議定し ける。 

行 家 謀叛に 依つ て 木 曾 上洛の 事 

斯， o ける 處に、 木 曾西國 下向の 時、 乳 人 子の 樋 口の 次 郞兼光 をば、 京の 守護に 候へ i 

て、 止め 置きたり ける が、 4« 一  月 二日 早馬 を 立て、、 十 郞藏人 殿 こそ 院宣 を 給 はり、 

木 曾 殿 を誅し 奉る べき 由 聞え 候へ と、 申 下したり ければ、 木 曾大に 驚きて、 平家 を 打 

捨て、、 夜 を 日に 繼 いで 馳上 りけ り。 

行 家と 平氏と 室 山合戰 の 事 

十郎藏 人是を 聞きて、 千騎の 勢に て 差違へ て、 丹 波路より、 播 磨の 國へ 下る。 平家 は、 

折節 播 磨の 室に 着き 給 ひたりけ るが、 此事を 聞きて、 門 脇 新 中納言 父子. 本 三位 中將 

重衡 一 萬餘騎 にて、 室 山 坂に 陣を 取りて、 十 郎藏人 を 相 待ちけ り。 討 手 を 五に 分けた 


り。 一 陣飛驊 の 三 郞左衞 門の 尉 景經五 百 餘騎、 1 一陣 越 中の 次 郎兵衞 盛 嗣五百 餘騎、 

三 陣上總 の 五郎 兵衞忠 光五 百 餘騎、 四陣 伊賀の 平 內左衞 門の 尉 家長 五 百 餘騎、 五陣 

門 脇 新 中 納言八 千餘騎 にて 控 へ たり。 十郎 藏人是 をば 知らす、 室 山 を 打 つ 程に、 飛 

驟 の 三 郞左衞 門の 尉 進み出で て、 散々 に 暫く 戦うて、 景經 弓手の 小く ろの 中へ 引返 

く。 源氏 愛を駔 通りて ニ陣に 付く。 越 中の 次 郎兵衞 道 を 切って 防ぎ けれども、 戰ひ 

兼ねて 盛嗣 右手の 林へ 引 籠る。 源氏 是を 打破って 三陣に 付く。 上總の 五郎 兵衞出 

塞が つ て戰 ひけれ ども、 忠光負 色に なつ て、 北の 麓へ 追 下さ る， 源氏 爱を破 つて 四 

陣に 付く。 伊賀の-牛 內左衞 門の 尉、 待 受けて 戰 ひける が、 家長 も 叶 はすして、 南の 谷 

へ 追 落さる。 源氏 四陣を 破って 五陣に 付く。 門 脇の 新中納 言、 八 千餘騎 にて 控へ給 

へり。 大勢 支へ 塞がって 戰 ひける 中に、 新中納 言の 侍に、 紀の 七. 紀の 八. 紀の 九郞と 

て、 兄弟 三人 ありけ るが、 劣らぬ 剛の者、 精兵の 手 利な， 9 ける が、 死. 生 知らす に 進み 

出で て、 矢 尻 を 揃へ て、 差 詰め 引取り 散々 に 射ければ、 面 を 向 ふ べき 樣な くして、 十 

郞藏人 取って返して 落ちければ、 五陣の 大勢、 鬨を 作り 憑け て攻 付けた， り。 是を M 

行 家と 平氏 と 室 山合戰 の 事  一一 一 g 
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きて 四陣三 陣ニ陣 一 陣、 道 を 塞ぎ 鬨を 合せて 待つ 處に、 源氏 四陣を 破らん とす • 是 

も 矢 尻 を 揃へ て 射ければ、 十 郞藏人 は、 敵に 計られに けりと 心得て、 其 時 は 射る にも 

及ば や 切る にも 能 はす、 餵を倾 けて、 冑の 釉を眞 向に 當てゝ 、弓 を 脇に 挾み、 太刀 を 

1 眉に 掛けて、 通れ 者 共よ 若黨 とて、 四陣 を龊拔 けて 見たり ければ、 千骑の 勢、 三 S 騎 

は 討 たれて、 七百騎 になる。 能 登の 守 敎經. 伊賀の 平 內左衞 門 家長 • 田 太の 左 衞門生 

職. 駿 河の 兵 衞 光成. 飛 驊の三 郞左衞 門の 尉景 經を始 として 五 百 餘騎、 南山の 麓より、 

馬の 鼻 を 並 ベて、 北へ 向きて S り、 陣の內 より、 豊 後の 右衞門 賴弘. 越 中の 次 郎兵衞 

盛嗣. 上總の 五郎 兵 衞忠光 • 矢 野の 右 馬の 尉 家 村 • 同じく 七 郞兵衞 高 村を始 として 三 

百 餘騎、 東 へ 向きて、 源氏 を 中に 挾みて 憑る。 源氏 平家 兩陣 亂れ戰 ひて、 或は 弓手に 

靳 並べ て 討 取る も あり、 或は 妻 手に 相 逢うて 打 落す も あり、 四方に 馳 せ亂れ て、 憑 合 

ひ sffi み、 馬の足 音 矢 叫の 聲、 山 を 響かし 地 を 響かす。 源氏 も 平氏 も、 何の 隙 ありと 

も 見え ざり けり。 爱に美 作の 國の 住人 惠比 入道 守 信 .播 磨の 國の 住人 佐 用黨. 利 季. 

兼 知を始 として 七 kn 餘騎、 西の 山の端より、 鬨、 を 作って 懸， o ければ、 源氏 三方よ 6 押 


行 
家 

敗 
る 


圍 まれて、 軍忽に 破れて、 東 を 指して 落 行きけ り。 平家 勝に 乘 つて、 おもの 射に して 

射 取りけ る。 藏人行 家 は、 赤地の 錦の 直垂 に、 黑糸緘 の 鎧 着て、 鍩月 毛の 馬に 乗り、 

山 田の 次 郞重弘 、三 遠 腸の 直 垂に、 紫 緘の鎧 着て、 黑の 馬に ぞ乘 つたり ける。 卅餘騎 

を 相 具して、 東の 原 を 北へ 向きて 引退く。 景經. 忠 光. 盛嗣. 家 村 等、 鞭 を 打ち 鎞を並 

ベ て 追 攻めければ， 伊賀の 國の 住人 柘植の 十郞有 重. 美 濃の 國の 住人 折戶の 六郞重 

行を始 として 十 一 騎、 折 塞がって 戰ふ。 有 重 は、 盛 嗣に馳 合せて、 押 並べ て 組み けれ 

ば、 盛嗣 立上りて、 左の 手に て 有 重が 甲 を 引落し、 髻を 取って 鞍の 前輪に 引付けて 首 

を搔 き、 太刀の 切 先に 貫きて、 馬を控 へ て步 ませ 行く。 誠に ゆ、 しく ぞ 見えけ る。 

重 行 は 景經に 組まれて、 首 取られに け， 9。 此 間に 行 家. 重弘 は遁れ 得て、 和 泉の 國へ 

越え、 それよ， O 河 內の國 長 野の 城に 籠りけ る。 柘植の 十郎有 重. 折 戶の六 郞重行 を 

始 とじて、 百 八十 八 人の 首 切って 梟け たりければ、 備前 .播 磨 兩國の 勇士 等、 皆 平家. に 

附きに ひ り* 

行 家と 平氏と 室 山 合 戰の事 
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木 曾 洛中 狼藉の 事  〜 

去 程に 源氏 世 を 取りた とても、 其綠 ならん 者 は、 させる 何の 悅か ある べき なれ ど 

も、 人の 心のう たてさ は、 平家の 方の 弱く、 源氏の 軍の 勝つ とい ふ をば、 興に 入 b て 

悅び合 ひけり。 さは あれ ども、 平家 西國へ 落下、 り 給 ひて 後 は、 世の 騷に 引かれて、 資 

財 雜具柬 西に 運び 隱れ、 京 白 川に もてさ まよ ひければ、 引 失する 物 も 多く、 深き 井の 

中に 入り、 穴 を 掘りて a みな どせ しかば、 打破り 朽 損じて 失せし なり。 木 曾 五萬餘 

みち 

騎を 引率して 上洛して、 武士 京 中に 滿々 て、 家々 に亂れ 入り、 門に は 白旗 を 打 立て、、 

家主 を 追 出し、 財 寶を追 捕す。 ロハ 今 食 はんとて、 箸 を 立 つる 飯 を も 奪 ひ 取りければ、 

口を^し うして、 命 生く ベ き やうな し。 道 を 通る 者 も、 衣裳 を剝 がれ、 手に 持ち 脣に 

荷へ る 物 を も、 押へ 取 b ければ、 安き 心なし。 淺 ましな どはい ふ 計りな し。 然るべ 

き 大臣 公卿の 御所な どこ そ、 さすが 憚りて 狼藉 をば せ ざり けれ。 卒 家の 代に は、 六 

波羅の 一 家と いひし かば、 只 恐れ をな す 計りに て ありし に 、斯様に 目 を 見合せ て、 食 


物 を 奪 ひ 取る 事 や は ある。 心 憂き 事な 、老いた る も 若き も歡 きけ り • 加 賀の國 

の 住人 井上 次郞師 方が 申 行 ふに 依って、 木 曾 斯る惡 事 をす ると ぞ閡 えし • 只 人民の 

煩の みに あらす、 贅茂入 幡.稻 荷 .祇圜 より 始めて、 神社. 佛閣 .權 門. 勢家の 御領 を も 嫌 

はす 、青田 を 刈 取りて 秣に飼 ひ、 堂塔 卒都婆な ど を 破. o 取. o て 薪と しけり。 狼藉 斜 

ならす、 殆ど 人 偸の 所爲 とも 覺ぇ す、 遙 にか へ 劣りした る 源氏な b とぞ 沙汰し ける • 
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木 曾 追討すべき 由附木 曾怠狀 山門に 擧 ぐる 事 

去 程に 法皇 は、 世上の 狼藉、 人民の 佗 俊 歎き 思 召して、 壹岐 判官 知康を 以て、 此由を 

木 曾が 許へ 仰せ 下され けれども、 院宣 を 事と もせす、 愈 狼藉 止 まざりければ. 義仲を 

追討して、 都の 狼藉 を鎭 めら るべき 由、 知 康申行 ひけり。 然る べき 御氣 色な b けれ 

ば、 人に も 仰 合せられ やして、 犇々 と 事 定まりぬ。 法皇 は、 天台 座主 明 雲 僧正 等の 長 

吏 八 條の宫 を、 法 住 寺の 御所に 招き 請 じ 在し まして、 延曆. 園 城の 惡僧等 を 召 參らす 

べき 由 仰せけ り。 公卿 殿上人 も 御 催 あり。 又 諸 寺 諸 山の 執行 別當に 仰せて、 兵 を 召 

されければ、 日頃 木 曾に 深く 契りた，^ ける 源氏 共 も、 思々 に參 一り 籠る。 山門の 大衆、 

法皇の 敕靛 とて、 座主 僧正より 催促せられ ければ、 山上 坂 本の 騷勸斜 ならす、 木 曾 は 


北國 所々 の 合戦に 打 勝って、 都 へ 上らん とせし 時、 越 前の 國府ょ b 牒狀を 上げ、 衆徒 

を 語ら ひて こそ、 天台 山に 上り、 平家 をば 攻落 したりし かば、 いつまでも 賴 まんと 思 

ひける に、 洛中 貴賤の 歎き、 山門 庄園の 煩なる 間、 大衆 院宣に 隨ひ 奉り て、 木 曾 を 討 

つ べきと 聞え ければ、 義仲 怠狀を 以て、 山門へ 上げ、 色々 理 -り けれども、 山 の 衆徒 

是 にも 鎭 まらす、 彌 蜂起の 由 聞え けり。 

木 曾、 法皇 を 推 籠め 奉る 事 ， 

去 程に 木 曾義仲 は、 院の 御所 法 住 寺 殿を攻 むべき 由 申す。 今 井 • 樋 口 諫めけ る は、 十 

善の 君に 向 ひ 奉トノ て、 弓 を 引き 給 はん 事、 神明 豈 許し 給 はんや。 只 幾度 も 過な き 由 

を 申させ 給 ひて、 首 を 延べ て參り 給へ と 諫めけ る。 木 曾 は、 我年來 多ぐ の 軍 をして 

けれども、 一 度 も 敵に 後 を 見せ や、 十 善の 帝に て 在し ますと も、 甲を脫 ぎ、 おめ- 

と 降 人に は參る まじ。 只 打 立てと て、 都合 其 勢 六 千 餘騎、 十 一 月 十九 日に、 院ゅ 御所 

法 住 寺 殿へ 押 寄せけ る。 官軍 一 萬餘骑 籠り けれども、 僧 法師. 冠者 原、 あるに 甲斐な 

术曾 法皇^ 推 籠め 奉る 事  111 二 


主上、 閑 

烷 殿へ 御 

幸 あらせ 

らる 
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き 者 共 を 召されければ、 物の 樣 にも 立た す、 官軍 打 負け、 御所に 火 憑り ければ、 法皇 

御輿に 召され、 五條の 內 裏へ 御幸なる。 公卿 殿上人 も 打 伏せられ、 衣裳 剝 取られ、 淺 

まし かりし 事共な り • され ども 豊 後の 少將宗 長 一 人、 法皇の 御供に は 候 ひける。 斯 

/、て 主上の 御 事 は、 沙汰し 申す 人 もなかり ける に、 七 條の侍 從信淸 .紀 伊の 守 範光只 

二人 附參ら せて、 汀に て 御舟に 乘せ 奉り、 池の 中へ 差 出す-。 御舟へ 矢の 來る 事、 降る 

雨の 如し。 信 淸聲を 上げて、 是は內 の 渡らせ 給 ふぞ。 何とて 斯く 狼藉 は 仕る ぞとぁ 

りければ、 木 曾 は、 國王 を內と 申す とい ふ 事 を 知ら ざ りければ、 內と は、 己 等が 妻 をい 

ふぞと 心得て、 內とは 妻が 事に や。 只 皆 射殺せと 下知し ければ、 いと > 矢 を ぞ參ら 

せけ る。 信淸 心得て、 船底に 主上 を 抱き 參ら せて、 高聲に 申しけ る は、 御舟に は國王 

の 渡らせ 給ふぞ やと 叫びけ るに こそ、 武士 も靜 まりけ る。 され ども 舟の 中に 抱 へ叁 

ら せて、 夜に 入りて、 坊城殿 へ 入れ 参らせ つ 、， それより 閑院 殿へ 行幸なる。 木 曾 は 

軍に 打 勝って 鬨を 作， o、 其 後 はいよ く 惡行を 致しけ る。 三 條中納 言 朝方の 卿以 

下、 四十 九 人の 官職 を 止めければ、 平家の 惡 行に は、 猶 超過せ りと つぶやき ける • 


木 曾 平家に 與 せんと 擬す幷 維 盛 歎きの 事 . 

平家 は、 室 山 • 水 島 1 一 ケ 度の 合戦に 打 勝って、 木 曾 追討の 爲に、 西國 よ. 5 攻上 ると 聞 

えけ り。 左 馬の 頭義仲 は、 東西に 攻 立てられて、 いか^せんと 案じけ るが、 兵 衞の佐 

に、 始終 中よ かる まじ • 今 は 平家と 一 つに なって、 兵 衞の佐 を 攻めん i 思 ふ 仔細 を、 

讃 岐の屋 島へ 申したり ければ、 大臣 殿 は、 大に 喜び 給 ひけり。 日頃 祈の 甲斐 ありて、 

帝 運の 重ねて 開け、 再び 故鄕に 行幸 あらん 事 目 出た ければ、 申す 處 本意に 思 召し、 御 

迎に參 るべき と宣 ひける を、 新 中納言 計ら ひ 申されけ る は、 都に 歸り 上らん 事 は、 誠 

に 嬉しく 侍れ ども、 木 曾が 爲に花 洛を攻 落され、 今又義 仲と 一 にならん 事 然る？ か 

らす。 賴 朝が 存知 思 はん 處恥 かし かるべし。 弓矢 取る 身 は、 後の 代 迄 も 名 こそ 惜し 

けれ。 十 善の 君、 斯くて 渡らせ 給 ひければ、 胄を脫 ぎ 弓 を 平め て 降 人に 參り、 帝王 を 

守護し 奉る ベ しと 仰 ある べしと こそ 存 すれと 宣 ひければ、 尤此儀 然る べしと て、 其 

定めに 返事せられ けり。 木 曾是を 聞きて、 降 人と は 何事 ぞ。 武士の 身と 生れて、 手 

木 曾 平家に 與 なんと 擬マ幷 維 盛 歎きの 事  mull 
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を 合せ 膝 を 屈めて 敵に 向 はん 事、 身の 恥 家の 瑕な り。 昔より 源平 力 を 並べ て、 士卒 

勢を爭 ふ。 今更 平家に 降 を 乞 ふべ からす。 賴朝歸 り 聞かん 事 も、 後代の 人の 口 も 面 

目な しとて、 降せ ざり けり。 木 曾 都へ 打 入りて 後 は、 在々 所々 を 追 捕して、 貴賤 上下 

安堵せ す、 神領寺 領押頜 して、 國衙 庄園 浪々 せり。 果は法 住 寺の 御所 をも燒 しして、 

法皇 を 押 籠め 奉- 9、 高僧 侍臣 を 討 害し、 公卿 殿上人 を 縛め 置き、 四十 九 人の 官職 を 止 

めけ る 事、 卒家 傅へ 聞きて、 寄 合 ひ） ^口々 に 申されけ る は、 君も臣 も、 山門 も 南都 

も、 此 一 門 を 背きて、 源氏の 世に なし たれ ども、 人の 歎き はい やましな うと、 嬉しき 

事に 思して、 興に 入りて ぞ笑ひ 勇み 給へ る。 權の介 三位の 中 將維盛 は、 月日の 過 行 

く 儘に、 明けても 暮れても、 故鄕 のみ 戀 しぐ 思しければ、 假 初なる 人 を も 語ら ひ 給 は 

す、 與 三兵衞 重景. 石 童 九な ど、 御 傍 近く 伏して、 さても 此人々 は、 如何なる 有樣. にて、 

いかにして か 在す らん。 誰か は 哀れい とほし ともい ふらん。 我 身の 置 所 だに あら 

ざる 故、 幼き 者 共 を さ へ 引 具せ で、 いか 計りの 事 思 ふらん。 振 捨て、 出し 心強 さ • 

急ぎ 迎 へ 取らん と賺し 置きし 事 も、 程經れ ばい か に 怨めしく 思 ふらん なんど 宣ひ 


績 けて、 御 淚 せき 敢ゃ、 流し 給 ひける ぞいと ほしき • 北の方 は、 此有樣 傅へ 聞き 袷 ひ 

て、 唯 如何な らん 人 を も 語ら ひ 給 ひ、 旅の 心 を も 慰め 袷 へ かし。 さり とても 愚なる ベ 

きか は、 心苦しく こそと て、 引か づき 伏し 給 ふ。 盡 きせぬ もの は 御 涙 計りな り • 

木 曾、 內裏 守護の 事 

木 曾 は 五條の 內 裏に 候て、 嚴 しく 法皇 を 守護し 奉る 間、 上下 恐 をな して、 參り 寄る 人 

なし。 合戰の 時の 生 捕の 人々 も、 縳め 置きたり ければ、 只今 如何なる 目に か 合 はん 

と、 膽魂を 消す。 此木 I、 押して 崧 殿の 御聱 にな りたり ければ、 极殿 いみ じと は 思 召 

さ^, 9 けれども、 法皇の 御 事、 御 痛 はしく 思 召し、 內々 義仲を 召されて、 御意 見 あり 

とか や。 木 曾 もさす が 木石なら ねば、 sli 思 ひて、 縛め 置きた る 人々 を も 許し、 騒し 

き 事 を も 止めて けり。 十二月 十日、 法皇 は 五條の 內裏 より、 大 膳の 大 夫業忠 が六條 

の 西の 洞院の 家に 御幸なる。 頓て其 日より 、歳末の 御 修法 始め 行 はれけ り。 菘 殿の 

御 敎訓の 末に やと 覺ぇ たり。 十三 日， 木 曾 除 目 行 ひて、 我 身 は 左 馬の 頭 兼 伊豫 守な り 

木 曾 内裏 守護の 事  Hum 
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し 上に、 院の 御厩の 別當 になって、 丹 波の 國 五ケの 庄 知行し、 畿內 近國の 庄園、 院宫 

宫 原の 御領. 神 田. 佛田 をい はす、 思 ふ樣に 管領して、 憚な く 振舞 ひけり • 

京 .屋 島朝拜 無， 之 附義仲 將軍宣 の 事 

壽永 三年 四月 十六 日、 改元あって 元曆 i いふ。 元曆 元年 正月 一 日、 院は 去年の 十二 

月 十日、 五條 內 裏より、 六條 西の 洞院の 業忠が 家に 在し まし けれども、 彼 家 板葺の sr 

三 間の 寢殿階 陰な かりければ、 鱧義行 はれ 難う して、 拜禮も 止められけ り。 又朝拜 

もな し。 節會 計り を 行 はれけ る。 院 の拜禮 なければ、 殿下の 拜禮も 行 はれす、 平家 は 

讃岐 の國屋 島の 磁に 春を迎 へて、 年の 始 なり けれども、 元日 元三の 儀式 事宜し から 

す。 主上お はし まし けれども、 四方 拜も なし。 朝拜 もな し。 小朝拜 もな し。 節會も 

ひ ためし 

行 はれす、 氷の 樣も 叁ら す、 はら かも 奏せす。 世 は亂れ たりし かど も、 都に て は、 斯 

く はな か， 9 しもの をと 哀れな り。 靑 陽の 春も來 りし かば、 花の 朝 月の 夜、 詩歌. 管鈸. 

鞠. 小 弓. 扇 合. 繪合、 樣々 御遊 覽召 出して、 男女 差 集 ひて は、 ロハ 泣く よ b 外の 事ぞ なき。 


同じき 六日、 義仲正 五位の 下に 敍す。 官位 旣に賴 朝に 進む。 是凶 害の 源、 亂を 招く 

の 端に やと 後 怖ろ し。 正月 九日 平氏 和親の 由 を 申請け、 是に 依って 低 洞より 所存 を 

申すべき の 由、 義 仲が 許へ 仰 遣され けり。 此事義 仲 許容せ ざり ける にや、 同じき 十 

日、 木 曾、 平氏 追討の 爲め、 西國 へ 下らん とて、 門出す と 聞え し。 去 程に 東國 より、 蒲 

の 御曹子. 九郎 御曹子 兩人 を大將 軍と して、 數萬騎 の 軍兵 を 差 上す と、 豫 ては閡 えし 

かど も、 さして やと 思 ひける に、 範賴. 義經旣 に 美 濃の 國に 着き、 着 到 勢 揃して、 不破 

の關 にて 二手に 分けて、 宇治. 勢 多より 攻 入るべし i 聞え ければ、 義仲、 西 國の發 向 

を 止む。 又 平家、 四國. 西國の 軍兵 を 率して、 福 原 迄 攻 上って、 旣に 都へ 打 入らん と 

する 由 聞え ければ、 木 曾、 安堵の 思ぞ なかり ける。 同じき 十一 日、 左 馬の 頭義化 お 

夷大殍 軍た る べきの 由 宣下 せらる。 是は木 曾 ひたすら 荒 えびすに て、 禮義を S り 法 

度 を 失って、 心の 儘に 振舞 ひければ、 必ゃ 洛中に して、 僻事 出で 來り なん。 されば 東 

圃の 武士 、代り 入らん 迄の 御 計ら ひなり けり。 是 をば 木 曾、 いかで か 知るべき なれ 

ば、 只今 C びんと する 義仲、 大に畏 b 嬉び ける こそ 哀れ なれ。 同じき 十七 U 、備 前の 

京屋 島朝拜 無， 之 附義仲 將軍宣 の 事  一 ユー， - 
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守 行 家、 河 內の國 に 住して 叛心 あるの 由 聞え ければ、 木 曾 彼 を 追討の 爲に、 樋 口 兼 光 

を 差遣す。 其 勢 五 百餘騎 なり。 同じき 十九！ n に、 長 野の 城に 寄せて 合戦す。 藏人 

判官 家 光、 兼 光が 爲に討 たれに けり。 行 家 軍 敗れて 逃げ落ちて、 高野山に 籠りけ 

る。 生 捕 三十 人、 切って 懸 くる 首 七十 人と ぞ聞 えし。 去 程に 範賴. 義經數 萬 騎の軍 

兵、 伊勢の 國に 着く と 聞え しかば、 木 曾大に 驚き、 宇治. 勢 多の 橋 を 引きて、 軍兵 を 差 

遣す。  に 

，範賴 • 義經京 入の 事 

大手 • 搦手、 尾 張の 國熱 田の 社より 相 分って、 宇治. 勢 多へ 向 ひけ， 9， 大手の 大將軍 

は、 蒲の 冠者 範賴、 相隨ふ 輩に は、 武 田の 太郞 信義 • か^みの 次 郞遠光 • 一條の 次郎忠 

賴. 小 笠 原の 次 郞長淸 • 伊澤の 五郎 信 光 • 板 垣の 三 郞兼信 • 逸見の 冠者 義淸. 稻 毛の 三 

郎重 成. 榛 谷の 四郎重 朝. 森の 五郎 行 重 • 千 葉の 介經種 • 子息の 小 太郎胤 正. 相 馬の 次 

郎成 種. 國府の 五郎 胤 家. 金子の 十郞 家忠. 同與 一 近範. 源 八廣綱 • 渡 柳の 彌五郞 淸忠. 


多々 羅の 五郞義 春. 同六郞 光義 • 別 府の太 郎義行 • 長 井の 太郞義 兼. 筒井の 四郞義 行. 

簟 名の 太郞淸 高. 野與. 山 口. 山 名. 里 見. 太 田. 高山 • 仁 科. 廣瀨、 家の 子 郎等 打 具して 三 

莴五千 騎餘、 東海道 を 上.^ に、 宿々 山河 打 過ぎて、 近 江の 國勢 多の 長 橋に 着きに けり • 

搦手の 大將軍 は九郞 冠者 義經、 相隨ふ 輩に は、 安田の 三郞 義定： K 內の 太郞 維義. 佐々 

木の 四郞高 綱. 畠 山の 次郞 重忠. 河 越の 太 郎重賴 • 子息 小 太 郎重 房. 師岡 兵衞 重經. 梶 

原 平 三景 時. 子息 源 太 景季. 同 平 次 景高. 同 三 郎景家 • 曾 我の 太郎祐 信. 土星の 三郞宗 

遠. 土 肥の 次 郞實平 • 嫡子 彌太郞 遠 平， 佐 原の 十郞義 連. 和 田の 小 太郞義 盛. 敕使 河原 

の 權三郞 有 直. 庄の三 郎忠家 • 勝 太 八 郞行干 猪 俣 金平 六範綱 • 岡 部の 六 彌太忠 澄 • 後 

藤 兵衞實 基. 新兵 衞の尉 基 淸. 鹿 島の 六郞維 明. 片 岡の 太 郎經春 .弟八 郎 爲举潞 谷の 

右 馬の 尉 重 助. 平 山の 武者 所季 重. 奥州の 佐 藤 三郎繼 信. 弟四郎 忠信. 伊勢の 三郞義 

盛. 江 田の 源 三 .熊 井 太 郞. 大內の 太^ 長 野の 三 郞を始 i して、 家の 子 郎等 相 具して、 

1 一 萬 五千餘 騎とぞ 聞え し。 抑 九 郞義經 は、 伊勢の 國 より、 伊賀 路に懸 つ て攻 上りけ 

るが、 音に 聞 ゆる 鈴 鹿 山の 麓關を 通る にも、 去年の 白雪 村 消えて、 谷の 氷 も 猶殘れ り • 

範賴 義^ 京 入の 事  S ル 
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見る 儘に 跡 絶え ぬればす》 か 山 雪 こそ 關 のと ざしな， ^けり 

と 詠 じけ る を思續 けて、 八十 瀨の 白波 分け 過ぎつ、、 加 太 山に ぞ懸 りけ る。 此 山の 

體 たらく、 峯高 うして 峙て、 上る。 巖嶮 うして 身を峙 て、 傳ひ、 谷 深う して 漲り 落 

つる 水 早ければ、 足を危 く. - -て 渡る。 河 を 渡りて は 山路に 上り、 山 を 越えて は河瀨 

に 浸る。 與を 催す 所 も あり、 心 を 碎く砌 も あ，^ 斯くて 山路 を 出で ぬれば、 當國の 一 

の宫、 南宫大 菩薩の 御前 をば、 心 計りに 再拜 して、 暫く 新居 川原に 控 へ たり。 西に 平 

岡 わり。 九 郎義經 里人 を 招きて、 是 よ，^ 宇治 へ 向 はんに は、 何 地 か 道 はよ きと 問 ひ 

給へば、 西に 見え 候 平 岡 をば、 あ を だ 山と 申す。 それよ，^ 先に 首 落の 瀧と いふ 所 を 

通る をば 、近く 候と 申す。 其 外 又 道 はなき かと 間 ひ 給へば、 是 より 長 田の 里 、花園と 

いふ 所 を 廻りて、 射手の 大明 神の 御前 を、 笠 置に 懸 つても、 道よ く 候と 申す つ 射手の 

大明 神と は、 如何なる 神に てお はします ぞと問 ひ 給へば、 それ迄の 事は爭 でか 知り 

候べ き。 いとと は 射手と 書きて 候 なれ ども、 申 易き に付きて、 いとと 申し 候と いひ 

ければ、 九 郎義經 は、 戰 場に 向 ふに、 あ を だ 山 • 首 落の 瀧 禁忌な b。 射手の 明 神 然る 


べしと て、 長 田の 里. 花圓を 廻り、 射手の 大明 神の 御前に て 下馬し 給 ひ、 所願 成就と 祈 

誓して、 當來 だう しの 彌勒 菩薩の 笠 置 寺 、今日み かの 原. 和 泉 川、 河 風 寒く 打 過ぎて、 

はう その 森 を 弓手に なし、 高 倉の 宫の討 たれさせ 給 ひし 光明 山の 鳥居の 前 を 右手 

に 見て、 山城の 國 宇治の 郡 平等 院の 北の 邊、 富家の 渡へ 着き 給 ふ。 元曆 元年 正月 廿 

日、 大手 搦手 六 莴餘騎 、宇治. 勢 名 雨 所 に 着きに けり。 去 程に 木 曾義仲 は、 折節 勢 こ 

そな か， o けれ。 樋 口の 次 郞兼光 は、 十 郎藏人 行 家 を 攻めん とて、 河 內の國 へ 越しぬ。 

今 井の 四郞兼 平. 方 等の 三郎 先生 義弘五 百餘騎 にて、 勢 多の 手に 差遣す， 根 井の 小 

彌太行 親. 楣 の六郎 親忠. しんの 六郎親 直. 仁 科. 高 梨 三百 餘騎 にて、 宇治の 手に 差遣 

す • 木 曾に 力 者廿人 揃へ て、 關 東の 兵 强 くば、 院を 取り 參ら せて、 西國へ 御幸な し 

參 らせんと 支度して、 上野の 國の 住人 那 和の 太 郞弘澄 を 相 具して、 院の 御所 を 守護 

し 奉る。 其 勢 僅に 百騎 許りに は 過ぎ ざり けり。 九 郞義經 • 川端に 押 寄せ 見 給へば、 

橋 板 を 破 o 取って、 向の 32： に搔栀 かき 、櫓 構へ た-^ 水は增 して 底 見えす、 其 上亂杭 

逆茂木 隙な く 打って、 大綱 小 綱 引 張りて 流し 掛け たれば 、鬵考 鴨な どの 水鳥 も、 容 

範賴義 ^京 入の 事  さ】一 
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易く 潜り 通る べしと も 見え ざり けり * 川の 端 分內狹 くして、 打 望みた る 者、 四 五 千 

騎には 過ぎす。 二 萬 餘騎は 寄付くべき 所なければ. 只 徒に 後陣に 控 へたり。 河の や 

う を も 見す、 橋 を 引きた る も 知らぬ 者の み 多ければ、 渡る ベ き 評定に も 及ば ざう け 

かちば し S- 

り。 御曹子 は、 雜 色. 步 走の 者共を 集めて、 家々 の 資財 雜具 一 々に 取 出させて， 川端 

の 在家 を 悉く 燒拂 ひ、 大勢 を 一 所に 集む ベ しと 下知し 給 ふ。 此由 走. O 散って 罵りけ 

れ ども、 兼て 山林に 逃 隱れた b ければ、 家々 に は 人 もな し。 此上は 手々 に 崧明を 差 

上げて、 宇治の 在家 を燒拂 ふ。 行 步に叶 はぬ 老者 幼き 者 共、 さりと もと 忍び 居た， o 

けれども、 猛火に 燒 死に、 たまく 遁れ 出で たれ ども、 馬 人に 踏 殺さる。 まして 牛馬 

の 類 は、 助かる 物 もなければ、 其數を 知ら ゃ燒 死にけ り。 廣々 と燒拂 ひた，^ ければ、 

1 一 萬 五 千 餘騎、 殘る者 もな ぐ、 川端に 打 臨みた 御曹子、 川の 邊 近く 高 櫓 を 作らせ 

て、 其 上に 上って、 四方 を 下知し 給 ひけり。 矢 立の 硯を取 寄せて、 宇治川の 先陣と 剛 

の 者と を、 次第 明々 に 記して、 縑倉殿 へ 見參に 入る ベ しと 仰せられければ、 軍兵 各 勇 

をな して、 忠 を抽ん でんと ぞ 色めきけ る。 御曹子 は 櫓の 上に て、 漾々 の 事 下知し 袷 


ひけれ ども" 大勢 思々 にと 一め きければ、 打 紛れて 間え ざ.^ けり * 本 等院の 御堂よ 

b 太鼓 を 取 寄せ、 櫓の 下にて 打ちければ、 大勢 靜 まりて、 何事 やらん と 鳴 を靜 めて、 

軍將に 目を懸 くる 時 、大昔 上げて 下知し 給 ひける は、 一 一 萬 五 千 餘騎の 勢の 中に、 海の 

邊 川端に 住みて、 水練の 輩 多 かるらん. 郎等. 家の 子. 舍 人. 雜色迄 も、 斯る時 こそ 群 

に拔 けたる 高名 を も すれ。 我と 思 はん 者 共 は、 物の 具脫ぎ 置きて、 瀨 踏して、 川の 案 

内 試みるべし。 向の 岸 を 見る に、 矢箬を 取りた る 者、 四 五 kn 騎と 見えた に 瀨跻す 

る 者 あらば、 定めて 引取， o-/.^ 射ん すらん。 かう の 座に 着かん と 思 はん 人々 は、 馬 

を も 捨て \ 橋桁 を 渡. o、 向の 岸の 軍兵 を追拂 つて、 水練の 輩 を、 思 ふ棣に 振舞 はせ よ 

と 下知せられ ければ、 平 山 馬より 飛 下り、 橋桁の 上に 走 上り 弓 杖 を 突き、 扇 はら/^ 

と 使うて 申しけ る は、 二 萬 五 千 騎の其 中に、 橋桁の 先陣 渡り は、 武藏 の國の 住人 平 山 

武者 所季 重と いふ 小 冠者な b と ぞ名乘 りけ る。 抑當 河の 有樣、 深淵たん くと し 

て、 巨 海の 波に 浮べ るが 如し。 下流 渺々 として、 流水の 漲.^ 落つ るに 臨める に 似た 

り。 虹の 橋桁 危うして、 腸 齒の構 ft しければ、 渡り 得ん 事 難 けれども、 軍將の 下知 を 

範輯 義^ 京 入の 本  B 
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背かば、 命を惜 むに 似た，^ 身 をば 宇治川の 底に 沈む とも、 名 をば 後代の 末に 流さ 

ん とて、 平 山是を 渡る 處に、 佐々 木の 太 郎定綱 谷の 右 馬の 允 重 助. 熊 谷の 次郎直 

實， 子息 小 次郎直 家、 已上五 人ぞ續 きて 渡， o ける。 矢 頃 も 近くな b ければ、 向の 岸の 

軍兵、 弓 を强ぐ 引かん が爲 に、 わざと 甲を脫 いで、 思々 に 引取りく 放ちけ る 矢 は、 

雨の 如く 飛び 來り けれども、 甲冑 を ゆり 合せ ）（-、 矢 間 をた ば ひて 振舞へば、 ® は 重 

代の 重寶 なり。 裏 かく 矢 こそな かり けれ。 熊 谷 橋桁 渡らん とて、 子息の 小 次 郞を招 

きてい ひける は、 汝は 今年 十六 歲、 心 は 猛く思 ふと も、 さね は 未だ 堅 まら じ • 直實だ 

にも、 卒に渡 付く 事 難 かる べし。 汝は 大勢の 川 を 渡さん 時、 惣を 力に して 渡る べし 

と敎 へければ、 小 次 郎打笑 ひて、 秋の 菓に こそ、 さねの 固まる 固まらぬ と 申す 事 は 侍 

れ。 十歲 以後の 者、 さねの 固まらぬ 事 や ある ベ き。 若し 又 固まら ざらん に付きて 

も、 父 をば いかで か 離れ 奉る ベ き。 恐らく は、 父 こそ 常 は風氣 とて、 目の 暈 ひ 膝の 振 

ふと は 仰せられ 候 へ ば、 此 大河に 向って、 橋桁 を 渡り 袷 はん 事、 危く覺 え 侍り。 目 暈 

ひ 足 振 ひ 給 は  > 、直 家 を賴み 給へ。 渡し 申さん とい ひければ、 父 是を閒 きて、 さらば 


續け 小次郞 とて、 親子 連れて ぞ 渡りけ る * 誠の 瀨に は、 子に 過ぎた る寳 なし- 死 出 

の 山 • 三途の川の 旅の 道 も、 親子 ぞ 互に 助け ゝる。 五 人の 兵、 さすが 目 まひ 足 振うて、 

水 は 逆に 流る ゝ かえ ぞ覺 えけ る。 各 弓 をば 手に かけて、 はう く 渡る 有樣、 誠に 餘 

りの 命と ぞ見 えし • 熊 谷 は、 我 身の 事 はさる 事に て、 小 次郎が 事の 心苦し さに、 續く 

か 小 次郞、 過すな X- と 呼びければ、 直 家 は、 心 許し 給 ひ て、 落 入 b 袷 ふ なく  i ぞ 

敎へ ける。 父子の 情の 哀れ さに、 熊 谷は是 よりして、 發 心の 思 はありけ ると かや。 

高 綱 宇治川 を 渡す 事 

去 程に 直實、 大昔 あげてい ひける は、 抑此川 固めた る 輩 は、 木 曾 殿の 樹 根の 郎等に は 

よも あら じ。 一旦 附隨 ひたる 人 其に こそ あるら め。 命 は 惜しき おなり。 詮なき 合 

戰に與 力して、 大事の 命 失 ふな。 落ちば 助けん とい ふ 儘に、 引取りく 放つ 矢に、 木 

曾 殿の 郎等に、 藤 太左衞 門の 尉 兼 助と いふ 者、 倒に 射 落されけ り。 是を始 として、 水 

練の 者 あらば、 防ぎ 矢 射ん とて、 五 人 進み 寄って 散々 に 射ければ、 多くの 郎等 手 ^ ひ 

高 綱 宇治川^ 渡す 事  さ u 
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^たれけ り。 其 間に 佐々 木が 郎等に、 常 陸の 國の 住人 鹿 島與ー とて、 無雙の 水練め 

h^. 鎧脫ぎ 置き、 肌 袴 を かき、 腰に は 鎌 を 差し、 手に は 熊手 を 以て、 河の 底に 入り、^ 

久しく 沈み 潜りて、 亂杭. 逆茂木 引落し、 大綱 小 綱 切捨てけ り， 誠に 器量と 見えたり 

けり。 され ども 未だ 川 を 淀す 者 はなし。 いか^-あるべき と、 評定 樣々 なりけ るに、 

武藏 の國の 住人 畠 山の 庄司 次郞重 能が 子息 重忠 生年 1 、靑 地の 錦の 直垂 に、 赤 威 

の 鎧 着て、 鬼菓 毛と いふお に 乗り、 進み出で て 申しけ る は、 事新し。 此河は 近 江の み 

づ うみの 末、 今 始めて 出で 來る 川に あらす。 春 立つ 曰 影の 習に て、 細 谷川の 氷解け、 

比 良の 高 峯の雪 消えて、 水の 嵩 は增 せど も、 水の 減す る 事 ある ベから や。 足 利の 又 

太 郞忠綱 も、 高 倉の 宮の御 謀叛の 御 時 は、 渡せば こそ 渡しけ め、 鎌 倉 殿の 御前に て、 

さし も 評定 あ b し は 是ぞ かし。 始めて 驚ぐべき 事に あらす。 兼ての 馬 用意 其 事な 

り。 重忠 渡して 見參に 入れん とい ふ處 に、 平等 院の 小島が 崎より、 武者 ニ騎駆 出で 

た.^。 梶原源 太と 佐々 木の 四郞と 二人な り。 景季が 装束に は、 木 m 地の 直垂、 黑皮 

威の 鎧に、 三枚 甲の 緖を しめ、 溢 藤の： IT の 中を取り、 せ 四 差した る 小 中 黑の矢 負 ひ、 


煉镡の 太刀 佩いて、 鎌 倉 殿より 給 はりた る揩 墨と いふ 名お に、 黑 塗の 鞍^いて 乘り 

た， 9。 高 綱は褐 の直垂 に、 小 櫻 を黃に 返し^る^ に、 鍬 形 打った る 甲に、 笛 藤の 弓の 

眞中 取り、 廿四 差した る 石 打の 征矢 頭 高に 負 ひ、 いかもの 作りの 太刀 佩いて、 是も鎌 

倉 殿より 給 はりた る 生 月に、 黃 覆輪の 鞍 置きて ぞ乘 りたり ける。 誰か 先陣と 見る 處 

に、 源 太 ざっと 打 入りて、 遙に 先立ちけ り。 高 綱い ひける は、 いかに 源 太 殿-馬の 腹 

帶は 以ての外 弛まって 見え 候ぞ。 此川 は、 大事の 渡な，^ 川 中に て 鞍 踏 返して、 敵 

に 笑 はれ 給 ふなと いひければ、 さも あらん i 思 ひて 馬 を 止め、 鏺踏 張りて 立上り、 弓 

の 弦 を 口に 咬へ、 腹帯 を 解いて、 引締め くしけ る 間に、 高 綱 ざっと 打 渡して、 二 段 

計り 先立ちた， 9。 源 太、 たばかられけ. O と 安から や 思 ひて 渡しけ るが、^ の 足、 綱に 

憑って、 思 ふやう にも 渡されす。 いかに 佐々 木 殿、 水の 底に 大綱 あり。 心得 給へ と 

いひければ、 高 綱 は、 さも あるらん と 思 ひ、 太刀 を拔 き、 大綱 小 綱 切 流す。 宇治川 速 

しとい へど も、 究竟の 逸物に 乘 りたれば、 淵瀨 をい はす さ  >  めかして、 一 文字に 渡し、 

向の 岸 近くな りて、 高 綱が 馬の足、 綱に 懸 つて 步 みのけ、 れば、 元より 期す る 事な 

髙網 宇治川な 渡す 事  11111， 
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れば、 大綱 小 綱 三 筋 ざっと 切 流し、 向の 岸へ 打 上， 9、 鏺踏 張り 弓 枝哭 いて、 佐々 木の 

四郞高 綱、 宇治川の 先陣 渡した b やと 名 乘りも 果てぬ に、 梶原源 太 も、 流れ 渡りに 上 

b にけ り。 源 太. 佐々 木、 鎌 倉へ 早馬 を 立て、 何れも 劣ら じ 負け じと 馳 せて 行く。 源 

太が 早馬 は 先立ちけ るが、 いか  > したり けん、 足 柄の 山中に て、 高 綱が 早馬 先立ちぬ • 

三日と 申す に馳 若いて、 高 綱 宇治川の 先陣と 申したり。 同時に 梶 原が 使乂來 つて、 

景季 先陣と 申しけ り。 右兵衞の 佐 殿 は、 安立 新 三 郞淸恒 を 召して、 佐々 木 .梶 原生き 

たり やと 問 ひ 給へば、 共に 候と 申す。 其 後 は 尋ね 給 ふ 事な し。 義經の 注進に、 宇治 

川の 先陣 は、 高 鋼と 記された b ける を 見 給うて こそ、 言葉と 心と 相違な しと は 宵-ひ 

けれ. - 佐 々木. 梶原、 一 陣 一 一陣に 渡す を 見て、 秩 父. 足 利 士一 浦、 鎌倉黨 も 高 家 も、 我 も 我 

もと 打 浸しく 渡しけ り。 庄の五 郞廣賢 • かす やの 籐太、 是等は 馬より 下. り 弓 杖つ 

き、 橋桁 を 渡らん としけ り。 重忠は 手勢 五 百 餘騎、 ざっと 川に 打 入りた る。 此川外 

に 間き しに は數 ならす 思 ひしに、 水面 遙 にして、 上 は 白波 流れ 速く、 底 は 深う して 水 

漲り 下れり。 瀨 伏の 石 も 高う して、 馬の足 立つべき やうな し • 軍兵 等 皆 危く思 ひけ 


る に、 畠 山 は、 渡せ 殿原—.、 佐々 木. 梶原も 鬼神に あらす • 渡せば こそ、 一 陣ー 一陣に 

渡らめ。 馬の足 立たん 程 は 手綱す く へ、 馬の足 はづ まば、 手綱 を くれて 泳がせよ • 

水し とまば， さ うづに 乘下 鞍壺を 去って 水 を 通せ。 強き^ をば 上手に 立て、、 烈 

しき 流れ を 防がせよ。 弱き 馬 をば 下手に 立て、 ぬるみに 付けて 渡すべし • 川 中に し 

て 弓 引か ざれ。 射 向の 釉を眞 甲に 當て \ 、镫を 常に ゆり 合せよ • 弓に 弓 を 取 違へ て、 

先なる 馬の 尻 輪. さ うづに、 後の 馬の 頭 を 持たせて 息を繼 がせよ。 息はづ めば、 馬の 

弱る に 隙 を あらせて、 押 並べ- (» て、 馬に も 人に も 力 を 添 へ、 かねに 渡して 過すな • 

水の 尾に 付いて、 渡せ やくと 下知したり。 是に績 きて、 黨も高 家 も 力 を 得て、 打 浸 

し 打 浸し 渡しけ，^。 愛に 木 曾が 方 よら、 信 濃の 國の 住人 根 井の 小 彌太行 親と 名乘 

つて、 褐 の直垂 に、 小櫻絨 の腹卷 に、 洗 革の 大鎧 重ねて、 三尺 六 寸の大 太刀に、 廿四差 

いたる 黑 羽の 征矢 負うて、 白星の 五 枚 甲 を 猪首に 着、 塗 籠 藤の 弓眞中 取り、 黑糟 毛の 

馬の、 太う 逞 きに， 金 覆輪の 鞍 置きて 乗 b たりけ るが、、 垣楣の 表へ 進み出で、、 弓 杖 突 

き 敵の 陣を 見渡し、 軍の 锭 する 事柄 を 見る に、 容儀 人に 勝れた 定めて 大將 軍に 

窩 稱学殆 川ん 渡す 事  さ冗 
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て 在し ますらん • 行 親が 今日の 得分と 思 ひて、 十四 束 を 取って 番ひ、 引 堅めて 兵と 

放つ。 畠 山が 乗りた， 9 ける 鬼 栗毛が ふきあれ をぞ 射通しけ る。 行 親 一の矢 射 損じ 

て、 * 方の 運 は早盡 きに け.^。 大將 軍た る 者が、 一 の 矢 を 放つ は、 弓矢の 運の 盡 くる 

所な り。 一 の 矢 射 損じて、 二の矢 射る 事な し。 敵に 鎧の 毛 見知られぬ 先にと て、 垣 

楣の內 へ 引退く。  S 山が 鬼 栗毛 も、 天馬の 駒と 逸りし かど も、 手 負 ひ ぬれば、 傷 を 痛 

みて 弱， O ければ、 重忠 馬よ， O 下り、 前足 二つ 取って、 妻 手の 脣 に 引 懸けて、 水の 底 を 

潜りたり ける。 よそ 目に は、 早 畠 山 流れぬ i 見け るに 、ロハ 一 度 弓 杖 突き、 浮上って 息 

をち と繼 ぎ、 猶 水の 底 を 潜， o て、 向の 岸へ 渡りけ るに、 草摺 重く 覺 えてければ、 黑皮 

緘の鎧 着た る 武者、 然る ベく は 助け 給へ とい ひければ、 何者 ぞ、 名 乘れ。 向の 岸へ 投 

げっ べしと いひければ、 其 を 好む 者な り • 投げられ 奉らば、 名乘 らんと 申す， さら 

ばと て 鎧の 揚卷 摑ん で、 提げ 持ちて 行く  • 又 赤 緘の鎧 着て、 流れ 行く 者 あ， 9。 あな 

無慙、 何者 ぞ。 是に取 付けと て、 弓の 箬を差 出したり。 鹽冶小 三 郞維廣 と名乘 りて、 弓 

に 取 付き 弓 を 引 寄せ、 其 馬の 鞦. 鞍の 間に 取 付けと 敎 へければ、 維 廣鞦に 取 付きつ、、 


淺き听 に 上りに けり • 其 後川 端 一段 計りに 近付きて、 汝 何者 ぞ、 好まば 投 ぐる ぞ 0 

すなと、 の 提げ 持ちて 行きつ る 大の男 を、 ゆら b と投 ぐ。 投 上げられて、 弓 杖に 鎚 

り 立直って、 只今 にて 宇治川 渡りた る 先陣 は、 武藏 の國の 住人 大串 次郞と 名乘り 

けり。 敵 も睐方 もどつ と 笑 ふ。 惡く いひぬ とや 思 ひけん、 一陣 S 山、 ニ陣大 串と ぞ 

いひ 直した る。 山 向の 岸に 打 上って、 何、 和 君 は 重忠に 助けられ、 重忠 をな さもの 

にして、 一 陣とは 名 乘るぞ とい ひければ、 大串 申しけ る は、 殿に 助けられ * る。 いか 

でか 其 恩 を 忘る ベ き。 餘 りに 音 もし 侍らねば、 おめて 見え 候らん とて、 名乘 りたり 

と陳 すれば、 弓 取の 法なら。 * 妙な りと ぞ 感じけ る。 W 鹽 冶に 如何にと 問へば、 八 

國の 輩、 誰か 殿の 家人なら ぬ 人 侍る。 され ども 今 命 を 助けられ 奉り ぬれば、 行方 

深く 頼み 奉り 候と 申す、 神妙な りと て、 馬 は 流れぬ、 是に乘 つて 京 入し 給へ とて、 小 

辎毛 とて、 祕藏の 馬を與 へたり けり。 鹽冶 は、 今日 流れた るが 高名に て、 却て 馬 ま さ 

b とぞ 申しけ る。 佐々 木. 梶原 一 陣二陣 と 申せ ども、 畠 山、 馬 人 三人. 水の 底に て 助 

け、 る こそ ゅゝ しけれ。 重 忠乘替 に打乘 りて 喚いて 駆く。 敵 は 矢先 を 揃へ て、 散々 

髙綱 宇治川な 渡す 事  §1 
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に 射 けれども、 重 忠^ を 傾けて 攻寄 する 處に、 木 曾が 從 弟に、 信 濃の 國の 住人 長 瀬の 

判官 代義 員と 名乘 りて 駆 出で たり。 赤地の 錦の 直垂 に、 黑糸搣 の 鎧の 鍬 形の 甲に、 

白 房 懸けた る 馬に、 白裰 輪の 鞍， 置いて ぞ乘 りたり ける。 金 作りの 大刀 を拔 いて 向 ひ 

ける に、 畠 山 は、 是ぞ 宇治 路の 大將 なる らんと 見て、 拔 設けて 歩ませ 寄れば、 義 員い 

か ^思 ひけん 引返いて、 垣槻の 中に 入りに けり。 返し 合せ ）（- 戰 はんと はしけれ ど 

も、 畠 山に や 恐れ けん、 引返き て 落 行きけ， り。 中に も 根 井の 小 彌太行 親 は、 七 八 度 迄 

返し 合せて 戰 ひける が、 暫 息を繼 がんと て、 思 ひ 坂の 邊に控 へた b ける に、 武 藏の國 

の 住人 河口 源 三と いふ 者と、 駿 河の 國の 住人、 舟 越の 小次郞 とい ふ 者と 二人、 先陣に 

進みたり ける が、 落 武者の 身と して、 敵に 後 を 見せ じと、 返し 4! せく 戰 ひける こそ 

ゆ、 しけれ。 今日の 大將 軍と 見えた.^ いざや 組んで 首 取らん と、 一 一騎 喚いて か、 

る。 行 親 は、 矢種 は射盡 した b。 太刀 打に は、 一人に こそ あへ しらはめ、 二人 を 一度 

に 取らん と 思 ひて、 左右の 手 をば はだけ て 待 かけたり、 舟 越. 河口、 弓手に 廻 b 妻 手 

に 廻り、 左右の 脇より つ と 寄り 、得た.^ やとて むすと 抱く。 行 親 は、 一 一人 を 脇に 挾ん 


で 、強く 締め たれば、 ちと も 働か や， 先づ妻 手の 脇に 取 付きた る 舟 越が 鎧の 上帯 を 

取って、 むすと 引上げ、 妻 手の 深 田へ 向けて 投入れ たれば、 胄は 重し 田 は 深し。 起 き 

ん 起きん とし けれども、 叶に すして 死に、 けり。 其 後 弓手の 脇なる 河口 を、 前後の 上 

帶 取って、 えい-^ と 引き けれども、 镫を 馬の 腹に 踏 廻し、 强ぐ乘 つて 上ら ざり けれ 

ば、 小彌 太、 弓手の 肱 を 馬の 下腹に 差 やりて 、馬と 主と を 中に 上げ、 弓手の 深 田 へ、 え 

いというて 投げた れば、 河口 泥の 中に て、 馬に 敷かれて 死に、 けり。^ も 深 田に 打 込 

まれて、 主と 共に ぞ 失せに ける。 東國の 兵是を 見て、 舌ぶ りして 進 まざりければ、 小 

彌太 は、 いかに 殿原、 續き給 はぬ ぞ。 されば 都に 上り、 木 曾 殿と 一 所に て 待ち 奉らん 

と 罵り 懸けて、 木 幡の庄 へ 入りに けり。 九郞 義經宣 ひける は、 今度 大將 軍と して、 郎 

等に 先陣 を 渡されて、 一 一陣に 續 かん 事 然る ベ からすと て、 橋よ. o 引下り て、 橘の 小島 

に 馬を控 へ.、 愛 は 水 は 速 けれ 共、 遠淺 な， o。 渡せ^-と 下知し 給へば、 我 もくと 進 

みけり。 是は 大事の 川 、斯様の 川 を 渡す に は、 馬 筏 を 組み、 强き馬 をば 上手に 立て、 弱 

き 馬 をば 下手に 立てよ。 馬の足 屈かん 迄 は、 手綱 を ぐれて 泳がせよ。 馬の足 はづま 

高 綱 宇治川^ 渡す 事  響 一 
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ば、 弓手の 手綱 を さしくつ ろげ て、 妻 手の 手綱 をち とし、 めよ。 四つ 居に 乘.^ 、こぼ 

れて 泳がせよ。 手綱 强く 引いて、 馬に 引かれて 過すな。 尾 口 沈まば 前輪に 鎚れ。 常 

に鏺々 合せよ。 我等 渡る と 見るならば、 敵 は 定めて 矢 衾 を 作 て 射る らん。 敵 は 射 

ると も 射返すな a 相 引して g 射ら るな。 痛く 伏してて へん 射ら るな。 射 向の 釉を 

差 翳せよ。 吻 具に 隙間 あらすな。 水强 くして 下らん 武者 をば、 弓. の 喾を差 出して 

取 付けて 泳がせよ。 かねに 渡して 過すな。 馬の 頭 を 水面に 引立て、 えい 聲を 出して、 

馬に 力 を 添へ よ • 渡せ 者 共/^ こ 下知し つ、、 眞先 かけて 渡しけ 二 莴餘騎 の 

大勢、 一度に 颯と 打 入れて 渡しければ、 漏る、 水 こそな かり けれ。 前後の 外れの 水 

にこ そ、 何れもた まらす 流れ けれ。 大勢 川 を 流し ぬれば、 千騎ー 一千 騎、 五 千 六 千、 一 一 

百騎三 ま、 七¥ 八な、 思 ひく 心々 に、 或は 木幡 大道. 醍醐 路に懸 つて、 阿彌 陀が峯 

の 東の 麓よ. o 攻 入る も あ， 或は 小 野の 庄勸修 寺 を 通って、 七條ょ b 入る 者 も あり、 

或は 櫃=. を 打 渡り、 木 幡山深 草の 里よ， o 入. る も あり、 或は 伏 見. 尾 山 見の 岡 を 打 越 

えて、 法 性 寺  一 二の 橋よ，^ 入る も あ b  、道 は 互に 替れ ども、 同じく 都へ 亂れ 入る a 行 


m 
忡 


親. 親忠 等、 宇治橋 を 引いて 防ぎ 戰ふ といへ ども、 義經川 を 渡して 合戦す • 行 親等が 

軍、 忽に 破れて 四方に 馳せ 散す。 義仲大 に 驚いて、 先づ 使者 を院の 御所へ 奉って 申 

しける は、 東國の 凶徒、 旣に 宇治川 を 渡して 都へ 攻 入る。 急ぎ 醍醐 寺の 邊へ 御幸 あ 

る ベ きと 申したり ければ、 更に 此 御所 をば 御 出 あるべ からすと 仰 遣され けり， 愛に 

義仲 赤地の 錦の 直垂 に、 紅の 衣 を 重ねて、 石 打の 胡籙 に、 紫 滅の鎧 を 若て、 隨兵 六十 

餘騎を 率して、 院の 御所に 馳せ参じ. 劎を拔 きかけ 目 を 瞋ら かして、 砌 下に 立って 御 

輿 を 寄せて、 臨幸 あるべき 由 を 申す。 上下 色 を 失 ひ 貴賤 魂 を 消す。 公卿に は 花 山の 

院 大納言 兼雅. 民 部 卿 成範. 修理の 大夫親 信. 宰相 中 將定能 • 殿上人に は 實敎. 成經. 家 

俊. 宗長 伺候したり ける が、 各 皆 草鞋 を 着す。 御供に 叁 せんとて、 庭 上に 下 立 たれた 

b ければ、 人々 涙に 咽び て、 東西 を 失 ひ 給へ り • 叙 慮 只 推量り 奉るべし • 義 仲が 郞 

等 一 人 馳せ來 り、 敵 旣に小 木幡. 伏 見 迄 攻め 來れ りと 申しければ、 義仲は 臨幸の 事. を 

拋ち、 門下に して 馬に 乘り罷 出で ぬ。 法皇 は、 內々 諸 寺 諸 社へ 御 祈 を 憑け させ 給 ひ 

ける 上、 御所 中の 女房 男 房、 立てぬ 願 もなか. o ける 驗 にや、 事故な く罷 出で たれば、 

宇殆 川^ 渡す 事  .  曼；ム 
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手 を 合せて 喜び 合へ り。 其 後 は 門 を させと て、 さゝれ にけ り • 木 曾 は院の 御所 をば 

出で たれ ども、 軍 場に は 出で ざり けり。 五條 內 裏に 歸 りて、 貴女の 名 殘を惜 みつ、、 

時 移る 迄 籠り 居たり。 彼 貴女と 申す は、 松 殿 殿下 基 房 公の 御 娘、 十七に ぞ ならせ 袷 

ひける。 類な き 美人に てお はし ましければ、 女御 后に もと 勞， ^冊き 參ら せけ る を、 

木 曾 聞 及び 奉りて、 押して 掠め取り 奉る。 御 心 憂ぐ は 思 召し けれ 共、 只管 荒夷に て、 

法皇 を も 押 籠め 參ら せ、 傍若無人に 振舞 ひければ、 御 力に 及ばざる 事な りけ， o,。 賤 

が 編戶の 女に も、 馴れな ば 情深う して、 別れ路 は猶 悲しき に、 又 見 も なれぬ 御 有樣、 

さて こそ 名殘は 惜し か， 9 けめ。 か ゝる處 に 越後の 中 太能景 馳せ來 つて、 敵 は 旣に都 

に亂れ 入れり。 いかに 靜に打 解け 給 ひ、 かくはと いひ けれども、 引 物の 中に 籠り 居 

て、 猶も名 殘を惜 みけう。 能景、 弓矢 取る 身の、 心 移す まじき は 女な，^ 只今 恥 見 給 

はん 事の 口惜し さよと て、 今年 卅 六に なりけ るが 綠 より 飛 下り、 腹搔 切って 失せに 

ければ、 義仲カ 及ばす、 川原 を 指して 馭 出で、 散々 に戰 ひける。 根 井 行 親. 循の 六郞 

親忠、 1 一 一お 餘騎に て 木 曾に 行 逢 ひ、 主從 三百 餘騎、 漉 を 並 ベ て戰 ひける が、 行 親 も 親 


忠も、 共に 討 たれて 死に ゝ ける。 

東 使、 木 曾と 戰ふ事  • 

木 曾 は六條 川原の 軍に 負けて、 又院の 御所に S り、 法皇 を 取參ら せて、 西國へ 御幸な 

し參 らせんと 思 ひけれ ども、 門を閉 おられたり ける 上， 義經の 兵 共に 攻 立てられて、 

又 川原に 出で て、 三條を 措して 落 行きけ り。 其 勢 七 八十 騎には 過ぎ や。 義經の 軍兵 

は， 黨も高 家 も 雲霞の如くに して、 我 先々々 と、 隙 を あらせ や 進みけ り。 義仲 も、 今 

日 を 限りと 思 ひければ、 命を惜 まや 散々 に戰 ふ。 武藏 の國の 住人 鹽 谷の 太 郞 兄弟 三 

騎、 四條 川原の 東の 端に 控 へたり ける が、 兄の 太郞， 弟の 三郎 にい ふやう は、 御邊 は、 

菓子 山に てよ き 敵に 組んで、 物具剝 取りて 高名 せんとい ひし は、 忘れたり やと ま 

せば、 三郞 いかで か 忘る べきと て、 馬 を 川に 打 入れて、 西へ 向けて 渡る 處に、 木 曾 方よ 

b  、信 嫫の國 の 住人 長瀨の 判官 代と いふ 者， 黑糸滅 の 鎧に 、葦毛の 竭 に乘 つて、 川の 

西の 端よ b 打 入りて、 東へ 向けて 渡りたり。 長瀨. 鹽谷 東西より、 川 中に 步 ませ 寄り、 

東 使 木 曾と 戰ふ事  g 七 
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馬と 馬と を 打 並べ て、 組んで だんぶ と 落ちに け，^ 手に 手 を 取組み、 腹に 腹 を 合せ 

て、 上に なり 下にな b 、浮きぬ 沈みぬ、 俵の 精ぶ 如くに、 四 五段 許 b 流れた.^ 敵 も 

咴方も 目 を 澄して 是を 見る。 深き 所に 流れ 入りて、 水の 底に て 組合 ひたり。 良 暫く 

見え ざり ける に、 水 紅に 流れければ、 誰 討 たれ ぬ らんと 思ふ處 に、 鹽谷 は、 左の 手に 

敵の 首 を 捧げ、 右の 手に は、 敵の 物具剝 取って、 口に 刀 を 咬 へつ \ 、東の 陸へ 颯と 上 

b 、武藏 の國の 住人 鹽 谷の 三 郞某、 長瀨の 判官 代が 首 取った. ^やと 名乘 る。 ゆ、 し 

ぐぞ 聞え し。 義仲は 上野の 國の 住人、 那 和の 太郞弘 澄. 多 胡の 次郞家 包. 越後の 中次 

家 光 等 を 引 具して 落ちけ るが、 家 光 は、 終に 遁る まじき もの 故に、 人手に S らんより 

はとて、；^ よ 6 飛 下り腹 搔 切って、 三條 川原に 伏しに けり。 軍兵 追 憑け く 戰 ひけ 

れば、 八十 餘騎と は 見えし かど、 五 十餘騎 になり にけ，^ 武藏 の國の 住人 敕使 川原 

權三郞 有 直 は、 木 蘭 地の 直垂 に、 黑糸 緘の鏜 に、 白星の 甲、 二十 四 さいたる 黑布 露の 

矢、 黑 塗の 弓に、 黃黑き 鬣の 馬に、 黑 塗の 鞍 置いて ぞ乘 りたり ける。 同じく 四 郞有則 

は、 ひらけり の直垂 に、 赤絨の 鎧、 同じ 色の 甲に、 十八 さいたる 鸱の石 打、 頭 高に 負 


ひ、 三 所 藤の 弓の 中 取って、 黑 斑の 馬に、 金 覆輪の 鞍 置いて 乘. "たりけ^ 兄弟 ニ骑 

三百 餘騎 にて 追 懸けて 申しけ る は、 北陸 道の 大將 軍、 朝日 將軍と 呼ばれ 給 ひし 人の、 

正な ぐ も 後 をば 見せ 給 ふ 者 かな • 源氏の 名 折と は. 思 召さす や。 ヒき跡 迄 も 名 こそ 

惜し けれ。 返し 合せ 給へ やく。 斯く 申す 兵 は、 武藏 の國の 住人 敕使 川原 權三郞 有 

直、 生年 卅ー。 同 四郎有 則、 廿八と 名乗り 懸け 、雛 を 並べて 喚いて かく。 木 曾 五十 餘 

騎、 馬の 鼻 を 引返し 宣ひ W る は、 有 直糙に 承れ。 義 仲に は 合 はぬ 敵と 思へ 共、 弓矢 取 

る 身 は、 大將 軍の 詞は、 1 も 得る こそ 嬉し けれ。 現世の 名聞. 後生の 訴 にもせ よと て、 

弓 をば 脇に 挾み、 太刀の 切 先 打 延べて、 敕使 川原 餘 すなと て、 蜘手 十文字 堅 樣橫樣 切 

廻りければ、 三百 餘騎の 大勢 も、 五十 餘騎に 駆 立てられて、 馬の足、 立つ る 暇 こそな か 

.o けれ。 只 小勢に 付いて、 五 廻，^ 六 廻りが 程 廻りけ るが、 有 直 弓手の 肱 打 落されて、 

神 樂岡を 指して 引退ぐ。 五十 餘騎の 勢 も 討 取られて、 廿五 騎にぞ なりに ける。 木 曾 

危く 見えけ る を、 左 近 五郎. 岡津平 六 兵衞. 城の 小 彌太郞 兄弟 1 1 人. 佐 竹 の 者 共、 防 矢 

射て こそ 遁れ けれ、 又秩 父. 師岡打 園み て、 散々 に 攻めければ、 木 曾 方に も极 井の チ 

東 使 木 曾 さ 戰ふ事  き ア 
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郞行直 • 進の 六 郞親直 等、 思 切って 大勢の 中へ 打 入りて、 命を惜 まや、 我 一 人， と戰ひ 

たに 小勢 憑れば、 大勢 颯と 引返き、 大勢 懸れ ば、 小勢 颯と 引返く。 寄って 返しつ せ 

し有樣 は、 辻 風の 塵 を卷 くに ぞ 似たり ける • 其 手 を も 打破って 落 行けば、 橫山黨 に 

奥^ 彌次 と、 三 滞 黨に佐 原の 十郎. 三 浦の 次郞 三百 餘騎 にて、 洩らすな とこ そ 攻め 戰 

ひけれ。 廿 五騎と 見えし かど も、 僅 十三 騎にな りに けり。 

巴 信 濃 下向の 事 

大將 軍九郞 御曹子 義經、 軍 をば 軍兵 共 にせさせ、 我 身 は、 院の 御所 覺束 なし • 守護し 

舉 らんと て、 ひた 甲 五六 騎 にて、 院の 御所 六條 殿へ 馳せ參 る。 山 も、 九 郞義經 と、 

院の 御所 を 守護し ける が、 木 曾 洩れ やしぬ らん 覺柬 なしと て、 三條 河原の 西の 端 ま 

で 打 出で た.^ 義仲は 三 條白河 を 東へ 向けて 引きけ る を、 重忠 は、 本 田 • 半澤 左右に 

立て 步み 出し、 東へ 向けて 落ち 給 ふ は、 大將と 見る は 僻事 か。 武藏 の國の 住人、 秩父 

の 流れ ^ 山の. 庄司次 郞重忠 なり。 返し 合せ 給へ や ）（- とい ひければ、 木 曾 馬の 鼻 を 


袞仲、 島 

山 重忠と 

戦 ふ 


引返し 、誰.^ 二豐 うて 箪 せんよう、 一 の 矢 を も、 畠 山 を こそ 射め, K かしき 敵ぞ S 

刃れ と U. 知して、 川 を 隔て、 射 合 ひたり。 さすが 敵 は 大勢な り。 木 曾 は 僅 十三 騎- 

畠 山が 郎等の 放つ 矢 は、 雨の 降る が 如くに 飛びければ、 僅の 小勢 堪へ 兼ねて、 三條小 

川 へ 引退く。 重忠 勝に 乘っ て攻懸 りければ、 木 曾 も 引返しく、 弓矢に な b 打 物に 

なり、 追つつ 返しつ 半時 計り 戰 ひける * 其 中に 木 曾 方より、 萌黃 威の 鎧に、 射殘し 

た ，0 ける 鷹の 羽の 征矢 負うて、 重 藤の 弓の 眞中 取り、 萆 毛の 馬の 太う 逞 ましき に、 小 

き巴摺 りたる 鞍 置きて 乘 りたり ける 武者、 一 陣に 進みて 戰 ひける が、 射 も强く 切る 

も强 ぐ、 馳 合せ）^ 攻めけ るに、 さし も 名高き 畠 山、 川原へ 颯と 引いて 出づ。 白 口山、 

半 澤六郞 を 招きて、 いかに 成淸、 重忠 十七の 年、 小 坪の 軍に 合 そめて、 度々 の 戦に 合 

ひたれ ども、 是程軍 立の 嶮 しき 事に 合 はす、 木 曾の 內に は、 今 井 • 樋 口. 楣. 根 井、 是等 

こそ 四天王と 開え しに、 是は今 井 • 樋 口で もな し， さてい かなる 者 やらん と 問 ひけ 

れば、 成淸、 あれ は 木 曾の 御 乳 人に、 中 三權の 頭が 娘 巴と 0 ふ 女な り。 よき 弓の 手 垂ハ 

荒馬 乘 りの 上手、 乳 人 子 乍ら 妾. にして、 內には 童 を 使 ふやう にもて なし、 軍に は 一 方 

e 信滇下 《 の 事  ま1 
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の大將 軍して、 更に 不覺の 名 を 取ら や。 今 井. 樋 口と 兄弟に て、 恐し き 者に て 候と 申 

す。 S 山、 さて はいかい あるべき、 女に 追 立てられ たる も 言 甲斐な し。 又攻 寄せて、 

女と 軍 せん 程に、 不覺 して は 永代の 瑕、 多き 者 共の 中に、 巴 女に 合 ひける こそ 不祥な 

れ。 但木 曾の 妾と いへば 懷 しき ぞ。 重忠今 H の 得分に 、巴に 組んで 生 捕に せん。 返 

せ 者 共と て 取って返し、 木 曾 を 中に 取 籠め て 散々 に 懸け、 畠 山 は、 巴に 目をぞ 懸けた 

b ける。 進み 返き、 廻り 合 はん）^ と 廻りければ、 木 曾、 巴 を 組ませ じと 懸隔て/^、 

一 一 廻.^ 三 廻りが 稃廻 うける 處に、 畠 山. 巴 、あながちに 近く 廻り 合 ふ. - 是は 得た る 便 

宜と思 ひ、 馬 を 早めて 馳せ 寄りて、 巴 女が 弓手の 鎧の 釉に取 付きたり。 巴 叶 はじと 

や 思 ひけん、 乘 りたる 馬 は 春風と て、 信 濃 第 一 の强馬 なり • 一  鞭當 て、 あ ふり たれ 

ば 、鎧の 釉 ふっと 引 切りて、 一 一段 計.^ ぞ 延びに ける。 畠 山、 是は 女に は あらす、 鬼祌 

の 振舞に こそ。 斯樣の 者に 矢 一 つ を も 射 込められて、 永代の 恥を殘 すべから や • 引 

くに 過ぎた る 事な しとて、 川原 を 西へ 引返き、 院の 御所へ ぞ歸. りけ る。 木 曾 は 愛 彼 

お 打破って、 大津へ 向けて 落ちられけ るが、 四の 宮 川原に て 見 給へば * 僅に 七 騎殘り 


ず。 巴 は 七 騎の內 にあり、 生年 廿 八、 身の 盛なる 女な.^ さる 剛の. 者な りければ， 

北國 度々 の合戰 にも 手 を も 負 はす、 百 餘騎が 中に て、 七騎 になる 迄 付きたり け，^ 

四の 宮川 原. 神な しの 社. 關の淸 水. 關の明 神 打 過ぎて、 關 寺の 前 を 粟津へ 向けて ぞ進 

みける。 巴 は 都 を 出で ける 時 は、 鉗 むら 紅に、 千鳥の 鎧 直垂を 若け たりけ るが、 關寺 

の 合戰に は、 紫襪濃 を 織 付けた る直垂 に、 菊 綴し げくして、 萌黃糸 威の 腹 卷に釉 付け 

て、 五 枚 甲の 緖を しめ、 三尺 五寸の 太刀に、 廿四 さいたる 眞 羽の 矢の 射殘 したる を 負 

ひ、 重 藤の 弓に 關弦 懸け、 連 餞 葦毛の 馬に、 金： # 輪の 鞍 置きて ぞ乘 つたり ける • 七騎 

が 先陣に 進みて 打ちけ るが、 何とか 思 ひけん 甲を脫 ぎ、 長に 餘る 黑髮を 後へ 颯と 打 

越して、 額に 天 冠 を當 てゝ、 白 打 出の 笠 を 着て、 みめ も 形 も 優な りけ けり。 年せ 八と 

かや。 愛に 遠 江の 國の 住人 内 田 次 郞家吉 と名乘 りて、 卅五騎 の 勢に て、 巴 女に 行逄 

うたり。 內田敵 を 見て、 天晴 武者の 景氣 かな。 但女か 童 か、 覺束 なしと ぞ問 ひける 力 

郎等よ く^. 見て、 女な りと 答 ふ。 內 田聞敢 す、 さる 事 あるらん。 木 曾 殿に は、 葵 • 

巴と て、 二人の 女將軍 あり。 葵 は 去年の 春、 戶波 山の 合戦に 討 たれぬ。 巴 は 未だ あ 

E 信滇 下向の 事  Is 
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b と 聞く。 是は强 弓 精兵、 あきま を數 ふる 上手、 岩 を 疊み金 を 延べた る 城な， 9 とも、 

巴が 向 ふに は 落ちす とい ふ 事な し。 去 曲者と 聞 召して、 縑倉 殿、 彼女 相 構へ て 生 捕 

にして 參ら すべき 由、 仰 を 蒙りたり • 巴 は 荒馬 乘の 大力、 世の常の 者に 非す と 聞く。 

いか  > す. ぺ きと 思 ひ 煩 ひける が、 郎等 共に い ふやう は、 女强 しとい ふ も. W 人が 力に 

よも 過ぎ じ。 家吉は 六十 人が 力 あ.^ 殿原 卅餘 人， 旣に百 人に 餘れ り。 殿原 左右よ 

り 寄せて、 左右の 手 を 引 張れ、 家吉 中より 寄らば、 など か 巴 を 取ら ざらん とい ひける 

が、 內田又 思 ひ 返す や う、 ま て く暫 し、 樺 花の 朝に K きて 夕に 萎 ひだに も、 己が 盛 

は ある もの を。 八十 九十に て 死なん 命 も、 二十 三十に て. D びん 命 も 同じ 事、 女 程の 

者に 組む とて、 兎角 謀 を 出しけ るよ と、 殊に 後陣に 控 へたる 甲斐の 一 條の、 思 はん 事 

こそ 恥 かし けれ。 殿原 一 人 もい らふ ベ からす。 家 A 口 一 人 打 向うて、 巴 女が 首 取らん 

とい ひければ、 卅餘騎 の 郎等 は、 日本 第 一 に 間え たる 恐し き 者に、 組む まじき 事 を 喜 

び、 尤も） ^とい ひければ、 內田唯 一 人、 駒 を 早めて 進む 處に、 巴是を 見て、 先 づ敵を 

褒めた，^ けり。 天晴 武者の かたち かな。 東 國には 小山. 宇都の 宮か、 千 葉. 足 利か、 二 一 


寧 鎌 倉か覺 束な。 誰 人 V 斯く問 ふ は、 木 曾 殿の 乳 人 子に、 中 三 權の頭 兼 遠が 娘に、 

巴と いふ 女な り。 主の 名殘の 惜しければ、 行方 を 見ん とて、 御供に 侍る とい ふ。 內 

田い ひける は 、鎌 倉 殿の 仰 を 蒙り、 勢 多の 手の 先陣に * る。 遠 江の 國の 住人 內田三 

郞家吉 と名乘 りて 進みけ り • 巴 は、 一 陣に 進む は 剛の者、 大將 軍に あらす とも、 物 具 

毛の 面白き に、 押 並べて 組み、 しゃ 首 捻 切って、 軍神に 祭らん と 思 ひける こそ 遲か 

b けれ • 手綱 かい 操り 步 ませ 出で ぬ。 され ども 內 田が 弓 を 引か ざれば、 女 も 矢 をば 

射 ざり けり • 互に 情 を 立て たれば、 內田 太刀 を拔 かざれば、 女 も 太刀に 手 を 憑け す， 

主 は 急ぎたり、 馬 は 逸りたり。 巴 .內 田、 馬の 頭 を 押 並 ベ 、 镫 とく 蹴 合 はする 程に 

寄せ 合せ、 互. に聲を 擧げて 、鎧の 釉を引 違 へ てぞ 組んだり ける。 聞 ゆる 沛艾の 名お 

なれ ども、 大力が 組合 ひたれば、 二 疋の馬 は 中に 止まって 働かす。 內田、 勝負 を 人に 

見せん と 思 ひける にや、 弓矢 を 後へ 差 廻し、 女が 黑髮三 匝にから まへ て、 腰の 刀を拔 

出し、 中に て 首を搔 かんとす。 女是を 見て、 汝は內 田 三， 郞左衞 門と こそ 名乘 りつれ。 

まさな き 今の 振舞 かな。 内 田に は あらす、 其 手の 郎等 かと 問 ひければ、 內田、 我 身 こ 

EJ 信潙 下向の 事 
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そ 大將ょ • 郎等に は あらす。 振舞い かにと 申せば、 女 答へ ていはく、 女に 組む 稃の 

男が、 中に て 刀を拔 き、 目に 見す る やう や は あるべ き。 軍 は 敵に 依って 振舞 ふ べし。 

故實も 知らぬ 內田 かなと て、 攀を 握り、 刀持ちた る 肱の か、 b を、 した、 かに 打つ" 

餘 りに 强く打 たれて、 取る 刀 を 打 落さる。 や ぁ家吉 よ。 日本一と 聞え たる 木 曾の 山 

里に 住みた る 者な り • 我 を 軍の 師と賴 めと て、 弓手の 肱 を 差 出し、 甲の 眞額 取つ め 

て、 鞍の 前輪に 攻 付けつ、、 內 甲に 手 を 入れて、 七寸 五分の 腰刀 拔 出し、 引 仰向けて 

首を搔 く。 刀 も 究竟の 刀な う。 水を搔 くよりも 猶 易し • 馬に 乘直. o、 ー當ぁ ふりた 

れば、 むぐ ろ は 下へ 落ちに ける。 首 を 持ち、 木 曾 殿に 見せ 奉れば、 あな 無慙 や。 是は 

八 ケ國に 聞え し 男、 美男の 剛の者に て ありつる 者 を、 討 たれけ る こそ 無慙 なれ。 是 

も運盡 きぬれば、 汝に討 たれぬ。 義仲 も運盡 きたれば、 何者の 手に 懸り、 敢なく 犬 死 

せんすらん • 我れ 討 たれて 後、 木 曾 こそ 幾程 命 を 生きん とて、 最後に 女 を 先陣 懸け 

させたり と、 いは れん 事 こそ 恥 かし けれ。 汝には 暇お 給 ふ。 疾々 落下れ とぞ宣 ひけ 

る。 巴 申しけ る は、 我 幼少の 時より、 君の 御内に 召使 はれ 參ら せて、 野の 末 山の 奥 


迄 も、 一 つ 道に と 思 切り 侍り。 今 斯る. 仰 を 承る こそ 心 憂 けれ。 君の いかにも なり 給 

はん 處 にて、 首 を 一 所に 並べ んと、 搔ロ說 きい ひければ、 木 曾、 誠に さ こそ は 思 ふら 

めせ r 我 去年の 春、 信 濃の 國を 出で し 時、 妻子 を捨 置き、 又 再び 見やし て、 永き 別 を 道 

に 入らん 事 こそ 悲し けれ。 されば なからん 後 迄 も、 此事を 知らせて、 後の世 を 弔ら 

は いと 思へば、 最後の 供よ， o- も， 然るべきと 存 やるな. o。 疾々 忍び 落ちて 言^へ 下 

り、 此有樣 を 人々 に 語れ。 敵 も 手 繁く見 ゆ。 はや ）（- と宣 ひければ、 名 殘は樣 々惜 

しけれ ども、 主命に 從 ひて、 落つ る 涙 を 拭 ひつ、、 上の 山へ ぞ 忍びけ る。 粟津の 軍 終 

りて 後、 物 具脫ぎ 捨て、 小釉 装束して 信 濃へ 下り、 女房 公達に 斯 くと 語， 互に 釉を 

ぞ 絞りけ る。 世靜 まって、 右大將 家より 召されければ、 巴 卽ち縑 倉へ 參り ける。 S 

朝宣 ひける は、 巴 は 女 なれ ども、 世に 類な き 剛の者、 打 解け 難き 者な りと て、 森の 五郎 

に 預けら る。 和 田の 小 太 郎是を 見て、 事の 景氣も 尋常な り。 心の 剛も 無雙 なり。 あ 

の樣の 種を繼 がせば やと ぞ思 ひける。 明ぐ る 日 首 切る べしと 沙汰 あ， o ける に、 tpg 

の義盛 申 預からん と 申しけ る を、 女 なれば とて、 心 許し ある まじ。 正しき 主 親が： g 

巴信澳 下向の 事  一： ぉセ 
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なり。 さる 剛の者 なれば、 隙 も あらば、 窺 ひ 思 ふ 心 あらん • 叶 ふま じと 仰せられけ 

る を、 三 浦の 大介義 明が、 君の 爲に命 を 捨て、 子孫 眷族 二心な ぐ、 君 を 守護し 奉りて、 

年頃 奉公し 奉る。 いかで か 思 召し 忘れ 給 ふべき。 義盛相 具して 候と も、 僻事 更に あ 

る まじき と樣々 申立て、 預か， o にけ り。 卽 妻と 賴 みて 男子 を 生む。 朝 比奈三 郞義秀 

と は是な ，0 'けり。 母が カを繼 ぎたり ける にや、 剛もカ も 並びなし とぞ 聞え ける。 和 

田 合戰の 時、 朝 比奈討 たれて 後、 巴 は 泣々 越 中に 越し、 石黑は 親し かりければ、 愛に 

して 出家し. て、 巴の 尼と て、 佛に 花香 を 奉り、 主 親 朝 比奈が 後世 弔 ひける が、 九十 一 

迄 保 ち て 、 臨終 目出度し て 終りに ける。 

, 粟津 合戰. の 事 

範賴^ 、勢 多の 手に 向 ひ 給 ひたり けれども、 橋 は 引かれぬ 底 は 深し。 渡る べき 樣な 

ければ、 稻 毛の 三郞重 成. 榛 谷の 四 郎重朝 を 先と して、 田 上の 供御 瀨を 渡しつ、、 石山 

通りに 攻 上る。 今 井の 四郎兼 平、 五 百餘騎 にて、 國分 寺の ffi 沙門 堂に 陣を 取りた， 9 


ける が、 出合 ひ 防ぎ 戰 ひけり。 方 等三郞 先生 義弘、 爱 にして 討 たれぬ • 三 萬 餘騎の 

兵、 雲霞の如くに 重な b ければ、 何とも 防ぎ 難 か b ける 上に、 宇治の 手旣に 破れ、 軍 

兵 都へ 亂れ 入る と 聞え ければ、 兼 平 心 弱く 覺 えて、 木 曾 殿 は、 北 國へぞ 赴き 給 ふらん 

と 思 ひければ、 湖の 西の 渚 を、 三百 餘騎 にて 北へ 向けて 步み 行く  • 義仲 は、 關山 .關 

寺 打 過ぎて、 南 を 措して 行く 程に、 粟津の 濱 にて 行 逢 ひぬ。 木 曾い ひける は、 都に て、 

いかにもな るべ かりつ るに、 今一 度 互に 逢 ひ 見ん とて、 多くの 敵に 後 を 見せ、 是迄來 

れり とて、 涙ぐみけ.^。 今 井 も、 勢 多に ていかに もなる ベう 候 ひつれ ども、 御行 方 

覺東 なく 侍りて、 是迄 遁れ參 りたり と 申しけ り • 義 仲-兼 平 馬 を 打 並べて 宣 ひける 

は、 川原の 合戦に、 高 梨. 仁 科. 根 井 も 討 たれぬ。 身 も 旣に疵 を 蒙り、 心 疲れ カ遨 きて、 

進 返 步みを 失 ふ • 敵の 爲に 得らる、 事、 名將の 恥な り。 軍 破れ 自害す る は、 猛將の 

法な りと 申しければ、 兼 平 申しけ る は、 勇士 は 食せ ざれ ども 飢えす、 疵を 蒙りても 屈 

せす。 軍將 は、 難 を 逃れて 勝つ 事 を 求む。 死 を 去って 恥 を 決す。 就中 平氏 西 海に あ 

b 、軍將 北 州に 入り 給 は い、 天下 三つに 分れて、 海 內發亂 せんか。 先 づ^いで 越 前の 

粟津 合戦の 事  M 
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圃府迄 遊れ 給へ。 兼 平 愛に て 敵 を 相 防ぐ？ しとい ひて 旗を揚 ぐ。 義 仲が 隨兵 共、 多 

く は 北 國の輩 なれば、 北 を 指して 落ちけ るが、 旗の 足 を 見て、 五十 騎卅騎 、愛 彼より 

馳 集まる。 勢 多よ b 落來る 者、 廿 騎卅騎 集まり 加 はりければ、 四 五 百騎に 及ぶ。 兼 

平 力 を 得、 左右 を 顧みて 曰く、 各 恩 を 報じて 命 を 捨てん 事、 此時 にあり • 防ぎ 矢 射て、 

延し 奉らん と 申しければ、 五 百 餘騎の 輩、 心 を 一 つに して、 西の 山 を 後に 當て、 東の 

濱を 前に 得て、 馬の足 を輕 うして、 矢喾を 取りけ る 程に、 武 石の 三 郞胤盛 • 猪 俣 金平 

六範綱 等を始 として 七 百 餘騎、 攻め 來 りて 鬨の聲 を發 す。 兼 平 以下の 軍士 又 聲を合 

す。 木曾宣 ひける は、 是等は 源氏の 郎等 共な..^。 我と 思 はん 若き 者 共、 駆 出で て 追 

散らせと 下知し 給 ひければ、 二 河の 次郞賴 重と いふ 者、 卅餘騎 にて 鞭 を 打って、 敵の 

中へ 割 入りて、 兩方 互に 亂れ 合うて 相戰 ふ。 範綱已 下の 輩 も 勢 を 押 包み、 中に 取 籠 

めて ければ、 賴 重を始 として、 洩らさ や 皆 討 取りに け， 5。 其 後 甲斐 源氏に 一條の 次 

郞 忠賴. 板 垣 三郞兼 信、 七 千餘騎 にて 先陣に 進み、 粟津が 鑌に打 出で たり。 木 曾、 赤地 

の 錦の 直垂 に、 薄 金と いふ 鎧 着て、 射殘 したる もり 田 鳥 尾の 矢 負 ひて、 步 ませ 出して 


名乘 りけ る は、 淸和 帝に 十代の 後胤、 六條の 判官 爲義に は 孫、 帶刀 先生 義賢、 次男 木 

曾 左 馬の 頭 兼 伊豫 守、 今 は 朝日 將軍 源の 義仲、 生年 卅七。 甲斐の 一 條 i 見る に 僻事 

か。 雜 人の 手に 憑 けんより、 組め や 組めと て、 鹩を 並べて らうし やうた b。 一條の 

次 郞忠賴 も、 同じ 流れの 源に、^ 豫の守 賴義の 三男 • 新羅の 三郞義 光が 孫、 武 田の 太 

郞 信義が 次男に、 一 條の次 郎忠賴 、同じぐ 三郞兼 信、 兄弟 二人と ぶ乘 つて 進み出で つ 

つ、 木 曾と 一 條と • 魚鱗 鶴 翼の 戰をぞ 並べた る。 一 條忠賴 は、 鶴 翼に 陣を 張り、 小勢 

を 中に 取 籠 めんと ぞ構 へたる。 木曾義 仲に 、魚鱗に 陣を 立てたり けれ。 一條 • 板 垣 

は、 甲斐 源氏、 木 曾 義仲は 信 濃 源氏な り. 共に 淸 和の 苗裔、 同じく 多 田の 後胤な 

一 門 弓箭 を 合せ、 同姓 勝負 を决 せんとす。 義仲 魚鱗の 構に て 五 百 餘騎、 鑣を 並べ て 

颯と 駆 入れ たれば、 忠頼鶴 翼の 支度に て、 大勢の 中に 小勢 を取卷 き、 馳せ 合せ 馳せ返 

し戰 ひたり。 義仲 は、 今 を 限りの 軍な り。 いつまで 命を惜 むべき。 一 條 の次郞 よ. き 

敵ぞ。 餘 すな 者 共と て、 駔 破って 出で、 呼ばって は 入り、 五六 度 迄 戰ひ拔 けて 出で た 

れば、 二百 餘骑は 討 たれに けり。 次に 同じき 甲斐 源氏に、 武 田の 太郞 信義. 加々 見の 

粟^ 合 戰の事 
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次 郞遠光 兄弟 二人、 大將 軍に て 二 千 餘騎、 木 曾 を 中に 取 籠め て、 散々 に戰 ひ、 駆 入 6. 龊 

出で、 四 廻り 五 廻り 戰 ひて、 先へ 拔 けて 見れば、 八十 餘騎 は對 たれけ.^ 次に 同じき 

國 源氏、 逸兒 の四郞 有義. 伊澤の 五郎 信 光 兄弟 二人、 從 弟に 小 笠 原の 小 次 郞長淸 三人、 

大將 軍に て 三千 餘騎、 木 曾 を 中に 取 籠め て戰 ひ、 追 入れ 追 出し、 一 時戰 ひて 駔拔 けて 

見れば、 五十 餘騎は 討 たれに け. o。 次に 武藏 の國の 住人、 稻 毛の 三 郎重成 .榛 谷の 四 

郞重朝 兄弟 二人、 大將 として 二 千 餘騎、 木 曾 を 中に 取 籠め て、 餘 すなと て 散々 に戰ふ • 

蛛手 十文字に 駆 破って、 拔 けて 見 たれば、 五十 餘騎は 討 たれに け，^ 次に 下 總の國 

の 住人、 千 葉の 介經胤 大將軍 三千 餘騎、 木 曾 を 中に 取 籠め て、 遁 すな 者 共と て、 隙間な 

くこ そ戰 ひたれ。 思 切りた る 木 曾 なれば、 命も惜 まや 振舞 ひけり。 散々 に龃 破って、 

後へ 通って 見 たれば、 七十 餘 騎は對 たれて、 僅に 廿餘 騎にぞ なりに ける。 次に 大將 

軍 蒲の 冠者 範賴七 千餘騎 にて、 木 曾 を 中に 取 籠め て、 まし ぐらに こそ 戰 ひたれ。 木 

曾 は、 此 大勢 を 追 つ つ 返し つ、 粱津が 原より 打 出の 濱迄、 引退き，， （^こそ へ たれ。 

廿餘騎 と は 見えし かど、 落ちぬ 討 たれぬ する 程に、 主 從五騎 になり た. o ける が、 ©鎮 


多 胡 家 包 

^捕らろ 


の國の 住人 手 塚の 太郎討 たれければ、 手 塚 別當も 落ちに けり。 上野の 國の 住人 多 胡 

の 次郞家 包と 名乘 りて 打 出で ければ、 大勢の 中 を 打 廻り、 我と 思 はん 人々 は、 家 包 討 

取りて、 勳 功の 賞に 預かれ やとい ひて、 散々 に 切 廻りけ り。 縑倉殿 • 兵 共に 相 觸れら 

れ ける は、 多 胡の 次郞家 包、 木 曾に 付いて ある なれば、 相 構へ て 生 捕りて 參ら せよ と、 

仰 含められ たる 事 なれば、 家 包 大に狂 ひ 廻り 切 廻り けれども、 軍兵 疵を つけ じと、 射 

もせす 切，^ もせす、 手 を廣げ て、 取らん） （^としけ る こそ. ゆ、 しき 大事な り けれ。 

兵の 中より 申しけ る は、 家 包 甲 を脫ぎ 太刀 を 納めて 降 人に 参れ。 助けん。 木 曾 殿 も 

今 は 主 從三騎 なり • 和 君 一 人命 を 捨てたり とも、 木 曾 殿の、 軍に 滕ち袷 ふ べし や。 

只 降 人に 叁れ とい ひければ、 家 包 申しけ る は、 弓矢 取る 身 は、 主 は 二人 持た-や。 軍の 

習、 討死 は 期す る處 な， 5。 命 惜み降 人に なって、 斯く いふ 人々 に 面 を 合すべし や。 

正な しく。 敎訓も 事に 依るべし。 それよりも 唯 寄せ 合せ、 組んで 討 取り 給へ や 殿 

原と て、 切 廻り けれども、 大勢 婭を 傾けて 押 寄せ、 終に 生 捕. o にけ り。 W 木 曾 殿、 心 

は猛ぐ 思へ ども、 運の 極めの 悲し さは、 主從ー 一騎に なりに けり。 況して 中 有の 旅の 
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签、 一人 行くなる 道 なれば、 思 ひやる こそ 哀れ なれ • 木 曾 殿鏺踏 張り 弓 杖つ きて、 今 

井-! 宣 ひける は、 日頃 は 可と 思 はぬ 鎧が、 今 は 重く 覺 ゆるな りと 宣 へ ば、 ^平、 何侬 

さる 事 寺るべき • 日來 にかね もま さらす、 ベち に 重き 物 も 付けす、 御年卅 七、 御身 

なり。 眛 方に 勢なければ、 臆し 給 ふに や。 兼 平 一人 をば、 世の 者 千 騎萬騎 とも 思 召 

し險 べし。 終 二死すべき 物故、 わるびれ 見え 給 ふな。 あの 向の 岡に 見 ゆる 一村の 

崧の 下に 立 寄り 給 ひて、 心靜 に念佛 申して 御 自害 候 へ。 去 程 は 防ぎ 矢 仕りて、 や 力 

て 御供 申すべし。 あの 菘の 下へ は、 廻らば 三 町、 すぐに は 一町に はよ も 過ぎ 侍ら じ 

急ぎ 給へ と、 泣々 涙 を 押 へ ロ說 きければ、 木 曾 は 名 殘を惜 みつ、、 都に ていかに もな 

る ベ か りつれ ども、 是 まで 落ち 來 つる は、 汝と 一 所に て 死なん となり。 何まで も 同 

じ 枕に 討死 せんと 思 ふなり と宣 へば、 今 井、 いかに 斯 くは宣 ふぞ。 君 自害し 給 は 、 

兼 平卽ち 討死な，^ 是を こそ 一 所に て 死ぬ ると は 申せ。 兵の 剛 なると 申す は、 最後 

の 死 を 申すな， 9。 さすが 大將 軍の 宣旨を 蒙る 程の 人、 雜 人の 中に 打 伏せられて、 首 

を K ら れん 事 心 憂 かるべし。 疾々 落ち 給へ て、 御 自害 ある べしと 職め ければ、 木 曾 


仲 
戰 
死 


誠にと 思 ひ、 向の 菘を 指して 馳 行きけ，^ 今 井 は 木 曾 を 先立て ゝ、 引返し 命 も 

惜 ます 戰 ひけり。 木 曾 は 今 井 を 振 捨て、 繩 手に 任せて 步 ませ 行く。 頃 は元曆 元年 正 

月廿 一 日の 事 なれば、 峯の 白雪 深 く J -て、 谷の 氷 も 解け ざ b けり。 向の 岡へ 筋 違に 

心 ざす。 つら ゝ 結べる 田 を橫に 打つ 程に、 深 田に 馬 を馳せ 入れて、 打て どもく 行 

かざりけり。 馬 も 弱り 主 も 疲れたり ければ、 兎角 すれ ども 甲斐 ぞ なき. 木 曾 は 今 井 

や 續<  と 思 ひつ ゝ、 後へ 見返りたり ける を、 相模の 住人 石 田の 小 次 郎爲久 が、 よつ 引 

いて 放つ 矢に、 內甲を 射させて、 額 を 馬の 頭に 當 て、、 俯伏に 伏しに けり。 爲 久が郎 

等 一 一人 馬よ b 飛んで 下り、 深 田に 入りて 木 曾 を 引落し、 やがて 首をぞ 取りて ける • 

今 井是を 見て、 今ぞ 最後の 命なる。 急ぎ 御供に 參 らんと て、 進み出で て 申しけ る は、 

0 頃 は 音に も 聞く らん、 今 は 目に も 見よ。 信 濃の 國の 住人 中 三 權の頭 兼 遠が 男、 

朝日 將 軍の 御 乳 人 子、 今 井の 四郞兼 平な り。 生年 卅三。 縑倉殿 迄 も 知 召した る 兼 平 

ぞ。 首 取って 見參に 入れよ やとて、 數百騎 の 中に 駆 入. o て、 散々 に戰 ひけれ ども、 大 

力の 剛の者な りければ、 寄って 組む 者な し。 只 開いて 遠矢に の みぞ 射け る。 され ど 
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も^よければ 裏 か 、や、 あきま を 射ねば 手 も 負 はや、 兼 平 は、 菔に殘 る 八 筋の 矢に て、 

敵 A 騎射 落しけ る。 太刀 を拔 いて 申しけ る は、 日本一 の 剛の者、 主の 御供に 自害す 

る。 見習へ や 東 八 ケ國の 殿原と て、 ± 刀の 切 先口に 銜へ、 馬より 倒に 落ち 賞き てぞ 

死に、 ける。 兼 平 自害して 後 は、 粟津の 軍 もなかり けり。 樋 口の 次 郞兼光 は、 十郞 

藏人行 家 を 追討の 爲に、 五 百餘騎 にて 河 內の國 へ 下りた、 りけ るが、 行 家 をば 討 洩ら 

して、 兼 光、 女 共生 捕に して、 京へ 上.^ ける 程に、 淀の 大渡 にて、 木 曾 殿 旣に討 たれ 

i? ひぬ と 開きて、 生 捕 をば 追放して、 兵 共に いひけ る は、 木 曾 殿、 早 討 たれ 給 ひに け 

り。 御 內には 今 井. 樋 口と て、 一二の 者な り。 終に 遁 るべき 身に あらや、 我 身 は 京に 

上って 討死す ベ きなり。 命 も 惜しく 故 鄕も戀 しからん 人々 は、 是 よ，^ 落つ ベ しとい 

ひければ、 五 百 餘騎の 兵 共、 木 曾 殿 さやう に 討 たれ 給 ひける 上 は、 誰が 爲に命 を も 

捨っ べきと て、 思々 に 落 失せて、 僅に 五十 餘騎 にて 上りけ るが、 鳥 羽 殿の 秋の 山の 程 

にて 見ければ、 卅骑に は 過ぎ ざり けり。 作 道. 四つ 塚. 東 寺の 門へ 歩ませ 行く。 樋 口 

の 次郎、 京 へ 入る と 聞え ければ、 九 郎義經 の 郎等 共、 七條を 西へ、 朱 雀 大宫を 下り、 


作 道へ 馳せ向 ふ。 信 濃の 國の 住人 茅 野の 太夫 光家が 子 茅 野の 太郎 光弘と いふ 者 は、 

樋 口の 次郞兼 光が 甥な，^ 木 曾殿誅 罰の 爲に、 東國 よ.^ 討 手 上る と 聞きて、 山道よ 

b 只 一騎 上りけ るが、 今 H 都に 着きて 聞けば、 木 曾 殿 は、 旣に. 討 たれぬ。 樋 口 今日 京 

へ 入る と 聞きて、 急ぎ 四 つ 塚の 邊へ 馳 向って、 兼 光が 勢に 打 具して 戰 ひけり。 い つ 

迄 助かる べきに はな けれども、 親しき 中 こそ 哀れ なれ。 光廣 矢先に 塞がって、 散々 

に 戰ふ處 に、 筑 前の 國の 住人 原の 十郞高 綱と 名乘 つて 駆 出で たり。 光弘 申しけ る 

は、 何れの 十郞 にても あれ、 敵 をば 嫌 ふま じと て、 間近き 程に 攻寄， o て、 太刀 を拔ぃ 

て戰 ひける が、 茅 野の 太郞が 手に 懸り、 原の 十郞討 たれに け， o 光弘が 父. 上の. 宮の茅 

野の 太夫 光家. 光弘が 弟 茅 野の 七郞 光重 も、 兄弟 鼻 を 並べて 戰 ひける が、 敵 四 人 切 殺 

して、 我 身 も 討死して ぞ 失せに ける。 a 玉黨 H 扇の 旗 差して、 百 餘騎の 勢に て 出來れ 

り。 樋 口 を 中に 卷籠 めて、 軍 をば せす 申しけ る は、 や あ 樋 口 殿軍 を 止め 袷へ。 和 殿 計 

り は 助け 奉らん。 廣き 中に 入 b て聱 になる は、 斯樣の 時の 料なら。 詮なし-^ と 

て、 心なら や 取 籠め て、 具して 京 へ 上り、 箪將義 經に斯 くと 申しければ、 奏閬 して こ 
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そ 助けめ とて、 院の 御所に 引いて 參り、 此旨 申入れ ければ、 今日は 切られ ざり けり。 

木 曾 首 渡さる ゝ事 

同じき 正月 廿 四日に、 伊豫の 守義 仲が 首 大路 を 渡さる • 法皇 は 御 車 を六條 東の 洞院 

に 立て 御覽 せらる。 九 郎義經 、六條 川原に て撿 非違 使の 手に 渡す。 撿 非違 使 是を受 

取って、 東の 洞院を 北へ 渡して、 左の 獄門に 梟 けらる。 其 首 四つ、 伊豫の 守義仲 郎等 

に、 信 濃の 國の 住人 高 梨の 六郞忠 直. 极 井の 四郞行 親. 今 井の 四郎兼 平な り。 此 三人 

は、 四天王に 數 へられて、 一 二の 者な りければ、 義 仲と 同じく 梟 けられたり。 何者が 

仕業に か、 獄門の 木の下に、 札 を 書きて 立てたり ける は、 

信 濃なる 木 曾の 御料に 汗 懸けて 只  一 口に 九 郞義經 

伊豫の 守の 首、 劎に 賞き て、 赤 布 を 切って、 賊首 源の 義 仲と 銘を 書きて、 舊に 付けた 

り。 義仲 左右の 眉の 上に 疵を 蒙りた れば、 粉米 をぞ 塗りたり ける。 次に 降 人中 原 兼 

光 、くや こんの 水 千、 葛 袴の 練 色 絹に、 引 立 烏帽子 を 着す。 步跣 にて 渡しけ り。 法皇 


中原^ 光 

切らる 


御 車の 先にして、 召 止められて 御覧め. り。 上下 市 をな して 見物す。 兼 光 死 を 遁れて 

降 人と な り、 大路 を 渡され 面 を 曝す。 其 心 勇士に は あら ざり け，？ A.1 、皆 人 恥し め 合 

へりけ り。 度々 の 合戦に 功 ありし かば、 其 名 を 得た る 兵な， 9 しに、 今人の 嘲 を 招き 

ける も、 然る べき 運の 極と 覺 えた. されば 兒玉黨 が 歎き 申す に 依って、 義經 奏聞 

せられければ、 死罪 を 許し 大路 を 渡し、 禁獄せられ たりけ る を、 院の 御所 法 住 寺 殿の 

軍の 時、 然る べき 上臈. 女房 達 杯 を 捕へ て、 衣裳 を剝 取り 裸になして、 五六 日 取 籠め 

奉り、 恥 を 見せ 奉りた b ける 故に、 彼の 女房 達、 口惜しき 事に 思 召して、 傍の 女房 達 

を 相 語ら ひ、 兼 光男 を 生 置かせ 給 は 、尼に ならん 御所 を 出 でん、 淀川. 桂 川に 身を投 

げんな ど、 樣々 に訴へ 申させ 給 ひければ、 法皇 も 力 及ばせ 給 はす、 公卿 愈議 ありて、 

女房の 訴訟 も默し 難し、 兼 光 は 木 曾が 四天王の 隨 一 なれば、 死罪 を 許さる、 事、 虎 養 

の 恐 あ. 9 と、 殊に 沙汰 あ り て、 明くる 廿五： n に獄舍 より 取 出して、 五條 西の 朱 雀に 引 

出されて 切られけ り。 
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一 の 谷 城 構の 事 

平家 は、 播 磨の 國室 山. 備 中の 水 島 1 一 ケ 度の 合戦に 打 勝って ぞ、 會稽の 恥 をば 淸 めけ 

る。 か 、りければ 山陽 道 A ケ國. 東海道 六ケ國 都合 十四 ケ國の 住人 等、 悉くに 靡きて、 

軍兵 十萬餘 人に 及べり。 木 曾 討 たれぬ と 聞きければ、 平家の 人々 は、 讃岐の 國屋島 

をば 漕ぎ出して、 攝律 國と播 磨との 境、 難波潟 一 の 谷に 籠りけ る * 去ぬ る 正月より、 

是 よき 所な りと て 城郭 を 構へ たり。 東 は 生 田の 森 を 大手の 城戶 口と し、 西 は 一 の 谷 

を城戶 口と す。 其 中 三 里 は、 須 磨の 板 宿. 福 原. 兵 庫. 明 石. 高 砂、 隙な く續 きたり。 北 

は 山の 麓 南 は 海の 汀、 人馬 隙 ありと 見えす、 陸に は 愛 彼に 掘 を 掘 b  、逆茂木 を 引き、 

一 一重 三重に 櫓 を かき、 垣 楣を構 へ た. 9。 海上に は 數萬艘 の 舟 を 俘め て、 浦々 島々 に 


みちく 

滿々 たり。 一の 谷と いふ 所 は、 ロは狹 くして 奧廣 し。 南 は 巨 海漫々 として 波繁 く、 

北 は 深山 蛾々 として 岸 高し。 屏風 を 立てた るが 如く なれば、 馬 も 人 も 通. る べき やう 

なし。 誠に ゆ、 しき 城郭な，^。 海に は 兵船 數萬艘 を 浮めて、 算を 散らせる が 如く、 

陸に は 赤旗 立 並べて 其の 數を 知らす。 寿 風に 吹かれて 天に 飜る は、 猛火の 燃え 上る 

に 似たり。 誠に 夥しと もい ふ 計りな し • 縱ひ敵 寄せたり とも、 免 かれ 出づ べき やう 

見えす。 平家 年來の 伺候の 人、 伊賀. 伊 熱近國 に死殘 5 たる 輩、 北陸-南海より 拔け 

拔 けに 來り附 きければ， 山陽. 山陰-四 國. 九國 に、 宗と聞 ゆ る 者 共 は い ふに 及ば や、 阿 

波の 民 部の 大輔成 良が ロ狀を 以て、 安藝の 守 某 盛の 息 男 左^の 頭 行 盛 執筆して、 交 

名 記して 催されたり。 先づ播 磨の 國に は津 田の 四郞高 基、 美 作に は 江 見の 入逍 ふ お 

田權の 頭、 備 前に は 難 波の 次郞經 遠. 同じく 三郞經 房、 備 中には 石賀の 入道. 多 治 部 太 

郎. 新 見の けいし、 備 後の 國に はお 賀の 入道、 伯 耆の國 に は 小鴨の 介 基康. 村 尾 海、 和 

泉の 國に は鹽 谷の 太夫 • 多 久 七郎. 朝 山の 記 次 .橫 田 兵衞維 行. 福 田 押 領使、 安藝の 國 

に は 源の 五郎 兵 衞朝房 • 周 防の 國には 石國の 源太雜 道. 野 介 太郞有 潮. 周 防の 介 高 綱、 
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石 見の 國には 安 主 太夫 .橫 川の 郡 司、 長 門の 國には 郡 東司秀 平. 郡 西 太夫 良 近. 厚東 入 

道 武道、 鎭 西に は崧 浦の 太郞高 俊. 郡 司權の 頭眞平 • 佐 伯の 三 郞維康 • 坂の 三 郞維 良. 

山 鹿の 兵 藤 次秀遠 • 坂 井兵衞 胤 遠な り。 伊豫の 國には 河 野の 四郞 通信が 伴 類の 外 

は、 弓矢に 携 はる 宗徒の 輩、 大略 參 りければ、 其 次々 の 者. 共 も 必ゃ志 はな か， o, けれど 

も、 人並に 出立ち て、 洩る、 者 はな か， o けれ • 

能 登の 守 所々 高名の 事 

四 國. 九國の 輩、 我 もくと 參り ける 中に、 讃 岐の國 の在廳 等、 平家 を 背きて 源氏に 

心 を 通じ、 舟 卅餘艘 に、 二 千 餘騎乘 連れて、 都へ 上りけ るが、 抑 源氏へ 參 るに、 いかで 

か 平家に 一 矢 射 やして は 通る べきと て、 門 脇 中 納言敎 盛の、 備 中の 國 下道の 郡に、 五 

百餘騎 にて 在し ましけ る 處へ押 寄せて、 鬨を 作， o 懸けたり。 敎 盛事と もし 給 はす、 

昨日 迄 は 平家に 奉公して、 馬の 草刈り 水 吸み し 奴 原な り • 今 當家を 背き « 氏に 心 を 

交す 條 奇怪な り。 一 々に 射殺せ やとて、 子息に 越 前の 三位 通 盛 • 能 登の 守敎 經大將 


軍に て. 舟 十 s: 艘に 乗りて、 押 向うて 散々 に 防ぎ 戰ひ給 ひければ • 在 廳等追 散らされ 

て、 はかぐ しき 矢 一 も 射す、 おきが か. o に 淡 路の國 福 良と いふ 所に 着く  *淡咨 の國 

に、 淡路 冠者 • 掃 部 冠者と て 二人 あり • 故 六條の 判官 爲義が 孫 共な り。 淡路 冠者 は 

爲義が 四 男、 左衞 ra の尉賴 賢が 子。 掃 部 冠者 は 同じく 五男. 掃 部の 介賴 仲が 子な り * 

兵 衞の佐 殿に は、 共に 從 弟な， 9。 當國の 住人 等、 此兩 人が 下知に 隨 ひければ， 讃岐 

の國 の在廳 も、 同じく 彼に 靡き 付きけ り。 通 盛. 敎經是 を 聞き、 淡 路の國 へ 押 渡え 

1 日 一 夜攻め 戰 ひける 程に、 淡路 冠者 • 掃 部 冠者 共に 討 たれぬ。 大將軍 一 一人 討 たれ 

しかば、 殘る 輩、 爱 彼に 追 詰められて、 一 々に 切 殺され 射殺さる • 能 登の 守 は、 百卅 

一 一人が 首 を 取って 、姓名 書 添 へ、 福 原へ 參ら する • 門 脇の 中納言 は、 下道の 郡より、 

福 原へ 歸り給 ふ。 通 盛. 敎經 二人 は、 伊豫の 國の 住人 河 野の 四郞 通信 を 攻めん とて. 

二手に 分けて 四國へ 渡る。 越 前の 三位 は、 阿波の 國北郡 花 圓に« き 給 ふ。 能 登の 守 

は、 讃岐 の國屋 島の 御 峪にぞ 着き 給 ふ。 河 野の 四 郞此事 を 聞き、 安藝の 國奴 田の 太 

郞は、 源氏に 志 あ り。 一 になり て 軍 せん i 思 ひて、 奴 田 尻へ 渡， o ける が、 今：：： は備後 

能 登の 守 所々 高名の 事  1ュ さ 一 
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の簑 島に 懸 つて、 翌日 は S 島 を潸ぎ 出して、 奴 田 尻に 若く- 能 登の 守是を 聞き、 -奴 

田の 城に 押 寄せて、 一 日 一 夜攻戰 ふ。 奴 田の 太郎矢 糚射盡 して、 叶 はじと や 思 ひけ 

ん、 鎧 脫ぎ弓 を はづ して 降 人に 參. りけ り。 河 野が 郎等 皆 討 たれて、 主 從七騎 になり、 

細^ を濱へ 向けて 落ちけ る を， 能 登の 守の， 郎等に、 平 入爲員 とい ふ 者、 引 詰め- 

射け る 矢に、 六 騎射 落されて、 二人 は卽ち 死す。 四 人 は 半死半生な り。 河 野に、 ロ惜 

しき 事な， o。 散 一 人に、 六騎迄 射殺されて、 我 一 人生き たらば、 何の 甲斐 かに ある ベ 

きと 思 ひ 切って、 太刀 を 額に 當 て、、 手 負の 上 を 飛越え く 打 憑る。 平 入、 爲員 を： 

取って 小舟に 乘. り、 伊豫の 國へぞ S りに ける。 能 登の 守 は、 河 野 をば 討 洩らし たれ 

ども、 大將 軍お 田の 太 郞を生 捕って、 福 原も覺 束な しとて 歸られ けり。 淡 路の國 の 

住人に、 安摩の 六 郎忠景 、源氏に 志あって、 淡路の 冠者. 掃 部の 冠者に 同意した 、o け 

れ ども、 兩人討 たれければ、 忠景 忍びて 五十 餘騎 にて 、兵船 六 七 艘に乘 つて、 都へ 上 

ると 聞え ければ、 能 登の 守 百 五十 骑に て、 十一 一艘に 漕ぎ 連れて 追 ひける が、 西の 宫の 

沖に て 追 詰め、 前 を 切って 散々 に 射る" 安摩の 六郎河 尻へ に 入ら やして、 紀 伊の 路 


を 指して 落 行きけ り。 紀 伊の 國の 住人 圓 部の 兵 衞忠康 も、 源氏に 志め りけ るが、 淡 

路の 安摩の 六郞、 能 登 殿に 追 返されて、 和 泉の 谫吹 井谷 川と いふ 所に 若き たりと Si 

きて、 其 勢百騎 計. o にて、 和 泉の 國へ打 越えて、 安摩の 六郎と 一 になって 上洛す。 能 

登の 守是を 聞きて 押 寄せ、 散々 に追拂 ひ、 安摩 部 雨 人 は、 叶 はじと や 思 ひけん、 都 

を 指して 逃 上る • 殘る者 共卅六 人が 首を切り、 姓名 を 記して 福 原へ 參ら する • 伊豫 

の國河 野の 四郞. 豊 後の 國緖 方の. 三郞. 海 田 兵 衞宗親 • 臼杵の 次郞維 高等が 一 になつ 

て、 備 前の 國今 木の 城に 籠る。 能 登の 守 三千 餘騎 にて 押 寄せて、 一 曰 一 夜戦 ひ、 今 木 

の 城 を 追 落す。 お 方. 臼许 は豊 後へ 潸戾 す。 河 野 は 伊豫へ 渡しに けり。 能 登の 守 は、 

今 井の 城 を 追 落して、 福 原へ 歸り給 ふ。 能 登 殿 所々 の 高名 • 大臣 殿 感 仰せられ けり • 

誠に ゅゝし ぐぞ 見えし。 平家 は 浦々 島々 にて、 朝 タの軍 立に、 過ぎ行く 月日 も 忘れ 

て、 憂 かりし 春に も 廻， o 合 ふ。 世が 世に てあら まし かば、 故 禪門相 國の遠 忌 を迎へ 

て、 兼て 堂塔 を も 起立し、 佛經を も 用意して、 後世 菩提 を 弔 はるべ けれども、 斯る亂 

れの 世の中 なれば、 そ も 叶 はすして、 只 男女の 人々 差 集 ひて は、 泣き 給 へ る 計りな り • 

能 登の 守 所々 高名の 事  ii 
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維 盛の 住 吉詣并 明神垂 跡の 事 

權の介 三位の 中將 は、 月日の 過ぐ る 嫿 に、 明けても 暮れても 故鄕 のみ 覺柬 なくて、 軍 

の 事 も 心に 入れ 給 はす。 弟の 新 三位の 中將を 招き 具し 奉りて、 深く 身を鎏 し、 住吉 

の 社 へ參 b 給 ひつ 、、 一 夜の 通夜 をぞ 申されけ る。 祈誓 は、 今 一 度 都へ 歸.^ 、再び 妻 

子 見せしめ 給へ となり。 抑此明 神と 申す は、 本は是 高貴 德 王の 變身 として、 名を佛 

敎に顯 はし、 今は卽 ちえいて つ S 主の しう ゑと して、 化 を 神州に 蒙らし め 給へ り。 

本 地の 悲願 垂 跡の 化導 を 仰ぎ奉. り、 御 祈念 ある ぞ 哀れなる。 明け ぬれば 住の 江 殿の 

釣 殿に 在し まして、 つくぐ とう そぶ きて、 彼住吉 の姬 君、 昔 誰が 崧 風の 絶えす 吹く 

らんと て、 琴搔 ならし 給 ひける を 思 ひ 出して、 無常の 句 をぞ頌 せられけ る • 山に 入 

,9 市に 交りても、 遨れ 難き は 無常の 使、 關 固め 兵 を 集めても、 防ぎ 難き は 生死の 敵、 

漢の 高祖、 三尺の 劎を 提げし 獄卒の 猛 きをば 征 せす、 張 良 一 卷の 書に 携は りし も、 ゑ 

ん 王の 攻には 靡きけ り。 名利 身 を 助 くれ ども、 野原の 末に 棄 てられて、 雨露 は 屍 を 


濕 せり。 恩愛 心を惱 ませ ども、 中 有の 旅に 出で ぬれば、 黑葉 魂に 隨 ふと， 口に は 誦し 

給へ ども、 心 は 都に 通 ひけり。 

忠度 名所々々 を 見る 附難 波の 浦賤の 夫婦の 事 

薩摩の守 忠度 は、 源氏 も 未だ 寄せ ざり ければ、 よき 隙と 覺 して、 攝津 の國の 名に しあ 

ふ、 名所々々 を 廻り 見 給 ふ。 山に は 王 坂 山. 有 馬 山. 待 兼 山 を も 見 給^け り。 河に は 

玉 川 • 三 島. いな 川. あくた 川と かや。 江に は 三 島 江. 住の 江 • 堀江. 玉 江. 難 波 江、 浦に は 

須 磨の 浦. 長 井の浦 ふ たは この 浦、 野に はいな 野. こや 野と かや。 森に は 生 田の 森- 

て くらの 森、  瀧に  は 布引の 瀧、  關 には須 磨の 關、 橋に は 長柄の 橋、 島に は砥 島.  豊島も 

みの ゝ島、 里に は 長 井の 里 • 玉 川の 里、 爰に 移り 彼に 渡って 見 給 ふ 中に も、 難 波の 浦 

こそ、 古の 事 思 ひ 出しつ ゝ 哀れ なれ。 村 上 天皇の 御宇、 天 暦の 頃と かや。 此 浦に 或 

人 夫婦 相 住む。 さしもの 賤の女な り けれども、 妻 は 情 ある 女に て、 生死 無常 を 恐れ、 

慈悲心に 深く して、 乞食 貧 人に 物 を 施し、 夫 は 邪慳 放逸に して、 更に 憐れみの 思な し。 

忠度 名所々々^ 見る 附難 波の 浦賤の 夫婦の 事  S 
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我 貧 は、 汝が寶 を 費す 故な りと 、大に 之 を 怒. り けれども、 女 是を用 ひすして、 隱れ忍 

びて 與 へければ、 夫 今 は 制す るに 及ばす とて、 永ぐ 其 妻 を 去り \ しけり。 女 はいみ じ 

き 心 ありければ、 諸 天の 加護 を 蒙りて、 卽ち國 生の 妻室と なりぬ。 男 は 其後佛 神に 

や 捨てられたり けん、 貧しぐな つて、 すべき 方の なかり ければ、 日々 に 難 波 掘 江に 行 

きて、 荤を 刈. o て 世 を 過ぎけ り。 此女 輿に 乘 つて 道 を 過ぎけ る 時、 元の 夫 は 萆を刈 

りて 立ちたり。 女. 輿の 中に て是を 見て、 最 哀れに 無 慙に思 ひ、 彼 男 を 召 寄せて、 いか 

に汝、 我 を 捨て ぬれ 共、 斯く こそ は あれと いひければ、 男^りな く 恥 かしく 思 ひて、 

君なくて 葦刈り け り と 思 ふに もい と  > 難 波 の 浦ぞ住 憂き 

女の 返事に は、 

荤 刈ら じと てこ そ 人 はわ かれしが 何 か 難 波の 浦 は 住 憂き 

と 詠みた， ^ければ、 男卽ち 消え入りに ける となん。 彼の 夫婦の 住みけ る 所と て、 里 

人の；^ へけ る を 見 給 へ ば、 今 は 家の 跡 だに も 見えす、 ひたすら B7-i こそな， りに け. f。 

物 思 ふ 所 なれば、 思 ひ 知られて 哀れな り。 浦々 島々 の名听 記し 給 ひけれ。 


維 盛 北の方 歎きの 事 

三位の 中 將維盛 は、 日 重な b 年 隔たりぬ るに 從 つて、 故鄉に 止め 置きし 人々 も戀し 

く、 聞か まほし く 思 召しけ るに、 偶 商人の 便 を 得て 、北の方より 御文 あ ゎノ。 珍ら しと 

て 開き 見 給 へば、 相 構へ て迎へ 取り 給 ふ ベ し， 人知れ や 歎き 悲しむ 心の. a 、 いかで 

か 知らせ 奉るべき とまで、 せめての 事に は覺 えて 候。 只 推量， o 袷 ふべ し • 幼な き 者 

共の、 斜 ならす 戀 しがり 奉れば、 我 身 も 思に 打 添へ て、 詮方な く 思 ひ 侍れば、 永ら へ 

候べ しと も覺 えす、 生きて 物 を 思 ふ も 苦しければ、^ え も 入らな ば やと 思 へ ども、 又 

憂世に 立 廻らば、 など か 今 一 度 見 もし 見え もし 苯る 事な からん。 つれな き 心に 繋が 

れて、 今迄 は 斯くて 侍れ ども、 終に 如何なる ぺ しと も 思 分かす。 若し 昔 語 どもな. CS 

なば、 幼き 者 共が、 父に こそ 捨てられ 奉らめ。 母に さ へ 後れて、 賴む 方な き 者と なつ 

て、 誰に 育まれ 奉らん と、 蒹て思 ふ も 悲しく こそ 侍れ • さても いかに 唯 一 人 は 在し 

まし 候なる ぞ， 心苦しく こそ。 いかな らん 人 を も 相 語ら ひ 給 ひて、 旅の 御 徒然 を も 

雑 盛 北の方 歎 さの 筝  11  一^ 
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慰 さみ 給へ かし。 契 は それに しもよる べき か はと、 細やかに 書き 給 ひたりければ、 

いと 悲しく 覺 えて、 伏 沈み 給 ひける こそ 哀れ なれ。 是 をば 斯 くと も 知，^ 給 はす、 三 

位の 中將 は、 他の 大納言の 如く、 二心 あるに こそと て、 大臣 殿 も 打 解け 給 ふこと なけ 

れば、 ゆめ./^ さはな きもの をと て、 いと V 味氣 なしと て、 さらば 迎へ 取って、 一 所 

にて いかにもな らば やと、 常 は 思 立ち 紿 ひけれ ども、 我 身 こそ かく 憂から め. 人の 

爲め にいと ほしければ とて、 明し 暮らし 給 ひける ぞ、 せめての 志の 深さと 覺 ぇて哀 

九 郧義經 勢 汰の事 

九 郎義經 は、 卒家 追討の 爲に、 西國 へ 發向 すと 聞 召しければ、 義經 を院の 御所 六條殿 

ベ 召して、 我 朝に は、 神代よ b 傳 へ たる 三種の 御寶 あ， 9* 卽ち 神璽. 寶劎. 內 侍所是 な 

り • 天津 御 神の 國津 主に 傳 へて、 百王鎭 護の 神寶. 萬 民 豊饒の れいちん なり。 相 構 

へて 事故な ぐ、 都へ 返し 入れ 奉れと 仰 含められ ける。 義經畏 つて、 いと 事 易げ に、 仔 


細 や 候， へきと て罷立 たれければ， 法皇 御 嬉しげ に 思 召されけ り* 同じき 四日 卯の 刻 

に は、 源氏 旣に發 向す。 追手の 大將 軍に は、 蒲の 冠者 範賴、 相從ふ 輩に は、 武 田太郞 

信義. 稻 毛の 三郞重 成. 同じく 舍弟榛 谷の 四郞重 朝. 同じく 五郎 行 重 • 長 野の 五郎 淸 

享梶原 平 三景 時 • 子息 源 太 景季. 同じぐ 平次景 高. 同じく 三郞 景家舍 我の 太郞祐 信. 

千 葉の 介 經胤. 子息 太 郎胤正 • 小 次郞成 相 馬の 次郞師 常. 子息 國 分の 五郎 胤通. 同 

じく 六郞 胤賴. 武 石の 三郎胤 盛. 舍弟大 すかの 四郎 胤信 • 佐 貫の 四郞 太夫 廣綱. 海老 名 

の太郞 兄弟 四 人. 中 條の藤 次 家長 .兒 玉に は庄 の太郞 家長. 同じ 丄ニ 郞忠 家. 同じく 四 

郎高 家. 鹽 谷の 五郎 維廣. 小 林 次郞. 同じく 三 郞* 小 河の 五郎. 秩父 武者 四 郎行綱 • 太 田 

兵衞重 平. 廣瀨の 太郞實 氏. 太 田の 四 郞重治 • 安保の 次郞實 能. 中 村 小三郎 時經. 玉の 

井 四郎助 重. 高山の 三郞. 八 木の 次 郞. 同じく 小 次 郞. 川原の 太郞 高直. 同じく 次郞盛 

直. 小 代の 八郞行 平. 久 下の 次 郞實光 • 小 野 寺の 太 郎道綱 等 を 先 i して 五^: 餘騎、 二月 

HIH の 辰の 一 天に 郤を 立って、 播 s 路に 憑って、 典 H 攝律國 におき、 に陣を 取る。 

搦手の 大將軍 は 九 郎翁經 、相從 ふ 輩に は、^ W の 三郞義 定. 一 條の次 郎 忠賴. 逸見の @ 

九郎 義^ 勢汰 Q 事  S 
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者義淸 *武 田の 兵 衞有義 • 畠 山の 庄^ 次郞 重忠. 久 下の 權の頭 直 光 .大 内の 冠者 維義. 

齋院の 次官 親 能. 山 名の 太郞 よしの，？  土 肥の 次郞實 平. 子息 彌太郎 遠 平. 三 浦の 別當 

義 澄. 和 田の 小 太郞義 盛. 佐 原 十 郞義連 • 多 々良の 五郞義 春. 间 じく 次郞 光義. かす や 

の權の 頭重 國. 同じく 藤 太 有 季. 川 越の 太郞 重賴. 同じく 小 太郎重 房. 後藤 兵衞實 基. 

^^の 金平 六範 綱. 平の 佐 古の 太郞爲 重. 熊 谷の 次郎 直實. 子息 小 次郎直 家. 平 山 武者 

所 季重. 大川戶 の 太郞廣 行. もろ 岡の 兵 衞重經 人 i 子の 與 一 近 範. 源八廣 綱. 小川の 小 

次郎助 茂. 山 田の 太郞重 澄. 原の 三郞 きょます. 片 岡の 太郞經 治. 長 井の 小 太郞義 兼. 

筒井の 次 郎義 行. 伊勢の 三 郎義盛 .荤 名の 太郞淸 高. 達 沼 太 郎忠俊 • 同じく 六郞國 長. 

岡 部の 六 彌太忠 澄. 同じく 三郞 忠康. 渡 柳の 彌 五郎 淸忠. 江 田の 源 三 • 熊 井 太郞. 蒲 原 

の 太郞正 重. 同じく 三 郞正成 • 池 上の 次郞. 香 河の 五郎. 誠訪の 三郎. 藤澤の 六郞. 平 賀. 

の次郞 景宗. 封 戶 の 次郞. 同じく 六郎 正賴. 奥州の 佐 藤三郞 兵衞繼 信. 同じく 四 郎兵衞 

忠信. 城の 三郎. 片 岡の 八郎爲 春. 備 前の 四郞. 鈴 木の 三郞重 家. 龜 井の 六郞重 淸. 武藏 

坊辨慶 等を始 として、 一 萬餘騎 にて、 是も SS じき 四日の 寅 卯の 刻に 都 を 出で て、 丹 波 


跻に 憑って、 二日 路を 一 日に 打って、 播磨 • 丹 波. 攝津三 ケ國の 境なる 氷 上の 郡 三 草 

山の 東の 山 口、 小 野原と いふ 里に、 戌の 刻に 馳 付けて、 卽ち 愛に 陣を 取る。 徂關 東の 

評定に は、 梶原平 三 は、 侍大將 にて 九 郎義經 に付き、 土 肥の 次郞は 侍大將 にて、 蒲の 

冠 f こ，， 资 隨ふ べしと 定められた.^ ける に、 實平は 範賴を 捨て ゝ、 九郞義 經に附 き、 景 

時 は 義經を 離れて、 五 百 餘騎を 引分けて、^ の 冠者に 付きに けり • 畠 山 は、 元は 九郞 

義經に 打 具して、 宇治川 を 渡したり ける が、 京に て は、 蒲の 冠者に 伴 ひけり。 今度 一 

の 谷へ 發 向に は、 畠 山 又 範賴の 手 を 引分けて、 五 百餘騎 にて 義經に 馬し、 其 故 は、 梶 

原、 兵 衞の佐 殿の 氣色 誇， - して、 諸 國の侍 共 を 手に 握り、 我儘に i 振舞 ひければ、 景時 

に 下知 せらる、 事、 目 ざまし く 思 ひける 上、 蒲の 冠者の 軍將の やう、 九郞 御曹子に 

は、 雲泥 を 論じて 劣 b 給へ b とて、 搦手に ぞ 付きに ける。 九 郞義經 は、 是 等が 出入 を 

見 給 ひて、 梶 原が、 義 經を惡 しとて 出で たれ ども、 nm 山 又 返， り 入り たれば、 よしく 

利 もな く 損 もな し。 同じく 五 百 餘騎、 武と剛 も 同じ 事な.^。 され ども 力 はい 力で か 

ce 山に 並ぶべき なれば、 猶か へま さりと ぞ ひける。 三 草 山 は 山の 內三 里な， y 

九郧^ 锊勢汰 の *  .  B 


山 源 
對平 
陣三 
草 
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源氏 旣に 東の 山 口に 陣を 取る と 聞え ければ、^ 家 は 西の 山 口 を 固む べしと て、 大將 

軍に は、 新 三位の 中將資 盛. 左 少將有 盛. 備 中の 守師 盛、 副將 軍に は平內 兵衞淸 家. 江 

見の 太郞淸 平を始 として 七 千 餘騎、 三 草 山の 西の 山 口に 馳向 ひて 陣を 取る。 源平 互 

に 大勢に て、 三 里の 山の 中に 隔て 支 へ たり。 

義經三 草 山に 向 ふ 事 

去 程に 四日の 戌の 刻 計りに、 九 郎義經 、土 肥の 次郞を 召して、 平家 は是 より 三 里 隔て 

て、 三 草 山の 西の 山 口に、 大勢に て控 へたり。 軍 はいか V あるべき。 夜 討に やすべ 

き、 曉ゃ 寄す ベ きと 問 ひ 給 ふ。 土 肥 未だ 物 もい はざる 前に、 伊豆の 國の 住人 田 代の 

^者 信 綱と いふ 者 申しけ る は、 平家 はよ も 夜 討の 用意 は あら じ. 是 程の 大勢な り 

定めて 夜明けに ぞ軍は あらんす ると て、 馬の足 休め、 物具寬 げなん どして 休む らん。 

されば 夜 討 はよ く 候 ひぬ と存 や。 敵 は 七 千 餘騎と 聞 ゆ。 味方 は 一 萬 餘騎、 何者か あ 

る ベ き。 夜の 紛れに 押 寄せ 給 へ かしと 申されければ、 土 肥 は、 田 代 殿の 御 儀 然る ぺ 


く 候 * 實 平も斯 くこ そ存 候へ。 先 づ人を 制して 後、 人の 爲 めに 制せら る、 ともい ふ. 

1 陣 破れて、 殘黨 全から やと も 申せば、 先づ夜 討に 追 落して、 勝に 乘 るに は 如か じと 

同じければ、 元より 義經が 所存な h、 さは あれ ども 、一義 ニ義を 出して、 惣に * は、 

する は故實 なり。 さらば 疾々 急ぎ 給へ と宣 ひける。 彼 田 代の 冠者と 申す は、 俗姓 は 

後 三 條の院 第 四の 皇子の 御子、 左 皇有佐 五代の 孫と ぞ承 はる。 父爲 綱の 卿 朝恩 を 蒙 

ちて. 伊豆の 國司を 給 は hN  、任國 の 神拜に 下し 給 ひたりけ るが 、暫く 在國の 間、 ェ藤 

の 介 茂 光が 娘 を 思 ひて、 儲けた りし 子な り • ，爲 綱 は 上洛し けれども、 信 綱 は 未だ 嬰 

a の 事 なれば、 外戚の 祖父 ェ 藤の 介 夫婦 是を憐 みて "伊豆の 國 にて 養 ひ 奉る。 生年 

十 一 歲 より、 流人 兵衞の 佐の 見參に 入りて、 內外 なき 事に て 在し ましけ り* 石橋 山 

の合戰 にも、 兵衞の 佐の 軍 破れて、 杉 山へ 入り 給 ひける に、 祖父 狩 野の 介が 首 を 取り、 

伯父 甥 連れて 荻 野 五郎. を射拂 ひ、 佐 殿の 方へ 馳參 りたる 剛の者な り。 木 曾 追討の 

時、 軍兵 多く 差 上されけ るに、 此田 代の 冠者 をば、 自然の 用心に とて、 縑 倉に 止めら 

れ たりけ るが、 木 曾が 合戦に、 勢 多の 討 手 負けて 無勢な り • 猶 軍兵 を 添 へらるべし 
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と、 關 東へ 申されたり ける に 依って、 九郎 都に 候へば、 何事 も 仰 合せられ 候べ しとて、 

遅れ馳せに 狩 野の 五郎に 打 具して、 五 百餘骑 にて 上洛せ り。 文 は 父方 を學 び、 武は 

外方 を 偉へ つ、、 兼帶 公家 武家 文武 一 さう の 達者な りければ、 かく 計，^ 申されけ.^ 

九 郞義經 は、 さらば 夜 討に せよ とて、 一 萬餘騎 にて、 三 草 山 を 山 越に、 西の 城戶 へと 

打ち 給 ふ。 平家の 方に は 、先陣 こそ 自 から 夜 討 もやと 用心し けれ。 筏 陣は明 H の 軍 

とて、 甲 を 脫ぎ菔 を 解いて 枕と して、 打 重りく、 前後 も 知らす 伏した，^ けり。 源氏 

の 兵 は、 微 なる 山中 を、 しかも 無案內 にて、 木の 本 いぶせき 閽の 夜に、 過ぐ る 事 こそ 

難儀な れ。 上下 歎き 思 ひける に、 軍 將眞先 憑け て 打ち 給 ふ。 大將 もさす が 始めた る 

山 なれば、 武藏 房々々々 と 召す。 辨慶 先に 進み出で たり • 例の 大崧明 用意せ よ やと 

宣ふ。 軍兵 等 は、 其 心 を 得 ざり けれども、 辨慶は 用意 仕りて 候と て、 大勢に 先立ちて、 

道の 邊の 家々 に 追 着き- (\ 火 を さしけ り。 火焰 天に 輝きて 地 を 照し ければ、 山中 三 

里 は、 此光 にて 越えに けり。 誠に 大极 明と は、 今 こそ 人々 心得 けれ。 旣に子 丑の刻 

にもな り ぬれば、 闇 さは 闇し、 東西 も 見え ざり ける に、 源氏 一 莴 餘騎. 三 草 山の 西の 


山 口に 押 寄せて、 鬨の聲 を 上げた b ける * 夜 對の聲 に 驚きて、 早 家、 取る 物 も取敢 す、 

甲 を 着て 鎧 をば 捨て、 矢 をば 負うて 弓 をば 取らす a 馬 一 疋には 二三 人 取 付きて、？ 

先 こと 爭ふ。 弓 一張に は 四 五 人 取合うて、 引 折りた，^ 主 は 從者を 知らす、 親 は 子 

を 顧みす、 たま，/.^ 太刀 を拔 きて、 敵 を 切る と 思 へ ども、 目 ざすと も 知らぬ 閽 なれば 

多く は 友 討に ぞ C び けれ。 大將軍 新 三位の 中將資 盛. 同 少將有 盛 は、 大勢に 追 散ら 

されて、 一 矢 を 射る 迄 は 思 ひ 寄らす、 罵り 落ちて 返れ 給 ひたりけ るが、 面目なし とて、 

福 原へ は 入 ，0 給 はす、 舟に 取乘， o、 讃 岐の屋 島へ 渡. o 給 ふ。 源氏 は 軍の 手 合に、 門出 

よしと て 勇みけ. o。 生 捕 共の 首 切って、 西の 山 口に 竿 結 ひ 渡して、 百 八十 人 を 梟け 

たりけ る。 

平氏 手 向 を 嫌 ふ 事 

同じき 五日、 備 中の 守師盛 • 平內 兵衞淸 家、 大臣 殿へ 參り給 ひて、 * 方の 兵 共、 兼て 夜 

討 あるべき とも 存 せざる の 間、 曉迄 i て 休み 伏した る處 に、 源氏 等 夜半に 押 寄せて、 
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散々 に 駆 廻せば、 思 ひ 寄らす 俄 事に て、 我 先々々 にと 落 失せぬ • 山の手、 ゆ、 しき 大 

事の 所に 候。 猶も手 を 向 へ らる ぺ きに て 候と 申されければ、 大臣 殿、 淺 ましき 事に 

こそと て、 安藝 右 馬の 介 基康を 使に て、 方々 へ 仰せられ けれども、 面々 に辭退 申さる • 

能 登 殿へ 仰せられ ける は、 三 草 山 旣に夜 討に 破られぬ と 申す、 一 の 谷 をば、 貞能 • 家 

仲に 仰 付け ぬれば、 さりと もと 存す。 生 田 をば、 新中納 言. 本 三位の 中將 固め 候 ひぬ 

れ ば、 心安ぐ 覺ゅ • 山の手に は、 盛 俊 を 遣し ぬれ ども、 大事の 所々 と 承 はれば、 心 苦 

しく 存 する 間、 猶手を 向へば やと 思 ひ 侍る に、 兵 共が、 大將軍 一 人 も 在し まさで は惡 

かりなん と、 歎き 申す に 付いて、 人々 に 申せば、 いづれ の 殿原 も惡所 なれば、 向 はじ 

と 申 合する • いか  >  し 侍るべき。 且は 身々 の 御大 事な， 9。 向 はれ 候て、 兵 共 を も 御 

下知 あれ かしと 仰せられたり • 能 登の 守の 返事に は、 軍は栩 構へ て、 我 一 人が 大事 

と 存じて 振舞 ふだに も、 時に 臨んで 惡き樣 の 事 多し。 それに 心々 にて、 惡所 をば 行 

かす 固めす と 嫌 ひ、 よき 方 へ は 向 はん 守らん と 申されん に は、 終に よかる べしと も 

覺 えす。 惡所 とて 嫌 はる ゝは、 兵の 命を惜 むに こそ。 身 をた ばらん に は、 軍 場へ. E 


はぬ に は 如か じ • 源平 東西に 爭 ひて、 命 を 限りの 軍 なれば、 身命 を 惜むぺ からす • 

死 はいつ も 同じ 事な り. 人々 の 强し惡 しとて 縑ひ 給ふ處 をば、 敎經に 預け 給へ • 幾 

度 も 固むべく 候 • 御 心安く 思 召せと て、 能 登 殿 は、 三 草 山へ ぞ向 はれけ る • 誠に ゆ 

ゆしく ぞ聞 えし。 同じき 六日、 義經、 田 代の 冠者 を 招きて 宣 ふやう、 土 肥の 次 郎實キ 

等 を 具して、 七 千餘騎 にて、 一 の 谷の 西の 城戶 口、 山の手 を 破り 給へ • 義經は 鵪越を 

落すべし とて、 佐 藤 三 郞繼信 兄弟 • 江 田の 源 三 • 熊 井の 太 郞. 伊勢の 三 郞義盛 • 畠 山の 

庄司 重忠. 熊 谷の 次郞 直實. 同じく 小 次郞直 家. 平 山の 武者 所季重 .片岡 の 八郎爲 春. 

佐 原の 十郞義 連. 後藤 兵衞實 元. 源八廣 綱. 武藏 坊辨慶 等を始 として、 手に 立つ ベ き究 

竟の兵 三千 餘骑を 選み 勝り、 一 萬 餘騎が 中より、 三千 餘騎を 相 具して、 三 草 山の 奥へ 

入り、 綱 下り 峠 打 過ぎて 靑山 にか、 り、 折 部 山. 鉢 伏峯. 蟻戶 とい ふ 所へ 向 ひけり • 軍 

將其 曰の 装 東に は、 赤地の 錦の 直垂 に、 黃 返しの 鎧 着て、 さび 月 毛の 馬の 太く 逞 きが、 

尾髮 足れる に 乘り袷 ふ • 名 をば 靑海 波と て、 東國 第一の 名馬な り。 太夫と いふ 黑馬 

に は、 白 覆輪の 鞍 置きて、 勞 りて 引かせら る。 此馬は 今度の 上洛に、 縑倉 殿より 得 袷 
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へり • 本の名 は 薄墨と ぞ 申しけ る a 彼 山道 は、 長 山 遙に續 きて、 人跡 殆ん ど絕 えた 

>9 鵜 越と て、 ゆ、 しき 嶮 難の 石 岩な り。 自ら 鹿 計り こそ 通りけ るに、 軍將 前に 進 

んで宣 ひける は、 義經 が乘. O たる 大鹿毛 は、 陸奧國 にて 名 を 得た る、 氣 高き 逸物な 

敵に 合 はん 時 は、 必す此 馬に 乘 るべ しとて、 平 泉 を 立ちし 時、 秀衡が 我に 得させたり 

き 鎌 倉 殿の たびた る 薄墨に もま さりて こそ あるら め。 されば 宇治 E "を 渡りし^ 

も、 此ニ疋 の 馬 共 は、 鞍 取よ.^ 上を濕 せざる 逸物な， o。 さても 我 朝の 名馬に は、 三 n! 

月. 和 琴. 鳥 形. 浦々. 荒磯. 望月. 宮 木. 大耳 子. 小耳 子. 夏 引. 小 花なん どな. o。 或は 長 七 

尺に 餘り、 或は 八 尺なん ど ありけ りと いふ • 滿 政が 赤 六、 貞 任が 大黑 にも 劣る べし 

とも 覺ぇ や。 音に 聞 ゆる 鷓 越の 岩石、 此馬 のか けらざる べき 所に しも あら じ。 明 H 

卯の I の 矢 合な， 急げ や- (- -. とて、 伏 木お 道 を も 嫌 はす、 木す きを 守って 打ち 給 

へ ば、 我 もくと 續 きたり。 九郞 御曹子 下知し 給 ひける は、 此 山の 足 立、 極めて 惡し * 

惡 所に 憑って、 馬 を も 人 を も 損 や ベから すと て 、武藏 房 辨慶と 召す • 辨慶、 候と て 進 

參す • 装束に は、 褐 の直垂 に、 黑皮絨 の 鎧に、 同じ 毛の 甲に、 三尺 五 寸の黑 塗の 太刀 


佩いて、 黑 羽の 征矢 負 ひて、 塗 籠の 弓に、 好む 長刀 取 具して^ より 下り、 軍將の 前に 

參る。 本よ、 り 色 黑く長 高き 法師な り • 身の 色より 上の 装束 迄、 牛 驚く 程に あり けれ 

ば、 燒野 烏に 似た b けり。 や ぁ辨慶 承れ。 日 も 漸く 傾けば、 木陰 繁 りて 道 見えす。 

山の 案內者 尋ね てん やと 宣 へば、 畏 つて 馬に 乘り、 戌 亥に 向って 十 餘町步 ませ 下つ 

て、 谷の 底 を 窺 ひ 求む るに、 微に 火の見え ける を 打 寄りて 見れば、 けし かる 萱屋 めり • 

內に 七十 餘 りなる 翁と、 六十 餘 b なる 姥と、 腹搔 出して 火に 當り 居たり。 辨擾^ づ 

くろ ひして、 事々 しく 申しけ る. は、 縑倉兵 衞の佐 殿、 朝敵 追討の 院宣 を 袷 は b 在し ま 

すに よ. o、 軍兵 を 差 上さる、 間-平家 都 を 落ちて 此 山に 籠る。 卽ち御 弟の 蒲の 御曹 

子、 大手に 向 ひ 給 ひぬ。 九郞 御曹子 搦手と して、 此 上の 山に 在し ます。 案內 者に 參 

れ との 御 使に、 武藏 房辨慶 とて、 古山 法師が 來れ り。 疾々 參 るべき なりと いふ • 老 

人 急ぎ 起 上り、 烏帽子 打 着て 申しけ る は、 若く 侍りし 時 は、 攝津 の國丹 波の 山々、 木 

の 根 岩の 角、 知らぬ 所 は 候 はす。 年長け 身衰 へて、 此廿餘 年 は 弓 引かす、 行步叶 はす 

候。 子息の 小 冠者 は 不敵の 奴、 案內 よく 知って 候らん。 召 具 せらるべし とて、： it 屋 
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にあり ける を 呼 起して、 心 を 合せて 參ら せけ り。 柿の 衣 物に 同じ 色の 袴、 節 卷の弓 

に 猿の 皮の 鞘、 鹿 矢數多 さして、 辨慶に 相 具して 參 りたり。 頰骨 荒れて 面が まち 高 

く、 まかぶ らお ほうて 勢大 な. 9。 御曹子 は、 いかに 汝が 居所 をば 何とい ふぞ。 年 は 

いかにと 問 ひ 給へば、 年 は 生年 十七、 居所 は 山の はなが 差 覆って、 鷲の 顔に 似たり と 

て、 鷲の 犀と 申 付けて 候。 W 汝 が 親に は 嫡子 か 末子 か、 名乘 はいかに と 間 ひ 給へば、 

名 は 未だ 付かす、 親 は 鷲の 尾の 庄司 武久、 親に は 三郞に 相當. O 候と 申す。 かたぐ 

閡 召して、 佛の正 法 解き 給 ひし 處、 鷲に 似 たれば、 鷲峯 山と 號 せらる。 達 多が 邪法 を 

弘 めけ る砌 は、 象の 頭に 似た， 9 とて、 象 頭 山と 呼びけ う • 震旦に は、 香爐に 似た る 山 

とて 香爐 山、 龍の 伏した るに 似たり とて 驪龍 山。 我 朝に は、 比 敫山は 長ければ 長柄 

の 山、 金嶽は 金の 多ければ、 金峯 山と 名 を 得たり， 例な きに あらす * されば 汝 をば、 

鷲の 尾の 三 郞義久 とい ふ ベ し。 只今 烏帽子 親の 引出物と て、 花憐 木の つ か に、 白金 筒 

の 金入れた る 刀に、 鹿 毛の 馬に 鞍 置いて、 赤 皮 威の 甲冑、 小 具足 付けて 給び た， 9 けり • 

是 より 思 仗き 舉 うて、 一 の 谷の 案內 者よ. O 始めて、 八 島 文 司の 關 判官、 與 州へ 落下り 


給 ひし 時、 十二 人の そら 山伏の 其 一 な.^ 老いた る 親 を も 振 捨て ゝ、 悲しき 妻 を も 

別れつ 、、奥州 平 泉の 館に して、 最後の 供 をした うし も、 情 ある 事と ぞ開 えし • 或 人 

のい はれけ る は、 攝律國 源氏に て、 かたの 如ぐ 所領の ありけ る を、 難 波の 次郎 に押領 

せられ、 山林 を 狩りて、 爱に 住みけ ると ぞい ひける • 異說 にい はく、 三 草 山の 夜 討の 

時、 生 捕 多 かりけ る 中に、 切る べき をば 切棄 てられ、 許さるべき をば 木の本に 結 付け 

て、 山の 案內 者に とて、 兵 具 をば 許さ やして、 召 具し 給 ひたりけ る 男 あ 引出し 問 

ひ 給 ひける は、 抑 和 俗 は、 平家 伺 公の 家人 か、 國々 のか b 武者 かと 問 ひ 袷へば、 是は 

卒 家の 家人に も あらや、 又 かり 武者に も 侍らす。 播 磨の 國 安田の 庄の 下司 多 賀管六 

久 利と 申す 者に て 候が、 重代の 所領 を、 平家の 侍 越 中の 前 司 盛 俊に 押領 せられて、 年 

來訴へ 申 候へ ども、 锂 訴を權 威に 押され、 妻子 を 養 ふ 便なければ、 此 山に 住み、 鹿 鳥 

を 取りて、 世 を 渡り 侍りつ る 程に、 斯る 源平の 御 合戦と 承れば、 軍に 交 はって 疵をも 

蒙り、 命 を も 失 ひたらば、 子孫の 安堵に もな り 候べき か丄 て、 自然に 供た b と 申す • 

偖は汝 を、 深く 山の 案 s: 者に は賴 む。 所領の 安堵 仔細 あら じと て、 縛 を 許して、 お 鞍 
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兵 具 給び て、 召 具せられ たりけ り。 問答 鷲の 尾の 三郞が 如し • 平家 C びて 後、 九郞 

判官 判 形 を 加へ、 安田の 庄の 安堵 を 給 ふと 云々。 御曹子 は、 いかに 鷲の 尾、 山の 案內 

はと 問 ひ 給 ふ。 此山 をば 鵪 越と て、 極めた る惡 所に て、 左右な く 馬 人 通る べしと も 

覺ぇ や、 上 七 八 段 は、 屏風 を 立てた る やうに て、 白砂 混り の 小石 なれば、 草木 生 ひす、 

馬の足 止め 難し。 それより 下 五六 段 は、 岩 磯に て、 人 だに も逋り 難し と^す。 さて 

此 山に は 鹿 はなき か • 彼惡所 をば、 鹿 は 通らす やと 問 ひ 給 ふ。 鹿 こそ 多ぐ 候へ。 世 

間 案 一くな り 候へば、 雪の あさ， o に 喰 はんとて、 丹 波の 鹿が 一 の 谷へ 渡り、： " 影 S にな 

b ぬれば、 草の 繁 みに 伏さん とて、 一の 谷より 丹 波へ isb 候な りと 申す。 さて 其 下 

に は、 落し 堀 ひしな ど 種 ゑた， o やと 間 ひ 給へば、 去 事 承らす。 御景跡 候へ かし。 馬 

も 人 も 通るべき 所なら ねば、 いかで か 其 用意 侍るべき と 答 ふ。 御曹子 は是を 聞き 

給 ひ、 殿原、 さて は 心安し。 や あ 鷲の 尾、 鹿に も 足 四つ、 馬に も 足 四つ。 尾髮の ある 

となき と、 爪の 分れた ると 圆 きと 計， o なり。 西 國の馬 は 知ら や、 東 國の馬 は、 鹿の 通 

る 所 は 馬場 ぞ。 打て や 殿原と て、 岩の はな 岸の ひた ひ、 馬の足 を 手綱に 合せて、 馳落 


？? 贿^  I し馳 上せ、 尻 輸に乘 憑り 、前輪に ひらみ、 引す 及 引つ め、 鞭と 镫と 打合せ 打亂 し、 狼の 

如くに かけ， 9、 虎の 如くに 走りて、 北の 山の 下に ぞ 至りけ る。 義經 兵法 其 術 を 得て、 

軍將其 器に 足れり。 相隨ふ 者、 又 孟賁が 類、 樊嗜が 輩な b ければ、 續 いて 同じく 通り 

にけ る a  二月 上の 六日の 事 なれば、 月 は 宵より はや 入りぬ。 木陰 山 陰晴う して、 夜 

も 五更に 及び けれども、 鷲の 尾に 具せられ て、 敵の 城の 後なる 鵜 越をぞ 上りけ る。 

鷲の 尾 東 を 指して 申しけ る は、 あれに ほの 見え 候 は、 河 尻 大物の 濱. 難 波の 浦 • こや 

野. 打 出の 濱. 西の 宫. 葦屋の 里と 申す。 南 は 淡路島、 西 は 明 石の 浦、 汀に 續 いて 火の 

見えし は、 平家の 陣の篝 火" 此 下の 社 は 一の 谷な り。 ま 西の 城戶の 上、 東の 岡 をば 

平嚟 とて、 海路 遙に 見渡して、 眺望 殊に 面白ければ、 0: 海 樓をも 構 へぬべし。 西の 岡 

をば 高 松原と て、 春の 鹽風 身に 泌 みて、 秋の 嵐の 一昔 凄じき 所な. O とぞ 申した る。 冗- 

兵 をまん くた る 海上に 見渡し、 渚々 の篝の 火、 あまの 苫屋 の燈火 やと、 いと 與 あり 

と 思 ひける に、 鷲の 尾斯ぐ 申し 續け たれば、 御曹子 は、 猛き 事柄 も 優なる 詞をも 成 じ 

給 ひつ ゝ、 皆 紅に 日 を 出した る 扇 を 以て、 鷲の 尾に 給び、 是 にて 敵 を 招き 高名 仕れ。 
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勳功は 乞 ふに 寄る べしと ぞ官； ひける a 空 も 未だ ほの 閽 かりければ、 暫く 愛に て 馬の 

足をぞ 休めけ る a 

熊 谷 父子 城 戸口 へ 寄す 幷平山 • 成 田 同所 へ 來る事 

熊 谷 父子、 西の 城 戶 口に 攻 寄せて 、大昔 上げて いひけ る は、 武藏 の國の 住人 熊 谷の 次 

郞 直實. 同じく 小 次郞直 家、 生年 十六 歲。 傳 へても 閒 くらん、 今 は 目に も 見よ や。 日 

本 第 一 の 剛の者 ぞ。 我と 思 はん 人々 は、 楣の 面へ 靳出 でよ とい ひて、 鑣を 並べて 馳廻 

うけれ ども、 只 遠矢に のみ 射て、 出合 ふ 者 はなし。 熊 谷、 城の 内 を 睨みて 申しけ る は、 

去年の 冬、 相 模の國 縑倉を 出で しょり、 命 をば、 兵 衞の佐 殿に 苯り、 屍 をば 平家の 陣 

に 曝し、 名 をば 後代に 止めん と 思 ひき。 其 事 一の 谷に 相當れ り。 軍 將も侍 も、 我と 

思 はん 人々 は、 城戶を 開き 打 出で て、 直實 i 家に 落 合 ひ、 組め や） （^とい. へど も、 出 

づる者 もな. ぐ、 名 乘る者 もなか b ければ、 此城戶 口に は、 恥 ある 者 もな きか。 父子 一 一 

人 はよ き 敵ぞ， 室 山. 水 島 二々 度の 軍に、 高名したり とい ふなる 越 中の 次郎 兵蔚. 惡 


七 兵衞等 はなき か * 所々 の 戰に打 勝ちたり と宣 ふなる 能 登 殿 は 在せ ぬか。 高名 も、 

敵に よりて する 者ぞ。 さすが 直實 父子に は 叶 はじ もの を。 あな 無 慙の人 共 や。 い 

つまで 命を惜 むらん。 出で よ 組まん 出で よ 組まん とい へど も、 高 櫓の 上 ふ， 9 城戶を 

隔て ゝ、 雨の 降る が 如くに ぞ射 ける。 熊 谷， 小 次 郎に敎 へけ る は、 是ぞ^ 軍、 敵 寄せ 

ぬればと て 騒ぐ 事な かれ" 射 向の 釉を眞 甲に 當 てよ。 あきま を惜 みて 搖 合せよ。 

常に 镫っ きせよ。 立 働ら きて 裏 をかゝ すな。 仰のき かけて 內甲 射さすな。 差 俯き 

てて へん 射ら るな i ぞ 申しけ る。 直實 は、 小 次郞を 矢先に 當て じと、 鎧の 釉を 翳し 

て立隱 せば、 直 家 は 父 を はごくみ て、 前に 進みて 矢面に立つ。 武き 心の中に も、 親子 

の情ぞ 哀れなる。 斯く 寄せて 一軍したり けれども、 夜は猶 深し 城 BS  口 は 開かす、 味 

方 も 未だ 續 かねば、 死す る 命 は、 いづれ も 同じ 事 なれ ども、 暗闇に 證人 もな く、 死に 

たらん は正體 なしと 思 ひければ、 明くる を遽 しと 待ち 居た う。 平 山 も、 熊 谷が 心に 

少も違 はす、 先陣 を 心に 懸けて、 三 草の 閑 道に 懸 りて、 浦の 手に 打 出で て、 後陣 を 待 

ちて 城 戶ロを 破らん i 思 ひ、 大勢 をば 弓手に 見なし、 三 草の 山 を 打 過ぎ、 尾 一 つ 越え 

熊 谷 父子 域戶 n へ 寄す 弁 平 山 成 田 同所 へ 來る事  S" 
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て、 須 磨の 浦 を 措して 打つ 程に、 先立ちて 武者 一 人 歩ませ 行く • あれ は 誰 ぞと間 ひ 

ければ、 家 正と 答 ふ。 成 田の 五郎に てぞ ありけ る。 成 田 思 ひける は、 平 山が 募 は、 聞 

ゆる 逸物な， o。 我 馬 は 弱ければ、 打 連れて 先陣 かくる 事 叶 ふま じ。 たばかり 歸 さん 

と 思 ひて、 家 正、 馬の 鼻 を 引返して、 平 山に いひけ る は、 高名 は、 大手 搦手に よる まじ。 

平家の 大勢、 猶三草 • 小 野原 越に 向って、 兩 方よ， o 差 合せ、 源氏 を 中に 取 籠め て、 洩ら 

さじと 支度す ると 聞く。 誠に 取 籠め られ なば ゅゝ しき 大事な り。 其 上 大勢の 中 を 

忍び 出で て、 先を齪 けたり とても、 誰か は證 人に 立つ べき。 後陣の 勢 を 相 待ちて、 先 

陣を こそ 懸く ぺけれ とい ひければ、 平 山 聞きて 實 にも さある べしと て、 暫く 休み 居 

たれば、 成 田、 あからさまなる 樣 にもて なして、 甲の 緖を しめて 進み 行く。 平 山 は、 

我 をた ばかる にこ そと 思 ひて、 馬に 打乘 り、 鞭に 鏺を 合せて 行きければ、 成 田、 今 は 

叶 はじと 思 ひて、 やらぬ 體 にもて なし、 誠 は 我れ 馬 弱ければ、 いかにも 御 邊に先 せら 

れ ぬと 思 ひつれば、 たばからん とて 申したり。 强 からん 乘替 一 疋 給べ。 命 生きたら 

ば、 後の 證人 にもし 給へ かしと いひ けれども、 平 山 耳に も 開 入れす、 成 田 を 弓手に S 


なして 打て 通， o ける が、 遙に 延びて 思 ひける は、 成 田が 馬 を 乞 ひつれ ども、 餘 りの 愴 

さに、 返事 いは ざり つる 事情な し。 見合 ひたらば 取つ て 乘れ かしと て、 さ び 月 毛な 

る 馬の 五臓 太なる が、 七 寸に餘 りたる に鞍齒 きたる を、 道の端なる 木に 繫ぎ 付けて 

ぞ通 りけ る。 成 田 此馬を 見て、 同じ くれば 早ぐ ぐれて、 共に 打 連れて行きな ましと、 

獨 言して 乘 りつ、、 鞭 を 打て ぞ馳 行きけ る。 熊 谷暫し 休みて、 小 次郎 にい ひける は、 

誠 や 平 山 も、 打 込の 軍 をば 好ます、 一 定愛 へ ぞ來 らん やる。 城戶ロ 開く 事 あらば、 相 

構へ て 先 齪ら. るな とい ひ敎 ふ。 平 山 は、 成 田 をば 打 捨て、、 山の 細道 分 行けば、 g さ 

は 闇し、 差 俯きく 見れば、 谫氷を 踏破って、 馬の 通， りし 跡 あり、 熊 谷に 先 駆られぬ よ 

と 本意なくて、 いと >馬 をぞ 早めけ る。 其 日の 装束に は、 溢 目 結の 直垂 に、 赤 威の 鎧 

着て、 一 1 引 量の 母 衣 を 懸けて、 目 かすげ の 馬に ぞ乘、 りたり けれ。 熊 谷 は、 西の 城 u; 口 

濱 際に 控 へて、 誰か は 先 をば 懸けべき。 はや 城 戶ロを 開け かしと ぞ相 待ちけ る。 後 

の 方に、 馬の足 音、 人影の する やうに 覺 えければ、 雲 透に 是を 見る に、 武者 一 一騎 馳せ 

來れ り。 近付く を 見れば 平 山な り。 案に 違 はすと 思 ひて、 いかに 平 山 殿 か。 季重閒 
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きて、 問 ふ は 誰ぞ。 熊 谷 殿 か。 直 實と名 乘り合 ひ、 共に 一所に 寄せ 合 ひたり， 平 山、 

熊 谷に 語り ける は、 打 込の 軍 は 剛臆 見えす。 いかにも 追手に て、 はがね あら はさん 

と 思 ひて、 子の時に、 山の手 を 忍び 出で たりつれば、 寅の 時には、 愛へ 來り 着く ベ か 

りつる を、 成 田 來りて 申す やう、 御邊は 西の 木戸 口 へ. 向 ひ 給 ふか。 誰も まかる ぞ、 打 

連れ 給へ。 ロハ 一 人 敵の 中へ 打 入りたり とも、 證人 なき 所に て 死したら ぱ、 何ともな 

き 徒ら 事、 犬 死な * 方の 續き たらん 時に、 先 を 憑け 命 を 捨て、 こそ、 我 も 人 も 高 

名に て、 子孫に. 勳功も あらん やれ。 閽 打に 射殺されて は詮 ある まじ。 卯の 始の矢 合 

とい へ ども、 辰の 始にぞ あらんす る。 是非 軍 は 夜の しの、 め、 暫く 愛に て馬勞 り、 後 

陣を 待ち 給へ • 家 正 も 休む とい ひつれば、 實 にもと 思 ひて、 暫し 峠に 下り 居て， はる 

び宽 げ甲脫 いで、 人 やどりに 休む 所に、 暫 しためら ひて、 成 田 甲 打 着て 馬に 乘 b 、坂 

を 上り 先に 進む。 我 をた ばかる 惡き 事な り。 其 儀なら ば 劣る まじと、 言葉 を かけて 

馬に 乘り、 一 鞭 當てゝ 追 ひ 並べ、 镫の はなに て、 成 田が 馬 を 一 摺摺ら せて 先立ちぬ。 

馬 を 所望した る 間、 惡 けれども、 道に 馬 を繫 がせて 先立ちたり。 、彼 は 谷川 を 下りに、 


西の 尾 を 北へ 廻り つれば、 今 十 町 は 下りぬ らん • されば いかにも 弓矢 取る 身に よ 

き 馬 を 持つべき ことなり。 季重 は、 武 藏の國 の姉埒 立の 名お なり。 左の 目に ちとし 

の づきの あれば、 目 かす 毛と 申す。 熊 谷 殿の 御馬と、 勝 劣 あら じと 語りつ ゝ、 共に 夜 

の 明くる をぞ 待ち 居た る。 さる 程に 成 田の 五郎 も、 主 從三騎 にて 追 ひ 來れ. ^.  S 

際： 打お ベて、 渚に 寄， o 來る 白波に、 馬の足 洗 はせ て、 城の 內を 間けば、 櫓の 上に 伎 

樂を 調べ 管紘 し、 心 を 澄して 遊ばれけ り • 夜 深更に 及んで、 山路に 風 止み 海上に 水 

靜 なれば、 寄 手の者 共 も、 弓 杖に 鎚 りて 是を 聞く。 熊 谷 感じて いひけ る は、 誠 ゃ大國 

にこ そ。 軍の 庭に して 管 殺し、 歌 を 詠 じ 調子 を 正し、 勝負 を 知る とい ふこと にある 

なれ。 我 朝に は 未だ 其 例 を 聞かす。 哀れ 今に 上 藤 都人 は、 情深く 心 もやさし き 事 か 

な • 斯る 亂れの 世の中に、 « 吟鳳 鳴の 曲 を 調べ、 詩歌 管 絃の興 を 催す 事の 面白さよ。 

我等い かなれば、 邪慳の 夷と 生れ、 いつまで 命 を 生きん とて、 身に は 甲胄 を 離た 1 

手に は 弓矢 を携 へて、 斯樣の 人に 向 ひ *b  、とうじ やうの 劎を 磨く 事の 悲し さよと 

て、 涙ぐみけ る こそ 哀れ なれ。 去 程に、 夜 も ほの < ^と 明けに けり。 平 山、 熊 谷に い 
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ひける は、 城の 構へ やう を 見る に、 二重の 櫓に は、 平家の 侍. 國々 の 兵 共 並居たり • 

高 岸に 添 へ て 館 を 並 ベ て、 大將軍 在し ます。 海に は 石を疊 み 重ねて、 大船 共 を 片寄せ 

置け り。 上に 櫓 を かけり。 城戶 口に は 逆茂木 重々 に 引 廻して 開かねば、 容易く 駆 入 

る 事 叶 ひ 難し。 いか V すべきと いふ 程に、 城の 內の兵 共の 評定し ける は、 熊 谷 父子 

と名乘 りて、 組まん- と 罵る を、 此陣 固めながら、 洩らさん 事 言 甲斐な し。 さり i 

て 大勢に も あらす、 只三騎 な. り。 偖 又 後陣の 大勢の 續く にも あらす。 柬國に は、 實に 

此等 こそ 名 ある 者に て あるら め。 日本 第一 の 剛の者と 名乘る をば 、いかい 签 しぐ 返 

すべき。 いざ 殿原、 熊 谷 父子 生 捕に して、 大臣 殿の 見參に 入れん とい ふ。 然るべ し 

とて、 越 中の 次 郎兵衞 の 尉 盛 嗣丄總 の 五郎 兵衞忠 光. 同じぐ 惡七 兵衞景 淸. 飛 驊の三 

郎左衞 門 景經. 後藤 內定綱 以下、 逸雄の 若者 共 * 三騎、 城戶 口の 逆茂木 を 引退け、 鑣 

並べて 喚いて 駔 出で ける 處に、 平 山 は、 波打 際より 馬 を 出して、 主 從ニ騎 駆 出で つ、、 

武藏の 固の 住人 平 山 武者 所季 重、 かく こそ 先 をば 駆 くれと て、 城戶ロ へ ぞ馳せ 入り 

たる。 城 內の者 共 は、 熊 谷 鬼神な りと も、 廿餘騎 の 勢に て は、 手 捕に せんと 見る 處に、 


差違へ て 平 山と 名乘 りて a 入りければ、 廿三騎 も、^. 山に 付いて 內に 入る。 城の 中に 

は、 源氏の 大勢に、 城 戶ロを 破られぬ と 心得て 引返く。 櫓の 上より 是を 見て、 敵 は 二 

騎ぞ。 いたくな 騷ぎ そとて、 矢 を はげ 射ん とすれ ども、 * 方 は 多し 敵 は ニ騎、 一 所に 

たまらす、 いなびかり なんどの やうな れば 「弓 を 引きて は 許し、 引きて は 許し けれど 

も、 矢の 當て所 はな か b けり。 櫓に て 下知し ける は、 平 山と 名乘る は、 本所經 たる 名 

ある 侍、 よき 敵ぞ。 萁男 取って 引落せ。 坂 東 者 は、 馬の 上に てこ そ 口 はきけ ども、 組 

んで 後に は 物なら じ。 落 合へ く 殿原と、 兩 方の 櫓の 上より 進め けれども、 平家の 

侍の 乘.^ たる 馬 は、 船に 搖られ 、飼 ふ 事 は 稀な り、 乘る事 は 暇な し。 日 數は遙 に經た 

b。 平 山が 目 かすげ の 馬 は、 勇みい ば ひたる 大 馬の、 狂 象の 猛るゃ うに、 弓手蒌 手 を 

嫌 はす、 一所に 留 らす馳 せければ、 相 構へ て當 てられ じと ぞ ためら ひける。 まして 

落 合 ふ 迄 は 思 ひ 寄らす。 熊 谷 父子 は、 廿三騎 が 後 を 守って 喚きて 憑る。 廿三騎 は、 

平 山 をば うち はに なして、 取って返して 熊 谷に 向へば、 平 山 又 喚いて かゝ る。 廿三 

騎は、 熊 谷 を 外様に なして、 取 つ て 返し て 平 山に 向へ ば、 熊 谷乂喚 いて かく。 三 廻 b 
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四迴， CN  、くるり くと 廻. O たれ ども、 いづれ も 組ます して、 終に は 敵五騎 をば 外樣に 

なして ぞ 防ぎた る。 熊 谷 は 平 山 を 休めん とて、 暫く 和 殿 は 氣を繼 ぎ 給へ とて、^ 子 

二人 面に 立って、 散々 に戰 ふ。 左右の 櫓より 射け る 矢 は、 雨の 足の 如ぐ なれ ども、 胄 

に 立てば 裏 か 、す、 あきま を 射ねば 手 は 負 はす、 越 中の 次 郞兵衞 の 尉 盛嗣、 鉗 村 濃の 

直垂 に、 赤 糸 威の 鎧 着て、 白星の 甲に、 萆 毛の 馬に 乘り、 先に 進みて、 熊 谷に 打 並べて 

組まん する やうに はしけれ ども、 熊 谷 父子 は 上 食し つ、、 隙 もす かさす 待 かけて、 父 

に 組まば 直 家 落 合 ひ、 子に 組まば 直實落 重なる べき 氣色 にして、 少しも 返 かざりけ 

る つら だまし ひ、 叶 は じと や 思 ひけ ん、 盛嗣 一 段 計り を 隔て 、 申しけ る は、 大將 軍に 

逢うて こそ、 命 を も 捨てめ。 和 君に 組む 事 あるべ からすと いふ。 熊 谷 勝に 乘 つて、 

きたなし 盛 嗣ょ。 直實を だに も 恐れて 組まぬ 者が、 大將 軍に. 組まん とい ふ は、 へら 

ぬ體の 言葉 か、 先 づ直實 に 組んで、 源氏の 郎等の 手の 程 見よ やとい ひけれ ども、 盛嗣 

終に 組ます して、 さらぬ 體 にて 控 へ たり。 惡七兵 衞景淸 は、 盛 嗣が組 まざりけ る を、 

m しと や 思 ひけん、 次 郞兵衞 をば 妻 手に なし、 渚の 方よ、 り、 熊 谷に 組まん と 喚いて 懸 


りければ、 直實 父子、 景淸に 目 を 懸けて 進みけ る。 旣に 組まん としけ る を、 次郎 兵衞、 

や あ 七兵衞 殿、 君の 御大 事、 是に 限る まじ • あれ 程の 者に 會 うて、 命 を 捨てん 事 無益 

なり。 留まり 給へ。 詮なし くと 制しければ、 惡七 兵衞も 、事柄に は 出で たり けれ 

ども、 いかにして 留まらん と 思ふ處 に、 斯く 制しければ、 立 留ま， ゥて 組ま ざり け.^ 

其 外 廿三騎 の 者 共、 口々 に 罵り けれども、 熊 谷. 平 山に 近付き 寄る 者 はなし • 共に 武 

藏の國 の 住人 直 實-季 重、 日本 第一 の 剛の者、 一人 當 千の 兵と 名乘 つて、 逸物の 馬 共 

に乘 りたれば、 愛 かとすれば 彼に あり、 彼 かとすれば 愛に あり。 二三 疋が 走り 廻り 

ける 有樣 は、 四 五十 疋が馳 せ 違 ふに 似たり。 平家の 侍、 組む 事 は 叶 はすして ；&? を 射 

る • 熊 谷 馬の 腹 を 射させて、 頻に 跳ねければ、 足 を 越えて 下り立ち、 落 合へ くと い 

へど も、 終に 人 落 合 はす。 小次郞 は、 父が 馬に 矢 立ちぬ と 見て ければ、 今 は 最後と 思 

ひ 切って、 二の 垣 楣の際 迄 押 寄せて、 熊 谷 小 次郞直 家、 生年 十六 歲。 軍 は 今曰ぞ 始め 

なる。 組め や 者 共、 落 合へ 人 共と いひければ、 平家の 侍 其、 狐の 子 は 面白と、 親に 似 

たる 不敵 者 かな • 聞けば 十六と いふ。 誠に さ 程に ぞな るらん。 餘すな とて、 散々 に 
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射け る 矢に、 小 肱 を 射させて 引返く。 熊 谷 は、 小 次 郞手負 ひぬ と 思 ひ、 打 寄せて 見け 

れば、 直 家父に 向うて、 此矢拔 い S ベと いふ。 熊 谷、 是は 痛手に あらす、 暫し怵 へ 

よ。 隙の なき ぞと いひ 捨て、、 又 喚いて 攻め入り 戰 ひけり。 平家 追討の 軍兵、 今度 

上洛の 時、 鎌 倉 殿の 侍 所に て 評定 あ， 9、 十五 六 は 幼し。 十七 以上 は 上洛す べしと 定 

めら れた， O ける に、 小 次郞は 十六な り。 ありの 儘に 申して は、 御免 あら じ。 十七と 

名乘 つて、 ^が 供 せんと 思 ひければ、 縑 倉に て、 其定に 申す。 父 も、 我 身の 助に もせ 

ん、 軍 を もし 習 へ かしと 思 ひければ、 同じ/、 十七と して、 西國 まで 具したり けれど 

も、 一 の 谷に て は、 實 正に 任せて、 十六 歲と ぞ名乘 りけ る。 平 山 は暫し 休みて、 馬の 

氣を繼 がせけ るに、 熊 谷 は 馬 を 射させて 步 立になる- 小 次 郞も手 負 ひぬ と 見 けれ 

ば、 又入替 つて 戰 ひけり。 平 山が 旗 差 は、 黑糸緘 の 鎧に、 三枚 甲 を 着たり。 馬より 眞 

倒に 射 落された りければ、 安から す 思 ひて、 餘の 者に は 目 を かけす、 旗 差が 敵に 押 並. 

ベ、 引 組んで 馬の 上に て 首を切り 手に 捧げ、 一人 當 千の 兵、 平 山 武者 所季 重、 一陣 憑 

けて 敵の 首 取って 出づ る。 剛の者の 振舞 見よ や 殿原。 我と 思 はん 者、 組め や 者 共と 


て、 城の 外へ こそ 出で に けれ • 誠に ゅゝし ぐぞ 見えたり ける。 平 山が 二度の 駔とは 

是な b けり。 平家の 侍 共、 平 山 一 人 をば、 安く 討つ ベ かりけ る を、 後に 熊 谷 ありけ る 

を いぶせく 思 ひて、 終に 洩らして 出 だしに けり。 後 曰に 關東 にて、 一陣 二 陣の爭 あ 

ちけ るに、 熊 谷 は、 城戶ロ へ 寄す る 事 は 一 陣、 平 山 は 城の 內へ駆 入る 事 一 陣。 而も 敵 

の 首 を 取り、 功 は いづれ もと， C 'ぐ なれ ども、 平 山 先陣に 定まりけ り • 其 後 成 田の 

五郎、 三騎 にて 押 寄せて、 一 戦して 出で にけ り。 次に 白旗 一 流 上げて、 五十 餘騎 にて 

馳せ來 る。 熊 谷 誰 人ぞと 問へば、 信 濃の 國の 住人 村 上の 次郞 判官 代 基國と 名乘り 

て、 一 時 戦うて 出づ。 是 等を始 として、 高 家に は秩 父. 足 利 • 三 浦. 鎌 倉. 武田、 吉田黨 に 

は 小澤. 橫山 .兒 玉黨. 猪 侯. 野與. 山 口の 者 其、 我 もくと 白旗 さ、 せて、 十騎卅 騎百騎 

1 一 百 騎入替 へく、 劣ら じ 負け じと 戰 ひけれ ども、 西國第 一 の 城 なれば、 落つ ベ き や 

うこ そな かり けれ。 赤旗 白旗 相 交 はり、 風に 靡け る 面白さ は、 龍 田の 山の 秋の 慕、 白 

雲 か 、る 紅葉 や、 梅と 櫻と 搔交 へ て、 花の 都に 似たり けり • 喚き 叫ぶ 音 山 を 響かし、 

馬の 馳せ違 ふ 音 雷の 如し。 太刀 長刀の ひらめく 影、 いなびかりの 如し。 組んで 落つ 
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る 者 も あ， o、 矢に 當 つて 死す る 者 も あ， c/ 刺 違 へ て 伏す 者 も あり、 疵を 蒙りて 返く 者 

も あ， 9、 源氏 も 平氏 も、 暇 ありと 見えす、 源平 爱 にて 多く 討 たれに けり • 

梶原 父子 城 に 入 る 、景時 秀句の 事 

さる 程に 追手の 大將軍 蒲 生の 御曹子、 後陣に 控 へて、 武藏. 相模の 若者 共、 敵に 息な 

繼 がせ そ。 攻めよ 懸けよ と 下知し 給へば、 三百 騎五百 騎入替 へく、 喚き 叫びて 戰 

ひけり.。 天帝 修羅の 合戦 も. 斯 くやと 覺 えて 恐ろし や。 敵の 首 取る 者 は、 氣 色して 

城戶に 出づ。 主 親 を 討た せた る 者 は、 涙 を 流して 引返く。 馬 を 射させた る 者 は、 步 

立に て 出 づるも あ， CN、 疵を 蒙る 者ば、 人に 助けられて 出づ る も あり。 寄す る 時には、 

旗 差 上げて 入り けれども、 引く 時 は、 又 旗搔卷 きて 出づ ると かや。 梶原平 三景 時が 次 

男に 平次景 高 * 一陣に 進んで 攻め入る。 大 將軍宣 ひける は、 是は 大事の 城戶の 口、 上 

に は 高 櫓に、 四國. 九國の 精兵 共 を 集め 置きた るぞ。 過すな。 楣を 重ね 馬に 冑を着 

すべし。 無勢に して は惡 かりなん。 後陣の 大勢 を 待ちて 寄すべし と 下知し 給へば、 


人々 承り 次ぎて、 大將 軍の 仰な り。 勢 を 待設けて 寄せ 給へ とい へば. 、梶 原き と見歸 

り て、 

武 f の 取り 傳 へたる 梓弓 引きて は 人の 返す もの か は 

と 詠 じて、 城戶ロ 近く 押 寄せ て、 散々 に戰 ふ。 是を 見て 黨も高 家 も、 面々 に 鑣を並 ベ 

て 三千 餘騎、 我 先々々 にと 攻 付けたり。 白旗 其數を 知らす 差 上げ たれば、 白鷺の 蒼 

天に 羽 を 並べた るが 如し。 平家 は 高 櫓より、 矢 衾 を 作りて 散々 に 射る。 城 は 究竟の 

城な り。 生 田の 森 を 一 の 城 戸と 定めて、 三方に は 堀 を 掘り、 東の 方に 引 橋渡して、 重 

重に 逆茂木 を 引き、 北の 山 本より、 南の 海の 際まで 垣楣 かき、 矢 間 を あけて、 一 口 こ 

そ 開き たれ。 城の 內 へ 入る ベ き やう もなかり ける に、 武藏 の國の 住人 篠黨に 河原 太 

郎 高直 • 同じく 次 郞盛直 兄弟 二人 馳せ來 りて、 馬より 飛 下り、 城戶 口に 攻 寄せて、 今 

日の 先陣と 名乘 b て、 逆茂木 を 上， o 越えく、 城の 內へ 入. o ける を、 讃岐 の國の 住人 

眞 鍋の 五郎助 光、 弓の 上手 精兵の 手足な b ければ、 城戶 口に 選み 置かれた りけ るが、 

差顯 はれて よつ 引き、 暫し國 めて 放つ 矢に、 河原 太郞が 弓手の 草摺の 餘りを 射させ 
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て、 弓 杖に 鎚 りて 立 竦みたり ける を、 弟の 次郞 つと 寄り、 脣に引 懸けて 歸り ける を、 

助 光二の 矢 を 以て、 腰の 骨 かけて、 鎧 かけや 射 込みたり ければ、 兄弟 逆茂木の 本に、 

太刀の 柄 取って 並み居たり。 眞 鍋が 下人 是を 見て、 櫓の 下より つと 出で て 落 合 ひけ 

れ ども、 二人ながら 痛手 なれば、 兎も角も 戰 ふに 及ば やして、 二人が 首 は 取られに け 

り。 心の 剛は、 熊 谷-平 山に 劣らす こそ 思 ひけれ ども、 運の 極めに なり ぬれば、 敵 一 

人 も 取ら やして、 討 たれけ る こそ 無慙 なれ。 同じき 國 猪侯黨 に、 藤 田の 三郎 太夫 行 

安、 續 きて 逆茂木 を 上り 越えん としけ る を、 眞鍋引 固めて 放つ 矢に- * 同じく 愛に て 

討た れに けり。 藤 田が 妹の 子に、 江戶 の四郞 とい ふ 者 あり。 今年 十七に なりけ るが、 

續 いて 駆 入，^、 散々 に戰ふ 程に、 鎧の 胸板 射られて 弱る 所 を、 阿波の 民 部の 大輔成 

能が 伯父に、 さくら まの 外 記 大夫能 連が 手に 討 たれぬ。 人 見の 四郎 も、 愛に して 討 

たれに けり。 眞 鍋の 五郎 は 矢 倉よ， 5 下り、 河原 兄弟 一 一人が 首 を 手 鋒に 貫き、 城戶の 

上に 上 b 高く 捧げて、 源氏の 殿原 是を 見よ。 進む 敵 をば、 斯 くこ そ取續 けと 招きた 

も。 梶原 是を閒 き、 口惜しき 人 共な り。 續く 者がなければ こそ、 河原 兄弟 二人 は 


討 たれ たれと て、 五 百餘騎 にて 押 寄せつ ゝ、 足輕四 五十人に 腹卷 着せ、 手た てっかせ 

て、 えい 聲 出して、 逆茂木 を 引返け、 り。 愛に 討 たれた る 鎧 武者 一 人 あに 見れば 藤 

田の 三郎 太夫 行 安な あな 無慙 敵に 首 取らすな 隱 せとて、 砂の 中に 掘り 埋めて、 

筏に 斯 くと いひければ、 子息 郎等 共 掘り起して、 生 田の 庄に 納めて けり.。 櫓より は、 

^茂 木 を 引かせ じと、 矢 衾 を 作って 是を 射る。 寄 手 は是を 引かせ じと、 差 詰めく 

櫓 を 射る。 是ゃ 此の 天帝 須彌 より 刃 を 降らし、 修羅 大海より 矢 を 飛ばす 戰も、 是な 

るらん と 夥し • 兩 方の 矢の 行 違 ふ 事 は、 村 鳥の 飛 集まれる が 如し。 斯 b けれども、 

足輕共 一 つ 二つと 引く 程に、 逆茂木 終に 引返け、 梶原 は、 今 は 軍 場 平な り。 寄せよ 者 

共と て、 子息の 源 太 相 具して 五 百 餘騎、 喚いて 中へ ぞ 入りに ける。 此 手に は、 新中納 

言 父子. 本 三位 中 將大將 とし て 在し ましけ る が、 敵內 に亂れ 入 る と 見 給 ひて、 一 一 千餘 

騎 を差迎 へて、 梶 原が 五 百 餘騎を 中に 取 籠め て、 餘 すな 洩らすな とて、 一 時計 b ぞ戰 

ひける。 いづれ も 互に 引か ざり ける が 、さすが 無勢 なれば、 梶原 下手に 廻って、 ざつ 

と 引いて ぞ出 でたり ける。 源 太 はいかに と 問へば 、味方 を 離れて、 敵の 中に 取邋め 

棕原 父子 城に 入る 景時 秀句の 事 
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られ給 ひぬ とい ふ。 あな 心 憂 や • さて は 討 たれぬ るに や。 景時 生きて 何 かせん • 

景季が 敵に 組んで 死なん とて、 二百 餘騎を 相 具して、 平家の 大勢 駆 散らして 內に人 

り聲を 上げて、 相 模の國 の 住 入 鎌 倉の 權 五郎平の 景 政が 末葉、 梶原： ±ニ景 時ぞ， 彼 

景政 は、 八幡 殿の 一 の 郎等 • 奥州の 合戦の 時、 右の 目 射られながら、 其 矢を拔 かすし 

て、 當の矢 を 射返して 敵 を 討ち、 名 を 後代に 止めし 末葉 なれば、 一 人當 千の 兵ぞ。 景 

季が 行方 覺柬 なく て、 再び 返し 入りた る ぞ。 我と 思 はん 大將も 侍 も、 組め や/ \ と 

名乘 りかけ て 、鑣を 並べ て攻 入りければ、 名に や 誠に 恐れ けん、 左右へ ざっと 引退く  • 

源 太 尋ねよ とて 攻 入り 見れば、 景季 未だ 财 たれす、 始めは 菊 地の 者 共と 射 合 ひける 

が、 後に は 太刀 を拔 合せて 名乘 b けり。 和 君 は 誰ぞ。 菊 地の 三郎高 和 君 は 誰 ぞ. 

梶原源 太景季 と名乘 りて 切 合 ひたり • 源 太 は 甲 を 打 落され、 大童に て、 卅餘騎 に 取 

籠 めら れて切 合 ひける が、 菊 地の 三 郞に押 並べて 引 組んで、 馬の 際に 落 重なって、 翁 

地が 首 を 取り、 太刀の 切 先に 刺 賞き て、 馬に 乘 り 出で ける が、 父の 梶 K に 行 合うた に 

平 三景 時、 源 太 を 浚に なして、 矢面に 進み 防ぎ 戰ふ • 其 間に 源 太に 鎧 着せ、 暫し 休め 


て、 寄せつ 返しつ 戰 ひけ，^ 城戶 口に、 眞 鍋の 四郞 五郎と 名乗って 出合 ひける が、 四 

郎は梶 原に 討 たれぬ。 五郎 は 手 負 ひて 引返く • 平家の 兵 共 もズ替 へく 戰 ひけれ 

ども、 景時 は、 源 太が 死なぬ 嬉し さに、 猛ぐ 勇みて、 堅さ ま橫 さま 戰 ひけり. 暫し息 

をも繼 ぎければ、 父子 相 具して、 引いて 城 戶へぞ 出で にけ る" さて こそ 梶 原が、 生 田 

の 森の 二度の 駆と はい はれ けれ。 詩歌 管絃 は、 公家 仙 洞の 弄び 物。 東夷い かで か 敷 

島 難 波津の 言葉 を存 すべ き なれ ども、 梶原 は、 心の 剛も 人に 勝れ、 すきた る 道 も 優な 

, b けり。 ^亂れ たる 梅が 枝 を、. S 籙に 添へ てさした b ける * か、 れば花 は 散り けれ 

ども、 匂 は 細に ぞ殘， 9 ける。 

吹 風 を 何 厭 ひけん 梅の 花^りく る 時ぞ香 はま さ b ける 

と いふ 古き 言葉 迄 も 思 ひ 出で ければ、 平家の 公達 は、 花菔 とていうな 6 優し、 と 、口 

口に 感じ 給 ひける。 此梶 原、 右大將 家の 奥 入し 給 ひける 時、 名 取 川に て、 

我 ひとり 今日の 軍に 名 取 川 

i と 繰返し），^ 詠 じ 給 ひければ、 大名 小名. フ めきす めき けれども， 付く る 者な かりけ 

8S 原 父 孑 城 に 入る 景畤穷 句の 事  US 
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るに、 捤原、 

君 諸共に かち わたり せん 

と 付けた.^ け-り。 又 京 上の 御供に、 相 模の國 圓子川 を 渡 b 給へ りけ るに、 梶原 少し 

用 ありて、 片方に 下り 居たり ける が、 御供に 下りぬ と、 一 鞭當 て、、 打つ 程に、 此 川の 

河 中に て、 馳 付き 奉りたり ける に、 沛艾の 馬に て、 縑倉 殿に 水 を さ 、とかけ 苯り、 御 

氣色惡 くて、 きと 睨み 返 b 給 ひける に、 捤原、 

圓子川 職れば ぞ波は あが b ける 

と 仕りて、 手綱 を搖 りす ゑければ、 御氣色 直，^ 給 ひて、 打 うそぶき、 蹴れば ぞ波は あ 

がりけ ると、 二三 返 詠 じ 給 ひて、 向の 岸に 打 上り、 馬の 頭を梶 原に 引 向けて、 

か 、り あしく も 人 や 見る らん 

と 附け給 ひ、 いかに 發句脇 句、 いづれ まさりと ぞ 仰せけ る。 か、 る 優しき 男な りけ 

れば、 さしもの 戦場に て、 思 寄る ベ きに あらね ども、 折 知 b 顔の 梅が 枝 を、 觼に揷 し 

て 寄せ たれば、 源氏の 手 折れる 花 なれ ども、 卒 家の 陣にぞ 匂 ひける。 東 國の兵 共 • 百 


騎 二百 騎入替 へ— -、 我 もくと 戰 ひけに 愛に て 源平の 兵 多く 討 たれ けれ • 東西 

の 城 戶 口、 人種 は盡 くると も、 落つ ベ き やうと は 見え ざり け， CS* 
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義經鵪 越 を 落す 井畠 山 馬 を賈ふ 事 

九 郞義經 は、 鷲の 尾 を 先陣と して、 一 の 谷の 後鵃 越へ ぞ向 はれけ る • 頃 は 二月の 始 

つ 方、 霞の 衣 立 阻て、 綠を添 ふる 山の端に、 白雲た えぐ 聳えつ ゝ、 先 づ^く 花 かと 

誤た る。 步み 馴れぬ 山路な り • 行末 そこと 知らね ども、 征馬の 足に 任せつ ゝ、 各 先 

にと 進みけ り。 まだ ほの 暗き 程なら。 道に はな づ みけれ ども、 矢 合せ 時 を 定め たれ 

ば、 明くる を 待つ に 及ばす して、 谷に 下り 峯に 登り、 引 懸け， （• 打ちけ るに、 一 の 

谷の 後篠が 谷と いふ 所に 人の 昔し ければ、 押 寄せて 何者 ぞと問 ふ。 名 乘る事 はなく 

して、 散々 に 射ければ、 此奴 原は卒 家の 雜 兵に こそ あるら め • 一  々に搦 め 取って 首 

を 切り、 軍祌に 祭れと て、 源氏. も 散々 に 射ければ、 平家 多く 討 たれに け わ • 其 後 鷲の 


尾尋 承に て、 下り 上，^ 打つ 程に、 辰の 半に、 鵪越ニ の 谷の 上なる 鉢 伏. • 磯の 道と いふ 

所に 打 上る。 兵遙 に差观 きて 谷 を 見れば、 軍陣に は 循を突 並べ、 士卒 は 矢 束 を宽げ 

た，^ 前 は 海 後 は 山、 波 も 嵐 も 音 <c せ、 左 は 須磨右 は 明 石、 月の 光 も 優な らん。 追手 

の 軍 半と 見えたり • 喚き 叫ぶ， 射 違 ふる 鏑の 昔、 山 を 穿ち 谷 を 響かし、 赤旗 赤 印 立 

並べ て、 春風に 靡く ぉ樣 は、 篝 火の 地 を 焚く らん も、 斯 くやと 覺 えて 夥し • 追手に 力 

を 合せ ん とて、 谷の やう を 見下せば • 誠に 上 七 八 段 は、 小石 交りの 白砂な り • 馬の足 

S まるべき やうな し • 步 にても ^にても、 落すべき 所に あらや * されば とて さて あ 

るべき 事なら ねば、 義經乘 りたり ける 大鹿 毛に は、 佐 藤 三郞兵 衞を乘 せ、 我 身 は 太夫 

とい ふ 馬に 乘替 へ て、 谷 へ 打 向け 給 ひ、 鹿の 通路 は 馬の-ぬ 場 ぞ* 各 落せく と 進め 

給 ふ。 兵 共、 我 も/ \« と 馬 をば 谷へ 引 向けて、 心 は 先陣と 逸れ ども、 さすが いぶせき 

& なれば、 手綱 を控 へて 休らへば、^ も 恐れて 返け り。 互に 顔と 顔と を 見合せ て、. 

いづく を 落すべし とも 見え や。 軍將宣 ひける は、 一 は 馬の 落ち やう を も 見、 一 は 源 

平の うらかたなる べしと て、 萆 毛の 馬に 白裰輸 白ければ、 白旗に 準へ て 源氏と し、 鹿 

義體糗 越^ 落す 幷嶷山 馬 ^貧 ふ 事  § 


源平 軍 物語 卷第 十一  《0 八 

毛の 馬に 黃 覆輪 赤ければ、 赤旗に なぞら へ て、 平氏と. て 追 下す。 各 木の間よ. o 曰 y を 

見下す に、 七 八 段 は 小石 交. o の 白砂 なれば、 轉ぶ ともなく 落つ ると もな/、、 巖の 上に 

ぞ落着 きたり。 良 暫くあって、 岩の 上より 轉び 下り、 越 中の 前 司 盛 俊が 假屋の 後に 

落 付きて 、葦毛の 馬 は 這 ひ 起きつ、、 峯の方 を 守. ニ聲 嘶いて 身 振 ひし、 篠 草食ん 

で 立ちたり けり。 鹿 毛の 馬 は 身 を 打 損じ、 伏して 再び 起き ざり けり。 城 中には 是を 

見て、 敵の 寄 すれば こそ、 鞍 置 馬 は 下らめ とて、 騷ぎ迷 ひける 所に、 御曹子 は 御覽じ 

て、 占 形 こそ 目 出た けれ。 平家の 軍 さやう あるべし • 人 だに 心得て 落すならば、 過 

更に ある まじ， 落せ./ \- と宣 へど も、 我 だに 恐れて 落さねば、 人 も 恐れて 得 落さ や、 

呆れ果て ゝぞ 居た， o ける。 義經宣 ひける は、 守つ. て 時 を 移すべき にあら す。 馬に 乘 

り硗を 落す に は、 手綱に 數 多の 法 あ，^ 一  つに 心、 二つに 手綱、 三つに 鞭 * 四つに 镫 

とて、 四つの 義 あれ 北 r 所詮 心 を 持ちて 乘る者 ぞ*  S き 殿原 は、 見 も 習 ひ 乘りも 習へ • 

まつ さ.？' さま 

義經が 馬の 立樣を 手本に せよ とて、 眞 倒に 引 向け、 續け ）（，- と 下知し つ ゝ、 馬の 尻 足 

引し かせて、 流れ 落に 下したり • 三千 餘騎の 兵 共、 大將 軍に 續け とて、 白旗 卅流、 城 


の 上へ 差 覆 ひ、 鼸を 並べて 手綱 かいく， り、 同じ やうに 尻 足し かせて 、さつと 落して、 

壇の 上に ぞ落 留まる。 夫よ b 底 を 差^いて 見れば、 石岩衅 つて 苔 蒸せり。 刀の 刃に 

草掩 へる やう なれば、 いといぶ せき 上、 十二 十 丈 も あるらん と 見え 淀る。 下へ 落す 

べき やう もな し。 上へ 上るべき 便 もな し • 互に 堅 唾を吞 みて 思 ひ 煩へ る處 に、 三 浦 

黨に、 佐 原の 十 郞義連 進み出で て、 我等 甲斐. 信 濃へ 越えて、 狩し 鷹 使 ふ 時 は、 兎 一 つ 

起 ひても、 鳥 一 つ 立ら て も、 朋輩に 見落され じと 思 ふに は 、斯様の 所 は馳步 く。 義連 

先陣 仕らん とて、 手綱 かいくり 鏺踏 張り、 只 一 騎眞先 懸けて 落す。 御曹子 是を見 給 

ひて、 義連 討た すな。 續け者 共く と 下知して、 我 身も續 いて 落されけ り。 ^山 は 

赤緘の 鎧に、 護 田の 鳥の 毛の 矢 負 ひ、 三日月と いふ 薬 毛 《 の 、太う 逞しき に 乗りたり 

け. 5  * 馬 鞭打に、 三 H 月 程なる 月影の ありければ、 三日月と 名 を 得たり。 壇の 上 

にて 馬より 下，？、 差^いて 申しけ る は、 愛 は 大事の 惡所、 馬轉 ばして 惡 かるべし。 今 

日 は 馬を勞 らんと て、 手綱 腹^ 繕 合せて、 七 寸に餘 りて 大きに 太き 馬 を、 十文字に 引 

力ら げて、 錯の 上に かい 負 ひて、 椎の 木の すだち 一本 捻 切 b て 杖に つき、 岩の 迫を靜 

義桉毽 越 VH^ す幷 島山 馬^ 資ふ事  ^ 


^派 
落 氏 
す 培 
越 


源平 軍 物語 卷第 十一  20 

靜と こそ 下り けれ。 柬 A み國に 大力と はい ひけれ ども、 只今 かゝる 振舞、 人倫に は 

あらす、 誡に 鬼神の 仕業と ぞ、 上下 舌 を 震 ひける。 されば 畠 山 は、 此 岩石に 馬 損じて 

は 不便な り。 日. 頃は汝 にか ゝ りき • 今； 《 は汝を 育まん とい ひける。 情深し と覺ぇ 

たり。 其 後 三千 餘騎. 手 a かいくり 镫踏 張. o、 手 を 握り 目 を 塞ぎ、 馬に 任せ 人に 從っ 

て、 劣ら じくと 落しけ るに、 然る べき 八幡 大 菩薩の 御 計ら ひに や、 馬 も 人 も 損せ ざ 

る こそ 不思議 なれ。 落し も 果て や * 白旗 卅流 颯と 捧げ、 三千 餘騎 同時に 鬨を 作り、 山 

彥答 へて 夥し。 平家の 城郭に 亂れ 入りて、 堅樣橫 樣蛛手 十文字に 馳せ 廻り、 喚き 叫 

びて 戰 ひければ、 城 中には、 東西の 木戸 口 計り こそ 防ぎ けれ。 さし も 恐し き 岩石よ 

り、 敵 寄すべし とも S は ざ. o ければ、 打 延べ て 左右の 木戶 口の 弱 からん 時 軍 せんと 

て、 鏺物 具脫ぎ 置きて、 小 具足 計りに て 居た る 所へ 押 寄せて、 吐と 鬨を 作り たれば、 

弓矢 を 取り 馬に 乘る隙 を 失 ひ、 周章 迷 ひ、. 味方の 兵 も、 皆 敵に 見えければ、 たま 

馬に 乘， 9、 弓矢 を番 ひける 者 も、.^ 方 討に 討 殺され 切 殺されて、 上に な， o 下にな つて、 

肝 も 心 も 身に 添 はや、 度 を 失ひ騷 ぎふた めきけ る有樣 は、 少 魚の 溜 水に 集まり、 寢 


鳥の 技を爭 ふに 異ならす • 御曹子 下知し 給. ひける は、 城郭 廣莫 なリ。 賊徒 數を 知ら 

t 多く 官軍 を C さん 事尤 不便な， y。 火 を 放て i 宣 へば、 武藏 坊辨蘧 館に 打 入り、 

假屋に 火 を さす。 折節 西の 風 烈しく して、 猛火 城の 上へ 吹掩 へば、 平家の 軍兵 煙に 

咽び、 火に 攻められて、 今 は 敵 を 防ぐ に 及ばす、 取る 物 も取敢 す、 濱の 汀に 逃 出で つ 

つ、 海の 藻 鹽に馳 入りて、 舟に 乘 らんと ぞ迷 ひける • 助 舟 も あ b けれども、 そ も 然る 

べき 人々 を こそ 乘せ けれ。 次々 の 者 共 をば、 追 拂ひ乘 せ ざり ければ、 乘 らん 乘 せじ 

とする 程に、 多く 海に ぞ 沈みけ る。 猛火の 煙 蹴 立の 灰、 逃 去る 道 も 見え ざり ければ、 

皆 敵に 討 たれけ る。 されば 助かる は 稀に、 t ぶる は 多し。 無慙 i いふ も 愚な り • 

一 の 谷 落城の 事 

かゝ b ける 處に n の 谷 を 中に 挾み、 追手 五 萬餘騎 は、 東の 城^  口よ b 攻 寄せけ る • 

上に 熊 谷. 平 山、 一 陣ニ陣 に 駆 入 b ぬ。 今 は 防ぐ 者な し • 搦手 は 一 萬餘騎 の內、 七 千 

餘騎は 三 草 山の 山 口、 西の 城戶ロ へ 廻りて 攻む。 三千 餘騎 は鹧 越より 落して 攻む • 

義紹鵪 越^ 落す 弁 島山 馬^ 資ふ事  51 
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東 生 田の 森 をば. 三千 餘騎 にて 固め たれ ども、 館々 は 猛火 燃え 廣が りて 夥し。 東两 

より 火に 攻められ 人に 攻められて、 皆 舟に 乘 らんと、 渚に 向けて 落 行きけ る も、 海 へ 

のみこ そ馳 入り けれ a 助 舟 あり けれども • 餘 りに 多ぐ 込乘 りければ、 大船 三艘 は、 目 

の 前に 乘 沈めけ る • 然る ベ き 人々 をば 乘 すれ ども、 次 樣の者 をば、 乘す ベ か ら すと 

罵り けれども、 暫の命 も 惜しければ、 若 や /^とて、 舟に 乘， らんと 取 付きけ る を、 太 

刀 長刀に て薤 ぎければ、 手 切 落され 足 切 折られて、 皆 海に ぞ 沈みけ る。 新ぐ は せら 

れて 死に けれども、 敵に 組んで 死す る 者な し。 多ぐ は 味方 討して ぞ. u びに ける。 先 

帝 を 始め 參ら せて、 女院. 北の 政所 三位 殿. ョ 位殿已 下の 女房 達、 大臣 殿 父子 以下の 

人々 は、 兼て よ， O 御舟に 召して、 海上に 出 浮うて、 是 を御覽 せらる。 いか 計りの 事 を 

か 思 召し けんと 哀 な.，^ 本 三位の 中 將重衡 は、 國々 の 狩 武者 取 集めて、 二 千 餘驕に 

て、 生 田の 森 を 固め 給 ひた. o ける が、 城中亂 れつ、、 火焰 館に 滿々 て、 黑煙签 に 覆 ひ、 

軍兵 散々 に駔 隔てられて、 東西に 落 失せぬ。 恥 を 知りた る 者 は、 敵に 組んで 討 たれ 

ぬ • 走り 付の 奴 原 は、 海に 入 山に 籠り けれども、 生く るは少 ぐ、 死す る は 多く、 敵 


る 草 盛 後 度 
等師經 通 

討 盛 iT_ 盛 


は 雲霞の 如し、 * 方の 勢な かりければ、 重 衡の卿 今 は 叶 はじと て濱 路に懸 り、 诸 にお 

添 ひて、 西 を 指して 落ち 給 ふが、 庄の 四郎高 家に 生 捕られ 給 ひ、 京 縑倉を 引渡され、 

終に 南都の 衆徒の 手に 切られけ る こそ 哀 なれ。 薩摩の守 忠度、 渚に 付きて 落ち 給 ふ 

が、 岡 部の 六 彌太追 S けて、 終に 首 を 打 落す。 越 前の 三位 通 盛 は、 佐々 木の 木 村 成 綱 

に 討 たれ 給へ り。 哀れな りし 事共な り。 若 狭の 守經俊 は、 那和 太郞に 組んで 討 たれ、 

但縣の 守經正 は、 川 越の 小 太郞重 房に 討 たれ、 無官の 大夫敦 盛 は、 熊 谷に 組んで M た 

れ、 備 中の 守師盛 は、 本 田の 次 郞親經 に 討 たれ、 武藏の 守 知 章 は、 父 知 盛 を 落さん と 

て、 a 玉黨と 組んで 終に 討 たれ 給 ひぬ • 其外藏 人の 大夫成 盛 • 尾 張の 守 淸定. 淡路の 

守 淸房も 皆 討 たれ 給 ひたり。 九 郎義經 は、 一 の 谷に て 宗徒の 首共數 へらる ゝに、 二 

千 二百と ぞ 記した る。 大將 軍に は、 越 前の 三位 通 盛 .藏 人の 大夫成 盛. 薩摩の守 忠度. 

武藏の 守 知孝備 中の 守 師盛. 若 狭の 守 經俊. 但 馬の 守經正 • 無冠の 大夫敦 盛、 侍に は 

越 中の 前 司 盛 俊 以下、 京都 邊 土の 輩、 四國. 西 國の者 共な り。 其 外 はさの み 名 を 記す 

に 及ばす、 矢に 當り劎 に觸れ て卷に 伏す 族、 一 の 谷の 城廓の 內- 東西の 城戶 の邊. 死 

一 の谷荡 城の 事  ^ 
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人の 多き 事、 麻 を 散らせる が 如くな，^ 水に 溺れ 山に 隱れし 者 は、 幾千 萬と いふ 事 

を 知らす。 主上. 女院. 二位 殿 .內 大臣. 卒 大納言 以下、 並に 人々 の 北の方 御舟に 召 

して、 まの あた， o 是 を御覽 せらる。 如何 計の 御 事 思 召し けんと、 推 量られて 哀れな 

b. 船中の 波の 上、 一生の 悲、 譬 へん 方 こそな か b けれ。 親 は 波の 上に 漂へば、 子 は 

陸の 砂に 倒れ、 妻 は 舟の 中に 焦れて、 夫 は 渚の 傍に. C びぬ。 友 を 忘れ 主 を 忘れて、 片 

時の 命を惜 み、 兄 を 怪しみ 弟 を怪ん で、 暫の身 をぞ貯 へ たる。 小水の 魚の、 泡に 息繼 

ぐが 如く、 客舍の 羊の、 屠所に 步 むに 似た いつまで 命 を 生きん とて、 各 身 を ぞ惜 

しみけ る， 打 洩らされ たる 人々 は、 水主楫 取、 八重の潮路に 棹して、 波に ぞ搖 られ給 

ひける a 或は 生 田の 沖 を 漕 過ぎて、 雀の 崧原 • こやの 崧. 南宫の 沖に 懸， ^、紀 伊の 地 へ 

^る 舟 も あり、 或は 葦屋の 沖に 懸 つて、 九國 へと 急ぐ 舟 も あ， ^、鳴戸の 沖 を 漕 過ぎ 

て、 屋 島へ 渡る 舟 も あり、 明 石の 浦の 波間よ.^、 淡 路の瀨 戶を漕 過ぎて、 島隱れ 行く 舟 

も あり、 未だ 一 の 谷の 沖に 漂 ひて、 波に 搖ら る、 舟 も あり、 霜 枯の小 竹が 上の 靑綠、 

紫 野に 染 返し、 細 谷川の 水の 色、 薄紅に て 流れた 汀の 波湊の 水、 錦 を 洗 ふに 似な 


りけ bs 

熊 谷、 敦 盛の 頸 を 送る 幷返狀 の 事 

熊 谷の 次 郞直實 は、 敦 盛の 首 をば 取り ぬれ ども、 嬉しき 事 をば 忘れて、 只 悲の涙 を 流 

し、 冑の 釉を濕 らしけ り。 倩 事の 有樣を 案す るに、 愚なる 禽獸 鳥類 迄 も、 子 を 思 ふ 道 

は 志 深し。 炎の 中に 身 を C し、 矢先に 當 つて 命 を 失 ふ 事 も、 子 を 思 ふ 情に あり. ノ 

兪 いかで か 憐れま ざらん • 弓矢 取る 身と て 何やらん、 子孫の 後 を 思 ひつ ゝ、 他人の 

命 を 奪 ふ 事 、蜻蛉の あるかな きかの 身 を 以て、 何 思 ふべき 世の 末 を。 是程 若く 美し 

き上餺 を、 失 ひ 歡き給 ふらん。 父母の 心の中 こそい とほし けれ • 縱ひ勳 功の 賞に は 

預からす とも、 此首 遺物 返し 送 b  、今 一 度 變れる 姿 を も 見 奉らば やと 思 ひければ、 實 

撿 にも 合せ、 懸首 にもしたり けれども、 大將 軍に 申請け て、 馬. 鞍. 冑 .甲. 弓矢. 漢 竹の 

笛 * 一  も 取 落さす、 一 鉞の 消息 狀に相 具して、 欽 盛の 首 をば、 父 修理の 大夫 へ ぞ 送り 

ける * 其狀 にい はく、 

熊 谷敦 盛の 頸^^る 幷返狀 の 事  S 
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直實讓 言上。 不慮 寮 1 參 U 會此 君-之 間、 揷， 吳王得 a 句踐 -秦皇 P 燕 丹-之 嘉 〔 直 欲お-勝 

負， 之 刻、 依 Jt, 容儀； 俄 忘-怨敵 之 思； 忽拋 k 威 之 勇； 剩 加-守護- 奉-供奉-之 處、 大勢 

襲 丄之間 • 始雖 ，^源氏、 お 家： 彼 多勢 也、 此 無勢 也。 樊 噌 之 威 還 縮、 養 由 之 藝速約 • 

爱直實 適 票， 生 於 弓馬 家； 幸 眩 a 武勇 於 U 域； 廻&落 k、 靡 &虛敲、 雖，， 天下 無雙之 

得ッ 名、 如^ 螂 合^ 而裰 fer 蝶 蟻  一 ^而穿 -岸。 憨挽， 弓 放レ前 、穴 二 被 fe^ 愚 命 於 同 軍 之 

戟麈； 覃¥ 憂 名 於 傍輩 之 後代： 自他 背 A 之 本望、 非-家 之 面目； 然問舉 V 仰， -此ぉ 御 素 

意， 之處、 早 賜：： 御 命-可 之 由 依， 被-仰 下； 乍 抑-落涙へ 不&而 P 御 頸- 畢。 恨 哉 

此君、 與 k 實， 苯 fe„ 緣於惡 世； 悲哉 宿運 久萌， 至 ^成- 怨酬之 S 雖. 然 此 逆綠- 者、 

爭互 截，， 生死 之 乳 不^成= 1 蓮之實 一 哉 * 然則僞 卜-閑居 之 地形； 懇可 assn 御 菩提； 直 

實 所&. 眞偽定 後 聞 無 ki- 候歟。 乎此 趣-可 fev 御 披露-候。 恐惶 謹言。 

二月 十三 日  直實狀 

進上 平 左 衞門尉 殿 

と ぞ 書きたり ける。 修埋の 大夫經 盛 は、 此首 遺物 を 得て、 夢現 分け 兼ねて、 物 も覺ぇ 


す 泣き 給 ふ。 公達 數多 在し まし けれども、 此殿は 末の 子に て、 殊に 憐れみ 給 ひつ ゝ、 

前にて^ ^ちて、 みめ も 心 も 世に あり 難き 人に て、 分く る 方な く 思 はれし に、 軍 場に 

出で て、 其 後 敵に や 取られ けん、 深き 海に や 沈み けん 、通れて 餘所 にある らんと、 其 行 

末 を 知り 給 はねば、 忍びの 涙 を 拭 ひて、 神に 祈り 佛に誓 ひて、 存命せ るか 死せ るか、 

なま 

知らば やと 思 はれけ るに、 今 は 不審 は 晴れ たれ ども、 見て は 歎ぞ增 りけ る。 生し き 

首 を 膝の 上に 搔乘 せて、 いかに やく 敦 盛よ。 か、 る顏を 見す る 事 こそ 悲し けれと 

て、 流る ゝ涙は 雨の 如し • 御前に 候 ひける 女房 も 兵 も、 只 夢の 如くに 思 ひつ、、 釉を 

のみこ そ 絞り けれ。 使の 待つ も 心 元な しとて、 泣々 返事せられ けり。 其狀に 曰く、 

敦盛幷 遺物 等 給 候畢。 此事自 K 出-花 洛之 古鄕； 漂 *西 海 之 波 上， 以降、 兼 所， 存也。 今 非 

k 可 J8T 故 P 戦場， 之 上 者、 何 有，， 再歸之 思， 哉。 盛者 必衰、 無常 之理 也。 老少 前後 者穢 

土 之 習 也。 然 而爲， 親爲， 子、 世 之 契不， 淺，釋 尊 愛，， 羅 K 之存； 樂天 悲-- 一 子 之 別； 應身 

權 化猶以 如， 此。 況 凡夫、 爭不， 歎 哉。 而去 七日 自， 討，， 立于戰 場， 之 朝； 迄，， 于後旅 船 之 

暮； 其 面影 未^^ 身、 來燕之 聲幽、 歸 臈之翅 空、 死生 無：， 吿者； 而 迷，， 行方； 存！： 1聞¥ 信- 

熊谷敦 盛の 頸^ 送る 井 返 狀の事  S 七 


直 實通世 
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而 知，， 由緖； 仰 JK 伏お 訴乏 ，碎 焦 k 肝 祈， 之。 偏 仰，， 神明 之 納受； 併 待- 佛陀 之感 應- 

之處 、於-七 H 之內， 今 見，， 此 之貌； 佛神之 効驗有 ，誠 而不 Jl。 內 哀傷 徹 V 骨、 外 感涙 洒 

, 袖。 生而不 V 劣，， 再來； 蘇而 相，， 同 重 見； 抑 非-貴 邊芳 恩-者、 爭今 得お 見-哉。 一門 風塵 

猶捨 返。 況 於-軍 徒 怨敵 人， 乎。 訪，， 和漢 兩國之 儀； 顧，， 古今 數代之 法； 未 ^ 聞-其 例； 此恩 

深厚 須彌頗 下、 蒼海 還淺。 進酬自 過去 遠々、 退 難. 報。 未來 永々 者 歟， 萬端雖 k 多難 J 抨 

筆紙； 謹言。 

二月 十四日  左衞 門尉卒 公朝 

熊 谷次郎 殿御 返事 

とぞ 書かれた る。 直 實は此 返事 を 給 はりて、 いとい 涙 を 流しつ、、 詮方な く ぞ思ひ 

ける。 穢土の 習 を 悲しみて、 遁れば やと 思 ひける が、 西國 の軍靜 まりて、 黑 谷の 法然 

房に 參 りつ ゝ、 髻を 切，^、 蓮 生と 名 をつ きて、 終に 世 を こそ 背き けれ • . 

賴 朝 倉 衡對 面の 事 


兵 衞の佐 殿-折節 伊 S の 奥 野の 燒狩 とて、 狩 場に 在し ましけ り、 此由斯 くと 申した 

うければ、 北條 へ 入れ 奉れと なり。 翌日 は北條 へ 具し 奉.^、 其 日 は 淨衣を 着せ 奉つ 

て、 白き 帶を 以て、 左右の 手 をした ゝ かに 縛め 奉る。 中將打 涙ぐみ、 罪深き 罪人の、 

冥途へ 赴く にこ そ、 白き 物 を 着て、 焰 魔の 廳へは 臨 ひと 阅く。 それに 少も達 はぬ 重 

衡 が有樣 かなと、 心細 ぐぞ 思 はれけ る。 北條へ 入れ 給 ひたりければ、 一法 员を 使に 

て、 是迄御 下向、 返々 難 有覺ぇ 侍り • 此間燒 山 狩 仕りて、 狩 場の 灰な どか 、りて、 見 

苦しく 候 へ ば、 靜に 見參に 入る ベ しと 宣ひ 捨て、 鎌 倉 へ 入り 給 ひけり。 廿五 日に、 梶 

原 平 三景 時 は、 三位の 中將相 具し 奉り、 间 じき 廿 六日 に、 鎌 倉 へぞ 入， o にけ る。 廿七 

日に、 兵 衞の佐 殿、 三位の 中將 と對面 ある べきの 由 披露 あり。 大名 小名 門前に 市 を 

なし、 其 日に なりければ、 三位の 中將相 具し 奉りて、 兵衞の 佐の 宿所へ 參る。 佐 殿の 

お ほひ 

館 新しぐ 作りて、 未だ 門 をば 立てられす、 四方に 築地つ き、 三方 は 覆したり けれども、 

今一 方せ ざり けり。 寢 殿に 引續 きて、 內侍七 間 十六 間にし つら はれたり。 內 侍の 上 

十二 間を排 へ、 中に 障子 を 立 切って、 六間づ つに しつら ひ、 上の 六 問に 、萵麗 綠の疊 

賴郫 茧衡對 面の 事 
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を 敷き、 三位の 中 將を据 ゑ 奉り、 內に は國々 の 長. 大名 小名 並居たり。 外 侍に は、 若 

侍 其數來 b 集れり。 內 外の 侍 を 見 給 へ ば、 古平 家に 仕 へ て、 重恩 深き 者 も 多く あ り、 

歷々 としたる 所に、 只 一 人ぞ 在し ける。 良久し くあって、 白き 直垂 着た る 法師 來り、 

三位の 中將の 向うて 在す る 御簾 を 半に 上げ、 錦の 綠さ したる 疊押 直して 返し： け 

り。 一 法 房 昌寬是 なり。 良 ありて 兵衞の 佐、 潞 塗の 立 烏帽子に 白直垂 着して、 寢殿 

に 出で て 着座。 空色の 扇 開き 使うて、 梶原平 三 * 時 を 使に て、 三位の 中將 殿に 申さ 

れ ける は、 賴朝、 故 入道 殿の 御 恩、 山よりも 高く 海よ ，0 も 深く、 罷蒙 りて：^  、  X、 卸 一 

門の 事 露 疎なら ね ども、 朝敵と て、 追討の 院宣 を 下さる、 上 は、 私なら ねば 力 及ぶ 

す 、斯様に 思 ひ 寄らぬ 世の 習に て 候へば、 何樣 にも 星 島の 大臣 殿の 見參 にも 入.^ ぬ 

とこ そ覺ぇ 候。 斯様に 申せば とて、 御意 趣 あるべき にあら す。 猶々 是 迄の 卸 下向 g 

ひ 寄らす、 難 有 喜び 入. o て 候と 申すべき と宣 ふ。 梶原、 三位の 中將の 前に 畏 つて 申 

さんと しければ、 何 條申繼 ぐ i や 思 はれ けん、 一門 運盡 きて 都 を 落ちし 上 は、 西國に 

ていかに もなる べき 身の、 是迄 下向 思 ひ 寄ら ざり き。 誠に 故 入道の 芳恩 忘れ 給 はす 


ば、 今 一 兩 H の內 に、 兵に 仰せて 首 を 刎ねら るゝ 事、 いと 安き 事に 侍り， 但 事の 心 を 

案す るに、 殷の紂 は 夏 臺に捕 はれ、 文 王は菱 里に 捕 はると いふ 文 あり • 上古 猶斯の 

如し。 況ゃ 末代 を や • 王者 又遁れ 難し。 况ゃ 凡夫 を や。 就中 我 朝に は、 源平 兩家、 

昔より 牛角の 將軍 として、 帝位 を 守護し 奉.^、 互に 狼藉 を 戒めき。 然るに 重衡、 一 の 

谷-一して 討た る、 にも あらす、 遁るゝ にも あらす。 過って 生 捕られて、 再び 故鄕に 

歸 つてう き 名 を 流し、 今 此恥を 蒙る。 昨日 は 人の 上、 今日は 我に か ゝれり • 身の 恥 

に 似た りと いへ ども， 弓矢 取の 敵に 生 捕らる ゝ事、 先例な きに あらす。 是先 世の 宿 

業な り。 又 怨惜の 果てぬ 所な り。 只御芳 恩に は、 急ぎ 首 を 召すべし と宣 ひければ 

大名^ 名 皆 涙をぞ 流しけ る。 景時、 又 佐 殿に 申さん としければ、 佐 殿、 よしや 皆閒き 

つる ぞ。 昌寛 參れと 召された う。 一法 來り畏 る。 宗茨 召して 參 れと宣 ひければ、 狩 

野の 介 召されて 參る。 四十 計りなる 男の 小 ひげなる が、 淺黃 の直垂 若て 前に 進む • 

ゃぁ宗 茂、 三位の 中將 入れ 奉り、 能々 慰め 參ら せよ。 疎に 當り苯 つて 賴朝 怨みな。 

南都の 衆徒 も、 申す 旨 あもとて 入り 給 ひぬ。 宗茂、 武具した る 者 五十人 計り 具し 來 

賴朝 重衡對 面の 事  ぎ 一 
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つて、 中將を 中に 取 籠め、 我 館へ 入れ 奉って 守護し けり。 重衡の 卿、 一 の 谷に て は、 

庄の四 郎に生 捕られ、 都へ 上る に は、 九 郞義經 に 具せられ、 京 中に て は、 土 肥の 次郎 

に 守護せられ、 關東 下向の 時 は、 梶 原に 渡され、 今 は 狩 野の 介に 預けら る。 縦へば 娑 

婆 世界の 罪人の、 冥途 中 有の 旅に して、 七日々々 に 十 王の 手に 渡さる らん も、 斯 くや 

i 思 ひ 知られたり。 

維 盛 屋島を 出で て 高 野に 參詣 

W 粉 川 寺、 法然 房に 謁する 事 

權の介 三位の 中 將維盛 は、 故鄕 は、 雲井の よそに なり 果て、、、 思 を 妻子に 殘 しつ、、 

人な み/. \- に 西國へ 落下り 給 ひた b けれども、 晴れぬ 歎に むす ぼ ほれ、 其 身 は屋島 

にあ り ながら、 心 は 都へ 通 ひけ， o。 三月 十五 日に、 與三兵 衞の尉 重景. 石 童 丸と いふ 

量、 舟に 心得た る 者と て、 武 里と 申す 舍人、 此 三人 を 具し 給 ひ、 忍びて 屋 島の 館 を 出 

でて、 阿波の 國由 木の 浦に ぞ 着き 給 ふ。 心 憂き 波路の 旅と いひながら、 今まで も 一 


門の 人々 に 相 具して、 明し 暮 したりつ るに、 今日 を 最後と 思 はれければ、 御名 殘 惜し 

くて、 海士の 苫屋の 柱に、 

折々 は 知らぬ 浦路 の藻鹽 草書き おく 跡 を かたみと も 見よ 

重景御 返事 申しけ り。 

我 戀は空 吹く 風に さも 似た b かたぶく 月に 移る と 思 へ ば 

石 量 九、 大臣 殿の 御 事 を 思 ひ 出し 給 ふらんと 思 ひ 奉りて、 

玉鋒ャ 旅行く 道の 行かれぬ は 後に かみの 留 ると おもへば 

さても 御舟に 乘 移り 給 ひ、 音に 閒く 阿波の 鳴戸の 沖 を 漕ぎ、 紀 伊の 路を 指して 楫を 

取る。 頃 は 三月 十日 餘 りの 事 なれば、 尾 上に かゝる 白雲 は、 殘 りの 雪 かと 疑 はれ、 磁 

吹く 風に 立つ 波 は、 旅の 釉を ぞ濡 しける。 曉鷄 のうかれ 聲 をし、 明 方に なりし かば、 

八重 立つ 霞の 隙より、 御舟 汀に 押 寄せたり。 爱は いづくなる らんと 尋ね 給へば、 名 

にし ぁふ紀 伊の 國 和歌の 浦と ぞ 聞き 給 ふ。 それより 吹 上の 浦 を 過ぎ 給 ひける に、 一 

門 を 離れ 兄弟に も 知らせねば、 一 は 怨に似 たれ ども、 かゝら ざら まし かば、 斯る 名所 

維 盛屋島 な 出で て 高 野に 參詣附 粉 川 寺法然 房に 謁する 事  £ 量 
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をば いかで か 見る ベ しと、 聊 慰み 給 ひけり • 彼 和歌の 浦と 申す は、 衣 通 姬の居 をし 

む。 山の 岩 极磯打 波、 沖の 釣 舟 月の 影、 しら、 の濱の 砂に、 吹 上の 濱 千鳥、 曰前國 S 

の 古木の 森、 面白 かりけ る 名所 かな。 されば 衣 通姬、 王 津島姬 明 神と あら はれて、 此 

所に 住み 給へ る、 狸 な b とぞ思 召す • 由 良の 湊に舟 を 着け、 是 より 下り 給へ り。 山 

傳 ひに 都へ 上りて、 戀 しき 人 共 を も、 今 一 度 見ば やと は 思 召しけ るが、 御 樣を窶 し 給 

へど も、 猶 尋常の 人に は紛ふ ベ くもなし。 本 三位の 中 將の生 捕られて、 京 田 舍恥を 

さらす だに 心 憂き に、 我 さ へう き 名 を 流さん も、 口惜しく 思 はれければ、 千度 心 は 進 

みけれ ども、 心に 心 をから かひて、 泣々 高 野 へ 赴き 給 ふ。 思 召し出す 事 ありければ、 

此次に 粉 川 寺へ ぞ參 られ ける。 此 寺は大 伴の 小手と いひし 人、 我 朝の 補 陀落是 なり 

とて、 躉を 結べる 所な り • 去ぬ る 治 承の 頃、 小 菘殿熊 野 參詣の 次に、 彼の 寺に 參 b 給 

ひた. o ける に、 書 置き 給へ る 打 札 あり • 今一 度 父の 手跡 を 見 給 はんと、 思 出で 給 ひ 

けり。 彼 札 を御覽 すれば、 落つ る 涙に 墨涫 えて、 文字の 形 は 見えね ども、 重 盛と いふ 

字 計， 9 は、 彫， 9 て 墨 を 入れ たれば、 ありし 乍ら に替ら ねば、 泣々 是をぞ 見 給 ひける • 


手跡 は 千代の かたみな、 りと • いひ 置きた る 言の葉 も： けに 哀れに ぞ思 召す。 御堂に 

入り、 觀 音の 御前に 念誦して 在し ましけ るに、 僧 一 人來 りて、 共に 念誦して ありけ る 

が、 怪しげに 見 奉 b て、 是は いづく より 御 參りぞ と 問 ふ。 京の 方より と 答へ 給へば、 

法然 上人の 入り 給へ る を 聞 召して、 御參 りかと いふ。 三位の 中將 は、 其 事 兼て 知ら 

や、 何事に 入 寺し 給 へ る ぞと 返し 問 ひ 給 へ ば、 此間 念怫法 門の 談議な b と 申して、 細 

に 問答して 立ちぬ。 中 將は與 三 兵衞を 招きて、 態と も 都に 上り、 法 念 房に 遭 ひ 奉り、 

後世の 事 を も 尋ね 聞くべき にこ そ あれ ども、 道 狹き身 なれば 力なし。 上人た ま. C 

此 寺に 在すな り • 憚 あれ ども 見參し 奉らん 事、 い か^ある べきと 宣 へば、 重景畏 つ 

て、 何の 御愼か 候べき。 上人 をば 生身の 佛と 承る。 然るべき 善知識に こそ、 後世 菩 

提 の御爲 に、 御聽聞 あらん 折節、 縱ひ炎 害に 逢 はせ 給 ふとても、 悼み 思 召す ぺ からす • 

鬪諍 合戦の 場に して、 身 を 失って、 修羅の 惡所 にも 生き 候なる ぞ かし * 況ゃ 聞法隨 

喜の 窻 にして、 命 を 4J す 事 あらば、 彌陀の 淨剎に 往生 せんと 思 召さるべし など、 小 賢 

しく. & しければ、 然る べしと て 夜に 入って、 重 景を御 使に て、 法然 上人へ 申されけ る 

維盛屋 島^ 出で て 高 野に 參詣附 粉 川 寺法然 房に 謁する 事  Bum 
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は、 維 盛 高 野 參詣の 志 あ つ て、 屋島を 忍び 出で て、 是迄罷 傅 へて 侍る が、 折節 然 る ベ 

き 事と 存候" 出 離の 法 門、 一句 承ら， ば やと 仰せられけ り。 上人 哀れに 思して、 頓て 

三位の 中將を 請じ入れ 奉り、 見 參し給 ひて、 いかに やく 有難く こそ 思 ひ 苯れ。 都 

を 出で 給 ひて 後、 人々 愛 彼に て. D び 給 ふと 承る に付きて は、 御身い か V な， 9 給 ひぬ 

らんと、 心苦しく 思 ひ 奉る に、 入れ 奉り 再び 見 參の御 事、 哀れに 喜び 入， 9 侍り • さて 

もさし もの 世の 亂れの 中に、 遙々 高 野 參詣の 御 志、 目出度 も 思 召し 立ちけ る 御 事 か 

なと て 泣き 給 ふ。 中將宣 ひける は、 家門の 榮花. 旣に 身に 極り て、 先帝 を 始め 參らせ 

て、 一族 悉く 西 海に 落下 りし 上 は、 人な みく にあ こがれ 出で て 候 ひぬ • うき 事 も 

多 かりし 中に、 難波潟 二 の 谷に て、 卿相 雲 客數. □ びぬ。 たまく 討殘 された る 者 も、 

ひね もす 

ある そら も 侍らす。 夜 は 夜もすがら、 今や 水の 底に 沈む と 歎き、 晝は 終日に、 今や 敵 

に 失 はる、 と 悲しむ。 兎にも^にも 靜 なる 心なし。 されば 終に 遁る まじき もの 故 

に、 貴き 結戒の 地と 承れば、 高 野に 參 りて 出家 を もして、 其 後 いかにも ならば やと 思 

ふ 事 侍り て、 屋島を 出で て、 是迄傳 ひ つ ゝ、 見え 奉る こそ 嬉し けれと て、 其 夜 は 庵室 


に 留まり 給 ひ、 泣 ロ說き 物語し 袷 ひける が、 曉 方に、 維 盛 幼 さより 身 を 放た や、 H 所 

作に 讀み 奉る 御經在 します • 水の 底に も 沈まん 時 は、 同じく 沈め 奉らん 事、 罪深く 

覺ぇ 候。 若し 世に なき 身と 聞き 給 はん 時 は、 思 出して 後世 弔 ひ 袷へ と宣 ひて、 是を 

渡し 奉る • 上人 請 取り 給 ひて、 縱ひ是 なしと も、 いかで か 忘れ 奉る べき なれ ども、 か 

く 思 召し 入りて 承れば、 開き 見ん 折々 は、 必らす 弔 ひ 奉る べしと て拜み 奉る。 四 宇 

の 小 草子に 、金泥に 書きた る 小字の 法華經 なり • いと 哀れに ぞ 思しけ る。 三位の 中 

將は、 今日は 留ま. りて、 名殘 をも惜 みたく 侍れ ども、 維 盛 をば 平家の 嫡々 とて、 賴朝 

殊に 相尋 ぬべ しと 披露 あり。 人の 口 も 恐ろし • 戒を 保ち 暇 申さば やと 宣 へば、 上人 

は、 此間 說戒の 程、 御 聽聞も あれ かしと 存 すれ ども、 御 急ぎと 承れば、 戒 授け 奉る ベ 

しとて、 圓頓無 作の 大戒. 梵 綱の 十重 禁をぞ 說き給 ひ、 其 後 念 佛の法 門. 彌陀の 本願 細 

細と 說き給 ひ、 樣々 敎 化せられければ、 維 盛 然るべき 善知識と 嬉しくて、 泣々 庵室 を 

出で 給 ひける が、 契 あらば 後生に は必 ゃ參會 と宣 ひて、 それより 高 野へ 參り給 ふ • 

上人 も 哀れに 思 ひ、 遙に 見送り 奉， 9、 衣の 釉を 濡らし 給へば、 見る 人袂を 絞りけ. 

維 盛！？ S 出で て^ 野 LL 袅詣附 粉 川 寺お 然房に 謁する 事  slpi- 


時賴 入道 
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三位の 中將 は、 高野山に 參 りつ \ 、時賴 入道に ぞ 尋ね 合 ひ 給 ひける • 

維 盛 高野山に 於て 出家の 事 

扨 も時賴 入道と 申す は、 三 條齋藤 左衞門 太夫 茂賴が 子に、 齋藤瀧 ロ時賴 とい ふ 者な 

り。 本 は 小 崧の內 大臣 殿の 侍た b しが、 高 倉の 院の 宮女橫 笛と 申す 女房 と、 深く 契 

りし 事 世に 隱れ なければ、 父 茂賴、 瀧 口 を 近付け、 ひたすら 敎訓 しければ、 あはぬ 浮 

世 かなと 無常 を觀 じ、 嵯 蛾の 奧法輪 寺に 入りて、 年 十八に して 出家して、 法名 は阿淨 

とぞ 申しけ る。 橫笛此 事 を 偉へ 聞き、 泣々 法 輪 寺に 來， o しか ども、 時 頼 も 思 切りた 

る 事 なれば、 出で て 逢 はす。 橫笛猶 も 悲しぐ て、 とても 永ら へん もの 故にと や 思 ひ 

けん、 桂 川に 身 を 投げ、 十七 歲を 一 期と し、 終に 空しくな b ければ、 時 賴此事 を 聞き、 

急ぎ 死骸 を 上げ、 懇に弔 ひ、 兎角 都 近き 所に 住めば こそ、 か ゝ る 憂目 も 見れ とて、 そ 

れ よ.^ 法 輪 寺 を 出で て、 高野山に 籠り、 五六 年に ぞな b ける。 然る べき 人々 は、 瀧 口 

入道と いひけ る を、 1 家の 者 共 は、 高 野の 上人と ぞい ひける • さし も 華やかな りし 


有様な りしが、 今 は黑き 衣に、 同じ 色の 袈裟に 窶れに けりと 哀れな， 卅に 足らぬ 

若 入道の、 いつしか 老^の 姿に なり 果て ゝ、 麻の 衣香の 煙に しみ 薰， o、 思 入， o たる 道 

心 者、 羡 しく ぞ見給 ひける。 入道 は、 三位の 中 將を見 奉りて、 夢 か 現 かと、 呆れ 迷 ひ 

たる 有樣 なり。 泣く 涙に 咽せ て 物 も 申さ や • 三位の 中 將も釉 を 絞りて 宣ふ事 もな 

し。 入道 良久し く ありて 申しけ る は、 屋 島に 御 渡りと 承り 待り しかば、 世の中、 个は 

昔に 變， o 行く 有樣、 御 一 門の 人々 思 召さる らん、 御 心の中 も 推量り 候 へ ば、 罷 下つ て、 

浮世の 有樣を 承り、 又 歎き 申入れば やと、 折節 每に思 ひ 出し 侍. o つれ ども、 愁に 出家 

入道して、 斯様に 引 籠りて、 身 は崧の 煙に ふす ぼり、 形 は 藤の 衣に 窭れ て、 御前に 參 

b 、御 目に 懸る ベ き有樣 にも あらねば、 中々 にと 身に 悔， o て、 罷 過ぎ 寺り き。 いいこ 

して 是迄 は傳ひ 在し ましけ る やらん。 更に 現と も 覺ぇ候 はや。 故 段の^ の 仰 に は、 

賢人 は榮 華に 誇らす、 草庵に 卜居す と 仰せし もの を、 只今 思 ひ 合せられ 候ぞゃ i 申 

し、 墨 染の釉 を 顏に當 てゝ歡 きければ、 中將宣 ひける は、 都に て、 いかにもなる ベ か 

りしに、 人な み）.^ に 西國へ 落下り たりつれ ども、 肝心 も 身に 添 はす、 留め置きし 者 

雉 盛 高野山に 於ズ 出家の 事  H 一一 九 
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共 も、 理に 過ぎて 戀 しく、 覺 東なければ、 何事に 付けても、 世の中 あじきなければ、 思 

ひ ほれて 年月 を經る 程に、 是を ばかくと も 知り 給 はで、 大臣 殿 も、 池の 大納言の やう 

に、 二心 ある 者と 思し て 打 解け 給 は ねば、 いとい 心 も 留まら で、 あ こがれ 出で て 是迄 

來れ り。 いかにもして 故 鄕に傳 ひ、 變らぬ 姿 を 今 一 度 見えば やと 思 ひつれ ども、 本 

三位 中將の 如ぐ、 生きながら 捕 はれて、 父の 屍に 血 を あやす 事もう たてければ、 是に 

て髮を 下して、 水の 底に も 入りなん と 思 ふなり。 佤熊 野へ 詣 でんとの 志 ありと 宣ひ 

も あ へす 泣き 給 へば、 上人、 誠に 夢現の 世の中 は、 とても かくても ありなん、 永き 世 

の 闇 こそ 苦し かるべ けれ。 目出度く も 思 召し 立ちけ る 御 事な りと 申す。 夜明けに 

ければ、 三位の 中將 は、 入道 を 先達と して、 先づ本 寺より 始めて、 院々 堂塔に 巡禮ぁ 

り。 彼 高野山 は、 帝 城 を 去 つて 二 百 里、 鄕里を 離れ て 無人 聲、 晴嵐 棺を 鳴らして、 夕 

日の 影も靜 なり。 金剛 八 葉の 峯の 上、 祕密瑜 伽の 道場な り。 一度 參詣の 輩 は、 永く 

三途の 苦しみ を 離る， 十三 大會 の聖 衆に は、 葛 を 並べて 隔 なし。 卅七 尊の 聖容 は、 

心の中に ぞ 座し 給 ふ" 八の 尾 八の 谷に、 衆生 本覺の 心の 蓮 花 を かたどり、 或は 上り 


或は 下る • 行 願證義 菩提心 を 現せり • 金堂と 申す は、 嵯 蛾の 天皇の 御 願な り • 或は 

釋尊 涅槃の 像 を 映せる 道場 も あり、 在世の 昔 を 慕 ふかと 哀れな り • 彌陀 来迎の 装 を 

畫く靈 場 も あり、 終焉の 夕 を 待つ かと 覺 えたり。 若 は說法 衆生の 庭、 座禪 入道の 窻 

も あり、 若 は祕密 修行の 室、 念佛 三昧の 砌も あり、 顯 敎密敎 かき 交へ、 聖道淨 土 各な 

り。 蛾々 として 高き 山、 渺々 として 遠き 峯、 霖 霧の 底に 花 綻び、 尾 上の 霜に 鐘 響き、 

嵐に 紛ふ 鈴の 音、 雲井に 上る 香の 煙、 ぐに こそ 貴 けれ。 それよ. o 檜 原 杉 g 百 

八十 町 分 過ぎて、 奥の院に 參り給 ふ。 大師の 御廟 を拜み 給へば、^ に崧生 ひて 垣に 

蔦 生へ， -。 庭に 苔 深う して、 軒に しのぶ 繁 りたり a 是ゃ此 仁 明 天皇の 御宇、 承 和 二 

年 三月 廿 一 S の 寅の 一 天に、 入定し 給へ る 石室なる らんと、 過ぎに し 方 を數へ けれ 

ば、 三百 餘歲に 越えに け. 5。 彼迦葉 尊者の 鷄足 洞に 入り、 弘法 大師の 高 野の 石室に 

籠り 袷 ひしょり 此方、 五 士ハ億 七 千 萬 歳の 春秋 を 隔て、、 慈 尊 三 會の曉 を 待ち 給 ふ 

こそ 遙 なれ。 三位の 中將 は、 御廟の 前に 良久し く 念誦して、 又もと 思 ふ參詣 も、 心に 

任せぬ 我 身なり。 遠う して 又遙 なり。 維 盛. 進んで は 釋迦の 出世に 會は す、 艮ズ 二し は 

維 盛 高野山に 於て 出家の 事  ほ 一一 一一 
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慈 氏の 下 生 期し 難し。 恨む らく は 其 中間に 留まって、 空しく 三 途に歸 らん 事 を。 今 

暮雲の 心つな ぎ 難し。 朝露の 命、 旣に涫 えなん とす • 願の 妄執 を 廟崧の 風に 拂 つて、 

. 永ぐ 煩 惱を法 水の 波に 洗 ふ。 三界の 火宅 を 出で て、 無 苦の 寶剎に 生れん と ぞ拜み 奉 

られ ける。 さても 維 盛が 身 は、 今日 か 明日 かと 思 ふ もの をと 宣 ひて、 左右の 釉を顏 

にあて、 さ め 泣き 給 へ ば、 阿淨 も重景 も、 共に 袂を 絞りけ り • 其 後 時 頼 入道が 

庵室に 歸り、 持佛 堂に 差 入 h- て、 拜 廻し 給 へ ば、 本尊 かたくに 安置し 奉り、 閼伽を 

しなぐ 備へ 奉る 有樣、 淨名 居士の 方丈に、 三 萬 二 千の 床 を 立て ゝ、 三世 十 方の 諸佛 

を 崇め 奉りたり けん も、 斯 くやと 覺 えてい と 貴し。 行儀の 作法 を 見 給 ふに も、 昔 は 

世俗 苯 公の 釉を かきお さめし に、 至極 甚 深の 床の 上に は、 心地の 玉 を 磨く らんと 覺 

え、 後夜晨 朝の 鐘の 聲に は、 生死の 眠を覺 すらん と 聞え けり。 尾 上の 嵐 烈しくて、 軒 

の 忍に 露 亂れ、 雲井の 月 さやけ ぐて、 苔む す 庭も靜 なり。 夜 も旣に 明けに ければ、 三 

おさな 

位の 中將、 時賴 入道に 仰せけ る は、 故鄕に 留め置きし 少き者 共の、 さし も わりな かり 

し を も、 其 母が 强 ちに 慕 ふ を も、 今 一 度 見 もし 見えば やと こそ 思 ひて、 屋島 をば 忍び 


出で しか ども、 そ も 今 は 叶 はや。 さらば 出家し て 、 熊 野 へ 叁ら ば や と 思 ふなり と^ 

b 給 へ ば、 入道 涙ぐみて、 此世は 夢幻の 所、 うき 事 も 悲しき 事 も、 始めて 驚き 思 召す 

べきに あらや。 都に 留め置かせ 給 ふ 公達 北の方の 御 事、 尤思 召し 切らせ 給 ふべ し • 

分 段 輪廻の 境に 生れた る 者、 誰か 死滅の 怨を免 かれた る" 妄想 如 幻の 家に あ ふ 輩、 

終に 別？ I の悲 みあり。 彼沙羅 林の 春の 空 を尋 ぬれば、 萬 德の花 しぼみて、 一 化の 綠 

永く 靈 きぬ。 觀喜簡 の 秋の 風 を 聞けば、 五衰の 露^え て、 巨億の 樂み 早ぐ 空し。 浞 

や 下界 泡沫の 姿に 於て を や。 不定 短命の 國に 於て を や。 是に 依って 老いた る， X^I 

きも、 去って 大小の 前後 定めな し。 貴き も 逝き 賤 きも 逝きて、 上下の 昇 沈 知， o 難し。 

三界 廿五 有の 住家、 何者か 此 苦を脫 れん。 五 蟲千八 百の 類、 いかで か 其 憂 を 離る ベ 

き。 厭 ふべき は 浮世な り、 悲しむべき は此 身なり。 君 御 一門の 餘 執に 引かれて、 西 

海の 旅に 赴き 給へ る 上 は、 敵の 爲に捕 はれ 在し ます か、 水底に 沈み 給 ふ べき か。 大 

師 入定の 靈地 なり、 兩部 結戒の 道場な り。 此峯 にして 忽に 俗服脫 ぎ、 法衣 を 着し 在 

しまさん 事、 卽 身に 安養の 淨剎 に詣し 給へ， o と、 思 召しな すべし と 申しければ、 三 

維 盛 高野山に 於ズ 93 家の 搴  B 
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位の 中 將淚を 流し、 打うな づき 給 ひて、 誠に 都 を 出で し H より、 敵の 爲に. C されて、 

屍 を 山野の 道の 邊に 曝して、 名 を 西 海の 底に 沈むべし とこ そ 思 ひしに、 斯る べしと 

は、 かけても 思 ひ 寄ら ざり き。 是も 善業の 催す 所と いひながら、 いかにも 故 鄕の少 

き 者 共の 事の み 思 ひ 出で つれ ども、 其 事 思 ひ 捨て、 參詣 せし 程に、 粉 川に て 法然上 

人に 對 面して、 念 佛 往生の 法 門を聽 聞し、 大乘無 作の 大戒を 授けられ、 剩へ上 乘瑜伽 

の 靈峯に 上り、 大師 草創の 佛 閣を拜 み、 堂塔 巡禮 して、 六道 輪廻の 業を滅 すらん と存 

する 上、 斯樣に 目出度く 貴き 事 ども 承れば、 昔 は 家門の 主 從の禮 儀たり しか ども、 

今 は 菩提の 大 善知識と こそ 思 召せ。 さらば 急ぎ 出家 をと 宣ふを 見 奉る に、 潮風に 黑 

み、 盡 きせぬ 御物 思 ひに 瘦せ衰 へ 給 ひて、 其 人と も 見えすな b 給 ひたれ ども、 猶 人に 

は 勝れて 紛 ふべ くもなし。 いかなる 仇敵な b とも、 哀れと 思 ひぬべし。 御 戒の師 に 

は、 東 禪院に 狸 覺坊の 心 蓮 上人と 申す 惯を 請じ苯 り、 時賴 入道、 出家の 御 具足 取り 整 

へ、 本尊の 御前に 香 を 焚き、 花 を 供し 設けたり。 三位の 中將 は、 髻を 左右に 結 ひ 分け 

て、 四 恩師 惯を拜 し 給 ふ。 心 達 上人 剃刀 を 取り、 泣々 御 後に 立 寄りつ、、 流轉 三界 中、 


恩愛 不能 斷、 奇恩入 無爲、 眞實 報恩 者と 三 僞唱 へ て、 剃.^ 給 ひける にも、 北の方に 今 

1 度 變らぬ 形 を 見せて、 斯 くもなら ば 思 ふ 事な からまし と 思す ぞ、 愛執 煩惱 罪深し 

i いひ 乍ら、 誠にと 覺 えて、 最 惜しき 御髮、 剃り 落し * りければ、 御衣 を召替 へて、 心 

蓮 上人、 大 哉解脫 服、 無 相 福 田 衣、 被服 如戒 行、 廣度諸 衆生と 唱 へ て、 御 袈裟 を 授け 奉 

る。 法名 淨圓 とぞ 申しけ る • 與三兵 衞も石 童 九 も、 一 度に 髮を 剃りたり ける • 三位 

の 中 將も與 三兵衞 も、 同年に て廿 七。 石 童 丸 は 十八な.^ 三人 共に 盛 を だに も 過ぎ 

給 は ぬ 人々 の、 斯く 剃り 給 ひつ ゝ、 居並びた る を 見渡して、 心 達 上人 も時賴 入道 も、 

墨 染の釉 を 絞りけ り。 中將 入道、 舍人武 里 を 召して 宣 ひける は、 我れ 兎も角もな り 

なば、 都へ は 向 ふべ から や。 後の かたみに、 今一 度 日頃 戀 しかりつ る 事 を もい ひ、 又 

樣を變 へ、 身の なる 果を 書き やらば やと は 思 へ ども、 早世に なき 者と 聞くならば、 思 

ひ歡 きに 堪へ す、 髮を 落し 形を窶 さん も 不便な り • それ はせ めても いか V はせん。. 

淵 川に 身 を も 沈めて、 少き者 共が 便な ぐ、 父に は 生きて 別れぬ、 母に は 死して 後れ 

ぬえ、 小賢しぐ 歡き悲 まん もい とほし かる べし。 終に は隱れ ある まじ けれども、 い つ 

維 盛萵野 山に 於て 出家の 事  S 
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しか 知ら さじと 思 ふなり • 急ぎ 迎へ 取らん と搽へ 置きし 事 も. 签 しぐな. りぬ • 如何 

； iS か は 辛く 思 ふらん。 都に 留まりて、 歎き 思 ふらんよりも、 旅の 签 にあ こがれて、 詮 

方な く 悲しき 心 をば 知ら や、 うらみん 事 もい と 痛 はしと て、 御 涙せ き敢 や、 只是 より 

屋 島に 行きて、 新 三位の 中將. 左中將 達に、 有の 儘に 申せ 侍 共、 いかに 覺束 なく 思 ふ 

らん。 ，- ^< ^„ 0 も 知らせねば、 誰々 も、 さ こそ 恨み 給 ふらめ。 唐 皮と いふ 鎧、 小 烏と 

いふ 太刀 は、 當家 代々 の重寶 として、 我 迄嫡々 に 相 * はれり。 肥 後の 守貞 能が 許に 

預け 置きけ り。 それ をば 取 b て、 三位の 中將に 苯れ。 若し 不思議にて、 世 も 立ち直 

らば、 後に は 必す六 代に 讓り 給へ と 申す ベ しとて、 さめ^^と ぞ 泣き 給 ふ。 

唐 皮 • 小 烏 .拔 丸の 事 

抑 唐 皮と いふ は、 凡夫の 製に あらす、 佛の 作り 給へ る蹬 なに 桓武 天皇の 御 伯父に、 

慶圓 とて、 眞言の 奥義 を 極め 給 へ る 貴き 上人 在し ましき。 綸言 を 給 はって、 紫宸殿 

の 御前に 壇を袼 へ、 胎藏界 の 不動の 前に 智印を 結び、 心 を 安平に なぞら へ て、 彼 法 を 


加持 せらる • 七日と ふ 未の 刻に、 紫雲 起り て ©卷 き 下り 、其 中より、 荒ら かに 壇上に 

落つ る 物 あり。 雲 涫ぇ壇 晴れて 是を 見れば 、一雨の 鎧 あり。 攄の 匂に、 白く 黄なる 

兩蝶を 裾 金物に 打って、 糸 緘には あらす して、 皮絨 なり • 裏 を 返して 見る に、 實のぁ 

ひ あ ひ 虎の 毛 あり， 圖り 知ん ぬ、 虎の 皮に て緘 したりと。 故に 其 をば、 唐 皮と ぞ申 

しける。 帝御尋 ありければ、 慶圓 申させ 給 ひける は、 是 はこれ. 本朝の 固めな り。 是 

れ 不動 降伏の 胄な b。 彼 明 王 は、 外に 降魔の 相 を 現す とい へど も、 內に 慈悲 哀愍 を 

具足せ り。 火焰を 身に 現 すれば、 女 我の 相 を あら はす。 女 我の 相と は、 大日 胎藏の 

かきこむ 

身 を 現す るな り。 大日 胎藏の 身と いふ は、 大藏 の腹體 を垣斷 るな， 9。 彼 垣 は 胄に如 

かす。 されば 不動に 七 雨の 鎧 あり。 兵： g. 兵體. 兵 足. 兵 腹. 兵 背. 兵 指. 兵 面な り。 皆是五 

大. 五國. 五花. 相承 相對 せり。 人の 五 體を圍 はん 料な り。 然れば 州 中の 守、 甲冑に 如 

か t 此鎧 は、 七兩が 中の 兵 面と いふ 鎧な り。 本朝の 守に は、 何者か 是に增 るべき •. 

人 甲胄 を 着せし 時 は、 專國の 家 壁と 思 ひて、 我物の 想 をな さじ。 國を かこ はん 時 は、 

偏に 州 頭の 壁との み 思 は ざれ。 皇の 御衣と 思 ふべき なりと、 奏聞せられ け.^ され 

唐 皮 小 a| 拔 丸の 事  七 
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ば此鎧 は、 眞言 祕敎の 中より、 不動明王の 化 現し 給 へ る 所な り" 國 家の 守と して、 六 

代 迄 は大內 の御寶 なりけ り。 其 後 武道に 遣して、 將 軍に 持す ベ き 由、 日記に 留め 給 

ひたりけ る を、 高 望の 王の 御 孫 平 將軍貞 盛に， 下し 預けられ しより 以來、 維 盛 迄は嫡 

嫡九 代に 傅 はれり。 今の 唐 皮と いふ は是 なり • 又 小 烏と いふ 太刀 は、 彼 唐 皮 出來て 

後、 七日と 申す 未の 刻に、 主上 南 殿に 在し まして、 東天 を御拜 ありけ る 折節に、 八 尺 

の靈鳥 飛び 來 りて 大 床に 侍り。 主上 御笏を 以て 招き 召されけ り。 烏敕 命に 依って 

躍り 上り、 御座の 御 緣に嘴 を かけて 奏し 申さく、 我 は 是れ太 神宮より、 劎の 使者に 參 

れ， o とて、 羽づ くろ ひして 罷 立ちけ るが、 其懷 より 一 つの 太刀 を 御前に 落し 留めけ 

り。 主上 自ら 此劎を 召されて、 八 尺の 大靈 烏の 中より 出で たる 物 なれば とて、 小 烏 

とぞ 名付けさせ 給 ひける。 唐 皮と 共に、 寶 物に 執し 思 召す。 されば 太刀 も冑 も、 同 

佛 神の 御製 作な り。 本朝 守護の 兵 具な り。 是に 依って 代々 は、 內 裏に 傳は， りけ る を、 

奥 盛が 世に 下し 預けて、 此 家に 傅 はりて、 希代の 重寶 なり。 . 又 平家に 拔 丸と て劎ぁ 

り。 池の 大納言 賴 盛の 卿に あり • 中古 伊勢の 國鈴鹿 山の 邊に、 賤 しく 貧しき 男 あり • 


身の 乏しき 事を歡 きて、 常に 精進 潔齋 して 太 神宮に 詣で、 世に あらん 事 を 祈 6 申す • 

年頃 日來 怠る 事な かりければ、 神明 其 志 を憐ん で、 汝 深山に 遊獵 して、 獸を 得て 蒌 

子 を 養へ と 示現し 給 ひければ、 御託 宣を賴 み、 鈴 鹿の 山 を 家と して、 夜畫 狩して、 戳 

物 を Kb 得た る 時 は 妻子 を 養 ひ、 得ざる 時 は ロを筌 しくす。 是を 以て、 一 期活 命の 

便と なるべし とも 覺ぇ ざり けれ。 我れ 年頃 參詣の 功に 依って 靈 夢を感 す。 神慮に 

任せ、 深山に 遊獵す れ ども、 身 を 助く る 謀なる べし とも 覺 えす。 太 神宮 いかにと # 

ちゃし 

計ら ひ ある やらん と、 愚に も 冥盧を 怨み 思 ひ 奉りけ る 折節、 三 子 塚と いふ 所に て、 奇 

き 太刀 を 求め 得た， o。 此 太刀 を 設けて 後 は、 聊も 目に かゝ る禽獸 鳥類 通る、 事な 

し • 然るべき 寶 なりけ り。 我 聞く 漢朝の 高祖 は、 三尺の 劎を 以て、 座ながら 諸國の 

王を從 へり。 日本の 愚獵ー 振の 劎を 求めて、 帶 きながら 山中の 獸を 得たり。 是れ天 

照 太 神の 冥 恩な りと 思 ひければ、 畫 夜に 身 を 離さす。 或 夜 鹿 を 待ちて、 大 なる 木の 

下に 宿す。 太刀 を 大木に 寄せ 立て、 其 夜 を 明す。 朝に 此木を 見れば、 古木の 如くし 

て、 枝葉 皆 枯れたり。 獵铈 不思議に ぞ思 ひける。 月頃 日頃 も、 此 木の 下 を A 家と せ 

唐 皮 小烏拔 丸の 事  お ズ 
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しが 、よべ^ は綠の S さかりに こそ ありし に、 今夜 此 太刀 を 寄せ かけた る 故に や 

一 € ^內に 枯れぬ る こそ 怪し けれ。 是 定めて 神靱 ならん とて、 木 枯とぞ 名付けた ミ 

其 頃 刑 部卿忠 盛、 伊勢の 守に て 在し ける が、 ほの 聞きて 件の 獵 § を 召し、 此 太刀 を 見 

給 ふに、 異國に は そ も 知らす、 我 朝に は 有難き a なりと て、 世に 欲しく 思 はれければ、 

iik の庄の 年貢 三千 石に 替 へて 取られけ り。 さて こそ 獵師、 家 富み 身豊 にして、 彌 

太 神宮の 御 利 生 ども 思 ひ 知りけ，^ 忠盛 都に 歸り 上り、 六 波 羅の池 殿の 山庄 にて、 

畫寢 して 前後 も 知ら や 在し ける が、 此木枯 の 太刀 を 枕に 立て、^ きたり。 大蛇 池よ 

り 出で、 口 を 張り 泳ぎ 近づき、 忠盛を 呑まん とす。 木枯 鞘よ.^ 颯と 拔 けて、 がば とま 

ろぶ。 倒る、 昔に 驚きて、 忠盛起 直って 見 給 ふに、 劎は拔 けて 蛇に 向うた.^ 蛇 は 

劎： 恐 1 て、 仅 底- 一 沈みに けり。 太刀が ばと 倒る 、 は、 主 を 驚かさん が爲、 鞘より 拔 

ぐる は、 主 を 守って 大蛇 を 切らん が爲 なりけ り。 それより して 木 枯の名 を 改めて、 

^もと ぞ 呼ばれけ る。 平 治の 合戦に、 三 川の 守賴 盛、 熊手に 懸けられて、 财 たるべ か 

. b ける にも、 此 太刀に. \ し 鎖 金 を 打 切って、 遊れ 給 ひけり。 かゝる めでたき 劎 なれば、 


嫡々 にき はるべ かりけ る を * 賴盛當 腹 に て 相 傅 あ り けれ ば、 淸盛 .賴@ 兄弟 なれ ども、 

暫し は仲惡 しく 在し けりと 聞え きなん ど、 細かに 物語し 給 ひて、 唐 皮. 小 烏 は 重代の 

重寶、 家門の 守な に 世 立直ら ば、 必 in ハ 代に 体 へ 給 へ と、 能々 仰 合め られ けり • 

維 盛 入道 熊 野詣、 最後の 事 

是 よ.^ 熊 野 參詣の 志 あ，^ とて、 修行者の 樣に 出立ち 給 ひければ、 いかにもな り& よ 

ん樣を 見 奉らん とて、 時賴 入道 も 御供 申して 參り けり。 紀の國 三 藤と いふ 所へ 出 

で 給 ひ、 藤 代 王子に 參り、 暫く 法 施 を 奉り 給 ふ。 所願 成就と 祈誓して、 峙に 上り 給へ 

ば、 眺望 殊に 勝れた. C  。霞 籠め たる 春の 签、 日數は 雲井 を隔 つれ ど、 妻子の 事 を 思 ひ 

出で、 故 鄕の方 を 見渡して 、涙の 垢離 をぞ かき 給 ふ。 和歌の 浦 • 玉津 島の 明祌 を伏拜 

み、 吹 上の： ぎ與 田の 浦 • 日 前國 憑の 古木の 森 • 沖の 釣 舟. 磁打 波、 あはれ 何れもと り. 

どり なり。 蕪 坂 を 打 下り、 鹿 瀨の山 を 越 過ぎて、 高 家の 王子 を伏拜 み、 日數 漸く 經る 

稃に、 千里の 鑌も 近付きけ り。 岩 代の 王子 を 通り 給 ふ。 其邊 にて 狩 装束した る 者、 

維 盛 入道 熊 野詣 最後の 事  は 一 
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七八騎 計. 9 會 ひたりけ り。 敵 人來り 搦め捕らん とする にやと、 肝心 を 迷 はして、 各 腰 

の 刀に 手 を かけて、 自害 せんとし ければ 、ばら^-と 馬よ.^ 下り、 深く ひらみ て 通り 

にけ り。 見知，^ たる 者に こそ。 誰な らんと 淺 ましぐ、 いぶせく 思 ひ 給 ひければ、 い 

と > 足早に ぞ さし 給 ふ。 當國の 住人に、 湯 淺の權 の 頭 入道 宗 重が 子息、 湯淺 の兵衞 

の尉宗 光と いふ 者な，^ 郎等 共 も 怪しげに 思 ひて、 此道者 は、 誰 人に て 在し まし 候 

ぞと問 ひければ、 宗光、 あれ こそ^ 家の 故 小 松の 大臣の 御子に、 權の介 三位の 中將殿 

よ。 一 門の 人々 に 落ちつれ て 、面國 にと こそ 聞き 奉りし に、 いかにして 屋 島より、 是 

迄 * ひ 給 ひける やらん。 小崧 殿の 御 時 は、 常に 苯公 申して 御 恩 を も 蒙り、 此殿を も 

見馴れ 奉りた れば、 近く 參り て、 見參 にもと 思 ひつれ ども、 道 狭き 御身と なりて、 憚 

ち 思 召す^ 氣色 あら はなり つれば、 さて 過ぎぬ。 あな 痛 はしの 御有樣 や、 變る 世の 

習と いひながら、 心 憂 かりけ る 事 かなと て、 馬 を 止めて はらく と 泣きければ 、郎等 

共 も、 皆 釉をぞ 絞りけ る。 三位の 中將 入道 は、 日 數經れ ば、 岩 田 川に 着き 給 ひて 、一瀬 

のこ b を かき 袷 ふ。 我れ 都に 留め置きし 妻子の 事、 露 思 ひ 忘る、 隙なければ、 さ こ 


そ 罪深 かるらめ ども、 一 度 此川を 渡る 者、 無始の 罪業 悉く 滅 する なれば、 今 は 愛執 煩 

惱の垢 もす、 ぎぬ らんと、 賴 もしげ に 仰せられて、 

岩 田 川 誓の 舟に さほ さして 沈む 我 身 も 浮びぬ るかな 

と 詠 じ 給 ひても、 父 小 松の 大臣の、 熊 野詣の 喜の 道に、 兄弟 此川 水、 あみた はぶれ て 

上りたり しに、 權 現に 祈 b 申す 事 あり。 淨衣脫 ぎ 替ふぺ からす、 御感應 ありと て、 是 

より 重ねて 奉幣 ありし 事、 思 出で 給 ひても、 脆き は 落つ る 涙な り。 其 日 は 瀧 尻に 若 

き 給 ひ、 王子の 御前に 通夜し 袷 ひ、 後世 をぞ 祈， o 申されけ る • 彼 王子と 申す は、 本 地 

は不签 譖索爲 衆生 利益と て、 垂 跡の 此砌、 當來慈 尊の 曉を、 待ち 給 ふこ そ 貴 けれ。 明 

を 出で て 三所權 現の 巡禮を 遂げ、 那智の 浦に て 入水し 終ん ぬ • 

壽永 三年 三月 廿 八日、 生年 廿セ 

と 書き 給 ひ 、奥に 一 首を殘 されけ り • 

生れて は 終に 死ぬ て ふ 事の みぞ 定 なき 世に 定 ありけ る 

其 後 又 島より 舟に 移， 9 乘り、 遙の 沖に 漕ぎ出で 袷 ひぬ。 思 ひ 切った る 道 なれ ど、. 今 

維 盛 入道 熊野詣 最後の 事  B 
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を 限の 波の 上、 さ こそ 心細 かりけ め。 三月の 末の 事なる に、 西に 向 ひ 手 を 合せ、 念怫 

百 遍 計り 唱 へつ、、 海へ 飛 入，^ 給 ひける。 與三 兵衞. 石 童 丸 も、 同じく 續 いて 入りに 

けり。 舍人武 里 も、 續 い て 入らん としけ る を、 時賴 入道、 何とて 御 遺言 をば 違 ゆ る ぞ。 

下 藤 こそ 口惜し けれと て、 抱き止めければ、 舟の 中に 伏轉 び、 聲を 上げて 歎きけ る • 

時賴 入道 も、 さすが 別れの 悲しくて、 墨染の 釉を濕 しける。 若し 浮上り 給 ふかと、 暫 

し 舟 を 廻し 見 けれども、 三人 共に 深く 沈み 給 ひければ、 空しく 舟 を漕戾 し、 高 野 へ こ 

そ歸 りけ る。 或說 にい はく、 三 山の 參詣を 遂げられ にければ、 高 野へ 下向 ありけ る 

が、 さてし も 遁れ果 つ ベ き 身なら ねばと て、 都へ 上. C- 院の 御所へ 參り て、 身 謀 首に も 

侍らねば、 罪深 かる ベ きに も あらす、 命 をば 助けら る べき 由をぞ 申入れ ける。 事の 

體 不便に 思 召されて、 關 東へ 仰 遣され けり。 賴朝御 返事に、 彼 卿 を 下し 給 はって、 體 

に從 つて 申入る べしと 申したり ければ、 罷 下る べき 由、 法皇より 仰 下されけ る。 後 

は飮食 を斷 ちたり ける が、 廿 一 =: とい ひける に、 關 東へ も 下着せ す、 相 模の國 湯の 下 

の 宿に て 入滅と もい へり。 驟中 記に 見えたり。 或說に は、 紀 伊の 國の 住人 湯淺宗 


光、 那智の 客僧 等 是を憐 みて、 瀧の 奥の 山中に、 庵室 を 作りて 隱し 置きたり。 其 所 今 

は廣き 畑と なって、 彼 人の子 孫 繁昌して おはす。 每 年に 香 を 一 荷那 智へ備 ふる 外 

は、 別の 公事な し。 故に 愛 を 香 K とい ふ • 入海 は僞 なりと 云々。 時賴 入道 は 高 野へ 

上り 、武 里は讃 岐の屋 島に 下りに けり。 御 弟の 新 三位の 中 將に逢 ひ 奉り、 三位の 中 

將 入道 殿の 宣 ひける 事共、 ありの 儘に 語り 申せば、 あな 心 憂 や。 いかなる 事な. oi 

も、 など か資 盛に は 知らせ 給 は ざり ける， さあら ば 御供 申して、 同じ 水底に も 入り 

なまし もの を。 我が 賴み 奉る 稃は、 思 ひ 給 は ざ. o ける 恨めし さよ。 一所に て、 いか 

にもな らんと こそ 申し、 がと て 、涙 をせ き敢す 流しけ る こそ 無慙 なれ。 三位の 中將 

をば、 池の 大納言の 如くに、 賴 朝に 心逋 はして、 京へ 上りに けりと、 大臣 殿 も 心得 給 

ひて、 資盛 r も 打 解け 給 は ざり つるに、 さて は 身 を 投げ 給 ひける 事の 悲し さよ。 云 

置き 給 ふ 事 はなし やと 間 ひ 給へば、 武里 泣々 申しけ る は、 京へ は あな かしこ 上る ベ 

からす。 屋 島へ 參 りて、 ありつる 事 ども 詳しぐ 申せ。 一所に て、 いかにもな らんと 

こそ 思 ひ 侍りし かど も、 都に 止め 置きし 少き者 共の、 餘. o に覺柬 なくて、 ある そら も 

維 盛 入道 熊野詣 最後の 事  0.^ 
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なかり しかば、 若し ゃ傳ひ 上って、 今 一 度 見ん と 思 ひて、 あく がれ 出で たりし かど も、 

叶 ふべき 樣 なければ、 斯く 罷りな りぬ。 備 中の 守 も 討 たれぬ。 維 盛も斯 くな b ぬれ 

W いかにも 更 なく 思 召す らんと、 心苦しく こそ 侍れ。 又 唐 皮-小 烏までの 事、 細々 

と 申したり ける を 閬き給 ひて、 今は資 盛と て も、 永ら ふ べきに あらす と宣 ひも 敢す 

御 涙 を 流し 給 ふ。 故 三位の 中將 にゅゝ しく 似 たれば、 武里も 見苯 りて は、 共に 釉を 

ぞ絞 りけ る。 
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義經關 東 下向 附親 能、 義廣を 搦む幷 除 目の 事 

元曆 元年 三月 廿 八日の 除 目に、 兵衞 の佐賴 朝、 正 四 位の 下に 敍せ もる。 義仲 追討の 

賞と ぞ聞 えし。 五月 四日、 池の 大納言 賴盛、 關 東へ 下向 せらる。 賴 朝見 參し給 ひ、 本 

の 知行 庄園 は 一 所 も 相違な し。 其 外 所領 八 ケ所與 へらる。 池の 尼 公の 賴朝を 助け 

られし 恩 報と ぞ 聞え ける。 同じき 六月 一 日、 源 九 郎義經 、身の 暇 を 申さ や、 竊に關 東 

へ 下向す。 梶原平 三景 時が 爲に 讒言せられ て、 誤な き 事 を 謝せん 爲とぞ 聞え し。 義 

經、 平家 追討の 事を拋 つて^. 向したり ければ、 人 皆 傾け 申しけ り。 同じき 三日、 前の 

齋院 次官 親 能 は、 前の 明經の 博士 廣季が 子、 賴 朝の 臣、 專ー の 者な り。 雙林 寺に して、 

前の 美 鎮の守 義廣を 搦め捕る 間、 兩方疵 を 蒙る 者 多し。 木曾義 仲に 同意して、 去ぬ 

義經關 東 下向 附親 能義廣 ^親む 井 除 目の 事  £S 七 
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る 正月 合戰の 後、 跡を晦 ましてな かりけ るに、 今 在所 あら はれて、 終に 搦め捕られず 

り。 此義廣 とい ふ は、 故 六條の 判官 爲義が 末子な， o。 されば 武を 以て は夷賊 を； 牛ら 

げ、 文 を 以て 政務 を 正す と 二 そい ふに、 親 能 は 明經の 博士な り、 義廣は 源 家の 男士な 

K 今 重代 武勇の 身と 生れて、 儒家の 爲に生 捕られけ る こそ 口惜し けれと、 人 皆 唇 

を 返して 爪彈 す。 實 にもと ぞ凴 えたり。 同じき 六日、 前の 大納言 賴 盛の S 、大納言 

に 還 任す。 蒲の 冠者 範賴、 三 川の 守に 任じ、 源の 廣綱、 駿 河の 守に 任じ、 源の 養疋 r 武 

藏の 守に 任じけ り。 是等 は內々 賴朝 朝臣、 吹擧 申されけ ると ぞ聞 えし。 

三日 平氏 附維 盛舊室 夫の 別 を 歎く 井 平氏 歎の 事 

同じき 八日、 去ぬ る 晦日、 平氏 備 前の 國に 攻め 來る • 甲斐 源氏に、 板 垣 冠者^ 信 は、 

信義の 次男な り。 美 作の 國を 出で て、 備 後の 國に行 向うて 合戰 しけり.。 平氏の 舟 十 

六艘を 打取る 間、 兩方命 を 失 ふ 者、 其數を 知らす。 是に 依って 兼 信、 美 作の 國 司に 任 

すべき 由 言上し けり。 伊賀の 國山 田の 郡の 住人、 平 田の 四 郞貞繼 法師と いふ 者 あ 


t 是は 平家の 侍， 肥 後の 守貞 能が 弟な り。 平家 跑 國に 落下って、 安堵し 給 はやと 

聞え ければ、 曰 頃の 重恩 を 忘れて、 多年の 好 を 思 ひて、 當 家に 志 ある 輩、 伊賀.^ 勢兩 

國の 勇士 催し、 平 田の 城に 衆會 して 謀叛 を 起し、 近 江の 國を 打隨 へ て、 都 へ 攻 入る ベ 

しと 聞え ければ、 佐々 木 源 三秀義 驚き 騷ぎ、 我 身 は老體 なれば、 東. 國. 西國の 軍に は、 

子息 共 を 差遣して 下向せ す。 近き 程に 敵の 籠りた る を 聞きながら、, f すべきに あ 

らす とて、 國 中の 兵 を 催し 集めて、 伊賀の 國 へ 發向 しければ、 甲賀 上下の 郡の 輩馳せ 

集って 相隨 ひけり。 秀義 は、 法 勝 寺頜大 原の 庄に 入り、 平家 は、 伊賀の 壬 生 野. 平 田 

にあ， 9。 行程 三 里に 過ぎ ざ， O けり。 源平 互に、 勝に 乘 るべき か、 敵の 寄す る を 待つ 

べき かと 評定し け b。 平家の 方に、 伊 資の國 の 住人 壬 生 野 新 源 次 能 盛と いふ 者の 計 

らひ 申しけ る は、 當國は 分限 狭し。 大勢 亂れ 入りな ば、 國の煩 ひ 人の 歎きな 近 

江の 國へ打 出で て、 鈴 鹿 山 を 後に 當て、 軍 せんに、 敵 弱らば 駆け てんす、 敵す こや か • 

ならば 山に 引 籠り、 など か 一 戰 せざる べきと いひければ、 然る べしと て、 源 次 能 盛. 

し^ち 

貞繼 法師、 三百 餘騎の 兵 を 引率して 、柘植 の鄕與 野. 道 芝 打 分けて、 近 江の 國 甲斐の 

三日 平 及 跗綞 盛舊室 夫の 別な 藪く 井 平氏 藪の 事  £ お 


義戦 死 

平 能 盛 戦 

死 


源平 軍 物語 卷第 十二  gy 

郧 上野 村. 糨窪 ニ條 鼻 田. 堵 野に 陣を 取って、 北に 向って 控 へ たり。 佐々 木 は、 大 原の 

庄 ^ 日の 明 神の 續き 下野に、 南へ 向けて 陣を 取る。 源平 小 河 を 隔て、 控 へたり。 兩 

陣七八 段に は 過ぎ ざり けり。 互に 名乗って、 散み 、に 射殺しぬ る 者 も あり、 手 負 ふ 者 

も 多し。 平家 は 思 切りたり ければ、 命 も 借ます 戰ふ。 源氏の 軍忽 なりければ、 源 三 

秀義 一 陣に 進んで、 平氏 は 宿運 旣に盡 きて、 西 海に 落ち 給 ひぬ。 殘黨 いかで か 源 家 

を 傾くべき。 懸けよ 若黨、 組め や 者 共と 下知し ける 處に、 壬 生 野の 新 源 次 能 盛、 十三 

柬三伏 能 引き 固めて 放つ 矢、 隙間 を 射させて 馬よ b 落つ。 秀義が 郎等、 敵 を 洩らさ 

じと 目に かけて、 暫し 固めて 放つ 矢に、 能 盛^より 下へ 射 落さる。 敵に 首 取られ じ 

と、 乘替の 童、 馬より 飛んで 下り、 主の 首を搔 落して、 壬 生 野の 館に 馳歸 る。 源氏の 

郎等 共 も、 今 曰の 大將軍 源 三 秀義を 討た せて、 五 百 餘騎鑣 を 並べて、 川 を 颯と 渡して、 

揉みに 揉う でぞ懸 りたり ける。 平家の 兵、 散々 に齪 立てられて、 自ら 先立つ 者は遁 

れ けれども、 後陣 は 多く 討 たれに けり。 今 は 返し 合する に 及ば やとて、 鈴 鹿 山に 引 

籠る。 それより ちりみ \ に こそな りに けれ。 平家 重代の 家人な り、 相 偉 恩顧の 好 忘 


れ難 うして、 思 立ちけ る 志 は 哀れ なれ ども、 大氣 なしと ぞ覺 えたる。 ニニ 日 平氏と 笑 

ひける は此 事な り。 同じき 十七 日、 平氏 軍兵 等 舟に 乘り、 攝津 の國福 原の 故 鄕に襲 

ひ來る 由、 梶原平 三景 時、 備 前の 國ょ. り 飛脚 を 以て 申 上げたり ければ、 都の 騷ぎ斜 な 

ことづて 

らす。 去 程に 權の亮 三位の 中將 入道の 北の方 は、 自らの 言 傳も絕 え 果て、 風の 便の 

ぉビ プれ 

f 信 を も 聞き 給 はで 程 ふれば、 覺 束な ぐぞ 思 召しけ る。 月に 一度な ど は、 必ゃ文 を 

も 待ち 見 給へ ども、 寿 も 過ぎ 夏 もた けぬ。 いかにと なり 給 ひぬ る やらん と、 思 召し 

ける に、 三位の 中將 は、 屋 島に は 在し まさ やとい ふ 人 あ 聞き 給 ひて、 淺ま しさの 

餘り に、 人を屋 島へ 苯り た， o けれども、 それ も 急ぎ 歸り 上ら や、 はや 秋に もな りに け 

れば、 いと^. 詮方な ぐぞお ぼされ ける。 七月 七日、 御 使歸り 上れり。 いかに 御 返事 

はと 尋ね 給へば、 御 使 涙 を 流して 、去りし 三月 十五 日に、 屋島を 出で させ 給 ひて、 高 

野へ 參り給 ひた、 りけ るが、 時賴 入道の 庵室に て御髮 下し、 それより 熊 野へ * ひ 給 ひ 

つ 、、三 山拜 ませ 給 ひて 後、 那智の 沖に 御身 を 投げさせ 給 ひければ、 重景も 石 童 丸 も、 

出家し 侍 り ける が、 後 i 迄の 御供と て、 同じく 水に 入りぬ と、 熊 野 迄 御供 申したり け 

三 B 平氏 附維 盛舊 室^の 別^ 藪く 井 平氏 歎の 事  JS 一 
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る &人武 里 * 確に 語り 申し 侍りし が、 是を 最後の 御文、 言 傳 申し 侍る とて 參らせ たれ 

5H! 、化の 方 R 上げ、 開き 給 ふに 及ば や、 されば こそ 怪し かりつ る もの をと 計り 宣 ひて、 

倒れ伏し 喚き 叫び 給 ふ 事、 狸に も 過ぎ 給へ り • 若君. 姬君 も、 聲々 に 悶え 焦れ 給へ り。 

&: え も 入 6 給 ひぬ と 見えければ、 若君の 乳 人の 女房、 泣々 慰め 申しけ る は、 今更 驚き 

思 召す にあら や。 是皆 兼て 思 召し 儲けし 御 事な，^ 本 三位の 中將 殿の やうに、 生き 

ながら 捕られて 御 恥 を 曝し、 又 弓矢の 先に かゝ b 御 命 を 失 ひ 給 は  >、 同じ 御 別と 申 

しながら、 如何 計 か は 悲しぐ 侍るべき に、 高 野に て御髮 下し、 御戒 保ちて 熊 野へ 參り 

在し まして、 故小极 殿の 御樣 に、 後世の 事 を 厭 はしく 申させ 給 ひつ、、 臨終 正 念に て、 

沈み 入らせ 給 ひに ければ、 願うても あらま ほしき 御 事 なれば" 御 心安く こそ 思 召す 

ベ けれ。 痛 はしき 御歡候 まじ。 今 はいかなる 山の 中 岩の 迫 にても、 少き 人々 を 生 立 

て、 御 形見に も御覽 せんと こそ 思 召さめ。 なき 人の 御爲 に、 心 を 盡し身 を 苦しめさ 

せ 給 ひても、 何の 訟かは 寺る ベ き。 泣き 歎き 在し ますと も、 歸り來 ^'給 ふ べきに あ 

、らす 。 都 を 落ちて、 道狹き 御身と な b 在し まし、 上 は、 畏くも 御 計ら ひ 候 ひけ りと 


こそ 思 召し 候 はめな ど 申しければ、 女房 涙の 隙より、 御文 を 開き 見 給 ふ に、 

古鄕に い か に崧風 恨む らん 沈む 我 身の 行方 知らす ば 

と 詠み 給 ひて は、 其 文 を 顔に 當て 胸に 當て > -、 忍び 兼ね 給 へ る有樣 なり。 樣 をも窶 

し 身 を も 投げ 給 ふ べき 迄に、 見え 給 ふ ぞ無慙 なる。 三位の 中將. 高 野に 上り 出家し、 

那智の 沖に 沈みぬ と閒 えければ、 兵衞 の佐宣 ひける は、 あ、 賢 か， 9 し 人の子に て、 賢 

き 計ら ひし 給 ひけり a 佴隔 なく 打 向 ひ來， 5 たりせば、 命 を も 許し 申して まし • 小崧 

內府の 事 疎なら す、 池の 尼 御前の 御 使と して、 賴朝を 流罪に 申 宥められし は、 偏に 彼 

人の 芳 恩たり き。 いかで か 其 恩 を 忘る ベ き なれば、 其 子息 達 疎に 思 はす、 殊に 入道 

出家し 給 ひけん 上 は、 仔細に や 及ぶ べき。 高 野に 籠， 9 て、 心靜に 後世 をば 祈 b 袷 は 

で、 いと ほし./. \- とぞ宣 ひける。 平家 は屋 島に 歸り給 ひて 後、 又東國 より 討 手廿萬 

餘騎、 旣に 都に 着きて、 西國へ 攻め 下る とも 聞 ゆ。 九國 の輩緖 方の 三 郞を始 として、 

臼杵. 戶槻. 崧浦黨 等、 二 千餘艘 にて 四國へ 渡る べしと も 間 ゆ。 是を 聞き 彼を閒 くに 

も、 心 を 迷 はし 肝 を碎く  •• 一門の 人々 は、 一 の 谷に て 多く 討 たれ 給 ひぬ。 頼み 給へ 

illB 平^ 附 維盛舊 室 夫の 別 あ 歎く 井 平氏 歎の 事  g ーュ 
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る 侍 共 も、 又殘り 少なぐ W たれに き， 今 は カ盡き 果て、、 只 阿波 民 部の 大夫成 能が、 

四 國の輩 を 語ら ひたる 計 5 を、 深ぐ 賴み給 へる ぞ危 さ。 そ も 東西より 攻む るに ま、 

おだし からん 事 ある まじと、 兼て お ぼす ぞ 悲しき。 女院. 一 一位 殿 を 始め 奉りて、 女房 

達 差 集 ひつ、、 涙に の みぞ 咽び 給 ふ • 七月 廿 五日に は、 平家 去年の 朝まで は 都に あ 

b しもの を、 あわた いしく 去年の 今日、 花の 栖を迷 ひ 出で て、 草の 枕に 叚 寝して、 明 

け ぬれば 磯 打つ 波に 釉を 濡らし、 暮れて は 藻鹽の 煙に 肝 を 焦す。 つながぬ 月日と い 

ひな 力ら 斯 ぐて^な く 廻. 5 來、 りに けりと 思 召す にも、 いと 都の 戀 しさに、 各 钛を絞 

ひけり • 

新 帝 御卽位 附義經 使宣を 蒙る # 伊勢 瀧 野 軍の 事 ， • 

七月 廿 八日に は、 新 帝 太 政官廳 にて 御卽位 あり • 大極殿 未だ 作らねば、 是 にて 行よ 

るゝ。 治 曆四年 七月に、 後 三條院 の御卽 位の 例と ぞ聞 えし。 神武 天皇より 以來 八十 

1 f 神璽 寶劎 なくして 御卽 位の 例、 今度 始めと ぞ 申す。 八月 六日、 九 郞義經 、左衞 門 


の 尉に な b て、 卽 使の 宣を 蒙って、 九郞 判官と 申しけ り • 是は 一 の 谷 合戦の 職？： ：- と 

ぞ聞 えし。 同じさ 十一 日， 九郞 判官 義經 は、 和 泉の 守-牛の 信 兼が 伊勢の 國瀧 野と い 

ふ 所に 城郭 を 構へ て、 西 海の 平家に 同意す と簡ぇ けれ. ば、 軍兵 を 差遣 はして 是を攻 

む • 信 兼に 相隨ふ 郎等 百餘人 城內に 籠りて、 皆 甲冑 を脫ぎ 捨て、 大脣脫 になり、 楣の 

面に 進み出で て、 散々 に 射ければ、 義經の 郎等 多く 討 取られけ り。 矢種 盡 きに けれ 

ば、 城に 火 を 放ち、 信 兼 以下 自害して、 炎の 中に 燒 死にけ り。 誠に ゆ、 し ぐぞ 見えし。 

薏苡の 讒を負 ひ、 終に U びけ る こそ 無慙 なれ， 又 九月 十八 日に、 九郞 判官 義經、 從五 

位下に 敍す。 檢 非違 使 もとの 如し。 

屋島入 月 十五 日夜 附範賴 西 海道 下向の 事 

八月 十五 日 * 屋 島に は 秋 も旣に 半に なりに けりと 哀れな トメ。 いつしか 稻 葉の 露 も S 

きまし つ 、、荻 吹く 風 も 身に 入る に、 海士 人の た，、 藻の 夕 煙、 尾 上の 鹿の 曉の 聲、 哀 

れを 催す 便な. り。 さらぬ だに 秋の 签は 物憂き に、 宿 定めぬ 旅 なれば、 何事に 付けて 

屋島 八月 十 玉 夜 跗範賴 西 海道 下^の 事 


下 西追範 
向 海討賴 
道の 平 
に爲家 
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も、 心痛 ましめ すと いふ 事な し • 此 春より 後 は、 越 前 三位の 北の方の やうに、 波の 底 

に 身 を 沈む る 迄 こそな けれども、 女房 達の、 明けても 暮れても 伏 沈み 泣き 給 ふ もい 

とほし。 故 鄕を萬 里の 雲 外に 顧み 、奮 儀 を 九重の 01 前 を 忍ぶ。 今夜 は 名 を 得た る 月 

なれば、 人々 隈 なき 签を 詠めけ るに、 左 馬の 頭 行 盛、 斯ぐぞ 詠み 給 ひける • 

君 住めば 是も 雲井の 月 なれ ど猶戀 しき は 都な b けり 

と。 是を 聞け る 人々、 皆 涙 を 流しけ り* 九月 十二 日、 三 川の 守 範賴、 平氏 追討の 爲に 

西 海道に 下向す。 相隨ふ 輩に は、 足 利 藏人義 兼. 武 田の 兵衞 有義. 板 垣 冠者 兼 信. 齋院 

次官 親 義. 佐 々木 三郞盛 綱. 北條の 四郞時 政. 土 肥の 次 郎實平 父子. 千 葉の 介經胤 • 其 

孫 境 平 次經秀 ニニ 浦の 介義澄 • 子息 平 六 義村. 土屋三 郞宗遠 .鎞 谷の 庄司 重國. 長 野の 

三郞 重淸. 稻 毛の 三郞重 成. 弟榛 谷の 四郞重 朝. 葛 西の 三郞 重淸. 宇都の 宮 の四郞 武者 

所 茂 家. 子息 太郞朝 重. 小山の 小四郞 朝政. 同じく 七郞朝 光. 中 沼の 五郎 宗正. 比 企の 

藤 内 朝 宗. 同じく 籐四郎 能 員. 大多 和の 次郞義 成. 安西の 三郞秋 益. 同じく 小 次郎秋 

景. 公藤 一 郎 祐經. 同じく 三郞秋 茂. 宇佐美の 三郎祐 能. 天 野藤內 遠景. 大野の 太郞實 
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秀. 小 栗の 十郞重 成. 伊佐の 小次郎 友攻. 淺 沼の 四郞弘 綱. 安田の 三郞 義貞. 大河 戶の 

太郞弘 行. 同じき 三郞弘 政. 中 條藤次 家長 • 一  法 房昌寬 •  土 佐 房昌俊 • 小 野寺禪 師太郞 

通 綱 等を始 とし て、 其 勢 十 萬 餘騎、 軍 舟 千餘艘 にて 室の 泊に 着く。 され ども 十二月 

廿日の 頃まで は、 室. 高 砂に 逗留して、 遊君に 遊 宴して、 國には 正 稅官物 を 費し、 沂に 

は 人民 百姓 を 煩 はしけれ。 上下 是を 甘心せ や、 大名 も 急ぎ 四國に 渡って、 敵 を 攻め 

られ よかし と 思 ひけれ ども • 大將 軍の 下知に 依る 事 なれば、 力 及ばす。 

盛 綱 藤 戸 を 渡し 兒島合 戰阶海 佐 介 海 を 渡す 事 

同じき 十一 八日に、 平家 は讃 岐の屋 島に ありながら、 山陽 道 を 打 靡かして、 新 三位の 中 

將資 盛. 左 馬の 頭 行 盛 を大將 軍と して、 越 中の 次郎兵 衞盛嗣 以下の 侍 を 相 具して、 二 

千餘艘 にて、 備 前の 國兒 島に 着く。 三 川の 守範賴 も、 室の 泊に ありけ るが.、 舟より 上 

りて、 同國西 川尻 藤 in. の 渡に 押 寄せて 陣を 取る。 源平 海 を 隔て、 控 へたり。 海上 四 

五町に は 過ぎ ざ b けり。 同じき 廿 五日、 平家 海 を 隔て ゝ、 扇 を あげて 源氏 を 招ぐ。 是 

盛 潲藤戶 ^渡し 兒島 合戦 跗梅佐 介 海^ 渡す 事  g 七 
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を 見て" 海 を 渡せと いふ こそ • 舟な くして 叶 ふ ベ きなら ねば、 是も扇 を 以て 招き 合 

ふ a 源平 遙に 見渡して、 其 H も 徒に 暮れに けり。 愛に 佐々 木の 三郞盛 綱、 夜に 入り 

て 案じけ る は、 渡す ベ き 便の あれば こそ、 卒家も 招 くらめ。 遠 さは 遠し、 淵瀨は 知ら 

す。 いか  >  はせんと 思 ひける が、 其邊を 走， 9 廻りて、 浦人 を 一 人語ら ひ 寄せて、 白 鞘 

卷を 取らせて いひけ る は、 向の 島へ 渡す 瀨 はなき か、 敎へ 給へ。 喜 は猶も 申さん と 

.  お， S 

いへば、 浦人 答へ ていはく、 瀨は 二つ 候。 月 頭に は 東が 瀨 になり 候。 是 をば 大根の 

渡と 申す。 月 尻に は 西が 瀨 になり 候、 是 をば 藤戶の 渡と 申す。 當時は 西 こそ 瀨に 

て 候へ。 東西の 瀨の間 は 二 町 計り、 其 瀨の廣 さは 二 段 は 侍らん。 其內 一 所 は 深く 候 

とい ひければ、 佐々 木 重ねて、 淺さ 深さ をば、 いかで か 知る べきと 問へば、 浦人、 淺き 

處は、 波の音 高く 侍る と 申す。 さらば 和 殿 を 深く 賴むな り。 盛 綱 を 具して 瀨 踏して 

見せ 給へ と、 懇に 語ら ひければ、 彼 男 裸になり、 先に 立ちて、 佐々 木 を 具して 渡りけ 

り。 膝に 立つ 所 も あ、 リ、 腰に 立つ 所 も あり、 脇に 立つ 所 も あり。 深き 所と 覺 ゆる は、 

K 鬚 を濕ら す、 誠に 中 一 一段 計りに 深から ける。 向の 島へ は、 淺く 候な りと 申して、 そ 


れょり 歸る， 佐々 木 陸に 上りて 申しけ る は、 閽 さは 闇し 海の 中に て はあり、 明日 先 

陣を 憑けば やと 思 ふに、 いか V して 只今の 通 をば 知る べき， 然る ベく は 人に あやめ 

られぬ やうに、 S 標を 立て、 得させよ とて、 又 直垂を 一 具 給び たりければ、 浦人 か > - 

る 幸に 合 はやと 喜びて、 小 竹 を 切 集めて、 水の面より ちと 引 入れて 立て ゝ、 歸 つて 

^くと 申す。 佐々 木 喜んで 、明くる日 を遲 しと 待つ。 平家 是を ばいかで か 知るべき 

なれば、 廿 六日の 辰の刻に、 平家の 陣 よ，^、 又 扇 を 上げて ぞ 招きた る， 佐々 木の 三郞 

盛 綱 は 、黄 生 衣の 直垂 に、 緋 緘の冑 白星の 甲、 連錢荤 毛の 馬に 金 裰輸の 鞍 置きて ぞ乗 

b たりけ る。 家の 子 和 比の 八郞. 小 林の 三郞、 郎等に 黑 田の 源 太を始 i して、 十五 騎、 

漉 を 並べ て 海へ 颯と 打 入れて ぞ 渡しけ る • 三 川の 守 範賴、 馬に て 海 を 渡す 事 や は あ 

る • 佐々 木 制せよ と宣 ひければ、 土 肥 .梶 原. 千 葉. 畠 山 承り、 續 いて 過し 給 ふな。 返せ 

返せと 聲々 に 制し けれども、 兼て 瀨 踏して、 露標を 立て たれば、 耳に も閒 入れす 渡し 

けり。 馬の 烏 頭、 草 脇鞅づ く，， -に 立つ 所 も あり、 深き 所 をば 手綱 を ぐれ 泳がせて、 淺 

く なれば、 物の 具の 水 はしら かし、 弓 取 直し、 向の 岸へ ざっと 上り、 澄 踏 張り 弓 杖に 

殇綱 藤戶^ 渡し 兒島 合戦 跗海佐 介 海^ 渡す 事  M 
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鎚 りつ、 名乘 りけ る は、 今 3 海 を 渡し、 敵陣に 進む 大將軍 をば 誰と か 見る • 宇多 天 

皇の 王子 一 品 式部 卿 敦實の 親王よ， -九 代の 孫、 近 江の 國の 住人 佐々 木の 源 三秀義 

が 三男に、 三郞盛 綱な り。 平家の 方に 我と 思 はん 者 は、 大將も 侍 も 落 合 ひて、 組め や 

組め やと 呼ば はって 駆 入， CZ 散々 に懸 る。 源氏の 兵是を 見て、 海は淺 かりけ b  、佐々 

木 討た すな、 渡せ 者 共と て、 土 肥. 梶 原. 千 葉. 畠 山， 我 先々々 と 打 入りく、 五 千餘騎 

向の 岸へ 颯と 上る。 平家 は 扇 を 以て 度々 に 招かれ けれ 共、 さすが 海 なれば、 爭 でか 

渡す ベ きと 思 ひ 延びて ありけ るに、 斯く押 寄せ 鬨を 作りければ、 互に 鬨を 合せ、 喚き 

叫び て 戰 ひけり。 遠き をば 弓に て 射、 近き をば 熊手に かけて 取り、 或は 射殺され 切 

殺され、 源平 互に 亂れ合 ひて、 隙 を あらせす 息を繼 がす、 討つ も あり 討た る、 も あり、 

取る も あ b 取らる、 も あ， o ければ、 雨 方 八 百餘騎 にぞ. C び けれ。 佐々 木の 三 郞の家 

の 子に、 上 總の國 の 住人 和 比の 八 郞と、 平家の 侍讃岐 の國の 住人 加 部の 源 次 と 組合 

ひて 馬より 落ち、 上に なり 下にな り、 弓手に まろび 妻 手に ころびから かひけ るが、 源 

次 は遙に 力ま さりに て、 和 比の 八郎を 取って 押 へ て 首を搔 く。 源平 目 を 澄して ぞ見 


平 
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た b ける。 八 郞が從 弟に、 小 林の 三 郞重隆 と いふ 者、 加 部の 源 次に 落 合 ひて 引 組ん 

で、 是も 上に な.^ 下にな り轉 びけ るが、 海の 中へ ぞ轉び 入 むける。 郎等に 黑田源 太、 

續き けれども、 共に 海へ 入りた， 9 ければ、 水の 底へ 續 くに 及ばす、 汀に 立って、 今や 

上る くと 待ち けれども、 此者 共は猶 水底に て、 上に なり 下にな り轉 びければ、 波の 

荒き 所へ 弓の 鋒 を 差 入れて、 彼是 を搜 りければ、 敵の 源 次、 弓の 箸に 取 付きたり。 引 

上げ 見れば 敵な り。 主の 小 林 も、 源 次が 腰に 抱き付きて 上りければ、 敵の 源 次 をば 

首を切り、 主 をば 取上げ 助けてけ り。 平家 是を 見て、 今 は 叶 はじと や 思 ひけん、 舟に 

取乘 b 漕 返き、 矢先 を 揃へ て、 差 詰めく 散々 に 射る。 源氏 は 勝に 乘り、 汀 を 廻りて 

是も 散々 に 射ければ、 平家 は兒 島の 城 を 落ちて、 讃 岐の屋 島へ 漕歸れ ば、 源氏 は^を 

泳がせて、 藤戶の 陣へ歸 りに けり。 佐々 木の 四郎高 綱が、 宇治川の 先陣 を 渡したり 

ためし 

し を こそ、 高名と いひた， o しに、 同じぐ 三郞盛 綱が、 馬に て 海 を 渡す 事、 漢家 本朝 例. 

なきと ぞ、 源平 共に 感じけ る。 誠に ゆ、 しく ぞ 見えたり き。 右大將 家の 御 自筆の 御 

下 文に いはく、 古より 川 を 渡す 事、 先例 ありと い へ ども、 未だ 遙に海 を 渡す の 例 を 聞 

盛 耥藤戶 ^渡し 兒梟合 戰附海 佐 介 梅な 渡す 事  G 二 
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かやと。 卽ち彼 島 を 給 ふの 上に、 伊豫. 讃岐兩 國を給 ひ畢ん ぬ。 昔備 前の 國に海 佐 

介と いひけ る 者、 兵の 聞え あ b ければ、 西 戎を鎭 めら れんが 爲に、 官兵を 差 添 へられ 

ける に、 官軍 は 舟に 乘り けれども、 佐 介 は 馬に 乘 りながら、 先陣に 進みて 海上 を 渡る。 

程なく 賊徒 を 攻め 隨 へて 又 馬に 乘ト人 海の 面を步 ませて 本 國に歸 りけ るか、 備 前の 

內海 にて、 海 鹿と いふ 魚に、 馬 を あやま たれ けれども、 馬 少しも 怯ます して、 佐 介 を 

陸地に 着けて、 後に 馬 は 死にけ，^ 其 所に 堂 を 立て、 孝養し けり。 馬 塚と て 今に 

あり。 時の 人い ひける は、 馬 は 龍な， 9。 佐 介 只 人に あらやと ぞ 申しけ る。 佐 介 は 波 

の 上を步 ませて 西 戎を隨 へ、 盛 綱 は 水底 を 渡して 平家 を 落す。 

御 禊 供奉 井 實平西 海 より 飛脚の 事 

十月 三日に、 大嘗會 の 御 楔 あに 源 九 郞大夫 判官 義經 本陣に 供奉す。 色 臼う して 長 

短し。 容貌 優美に して 進退 優な り。 木 曾な どが 有 樣には 似す、 殊の外に 京 馴れて 見 

えし かど も * 平家の 中に、 ゑ^く つと いひし 人に だに も 及ばねば、 心 ある 者 は、 皆 昔 


を 忍びて 釉を 絞る。 豊の 御衣、 今年 ぞせ させ 給 ひける。 節 下に、 後德 大寺內 大臣 實 

定公劐 め 袷 ひける。 敷 政 門 を 入、 りて 着陣 せられけ る 有樣、 いと ゆ、 しく ぞ 見え 給 ひ 

ける。 去々 年 先帝の 御麟に は、 節 下 は 前の 內 大臣 宗盛 勤め 給 ひき。 作法 進 返 優美に 

見え 袷 ひしに、 今 は 公庭に て、 再び 見 奉る ベ きに あらやと 申出して、 涙 流す 者 多 かり 

けり。 平家 一 族の 人々、 公事の 庭に は、 とりぐ に 華やかに のみ 見え 給 ひしに、 今 H 

は 一 人 も 見え 給ば す、 移り行く 世の 有樣、 いく 程を經 ざれ ども、 變 b 果てに けりと 哀 

れ なり。 土 肥の 次郞實 一, 午が 許より 飛脚 を 立て、、 九郎 判官へ 申 送りけ る は、 前の 平 

中 納言知 盛の 卿 、旣に 文字の 關に 攻め入り、 安藝 • 周 防 以下 皆 平氏に 隨ふ。 其 勢^だ 

多し • 兵船 は 百 餘艘を 以て 毎度に 襲ひ來 る。 船中に は 大楣を 組みて、 其 身 を あら は 

さす 、陸地より 馳向ふ 時 は、 矢 間 を 開きて 馬の 腹 を 射， 乘る 人馬より 落つ る 時 は、 步 

兵の 輩 數百人 、舟よ，^ 降りく だ b て 討 取る 間、 度々 の 合 戰に官 兵 皆 破れ 畢んぬ • 親 

族の 者 共 も 多く 討 取られ 畢ん ぬ。 實平老 體の上 重病 を 受け、 當 時の 如くば 敵 對に叶 

はす、 急ぎ 軍兵 を 相 添 へらる べしと 申 上せたり。 平家 は兒 島の 軍に 打 負けて、 屋島 

^藏 供苯併 » 平 西 海よ リ 飛脚の 事  ま-一 
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の 館へ 漕戾 し、 屋 島に は、 大臣 殿 を大將 軍と して、 城郭 を 構 へ て 待 かけた，^ 新中鈉 

言 知 盛 は、 長 門の 國彥 島と いふ 所に 城 を 構へ たり。 是 をば 引 島と も 名付けたり。 源 

氏 此事を 聞きて、 備前. 備中. 備後. 安藝. 周 防 を馳せ 越えて、 長 門の 國にぞ 着きに ける。 

當國の 國府に は 三の 御所 あに 濱の 御所. 黑戸の 御所. 上 矢の 御所と いふ • 三 川の 守 

範賴 は、 此 御所 を 見ん とて、 今夜 は 愛に 控 へたり。 蒼海 漫々 として、 磯 越す 波、 旅の 

眼 を 驚かし、 夜の 月明々 として、 水に 映る 影、 鎧の 袖 を 照し けり。 同じく 征 馬の 旅な 

れ ども、 殊に 興 ありて ぞ覺 えけ る。 明けな ば 引 島の 城 を攻む べしと 議定 あ b ける 

に 、文字. 赤 間の 案內 知らで は 叶 はじと て、 豊 後の 地へ 渡り、 緖 方の 三郞を 先と して 

攻む ベ しとて、 先 づ使を 維 義が許 へ 遣し けり。 雜義五 百 餘艘の 兵 * を 揃 へ て、 三 川 

の 守範賴 を迎へ 奉りければ、 範賴是 に 乗って、 豐 後の 地へ 渡りに けり。 去 程に 十月 

の 末に もな りし かば、 星 島に は、 浦 吹く 風 も 烈しぐ、 磯 越す 波 も 高ければ、 舟の 行 通 ひ 

も 稀な り。 空 搔 曇り 打 時雨れ つ、、 日 數經る ま 、に は、 都の み 思 ひ 出で て戀 しかり 

ければ、 新 中 納言知 盛、 


住 勒れし 都の 方 はよ そながら 釉に波 こそ 磯の 极風 

と 口す さみ 給 ひて、 脆き は 只 涙な 三 川の 守範賴 追討 使と して、 旣に發 向す i 聞 

えければ、 いとい 心 を 迷 はしけり。 

大嘗會 を 行 はる 附賴 朝條々 奏聞の 事 

十月 十八 日に は、 大嘗會 遂げ 行 はれた， 大極殿 燒 失しに ければ、 去々 年 は 紫宸殿 

にして 行 はれたり ける が、 先帝 西國へ 落下ら せ 給 ひたれば、 今度 不吉の 例 を 去らん 

が爲 に、 治 暦の 嘉例に 任せて、 太 政官廳 にして 行 はれけ り。 去ぬ る 治 承 四 年より 以 

來、 諸國 七道の 人民 百 S  、或は 平家の 爲に追 捕せられ、 或は 源氏の 爲に却 略せられ け 

れば、 家 煙 を 捨て ゝ 山林に 交 はり、 妻子に 分れて 道路に 迷うて、 春 は 東 作の 企 を 忘れ、 

秋 は 西 收の營 を 捨て、 ければ、 國衙 も庄圚 も、 正稅官 物の 所濟 なければ、 いかにして 

力 の 大鱧も 行 はるべき なれ 共、 偖又默 止すべき 事に あら ざれば、 かたの 如く 遂 

げ行 はれけ り。 平家 は 西 海の 波に 漂 ひて、 死生 未だ 定まらす、 東國. 北 國は靜 まりた 

大嘗會 な 行 はる 跗賴朝 條々 奏 閬の筝  S 
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れ ども、 花洛の 上下 西國の 人民、 是非に 迷つ て 安堵せ す。 是に 依って 兵衞の 佐より、 

條々 奏聞 あ， 5。 其狀 にい はく、 

源 賴朝謹 奏聞 條々 事 

一 、朝務 以下 除 目 等 事 

右 守，， 先 親； 殊可 施- 德政； 但 諳國受 頜等尤 可^き-御沙汰-候 歟。 東國. 北國兩 

國道之 國々、 追，， 討 謀叛 輩-之 間， 土民 不-, 安堵； 於，， 于 今-者、 牢人如 J 兀可^ fe& 舊 

里， 候。 . 然者來 秋 時 被，： 仰 合； 國司 被， 行-吏務-者 可』 且候。 

1 、平家 追討 事 

右畿 內近國 號，， 源氏 平氏； 携，； IT 箭- 之輩幷 住人 等、 早 任， 義經之 下知-可-, 引率 一之 由、 

可， 被-仰 下， 候。 海路 雖^^ 幾" 殊急 可，， 追討， 之 旨， 可^ 付 義經- 候 也。 於- 勳 功之 

-賞， 者、 遂 可-計 申 上 一 候， 

一、 諸 社 事 

我 朝 者神國 也。 往古 之 神領、 不； 5\ 有， 相違-候。 其 外 今度 又始於 社 神明； 可 fe* 


新 加，， 所領， 候歟。 就中 去 頃 鹿 島 大明神 御 上洛 之 由、 風聞 出來之 後、 賊徒 追討 神戮 

不 兼 又 諸 社 若 有-破 壤顚倒 之 事， 者、 隨__ 破損 之 分限； 可 ^被1 召-付 5 頜之 功， 候。 

其 後 可， 被，， 裁許，^ 

1 、恒例 神事 

守，， 式目， 無：， 懈怠， 可，， 勤行， 之 由、 可 尋 沙汰， 候 • 

一、 佛寺事 

諸 山 御領 如，， 舊例， 勤行、 不^,, 退轉； 如，， 近年， 者、 僧家 皆 存，， 武勇， 忘：； 佛法， 之 間、 堅 R 

修學 之樞； 併 失，， 行徳 之譽； 尤 可， 被，， 禁制， 候。 兼 又 於，， 濫行 不信 之 僧， 者、 不^ \ 用，， 公 

請； 至-僧家 之 武具， 者、 自今 以後^,, 賴朝之 沙汰； 任 & 奪取、 可 k= 賜 朝敵 追討 之官 

兵 等， 之 由、 所，， 思 給， 候 也。 

W 前條々 言上 如^:。 

元曆 元年 十一月 日  從四 位下 源賴朝 

とぞ 申された る。 大 膳の 大 夫成忠 の 卿、 此 旨 を奏閱 せらる。 法^ a 覽 あって、 賴朝 

大嘗會 ^行 はる 附賴 朝條々 奏聞の 事  ？： ま 
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は 賢人な- 9 ける にやと ぞ 仰せられ ける • 

義經 院參、 西 國發向 附三社 諸 寺 祈 禱の事 

去 程に 冬 も 過ぎて、 元曆ー 一年 正月 十日、 九 郞大夫 判官 If 經は、 平家 追討の 爲 に西國 へ 

發 向す。 先 づ院の 御所に 參り、 大藏卿 康經の 朝臣 を 以て 奏聞し ける は、 平家 は榮带 

身に 極り、 宿 報 忽に盡 きて、 神明に も はな たれ 奉り、 君に も 捨てられ 進ら せて、 西國 

に 漂 ひ、 三ケ 年が 間 多くの 國々 を 塞ぎ 正 稅官物 を押頜 し、 人民 百姓 を惱亂 す。 是西 

戎の 賊徒に あらす や。 今度 罷 下りな ば、 人 は 知らす、 義經に 於て は、 彼 輩 を 悉く 討 取 

らすん ば、 王城へ は歸り 上る ベ からす。 鬼 界. 高麗. 新攀百 濟迄 も、 命 を 限りに 攻む ベ 

きの 由 を 申す。 ゅゝ しく ぞ聞 えし。 院の 御所 を 出で て、 西國へ 下りけ るに も、 國々 

の 兵 共に 向って、 後足 を も 踏み 命 を も 惜し ゝと思 はん 人々 は、 是 より 歸 b 下り 給へ • 

打 連れて は 中々 源氏の 名 折な り。 義經は 鎌 倉 殿の 御 代官なる 上、 忝く 敕宣を あはり 

たれば、 斯くは 申すな りえ ぞ宣 ひける。 同じき 二月 三 お 、九 郎大夫 判官、 都 を 立って 


渡 部へ 向 ふ。 栢隨ふ 輩に は、 佐 渡の 守 義定. 大內 の太郞 維義. 田 代の 冠者 信 綱. 畠 山の 

庄 司次郞 重忠. 佐々 木の 四郞高 綱. 平 山 武者 所季 重. 三 浦の 十郎能 連. 和 田の 小 太郎義 

盛. 同じく 三郎 宗實. 同じく 四郞義 胤. 多々 良の 五郎 能 春. 梶原平 三景 時. 子息 源太景 

季. 同じく 平 次 景高. 同じ 丄ニ 郞景 能. 比 良 左 古 太 郎爲重 • 伊勢の 三郎義 盛. 庄 の三郞 

家 永. 同じく 五胍弘 方. 椎 名の 六 郞 胤平 .橫 山の 太 郞時兼 .片 岡 八 郞爲春 • 鎌 田の 藤 次 

光政. 武藏 房辨慶 等を始 として、 其 勢 十 萬餘騎 なり。 同じき 十四日、 伊勢. 石 淸水. 賀 

茂 三 社へ 奉幣使 を 立てられ、 平家 追討の 御 祈の 上、 三種の神器 事故な く 返し 入れ 給 

ふべき の 由、 官： 命に 載せられ けり。 上 卿 は 掘 川の 大納言 忠 親の 卿な り。 今日より 神 

祇官 人、 並 に 諸 社 司 等本宮 本社に して、 追討の 事 祈 b 申す ベ き の 由、 院 よ b 仰せ 下さ 

れけ， o。 又 延曆. 園 城 寺. 東 寺. 仁 和 寺に して、 七 佛. 藥師. 五 壇の 法. 大元 延命 熾 盛 光 等 

の祕法 數を盡 し、 調伏の 法 も 行 はれけ り。 

平家の 人々 歎 附梶原 逆 櫓の 事 

義 經院參 西 國發向 附三社 諸 寺 祈請の 事  ， E ま 
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屋 島にば、 隙 行く 駒の 足早ぐ、 止まらぬ 月日 明 暮れて、 春 は賤が 軒端に 匂 ふ 梅、 庭の 

櫻 も 散り ぬれば、 夏に もな りぬ。 垣根 噴きの 卯の花、 五月の 空の 郭公、 鳴く かとすれ 

ば 程 もな く、 秋の色に 移 り て、 稻 葉に 結ぶ 露 深ぐ、 野邊の 虫の 音 弱り つ、、 凉 しき 頃 

も 過 暮れて、 冬の 景氣ぞ すさまじき。 麓の 里 時雨して、 尾 上 は 雪 も 積り けり。 

て 春 を 送り 春を迎 へて、 旣に 三年に もな りぬ。 東國の 兵の 攻め 來 ると 聞え けれ r、 

女房 達 は 差 集 ひ つ 、、 只 泣く より 外の 事ぞ なし。 內 大臣 宣 ひけ る は、 都 を 出で て^ 

に 三年に なりぬ。 浦 傳ひ島 傅 ひして、 明し 慕す は 事の 數 ならす。 入道の 世を讓 りて、 

福 原へ 下り 給 ひたりし 其 後に、 高 倉の 宮取 逃し 奉りたり し 程、 心 憂 かりし 事よ なし 

と 仰せられ けれ. ば、 新 中 納言は 都 を 出で し 日より、 少しも 後足 を 引くべき i は萏は 

す、 東國. 北國の 奴 原 も、 隨 分に 重恩 を こそ 蒙りたり しか ども、 今 は 恩 を 忘れ 契を變 

じて、 悉 ぐに 賴 朝に 隨ひ附 きぬ。 西國 とても 賴 もしから す。 さ こそ は あらんす らん 

と 思 ひし かば、 只 都に て 弓矢 太刀 刀の 續 かん 程 は 防ぎ 戰 ひて、 對死射 死 を もして、 名 

を 後の世に 止め、 家々 に 火 を も かけて、 麈灰 ともならん と 思 ひし を、 身 一 人の 事なら 


ねばと て、 人な みく に 都 を あく がれ 出で て、 終に 遁る まじき 物故に、 かゝる 憂目 を 

見る こそ 口惜し けれと て、 大臣 殿の 方 をった なげに 見 給 ひて、 涙ぐみ 袷 ひける ぞーま 

れ なる。 同じき 十五 日に、 源氏 は西國 へ 發 向す • 日頃 渡邊. 神崎兩 所に て、 吁揃 しける 

が、 今日 旣に纜 を 解いて、 南海 道よ， o 四國へ 渡る べしと て、 大物が 濱 にあり。 苹家は 

又 屋島を 以て 城郭 i し、 彥島を 以て 軍の 陣 とす。 前の 中 納言知 盛の 卿、 九 國の兵 を 

率して、 門 字の 關を 固めたり。 大夫 判官 は、 大物の 浦に て、 大 淀の 江 內忠俊 を 以て 舟 

揃して、 軍の 談議ぁ b ける に、 梶原平 三景 時 申しけ る は、 舟に 逆 櫓と 申す 物 を 立て 候 

て、 軍の 自在 を 得る やうに し 候 は  >  やと 申しけ り 。判官 、逆 檢とは 何とい ふ事ぞ i 問 

ひ 給 へ ば、 梶原 申しけ る は、 逆 櫓と は、 船の 舳に、 艫 へ 向けて 櫓 を 立て 候、 其 故 は、 陸 

地の 軍 は、 進退 逸物の 馬に 乘 つて、 心に 任せて、 懸る べき 所 をば 懸け 、引くべき 折 は 

引く も 安き 事に て 侍う。 舟 軍 は 押 早めつ る 後、 押 H す は ゆ、 しき 大事に て 侍る ベ . 

し。 敵つ よらば、 舳の 方の 櫓 を 以て 押戾 し、 敵 弱らば 元の 如く 鱸の 櫓 を 以て 押 渡し 侍 

らば やと 申したり ければ、 判官、 軍と いふ は、 大將 軍が 後に て懣 けよ 攻めよ とい ふだ 

平家の 人々 歎 附棕原 逆 櫓の 事  SM 
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にも、 引退く は 軍兵の 習な り。 况ゃ 兼て 逃 支度した らんに、 軍に 勝ちなん やと 宣へ 

r 、梶^、 大獰 軍の 謀の 能し と 申す は、 身 を 全うして 敵 を C す。 左樣に 前後 を 厭みす 

向 ふの 敵 計り を 討 取らん とて、 片 趣なる をば、 猪武者と て危き 事に て 候。 君 は猶ほ 

若気： て 、斯様に は 仰せら る、 にこ そと 申す。 判官 少し 色 損じ て、 知らす とよ、 猪 鹿 

は 知らす a 義經は ロハ 敵に 打 勝ちた るぞ 心地 はよ き。 軍と いふ は、 家 を 出で し H より、 

敵に 組みて 死なん とこ そ存 する 事 なれ。 身 を 全うせん、 命 を 死な じと 思 はんに は、 

本よ、 り 軍 場に 出で ぬに は 如かす、 敵に 組んで 死す る は、 武者の 本意な り。 命 を惜み 

て 逃ぐ る は 人なら す。 されば 和 殿が 大將軍 承りた らん 時 は、 逃設 して 百 挺 千 挺の 逆 

櫓 を も 立て 給へ。 義經が 舟に は、 忌々 しければ、 逆 櫓と いふ 事、 聞く とも 閬 かじと 宣 

へば、 あたり 近き 兵 共 是を閡 きて、 一度に 吐と 笑 ふ。 梶原 よしなき 事 申出して けり 

と 赤面せ り。 判官 は、 抑景 時が、 義經 をむ かふ 様に、 猪 鹿に 譬ふ る條 こそ 奇怪 なれ * 

若 黨共景 時 取って 引落せと 宣 へば、 伊勢の 三郞義 盛. 片 岡の 八郞. 武藏 房辨慶 等、 判官 

の 前に 進み出で て、 旣に 取って 引 はる べき 氣 色な り。 景時是 を 見て、 軍の 談議 に、 兵 


共が 所存 を述 ぶる は 常の 習、 能き 儀に は 同じ、 惡し きをば 捨て、 いかにも 身 を 全うし 

て 平家 を. D す ベ き 謀 を 申す 景 時に、 恥を與 へ んと宣 へ ば、 却て 殿 は、 鎌 倉 殿の 御爲に 

は 不忠の 人な り。 但 年頃 は 主 は 一 人、 今 H 又 主の 出來 ける 不思議 さよと て、 矢 さし 

く はせ て 判官に 向 ふ。 子息 景季. 景 高. 景 茂續 きて 進 ひ。 判官 腹 を 立て、 太刀 を 取つ 

て 向ふ處 を、 三 浦の 別當能 澄、 判官 を懷き 止む • 畠 山の 庄司次 郎重忠 、梶原 を 抱きて 

動 さす。 土 肥の 次 郎實平 は 源 太 を 懐く。 多々 良の 五郎 能 春 は 平 次 を 懐く。 各 申し 

ける は、， 此條 互に 穩便 ならす • 友 爭ひ其 詮なし。 平家に 洩閬 かん も 鳴 呼が まし ゝ。 

又 鎌 倉 殿の 聞 召さる、 も 其 憚 ある べし。 當 座の 興 言、 苦しみ ある ベ からすと 申しけ 

れば、 判官 誠にと 思 ひて 靜 まれば、 梶原 も、 勝に 乘 るに 及ばす、 此 意趣 を 結びて ぞ、 判 

官 終に 梶 原に は、 いよく 讒 せられけ る。 判官 は、 都 を 出で し 時 も 申し ゝ やうに、 少 

しも 命 惜しと 思 はん 人々 は、 是 より 上. o 給へ。 敵に 組んで 死なん と 思 はん 人々 は、. 

義 經に附 けと 宣 へば、 畠 山の 庄司 次郎 重忠. 和 田の 小 太郞義 盛. 熊 谷の 次 郞直實 • 平 山 

武者 所季重 .澀 谷の 庄司 重國. 子息 右 馬の 尉 重 助. 土 肥の 次 郞實平 • 子息 彌太郎 遠 平. 

平家の 人々 歎 附棕原 逆 榷の事  B さ 一 
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佐々 木の 四 郞高綱 • 金子の 十郞 家忠： 伊勢の 三郞義 盛. 渡 部の 源 五. 馬の 丞昵. 鎌 田の 

藤 次 光政. 奥州の 佐 藤三郞 兵衞繼 信. 其 弟に 四郎 忠信. 片岡 A 郎爲 春. 武藏房 辨慶等 は 

判官に 付き、 梶原は 逆 櫓の 事に 怨を合 み、 判官に 付いて 軍 せん 事、 面目なし と 思 ひけ 

れば、 引 分れて 三 川の 守範 賴に附 き、 長 門の 國へ向 ひけり。 

義經纜 を 解き 四國に 渡る 附資盛 • 淸經蒦 M 都に 上 

すべ き 由の 事 - 

十六 曰 午の 刻に、 判官 旣に纜 を 解いて 舟 を 出す ノ 南風 俄に 吹き 來 つて、 長 船 渚々 に 

吹 上げて、 七 八十 艘 打破る。 それ を 繕 ふとて 今 01 は 逗留、 今や-^ -と 侍ち けれども、 

風い よく 烈しう して、 二日 ニ夜ぞ 吹きたり ける。 十七 日の 夜の 寅の 時に、 空 搔曇 

り 急 雨して、 南の 風は靜 まりて、 北風 烈しく 吹き出したり。 木 折れ 砂 を 揚げたり。 

判官 は、 風旣に 直れり。 急ぎ 舟 共 出せと 宣ふ。 水 主 楫取等 申しけ る は、 是 程の 大風 

に は、 いかで か 出し 候べき。 風 少し 弱り 候 ひて こそと 申す。 判官 大きに 怒って、 向 


ふたる 風に 出せと いはや こそ 僻事なら め • 斯様の 順風 は 願 ふ 所な々 • 日な み もよ 

く 海上 も靜 ならば、 今日 こそ 源氏の 渡らめ とて、 平家 用心 嚴 しくして、 浦々 島々 に、 

大勢 差 向 ひく 待たん 所へ、 僅の 勢が 寄せたら ば、 物の 用に や 叶 ふ べき。 か ゝる大 

風 なれば、 よも 渡ら じ 舟 も 通 はじなん ど 思 ひて、 打 解けた らん 所へ 渡りて こそ、 敵 を 

ば誅 すれ。 疾々 此舟共 出せ。 出さ^る ものなら ば、 己 等 こそ 朝敵 なれ。 射殺せ 切 殺 

せと 下知し ければ、 伊勢の 三郎、 大の中 差 打く はせ て、 射殺さん と馳 廻りければ、 水 

主 楫取共 、いか^-はせん、 是 程の 風に 舟 出した る 事 未だな し • 舟 を 出しぬ る ものな 

らば、 一定 水の 底に 沈まん す。 出さ すん ば、 矢に 當 つて 死なん す。 死 は いづれ も 同 

じ 事、 さらば 出して 馳 死にせ よと て、 寅 卯の 間に 判官の 舟 を 出す。 兵船 は 數千艘 あ 

けれども 、本より 夥しき 大風 なれば、 舟 を 出す 者な かりけ るに、 只 五艘 を 出す。 一 

番 判官の 舟、 一 一番 畠 山が 舟、 三番 土 肥の 次郎 舟、 四番和 田の 小太郞 舟、 五番 佐々 木の. 

四郎 舟な り • 五艘の 舟に 馬乘 せ、 兵糧米 積む。 それに 隨ふ 下部 步 走なん ど乘り けれ 

ば、 一 百 餘騎に は 過ぎす、 是等は 皆 一 人當 千の 兵な り。 判官 は、 義經が 舟 計りに 篝を 

義經穩 ^解き 四國に 渡る 附資^ 淸經首 京都に 上すべき 由の 事  E£ 
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焚くべし。 それ を 本船と して 各馳 せよ。 自餘の 舟に 篝と もす ベから す。 敵に 舟の 

數を 見せ まじ 爲な りと 下知して、 渡邊 より 舟 を 出す。 吹く 風 木の 枝 を 折り、 立つ 波 

蓬萊を あぐ。 水 主 楫取吹 倒されて、 足 を 踏 立つ るに 及ば ざり けれども、 究竟の 者 共 

にて、 舟を乘 直し/.^、 帆柱 を 立て 帆 を 引く 事た か、 らす、 手 打 かくる 計な り。 風彌 

强く當 りければ、 帆の 锶を 切って 結び 分け、 風 を 通す。 纘三筋 十 丈 計， ^により 下げ 

て、 錨綱 あまた 下して、 脇 楫面楫 を 以て、 舟 をち やうと 挾み 立 て 、、傍 風來れ ば、 風 面 

に乘り 憑り、 眦 になれば 中に 乘， o、 隙な く 湯 を とらす。 舢へ 打つ 波碎 けて、 艫 を 洗 ひ 

鱸 を 渡す。 波 いかにも 叶 ひ 難 けれども， 究竟の 楫取 なり、 波の 手 風の 手 を 作りて、 大 

きなる 波 をば ついくい b  、小波 をば 飛越え）^.、 馳 せよ 者 共 漕げ や 者 共と て、 曳聲を 

出して 馳 せければ、 押して 三日に 漕ぐ 所 を、 ロハ 三時に、 阿波の 國 はち まあ まこの 滞に 

ぞ馳 若き たる。 五艘の 舟、 一艘 も 誤な ぐ、 皆 一所に 漕 並べた，^ 汀より 五六 町 計り 

上って、 岡の 上に 赤旗 數多立 並べ て、 敵 籠れ b と 見 ゆ。 判官 官： ひける は、 平家 此浦を 

周め たり、 各 物 具し 袷へ。 舟に 搖られ て 立 竦みた る 馬 共な う。 左右な く 下して 過す 


な。 沖より 追 下して、 舟に 付いて 泳がせよ。 馬の足と つ？ 5 ば、 舟より 鞍 を 置くべし • 

其 間に 鏺物具 取 付けて、 舟より 馬に は乘 移れ、 敵 寄す ると 見るならば、 平家 は 汀に 下 

立って、 水より 上げ じと 射す らん • 波の 上に て 相 引して、 脇 壺內甲 射さすな。 射 向 

の 釉を眞 甲に 當て、 急ぎ 汀へ 馳せ 寄せよ。 敵 近付けば とて、 騷ぐ 事な かれ。 今日の 

矢 一は、 敵 百 人 防ぐべし。 隙間 を數 へて 弓 を 引き、 あだ 矢 射^と ぞ 下知し 給 ふ。 軍 

兵 共 軍將の 下知に 隨ひ、 磯 五六 町より 沖に て 馬 を 追 下し、 舟に 引付けく 泳がせた 

馬の足 屆 きければ、 鏜物具 取 付けて、 舟より 馬に ひたと 乘り、 一 百 五十 餘騎の 兵 

共、 射 向の 釉を 甲の 眞 甲に 當て、 鑣を 並べ て、 汀へ 颯と 馳 上りたり。 判官 先陣に 進み、 

此浦 固めた る 大將は 誰人ぞ や。 名 乘れ— と 攻め けれども、 答 ふる 者な し。 此浦を 

ば、 阿波 民 部の 大夫成 能が 伯父 櫻 間 外 記の 大夫能 連軍將 i して、 三百 餘騎 にて 固め 

たり けれども 、何とか 思 ひけん、 名乘ら ざり ければ、 判官 は、 此奴 原 は 近 國の步 兵に， 

こそ あるらん。 若者 共攻 入りて、 一 々に 首 切 b かけて、 軍神に 奉れと 下知し ければ、 

河 越 小 太 郞茂房 • 堀の 彌太郎 親弘. 熊 井の 太郎忠 元. 江 田の 源三弘 基. 源 八廣綱 五騎、 

義^^な 解き 四國に 渡る 附資盛 楕經首 京都 上 すべさ 由の 事  で 七 
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鑣を 並べ 鞭 を 打って 駆 入りけ，^ 城 中より は、 簇を 揃へ て 散々 に 射ん。 源氏 は 一 百 

餘騎、 後 寧， , 支へ て、 攻めよ 懸けよ。 隙 あらせ そとと V めきければ、 五 騎の者 共、 良 &F 

乘替相 具して 三十 餘騎、 a を 傾けて 攻 入りければ、 三百 餘騎も 泳へ すして、 颯と 開い 

て A しけ， R つて 返して、 竪 樣橫樣 、おもの 射に 射ければ、 木の葉 を 風の 吹ぐ 力 如 

く、 四方 へ 颯と 逃走り ける を、 K 立て つ ゝ、 つよる 者 をば 首を切り、 弱き者 をば 生 捕 

にす。 大將軍 外 記 大夫も 防ぎ 兼ね、 鞭 を 上げて 逃げ けれども 、延べ やらす して 生 捕 

られ けり。 首 共 四 五十 切 かけて 軍神に 奉り、 喜の 鬨 二度 作り、 西國の 軍の 手 合な り。 

物 能し くと ぞ 勇みに ける。 備前兒 島の 城 は、 去りし 冬、 土 肥の 次郞實 平. 佐々 木の 

三郞盛 綱、 鹽 干に 渡り 瀨を 求めて、 暗の 夜 五十 餘騎を 率して ゆめ 寄せて、 鬨の聲 を 起 

しければ、 平氏の 軍兵 働 かざりける 程 なれば、 防ぎ 戰. ふに 及ばす して、 舟に 爭ひ乘 つ 

て 逃げけ る を、 或は 生 捕り 或は 首を切りければ、 其 後 は 備中. 備 前の 輩、 悉く 官軍に 相 

隨 ひける 處に、 此春、 又 平氏 一 一 百 餘艘の 兵船 を 調 へ て、 夜半に 彼 城 へ 寄せて 合戦し け 

る 程に、 實平 の^ 敗れて、 息 男 遠 平 傷 を 蒙り、 家人 多く 討 取られけ り。 舟 軍の 事、 西 


國の 賊徒 は 自在 を 得たり * 東 國の官 兵 は、 寸步 を. 失 ひて、 實平每 度に 敗られけ 

か、 りし 程に、 豊 後の 住人 維義 等、 舟を艤 して、 官 兵を迎 へければ、 三 川の 守 範賴以 

下、 彼 國へ入 b にけ， 9* 又 三位の 中 將資盛 入道、 並に 左 中 將淸經 朝臣 を、 當國の 輩 討 

取って、 首 を 範賴の 許へ 送りけ り。 平家 は、 源氏の 討 手下る と閬 えしより、 讃 岐の國 

屋 島の 浦に 城郭 を 構へ、 軍兵 を 儲けて 相 待ちけ り。 前の 內 大臣 宗盛 • 前の 平 中納言 

敎 盛. 前の 權中納 言 知 盛. 前の 修理の 大夫經 盛. 前の 右兵衞の 督 淸宗. 小 松の 少將有 

盛. 能 登の 守 敎經. 小 崧の新 侍 從忠房 以下、 五十 餘騎 とぞ閬 えし。 浦々 島々 差 塞ぎて、 

君 を 守護し 奉る。 

勝 浦 合 戰附勝 磨 井 親 家屋 島尋 承の 事 

判官、 生 捕の 者に 間 ひ 給 ひける は、 平家の 軍兵 は、 屋 島より 此方に は、 いづれ の 所に. 

か あると 直 ふ。 是 より 卅餘町 罷り 候 ひて、 阿波の 民 部の 大輔の 弟に、 櫻 間の 介 能 遠 

と 申す 者 こそ、 五十 餘騎 計. O にて、 陣を取 力て 候へ と 申す。 さて は 小勢 や、 打て や 打 

勝 浦 合 戰附勝 磨 井 親 家屋 梟尋 承の 事  0 
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て やとて 押 寄せ 鬨を 作る • 城の 內 にも 鬨を 合せたり。 能 遠 は 大堀を 掘って 水を湛 

へ、 岸に 菱植 ゑ、 櫓 かいて 待ち受けたり。 容易く 攻 落し 難 かりけ る を、 源氏の 兵、 其 

邊の小 家 を 毀ち、 堀に 入れ 浸して S を 傾け、 一 * 同心に 攻 入りければ、 城 內亂れ て、 

我先にと 落 行きけ り。 能 遠 を 延ば さんと て、 家の 子 郎等 卅 餘騎、 殘り留 りて 防ぎ 矢 

射け るが、 一々 搦め捕られて、 忽に首 刎ねられ、 軍神に 祭らる。 兩陣を 追 落して 後、 

又 浦人 召して、 此所は 何とい ふ ぞと間 ふ。 勝 浦と 申す と 答 ふ。 軍に 勝ち たれば とて、 

色 代して 矯飾 を 申す にこ そ。 斯様の 奴 原が、 不思議の 事 をば し 出す ぞ。 返忠せ さす 

な。 義盛 はなき か。 しゃ 首 切れと 宣 へば、 伊勢の 三郞、 太刀 を拔き 進み出で たり • 

浦人 大きに 恐れお の、 きて、 其 儀 は 候 はす • 此浦は 御室の 御領 五箇の 庄 にて、 文字 

に は 勝 浦と 書きて 候なる を、 下郎 は 申し 易き に付きて、 かつらと 呼び 侍りき • 上 藤 

の 御前に て 侍れば、 文字の 饞に申 上 候と いふ • 判官 是を 聞きて、 扨 は 神妙々々。 さ 

る 例 あり。 昔天武 天皇の 末、 東宮 位に おはし ましけ る 時、 大 友の 皇子に、 天 智子襲 ひ 

て、 近 江の 國 湖水に 舟 を 浮べて、 東の 浦に 着き 給 ふ。 萆の 下葉 を 漕 分けて、 舟 を 岸に 


寄ゼ給 j 田作る 男 一人 あり、 春宮 問うて いはく、 汝 何者 ぞ。 愛 をば いづれ の 所と 

いふ ぞと。 田夫 答へ て 申さく、 是 をば 勝 浦と いふ。 我 身 をば、 日の 下の 勝 磨と 申す 

な て、 賤が藁 屋に 請じ入れ 奉り、 樣々 供御 進め 參ら せたり ければ、 春宮 大きに 御 

悅 ありて、 朕 勝 浦に 着きて 勝 磨に 逢へ、 軍に 勝って、 帝位に 卽 かん 事 疑な し。 卸 

卽 位の 後に、 御 願 寺 を 立てら る べしと 御 誓 ありけ るに、 果して 帝位 こ卽、 て、 彼 所 こ 

寺 を 建てられけ り。 月 上 寺と て、 今に ありと 傅へ 開く。 義經 軍の 門出に、 はち まあ 

まこの 浦に て 軍に 勝って、 又 勝 浦に 着きて 敵 を t す a 末賴 もしと ぞ悅 びけ る。 判官 

又 浦人に 問 ひ 給 ふ。 此勝 浦より 屋島 へ は、 行程 何程 ぞと間 ひ 給 へ ば、 一 一日路 候と 申 

す。 さらば 敵の 聞かぬ 先に 打て やくと て、 鞭 障浞を 合せて 打つ 處に、 大將 軍と 覺 

しくて、 黑皮緘 の 鎧に、 黑 馬に 乘 つて、 一 百餘騎 にて 步 ませ 來る。 笠符も 付けす 旗 も 

差さす。 判官 宣 ひける は、 見來れ ば、 軍兵 源平 いづれ とも 見分けす、 敵の 謀 やらん、. 

心 許し ある ベ ^ら す。 義盛罷 向うて 仔細 尋ねて、 將ゐて 參れと 下知し ければ、 伊勢 

の 三郞仰 承りて、 十五 騎 にて 行 向 ひて 、何とかい ひたり けん、 安々 i 具して 叁る。 判 

勝 浦 合戦 跗勝麿 井 親 家屋 島尋 承の 事  g 八 一 
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官、 汝は可 者ぞ。 源平 何れと も 見えす と 問 ひ 給へば、 是は 阿波の 國の 住人、 臼 井 近 藤 

六親 家と 申す 者に て 侍る が、 近年 源平の 亂 逆に 安堵せ す、 波に も 磯に も 付かぬ 風情 

なり。 いづれ にても 日本の 主と なり 給 はん 方 を も、 君に 賴み 奉らん i 相 待つ 處に、 

平家 都 を 落ち、 源氏 の 軍將 の、 院宣 を 蒙り 給 ふと 承る 間、 白旗 を 守 つて 馳せ參 すと 申 

す。 判官 宣 ひける は、 神妙な り。 源氏の 大將軍 鎌 倉の 兵 衞の佐 殿の 弟に、 九 郎大夫 

判官と いふ は 我なら。 平家 追討の 院宣 を 蒙り、 西 國に發 向せ り。 親 家 を西國 の案內 

者- i 賴み、 屋 島の 尋 承せ よ。 但 所存 を 知らん 程 は、 物 具 をば 許す ベ からすと て、 甲胄 

を脫 がせて 召 具し けり。 や あ 親 家、 屋 島に は 勢 幾程と か 聞く と宣 へば、 よも 千 騎には 

過ぎ 候 はじ。 凡そ は 五 千餘騎 とこ そ 承 は b しか ども、 臼杵- 戸槻. 核 浦黨. 緒 方の 三郞 

等が 背く に 依って、 平家、 彼 輩を誅 せられん とて、 此間 は、 軍兵 等 多く 所々 へ 分け 遣 

さる • 其 外 阿波. 讃岐の 浦々 島々 に、 五十 騎卅 騎百騎 二百 騎 差遣 さる、 間に、 勢は少 

なしと 承る と • さて 屋 島より 此方に 敵 あり やと SS へば、 近 藤 六 申しけ る は、 今卅町 

計， o 罷りて、 勝宫 とい ふ 社 あり。 彼に 阿波の 民 部の 大輔成 能が 子息 * 內左衞 門の 尉 


成 直、 三千 餘騎 にて 陣を 取りた. 5 つるが、 此間河 野四郞 通信 を 攻めん とて、^ 豫の國 

へ 越したり と 聞 ゆ。 餘り 勢な^ は少々 も 候らん とい ひければ、 判官 急げ- (. とて、 

畠 山の 庄司次 郎重忠 • 和 田の 小 太郞義 盛. 佐々 木の 四郞高 綱. 平 山 武者 所 季重. 熊 谷の 

次郞 直實. 奥州の 佐 藤三郞 兵衞繼 信. 同じく 弟 四 郞兵衞 忠信. 鎌 田の 藤 次 光政 等、 一 人 

當 千の 者 共 を 先と して、 打て や） （^とて、 勝 宫に押 寄せて 見れば、 傳 內左衞 門の 尉が、 

兵士に 置きたり ける 步兵 等、 少 々あり けれども、 散々 に 蹴散らして、 逃ぐ る はたまた 

ま逅れ け. 向 ふ 奴 原 一 々に 首切り かけて 打つ 程に、 新 八幡の 寶前 をば、 判官 下馬 

して 再拜 すれば 、郎等 も又斯 くの 如し。 判官 は 勝 浦の 勝 も かつと 讀み、 勝 宮の勝 も 

かつと 讀む • かたぐ の 軍に 打 勝って、 今大 菩薩の 御前に 參り、 源氏の 吉瑞 顯然な 

b. 平家の 滅 C 疑な し。 八幡 三 所、 遠き 守 i 守り 幸し 給へ i て、 馬に 打 乘り馳 せつ 

控 へ つ、 讃 岐の屋 島へ 打 通りけ り。 

金 仙 寺 觀音講 附六條 北の 政所の 使 義經に 逢 ふ 事 

勝 浦 合戦 跗勝磨 弁 親 家屋 島尋 承の 事  S 
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斯る處 に、 中 山と いふ 所の 道の端より、 一一 町 計り 右に 引 入りて 竹林 あ 中に 古き 

寺 あり • 菓 守の 后の 御 願、 金 仙 寺 i いふ 伽藍な り。 本尊 は觀 音、 所の 名主 百姓が 集 

りて、 月次の 講營 とて、 大饗 盛り 並べ 盃据 ゑて、 旣に行 はんとしけ るが、 長 百姓 はよ し 

よしあし、 

とほめ、 若者 共は惡 しと 縑ふ。 善惡 i 賞め 誹る 程に、 百餘 人の 講 衆と  >  めきけ り。 

軍兵 是を 聞きて、 敵の 籠 6, たる ぞと 心得て、 弓 取 直し 片手 矢 はげて、 鬨を 吐と 作って 

押 寄せ たれば、 講衆を 始めて、 汁 御菜 持 運びた る 尼 公 女 量、. 下し 取らん とて 集りた る 

子孫 童 部に 至る まで、 取る 物 も取敢 す、 蛛の子 を 散らした る 如く 逃 迷 ひける。 幼少 

の 子孫が、 尻に 隨 ひたる を も打棄 て、 老耄の 親 祖父が、 杖に か \ る を も 助けす、 我 先 

我 先と、 愛 彼に 隱れ 忍びて 是を 見る。 軍兵 緣の際 迄 打 寄せて、 御堂の 內に下 居て、 我 

物 顔に 講の 座に 着す。 五 種 御菜に 三 升 盛 を、 百 二三 十 前 計 b 組 調へ たり。 座 上に 盃 

据ゑ、 大 桶に 汁 入れ、 樽 二に 濁酒 入れて、 座中に 搔据 るたり。 佛 前に は 花香 供 じ、 佛 

供 燈明備 へたり。 机の 上に 卷物 ー卷 あり。 講 式と 覺ゅ。 判官 は 座 上に 着す。 兵 共 

思 ひくに 列座せ， o。 武藏 房辨慶 座より 立って、 判官の 前に、 五本 立に 取 並べて、 あ 


あ 今月の 講， 隨分 尋常に 營み 出して 覺ぇ 候。 來頭は 誰 人ぞ。 此 定め 候ぞ よと いふ。 

判官. 誠に 此講 めでたし。 來頭 は、 義經營 み 侍る べしと 宣 へば、 兵 皆 吐と ぞ笑 ひける。 

飯 酒 共に 行って、 佛 壇の 中より 老翁 を 尋ね 出して、 是は何 講ぞと 問 へ ば、 翁 震 ひ. .（》• 

是は 月並の 觀音講 にて 候が、 只今 は 御 景氣の 恐し さに、 わな、 くと ぞい ひける。 講 

食うて た > ある べきに あらす。 誰か 式讀 むべき とい ひければ、 辨慶、 黑皮緘 の 鎧に 

矢 負 ひ 大刀 佩きながら、 禮 盤に 上って、 聲 高に 観音 講の式 をた、 めかして 讀む。 判 

宫は、 式 は 觀音講 、形 は毘 沙門 講 * あなたつ と 恐し とい ひければ、 兵 共 皆 笑 ひけう。 

さても 勇士 等、 西國の 軍の 門出に、 勝 浦. 勝宮に 着く。 今 また 講座に 着す。 事に 於て 

勇めり。 昔 八幡 殿の 、奥州 を 攻められけ るに こそ、 剛臆の 座 をば 分けられ けれ。 今 

の 軍兵 、一人 も 洩れす 講座に 着く。 平家 を C さん 事、 仔細な しと ぞ罵 りけ る • それ 

より 屋島 へ 打つ 程に、 中 山路の 道の 末に、 貲 布の 直 垂に、 立 烏帽子 立 文 持ちて、 足早 

に 行く 下種 男 あり。 宗家の 者と 見 ゆ。 判官 馬 を 早めて、 追 付き 問 ひける は、 汝は何 

者ぞ。 何れの 所へ 行く 人ぞ と。 此男、 判官と は 夢にも 知らす、 國人ぞ と 思 ひて、 是は 

金 仙 寺觀昔 講跗. I ハ條 北の 政所の 使 義經に 逢 ふ 事  Is 
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^よ b 屋 島の 方 へ 下る 者な， o と 答 ふ • 京より は、 誰 人の 御 許より、 屋 島の 何れの 方 

へぞと 問へば、 いや 只と いうて、 最 分明なら す。 判官 賺し問 は V やと 思 ひ、 是は 阿波 

の國の 者に て あるが、 屋 島の 大臣 殿の 御 催に 依って 參る 者ぞ。 誠 ゃ九郞 判官と いふ 

者が、 源氏の 大將 にて 下るな るが、 淀の 河 尻に て 舟 揃して、 今日明日の 程に、 屋 島の 

內 裏へ 寄すべし と 聞けば、 御邊は 京より 下 b 給へば、 定めて 見 給 ひぬ らん。 勢いく 

ら程 とか 申すな ど 問 ひて、 畫の破 子 食 はせ、 よくく 心 を 取って 後、 さても 御邊 は、 

誰 人の 御 使 ぞと問 ふ • 是は六 條攝政 殿の 北の 政所より、 大臣の * 方 へ 申させ 給 ふ 御 

文な b と 申す。 御文に は、 何事 を か 仰 下さる、 らんと 間へば、 下 鵜 は、 いかで か 御文 

の 中 を 知り 奉る ベ き。 御詞に は、 源氏 九 郎大夫 判官、 旣 に西國 へ とて 都 を 立ちぬ。 

波風 靜ま りなば、 一定 渡るべし。 さし も 鬼神の 如くに 畏 恐し ゝ木曾 も、 九郎 上りぬ 

こしら 

れば、 時日 を 廻ら さす u びぬ。 恐し き 者に 侍，^。 城 を もよ く 構へ、 兵 を も 催し 集め 

て、 御用 心 ある べしと こそ 申させ 給 ひつれば、 御文 も、 定めて 其 御 心に こそ 候ら め。 

みちく 

誠に 淀の 川尻に は 、軍兵 滿々 て 雲霞の 如し。 六 萬 餘騎が 二手に 分けて、 三 川の 守 九 


郎 判官 兄弟して、 四 國. 長 門よ， 9 挾みて、 下る ベ しと 披露し き- 波風 止みな ば、 今日 

明日の 程に は、 軍 は 一 定 ある ベ し。 急ぎ. （-屋 島へ 御叁. ^ある ベ しとて、 ぬけ 

と 判官に 相續 きて 行く。 さて 御邊は 始めて 下る 人 か。 先々 も 下 b 給へ る 人 かと 問 

へば、 六 條攝政 殿 基 通 公の 北の 政所と 大臣 殿と は、 御兄弟の 御中に てまし ませば、 西 

國の御 住居 御 心苦しく 思 召し、 源氏 上洛の 後 は、 都の 有様、 人の 披露 聞 召す に隨 うて 

仰せら るれば、 常に 下向す るな b とい ふ。 さて は屋 島の 城の 有樣 は、 よく 知う 給 ひた 

るらん d 誠 や 竟究の 城に て、 敵 も 左右な く 寄せ 難き 所と 聞く は 誠 か • あはれ さやう 

の 城に て 高名 をして、 勳 功に 預からば やとい へば 、男が いひけ る は、 是は 敵に 聞す ベ 

き 事に あらや。 * 方へ 叁ら るれば 申す。 源氏が 知らで こそ 能き 城と は 申せ • 事 もな 

き 所な り • あれに 見 ゆる 菘原 は、 むれ 高极と 申す。 彼 松原の 在家に 火 を かけて、 鹽 

干潟に 付いて、 山の 側に 打 添うて 渡らば、 镫鞍 つめ のびたる 程な，^。 百騎も 二百 騎 

も、 鹽花 蹴立て ゝ押 寄せば、 あは 大勢の 寄す る はとて、 平家 は、 汀に 設け 置きた る 舟 

に乘 りて 沖へ 押出さん。 內裏を 城に して 戰は 、無念の 所な りと、 細々 と 語りけ り • 

金 仙 寺 觀音講 附六條 北の 政所の 使 義絰に 逢 ふ 事  Eg 
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判官 是を 聞き、 誠 や。 無念の 所 や、 然る べき 八幡 大 菩薩の 御 計ら ひなり とて、 都の 方 

を拜 みつ ゝ、 や あ 男め。 我れ こそ 九 郞大夫 判官よ。 其 文叁ら せよ とて 奪 ひ 取. CN  、海 

の 中に 投入れ て、 男 をば、 中 山の 大木に 縛り上げて ぞ 通りけ る。 其 日 は 阿波の 圃坂 

の 東西 打 過ぎて、 阿波と 讃岐の 境なる、 中 山の 山 口の 南に 陣を 取る。 翌日 は 引田 浦. 

入 野. 高 菘の鄕 を も 打 過ぎて、 屋 島の 城へ 押 寄せたり • 
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